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神戶市 五十 年の 進 運 は 主として 其 貿易の 發展に 由り 貿易 

の 發展は 海運の 隆曰 曰と 相伴 ひ 海運の 隆昌 は港灣 修築の 進涉 

と 相.  寺ち 而 して 神 戶の氣 象 は實に 其港灣 修築の 有力なる 基 

礎 条^たり 是を 以て 理學士 堀 口 由 己 氏 に 「神 戶の氣 象」 ェ 學 博 

士 森垣龜 一 郧 氏に 「神 戸の 港灣」 神戶 海運業 組合に 「神戶 海運 五 

十 年 史」 文 學 博士 石橋 五郧氏 に 「神 戶 港外 國 貿易の 變 遷」 の 編 述 

を 依 囑し此 四 編を收 めて 以て 別錄 第二 卷 となす 

大正 十二 年 三月 

神！ 1MB 史 編纂 監修 文學 博士  . 原  M  郞 


ま s 
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戶 市史. 別錄ニ 

目 次 

■ 神 戶の氣 象 

章 神 戶氣象 事業 沿革 附神戶 平年 氣象  

神^ 氣象 事業 沿革。 平年 氣象。 第一 表 累年 平均 氣象 表。 

一章 氣 候の 推移  

明治 九 年。 明治 十 年。 明治 十一 年。 明治 十二 年。 明治 

十三 年。 明治 十四 年。 明治 十五 年。 明治 十六 年。 明治 

十七 年， 明治 十八 年。 明治 十九 年。 明治 二十 年。 明治 

二十 一年。 明治 二十 二 年。 明治 二十 三年。 明治 二十 四 


年。 明治 二十 五 年。 明治 二十 六 年。 明治 二十 七 年。 明 

治 二十 八 年。 明治 二十 九 年。 明治 三十 年。 明治 三十 一 

年。 明治 三十 二 年。 明治 三十 三年。 明治 三十 四 年。 明 

治 三十 五 年。 明治 三十 六 年。 明治 三十 七 年。 明治 三十 

八 年。 明治 三十 九 年。 明治 四十 年。 明治 四十 一年。 明 

治 四十 二 年。 明治 四十 三年。 明治 四十 四 年。 大正 元年。 

大正 二 年。 大正 三年。 大正 四 年。 大正 五 年。 大正 六 年。 

大正 七 年。 大正 八 年。 第二 表 平均 氣溫 表。 第三 表 降水 

量 表。 

章 異 常 現 象 慕 風 雨、 旱 紘、 地 震、 其 他)  H 1 

明治 九 年。 明治 十 年。 明治 十三 年。 明治 十四 年。 明治 

十六 年。 明治 十八 年。 明治 二十 年。 g 治 二十 一年。 明 

治 二十 二 年。 明治 二十 三年。 明治 二十 四 年。 明治 二十 

五 年。 明治 二十 六 年。 明治 二十 八 年。 明治 二十 九 年。 


明治 三十 年。 明治 三十 一年。 明治 三十 二 年。 明治 三十 

三年。 明治 三十 四 年。 明治 三十 五 年。 明治 三十 六 年。 

明治 三十 七 年。 明治 三十 八 年。 明治 三十 九 年。 明治 四 

十 年。 明治 四十 一年。 明治 四十 二 年。 明治 四十 三年。 

明治 四十 四 年。 大正 元年。 大正 二 年。 大正 三年。 大正 

四 年。 大正 五 年。 大正 六 年。 大正 七 年。 大正 八 年。 第 

四 表 異常 現象 一 覽表 ■ 

附圖 神 B- 氣象圖 (其 一) (其  一 0 

神戶 の港灣 

編 兵 庫 及神戶 港の 沿革  r 

章 開港 前後の 兵 庫 及 神戶港  

兵 庫津。 神 港。 


年。 明治 二十 五 年。 明治 二十 六 年。 明治 二十 七 年。 明 

治 二十 A 年。 明治 二十 九 年。 明治 三十 年。 明治 三十 一 

年。 明治 三十 二 年。 明治 三十 三年。 明治 三十 四 年。 明 

治 三十 五 年。 明治 三十 六 年。 明治 三十 七 年。 明治 一二 十 

八 年。 明治 三十 九 年。 明治 四十 年。 明治 四十 一年。 明 

治 四十 二 年。 明治 四十 三年。 明治 四十 四 年。 大正 元年。 

大正 二 年。 大正 三年。 大正 四 年。 大正 五 年。 大正 六 年。 

大正 七 年。 大正 八 年。 第二 表 平均 氣溫 表。 第三 表 降水 

量 表。 

章 異常 現 象 (暴 風 雨、 旱 魃、 地 震、 其 他)  

明治 九 年。 明治 ナ年。 明治 十三 年。 明治 十四 年。 明治 

十六 年。 明治 十八 年。 明治 二十 年。 明治 二十 一年。 明 

治 二十 二 年。 明治 二十 三年。 明治 二十 四 年。 明治 二十 

五 年。 明治 二十 六 年。 明治 二十 八 年。 明治 二十 九 年。 


明治 三十 年。 明治 三十 一 年。 明治 三十 二 年。 明治 三十 

三年。 明治 三十 四 年。 明治 三十 五 年。 明治 三十 六 年。 

明治 三十 七 年。 明治 三十 八 年。 明治 三十 九 年。 明治 四 

十 年。 明治 四十 一年。 明治 四十 二 年。 明治 四十 三年。 

明治 四十 四 年。 大正 元年。 大正 二 年。 大正 三年。 大正 

四 年。 大正 五 年。 大正 六 年。 大正 七 年。 大正 八 年。 第 

四 表 異常 現象 一 覽表ー 

附圖 神^ 氣象圖 (其 一) (其 5 

神戶 の港灣 

編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 ；  ■•〜••.： …… ……り. 

章 開港 前後の 兵 庫 及 神戶港  

兵 庫津。 神 港。 


章 S 明治 J 二十 I 兵 庫 及 神戶港  

逑上所 開局。 東 運上 所前灣 浚谍。 波止場 築造。 明治 五 
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橋。 兵 庫 運河の 開鑿と 河口の 埋立。 莂藻 島の 埋築。 湊 
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橋の 架設。 神 海陸 運輸 聯絡 鐵道及 小野濱 驛の擴 張。 

米 利 堅 波止場 改築 及擴張 工事。 神 芦 港 海岸 通 船渠 修築 

工事。 葺 合港灣 改築 株式 會 社の 埋築。 高濱 埋立地。 東 

神 倉庫 株式 會 社の 埋立。 川 崎 造船所の 葺合埋 立 工事と 

沿革。 神 戸 製鋼所の 埋立。 

第 四 章 神戶 築港の 沿革 及 計 畫  

第 一 節 築港 計畫の 沿革  

築港 計畫。 築港 最初の 建議。 築港 問題 頓挫。 築港 問題 

再燃。 築港 調査 事務所の 設置。 沖 野 技師の 計畫案 作製。 

築港 調査 委員 會の 設計 案。 神 市會の 設計 案 決議。 築 

港 問題 再 頓挫。 築港 準備 委員 會 設置。 築港 問題解決。 

第二 節 神 税關 海陸 運輸 聯絡 設備 工事の 沿革 竝に 梗槪 

大藏省 臨時 建築 部 支部の 開設と 計 畫の槪 要。 神 築港 

委員 會 組織。 阪 谷大藏 大臣の 視察と 築港 方針 發表。 市 


の經费 分澹。 技術 協議 會の 審議。 臨時 祌 港 設備 委員 

會 成立。 起工式 皋行。 設計の 變更， ェ期 繰延と 經費增 

滅。 大藏 大臣 官房 臨時 建築 課 神 In- 出張所 施工 中の 計畫 

1 斑" 

第三 節 神 芦稅關 防波堤 築造 工事の 梗槪  

防波堤 工事の 著 手- 防波堤 築造 經 費と ェ期。 
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第 一 節 神 芦 港 沿岸 施設の 現況  

二種の 沿岸 施設 

1. 貿易 設備の 現况  

貿易 設備の 現況。 內國 貿易 設備。 外國 貿易 設備。 0  0 

に 魔す る 主要 設備。 

二、 造船 及鐵 工業に 關 する 沿岸^ 備  
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第二 節 貿易 設備の 利用 槪況  1  一二 七 

沿岸 賀 易に 關 する 資料の 缺乏。 主要 波止場の 貨物 搬出 

入噸 量。 工事中の 築港の 成績」 主要なる 民營 施設。 

第二 編 神戶 港の 經界、 潮汐 其 他 .：•：  ；  ョセ 

第一章 神戶 港の 經界及 航路標識  5 セ 

第一 節 祌戶 港の 經界及 水面 積  一四 七 

神^ 港 船舶 碇繫區 域と 其擴 張。 三種の 航路。 碇泊 所 一 

第二 節 航路標識  1 四 九 

神 芦 港の 位置。 政府 管理の 燈臺。 巿 又は 會瓧の 施設に 

基く 點燈 装置。 和 泉 灘及播 磨灘の 燈臺。 

第二 章 神戶 港の 潮汐 及 潮流  一 五 五 

第一 節 潮汐  lii 

潮汐 干満の 槪浞。 最近 十ケ 年間の 潮位。 
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第二 節 潮流  1 HK 

港內 潮流 觀 測と 其 結果。 一 區域觀 測の 結果。 
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揷入圖 版 

第壹圖 ジョン. マル シャ ダ 築港 計晝圖  六0— 六 1 

第貳 圆 神 In- 築港 針畫圖  六. K 丄ハ七 

第參圖 神 芦 築港 計畫圆  スニ— ス三 

第四圖 小 野濱稅 關擴張 設備 略圖  スス— 八 九 

第五 圖 神 In 稅闊 海陸 運輸 聯絡 設備 計畫圖  九 
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入港。 新 政府の 外交。 開港と 居留地。 神！ 《- 運上 所。 紳 

KI 村の 浚碟。 祌 芦の 波止場。 運上 所を稅 關と改 む。 祌 

B- 海岸の 石垣 築造。 波止場。 海運の 狀態。 菱垣 廻船。 

桫 廻船。 近 廻り 船。 蒸 汽船 建造の 始。 外 國船來 る。 海 

外 定期 航海 船。 紀萬 船。 九十 九 商會。 當 時の 運賃。 西 

は 型 船の 歡迎。 帆船 建造。 船 据場ー 海軍 營所。 加州 製 

鐵場。 兵 庫造 船 所。 

章 明治 初期より 同 二十 年頃 迄の 海運 ：…ー 

本邦 汽船 會 社の 創立。 廻漕會 社。 廻 漕 取扱 所。： 日木國 

郵便 蒸 汽船 會社。 九十 九 商會の 內容リ 三菱 會社。 第一 

命令書。 太平洋 汽船 會 社の 買收" 西南の役。 海上 王 岩 

崎彌 太郞。 共同 運輸 會 社の 設立。 三菱 會 社との 競爭。 

兩 社競爭 と祌 戶 廻漕業 考 日本 郵船 株式 會社 設立。 日 

本 郵船 會 社の 沿革。 日本 郵船 會 社と 神 芦 廻漕業 者。 招 


商 局との 競爭。 日 本. 郵 船 株式 會 社の 航路。 -ーュ ー カレ 

ド -ーァ 航路。 孟買 航路。. 馬尼剌 航路。 大阪 商船 株式 會 

社の 設立。 神 港 社。 大阪 商船 株式 會 社と 神 港 社との 紛 

議。 大阪 商船 株式 會 社の 航路 擴張。 開港 以來の 海陸 連 

絡 設備。 蟹 川ノ. 兵 庫 新 川。 辨 天濱。 神^ 船橋 會社。 神 

棧橋會 社。 兵 庫の 造船 工場。 小野濱 海軍 造船所。 川 

崎 造船所。 三菱 造船所， 

章 日 淸戰役 前後  

社 船 及 社外 船の 名稱 由來。 三 井 物產會 社。 本邦 枕木の 

北淸 輸出。 社外 船の 沿革。 日 淸戰役 前の 購入 船。 三 井 

及 社外 船 海外 發展。 第一 丸 蘭 貢 行。 愛國 丸布哇 行。 社 

外 船の 牛莊 初航。 阪神に 於け る 船主。 攝州灘 奥 業 株式 

會社。 盛 航會社 • 攝津航 業 株式 會社。 八 馬 兼 介。 本邦 

海員 技術 免狀。 汽船 ザ ムべシ と 濱中八 三郞。 邦人の 英 


國海技 免狀受 有。 海運 ズ P1 力 —の 起原。 佐 藤 勇太郞 

紛議 を 解決す。 外商の 船舶 賣買 取扱 者と 外國 汽船 代理 

店。 社外 船 代理店. 片野由 中 組 II 三 上. 增倉。 第一 囘觀 

艦 式。 露國 皇太子 御 訪問。 湖南 事變。 淸圃 北洋 艦隊 訪 

問" 日淸戰 役。 御用 船の 數。 輸入 外國 船。 三 井 船舶の 

南洋 發展。 社外 船の 新嘉 坡初航 及米國 航行。 海外 移民 

輸送。 カム サッカ 航路 開拓。 社外 船主。 荷役の 設備。 

^船の 分類。 神 戸 送迎 株式 會社。 脬船 夫の 勞働 運動。 

孵 曳船。 共同 曳船 會社。 ス テベ ドア ー 及 其 沿革。 ュッ 

ケ〃。 ライ オンス。 邦人 ス テベ ドア ー。 上 組- 海榮商 

會。 兵 庫 運輸 株式 會社。 航海 獎勵 法と 造船 獎勵 法。 日 

本 郵船 會社歐 米 濠 航路 開發 j 東洋 汽船 株式 會社。 臺灣 

及南淸 航路。 汽船 千代 丸" 大阪 商船 株式 會瓧の 南淸及 

北韓 航路 開發。 北帮 公所。 社外 船の 楊子 江 遡航。 楊子 

江 定期 航路 開始。 北淸 貿易 及 荷 扱 店。 日華 洋行" 勝 田 


商會。 明治 三十 丁 二. 三年 頃の 運賃。 北 淸事變 と 其 後の 

市浞。 兵 庫 蓮 河。 日本 海運業 同盟 會。 日本 船主 同盟 會。 

富 島 組。 水先 人。 神 戸 港務局 開設。 船舶 給水。 

四 章 日露 戦役より 明治 末期に 至る  

日露 戦役 日露 戰役 中外 國船傭 入。 日露 戦役 中 御用 船。 

旅 順 閉塞 船。 日露 戦役 中 捕 拿 船。 日露 戰役 前後の 輸入 

船。 海外 移民の 發展。 大冶鑛 石の 積 取。 漢陽 銑鐵積 取" 

渤海灣 に 於け る 邦人の 海運業。 大 連の 海運業。 原 田 商 

行 t 韓 航路。 安東 縣豆及 豆粕 積 取。 關東 州鹽積 取" 海 

州鹽積 取。 日本 船主 同盟 會。 關稅 改正と 日本 船主 同盟 

會。 東洋 海運 中央 市場。 三 井 船舶 部の 移轉。 三 井の 海 

外 發展。 日露 戦後の 日本 郵船 會社。 東洋 汽船 株式 會社 

の 大型 新造。 大阪 商船 株式 會 社の 大連 定期 航 開始。 辰 

馬 汽船 合資 會社。 共同 曳船 株式 會社。 神 戸棧橋 株式 會 


社。 日本 汽船 株式 會社 創立 目論見。 海員 協會。 日淸汽 

船 株式 會社。 日本 西 廻 汽船 商會。 汽船 辰 九 事件の 原因 一 

澳 門の 政治 地理。. 船主 態度。 同盟 會の 助力。 要求 個條。 

世論と 反響。 國際 條規。 淸國囘 答の 內容。 船長の 客死。 

南淸. ホイ コ ット。 大 阪. 神 In. 靑 島 航路。 祌 浦 潮。 舟 車 

速 絡。 敦贺. 浦 潮 航路。 日露 戦後の 海運 不况。 北米 小麥 

及 麥粉精 取。 濠洲 小麥積 取。 濠洲 羊毛の 輸入。 滿洲大 

豆の 歐洲 輸出。 繋船。 大阪 大火と 木材 需要。 北海 木材 

秸取。 市况囘 後- 濠洲 及英國 炭坑 夫 ストライキ。 關稅 

改正。 見越 輸入 船。 輸入 船々 型。 見越 輸入 前後の 航路 

比較。 登簿 船舶の 資格。 输 入船の 建造 地 別。 轍 入船の 

船 H。 邦 船の 速力 表。 輸入 船の 年齡。 中古 船 輸入 政策。 

關稅 改正 實施 後の 輸入 船。 船舶の 大 迚鐯。 岸 本 五兵衛。 

臺潸 航路。 臺灣 食鹽積 取。 紀州 木材 臺灣 輸出。 三 陸 枕 

木臺潸 輸出。 太 洋島憐 礦石 積 取。 クリスマス島 燐 礦石 


積 取。 ブラ タス. 西澤 島。 ラサ 島- 明治 四十 四. 五 年 運賃。 

社外 船の 海外 發展。 汽船 幸壽 丸歐洲 行。 明治 四十 五 年 

五月 社外 船の 定期 傭船 表" 標準 比較。 满鐵の 長期 傭船。 

撫順炭 積 出。 土曜 禽 南洋 郵船 株式 會社。 松昌 洋行と 

開平 炭" 邦 船と 勘 察 加。 勘 察 加の 沿革。 邦人の 勘 察 加 

出漁。 運送の 狀態。 日露 漁業 協約。 水先 組合員。 中の 

棧橋。 葺合 港灣。 明治 末期の 船主 表。 神 P 海運業 者。 

五 章 大正 初期 及歐 洲戰亂  

大正 初年の 海運 市況， 靑島鹽 積 取。 社 船の 臺灣 枕木 輸 

送" 勘 察 加 航路。 撫順 炭。， 開平 炭。 アン ガ ー 燐 礦石 積 

取。 クリスマス島 燐 礦石 積 取。 サフ アジ ャ燐 礦石 積 取。 

囘敎 徒巡觼 輸送。 北米 石油 積 取。 米國 棉花 積 取。 海外 

移民 會 社の 推移。. シ！  ニッケル 商會。 大正 囘漕 株式 會 

社。 ヘル f ブラ ザ， I ス。 富 島 組。 富 島 組 神 K; 支店。 大 


正 運輸 株式 會社。 北 日本 汽船 株式 會社。 南洋 貿易 株式 

會社。 歐洲 戰亂。 靑島 攻撃。 海運業 者の 活躍。 曰本郵 

船 株式 會社。 現今 航路 狀態。 補助 航路の 推移。 資本金 

及 積立金。 所有 船々 數及 噸數。 重役 更迭。 近海 部獨 立。 

日本の 優秀 船。 大阪 商船 株式 會社。 東洋 汽船 株式 會社。 

三 井 船舶 部。 三菱 商事 株式 會社。 辰 馬 汽船 株式 會社。 

撟本 汽船 株式 會社。 八 馬 兼 介。 岡 崎 汽船 株式 會社。 嶋 

谷 汽船 株式 會社。 深 川 汽船 株式 會社。 板 谷 商船 株式 會 

社。 乾 合名會 社。 松 本 船舶 部。 山 下 汽船 鑛業 株式 會社。 

南洋 郵船 株式 會社。 株式 會 社中 村 組。 日 下部 汽船 株式 

會社。 明治 海運 株式 會社。 帝國 汽船 株式 會社。 勝田汽 

船 株式 會社。 野 口 汽船 株式 會社。 內田 汽船 株式 會社。 

上 西 汽船 株式 會社" 株式 會社互 光 商會。 東 和 汽船 株式 

會社。 株式 會社 松昌 洋行。 豊崎 汽船 株式 會社。 太洋海 

運 株式 會瓧。 村 尾 汽船 合資 會社。 神 ^ 棧橋 株式 會瓧。 


神 B- 商船 株式 會 社。. 松 田 汽船 株式 會社。 新田 汽船 株式 

會社。 岩 城 商會。 大正 汽船 株式 會社。 日本 汽船 株式 會 

社。 祌戸 汽船 株式 會社。 山地 汽船 株式 會社。 高 野 汽船 

株式 會社。 岡 田 汽船 株式 會社。 神 港 汽船 株式 會社。 合 

資會社 英和 商會。 臺灣 製糖 株式 會社。 古河 鑛業 株式 會 

社。 株式 會社濱 根 商店。 株式 會瓧 甲斐 商會。 株式 會社 

帝國 製糖 汽船 部。 山 一 汽船 株式 會社。 太洋 汽船 株式 會 

社。 橋 谷 株式 會社。 菅谷 株式 會社。 佐藤國 汽船 株式 會 

社。 津田 株式 會社。 三 上 株式 會祉。 大阪に 於け る 船主。. 

合 名 會社尼 崎 汽船 部。 永 田 三十 郞。 岸 本 汽船 株式 會社。 

攝津 汽船 株式 會社。 廣海 商事 株式 會社。 原 田 汽船 株式 

會社。 大家 商事 株式 會社。 右近 商事 株式 會社。 山本汽 

船 株式 會社。 笠 原 商事 株式 會社。 小 野 淸吉。 田 中 汽船 

鑛業 株式 會社。 白洋 商船 株式 會社。 林 汽船 株式 會社。 

濱ロ 汽船 株式 會社。 浪速 汽船 株式 會社。 田 中 商事 株式 


會社。 原 商事 株式 會社。 靱 商船 株式 會社。 山 科 汽船 株 

式會 社。 久原 商事 株式 會社。 相澤 汽船 部。 大信 汽船 株 

式會 社。 其 他の 船主。 神 戸 に 於け る 海運 ブ 01 力 ー。 

大阪其 他に 於け る 海運 ブ '力—。 大正 四 年 乃至 七 年 

の 海 述^ 况。 三 井竝に 社外 船 配船 狀態。 運賃 同盟。 對 

米 船腹 提供。 聯合 協定 率 四十 志 六片。 日米 船鐵 交換。 

戰時 船舶 管理 令。 戰時 海上 保險 補償 竝に 再保險 法。 造 

船 業 勃興。 自 大正 元年 至 同 十 年 汽船 建造 數。 木造 汽船 

建造 旺盛。 ト "ラ— 船の 改造。 外國 中古 船の 輸入。 海 

外賣却 船。 南洋 獨領 諸島 占領) 汽船 井呂 丸の 捕獲。 汽 

船 瑞茂號 の 拿捕。 支那 抑留 獨澳 船舶 處分。 大冶鑛 石の 

運搬。 大冶兼 二 浦鐵鑛 運搬。 兼 二 浦 製品。 撃沈 船。 撃 

沈 船 表。 戦時 船舶 損害 調査 會。 海上 保險 業。 東京 海上 

火災 保險 株式 會社。 東京 火災 保險 株式 會社。 帝國 海上 

述送 火災 保險 株式 會社 U 大阪 海上 火災 保險 株式 會社。 


日本海 上 火炎 保險 株式 會社。 橫濱 火災 海上 保險 株式 會 

社。 共同 火災 保險 株式 會社。 祌戸 海上 運送 火災 保險株 

式會 社。 東洋 海上保険 株式 會社。 中央 火災 傷害 保險株 

式會 社。 日淸 火炎 海上 保險 株式 會社。 第一 火災 海上 再 

保險 株式 會社。 日 章 火炎 海上 苒保險 株式 會社。 扶桑 海 

上 火災 保險 株式 會社。 3 東海 上 火災 保險 株式 會社。 中 

外海 上 火災 保險 株式 會社。 大東 海上 火災 保險 株式 會社。 

朝日 海上 火災 保險 株式 會社。 大和 海上 保險 株式 會社。 

大正 海上 火炎 保險 难式會 社。 攝津 海上 保險 株式 會社。 

太平洋 海上 火炎 保險 株式 會社。 三菱 海上 火炎 保險 株式 

會社。 大福 海上 火炎 保險 株式 會社。 辰 馬 海上 火炎 保險 

株式 會社。 太平 火災 海上 保險 株式 會社。 大日 本 火災 海 

上 苒保險 株式 會社。 新 日本 火炎 海上 保險 株式 會社。 東 

洋 火炎 海上 再保險 株式 會社。 神國 海上 火炎 保險 株式 倉 

社。 倉庫業。 森 本 倉庫 株式 會社。 三菱 倉庫 株式 會社。 
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兵 庫き 庫 株式 會社。 住友 合資 會社 倉庫。 川 西 倉庫 株式 

會社 • 東 神 倉庫 株式 會社。 

第 六 章 歐洲 戰亂と 大正 十一 年 迄の 海運  

休戦 後の 市况 運賃。 海運業 凋落。 船主の 隱退。 買 船 思 

惑 蹉跌。 近海 運賃 高低 表。 慵船料 高低 表。 船價。 船價 

表。 兵 庫 運河 買 收。， 汽船 平明 丸希臘 抑留。 木造 船の 整 

理。 木 船賣買 表。 海 洲鹽稅 取。 。ホ. "トセ ッド鹽 積 取。 

西班牙 鹽^ 取。 濠洲 羊毛 輸入。 印棉 積 取 旺盛。 鐵島遮 

湖 鑛石積 取。 沿海州. 樺 太 木材 積 取。 三 社 以外の 定期 航 

路。 朝鮮 郵船 會 社の 活動。 日淸 汽船 會 社の 活動。 川 崎 

汽船と 國際 汽船の 立。 靑島 航路 殷賑。 浦 潮及靑 島駐. 

屯 兵引揚 御用 船。 日本 船主 同盟 會。 日本 船主 協會。 神 

芦 海運業 組合。 祌港 海運 組合。 神 芦 海運 俱樂 部。 帝國 

海事 協會。 日本海 員掖 濟會。 帝國 水難 救 濟會。 神戶海 
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運集會 所。 海運 勞働 問題。 日本 海員組合。 海 友 婦人 會。 

海洋 統一 協會。 ボ ー レン。 神 海員 ホ， -ム。 日本海 事 

組合。 大 連海務 協會。 スォ ー ン メジ ユア ラ ー。 海事 委 

員會。 港灣 協會。 海事 工業 會社。 傭船 者 同盟 會。 天 華 

洋行の 活動。 北米 大陸 鐵道 連絡。 太平洋 上の 優秀 船。 

汽船 動力の 据替。 特種 船。 神^ 高等 商船 學校。 大阪府 

立 高等 海員 養成 所。 海洋 氣象 臺" 英國" イド。 佛 國ゲ 

エリ タス。 プリ チッシ ュ-コ ー ポレ -I ショ. ン。 汽船 關係 

の 外 國人竝 に 代理業者。 歐 洲戰亂 後外國 船の 航路 囘復 

及 新規 經營。 不況 對策。 世界 海運 界に 於け る 神 H; の 地. 

步。 

祌戶 港外 國賀易 の變遷 

章 外國 貿易 額の 消 長  


一 貿易 檟额  

明治 元年よ.^ 大正 七 年に 至る 外國 貿易 價額。 累年 表に 

基く 考察。 外國 貿易 偎額 5? 加 率。 官府 統計の 不正確。 

外國 貿易 更正 額。 更正の 結果に 據る增 加 率。 官府 統計 

i 更正 額との 著しき 差異。 

ゴ 輸出入 貨物 噸量  

明治 二十 二 年 以後の 输 出入 貨物 噸量。 明治 二十 一年 以 

前の 推定。 嚼 量の 增加 率。 输入噸 量の 输出噸 量に 比し 

增 加率大 なること。 

11! 全 國貿為 額 i 神 芦 貿易 額  

全國 貿易 額と 祌芦 貿易 額との 比較。 貿易 價額 上の地位 _ 

貨物 噸量 上の地位。 

g 金銀 輸出入  

明治 初年の 金銀 糝 出入。 明治 七 年 以後。 輸出入 金銀の 

消長と 其 全 國に對 する 關係。 其 理由。 
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附表 神 S- 港外 國 貿易 價額累 年表。 

神 戶 港 輸出入 貨物 噸量 累年 比較 表。 

章 外國 貿易 發 達の 趨勢  

本邦 外國 貿易 發 達の 趨勢。 神 芦 港の 貿易。 第一 期。 明 

治 初期の 我國 貿易 狀態。 神 芦 貿易 不振の 地方 的 原因。 

神 ^ 貿易の 初期。 明治 十四. 五 年 以後。 第二 期。 前期に 

於け る 一 般產業 勃興の 機運。 明治 十九 年 以後に 於け る 

工業の 發達。 其 神^ 貿易に 及ぼし、 影響。 明治 二十 三 

年 以後。 第三 期。 曰 淸戰後 我國の 事業界。 明治 三十 二 

年 迄の 神 R の賀 易。 明治 三十 三年 以後。 第 四 期。 明治 

三十 七入兩 年の 神！ I； 貿易。 明治 三十 九 年。 明治 四十 年 

ょ&四 十二 年 迄。 明治 四十 三年 以後。 第五 期。 世界 大 

戰の神 S- 貿易に 及ぼし ゝ 影響。 輸出の 狀浞。 輸入の 狀 

況。 五十一 年間の 槪觀。 
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章 輸出入 品の 變遷  

H 轍 出品の 變 遷  ：… 

日 淸戰役 以前の 輸出品。 日 淸戰役 以後。 日露 戰役 以後。 

世界 戦^ 開始 以後。 槪觀： 

5; 輸入品の 變遷  

明治 初年の 輸入品。 明治 十 年 以後。 明治 二十 年 以後。： 

日 淸戰役 以後。 日露 戦役 以後。 世界 戰爭 開始 以後。 槪 

0 類別 的觀察  ：… 

神 戶 開港 以後 我產業 發展の 階段。 各 類別 輸出入 品の 價 

額 及び 其 增進率 竝に全 輸出入 額に 對 する 割合。 輸出 關 

係。 輸入 關係。 各 類別 輸出入 品 變遷の 大觀。 我 國賀易 

の總 CM 上より 觀 たる 神 戶 貿易品の 地位" 各 類別 內に於 

ける 輸出品の 變遷。 食料品。 原料 品。 原料 用 製品。 全 


製品。 輸出品 槪 觀。. 各 類別 內に 於け る 輸入品の 變遷。 

附表 神 芦 港输出 重要 品價額 比較 表 ( 一 さ 1)、(ー1 一)、 (四 r (五)。 

神 港 輸入 重要 品價額 比較 表 二)， (一 一)， (三)， (四)、 (五)。 

四 章 通商 園の 推移  

；！ 國別 的變遷  

第 一 期。 嘉永六 年よ & 明治 十 年に 至る 間 世界に 起り し 

重なる 事變。 其我國 貿易に 及ぼし ゝ影彎 本邦 開國當 

初の 對米 貿易。 同對英 貿易。 神 B- 開港 當 初の 對外賀 易 

關係。 開港より 明治 六 年に 至る 間。 明治 六 年 以後。 第 

二期。 通商 國關 係變 化の 原因。 輸出の 狀浞。 淸國。 米. 

英. 獨. 佛 及び 印度。 英領 亞米利 加 及び 濠 太剌利 等。 輸入 

の 狀浞。 英. 淸. 印度。 米 .獨. 佛。 露國 及び 白耳義 等。 第三 

期。 曰淸戰 役の 影響。 輸出 國。 淸國。 米，. 英。 印度。 海 

峽 殖民 地. 布哇其 他。 輸入 國。 英國。 印度。 米國 及び 淸 


HI 次  二 六 

國。 獨逸 及び 佛領 印度 等。 第 四 期。 前期との 比較。 輸 

出國。 支那。 米國。 香港。 印度. 英國。 せ 一 他の 諸國。 輪 

入國 印度-支那。 米. 英. 獨。 其 他の 諸國。 第五 期。 世 

界. 大戦の 影響。 輸出 國。 米國。 支那。 香港。 英領 印度。 

蘭領 印度. 接 洲. 海 峽 殖民 地. 比 律 賓. 埃 及. 佛 領 印 度。 英. 獨. 佛。 

露領亞 細亞. 喜 望 峰 及ナタ ー 亇 亞爾然 丁。 輸入 國。 米國。 

印度。 支那。 歐洲 諸國。 其 他。 五十 餘 年間の 槪觀。 通 

商國 數の增 加。 通商 國的 關係變 化の 原因。 最近の 重要 

通商 國。 

； n 大陸 別 的 観察  

我 國外國 貿易の 大陸 別， 的 推移。 輸出。 輸入。 推移の 原 

因。 神 芦外國 貿易の 大陸 別 的 推移。 亞. 歐. 米 三 大陸の 输 

出關 係。 同 輸入 關係。 濠洲。 各 大陸に 對 する 神 貿易 

と 全國 との 割合。 近時の 狀況。 祌 芦 貿易 は我國 貿易の 

指南車。 


五 
四 


附表 祌 III 港 重要 輸出 國別 貿易 價額表 (其 一). (其 二)。 

神 10 '港 重要 輸入 國別 貿易 價額表 (其 一)、 (其 二)。 


第五 章 仲繼 貿易の 發達 


仲繼 貿易。 明治 三十 四 年 以前。 明治 一二 十五 年 以後 仲繼 

貨物 噸量竝 に其輸 移出 入 貨物 噸 量との 割合。 仲繼 貨物 

の價 額。 大陸 別によ る仲繼 貨物の 仕出 地 仕向 地。 對手 

國 別によ る 仕出 地 仕向 地。 仲繼 貨物の 品種。 仲繼 貿易 

發 達の 要件と 神戶の 狀況。 地理 的 位置。 海運 航路。 市 

場 組織。 闢稅 制度 竝に 之に 連關 せる 諸 施設。 仲繼 貿易 

の 大勢。 
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神 戶の氣 象 

第 一 章 神 戶氣象 事業 沿革 附神戶 平年 氣象 

神 戶氨" 5$ 氣 象の 事 は古來 人の 注目した る ものにして， 東洋に て. は 堯舜禹 湯の 頃 已に其 

觀則 利用の 唱道され たる あり。 我國 にても 往古 陰陽 寮の 官制に 之が 編入され 

たる を 見る。 神 芦の 氣 象に 關 しても 古記 錄等 を溫 ぬれば 必 やや 何等かの 典據 

.i きに あら ざらん も. 夫 等 は 皆氣象 思想 蒙 味 時代の ものに 屬 し、 多 く は 漠然たる 

記事に 過ぎす。 然るに 明治 初年 神 5- 港の 開發 せらる、 に 至る や、 必 然の耍 求に 

迫られて 氣象觀 測 は 開始 せら れ. 海 岸 通の 港務 所に 於て、 英人ジ ョ ン. マ , シ ャ , 

をして 港 長の 職 を 執らし めし 傍 ら. 天 測 及 氣象觀 測に 從 事せ しむ。 是卽ち 本 港 

に 於け る 氣象觀 測の 嚆 矢な. 5。 當時 本邦に 於け る氣象 事業の 狀態を 見る に、 二 

第一 草 神戶 氣象亊 業沿苹 附神戶 平年 氣象  一 


舯 _户 布史 CTISn 一  神戶の a 象  二 


三 外人の 手に よりて 其觀 測の 實施 せられた 

湮滅に 歸 し、 唯 北海道 函 館に 於て 明治 五 年 七 

年 六月よ. o 繼續 施行せられ あるに 過ぎす。 

本邦 氣象觀 測 上 有数の 古き 經歷を 有 し， 創 設 

のな， 5。 斯くて マルシャル は氣象 器械 若干 

日 一 囘 (午 前 九 時) の 觀測を 開始せ， 9。 時に 明 

和 田 岬 燈臺の 建設 あ b て、 同 臺 規定の 下に 每 

臺は 明治 五 年の 創設に し て， 元 工務 省 所管に 

缺く所 あ， o- し も、 明 治 十五 年來 測候所 同椽成 

爾來 年々 缺漏 無き を 得る に 至 b た b。 之よ 

に 於て 之 を 管 理 し， 其 結果 を 內務部 農 商 課に 

必要の 筒 所に 報告せ.^。 而 して 燈 臺の觀 測 

象 « に 報告せ り。 明治 十一 年 內務省 地理 局 

測候所 建設の 計畫 あり。 此年國 費 を 以て 数 


る もの あ， o と雖も 永續せ す， 多 く は 

月 よ b  、又 武藏國 東京に 於て 明治 八 

されば 本 港に 於け る觀 測の 記錄は 

順に 於て は實に 第三 位 を 占む る も 

を英國 より 購入 し、 港 務 所に 於て 每 

治 八 年 十月な， 9。 之と 同時に 兵 庫 

日 二 囘の氣 象 觀測を 施行せ， 9。 同 

屬 し、 當 時 は 其 機器 觀 測 等 稍" 精確 を 

規の觀 測を遂 げ、 本 港兩 所の 記録 は 

り 先、 港 長の 執れる 觀測 事務 は本縣 

報吿 せし め、 同時に 各國氣 象臺竝 に 

は遞信 省に 於て 之 を 管理 し、 中 央 氣 

に 於て， 暴風 警報 事業 準備の 爲、 地方 

ケ 所 に 測候所 を 設置し 、愈- 氣象 事業 


烺 の 緒 を 開けり。 叨治 十六 年 五月 中央 氣象臺 に 於て 暴風 報發 布の 事 開始 


せらる、 や， 本 港 海岸 通 水上 警察署 內に信 號柱を 建設 し、 風 雨の 虞 ある 毎に 一 定 

の 信號標 を褐揚 して 船舶に 吿 知せ， 5。 明治 二十 年 八月 勅令 を 以て 氣象臺 測 候 

所條 例の 發布 あ， 5。 當 時內務 大臣 は本縣 測候所の 位置 を 神 5- に 指定した る を 

以 て、 本 縣に 於け る從 前の 觀測所 を 同 測候所 條 例の 下に 置かん とする の議 あり 

たる も 未だ 其 運びに 至ら ざ， o しが-明治 二十 七 年 一 月 港 務所內 に 於て 採れる 觀 

測 を 市內中 山手 通 四 丁目なる 當 時の 港 長 マ ー〃 マ ンの 自邸に 移 し. 諸 般の 設備 

を 整 ふると 同時 に、 精 良なる 測 器 を 用 ひて 觀測 を績 行せ， 5。 越えて 明治 二十 八 

年 八月 本縣 測候所 設置の 議 愈-確 定 せらる , や、 其 新設 位置 を 宇治野 山に 撰定 し. 

同 二十 九 年 十 一 月 建築 落成、 同年 十二月よ， 9 觀測を 開始せ， 5。 明治 三十 一 年 七 

月 港務局 設置の 勅令 ありて 新たに 本 港 港 務局は 設置 せら れ、 同 時に 前 港 長の 職 

を 解かる 、 に 及 び， 港 務 局に 於け る 氣象觀 測 も 遂に 廢 止せら る 、に 至れ り。 然 

れ ども 當時 巳に 神 1 ^測候所の 開設 あ， 5 たる を以 て、 其 觀測は 更に 繼承 せら れ. 些 

も 遺 威な きを 得て 今日に 至れ， 9。 

平年 氣象  神！ 《- 市氣象 事業の 沿革 槪要斯 の 如し。 斯 くして 擧げ 得た る觀測 成績に よ り、 

以下 章を逐 ひ天變 地異 及氣 候變遷 推移の 跡 を 尋ね、 神 In- 市 自然 史の 一 斑 を 窺 は 
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神 戶 市 史 刖^  二 祌戶の 氣象  四 

んと 欲す。 然るに I 地方に 於け る 個々 の氣象 現象 を 論 せんに は、 先 づ其 地の 平 

均 氣象を 知りて 之れ と相對 比して 考 へざる ベ から や。 仍て 左に 明治 三十 年以 

降 大正 六 年 迄の 二十 ； ケ 年間 神 III 測候所に 於け る觀 測の 累年 平均 氣象表 の 中， 

氣候覜 察 上 必要なる もの を拔萃 して 揭ぐ べし。 僅々 二十 一 ケ 年の 成镜 なれ ど 

も、 之 れ神^ 測候所 创立 以来の 觀察成 棲の 累積よ， り 算出した る ものにして. 谷氣 

象 要素の 標準 平年 値に 近き ものた る を 失 はす。 

第一 表 累年 平均 氣象表 
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注 意 

1- 表 中 全 年 ffiQK 字は氣 § 度. 雲 量. 風 速度の 平均に もりて は 年 平均 値. 降 水量に もリて は其總 計. 

各 要^の ae 又は 最大に ゎリて は 年中の S 數^ 示す。 

二-  _« あの 度, * 華氏の 度 に 換ぱ する にに 攝 氏の 度^  二倍し-ての 一 割^ 诚ぜし t のに 三十 二 ほ^ 加 

ふべ し。..  *ビ 

三， 氣 a 最高 平均 a 最低 ^均と に每 B の 最高 及 最低 si 度の 平均な り。 

m:  ^水 《- と は 阑 の 外 雪. S せ (他 水の S 形せ る もの 、降下せ し 融解せ しめ 水と して 計りし ものな 


土 十九 八 七 六 五 


降水 日数と は 前記 降水量の 一 日間に 〇 二 粍 以上 ぁリし B なリ。 

雲量と は 雲の 種類 澳淡； I 關係 なく 空^ 蔽ふ 面積の 十へ 刀 率， 4- 言 ふ。 

雪， 電 "雷. 濃 霧 及 霄曰數 は 量 又は 强： ，1 關係 なく 起し 曰の 數な リ。 

快晴 日數と は 一 日間 雲量 平均 二 以下 S 天日 數とは 一 日間 量 八 以上の Bgl なリ。 

不照 日数と は 一 日間 全く 日照の なかり し 日数な リ。 

暴 a 日数と は 一 日間の 內 に 風速 度 一 秒 間 十 来 以上の-虱の 吹きし 事 あろ EH 數 なり 

地震 同數に 測候所に 於て 人體 に： 感 覺ぁ りし 同數 なリ。 
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第二 章 氣 候の 推移 

へ W 治 九 年より 同 二十 九 年 迄 は 港務局 LL 於け ろ觐 測に よ リン 

广 明治 三十 年 以後 は神戶 測候所の 觀测成 接に よろ。  」 

明治 九 年  明治 九 年。 一 月 は 平年と 略， - 相等し か， 9 しも. 二. 三月 は氣溫 稍" 高く、 溫度及 雨量 

稍. -少 く、 四 とな， C て 氣溫は 平 度に 復 せし も、 降 雨甚少 く、 僅 に 平年の 一 割 强に過 

ぎす。 五月に 入りて 寡 雨 は 稍 "緩 和せられ たる も. 六 月 は 再び 著しき 旱天 を呈 し、 

全 月 槪ね晴 燥して 梅雨の 出現 を 見す。 七月 亦 稍-寡 雨な りし も， 溫 度 は 割合に 大 

にして 氣溫 高く 蒸 暑 甚だし か， 9 し が、 几 月に 入りて 暑氣 益" 酷烈、 平年よ， 9 も 三 度 

の 過 高 を 呈 し. 最 高氣溫 三十 二 度 (華 氏 九十 度) 以 上の 日數 二十 二 n に 及べり。 加 

ふる に 旱天 連續 して 雨量 殆んど 皆無な， 9 き。 此の 旱魃 は 九月の 中旬まで 繼績 

したりし が. 之 より 漸く 潤 雨 を 見る の 日 多 く、 雨 量 平年と 大差 無き 迄に 至 h- たる 

も、 氣 溫の過 高 は 依然として 繼續 し. 殘 暑 著し か. 5 し が、 十 月 以後 漸く 平 溫に復 し 

た.^。 降雨 復 非常に 少 く. 十 B 以後 三 ヶ月 間 は 雨ら しき 雨 殆んど 無 く、 殊 に 十 一 

月. 十 二月 は溫度 著しく 減少して 晴 燥の 裡に年 を 終れ. 5。 要する に 本年 は 夏季 
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祌戶市 史 刖錄ニ 神戶 の 氣桑  1〇 

の高溫 著し く. 全 年 を 通じて 非常の 寡 雨な b き。 

5 治 十 年  明治 十 年。 年初 四 ヶ月 間 は 雨量 非常に 少なく、 槪ね 平年の 三分の 一に も 足ら 

す、 濕 度 亦 減少 を繼績 す。 氣 溫は槪 して 平年に 等し か， 9 し が， 晚 春 五月と なるや、 

俄かに 昇 高して 夏季 早 來の感 あ， 9。 濕度 も 稍.. 過 高 を 呈 し、 雨 量 漸く 平年 量に 達 

せり。 然るに 六月 は 再び 寡 雨甚し く. 所 謂 力 ラ 梅雨の 狀態 を 現 は し. 氣 温の 過 高 

依然たり。 七月と なるや 七日に 大雨 あ り、 引 績 きて 中旬の 前半 槪ね 多雨に して. 

全 月 を 通 すれば 平年の 一 倍 半 量 を 測りたり。 而 して 氣溫の 過 高は此 月 を 以て 

絕 m (とな し. 平 年よ， 9 三度 餘高 く. 暑 氣 甚だしき 事 八月 を 凌駕 し、 下 旬の 後半に は 

雷鳴 頻繁な. 9 き。 八月 以後 年 を 終る 迄に 於て は. 十 月に 颱風 一過し 稍： 多 雨な， 

し と、 八. 九 月 が 稍" 多 濕 なりし とを異 とする のみに て. 槪ね 平年と 大差 無き 氣 候な 

»9 き 

明治 十一 年。 本年 は槪 して 平 調に 始終せ h- と雖 も. 唯 三月 及 六月の 降雨量 平 

年の 約 半ばに 過ぎ 中， 從 つて 春霖及 梅雨の 現象 發露 せす。 爲 めに 六月 は 日照 多 

くして 氣溫の 昇 高著し か， 9 き。 

明治 十二 年" 一 月 は 平年と 等しき 狀態 にあり しも， 二月 は 異常に 溫暖 にして 


殆 

て 

央" 

多 

力 

ど 


んど 三月に 相似た る 氣溫を 示した. 9。 其 

多雨 多 濕、 雨 量 は 平年の 倍 量に 達 し， 春霖 晚 

るに 六月 以後 十 一 月 迄 は槪ね 平年 量の 半 


. 十二月に 入 

一 二度の 過 高 

秋季 は 平年 


b て 平 調に 復せ -5。 氣 

にして、 華氏 九十 度 以上 


は 夏 

昇 ky 

殆んど 相等しく 經 過し. 十二 


後平 

現 又 

分に 

期 三 

た る 

と 


減 

グ 

な 


復 

雨 


じ、 

數 


て 


したりし 

早 現の 狀 

度 亦 過少 

炎暑 著し 

十一 二日に 

再び 過 高 


が、 五月 

態 と な 

を呈し 

く、 殊に 

及 ベ り- 

の  溫度 


と な 


人 


を 


hy し 

さ れ 

示せ 


明治 十三 年 


明 泊 十四 年 


PIT? 

氣 

常 


明治 十三 年- 

の  過  高  を  示 

較的 良好に 

も 達せ す、 其 

候と 大差 無 

雨季の 現象 

明治 十四 年 _ 

に 多 く、 殆 ん 

第二 章 


1 月の 氣溫 稍" 過 低な 

し、 且 雨量 頗る 多 かりし 

して 春 霖を見 や. 六 月 亦 

後に 於て は 九月の 降雨 

かりき。 要するに 本年 

著 はれ ざ. 9 し 事の みな 

- 降雨 は 四月まで 平 調 

ど 平年の 倍 量に 達 し、 殊 

氣 候の 推移 


b しに 反し、 二月 は 異常に 溫暖 にして 三度 

が. 三月 以後 は 平 調 に復 し、 四月、 五月 は天氣 

梅雨の 徵候 不鮮明に して、 雨量 平年の 半ば 

が 異常に 少な かりし を 除け ば、 餘 は 略-平 年 

の 特徵は 二月の 過暖 多雨 と、 六. 九 兩 月に 於 

にして 寧ろ 過少の 方な りし が. 五. 六 月 は 非 

に 六 0: は 梅雨 霪霖を 極めた.^ し も. 七 月 は 

1 1 


神 R- ポ史 別 SS  二 神戶の 氣^ 

平年と 略. - 相等し。 然るに 八月の 雨量 殆 

無し。 秋季 三 ヶ月 亦 寡 雨な， 5 しが、 十二 

一 月 に 稍. -過 低 を 示 し， 1 三 一一. 四 月 平温な り 

二度の 過 高 を 示した りし も、 極 めて 著し 

の特徵 として 舉 ぐべき は、 年 初 四 ヶ月 間 

5 お 十^ 年 明治 十五 年" 丁 二月 は 稍" 低 溫 にして 

に 後せ し も. 乾 燥 著し く、 雨 量 過 少 を 示 せ 

し • 梅 雨も顯 著なら す、 例 年 多雨なる 九月 

等 特異の 點無 かりし 年な， 9。 

5^ 十六 年 明治 十六 年。 五月まで は 平年と 大差 

概ね 顺 調に 經 過したり し が、 六 月 以後 は 

年よ b 三度 餘の氣 溫 過 高 を 示し て、 七 入 

しかりし が、 十 月に 入， りて 天氣頓 に變じ 

りした め、 月 量 三百 十 粍 を 計 hv. 平 年より 

天候 平^に 復 せり。 


んど 皆無に し て. 徵 量の 驟雨 以外に 雨 日 

月に 至 b て 漸く 平年に 復 せり。 氣溫は 

しが， 五月 以後 十 一 月 迄 は 常に 一 度 乃至 

き 過 高 を 示す おは 無 か b き。 此外 本年 

濕度 非常に 少な か b し 事な. 9。 

乾燥した りし が、 一二 月に 至 .9 氣溫は 平 度 

り。 其 後年 を 終る まで 槪ね 順調に 經過 

も 寡雨晴 燥な りき。 要するに 本年 は 何 

なく、 唯 三月が 雨 量 過少な， O しのみ に て、 

氣 溫 過 高. 雨 量 過少と な り， 殊 に 七 a は 平 

月 共 降雨 を 見る 事 稀に して. 旱天 炎暑 烈 

て 秋霖 顯著 とな b  、殊 に 中旬の 雨量 多 か 

二百 粍 弱の 過多と なれ b。 之より 後 は 


明治 十七 年 明治 十七 年。 一 

三 ヶ月 はすべ て 平 

を 呈 し、 却 つて 七月 

月に 入る や 月央よ 

量 殆ん. ど 無く、 氣溫 

よ り 著しく 過 低 

明治 十 A 年 明治 十八 年。 

寒 料峭た h- し が 

しくな b た， 9。 

量 は 五 百 粍に も 

さ れど 七月と な 

以て 終始せ， 9。 

明治 十九 年 明 治 十九 年。 

よ .5 は氣候 順調 

し く、 雨 曰 僅かに 


を 

ま 年 

四. 五 

ん 

b て 

其 後 

エー 

i な 


1 一 月 

年 と 

に 入 

b 降 

平 年 

示せ 


然 

0 


全 

月 

る- 


差 

雨 

十 

ま 


氣 溫稍" 過 低に し て-一 一 月 

異 少なし。 然るに 六月 

て 雨天 多く、 梅雨 稍 <晚 現 

饒多 にして 秋霖 顯 著な 

大差な かりし も、 十 一 

ま  >  年 を 終れり。 

りの 寒 氣に引 績きニ 

雨 量 稍 "豊富 に し て、 溫 

月に 入る ゃ霪 霖又霪 

り。 太 氣又甚 しく 濕 

恢 し て. 八 月 は 雨 日 

月 に 雨量 稍. -多か b し 

雨量 殆んど 皆無に し 

六月に 入りて は 梅雨 

過ぎ や。 九月 は 雨 日 


雨 量 皆 無 な 


し 


力 


J  二. 四. 五 の 


に は 梅雨 

せ .0。 八 


hy し 


力 


r 


月と な-りて 


霖、 

僅 

打 


月 氣溫過 

も 亦 緩和 

且其雨 量 

し て 稀 有 

かに 一日" 

み に て， 槪 

■ 寒氣 異常 

見 や、 七. 八 

餐き た， 9 


頃 ま 

冷氣 

低 雨 

さ れ 

頗 る 

_ 雨量 

ね 平 

に 酷 

月 も 

し も、 


れゃ、 氣 溫稍 <  過 高 

平 調に 經過 に 九 

秋晴 連瘛 して 雨 

顿に加 は 平 年 


量 稀少、 三 月 亦 春 

て， 略" 平年と 相 等 

大 にし て、 全月總 

著 梅雨 を 示せ ，り。 

僅少 溫度過 高 を 

調 を 持した り。 

しかりし が、 三 月 

旱天 炎暑 殊に 著 

雨量 割合に 少な 
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，十月に 至る も 绻 暑 減退せ す 、稍， 多雨 なりし が. 十 二月に 至りて 漸く 平 調に 復せ 


明治 二ん 

年 


5 治 二十 年 明治 二十 年。 一月 稍-多雨 にし 

後 も 槪ね寡 雨な b しが. 氣溫は 至 

りて 現 はれた.^。 然るに 七月 は 

W 來 b て 暑氣を 緩和し、 八月 亦斯 

降雨 あ， 9 し も. 餘 は 槪ね好 暗にし 

W 治 二十 一年。 了 二月 は氣候 

を 示し 始 め * 四 月と なるや 春雨 豊 

り。 五月 は 雨量 少なき も 雨 日 多 

は 雨量 少 くして 梅雨 顯 現せす。 

年と 大差 無く 經 過したり。 

S:  一. 51 不二 明治 二十 二 年。 氣溫は 全 年 を 

侪量 以上に 達し， 春 霖潆狻 を 極め 

達 し て、 降 水 日数 十七 日 に 及びた 


て寒氣 緩和され しも、 二月 は 全く 雨天 を 見 す， 其 

極 適 順にして. 春暖 早來は 四月 氣溫の 過 高と な 

雨天 殆んど 皆無な りき。 され ど 微量の 驟雨 時 

くの 如く 經過 し， 十 月 は 上旬の 終ち に 稍" 多量 の 

て 溫暖に 年 を 終れり。 

適 順 な , り し が. 三 月よ. り溫 度の 過 高 雨量の 過多 

かに 降灑 ぎて 平年よ， 5 八十 粍の 過多 を 示した 

く. 溫 度の 過 高 稍.. 著しく 頗る 暖濕 なりし が、 六 月 

七 入 月 は 氣溫の 過 高 稍" 著し く. 其 後 は 殆んど 平 

通じ 平年と 大差 無 かりし も、 四 月の 雨量 平年の 

. 梅雨晚 現して 七月 全 月の 雨量 又 平年の 倍 量に 

b。 之れ 以外 本年 はさした る氣 候の 變 調を呈 


せ ざ 


明治 二十 三 

年 


明治 二十 四 

年 


の 

咅 

十 


て- 

4. 


明治 二十 五 

年 


適 


明 治 

月 よ 

し て 

量 に 

あ り 

一 一 月 

る 變 

明治 

す 年 

月 の 

な ，5 

明治 

頓 な 


達 

し 


十 

し、 

と な 

き a  7 

二十 

よ hy 

雨少 

き。 


三年。 氣 

二度 內外 

の 暖氣を 

春霖 著し 

に 九月と 

め 雨量の 

b て 冬 に 

る 年末な 

四 年。 氣 

三度 餘 の 

なく、 春 霖_ 


二十 五 年。 五 

る 氣候を 保持 


溫は 一 月 及 ナ十 一 月が 平年と 大差 無 かりし のみ 

の 過 高 を 示 し、 殊 に 二月 及 十二月 は 平年よ b 約 四 

催せ， 9。 降雨 狀態亦 頗る 變調 にして， 春季 三 ヶ月 

く、 之 に反して 夏季 は雨少 く、 梅 雨顯 現せ す、 八 月 は 

な， 5 て 稍" 潤澤な る 降雨 を 見る に 至 り、 十 月 は 上旬 

過多 を來 したる も， 槪 ね 晴天 多 く、 十 一 月 亦 適 順に 

は 稀なる 豊かなる 雨 降る 事屢" にし て、 雷 鳴 時 

b, き。 

溫全年 を 通じて 稍" 過 高 なりし が、 特 に 九月の 殘暑 

過 高 を 示せ， 5。 雨量 は 常に 平年 以下に 在 殊 に 

梅 雨. 秋 霖. 皆 其 特徵を 示す 事 無 く. 十 月な ど は殆ん 

月の 雨量 稍 "過多な， 9 し のみに て. 年初よ b 六月 ま 

したりし が. 七 月に 至りて 氣溫 俄かに 急 昇 し、 平 年 


に て， 其 他 

度の 過 高 

共 平年の 

殊に 晴燥 

に 於て 大 

屑に 經 過せ， 5。 

々之に 加 は.^、 


著し 

四 月 

ど 雨 

で S 

よ kv 


く し 

• 六 月， 

旦里皆 

至 極 

高 き 
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1 五 


W 治 二十 六 

年 


B 治 二十 七 


祌 e- 市史 MlaM 一  祌戶 の氣象 

事 三度 餘に及 び， 八 月， 九 月 亦 一 般に過 高に して 炎暑 著 

の 起る 事 頻繁な りき。 其 後は槪 

し. 雨 量 稀少に して 塞氣甚 しかり 

土 月の 塞氣 稍， 酷し く， 其 後 は 平 調 

ど 平年の 倍 量に 達した， 9。 六月 


に 一 = に 過ぎ す. 雷 鳴 

月と な， O て i 溫 ^ 降 

明治 二十」 ハ年。 一 

0 の 曰 多く、 雨量 殆ん 

も.！ 3 よ 、し す、 七 月： 人 

年よ， o 四 度 弱の 過 高 

も、 雨 量 多く 秋霖の 特 

明治 二十 七 年。 五 

過 高 稍" 著しき を 見 た 

雨^ 又々 減少して 氣 

氏 九十 度 以上の n 数 


. りて 旱天 連耰雨 

を 示せ， 9。 八-九 

徵顯 著な， 9 き。 

月まで は 頗る 順 

り。 之れ 雨量の 

溫 急 昇 し. 平 均 一 一 

二十日に 及びた 

して 平均 氣？ J 三 


態とな 氣^ | 愈-上昇 

度 を 降る 事 殆んど 無 く、 實 に 稀に 見る 

だ 酷し く. 雨 © 1ぶ 少の裡 に 十月に 入る 


し く， 殊 

ね 順調 


量 皆無 を呈 し， 氣 

月 亦暑氣 著しく" 

其 後 は 略 "平年と 

調に 經 過したり 

過少に 依る もの 

十九 度 二 は 平年 

り。 八月に 入 り 

十 度 を 突破し， 全 


1 六 

~ 月 は 雨 

過せ し 


き- 

に^せ 

は 之に 

溫 非常 

十月 は 

等しく 

しが、 六 

なる ベ 

よ kv 高 

て 降雨 

月 を 通 


し 

反 


力 

し 


の 酷暑 旱魃 を 見、 九 月 に 


に 高 

氣溫 

な れ 

月 - - 

し。 

入 


や， 玆に 漸く 平年と 大差 無き 


■ 五月に 

て 梅雨 

く. 暑 架 

平 度に 

至りて 

七月と 

四 度に 

最高 氣 

て も 向 

迄に 氣 


力 

殘 

候 


1?  一  y 

0 力 

干 二 


特徵 

3. 平 

せ し 

溫 の 

て 

て、 華 

の狀 

九十 

暑甚 

の 恢 


明治 二十 八 

年 

明治 二十 九 

年 


復を 見たり。 要するに 本年の 酷暑と 旱天 は 非常 

朋治 二十 八 年。 本年 は 平年と 頗る 相， 似た る 年 

等の 變調を 見 す， 唯 七月が 比較的 多雨に して 冷涼 

明治 二十 九 年。 六月 迄 は 至極 順 諷に經 過した 

の 倍 量に 達 し-八 月 も 亦 一 般に は天氣 良好な りし 

ニ囘に 及び、 其 總量亦 平年の 倍額な り。 然るに 九 

雨降績 きて 總量 三百 粍に 及 び、 本 月の 雨量 をし て 

此の 十日 間の 降雨の 所 爲な， 9。 之が 爲め 當市湊 

なる 慘害を 醸せり。 以上 三 ヶ月の 大雨 後 は氣候 

明治 三十 年 明治 三十 年。 一月 は 曇天 多、 稍 "多雨 濕潤 にし 

り し が、 六 月に 至， り晴 燥して 雨 曰 少な く、 却 つて 七 


の もの な， 9 き。 

に し て、 全 年 を 通 

な， 5 しのみ な， 9。 

b し が、 七 月に 至 

も、 日 量 百 粍 以上 

月と な， て 上旬 

： 牛 年の 倍 量 に 達 

川の 堤防 決潰し 

槪ね 順調に 復せ 

て， 其 後も胺 して 

月に 入り 曇 雨の 

と 大差 無 かり き- 


じて 殆んど 何 


h- て 雨量 

の 降雨 あ 

十日 間迚 

せしめた 

て、 市內 に 

陰 曇の 日 

天氣 多く 

然るに 


た. 5。 八月 亦 雨模様の 日 多 かりし も. 雨 量 は 平年 

に 入， 9 多雨 濕潤を 極 め、 雨 日 二十四日 雨量 五 百 十 入 粍に 及 び、 稀 有の 霪霖を 

り。 十月 以後 は 平 調に 復 せし が、 十 二月と な. o て 晴天 多 く、 乾 燥して 氣溫の 


平 年 

る 事 

日大 

る は 

非常 

多 か 

な h- 

九 月 

呈 せ 

過 低 


稍" 著し か， 5 き。 其 他の 月 

笫ニ窣 氣 候の 推移 


は 氣溫槪 ね 平 調に して 風 も 弱 か， 9 き。 


一 七 


明治 三十 I 

年 


明治 =1 十二 

年 


明治 三十 三 

年 


な 

至 


力 

轶 

曰 


祌戶市 A 

明治 三十 I 

月 亦 平 

- 然る 

の兩月 

りしが 

明治 三 

は槪ね 

的濕潤 

lt  I ヅ 

數も五 
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年。 丁 二. 三月 は 曇天 多く 稍" 多雨な， 9 しも、 四月 は 


六月 亦 平 順な b しが、 七月 以後 

パとな b て 雨 は 

て 稍" 多雨 と 

の 月 は平穩 に 

年。 一月 は 暗 

とな， 5  -i 月に 

し が、 七 "とな 

入り、 秋冷 早來 

を 算 し" 陰 曇 多雨 

然 稍-過 低の 內に年 を 終れり 

明治 三十 三年。 三月まで 

,,,u ぃム ^1  S 過 W を 八 し-だ リ-六 U 

天 頗る 多 く. 雨 H 僅かに 六日に 

大差 無く、 唯 十 一 月が 平年 好晴 


、其 

な 

曰 


依然 


な 

し 

な 


て 


、殊 

き 


量 の 

少量 

に 七 

多く- 

雨少 

^ 及 

- 十 

に經 

に 反 

す、 異 

月 な 


過少 著しく、 晴天 多く 氣 

なる も太氣 異常に 濕潤 

風 は 二月 及 八月 


1 A 

晴 燥に 經 過し、 五. 

溫稍" 過 高 を 示 せ 


or よ  一 IP- 

, 太氣 乾燥 

S, ふき も お 4 

雨 =： の 過 

過 眩と な 

月 以後 は 


も 暴 

し て 

曇 の 

多 を 

、雨 

槪 し 


氣 

て 


過した， 9 しが、 四 

し、 殊 に 六月 は 平 

例の 乾燥 を 示せ 

る に， 曇 雨の 天氣 


に 稍  <强 

に 達せ 

溫稍  <  低 

頗る 多 

し， 八 月 

平年の 

順調な 

月と な 

年 梅雨 

b -。 其 

稍； 多 か 


IJ な， 9 十一 

く、 强 風曰數 

ざ. 9 き 

力 ，5 し 力 二 

く な り、 六 月 

も 曇天 多く 

倍 量 を 示し 

b し も. 氣 溫 

,9 て 春霖檬 

季 に も拘ら 

後 は 槪ね平 

りしの みな 


及 十 

も 多 

月 以 

亦 比 


，暴風 

は 农 

鬱雨 

や 晴 

年と 


明治 三十 四 

年 


明治 三十 四 年 

。 一二 月 亦 異常 


明治 三十 五 

年 


明治 三十 六 

年 


明治- ll.il 靂 

年 


て 


を 保ち 

月が 頗 

明治 三 

て 曇天 

濕 潤な 

明治 三 

が、 六月 

雲 量 大 に 

鬱 冷涼、 加 

の 月 量 を 


好晴の 

唯 七月が 曇天の 

る好晴 な， 9 しと 

十五 年。 了 二月 

頗る 多 か， 9 し爲 

b し V 其 後平 調 


る 


十. 1. '年 年.^ 

は 雨量 甚 だ 少 

增 加し て. 全 月 

之 大雨 降る 事 

示せり。 然 る 

達 せ す、 旱 天連續 せり。 

明治 三十 七 年。 丁 二 

、o '曇天の 日 多 く、 六 月 の 

第二 章 氣 候の 推移 


平 調な， 9 

日 多 く. 其 

日 多 か， り 

のみな， 5。 

乾燥 寡 雨 

め、 比較的 

に 賓 し、 十 

b 五月 迄 

く、 梅雨 全 

通じ 雨曇 

か h- し爲 

八月と な 

後 は槪ね 

は 虱强き 


しも、 二月 は 晴天 多く 乾燥して 塞氣 著し かり 

後 も 降雨 槪 して 多から す、 平 年と 大差 無き 氣 

し た め. 氣 溫 に 稍" 過低顯 はれた る と、 九 月 及 十 


晴天 多 かちし も、 其 後 順調 

冷 涼、 八 月 も 亦 雨量 雲 量 多 

二月 は溫暖 なる 日 多 か b 

は 稍" 濕潤 多雨な b し も、 先 

く顯 はれ ざ ちき。 然るに 

の天氣 二十四日 に 達し， 氣 

め、 雨量 莫大と な 六 百 二 

ち て 天候 俄に 變轉 し、 好 晴 

順調に 經 過したら。 

日 無 く. 好 晴寡雨 氣溫も 適 


其 

梅雨 も 稍 "顯著 にして、 一 般に 平年 氣候 


に經過 

く氣溫 

き。 

づ 順調 

七月と 

温の 過 

十八 粍 

乾燥、 雨 

頓なり 

の 儘 推 

一九 


し. 七 月と な 

稍 "過 低に し 

i  - 經 all し ，2 

なりて 濕氣 

低を來 し、 陰 

と い ふ 稀 有 

量 十 粍に も 

し が、 三月よ 

移し 來 りし 


S 治 =〗 十八 

年 


明^ 三十 九 

年 


し 


5- ム 十 年 明治 四十 年- 


神 戶 市史 s!  Jg  二 神 戶の氣 _* 

月 は 旱天 多 く. 雨 量 激減して 暑氣 酷し 

き 日 多 か.. 9 き。 

一 月 は 曇天 多 

て塞氣 稍. -嚴し 

入りて 梅雨 頗 

. 非常に 濕 潤な 

らぬ 多雨 多濕 

平年と 大差 無 

く多濕 な.^ した 

ニニ 二月に 風强 

く. 快晴 日數 十日 

增大を 見た れど 

く. 暴 風 日数 十二 

二月に 降雨 甚だ 


が. 八 

唯 十 一 月の み風强 

明治 三十 八 年。 

=： は 乾燥 棼 雨に 

調 な b し が、 六 月 

平年の 倍 量と な 

,9 て 又々 六月に 

た り。 其 後は槪 

十二月 は 曇天 多 

明 治 三十 九 年 _ 

月 は天氣 頗る 良 

至ち 犬に 濕 度の 

に 至 h- 風 頗る 强 


二  o 

か， o き。 され ど 其 後 は 順調に 經 過し、 


劣 

ね 


强 き：！： 多く 晴燥 した、 りしと を 除 


潤に 

三. 四 月 

顯 著と 

氣候を 

起し、 爲 

• 十 一 月 

"寒 氣大 

日 稍" 多 

を 算 し. 其 

も 雨 多 か 

曰 を算し 

少な，、 塞 

け ば、 全 年 


る 

め 

き 


して 風 

は 陰 曇 

な b, 雨 

口 壬し. 七 

めに 氣 

は 秋 空 

に 緩和 

、り し 


力 

後槪ね 


め 

： 多 

曰 

0 

な 

ち 


し も- 

な  る 

く， 之 


弱 か りし 爲 

な hv しも 雨 

天日 数 二十 

月 は 略.、 平 調 

？ a 高まらす 

頗る 晴朗の 

せられたり 

も， 槪 ね 順調 

平年と 大差 

ら す. 依 然平調 を 保 

-, 而も 雨天 多く 稍， -溫 潤な 

氣稍" 强 かり し と-四. 五 月 

を 通じて 頗る 平 調に 經 過し 


暖な， o しが、 一一 

ら す、 五 月 も 平 

を 算 し "雨 量 亦 

-八 月に 入 

夏 を 現し 

に反して 


氣 候 

經過 

hv し 

き。 

及 十 


を 保 ち， 四 

し. 七 月 に 

が、 十二月 


月 


風 

但 


明治 四十 一 

年 


明治 四十 二 

年 


夏 秋の 

明 治 

したら- 

明治 

り。. 六 

に 過ぎ- 

雨 冷涼 


交 は 

四 十 

强 

し と 

四 十 

月 に 

九月 

な り 


風强き 日 稍 < 多 か. り き。 


一 年 

ひ て 

の み 

二 年。 

入. - 

と な 


本年 も 全 年 を 通じて 氣候 頗る 順 調. 平 年と 大差 無き 儘に 推移 

特異 を 求 むれ ば、 四 月 及 十月に 雨量 稍" 多 かりし と、 秋 冷 少しく 著 

な り。 

月 平 調に 過 

雨の 顯度 著し 

秋霖 顯 著に 現 

月 は天氣 良好 


ぎ、 三 


て 梅 

る や 

十 


よ 

な 


月 は 屈 

濕 多雨 

たれ ど 

しも 屈 


强き日 多 く、 四 

な， 5 し が、 七 入 

も、 暴 風 日數少 

强き日 多 く、 暴 


月， 五 月は晴 

月 は 寡雨晴 

なく. t. '月 は 

風日數 九日 


燥した 

燥の 裡 

平穩寡 

を算せ 


明治 四十 三 

年 


明治 四 4" 四 

年 


明 治 

る爲め 

した 

雨 時々 

頗る 陰 

明 治 


四 十 

寒氣 

來 b 

曇 多 

四十 


三年。 一 

稍 "著し か 

月： 入 „9 


月 は 陰 曇 多濕な 


力 


■ 其 後 


て 暗 燥の 日 多 

て 暑氣稍 "緩和され、 九月 

濕な b し が、 其 後平 調に 

四 年。 二. 三. 四月に 風强 


し爲 め塞氣 稍" 緩和 さ 

ね 平 調に 經過 し， 六 月 の 

降雨 平年の 半 量に 過ぎ 

入， 9 て は 秋霖 著しく-雨 

じ. 十 了 十二  B は 大に暗 

日 多 かりし も. 他 に 認 む 


第二 草 氣 候の 推移 


れ、 二月 は晴 

雨期 も 相 當 

さ，. O  L も \ 

量 四百 粍 を 

燥した，^。 

べき 變調 もな 

二 1 


燥した 

に顯現 

月 は驟 

超過し、 


、六 


大正 元年 


大正 二 年 
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=： に 入 b て 雨季の 特徵顯 著に 現 は れ. 七 入-九 n: とも 槪 して 濕 潤な. o し が、 十月 以 

た h -。  . 

月 は 風 强き日 多く 寡雨晴 燥な h- し 


後 は 著しく 晴 燥し 


大正 三年 


S- 治 四十 五 

大正 元 

然るに 二月 は 風力に 於て は 1 月と 

に 緩和 さ れ、 稀 に 見る 溫暖 とな b  、平 

ね 順調に 經 過し. 次第に 晴 燥して 六 

然る に 七；^ とな， 9 て 雨量 は 平年と 

高 く， 小 雨 ^-降 b て 曇天 日數 二十 二 

IBn 二 旬 陰 冷な りし が、 八 月に 入 b て 

され ど 九月と なりて 潤 雨 を 見. 槪 ね 

大正 二 年。 年始よ b 槪 して 平 調 

多 雨 な ら す、 其 後 も 一 般に晴 燥 寡 雨 

冷 早く 來， 9 て 九月の 氣溫は 平年よ 

天 却って 少 く- 槪 して 順調なる 氣候 

大正 三年。 本年 は 平年に 比し 何 


大差 無き も、 陰 曇 多 

年よ， 9 過 高 三度 餘 

月に 入る も 梅雨 顯 

大差 無き も， 全 月 を 

日 を算 し. 雨季 晚現 

旱天 連績し 雨日少 

順調に 復 し、 十 一 月 

に經 過し. 四 =： の 春 

に し て. 而 も 氣溫却 

り 約 二度 低し。 十 

を 保ちたり。 

等の 特異 もな く經 


た め、 氣 溫 稍" 過 低な， 9 き。 

雨多濕 なりした め 寒氣大 

の 氣溫を 示せち。 其後槪 

は れ す， 靠 雨 暗 燥な， ^き。 

通じ 天 氣陰攀 にして 濕度 

を 示せ. 5。 それが 爲め盛 

なく. 炎暑 稍.. 著し か り き。 

は晴燥 冷涼な， 9 き。 

暖 稍-著しく. 六 =： に 入る も 

つて 多少の 過 低 を 示 し. 秋 

月の 雨量 稍.. 多 かりし も. 雨 

過した る 年な. 9。 唯 幾分 


の 相違 は 五月が 稍" 多雨 多 濕 な 

溫 稍" 過 高 を 示 したる のみな，^ 

大正 四 年  大正 四 年。 一月 は 平常な， 9 

に 達した. o。 其 後略" 順調に 經 

著と な b た. 0-。 され ど 七月 は 

りき。 其 後 は 八月が 稍" 多雨に 

十月 は 雨天 稍" 多く、 高 溫 にして 

大正 五 年  大正 五 年。 一月 は晴 燥して 

も、 風 强き日 多くして 春寒 著し 

て 推移した. 9 し が、 九 月 は殘暑 

大正 六 年  大正 六 年。 「月 は 暴風 日數 

氣强か b しが， 二月と なりて 稍. 

て 再び 寡 雨 乾燥の 天候と な， 9- 

天 著しく  • 無 雨繼續 二十四日 に 

十月 は從 前の 傾向に 反し 頃る 


り し と. 七. 八. 九 月が 晴燥 したる 爲め其 三 ヶ月 間氣 


し も- 

過し 

之 に 

し て 

風强 

比較 


こ 

V7 

き- 


比較 

十四 

緩和 

六月 

及 ぴ、 炎 

陰濕多 


月 は 多雨 多濕 に し 

り し が、 六月の 雨季 

して 旱天 多 く、 雨 量 

曇な りしの みに て 

日 多 か b き。 

溫暖 なりき。 三月 

其 後 は槪ね 平年 

に 强 く、 十 月 以後 は 

に 及 び、 頗 る晴 燥し 

れ、 其 後略" 順調に 復 

梅雨の 現象 不鮮明 

暑 酷し かりき。 八 

雨と な 兩 月と も 


て 雨量 平年の 

に 入りて 梅雨 

僅少に して 暑 

槪ね 順調な， 9 

も 等しく 晴燥 

と 等し き氣候 

多雨 多 濕に經 

て 雲 量 非 常 に 

した. O しが、 五 

に 遮 ぎ 七月と 

月 は 略-平 調に 

雨 日 約 二十日 


倍 量 以上 

現象 稍.. 顯 


熱 著 

き。 


し 

復 


を 算 


し か 

但し 

れど 

持し 

た り。 

く. 寒 

な り 

や 旱 

_ 九 月、 

せ り。 
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第三 章 異常 現象 (暴風 雨。 旱 魃^ 震。 其 他 1 

へ 明治 九 年より 同 二十 九 年 迄 は 港務局 LL 於け る觐测 LL よ リン 

I 明治 三十 年 以後 は祌戶 測候所の 觀測 Li よろ •  ) 

明治 九 年  明治 九 年、 旱 魃。 高溫。 七月 八日より 八月 二十 ム日迄 前後 五十二 日間 雨天 を 

見 す、 氣 溫高 昇して 每日 最高 氣溫攝 氏 三十 度 を 下る 事 無 く、 華 氏 九十 度 (攝 氏 三十 

一 一 度) 以 上 を 示した， 5 し 日 三十 七日 を算 し. 殊 に 八月 十七 日よ， O  二十日 迄 は 連日 

三 十 五 度 (華 氏 九十 五 度) 以 上 を 示 し， 十 九 曰の 三十 五 度 六 を 以て 高 極と なす。 

明治 十 年  明治 十 年， 大 豪雨。 七月 七日に 大雨 あ り. 雨 量 西 九 粍 二な りき。 又 十月 十一 日 

よ b 十二 日に かけ 颱風 通過 し-雨 量 百 十九 粍 九 を 測 ，0、 十 二日 午前 十 一 時 三十 分 

氣壓の 最低 七 百 三十 五 粍 八 を 示せ， 9。 

明治 士- 一年 明治 十三 年. 大 豪雨。 七月 一 曰 及 二日に かけて 雨量 百 五十 四 粍 二の 大雨 を觀 

则 した， 9。 

旱魃。 十 一 月 二十 八日より は 旱天 連續 して， 翌年 一 月 八日 迄 四十 二日 間 雨量 

少しも 無 か， 9 き。 

第三 聿 異常 現象  一二 一 


神戶市 史刖錄 二祌戶 の氣象  三 一一 

明治 十四 年， 大 豪雨- 霖雨。 五月 五日より 七日に 亙& 大雨 あり 、六日， 七日 殊に 

烈 し く、 雨 量 百 九十 三 粍 五な. 5 き。 又 六月 六日よ h- 二十 七日 迄に 雨天 十四日 を 

^し. 總 雨量 三 kn 六十 一 粍な ちし は 稀 有の 霪霖な k 

旱魃。 然るに 七月 二十日よ， 9 九； T 八： n 迄の 五十一 B 間 は 雨天な く、 頗 る晴燥 

して 唯 時々 微量の 驟雨 ありし に 過ぎ や、 之 亦 稀 有の 旱魃と 言 ふ ベ し。 

明治 十六 年， 旱 魃。 高溫。 七月 十日よ， り 八月 十九 日 迄 四十 一日 間に 雨天 全く 

無 か b き。 而 して 氣溫 異常に 高 く、 七 HM 一十三 日よ b  二十 七日 迄 は每日 三十 五 

度 以 上 を 示 し. 殊 に 二十 五. 二十 六 兩日は 三十 六 度 一 を 示 し. 旱 魃 炎暑 極めて 著し 

2^  k> き。 

叫： m 十八 年 明治 十八 年、 霖 雨。 五月 二十 五日より 七月 十 一 日 迄 四十 八日 間 は 殆んど 雨天 

のみに し て、 雨 量 六 百 九十 粍 七 を 測 り. 頗 る顯 著なる 梅雨 を 見たり。 其 間 降雨の 

最も 著し かりし は 五月 二十 五日 以後 三日間の 八 十四 粍 六. 六月 十六 日 以後 三 日 

間の w 四十 四 粍 八 及び 六月 三十日と 七月  一. 二日の 三日に 降， 9 たる 合 量 二百 十 

九 粍 二な. 5。 

乾燥。 十二月 二十 六日より は 旱天 速績 して， 翌年 二月 二十 一 日 迄の 五十八 H 


年 明年 明 

十 T 


間 降雨 無 かりき 

明 治 一 一十 年、 豪雨 _ 

明治 二十 一 年、 豪 

明治 二十 二 年、 豪 

雨量 八十 五 粍 六。 

十 粍 を 測れ， 9。 

明治 二十 三年、 大 

翌日 は 十二 粍 七に 

十二 粍 八なる より 

明治 一 一十 四 年， 地 

震數 十四。 十二月 

明治 二十 五 年， 大 

間 に 百 五十 五 粍の 

明治 二十 六 年， 旱 

に 十二 粍 の 降雨 あ 


十 

雨。 

雨。 

同月 

雨。 

し て 

推 せ 


四 日 

雨。 

大雨 

魃。 

b た 


月 七日に 一 彖雨ぁ b、 雨 

九月 十 一 日に 豪雨 あ 

四月 十九 日豪 雨 あり- 

二十 六日 午前の 降 


0 


十月 五日に 大雨 あ 

合計 百 五十 三 粍 七 

ば. 顯 著な る 低氣壓 

十月 二十 八日 濃 尾 

ま で纏績 す。 

七月 二十 三日 午前 

あ ，9 たり。 二十 三 

六月 二十 一一 一日より 

る 外 雨天 を 見す。 


第 三 窣 異常 現象 


量 百 二十 四 粍。 

り， 雨量 百 三十 八 粍 七。 

午後 七 時より 夜半に 至る 五 時間の 

も 頗る 烈しく し て. 約 十二時 間に 九 

_ 雨量 九十 粍 二， 其 前日に は 五十 粍 八. 

^ 而 して 五日の 平均 氣壓七 百 五 

襲來 あ， 9 たる もの、 如し。 

激震 あり。 當 地に も强震 を感 じ， 餘 

時よ. 9 翌日 午後 七 時 迄の 三十 七 時 

の 平均 氣壓七 百 五十 粍な， 9。 

月 十六 日 迄 五十 五日 間 に、 八 月 一 日 

しき 旱魃と 言 ふべ し。 而 して 氣 溫 

=1 三 


明治 二十 三 

年 


明治 二十 四 

年 


明治 二十 五 

年 


明治 二十 六 

年 


S- 治 二十 年 


神戶市 * 刖ぉニ 祌戶 の氣" *  一二 四 

亦槪 して 高 く. 八 月 十五 日に は^ 高氣溫 三十 五 度 を 示せ， 9。 

S 治 二 十八 明治 二十 八 溫" 二月 は塞氣 異常に 嚴 しく、 殊に 二十 「二十 二の 兩日 は最 

年 

低氣溫 氷 點下五 度に 下れり。 

S 治 二十 九 明治 二十 九 年、 大雨。 水害。 七 =： 二十 一日に 雨量 百 六 粍 二の 大雨 あ b, 此 前日 

年 

も 亦 雨量 大 にして 六十 四 粍 を 測 b  、水 害 を 蒙. 9 たら。 八月 九日に 至 b 又もや 豪 

雨 暴 注 し、 雷 鳴 烈し く  ■ 午 前 二 時よ， 9 九 時までの 七 時間に 百 四 粍の 雨量 を 測りた 

る は に 稀 有の 現象な， o。 然るに 八月 三十日よ. 9 九月 十 一 日 迄の 十三 日間に 

雨 日 十  一 n を算 し-其 間の 雨量 も 四百 二十 九 粍 二に し て、 殊 に 八月 三十日 は 雨量 

百 十六 粍 八. 九 月 七日 は 八十 一 粍 三の 大雨な りき。 斯く 大雨に 次ぐ に 大雨 を以 

て し. 且 山地の 降雨 激甚な b し 結 果、 池 川 氾濫 し. 非 常 の 慘害を 蒙 b た. 5。 而し て 

八 =J 三十 ：= の 豪雨 は 南海 岸 沖よ， 9 襲来した る 颱風に 依る ものにし て、 同 0 風 は 

紀伊 半島に 殺到して 大に 深厚と なり. 曰 本 海に 出で たり。 當 地の 水害 は 主と し 

て 本^ 風に 因る 暴風雨の 爲め にして、 同夜 湊川 堤防 決潰 し、 福 原に 氾濫 し， 夜 中 の 

俄 洪水と て 狼狽 一 方なら す、 死 傷者 多數を 出せり。 

se 三十 年 W 治 三十 年， 大 雷雨。 七 =;  一 B 午後 一時 四十 分 頃に 降 初めた る 降雨 は 次第に 


烈しくな 夕 刻に は 猛烈なる 雷雲 天頂 を 東 走 し、 午 後 七 時よ h- 十 一 時 迄の 四時 

間に 雨量 五十 一 粍の 豪雨と な b, 午 後 十 時よ ，9 十 一 時に 至る 間 最も 强く、 一  時間 

雨量 二十 粍 三な りき。 而 して 二 曰 午前 一時に 雨 止 み、 總 雨量 六十 六 粍 四な h- き。 

同月 十五 日 午前 十 一 時よ b 又もや 雷電 烈しく 豪雨 暴 注 し. 翌 日 午前 三時までの 

總 雨量 九十 九 粍 六に して， 正午よ，^ 午後 四時 迄の 四時 間に は 五十 三 粍 七 を 測， 9、 

午後 四時に 測 ，5 たる 一 時間の 雨量 二十 二 粍 四な， 9 き。 

霖 雨- 九月 一 日より 十六 日 迄 は 連日 雨天に して 總 雨量 三百 八 粍 を 測 り， 甚 だ 

顯 著なる 秋霖 を呈 し、 殊 に 五日 午前 南西 方よ， 9 襲來 したる 優勢なる 雷雨 は， 午前 

九 時に 於て 一 時間 二十 七 粍 七の 豪雨 を 降らせたり。 

暴風雨。 九月 二十 九日 優勢なる 颱風 襲來 し、 氣壓七 百 四十 粍 九に 低下し、 風 勢 

は 割合 弱 か b しも 雨勢强 く、 二十 八日 夜半より 三十日 午前 一 時まで 一 晝 夜連續 

して 百 三十 粍 を 降ら し、 殊 に 二十 九日 夕刻よ， 9 最も 烈しく. 午後 五 時よ， 9 九 時 迄 

の 四時 間 は， 六十 四 粍  一二、 午 後 八 時よ b 九 時 迄の 一 時間 は 二十 四耗 二の 豪雨な b 

き。 此颳風 は マ -1 ラ 附近に 現れ、 二十 七日 臺灣の 東よ. 9 琉球 を經て 二十 九日 九 

州 西方 沖に 來 り、 熊 本の 南よ. 9 北東に 轉 向して 內海を 過 ぎ、 東 海道 を縱 貫した る 
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S 治 三十 


明お 三十 二 

年 


紳 

ものな. 4 

を 見 ざ 

明治 

天 を 見 

m. 治 

百 五十二 

み， 最强風 

後 二 時の 

二十 三日 

地震。 

$5 地に は 

物の 被害 

大雨。 

八 粍 九に 

烈しく し 


〃 ボ史 ^お 一 

" 十月 下旬 

事 二十 三ケ 

十 一 年、 旱 魃 

事 無 く、 唯 時 

十二 年、 暴^ 

粍 三 に 低下 

速 二十 米 三 

兩 之 を 觀 

午前 二 時 迄 

三月 七日 午 

被害と 稱す 

あ 力ら す 


し 


祌戶 の氣象 

な， 5 て颇る 

に 及 び. 著 し 

七月 二十 七 

微量の 驟雨 

二月 二十 三 

土 十二 日 午 

した. o。 

す。 降雨 は 

十七 粍 を 降 

九 時 五十 四 

程の ものな 

日 午後 三時 


六月 七日 午後 十 一 時より 

して， 八日 午後 二 時よ， o 六 

て 一 時間 量 二十 凡 粍 八 を 


晴 燥し-二 

き 旱天 を 

日よ， 9 八 

を 見た る 

日顯 著な 

前 八 時よ 

此の 風位 

比較的 少 

らした る 

分 五十 秒 

力 .C しも- 


十四日 

呈 せり 

H  二十 

のみに 

る低氣 


よ 

し 


は 東に 

な く. 一 一 

に 過ぎ 

强震 あ， 5 

紀伊、 大和 


0 

月 十五 日 迄 雨天 

二十 九日 間に 雨 

る 旱魃 を 起せ. 5。 

b て， 最低 氣懕七 

一 時 迄 暴風 吹 荒 

日 午前 九 時 及 午 

H" 午後 一 時よ b 降 初め、 


翌十 

に 至る 

顯 著な 

襲來 あ 

午後 十 


熊 野 沖に して、 

畜の死 傷、 營 造 


震源地 は 

於て は 人 

微震 あ 、り。 

の 二 十四 時間 雨量 百 四十 

時 迄の 四時 間 量 七十 八 粍 九 "同 午後 六 時 最も 

測 h  、り。 此雨は 七日 午後 八 時よ h- 八 ：=;仫 半 


四十 一 分 十 秒 再び 

八日 午後 十 一 時 迄 


まで 繼績 したる もの にして- 總 雨量 百 五十 三 粍 三な 當日風 勢は槪 して 弱 か 

、りし も、 氣壓は 七 百 五十 一 粍 七に 低落して、 比較的 顯 著なる 低 氣壓の 襲來を 示せ 


大雨。 七月 九日 苒び 大雨 降る。 

過した るが 爲 めに 起り たる ものに 

粍に 低下し. 暴風 八日 午前 六 時よ り 

二 時の 東風 十八 米 二に して、 風位 は 

午前 十 時までの 總量 W 四十 二 粍 三 

の 二十 四時 間に は 百 十八 粍 一, 九日 

間 量 五十 九 粍 七、 就中 午後 三時の 一 

地震 (六 甲 山 鳴動)。 七月 二十 八日 

十日 午前 十 一 時 十三 分 又 弱震 あ b_ 

午後 零時 三十 三分 又 弱震 あり。 績 

同 十七 日 午前 九 時 二十 二分 及 午前 

て 五囘の 微震 を 威 じた， 9。 而 して 


此雨は 優勢なる 低氣壓 が 

し て、 當地 の 氣壓は 九日 午 

九日 午後 八 時まで 吹 績き. 

^-轉 した. o。 雨量 は 八日 

に し て. 九 曰 午前 五 時よ b 

正午より 午後 四時までに 

時間 量 は 二十 • 二 粍 九な， 5 

午後 七 時 三十 八 分 五十六 

- 其 後 も 微震 稍  <  頻繁な-り 

いて 十 一 月 十六 日 迄に 十 

十一 時 一分の ニ囘 弱震 あ 


當地 の 稍： 南方 を 通 

前 十 時 七 百 四十 四 


其最强 

午後 二 

十日 午 

於 て 最 

き。 

秒 弱震 

しが， 八 

四囘の 

り。 之 


七月 二十 八日よ. O の 總囘數 三 


も 

月 


三 


「ノ 

五 


n 


日 午後 

ひ 十日 

時まで 

く、 四 時 

) 同 三 

十四日 

を 感じ、 

丄 S: 後し 

な bo 
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祌戶 市. at 刖錄ニ 祌戶 の氣象  一二- ノ 

斩く 頻繁に 地震 を感 する は 稀 有の 事に して， 震源地 は 有 馬 町 南方 六 甲 山中に あ 

りて. 當時六 甲 山 鳴動と して 物情騒然 たちし ものな.^ 

1^11- 九月 八日 颱風 襲来して 氣壓は 七 百 四十 一 粍 四 (午後 一 時) に 低下し. 同 

時刻に 最强 風速 二十 七 米 七 (北 風) を 0 測 し、 風 位 は逆轉 し、 暴 虱 は 午前 十 時より 午 

も 四時 迄吹績 きた り。 雨 は 比較的 弱 かりし も， 尙 七日 午前 四時よ ，9 八日 午後 四 

0 迄 降續き て、 其 合 量 百 二十 一 粍 を 測 ，9、 七 日夜 半 前後 最も 强か， 9 き。 

明治 三十 三 W 治 三十 三年、 低溫- 二月 七日 朝 異常の 塞 氣を覺 え、 最低 氣溫は 零下 五 度 二 を 

示 せ ，9。 

i 魃) 高溫。 七； 十九 日より 八月 十七 日 迄 は 雨天 を 見す。 唯數日 微量の 降 

水 を 測. O たるに 止 ま b. 無 盧 三十日 間の 旱天 連績を 見た， 9。 其 間 炎暑 著しく， 八 

パ 十五：；： に は氣溫 ^常に 昇騰 して， 最高 溫度 三十 五 度 三に 達せり。 

明治 三十 £ 明治 三十 四 年， 低溫。 二  H 々初に 異常の 塞氣 現れ 、二日 は 氷 點下五 度、 三 n は 氷 

點下五 度 四の 最低 氣溫を 示せ， 9。 

旱 魅。 七. 八 He に 旱魃 起. o、 七月 十八 日より 八月 十九 日 迄 三十 三 口 間 雨天 を 見 

ざ， o き。 又 十二月 も 甚だ 晴 燥し て、 三 日より 二十四日に 至る 二十 二日 間 雨 を 見 


明治 三十 五 

年 


明治 三十 六 

年 


弱の 小雨 を 

三十 五日 間 


す。 而も 二日に 降りた る 九 粍 

り繼續 したる ものにし て、 前 後 

地震 U 十月に ニ囘の 弱震 あ 

七日の 正午な. 9。 

明治 三十 五 年 、暴風雨" 八月 

深厚なら す、 最 低 七 百 四十 六 粍 

十日 午後 八 時よ， 9 十 一 日 正午 

午前 三時よ， 9 七 時 迄 最も 强 く， 四 

二 時間 量 四十 二 粍 一 に 達せ， 9。 

五 時 迄 暴風 吹續 き、 風 位 は 順轉レ 

S れ， 9 

明治 三十 六 年、 大雨。 七月 七日 

,9 初めた る は 七日 午前 四時に， 

九 時より 九日 午前 九 時 迄の 二十 

より 八 時 迄の 四時 間 量 は 六十 七 粍 七、 午 

第三 隼 異常 現象 


一 日 

で 眩 

で 十 

時 間 

風 勢 

十 一 

よ hy 

て、 歇 

四 時 


下 

間 


除外 すれば、 此 旱天 は 十 

に 亙る ものな， o。 

九日の 午前 十 一 時 三 


し 

時 


强 

午 


來 

六 


日 に 

た る 

一 1 ま 


月 ニ寸 日よ 


十一 分、 一 は 十 


した る 跪 風 は 氣壓ょ 

る に^ I ぎ ざ.. 9 し も， 雨 

に 百 十二 粍の 豪雨 を 

十八 粍 五 を 測 り， 殊 に 

し て. 十 日 午後 七 時よ 

一 時には 最强 風速 十 


^一一 一  n へば 餘. 9 

猛烈に して 

ら し. 十 一 日 

時 及 七 時の 

十一 日 午前 

米 三 (東 風) を 


あ 

し 


亙 、りて 非常なる 大雨 

は 九日 午前な り。 而 

二百 二 粍 一 を 降らし. 殊 

時の 一 時間 量 は 


りたり。 降 

て 八日 午前 

に 午前 四時 

十五 粍 四の 豪雨 

三 九 


神 n 市史 銥ニ 神戶 の弒锒  rao 

な， りき。 當時氣 膨は大 に 低下して 九 曰 午前 八 時には 最低 七 百 四十 八 粍 三 を 示 

し. 優 勢なる 颳 風の 襲來を 示せし も. 風 勢 弱くして 暴風に は 達せ ざ. o き。 され ど 

雨 勢斯の 如く 激甚な b し を 以て， 當地 附近の 池 川 は 數日來 の 降雨と 此 豪雨に て 

^劇なる 增水を 起 し、 殊 に 市內を 貫通す る 宇治川の 氾濫 は 市街 を 浸 し、 其 被害 最 

も甚し く， 死 者 四 名、 傷 者 五名 を 出 し、 家 屋の 流失 倒潰 二十 七に 及 び、 其 他 家屋 建造 

物の 半溃浸 水、 道 路 堤防 等の 破壊 損害 莫大な. 9 き。 本 颱風 は呂宋 東方 洋上に 顯 

れ， 琉 球 を經て 北東に 進 み， 九 日朝 土 佐 沖に 達 し. そ れょ. 9 和歌 山 附近に 上陸 し、 本 

州 を縱斷 したる ものな り。 同月 十四 日， 十 五日 又もや 大雨 あ り、 十 四日 午前 八 時 

以後 二十 四時 間に 百 二十 六 粍 四の 大量 を 降ら し、 十 五 HI 午前 三時よ ，9 七 時迄最 

も 强 く， S 時間 量 七十 二 粍 六 を 測 ら>  就 中 午前 五 時の 一時間 量 は 二十 八 粍に 達せ 

り。 此雨は 十三 日 午後 三時よ b 始ま， C たる ものにし て、 十 五日 午前 九 時に 止み、 

總量百 七十 一 粍な わき。 

旱魃。 雷雨。 七月 下句に 至り 異常の 旱魃 現れたり。 卽ち 七月 二十 七日よ. o 

凡 =： 十 U 迄 五十六 u 間に 於 て、 時 に 微量の 驟雨 あるの 外 雨天 を 見 ざ， o き。 此旱 

魃は九 十 一 n 皮の 豪雨に よりて 破られたり。 此朵雨 は 雷雨に して 電雷を 伴 


ひ 

明治 三十 七 

年 

五 

治 


氣 

夜 


過 


午後 五 時よ，^ 十 時 迄 

より 九 時 迄の 降雨に 

日夜 又もや. 猛烈な る 

を 測， o、 午前 一 時に 於 

前 四時に 最强 風速 十二 

明治 三十 七 年、 低溫。 一 

を 示せ， o。 之れ 測候所 

四 十. 三 年 二月に 同じく 

し が、 大 正 九 年 二月に 

暴風雨。 七月 上旬の 

壓は十 =: 午前 二 時に 

よ b 十日 未明に かけ 

たる 風速 二十 米が 今 

九日 午後 三時よ， 9 十 

ぎ ざら き。 然るに 一 
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二， 十六 粍 六 を 降らせたり。 さ 

て. 此 一 時間に 二十 三 粍 八 を 測 

雨 あ \午 後 七 時より 翌 二十日 

る 一 時間 量 は 二十 一 粍な り。 

米 一 ー( 北 風) を觀 測した， o。 

月 二十 六日 は寒氣 異常に 嚴し 

開設 以來 大正 八 年に 到る 迄の 

最低 氣溫氷 點下五 度 五 を觀測 

點下五 度 八 を觀測 し、 其 記録 は 

に襲來 したる 颱風 は 頗る 優 

低 七 百 三十 八 粍 九 を 示し. 八 

最も 烈し く、 風 向 は逆轉 し， 九 

の 最強な， 9。 雨 は 八日 夕よ 

午前 九 時 迄降績 きたる も、 雨 

を 隔て ゝ 十 一 日 午後 八 時よ 


れど其 大部分 

b た， 9。 然る 

午前 四時 迄に 

此時 風力 は 暴 


く， 最 低 氣 

最 低 記 錄 


し， 共 

破ら 

な る 

朝 よ 

午後 

驟雨 

は 墜 

降 出 


長 

の 

0 


十 

力 

し 


2 


溫 氷 

ぐ 最 

上。 

に し 


は 午後 八 

に 同月 十 

五十 九 粍 

風に 達し、 

點下五 度 

_  (因に 明 

低 記錄な 


て、 當 地 の 

風と な り-九 日 

時 四十 分に 測 

斷 續し來 りし 

二十 一 粍 四に 

る 雨 は 比較的 


四 一 


天 


風 

き- 

な 


祌 戶市史 CTaM 一  祌 戶の氣 象 

大雨に し て. 十 二日 午後 五 時までに 八十 四 粍 

十 一 時 迄 最も 強烈に して， 四時 間 量 五十 一 粍 

暴風雨 • 八月 三十 一日 當 地の 北方 を颳風 

n 卜 二 粍 一 に 低下 し、 暴 風 起れ り。 

次^に 風 勢 募.^ 三十 一 H 午前 十 時に 

斯くて 午後 三時 迄 暴風の 域 を 脫せざ 

b 微量の 驟雨 斷績し 、三 十 H は 終日 雨 

や。 此暴 a 屮に ニ囘の 微震 ありたり 

日 午後 五 時 七 分に 起り たり。 

暴風雨。 九月 十七 日 頗る 深厚なる 

時には 七^ 二十 八 粍 三と い ふ 稀 有の 

= 午 ^八 時まで 吹績 き. 風 位 は^ 轉し 

^速の^ 大 記， 錄 を 作れ b。 降雨 は 比 

八 W 迄斷續 して 總 雨量 四十 六 粍 一 を 

方 洋上に 顯 れ、 北 々西に 


三 


風 通 

に iP 

强風 

- 降 

b し 

は I 一 


低 

-午 

狡 


ほ 


を 

三 


進みて 十六 B  ^ 紀州 


來 

寺 

る 

沖 


の 豪雨 

過し、 氣 

したる 

速 二十 

雨 は 極 

も、 其 量 

十九 日 

し、 氣遯 

し， 暴風 

に は 北 

十六 日 

に 過ぎ 


四 二 

就中 十二 日 午前 七 時より 

な b, き。 

壓は 午後 一 時 及 二 時 に 七 

は 三十日 午後 三時に し て、 

1 米 (北東の 風) を觀 測せ り。 

め て 少なく、 二十 九日 夜よ 

僅かに 九 粍な， 9 しに 過ぎ 

午後 二 時 四十 分、 一 は 三十 

は 急激に 低下して 午前 四 

十六 日 午後 一 時よ， O 十七 

東風 二十 八 米 ニを觀 測し， 

午前 五 時より 十八 日 午前 

す。 本 颱風 は 小 笠 原 島 南 


に 達 し， 玆 よ h- 北進し 當地を 通過 


して 本縣を 北上 し、 翌 午前 a 本 海に 出で たる ものな， 9。 當時 市內の 風害 著しく. 

港內 船舶 破笾十 七， 沈 沒四隻 に 及べ. -。 

明 f 于八 明治 三十 八 年. 豪雨。 四月 二十 曰 午後 豪雨 あ b  、總 雨量 は 午前 十一 時よ ，5 午後 

年 

十 一 時 迄の 十二時 間に 五十六 粍 九に 過ぎ ざれ ども、 午後 五 時より 九 時 迄の 四時 

間 量 は 四十 九 粍 六に し て. 殊 に 午後 八 時に 於け る 一 時間 量 は 二十 三 粍 五な， 9 き。 

此時氣 壓稍" 急 降 して， 午後 九 時には 最低 七 百 四十 八 粍 四と な り， 其 後 急 昇 せ ，9。 

風 は 最初 東風な， 9 しが、 午後 八 時 突然 南西 風に 變. 5 て. 九 時には 強風 十 米 九を觀 

測した り。 され ど 暴風 は此 一時間の みに て. 其 後西の 疾風と なりて 止みた. 5。 

霖雨。 六月 七 曰 午後 二 時 四十 二分 弱震 ありた るが、 其 後 頗る 霪霖 多雨 を 極め、 

十日よ b  二十四日まで 十五 日間 降績 き、 其 總量 三百 二十 五 粍な， 5 き。 此霖 雨中 

十二 日 午後 一 時 十六 分 弱震 あり。 又 十四日 未明 强風を 伴 ふ 雷雨 あ b, 午 前 零時 

よ， 9 四時までに 四十 六 粍 四、 午 前 二 時の 一 時間 量 二十 四 粍 五の 豪雨な りき， 此 

雨 は 十三 日 午後 五 時より 十六 日 午前 四時 迄降績 き， 其 總 雨量 百 二十 三 粍な， 9。 

豪雨。 八月 十七 日 豪 雨 あ b. 午 前 四時よ、 り 八 時 迄の 四時 間 雨量 五十 一 粍に し 

て、 同 五 時 最も 烈しく、 一  時間 二十 六 粍 三 を 測る- 此 降雨 は 十六 日 午後 二 時より 
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二十 五 時間 降續 きたる ものにして、 總 雨量 九十 粍 一 なり。 

^雨。 八月 二十 五日 深更の 豪雨 は 頗る 著しき ものに て， 實 に 測候所 開設 以來 

の 最高記録 なりと す。 午後 十 一 時 三十 分 頃よ， 9 降， 9 初めた る 雨 は 四十 分 頃よ 

b 俄然 勢 を增し 豪雨と な b. 約 一時間に して その 勢衰 へた， 9。 此 間の 雨量 實に 

七十  一二 粍 三に して， 二十 分 間に 三十 九耗 以上 を 計れり。 斯 くの 如き 異常の 豪雨 

な， りし も. 氣 壓の 變化少 く. 風 も 亦 弱 か， O き。 此の 雨の 爲に 被れる 市內の 損害 頗 

る 火に し て、 倒 家 1 一 芦、 死 傷者 三、 浸水 家屋 一 萬 餘と註 せらる。 

5 的： 一-十九 明 冶 三十 九 年. 弱震。 本年 は 異常 現象 甚だ 少く、 唯 三囘の 弱震 ありた るの み。 

年 

其 一 は 一 月 五日 午後 六 時 一 分に. 其 二 は 同月 七 曰 午後 八 時 五十二 分に 起り、 其 三 

は 五月 五日 午前 八 時 九分に 起れ り。 最後の 分に は其狳 震ら しき 微震 一 囘 (同 八 

時 五十 S 分) を 伴 ひたり。 

明： las 十 年 W 治 四十 年， 豪 雨。 七 月 二日 午後 四時より 降ち 出した る 雨 は， 午 後 六 時に 至 b 

1 時間 雨お 三十 五 粍の 豪雨と な り、 午 後 八 時 止みて 其 總量は 四十 八 粍 一 なり き" 

又 八月 七： n 午前 九 時に も 一 時間 雨量 二十 二 粍の 强雨 あ， 9 た.^ 

暴風雨。 八： =: 二十 五日 深更の 降雨 も 亦 著しき 强雨 にし て、 夜 半に は 一 時間 量 


十二 粍 六 を 測 其 後 四時 間の 雨量 四十 四 粍 三な b き。 此雨は 二十 三日 午前 


明治 四十 

年 


九 時より 始ま， 9- 二十四日 午後 九 時 

六日 午前 十 時まで 降績 き、 總 雨 量 百 

しく、 二十四日 午後 三時 乃至 五 時に 

二十 三日 午後 十 一 時より 二十四日 

虱 十四 米 一な りき。 而 して 此 雨の 


五分 微震 あ， 9 

明治 四十 一 

十七. 二十 八. 八 

き。 

暴風雨。 八 

b 七 百 三十 六 

時間な b き。 

十八 米 六な， 9 


年、 高 溫。 

月  一 土 ニニ 

月 七日 優 

粍 五 を 示 

當 時の 風 

. 降雨 は 


月の 終 

は 孰れ 

なる 颳 

た， 9 し 

變化は 


十四 粍 三 を 降らして 


よ 


旦歇 みし 


一 旦歇 みた， 5 しも 同夜 半よ. 5 又 降 出で、 二十 

二十 五 粍 八 を 測， 9 たり。 當時 氣壓の 低下 著 

は 最低 七 百 四十 一 粍 八と な り、 暴 風 又 稍. -强 く， 

午後 五 時まで 吹 荒 び、 最 强は 二十 四 B 朝の 北 

止まん とする 頃、 卽 ち 二十 六日 午前 八 時 五十 

りん 月の 初に かけて 氣溫 異常に 高 く、 七 月 一 一 

最高 氣溫 三十 五 度 以上に 昇 -9、 暑 氣 酷烈な b 


襲來 して、 氣壓は 午後 六 時 及 七 時に 最低と な 

暴風 時間 甚だ 短 か く、 午 後 七 時 乃至 十 時の 四 

轉 にし て. 最 强 風速 は 午後 八 時に 於け る 北風 

く、 前 日 正午よ、 り 降 出した る 雨 は 夜半までに 四 

が， 當日牛 前 六 時よ b 再び 降 初め、 午後 十 時 迄に 


逆 
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明治 四十 二 

年 


三十 I 粍 八 を 

o  o 

大雨" 十月 

は 前夜 七 時よ 

に は 一 時間 雨 

»9 き。 

明治 四十 一 一 

鹏劇 降して 深 

低 i 鳩 を 観測 

に 達 し、 此 時 氣 

現象 を 網羅せ 

h- た， 9。 

豪雨。 六月 

五 時間に 百 二 

粍 七の 大量に 

日朝の 豪雨 亦 


七日 大雨 降 

b 當日 正午 

量 二十 三 粍 

年、 暴風雨。 

S- なる 眩氣 

し、 風 位逆轉 

り。 雨量 は 


る。 當時風 は 東北東 

i6 での 十七 時間に 百 

を 測 、り、 此 時 の 


四月 六日 夜來雨 

壓の 襲來を 示し- 

して  風  勢  猛烈、 午 

くして 篏及雪 を 

六日 午後 四時よ 


時 

,ふ 

ゆ 


五日 非常なる 豪雨 あり。 午後 

十三 粍 四 を 降らし、 午後 七 時 乃 

して， 午後 十 £ 最も 烈しく 一  時 

著しき もの にし て. 午 前 七 時の 


の 風位に 於て 槪ね 

1 粍 五の 大量 を 降 

雨量 は 貰に 六十 四 


にして 南方に 雷鳴 殷 

午前 一 時には 七 百 三 

三時に は 最強 風速 二 

ら し， 暴 風. 低 壓. 電 雷. 雪 • 

七日 午前 九 時 迄に 四 


一 一時より 降 初 め翌午 

至 十 一 時の 四時 間 量 

間 二 十八 粍 八 を 測る 

1 時間 量 二十 九 粍 二- 


弱 かりし も、 雨 

ら し. 午 前 十 時 

粍 四の 豪雨な 

々たりし が. 氣 

十四 粍 九の 最 

十 米 三 (北西 風) 

溢. 雨 等 種々 の 

十六 粍 八 を 測 

前 四時 迄の 十 

は實に 七十 九 

- 同月 二十 七 

■ 同 四時 乃至 八 


明治 四十 三 

年 


時の 四時 間 量 四十 四 粍 五な b き， 此雨は 二 

三時 迄降績 きたる ものにし て、 其 總量 とし て 

地震。 八月 七日 午前 三時 四十 二分 弱震 あ 

一分 強震 あり。 本 地震 は 近 江 北東 部の 大震 

震と して 三 囘、 翌 曰 は 四囘の 微震 あ ，5. 其 後 九 

十 一 月 十日 午後 三時 十五 分に も 弱震 あ. 5 た 

明治 四十 三年、 低溫。 二月 一日 夜よ 二日 

ものにし て、 最 低氣溫 零下 五 度 五 を 示 し、 明 治 

暴風。 五月 十一 日襲來 したる 低氣 壓は頗 

百 三十 七 粍 三 を 観測せ， o。 當時 風向 は逆轉 

まで 暴風 吹 荒 び、 最 强 風速 は 午前 二 時に 於け 

も 降雨 は 僅か に 十八 粍 を 測りた る に 過ぎす 

大雨。 豪雨。 九月 七日 非常なる 大雨 あ， 5 

にして. 止みた る は 八日 午前 八 時な， 9。 此の 

中に も 六日 午後 八 時 以後の 二十 四時 間 雨量 
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十五 日 午前 七 時より 

は 僅か 六十 五 粍に 過 

b。 越えて 同 十四日 


感じた る も 

二日 迄に 九 

にかけ ての 

十七 年 一 月 

架 厚なる も 

て、 前夜 十 一 

二十 一 米 (北 

り. 降 初め 

の總 雨量 二 

二百 四 粍 七 


のにし 

囘の微 

寒氣は 

と共に 

のにし 

時よ- 9 

東 風) な 

た る は 

百 五十 

にして. 


二十 七日 午後 

ち  一 

午後 三時 三十 

て. 當 日 は其餘 

震 ありた り。 

異常に 嚴 しき 

最低 記錄 た， 9。 

て、 最低 氣壓七 

當日 午後 一 時 

、りき。 - 然れど 

六日 午前 十 時 

一 粍 八な り。 

七日 午前 四時 


四 七 


S 治 十四 

年 


祌戶^ 史 刖錄ニ 神 戶の氣 象 

以後 四時 問の 雨量 は 無盧百 二十 三 粍 七と 註せ 

く 二 時間 量 四十 三 粍 七 を 測りたり， 當 時氣壓 

十 粍 九が 最低な りしの み。 而も 七日 夕刻に は 

此 雨量 は當 地に 於て の 最大 記錄 にして， 市內は 

は呂宋 東方 洋上よ、 り來， 9 し颳 風に 由る もの に 

海 西部に 至 更 に 東に 轉 向し， 四 國及紀 州 を經 

は 九州に 接近す るまで は 非常に 優勢な りし も- 

衰弱して 小 低氣壓 となりた， 9。 當 地の 雨勢激 

： 二 ±  b しな. o。 

旱魅リ 十二月 二日より 翌年 一月 四日 迄 三十 

雨 あ. o たるの み。 稀 有の 旱天と いふべ し。 

W 治 四十 四 年、 大 雨。 六月 十五 曰 大雨 暴 注し， 

粍 四なる を 中心として 前後 四時 間に 八十 粍 七 

に は w 三十 九 粍 一 を 降らせたり。 此雨は 十四 

迄 降給き たる ものにして、 總 雨量 百 五十 三 粍な 


ら る 

は 比較 

殷々 た 

多大の 

し て. 七 

て 東に 

其の 東 

甚な b 


而 して 

的 高 く. 

る 雷鳴 


水 

去 

し 


害 を 

夜 九 

-り し 

轉向 

頃 S 


四八 

午前 八時最 

午後 一 時の 

南方 を 東進 

蒙 b たり。 

州 を 襲 ひ、 八 

ものな. り。 

したる is よ 

其 中心 九州 


も 烈し 

七 百 五 

せ XV  o 

本 豪雨 

日朝 內 

本 颱風 

b 頓に 

南西 沖 


四日 間 雨天 を 兌 す、 唯 數 時間の 驟 


午前 十 一 時の 


を 測 


. 午 


日 午後 六 時よ 

り き。 當 時 氣 


一 時間 雨量 

時 以後 二十 

十六 日 午 

壓に は大し 


二十 五 

四時 間 

前 五 時 

たる 變 


調 も 現れす， 風 勢 亦 弱 か りき。 

暴風雨。 同月 十九 日 頗る 深厚なる 低氣腥 襲來し て， 當 地の 氣遯は 午前 五 時に 

七 百 三十 一 粍 八に 急 降し、 午前 三時よ b 八 時 迄 暴風 吹 荒び、 其 最も 强か りし は 午 

前 七 時に 於け る 西南西 風 十五 米 九な， 5 き。 降雨 又强烈 にして， 午前 零時より 七 

時間に 七十 一 粍 五 を 降ら し、 就 中 午前 五 時には 一 時間 量 三十 粍 二、 其 前後 四時 間 

に は 六十 六 粍 四の 豪雨な りき。 

暴風雨。 八月 十六 日 深厚なる 颱 風襲來 し、 當 地 は 午前 四時に 最低 氣壓七 百 三 

十九 粍 五 を 示 し. 暴 風 は 十五 日 午後 五 時よ， 5 十六 日 午後 一 時 迄 吹 績き. 午前 十 一 

時 頃 最強に して 秒速 十五 米 三 (西南西 風) に 達 し. 風 位 は順轉 な， りき。 雨 は 前日 午 

後 一 時より 當日 正午まで 降績 き、 總 雨量 五十二 粍 六 を 測る。 就中 午前 三時よ， 9 

七 時までの 四時 間に は 三十 九 粍， 午前 五 時には 一 時間 量 十四 粍 三 を 測， 9 た， 5。 

地震。 九月 一日 午後 六 時 十分 弱震 あ り、 其 後 約 六 時間 內に 微震 三囘を 續發せ 

大正 元年  大正 元年、 暴風雨。 九月 二十 三日 非常に 深厚なる 颱風 襲來 して、 氣壓は 七 百 十 

七 粍 八に 低下して. 當 地に 於け る 氣壓の 最低 記錄を 作れ， 5。  二十 二日 午後 七 時 
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大正 二 年 


大正 三年 


祌戶市 *~  ^錄ニ 

よ h- 暴^と な b て. 翌日 

十七 米 七に し て. 風位 は 

十三 日 午前 六 時 迄 に總 

島の 南方に 顯れ たる も 

十二 日 午後 土 佐 沖に 達 


神 戶の氣 象  五 〇 


し、 二十 三 

た め、 多大 

大正 二 

速度 は 二 

な hy き。 

大正 三 

五 度 以上 

高 記 錄 た 

度 以上 を 


日朝 能登半島 

の 風水害 を 蒙 

年 、暴風雨- 十 

十三 米 五な.^ 

雨 は 午前 三時 

年， 酷 暑。 七月 

の 最高 氣溫を 

b., 其 後 も 月 

示 し. 八 月 全； 


午 

の 

し， 

よ 


前 十 時まで 吹 荒 び、 其 最强は 午前 三時に 於け る 

轉せ， り。 降雨 亦 莫大に して、 二十 一日 午後 五 時 

量 百 五十 九 粍 七 を 測れ， 9。 本 颱風 は 十六 日朝 

に し て、 西 北西に 進 み， 臺 灣 東方より 北東に 轉向 

それより 四國 東端 を 掠め て 大阪灣 を 過 ぎ， 近 畿 

蹂 つて 北東に 去れ，^ 當時當 市 は 其 衝に當 b 


三 

氣 


三十 


終 


日 暴風 烈し 

遯亦 稍. 低落 

降 初め， 夜半 

1 日 以後 八 

し、 殊 に 六日 

るまで 異例 

々最高 氣 溫 


ぐ、 終始 北風に し て、 午後 六 時 最も 

して、 午後 五 時の 七 百 四十 四 粍 五 

まで 降績 き， 總 雨量 六十 三 粍 五 を 

月 八日 迄 は暑氣 異常に 酷し く. 常 

の 三十 七 度 六は當 地に 於け る氣 

の 高温 を待續 し. 八 ET  二十 二日 又 三十 五 


より 一一 

グァム 

し て、 一 一 

を 突破 

たるが 

强く、 其 

が 最低 

P り た 

に 三十 

溫 の 最 


を 平均 すれば 實に 三十 三度 三な， o。 稀 


有の 酷暑な りしと 言 ふ を 得べ し 

大正 四 年  大正 四 年、 暴風雨。 二月 四日 豪雨 あ， 5、 午前 三時よ ，5 午後 三時まで 五十 七 粍 九 

を 降らせた る が、 之 れは 主に 午前 十 時 よ ，b 午後 二 時までに 降， 9 たる 量に して， 其 

四時 間 量 は 四十 四 粍 二に 及 び-正 午に 於け る 一 時間 量 二十 七 粍 八と 註 せらる。 

冬期に 於け る 雨量と して は 稀に 見る 所な， 9。 當時 風位 は逆轉 し. 午 前 十 時よ， 9 

午後 二 時まで 暴風と な ，5、 正 午に は 北々 西風 十七 米の 速度 を觀 測せ， 5。 

旱魅。 高溫。 七月 十四日よ .5 八月  一二 日 迄 二十 一 日間 降雨 一滴 も 無く、 加 ふる 

に暑氣 異常に 酷し く. 稀 に 見る 旱天 酷暑 を 示 し， 七 入 月 中に 最高 氣溫 三十 五度以 

上の 日 六日 を算 し、 中 にも 八月 二日 は 三十 六 度 一 に 昇， 5 たり。 

暴風雨。 八月 五， 日朝 深厚なる 颱風 襲來し て、 氣壓は 七 百 三十 八 粍 九に 低落し. 

暴風 三日 午前 十 一 時よ b 五日 午前 七 時まで 吹續 き. 其 最强は 十八 米 八に 達せ， 5。 

雨 勢 は 比較的 弱 か. o しと 雖も， 尙ほ 七十 一 粍 三 (四日 午前 十 時よ， り 六日 午前 三時 

迄の 總 量) を 測らた， 9。 

豪雨。 八月 九日 叉 もや 豪雨 あ 午 前 十 時よ b 降 初 め. 翌 十日 午前 三時 迄 十七 

時間に 百 三十 四 粍 六 を 暴 注 し、 午 後 十 時の 一 時間 量 は實に 四十 七 粍 八に し て、 其 
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神 戶 市史 ^anl 祌 戶の氣 象 

前後 四時 問に は 七十 九 粍 五の 大量 を 降らせた 


5* 風雨。 十月 七日 夜半 深 

し， 暴風 は 七日 午前 三時よ. 5 

五 米 九 を 以て 最强 となす。 

で斷續 して、 總 雨量 四十 粍 を 

大正 五 年  大正 五 年， 地震。 千 一 月 二 

間に ニ囘の 弱震 及 八 囘の微 

記錄 にし て、 震 源 は 明 石 海峡 

ぶ。 市內に 於け る 震災の 槪 

T 人畜の 被害。 


厚なる 颱風 襲来して- 

八日 午前 十 時 迄吹績 

降雨^ 比較的 弱く， 午 

則 りし に ぎ ざ ，，9 き 

十六 日 午後 三時 七 分 

震 を績發 せ. 5。 此强 

の 東方に 在り。 震 域 

泥 左の 如し。 


五 二 

最低 氣壓七 百 三十 八 粍 三 を 示 

き、 八 日 午前 六 時の 西風 秒速 十 

前 一 時よ， 9 翌 八日 午前 三時 ま 

四十 二 秒 強震 あり。 以後 三日 

震は當 地に 於け る 地震の 最大 

は 東 信 濃より 西 安藝， 伊豫に 及 


瓦 葺庇杓 三尺 墜落の 爲め 老人 一名 下敷と なり. 左足に 挫 骨 傷。 屋根 亞鉛葺 に 

從事 中壯者 一 名 左足に 負傷。 

n; 家屋の 破損。  • 

庇 ぼ 落 五、 土 摒破壤 六， 其他屋 根 S 及煉 s の 墜落 等。 

曰 煙突の 損害。 


崩壤 一、 破 損 

M 地盤の 龜裂 

g 水道管 破壤 

大正 六 年  大正 六 年、 旱 

氣溫劇 昇して 

し， 稀 に 見る の 

o  o  o 

暴風雨。 A 

迄降績 き、 總雨 

間 量 五十六 粍 

粍 五の 最低 氣 

三日 正午まで 

し、 風 位 は順轉 

暴風雨。 九 

示 し、 風雨 亦强 

前 二 時よ b 始 

第 三 章 


二、 切斷 一 、 龜裂 一。 

一、 其 他 橋 下流 崖 十 坪 崩 壤。 


八月 一 日まで 二 

最 高 氣 溫 を 觀 測 


四 日 間 降雨 無く、 且 つ 

たる 曰數 十三 日を算 


魅。 高 溫。 七月 九日よ b 

三十 五 度 乃至 三十 六 度の 

旱天 炎暑 を呈 したり。 

月 三日 大雨 あ b, 降 初め 

量 百 十九 粍 九 を 測 b  、一一 一  日 

四 を 測りたり。 氣壓 はさ 

壓を 三日 午前 九 時に 觀測 

暴風 吹續 き、 三日 午前 五 時に 於け る 東風 秒 

したり。 

月 三十日 深厚な る 颱風 襲來 し、 同夜 半 最低 

烈 にして 最強 風速 二十 米 三 (北風) に 達した 

ま， 9. 十月 一日 午前 一 時に 止み、 其 間の 總量百 五十六 粍に 達し" 三十 

異常 現象  I 三 


る は 二日 午後 三 

午後 二 時 に は 一 

したる 低落 を 見 

す。 風 勢 強烈に 


0 

時 

氣 


に し て、 四 曰 午前 二 時 

間 量 十八 粍 五 及 四時 

,0 し も. 尙七百 四 十 三 

て 二日 午前 八 時より 

十八 米 二 を 最強と な 

壓七百 三十 八 粍 九 を 

. 降雨 は 二十 九日 午 


神 戶 市 別 » 二 神 戶の氣 象 

U3 の 日 量 は Jo  二十 一 粍 六に し て. 同 

o  o  o 

暴風雨： 十月 十日よ h- 十一：：： に 

で、 同 午後 三時よ h- 暴風と な ち. 同 夜 

り、 風 勢亦此 時を以 

午前 一 時 の 七 百 四 

總雨最 八十 七 粍 三 

大正 七 年  大正 七 年. 旱 魃。 

お 風雨。 七パ十 

を 示した. 9。 然れ 

も， 其 最強 速度 僅か 

暴風雨。 八月 三 

朝 七れ 三十 七 粍 九 

半 頗る 强烈 となり 

^ を 測， 9, ； 時間 景 

き， 其^ 强は 二十 ： 


て最强 となり 

十 一 粍 九な， 9 

に 達した. h -。 

一 月 三日よ b 

日 優勢な る 

ども 風雨 比較 

に 十二 米 六に 

十 ：：： 優勢な る 

の 最低 氣歷を 

,111 十日 午前 二 

十一 粍 二に 

米 三 (東北東 風 


し 

0 

時 

達 


曰 

十 

て- 


5 前 

り 暴風 

前後に 

二十 一 

三 時 に 

四 日 ま 

襲來 し. 

く， 十 一 一 

_ 雨 量 亦 

紀州半 

f  - ぶ5"  n 

b 六 時 

せ り。 


レ マ 


米 


に 於て 風 勢 

あ， 9。 十 曰 

四時 間 量 五 

ニを觀 測し- 

風 勢 稍.. 衰へ、 


で 旱天 連續し 

■ 午前 十 時 七 百 

日 は 暴風 時 数 

四 粍 弱に 過ぎ 

島 に 上陸， 北東 

午後 七 時よ b 

までの 四時 間 

勢 亦 強大に し 


五 四 

雨 勢 共に 一 

午前 九 時 

十二 粍 一 

氣 壓の最 

雨 も 午前 

て 降雨 無 

三十 八 粍 

二 十二時 

さ b, き。 

に 進め. 9。 

降 初めた 

に は 五十 

て、 暴 風 十 


强か h- き 

より 雨 降 出 

の 豪雨と な 

低 は 十一 日 

七 時に 止み、 

し。 

の 最低 氣壓 

間に 達せし 

當地 同日 

る 雨 は 同夜 

九 粍 七の 大 

四時 間吹績 


大正 八 年 


暴風雨 _ 

本 Ife 厕カ 

し. 朝 五 時 

四 粍 四の 

に 大水 害 

o  0  0 

暴風雨 _ 

時 迄 吹 續 

十九 粍 を 

大正 八 

五日 朝に 

暴風。 

に 至る ま 

0  0 

霖雨。 

るまで # 


. 九月 十四 

神 に 最も 

よ， 9 夜 十 一 

降雨 あり た 

あ. 5 た， 9。 

. 九月 二十 

き て、 最强風 

觀 測せ り。 

年、 低 溫。 一 一 

至， 9 最低 氷 

三月 十九 日 

で 烈風 吹續 

本年 梅雨の 

雨連績 し. 其 


大は 三十 五 粍 八に し 


日 深厚なる 颱風 再び 紀 州に 上陸して， 近畿 地方 を蹂躏 せり。 

近接した る は 午後 六 時に して- 氣壓七 百 三十 六 粍 一 に 低下 

時まで 暴風 吹續 き、 最 强 風速 十六 米 三 (東 風) に し て， 總 量 三 十 

り。 當 地方 は斯く 風雨の 程度 甚 しから ざ， 9 し も、 佴 馬 地方 

四日 又もや 深厚なる 颱風 襲來 し、 暴 風 午前 四時よ b 午後 一 

速 二十 二 米 三 (北々 西風) に 達し. 午前 十 一 時 最低 氣壓七 百 三 

降雨 は餘， 5 甚だし か ら す、 總 量 五十 三 粍に 過ぎ ざり き。 

月 四日 朝來 北西の 寒風 增勢 すると 共に 氣溫 の遞減 著しく. 

點下五 度 一 を 示した， 9。 

大陸 高氣 壓の發 達に 伴 ひ 西風の 增 勢を吿 げ、 正 午より 夜半 

けら。 其 最強 は 午後 四時に 於け る 十八 米 三な り。 

末期に 於て 稍" 顯著 なる 霖雨を 催 し、 七 月 一 日よ， 9 七日に 至 

總量百 五十 一 粍に 及び、 五日の 總量 五十 九 粍 三、 四時 間の 最 

て. 一 時間に て は 十三 粍 四 を 最大と す。 


第一 一 一 窣 異常 現象  五 五 
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暴風雨 j 九 =： 十三： 0佼 四國 沖より 中國 東部 を 北上して 日本海に 出で たる 颳 

風 は" 其 通路 附近 殊に 備前 地方に 異常の 大雨 洪水 を 誘起せ る が、 祌 芦 地方に 於て 
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神戶 の港灣 

第 一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 

第一章 開港 前後の 兵 庫 及 神戶港 

兵 庫 は 大阪灣 の 西北 攝津國 の 西南に 位 し" 北 は 六 甲、 摩 耶、 再 度の 諸 山 を 負 ひ， 西 

及 南 は 海に 面 し、 和 田と 湊 川の 突洲 によ， 5 て 兵 庫の 灣 を. 又 湊 川と 生 田 川の 出洲 

は 神 の灣を 形成す。 殊に 和 田の 出洲は 能く 西 及 南に 偏す る 風波 を遮斷 する 

を 以て、 兵 庫 灣は波 靜に水 深く， 船 舶の 出入 碇 繋に 比較的 安全の 錨地と な b、 平 相 

國淸盛 遷都の 事 ありし 以 來、 時 に 消長 あれ ども 船舶の 往來 漸く 多き を 加 へ、 商港 

として 重き をな せし が 如し。 其 後天 正 年間 豊臣秀 吉大阪 城 を 築く に當 り、 物資 

供給の 諸 船舶 競うて 大阪 港に 集る と雖 も. 同 港の 海底 淺淤 にして 航 蓮に 不便な 

るの みなら す、 往 々炎 厄 を 免れ ざり しを以 て、 諸 國 廻送の 諸 船 は 兵 庫の 津に來 ，9 

て 碇泊す る もの 多 く， 大 阪の 繁盛と 相俟って 兵 庫 は 益々 殷賑 を呈 し、 百 貨 輻 湊， 街 
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祌戶市 史^ JSM 一  衅戶の 洚«  二 

衢の體 裁亦俪 はるに 至れ， り" 當時兵 庫の 津と稱 する 區域 は. 明 治 初年と 甚だし 

き變更 なきもの 、 如 C  、其 沿海 一 里 四 町餘、 街衢の 南北 十九 町、 東 は 湊川西 は 柳 原 

を 以て 界 限と な し. 其 延長 九町餘 な. 5 と 謂 ふ。 又津を 分って 南北の 兩濱及 岡 方 

の 三區と し. 街 區の周 邊には 外廓と 稱 する 溝 渠 (下 水 溝の 類) を 廻 ら す。 其 北方 溝 

渠の 海に 注ぐ 處は西 出 町と 川 崎 町の 間に あ h- て、 此 所に 入江 を存 し、 其 南 は 和 田 

g 町 G 南端に 當る。 南北 兩 溝の 海に 連る 兩 端の 中位に 船 入場 を設 け、 其 左右 を 

南北 兩溪 となせ り。 以上 二 個所の 船 入場 は， 荷 扱 場の 用 を 便せ し は 勿 論、 暴 風 高 

浪に 際し 船舶 唯 一 の 避難 場と な ら， 頗 る 繁榮を 極めた るが 如し- 

湊 川の 東部なる 走 水、 ニッ 茶屋 及 神 E- の 三 村 は， 往時 西國 街道 に當り 人馬の 往 

來 盛 な し も， 兵 庫に 比して は 寂寥たる 塞 村に 過ぎ ざ， 9 し が、 慶 應 三年 四 8  (西 暦 

千 八な 六十 七 年) 兵 庫 開港の 勅許 あ 次 で 居留地 設定の 爲め 外人に 土地の 撿分 

を なさ しめたる に， 當 時 神 B- 村なる 生 田 川 以西の 海 濱には 旣に船 入場の 設備 あ 

•5. 其 地 亦廣谟 たる もの あ h- しを以 て、 遂 に 此處を 居留地と 定 むる に 及 び、 貿 易 機 

關の備 はる-と 共 に、 大 船の. 來. ^て 居留地 沖に 投錨す る もの 愈々 多き を 加 へ、 神 芦 

港 は 兵 嫁 港に 比し 對外 貿易 上樞 要の 地と なる に 至れ ，り。 後明 治 十二 年 神 芦兵 


庫 を 合して 神 III 區と し， 同 二. 十二 年 市制 實施 と共に 兵 庫 は 神 芦 市に 編入せられ 

同 二. 十五 年 港 界線擴 張せられ て 兵 庫 を 包 合する に 至 ら、 玆 に 全く 兵 神 兩灣は 神 

芦 港の 名稱に 包括 せらる ， に 至れ. 5。 後 節 記す る 所の 神 10- 港亦此 意義に 外な 

ら す。 

因に 明治 元年 十  一 H: 前記 走 水， ニク 茶屋 及 神 戶の三 村な 合せて 神戶 町と 唱 へ • 後 更に 近接 衬 V5- 

合併して 今の 神 戸と なぜ リ。 
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第二 章 s 明治 J 一千 t 兵 庫 及 神戶港 

運上 所 開局 慶應 三年 十二月 七日 兵 庫 開港の 式擧 げらる 、 や、 神 戸 稅關の 前身た る 運上 所 

を 神 芦村に 建設し. 倉庫 三楝及 波止場 三 個所の 築造 に 著 手し、 又 居留地 域 決定 せ 

ら れ て、 外 人此 所に 來. 9 居住す る 者 漸く 多 く  * 賀 易の 端緒 始めて 開けた， 9。 然れ 

ども 維新の 革命に 遭遇 し. 朝 野騷 然として 未だ 對外 貿易の 取引 起らざる に、 神 芦 

村に 於て 內外 兵士の 衝突 あ， 9。 開港 は 僅かに 其 名に 過ぎ ざり し が， 翌 年 王政 復 

古と なる や， 政 苷 は 佛. 英 .蘭. 米. 伊. 普 の 六個國 公使 を 神 In- 運上 所に 會 せしめ、 舊約を 

訂 し. 明 治 元年 二月 神 B- 運上 所の 開局 を 見る に 至れ， 9。 之 を 東 運上 所と 稱す。 

卽ち 現今の 神 S- 稅關是 なり。 又 西の 町 海岸に 西 蓮 上 所 を 新設す。 卽ち 現今の 

の 町の 一部 は 明治 七 年 其 名稱を 改め， 海岸 三 丁 

の 東き に 在 5。 舊 幕府の 海軍 營所を 置きた る 

二 間 七 分、 南 北 七十 二 間 半、 總 て 石垣 を繞ら す。 

自 開港 至 明治 三十 年 兵 庫 及 神戶港  五 


第三 波止場 位置に 當る。 但し 西 

目と なせ .5 

束 》- 上 所 前 東 運上 所の 前 灣は當 時 神 戶 港 

fas 溪 

船 入場と す。 灣內は 東西 約 六十 

第一 編 兵 庳及祌 戶 港の 沿革 第二 窣 


神！ HA*  M!Ja  二 紳戶の 港 港 

^ち 現今の 第一 波 ± 場是 な， 9。 其 南に 

一棟 は 運上 所の 西 隣に 設く t 此時 居留 

M 埋 し. 潮 波 は 湾口 を 梗塞 し、 船 舶の 出入 

しを以 て、 明 治 元年 二月 工事 請負 \ 礼 を 

一、 橋よ b 外 干潮 辛 均 深 五 尺 一 體堀取 

乂 堀の 口 右 同 斷に堀 取 候 事、 

お^ M? の 束 南隅な ろ 沮澤の 地に 小き 船 

橋^ 架 し. 海 濱 への 交通：. I 便 じ. 小 船 は 運 

年 七月 生 田 川 附替と 同時に 之^ 取拂 へ 

1, 五な 石 M 船荷 の 儘 海岸 迄 相 著 候 

一， 右 淺瀨の 坪 敉相調 請負の 事、 

一-堀 內仃之 候 杭 不殘取 除の 事 * 

本 工事 は 同年 五月 二十四日 竣功せ り。 

明治 三年 英人ゥ キ ノ が なる 者， 兵 庫 福 

S す。 因て 本 器 を 使用して， 同年 九月 十 

工費- rC 八十 兩餘を 要せし と 云 ふ • 其 後 


六 

突出す る出洲 上に 借 庫 ニ楝ぁ 

地の 東 渠は此 灣內に 注げる を 

不便に し て、 外 人の 浚渫 を 請 ふ 

なす。 其 仕^に 曰く、 


人 場 あ リ. fS 退-」 よりて 運上 听前 © と 

ヒ听船 入 n ょリ來 リて撟 下な 通航せ 


一 nt -、 


&。 他 の 

以 て， 砂 石 

事頻 な， 9 


通す。 之に 

し が. 明 治 四 


K 町 海 濱へ川 浚 蒸汽器 擦型樣 

一 日 灣內疎 浚 をな し. 同年 十月 

屢々 灣內 浚渫 を爲 せし と雖 も" 


不 明) を 設 

五日 終る。 

直に 坶埋 


し、 隨 て 浚へば 隨て塞 ぎ. 物 

て 直に 海に 注がし め、 土 砂 

を 送致し、 水深の 維持 困難 

し、 以 て 風浪 を 防 遮 し、 土 砂 

を 破壤し て、 忽 ち 土砂 を灣 

五十八 圓餘を 投じて 砂 除 

^ し も、 灣 內の疎 浚 は 其 後 

一 部 改築せられ しも、 場所 

所 海岸に 假 波止場 を 設け 

なり。 當時 開港 日 尙ほ淺 

及 運搬の 通路 改良の 急 を 

所に 波止場 を增設 し、 波 止 

一、 運上 所 前 波止場 を 第 

領事館 前 波止場 を 第 

め 候 事。 
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議已む 時な し。 於此 明治 四 年 五月 居留地 東渠を 移し 

の 流入 を 防止せ し も、 東 南の 猛 波に 際して は灣ロ 土砂 

な り し を 以 て. 木 檻に 砂礫 を 詰 め、 灣 口 突出の 所に 沈 置 

の 侵入 を 沮止せ しめんと した ，9 し も. 激 浪は 容易に 之 

內に散 敷す るに 至りし を 以て. 明治 六 年 三月 工費 二 千 

堤 石垣 を增 築し、 次で 灣內の 浚渫 を 行 ひ、 同年 七月 竣功 

も頻々 として 起.^ たるが 如し。 東 運上 所の 波止場 は 

狭隘 貨物の 揚卸 不便なる が 故に、 明治 元年 四月 西 運上 

て 貨物の 揚卸を 許可せ り。 卽 現今の 輸出 波止場 是れ 

くして. 諸般の 設備 未だ 完 からす。 貨物 荷捌 所の 增設 

吿 ぐる もの あり。 因て 翌月 鯉川 口 及 宇治川 尻の ニケ 

場 規則 を 公布す。 其 一項に 曰く、 

一。 西 運上 所 前 波止場 を 第二  (今の 第三 波止場)。 米國 

三 (今の 米 利 堅 波止場)。 宇治川 尻 波止場 を 第 四と 相定 

第二 * 自 開港 至 明治 三十 年 兵 庫 及 神戶港  七 


せられた る名稱 にし て， 之 を 位置よ， 9 云 ふ 時 

明治 七 年 一 月 左の 如く 改稱 せり。 


神 戶市史 刖錄ニ 神 戶の港 ®  ヌ 

以上 は 波止場 築造の 順序に よ， 9 附 

は 顺序の 節 倒せる もの ある を 以て 

元 第 一 波止場 を 第 一 號 波止場 

元 第三 波止場 を 第二 號 波止場 

元 第二 波止場 を 第三 號 波止場 

元 第 四 波止場 を 第四號 波止場 

明治 四 年 二月 西 運上 所 海岸 波止場の 築造に 著 手す。 其內容 左の 如し 

三百 五 


浪除 石垣 

荷 置 場 

荷揚 場 

荷揚場 

波 止 


US  eg 六 尺 

內面法 高 根 入 共 九分 三 厘 

外法 高 二 間 九分 七厘 


二 個所 

一 個所 

1 個所 

ニ侗所 


荷搓 場の 左右 

長 三十 五 間 半 宛 

輻七間 

長 五十 閬 

幅 五 間 半 

高 平均 二 間 半 

長 二十 五 間 

幅 t 間 

珐高ニ 間 

馬 蹈三間 

直髙三 間 七 分 五 厘 


但 


明治 五年以 

前の 海岸 石 

垣 


五 4" 間 

百 五十 七 間 


一 個 所 

一 0 所 


內法高 六 間 二分 五 厘 

外法 高 七 間 

根 数十 三 間 二 尺 


然るに 同年 五月 十八 日に 至.^、 海 嘯の 爲め將 に 成らん とする 石垣 悉く 破瘻 す。 

因て 七月 復舊 工事に 著 手す ると 共 に、 波 除 石垣の 勾配 を 四十 五 度に 改め、 工費 を 

追 加 し、 總 費 拾 壹萬七 百 七 拾八兩 餘を以 て. 同 年 十月 工事 を 完成せ 6。 之と 同時 

に外國 人より 居留地 海岸 石垣 復奮 改造 を 請うて 已 まざる を以 て， 居 留地 地圍浪 

除 長 百 七十 間. 東 運上 所 借 庫 圍浪除 石垣 百 六 間 半、 鯉 川 荷 揚場長 七 間 三分 幅 六 問 

半、 其 他 ニ廉の 工事 を 起 し- ェ 費 壹萬贰 千 七 百 七 拾 六 兩餘を 投じて. 五 年 三月 竣功 

す。 又辨天 入江 一部 を 埋立て、 道路 擴 張の ェを起 し. 同 年 五月 全部 完成す るに 至 

b. 各 波止場の 形體 始めて 具 はる。 以上 波止場の 築 造， 石 垣の 改築 及 筏舊に 要せ 

しェ费 は. 總 額 拾 壹萬七 千 六 百 九 拾 壹兩に 達せ， 9。 

試に 開港 當 時よ， り 明治 五 年頃に 至る 祌^ 海岸の 石垣 延長 を擧 ぐれ ば、 東 運 上 

所 前 灣借庫 所在地の 南邊 石垣 百 六 間 五 分. 其 尾 西に 突出し 東 運上 所以 西 鯉川 荷 

揚 場 (今 の 米 利 堅 波 止 場) 迄 外國人 居留地 海岸 通と 稱 せし 部分 石垣 百 八十 三 間 三 

分 三 厘， 又 鯉川 以西 西 運上 所に 至る 石垣 百 四十 二 間 三分 三 厘、 該 所に 於て 東西 二 

第 一 編 兵 庫 及祌戶 港の 沿苹 第ニ窣 自 開港 至 明治 三十 年 兵 庫 及 神戶港  九 


^の 石垣 

に 及-:!! す 被 


卞 WWE-i ぱ 


^  A  M  a  二 神^の 港 as 

W 所の 波止場 あ ，9、s ち 東 は 百 五十 四 問 

上 所 左右 を 荷 置 場と し、 中 央 を荷揚 場と 

所よ. -西辨 天 濱荷揚 場に 至る 延長 百 六 

分 三 厘の 石垣 を設 く。 卽 宇治川 流 末に 

石垣の 築^ は此 所に 到って 止む。 其總 

當 時の 石垣 は 其 構造 今日の 如く 堅牢 

俄に 起 b, 護 岸 石 垣 を 崩 壤 し， 翌 七 年 一月 

^再び 襲來 して. 前記 石垣の 大部 を 破碎 

爾來偏 南の 風波 は 常に 海岸 石垣に 累を 

生 田 川 附替。 明治 初年の 交 霖雨莽 b 

し， 生 田 川の 如き^ 流滔々 として 堤 外に 


六 分 一 厘 • 西 は 

す， 延長 百 十九 

十六 間 六 厘， 又 

當れる 所に し 

延長 九 百 五十 

なら ざ b し を 

之が 修繕工 事 

し、 同年 末 漸く 

及ぼした る 事 

に 至 b. 覆 盆の 

氾濫す る 事屢 

て 軒下の 往來 


1 o 

三十 四 間 七 分 に して. 西 運 

間 七 分 五 厘な り。 西 運上 


折 曲 

て、 雜 

四 間 

以 て" 

を竣 

之 が 

鮮少 

猛雨 

々 な 

遮斷 

曝 さ 


下なる 居 §3 地外國 商館に は 汚水 浸入し 

濁流 砂礫 を 洗うて 沿 堤 外國人 墓地 を沒 し， 新 葬の 屍 を 

.9. 外 人黨々 として 官憲の 注意 を 促す 事 切なり。 其 後 海岸 石垣 改 

生 田 川 附替の 議亦與 b  、其 流 路を熊 內村字 馬 淵よ、 り 脇 濱村地 先 字 


て 延長 四十 七 間 三 

地 海岸の 極 西と す。 

分 一 厘な， 9。 

年 七 入 月 暴風 

も， 同年 八月 怒 

ェ を 遂げし も， 

h- しが 如し。 

の增水 を來た 

が 爲め其 西 堤 

東 堤 下の 地 亦 

遣 はる ， に 至 

築の ェ 起る や、 

小野濱 海岸に 


治 六 

せ し 

舊 の 

ら さ 

諸 川 

之 

られ 

と氣 


轉 せし め、 以 て 多年 暴 漲の 患 を 除かん と 欲す。 依て 明治 四 年 二月 縣廳の 上申せ 

し 所 左の 如し。 

(前 略) 生 田 川の 儀 は 平生 一 滴水 も 無 之、 霖 雨の 節 は 一 時に 出 水. 堤 防 を 溢れ 越し 

候義 度々 に 有 之、 修 理を 加へ 候 も. 砂 地 之 儀 故、 保 ち方不 宜、 忽 も 破損 致 し， 水 害 方 

の 手 當行屆 兼 候 場所に 付、 外 國 人に 於ても 其邊 兼ねて 聞き及 び， 同 所 堤 は 堅固 

に 築造 有 之 度 旨 申 聞 候 得 共. 場 所廣の 堤防 外國 人の 適 意に 任 かせ 候 は 、>. 數拾 

萬 金 を 費し 候 共 充分に は 行 屆申間 敷に 付， 右 生 田 川 を 以て 別紙 圖面之 甲 線 (略 

i に 移 換候積 b 、右に 付 寺 島 外務 大 輔、 吉 井 民部少 輔、 井 上大 藏少輔 先般 當港出 

張 の 節， 實 地 見 分の 上、 右 見込の 外 良策 有 之 間 敷 申 聞 有 之， 尤 も 其 節 之 見込 は 水 

源よ b 灣 形に 乙 線海邊 へ 落す 積 b に 候 得 共、 左 候て は 多分の 田 畝 筋 逢に 潰れ- 

下方 苦情 も不 少、 其 上 砂地に て 保ち 方 も不宜 哉に 付， 猶 又 今般 取調 直 し、 水 源 よ 

り 甲 線 通， 9 一  直線に 海濱へ 落し 候 積， 9 を 以て、 場所 點撿 致し 候 處. 今 般引移 候 

見込 之 場所 は 地勢 及 土質 も 可な， 9 に て、 堤 防 築造 も 手輕に 出來可 申、 殊 に 多分 

の 町數相 減じ 候に 付、 別 紙 積の 通、 り 凡 四 萬參千 八百兩 にて 成就 可 致、 尤 田畑 分 

水 之 儀 は 從前之 通り 村 方 無 閊樣致 置 候 積， 9 に 有 之、 且 元 來外國 人 居留地の 儀 

第 一 編 兵車 &神戶 渚の 沿苹 第一 一草 自 開港 至 明治 三十 年 兵車 及 神戶港  二 
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も 僅かに 生 田 川. 鯉 川 間にて 至て 狭隘に 付、 神 芦 町 雜居地 及 山手 之 方. 相 對借を 

W て 追 々館 舍相建 罷在候 程の 儀に 付， 外 國 人に 於て は 生 田 川 附替之 儀 は 希望 

罷在， 見込 通、 り 成就の 上箱 貸 候 は 、>  、彼方 適 意の 海岸 且 平坦の 地に 付， て 借受， 

前^: 御 人 川 仕 埋方は 勿 論， 永 世の 御 益に 可 相 成， 右川 附替 之義は 外國人 引受 造 

詧の 見込 もお 之 由に 候 得 共、 外 國 人相 雇 候て は 給料 も 多 分、 且 總て手 重の 仕樣 

のみに て 莫大の 御 入費 相掛可 申に 付. 土 木 司へ 被 仰 付， 村 方 人足 等に て 成功 相 

成 候 樣致候 は ゾ實地 之 爲可然 云々。 

於 此大阪 よ， 9  土木 官吏 實地檢 分 をな しヹ 費 参 萬 六 百 七 拾贰兩 を 以 て， 同 年 三 月 

十日 起工 六 パ 九：：： 落成す。 依て 同年 十月 舊川磧 地 延長 約 六 割 三分に 當る 上流 

川床の 地を拂 下ぐ。 又 生 田 川 流 末に 當れる 敷地 七 千 二百 餘坪 を稅關 用地と な 

せ. 9。 後 市街 閲發 のェ起 り， 明 治 八 年 現今の 加 納町を 形成す るに 至れ， 9。 

所 ほ 西 運上 所桡 橋の 架設。 貿易 開始に 伴 ひ當時 最も 不便 を 感じたり し は 交通 運 

楡機關 の 不備なら。 故に 明治 初年に は 早く も 海上 貨客の 輸送に 從來の 猪 牙 船 

に 代 ふるに 小 蒸 汽船 を 用 ひ、 阪神 間の 運送 を 開始す るに 至れり。 爾來 貿易の 進 

^と共に 海運 事業 益々 繁盛 を來 し. 外航 船舶の 出入 愈々 殷賑と な， 9、 明治 四 年に 


は 定期 外航 船の 寄港す る あ ，9 、貨客の 運輸 一 層の 繁劇 を 加 ふ。 然れ ども 小 

船 碇泊 地 は 海岸 を距る こと 纔 かに 數十 尺に 過ぎざる も， 一 々小舟 を 用 ひざれば 

一 物 一 人も濟 渡し 難き を慨 し、 明治 六 年 島 田 重 五郎なる 者 西 運上 所 前に 自費に 

て 長 十五 間 幅 三 間の 木造 棧橋を 架し， 一般 乘降 船客の 利便に 資せし を 以て 、爾來 

大阪 往復の 小 蒸 汽船 其 他 は 同棧橋 西側に 繋留す るの 便 を 得る に 至 h-し も、 棧 橋 

の 規模 餘， o に 小な b し を 以て、 翌年 三月 貿易 會社は 之 を 取 毀ちて 同所に 船棧橋 

を 架し、 同時に 橋 餞 取 立法 を 設けて 費用 囘收を 計れ， o。 其 後明 治 十五 年祌^ 船 

橋會社 興， 9、 第三 波止場なる 前記 貿易 會社 旣設 船橋の 西 隣に 工費 貳萬餘 圆を投 

じて 長 九十 間の 船橋 を 新設し， 大型 蒸 汽船 四艘 又は 小型 蒸 汽船 六艘 を槃留 せし 

むる に 適せし む。 後明 治 二十 六年會 瓧法實 施に よ り、 船 橋會社 組織 を變更 して 

神 B- 送迎 株式 會社 とな し， 更 に 事業 を擴 張して、 一 般の 沖合 船客の 送迎 竝に 貨物 

積 卸 をな すに 至れ. 9。 

小 野 濱船溜 小 野濱船 溜の 開設。 明治 六 年 加納宗 七なる 者 工費 貳萬 餘圓を 投じて 舊生田 

の 開設 

川尻なる 小 野 濱に船 溜 を開繫 す。 其 水面 積 五 萬 五千餘 坪な， 9。 後明 治 十六 年 

波止場 を增 築せ しが、 翌 十七 年 小野濱 海軍 造船所の 設置に 方り. 政府の 買 上る 所 
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と な り、 海 軍 省 主 船 局附屬 小野濱 造船所と 稱せ， 9。 亞で 明治 二. + 三年 吳 鎮守府 

の 管轄に^ し 小野濱 分工場と 改稱 せし が、 二十 八 年 工場 

縣廳の 所管に： S し， 後祌 芦稅關 海陸 運輸 聯絡 設備の 利用 

なる 鐵迨 操車場の 擴張を 要するに 至.^ しを以 て， 大 正 四 

築して 操車場と なす。 其埋築 面積 約 四千 五百餘 坪と す 

兵 庫 新 川の 憨。 開港 以來神 芦 海岸に は 運上 所の 波 

せらる 、 あ， 9 て. 荷役 設備 は 漸次 改良せられ しと 雖 も、 兵 

ざ b し が、 明 治 七 年 時の K お 神 田 兵右衞 門外 二 名" 兵 庫 港 

な く. 年 々風 難に 罹る 船 艇舉げ て數ふ 可から ざるの 悲况 

慇 せんとす るの 意 あ. o。 恰も 兵 庫 縣當局 者 亦 河 渠を陸 

船舶 を 泊 し. 兼 て賀易 上の 便利 を圖 らんとの 旨を區 m- 長 

協同の 事業と して 島 上 町よ h- 西南に 彎曲して 今 出 

^する に 決し. 明治 七 年 二月 縣官ニ 名 新 川 開鑿 掛に 任せ 

1 說に當 時 Kfi 等 は 新渠の 一 端 を 兵 庫 港に 他 端 を 港外 

舶を して 其 不便と 危難 を 免れし めん 計畫 な. o し も， 意 の 


閉鎖に 因 船 渠 は 兵 庫 

せらる、 に 及 び. 小野濱 

年 鐵道院 は右灣 內を埋 

止 場 及 護岸 石垣の 修築 

iwf 港 は 依然 奮！^ を脫せ 

に適當 なる 船舶 避難所 

に あ る を 慨 し、 新 渠を開 

地に 通疏 し. 以 て 百貨の 

に 論 達する に 及 び， 玆 に 

在家 町 を 貫く 新 渠を疏 

ら れヹ 事 一 切 を 監督す。 

に お • 和 田岬迂 廻の 船 

如くなら す. 遂 に 其計畫 


を 前記の 如く 變更 せし もの な ，5 と 謂 ふ。 其 川 渠の幅 員 は 十五 間、 疏 盤 線路の 延 

長 二百 四十 八 間 四 分， 疏 川の 深 干潮 時 六 尺" 石 垣の 高 河底よ b 直立 一 丈 一 尺と し， 

同年 七月 工事 請負に 附し、 直に 開 繋 工事に 著 手せ， o。 又 之と 同時に 其掘繫 土砂 

を 以て 島 上 町 附近の 海岸 延長 二百 五十 間、 幅 平均 凡そ 二十 二 間 を 埋立て， 約 五 千 

三百 坪の 敷地 を 得て ヹ費 支辨に 資せ. -と謂 ふ。 本 工事 は 著 手以來 種々 の 困難 

に 遭遇せ しと 雖も. 遂に 明治 八 年 五月 ェを竣 へ、 其 工費 總額拾 貳萬六 千 九 百 八 拾 

四 圓餘を 要した ，5 と 謂 ふに 徵 する も. 本 工事 は實に 開港 以來の 一 大事 業た， 9 し 

や 論 を 埃た 中。 而 して 其 新 川 開 整の ェ 成る や、 兵 庫 泊 船 場の 形勢 は 一 變せ， り。 

則ち 昔日 は 築 島 寺 附近に 船 入場 あ、 りて、 其 入口 を 築 島 川と 稱 し. 右 方に 曲折して 

入江 をな し、 寺 門の 前面に 築 島 橋 を 架設し 船大工 町との 往來に 便じ、 又 其 東方 は 

人家 を 隔て、 島 上 町 海岸と な i 島 寺 近傍 は 宛然 島嶼の 觀ぁ .9 しが、 今や 從前 

の 船 入場 は 宅地 若しくは 道路と 變 じ. 築 島 川 の 幅員 は慷大 せられて 新 川の 入口 

を な し. 船 大工 町の 後 背 は 新 川の 通す る 地形と な り、 中 央に 中の 島 を 形成す るに 

至る。 其 他 兵 庫 方面に 於け る 船舶の 東 及 南寄りの 風波に 因る 被害 數 は、 新 川 閲 

設 によ， o て 著く 減 じ. 後 年 永く 其惠に 浴せ， 9 と 謂 ふ。 
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s 川 船 m の 蟹 川 船渠の 開設 竝に 鐵道桡 橋の 架設。 明治 八 年鐵道 寮に 於て 神 停車場 內 

關 B 化に 鐵 

道 《« の * 蟹 川 船渠 を 開鑿す。 其 水面 SSW 凡 千 八 百 坪と す。 又 船渠に 沿うて 六 棟の 倉庫 を 

建つ。 專ら鐵 道 寮 及 郵船 會 社の 使用す る 所と す。 翌九年 七月 鐵道寮 は 其 海岸 

に 長 四百 五十 呎幅 ra 十 一 呎鐵脚 木 桁の 棧橋を 架す。 是本 港に 於け る鐵 道棧撟 

の嚆 矢に して. 鐵逍桡 橋の 稱ぁ. o。 專ら鐵 道 用 物資 機械 及 石炭 等の 陸 楊に 供し、 

又 一 般输 出入 貨物の 汽車 運輸に 係る ものに 限 積 卸し を 許可せ， 5。 然れ ども 

本港輸 人お 物 は 多く 税關 構內に 於て 取扱 は れ、 更 に 汽車 汽船に よりて 大阪其 他 

に轉 送す る もの 多き を以 て、 實 際 上同棧 橋を經 由せ る 貨物 は 微量な b しと 云 ふ。 

且 つ 其 位置 蟹 川口 に 接し、 年 々泥土の 流出 甚だしく， 爲 に 海底 水淺 く、 大船の 繋 W 

に 適せざる に 至 り、 現 今 多く 舴 船の 荷役に 供せ， 9: 

辫 天 潘の埋 辨天 濱の埋 立。 明治 十一 年 五月 辨天 濱埋 築の 土工 起る。 同 海岸 は 明治 四 年 

立 

神 尸 港 海岸 石垣 築造の 時に 當 b  、ェ 事 を 施して 荷揚 場の 一 となした る以 來、 土 砂 

の 浸入 甚し く、 其 後屢々 浚渫 を 試む る も 忽ちに 埋ま， 5. 一  小船 だ も尙ほ 入る 能 は 

* さるに 至る。 且つ 地質 堅く して 開鑿 容易なら ざる を以 て、 船 入場 を塡埋 して 寧 

ろ 市街地と 爲 すの 優れる に 若 かすと な し， 遂 に埋 築に 著 手 し. 明 治 十二 年 二  R: 竣 


功し、 市街地 二 千 五 百 四十 五坪 を 得たり。 今の 辨天 町是れ なり。 又稅^ 荷揚場 

に接續 せる 新 埋立地 約 二百 三十 坪 は稅關 用地と し. 其 南 頭 端より 東方に 長 三十 

五 間の 波 止 を 突出せし め， 船 貨の揚 卸に 便なら しむ。 是れょ b 地勢 一 變 して 便 

宜亦 往日の 比に あらざる に 至 しと. 云 ふ。 

小 野 濱鐵棧 小 野 濱鐵棧 橋の 築造。 開港 以來神 港外 國 貿易の 發展 著し く、 諸 船舶の 出入 

橋の 築造 

增 加 し、 百 貨輻湊 すると 雖 も. 未 だ 其 海岸に は 荷役 設備の 視る べき ものな く. 鐵 道 

棧橋 あれ ども 一 般の 利用に 適せ す、 船 舶は 海岸 を 距る數 町の 沖合に 碇泊 し. 貨 物 

の 積 卸 は 盡く辩 船に 委す るの 外な く. 從 て 時間 を 空費 し、 動 も すれば 天候 劇變の 

爲め 貨物 を 損失す るの 悲運に 際會 せし 事尠 からす。 明治 十三 年の 交. 時 の 高 橋 

稅關長 及 港長ジ ョ ン. マ ^ シャ ル氏等 は、 本 港 海陸 聯絡 設備 を 急務と して 棧 橋架 

設を唱 へ、 其 設計 及 水利 上の 關係等 を 考究 中な りしが、 恰も 同年 十 一 月 上 山 惟清 

外 一 名 は 第 一 波止場の 前 岸に 私費 を 以て 棧橋を 架設 し， 之 に外航 船舶 を 維 繋し， 

輸出入 貨物の 積 卸に 便 せん 事 を 出願せ しに 依 ら、 政 府は 種々 の 調査 を遂 げ、 十 五 

年 四月 之 を 許可せ， 9。 於此 出願者 は翌 十六 年 棧橋會 社 を 設立 し. 直 に棧橋 架設 

の ェを起 し. 翌 十七 年 十 一 月 工事 竣了 せし も， 同 二十 年 更に 棧撟 延長の ェを 起し、 
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兵 *S3 上海 

岸の 船搔 


It 戶市史 別 s«  二 神戶 の渚灣  - A 

二十 年 全部 竣功せ り。 其 構造の 槪 要を擧 ぐれば， 

最初 建設の 分 延長 四百 九十 一 呎七时 幅 四 十二 呎 

二十 年 增設の 分 延長 九十 三 呎四吋 


合  計 

校 橋は鐵 脚に して 鐵製桁 

以下 二十 尺 乃至 二十 五 尺 

設備 を 加 へ 拾 四 萬 九千餘 

上屋 を 建築して， 專 ら外阈 

治 三十 九 年 大藏省 所管 神 

其 位置 埋立區 域 內に當 る 

年 六月 新設 繋船 突堤の 一 


五 百 八十 五 呎十吋 

を 架し、 敷板 を 設け. 三 

に して， 當 時の 外航船 

圆を 要せし と 云 ふ。 

商船 及 海外 通航の 內 

戸 稅關 海陸 運輸 聯絡 

を 以て、 四十 二 年 五月 

部 利用 開始せ ら る 、 


同 

條の 軌道 を 有す。 水深 は 干潮 面 

の 維 繋に 適せ. 5。 其 工費 は附屬 

又 同會社 は棧橋 築造と 共に 倉庫 

國 商船の 貨物 取扱 をな せし が. 明 

工事の 起工 せらる 、 や、 同 棧橋は 

政府の 買收 する 所と な 大 正 三 

に 及 び、 棧 橋 は 全部 之 を 取 除きた 

ひ 沿岸 貿易の 進歩 亦 著しく， 大小 


兵 庫 島 上海 岸の 船橋。 海外 貿易の 發展に 伴 

货 物の 荷役 及 船客の 乘 降に 便なる 設備の 急を吿 ぐるに 至 ち. 明 治 二十 二 年 七月 

兵 庫 船橋 株式 會社 興りて， 島 上 町 海岸に 長 四十 一 間の 船橋 を 架設 し、 其 兩 側に は 


兵 庫 運河の 

開^と 河 n 

の埋立 


小型 蒸 汽船 三艘を 繋留す るに 適せし む- 

本 及德島 等に 航行す る 蒸 汽^の 船客 昇 

て其收 益と する ものな， 9。 其 後 兵 庫 運 


の 幅員 を 十八 尺， 長 

せし が、 大正 二 年 七 

て， 其 幅 十八 尺、 水深 

十 間， 幅 三 間の 浮艇 

兵 庫 運河の 開鑿 

拾 五 萬 圓の兵 庫 運 

海濱 より 兵 庫 南 逆 

をして 兵 庫 港口と 

捷徑と 避難の 場所 

沿岸の 地 を 修整し 

畫は曩 1,1 明治 六 年 

れ、 其 意 を果さ す、 後 


其營 業と する 所 は 兵 庫 港よ， 9 大 阪. 洲 

降、 內 航 貨物の 揚 卸に 便 じ、 通 行 餞 を徵し 

輸 株式 會社は 前記 船橋 を買收 し、 浮 桡 橋 


三百 九十 三尺に 改 め. 

月大阪 商船 株式 會社 

十五 尺 乃至 二十 尺 を 

三 個 を 連結せ る 全長 

と 河口の 埋立。 明治 

河 株式 會瓧 設立 せら 

瀨川町 新 川に 達する 

和 田 岬 間の 廻 航に供 

を與 へし め、 其 代償と 

て 宅地と な し. 以 て 貸 

新 川の 開渠に 際し 目 


同樣の 目的に 使用 し、 傍 ら 

の 所有に 歸す。 是 現今の 

保ち. 根 部 は 杭 打式棧 橋な 

三百 十四 尺 の 浮棧 橋と な 

二十 六 年 十 一 月 兵 庫 神明 

る。 其 目的と する 所 は 八 

運河 を 開鑿 し， 兵 神兩 港に 

へ、 以て 風波 激 潮の 危難 を 

して 出入 船舶より 通航 料 

地代 を 利 せんとす るに あ 

論 見たり し も. 當 時 各種の 


明治 二十 二 年の 頃 再び 其 計 畫を樹 て、 會 社の 創 
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曳船 營業 をな 

島上棧 橋に し 

る も. 其 他 は 長 

町に 資本金 參 

部 郡 林 田 村の 

出入す る 船舶 

避け、 兼ねて 其 

を 徵 し、 又 運 河 

&。 蓋し 本 計 

事情に 妨げら 

設を 謀りた る 

九 


神 芦市史 S-SIS  二 神 戶の港 w  二  o 

者 あち しも. 財界 變動 等に より 未だ 機運 熟せ ざ b しも、 漸く 其 目的 を 達した る も 

のな. 9。 當 時計 晝の 大要 は 次の 如し。 

兵 庫 運河 計畫書 

木 運河 は 八部郎 林田衬 大字 東 尻 池 村 地內の 海岸に 起 b て、 兵 庫 新 川に 達する 

もの を 本線と し， 山 陽 鐵道兵 庫 停車場 附近に 起り て、 南の 方 本線に 達する もの 

を 支線と す， 本 支線 分岐す る 所と 支線の 起 頭と に 船 溜を設 く。 之が 工事 を 

細別せば 左の 如し。 

一、 兵 庫 新 川口よ b 船 溜 迄 延長 五 百 九十 三 間 七 分 五 厘 は 深 干潮 面 以下 六尺 敷 

二十 間、 石垣 は 左右 五分 法に 河底 一 尺 堀 込、 要 胴 木据付 裏込徑 五六 寸の もの 

厚五 分 詰 込， 石 面 一 尺 ニ寸控 一 尺 五 寸の切 石 を 使用す る ものと す • 又 本線 

內に物 揚場幅 三 間四ケ 所、 同 十 間 三 ケ所を 適宜の 場所へ 設置す。 法 は 干潮 

よ， 9 三尺 迄 を 五分と し. 其 上部 を 三 割と す。 

一、 本 支線 分岐の 所に 面積 二 萬 五 千 五 百 七十 三 坪餘の 三角形 船 溜を設 く。 其 

東西 兩 側の 石垣 は 凡て 第 一 項同斷 にして、 北面 百 六十 六 間 半 は物揚 場と す. _ 


其 構造 は 第 一 項物揚 場と 同 斷， 船 溜の 中央 一 萬 五 千 坪 は 深 干潮 面 以下 八 尺 

と す 

支線 起 頭の 船 溜 は 敷 長 三十 間、 幅 五十 間" 北東の 雨 側に 物揚 場を設 く。 仕樣 

前項 同 斷、 西 南兩 側の 護岸 は 第 一 項 同斷。 

i  、船 溜 西南の 口よ， 9 海岸 迄 長 百 九十 間 九分 は 敷 二十 五 間， 深 干潮 面 以下 八 尺 

とし、 石龙は 左右 一 割 五分 法に 厚五 分 通 三 和 土 詰 込、 石 面 一 尺 五 寸控ニ 尺 g 

隙 は 凡て 「セ メ ン ト」 を 以て 目 塗 を 成す。 胴 木 其 他 第 一 項 同 斷， 捨 石は徑 一尺 

以上の もの を 間口に 五合 五 勺 を 投入す。 

海 口よ ち 東西 兩側 延長 六十 四 間 は 左右 一 割 半 法 天 端 六尺の 弧形 厚 六尺 三 

和 土 詰 込、 石 面 一 尺八 寸控ニ 尺五寸 以上、 西側 は 幅 四 間 長 十九 間、 東側 は 幅 四 

間 長 十 間 厚二 尺 五 寸の沈 床 を 沈下す" 又 東西 兩 側の 海水 面 干潮 以下 八 尺 

に 達する 迄 延長 四十 二 間 は 心 部よ， 9 前 同様の 構造に して. 敷 は 法外 三 間 宛 

に 厚二 尺 五 寸の沈 床 を 沈下 し、 捨 石は徑 一 尺五寸 以上の 石 を 間口 平均 五合 

宛 投入す。 

一， 本 支線 船 溜 護岸 及 物揚場 石垣 延長 三千 七十 五 間 〇 五， 仕 樣 前記の 通らに 付 
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it  n 市史 

略す。 

會社 設立の 議 

可狀の 下附せ 

慇後は 其 附近 

用 井水 は 運河 

なさ ゾ るに 至 

る に會 社は此 

な ，荏 奠日 を 

裁 を 試む る 者 

吿げ、 同年 一 月 

二 年に 至， 9 全 

運河 線路 は 

干潮 而 以下 六 

二十 間 幅 二十 

間 幅 二十 八 間 


sss 二 祌 B- の 港 as  ニニ 

し 施工の 設計 定ま b て 其 筋の 認可 を 出願 し- 翌 二十 七 年 二月 認 

る ， や， 關 係 地主 は反對 意見書 を 提出せ り。 其 要に 曰 く. 運 河 開 

部の 村落 は 島 地の 姿に 變じ， 耕作 上の 不便 を來 し、 加 之從來 耕作 

爲に 水脈 を斷た れ. 水 量 減 やる と共に 鹹水に 變 じて 灌漑の 用 を 

依て 會社は 將來此 損害に 任す るの 約を爲 すべし と。 然 

應する 能 はやとな し、 地 主と 會 社と は 徒らに 睨 合の 姿と 

る 事 久し か .9 しが、 遂に 土地 收用 審査 會 開か れ， 同時に 仲 

明治 二十 九 年 一 月 調停 就ら、 玆に 多年の 紛議 も 其 落 著 を 

池 村に 起工式 を擧 ぐ。 其 後 工事 著々 步を 進め， 明治 三十 


ベ し。 

要求 に 

し う ^9 

り， 幸 に 

十日 尻 

攱 功せ 

川よ ち 

と す 

間 深 干 

深 干潮 


東 尻 池 船 溜 迄 を 本線と し 延長 六 百 四十 間 幅 二十 一 間 深 

又 船 溜より 兵 庫 停車場 構 內西端 迄 を 支線と し、 延 BH 四百 

潮 面 以下 四 尺と す。 船 溜よ， 9 東 尻 池 海岸 迄の 延長 二百 

以下 八 尺 船 溜 水面 積 約 一 萬 坪 深 干潮 面 以下 六尺に して， 


支^の 起 點に長 三十 間 幅 二十 間の 船 溜 を 有 し、 其 沿岸に は隨 所に 荷揚 場を設 (. 

運河 開鑿に よりて 生やる 土砂 利用の 目的 を 以て、 會社は 明治 二十 七 年 十二月 運 

河口 東西に 公有水面 埋立を 出願し、 河口 東側 突堤より 東方 長 百 十三 間 平均 十六 

間 餘此坪 數千九 百 十二 坪 七 合. 同 西側 突堤より 西方 長 百 九十 六 間 五分 平均 幅 十 

三 間 五分 此坪數 二 千 六 百 七十 一 坪 六合. 合計 四千 五 百 八十 四 坪 三 合の 埋築 をな 

し 、同 三十 年 十二 月 竣功せ り。 

罚 m 島の 埋 莉藻 島の 埋築。 兵 庫 運河 海 口 を 離る、 百間內 外の 處に 淺瀨 あ. 5。 其 附近の 

築 

K 深 は 干潮に 際して 僅かに 數 尺に 不 過、 故 に 從來の 海岸に 接近して 航通 する 船 

舶は 吃水 僅に 1 一. 三 n> の 小舟に 止 i6 ,9. 他 は 一 哩 以上の 沖合に 航路 をと りしが 運 

可 開 罄の曉 は 吃水 十尺內 外の 船舶 を 常時 出入せ しむる の計畫 な， 9 し を 以て， 斯 

る 淺瀨の 海 口に 橫 はる は 非常に 危險 な. 5 と し、 兵 庫 運， 河 株式 會社は 運河 堀 整よ 

b 生やる 土砂 を 以て 此淺 瀨を埋 築し、 一 島嶼 を 設けて 西南の 風波 を 防 ぎ、 出 入 船 

舶の 利便に 供 し、 兼 ねて 島 上に 宅地 を設 け， 運 河 沿岸と 相 埃って 貨物 揚卸を 容易 

に し. 遗 つて 之が 費用 を輕 減す るの 目的 を以 て、 明 治 二十 九 年 五月 東 尻 池 村、 西 尻 

池 村. 境 界線 上陸 地 を距る 八十 三 間の 地點ょ b 沖合に 於 て. 東 方 五十二 間 半 西方 
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神戶市 史 刖錄ニ 紳戶 の港灣  二 四 

九十 七 間 半 幅 平均 十九 間 四 分の 海面 二 千 九 百 七十 六 坪 餘の埋 立 を 出願し， 同年 

八月 著 手、 同 三十 一 年 四月 竣功せ り。 該埋立 は 海底 下層 幅 四 

各 厚三 尺の 二重 沈 床 を 干潮 面に 傚 ひ 沈下 し、 石 垣 は 面 一尺 

石に て、 滿潮面 上 十 尺 迄 一 割 法に 築き 立 て， 第 一 囘埋立 を 完了 

と稱 す。 

莉 藻島埋 築に よりて 運河 口に 新 港灣の 形成 せらる 、 や、 河 

は 日々 其 多き を 加 へ、 風波の 兆 あれば 多數 船舶 は嶼 蔭に 輻湊 

るに 至ち し を 以て. 同社 は將來 一 層の 安全 を 期せん が爲 め、 該 

幅 平均 三十 二 間 及 其 南方へ 幅 九 間 長 百 三十 間の 海面 埋立を 

年 十 一 月 其 許可 を 得、 同 三十 三年 一 月 第二 囘の 埋立擴 張を竣 

積 三千 四百 四十 三坪餘 にして、 工法 は 第 一 囘當 時に 準據 せ.^ 

に 要せし ェ费は 約 拾 萬貳千 六百圆 な，^ と 云 ふ。 

is^ss 埋 立に よ， りて 運河 口 及 其 附近の 海面 は 安全なる 鍩 

及 帆船 碇泊に 利便 頗る 大な るに 至れり。 然れ ども 該島 南侧 

し 激浪の 槃銜 する 處 とな 護 岸 石垣の 被害 亦尠 からすと 云 


間 上層 は 幅 二 間 半 

寸控ニ 尺 五 寸の切 

せ. 5。 之 を 莂藻島 

口に 碇繋 する 船舶 

し. 屢 々狭隘 を感す 

島 東方 長 五十二 間 

出願し、 明治 三十 一 

功せ り。 其 埋立面 

以上 ニ囘 の埋築 

地 と な り、 小 型 汽船 

は 西南の 風波に 際 

ふ。 ： 


凑川 呔修ェ 

1，*- 

.3- 


湊川 改修工事。 湊川 

素 は 一 滴の 水 を 見ざる 

川床 を 高む。 斯の 如き 

び 二 大長堤 は 兵 神兩市 

砂 は 神 芦 港 を塡埋 して 

明治 十七 年に 起， 9 しも- 

再び 興，^、 工費 補助の 出 

來せ しも、 爾來 私費 起工 

を 以て 附替を 出願 し， 同 

修 株式 會社 設立 せらる 


は 其 冰源淺 く 多く は 禿赭な 

も、 降 雨數 時間に 亙れば 濁流 

も の 年 を 重ねて 川床 は 平地 

を 劃 り、 交 通の 不便なる のみ 

其 害の 及ぶ 所 鮮少なら や。 

時機 未だ 到らす して 巳む。 

願 をな せし も、 詮 議に 及び難 

の 協議 を遂 げ、 明 治 二十 九 年 

年 十二月 起工の 許可 を 得た 

. 當時發 起 人の 提出せ る 願 


湊川： IE 替の義 に 付 願 


兵 庫縣祌 戸市 內湊川 

の 土砂 を 流出 し. 日 月 

終に 現今の 長大なる 


の 義は其 水源 多く は 禿赭な 

の 久しき 漸次に 堆積して 平 


る. -山 

滔 々 

を拔 

な ら 

於此 

其 後 

し と 

四 月 

る を 

書 左 


脈に 屬 する が爲め に. 平 

倐ち臻 ら て 土砂 を齎 し、 

くこと 二十 尺 以上に 及 

す、 降 雨每に 吐出す る 土 

湊川附 替の議 は 早く も 

明治 二十 九 年 九月 其議 

の 指令 ありて 又 頓挫 を 

三十 餘 名の 發起者 連署 

以て、 三十 年 八月 湊川改 

の 如し。 


る 山 

地 を 


丘陵 形 を顯出 し、 以 て 神 芦兵 庫 間 
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脈に 屬 し、 降 雨 每に多 量 

拔 くこと 殆んど 二十 尺、 

の 市街 を遮斷 し、 交 通 運 

二 五 


神 戶市史 二  ； IP の 港 » 

搬の 便を妨 ぐるに 止まら ャ. 流 出 

埋の害 を與ふ る こと E- 取も甚 しと 

港に 冠たるの 景況 を呈 する に 至 

灣に於 て. 眼 前 斯る狀 勢なる にも 

榮 を將來 永久に 維持す る こと 能 

すべき 重要の 事た る は 一 般 公衆 

共に 前 数年 以來湊 川 付換の 一 點 

日付 を 以て 藤 田 傳三郎 外 六 名よ 

六日 付に て該 出願に 對 し、 ェ 費 補 

に 出願す ベ しとの 御 指令 を 得た 

て， 尙又 二十 一 年 三月 二 十八 B 付 

御座 候。 然る 處 客年 一月 三十 一 

る 通. 爾 來 歳月の 經 過に 隨 ひ， 曩 に 


二 六 

の 土砂 は 祌芦港 灣內に 沈澱 し、 日 を逐 ふて 塡 

す。 抑 も 神 芦 市 現今の 繁榮は 三府に 亞ぎ五 

れり。 然るに 其繁 榮を迎 ふるの 門戸た る 港 

拘 ら す、 之 を忽 諸に 付す る は、 啻 に 神 5- 市の 繁 

はざる のみなら や、 延 て國 家の 進 運に も關係 

の 認知す る 所、 旣 に實 際の 輿論 學理 的の 論 言 

に歸 著す る 所な， り。 卽ち 去る 二十 年 九月 三 

b 本 川 付 換の義 出願 仕 候處、 二十 一年 一月 十 

助の 義は 難及詮 議、 私 費 起工の 見込 あれば 更 

に 付 き、 願 人 等 協議 を 遂げ 多少 設計 を 改め 

以て 私費 付換 起工の 義 出願 仕置た る義に 


る 

を 

日付に て 願 入 追加 上申 中に も 粗上陳 仕置た 

出願の 當 時に 比し 實 地の 景狀 著しく 變遷 し、 

前 兵 庫 西 柳 原 町に 山陽 鐵道 停車場 を 設置せ し以來 は" 諸 工場 等 相 踵で 舆 b  、頻 

頻繁 榮に赴 き. i かに 数年 を 出 やして 芦口 蕃殖 し、 尙-漸 次 西部の 地に 及ぶ の趨 


勢な り。 是れ卽 ち 今 囘八部 郡 林 田 村 等 を 以て 神 芦 市に 編入 相 成， 5 し 次第な 

る に 付. 熟 ら將來 永遠の 長 計を稽 ふる に. 前 願の 新 川 線路た る 最早 今日に 至り 

て は 適當と 云 ふべ から ざ ふに 依 、種 々 必要の 調査 を經 て. 別紙 設計 書 及び 圖 

面 (略 す) の 如く 變更 し， 神 芦 市の 內長田 村に 於て 一 刈 藻 川に 合流せ しめ， 其 以下 流 

末 間 を 河 身取擴 め. 以て 付換の 設計に 變更致 度， 是れ 今般 出願の 要點第 一 に 御 

座 候。 將來 又付換 後の 舊湊 川に 於け る 前 願の 設計 は 過半 堤防の 形 狀を存 す 

るの 計畫な し も、 右 にて は 交通の 利便 未だ 以て 完全と 云 ふべ からざる に 付 

き、 是 亦 別紙 圖 面 (略 す) の 如 く、 第 十 一 號卽ち 新橋 以下 堤防 を撤 却し 平地と 均 一 

に 切 下げ、 以 て 一 曆 利便 を 謀る の 設計に 變更致 度、 是 れ 出願の 要點 第二に 御座 

候。 尙又湊 川 川尻の 沿岸 一 帶の 海面 は、 右 付換 事業に 連帶 し、 之 と 同時に 水面 

埋 立を爲 し. 併 て 官有 濱地を 開墾 し. 埠 頭 を 築 き、 倉 庫 敷 を 設 け、 且 つ 縱橫に 道路 

を 開通して. 船舶の 繋 留， 貨 物の 搭卸 等大に 貿易の 便利に 供 せんとす。 尤も 本 

件 は 別途 出願 致し 置た るに 付、 本 願と 同じく 御 許可 相 成 度、 是 れ 出願の 要點第 

三に 御座 候。 右の 外尙ほ 左に 列記す る 所の 各項 は、 旣 に 前 願に も 陳述 仕置 候 

通、 湊 川付換 起工に 於て 一 も缺く 可らざる 要件に 御座 候。 (以下 略す) 

第一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第二 窣 自 開港 至 明治 三十 年 兵 庫 及 神 戸 港  二 七 


神 戶市史 二 神 戶の港 S  二 A 

本 工事の 豫算は 約百貳 拾萬圓 にし て、 其 設計の 大要 を 見る に "湊 川上 流 洗 心 橋 上 

手に て 舊 川 を 締切 其 處 より 新 川 を 鑿ち て祌芦 監獄 署の 側面 を 過 ぎ、 斜 めに 西 

南に 赴 き. 會 下山 背後 の 丘陵 を 隧道 を 以て 通過せ し め、 長 田 神社 前 八 雲 橋 の 下手 

に 於て^ 藻 川に 合流 し、 此 川幅 を 擴 盤して 海に 注がし むる ものな り。 新 川の 延 

長 二 千 四百 四十 二 間餘、 川床の 幅員 百 二十 尺 乃至 九十 六尺、 隧道 の 長 三百 三十 間 

幅 二十 四 尺 高 二十 五 尺の 馬蹄形 斷面 とす。 

以上の 設計に よ b 會社は 明治 三十 年 十月 起工せ しが. 翌 三十 一 年 六月 湊川改 

修 工事 保安 同盟 會は 內務 大臣に 陳情書 を 提出せ り。 其 要旨と する 所. (第 一 ) 同 盟 

會は湊 川 改修 附替 に反對 せざる も、 改 修會 社の 設計 不完全に して， 其 斷面は 一 朝 

强 雨に 際し 到底 洪水 量 を 安全に 流 下し 難き を以 て、 川 敷 及 勾配 を 革め、 (第 一 一) 會 下 

.E 隧道の 如き は 頗る 危險 なれ ば、 他 に 線路 を 索む る 事に 變更 せられた しとて. 技 

帥の 調査報告 書 を 添附せ.^ 事 多く 技術に 關 する を 以て、 內務省 は 夫々 技術 官 

に 命じて 調査せ しめ. 改修 會 社の 設計 不當 にあらざる を認 め. 原 設 計 を 遂行せ し 

む。 後明 治 三十 四 年 工事 殆んど 就らん とする の 交、 舊 湊川 堤防 附近 其 他の 住民 

は、 現在^ 防 取 拂猶豫 の 請願 をな せり。 其 要は 一 朝 大雨 あれば 洪水 湊 川に 怒 漲 


して 暴威 を逞ぅ し、 上 流よ.^  土砂 木材の 嫌な く 奔流 し、 隧 道に 堆積 或は 撗 臥せん 

か、 逆 流 を 生じて 市に 溢 れ， 隨 道の 崩潰 亦 期す 可ら す。 依て 現存せ る 湊川堤 ® は 

豫備 設備と して 保存せられ たしと 謂 ふに 在， 5。 然れ ども 舊 堤の 撤廢は 元來本 

工事の 主眼 なれ ば、 願 意容 れられ すして 改修 會社 設計に 基き 工事 を繼績 進行せ 

しめたり。 如斯 工事中 種々 の 故障に 遭遇せ しを以 て、 會 社 は 再三 工事の 延期 を 

出 願 し、 遂 に 三十 四 年 八月 全部の 竣功 を 見る に 至れ， 5。 

工事 竣功に よ， 5 不用と なれる 河川 堤塘 敷地 は 七 萬 九 千 八百餘 坪に し て、 內三 

千 二百 五十二 坪 は 神 芦稅關 用地に 編入 せら れ、 其 他 道路 溝渠 敷 を 差 引き 六 萬  一二 

千 八 百 五十 九 坪 餘は會 社に 於て 無代 讓與を 受けし ものと す。 又 會社は 三十 五 

年 九月 奮湊 川尻 公有水面 五 千 九 百 七十 八 坪 餘の埋 立の 認可 を受 け、 河 身 堤塘の 

地均しよ b 生やる 土砂 を 以て 之が 埋築 を竣 了す。 (後 章參 照) 

祌戶港 波 止 神^ 港 波止場 增築 工事。 本 港の 外國 貿易 は 逐年 其進步 著し く、 出 入 貨物の 数 

量 亦激增 せし も、 荷 役 設備 未だ 改善せられ す、 一朝 風波に 際して は 貨物の 損害 漸 

く 其 多き を 加 ふるに 至 殊 に 本 港 最多の 脬 荷役に 於て 被害 甚大に し て、 此 種 荷 

役 設備の 改良 は 一 日も忽 諸に 附 する を 得ざる を以 て、 政 府 は大阪 土木 監督 署長 
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の 意見 を徵 し， 之 に 基き 米 利 堅 波止場 以西 國產 波止場 間に 繋船 場 及 物 揚場擴 築 

の 工事 を實 施す るに 至れ， 9。 其 意見書の 大耍 左の 如し。 

神 戶港稅 關附屬 繋船 場擴 築の 件 意見書 

一， 現況、 擴 築の 位置 及 將來大 築港との 關係 

目今 稅關 附屬の 波止場 三 個所 あ， 9。 其 一 は 第 一 波止場に して 外國人 居留地 

の 東北に あり。 最も 古き 設備に 係 はる 面積 三百 坪內 外の 繋船 場 之に 屬し. 稅 

關附屬 上屋の 大半 は 其 周 園に あり。 且つ 事務所 も 接近の 場所に ある を 以て， 

最も 便宜の 位置な b とす。 然るに 二方 は 居留地に 接 し. 他 二方 は 棧橋會 社用 

地と 海面なる を以 て. 何 れの 方に も擴 築に 便なら す、 遺 慽 と 謂 ふべ し。 本 波 止 

sr は 現今 專ら 輸入 荷物の 檢査に 供す。 

其の 二 は 米 利 堅 波止場に し て， 上 星の 設けな く、 僅 かに 監視 部の 見張 所 を 置き • 

以て 船客の 手荷物 を檢視 する 所と す。 

其の 三 は 百 間 波 止に し て. 專 ら 輸出 荷物 を 取扱 ふ 所と す。 

以上 三 個所の 波止場に 尾す る 諸般の 設備 總て 不完全に して， 混 雜名狀 すべ か 


ら ざる もの あ， 9。 殊に 上屋の 構造 最も 粗惡 且つ 狭隘な， 9。 到底 神 SS 港 今日 

の 必要に 應 する 能 はざる ものなる や. 現 場 を 一見して 明な り。 故に 稅關 附^ 

物擴 築の 件 は 今日の 狀况に 照し 最も 必要の 擧な& と 思考す。 

擴 築の 第 一 策 は 第 一 波止場の 繫船場 を擴築 し， 其 一 部分 及 遊園地の 前面 を埋 

立て. 以て 所要 營造 物の 敷地と なす 最も 簡便の 策な， 9。 然るに 遊圜 地の 前面 

を埋立 て、 剩 へ此 所に 諸種の 建設 物 を爲す 如き は、 外 國 公館に 向って 談判 t 耍 

し、 迅 速に 纏る ベ き 見込な し。 且つ 熟々 將 來を考 ふるに、 第 一 波止場の 地位 は 

稅關に 適切なら す。 神 B- 港の 中心 は 百 間 波止場 近傍， にあ， 5。 且つ 將來兵 庫 

港の 輸出入 隆盛に 趣く とき は、 湊 川 海 口 近傍 は 則ち 稅關の 設備に 適當の 地位 

ならん。 由是觀 之、 第 一 波止場の 地位 は 税闊の 爲に之 を 死守す るの 必要な き 

を 信す。 

右の 理由に よ， 9 第 一 波止場 癀 築の 策 を 採ら す， 税 關 長の 意見に 從ひ百 間 波 止 

場 近傍に 於て 擴 築の 計 畫を爲 せ. 9。 今日に 於て 斷然神 e- 港の 南端に 於て 適 

當の地 を撰定 せざる は、 次 項述 ぶる 如 く、 今 囘の計 畫總て 假設に 止めた るに 由 

るなら。 
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す。 故 
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縣 知事 
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今旣に 

一 部 を 

今囘稅 

の 必要 

曰 之 を 


する 百 

の 防 波 

船の 出 

溜 1 る 


三 二 

より 上申す る處ぁ .9. 早 晚 之が 計畫 

築港 計畫に 障害な きを 要す。 故に 

使用して 尺寸の 餘地 なし。 此 

て、 以 て 荷 揚波止 及 倉庫 上屋 等 

爲 めに する 處の埋 立 は、 將來築 

を 保せ や。 ， 故に 石 壁に 「モ^' タ 

し 易から し め、 又 其 石材 を大築 


之 を 

埋立 

な き 

皮 印 

ま 


を な 

雨 者 

處 に 

の 用 

港 の 

港の 


よ kv 

前 の 


其 鼻端 

を 出 し _ 

に 供す。 

あ ら す， 其 出 


長 九十 間の 防波堤 を 築 き、 又 百 

九十 間 堤と 相對 せしめ、 兩 者の 


間 波 

間 に 


入す る もの 總て 大船の 荷物 載 卸に 


要する 脬船 にして， 其 最も 大 なる もの は， 所 謂 達磨船と 稱 する もの にし て. 吃 水 

十尺內 外に 過ぎす。 然れ共 港 深 は 干潮 以下 五 尺よ， 9  二十 四. 五 尺に 達する を 

以て、 吃水 二十 尺 迄の 船舶 は 容易に 繋 溜し 得べ し。 

在来の 百 間 堤 は- 擴 築して 馬 蹈幅十 間と し、 兩側を 直立の 石垣に 改築し， 以て 荷 

物の 揚 卸に 便す。 

堤 上に は 幅 四 間 迄の 上屋 を 建設す る 事 容易な 义 兩 側に 幅 三 間の 通路 を 置き 

中央 四 間の 上屋の 幅員と 假定 す)。 本 堤の 極端に 幅 六 間の 通 船 ロを設 く。 新 

設百間 堤 は 海面の 方 干潮 以下 三尺 迄 一 割 勾配の 石垣と な し、 捨 石 を 其 基礎と 

す。 港內は 直立の 石垣と し、 馬 蹈幅五 間と し. 是 又 荷揚波 止に 供す。 

埋立地 土留 石垣 も 亦 直立に 築 き、 荷 揚波 止に 供す。 埋立地 は 幅 二十 間にして. 

稅關の 指定す る 所に 據る。 防波堤 は 全く 防 波の 用に 供 し、 荷 揚波 止に 兼用せ 

や。 海 方 及港內 共に 捨石を 以て 其 根底 を 防禦す。 海 方の 捨石は 五十 貫目 以 

上 百 貫目 迄と-す。 

港 內礫及 五十 貫目 迄の 石 を 混用す。 在 來百間 波 止の 捨石は 最大の もの 七十 

貫目に 過ぎざる が 如し。 而 して 其の 創設 以來 明治 十 年の 風波に よ， 5 只 一 囘 
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百 貫目 を最 


下水 付 替費及 測 

卽ち 別册 工費 豫 


費 を 加 へ、 

書 に (略 す) 


神 戶市史 刖 JS  二 神 戸の 港 »?  三 四 

稍 々犬なる 破損 を來 したる のみな. 9 と 云 ふ。 故に 今 囘の捨 石 は 

大 とし 危險の 恐な きを 信す。 

三ヹ  費 

波 止 堤の 新設 及擴築 海面の 埋 立に 要する 費用 

總計金 拾 六 萬 千 四百 六 拾 八面 六 拾 壹錢を 要す。 

詳 載す るが 如し。 

明治 二十 七 年 三月 三十 一 日 

第四區 土木 監督 署長 

W 上 意見書の 要旨 は、 將 來本港 修築の 大計 畫に支 

を 定 め、 專 ら脬 荷役の 便に 供す る應急 設備 を 施さ ん 

立 面 袼五千 三十 九 坪 六 八、 荷揚場 延長 約 二  W 十 間， 東西 兩 防波堤の 延長 

餘， 堤 內水 面積 約 一 萬 三千 七 百 九十 坪な. 5。 之に 要せし 工費 は物檟 騰貴 竝に設 

計變 更に 因. -て贰 拾 參萬五 千 九 拾參圓 餘に增 額せられ、 明治 二十 九 年 十月 起工 

同 三十 一 年 四月 竣功せ.^。 試に 突堤 及 護岸 ェ 等の 大要 を 示 せば 左の 如し。 
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嗨考 本 工事 は 常 初謅質 入扎 に附ぜ しも 應墓 *? な く， 爲 に 兵庫縣 の直營 施行す る听 となれ 

； 5- なろ 海 主要なる 海面 埋立 工事。 明治 二十 二 年 山陽 鐵道 敷設の 擧ぁ. 9、 次で 東海道 鐵 

SI 線路の 開通 を 見る に 至 ， ^、祌 S- 港に 集中す る 貨物の 陸上 運送に 一 大 改革 を來 

すと 共に、 本 港內外 貿易の 發展顯 著に して. 之に 伴 ふ 倉庫 建設 地の 必要 或は 船舶 

^造 修理に 要する 海岸 地域の 擴 張に 迫ら れ， 海 面埋立 工事 は 一 般 土木工事と 共 

に 年 を 迷うて E 盛と なる に 至る。 今 其 主要なる 一 一. 三 を擧 ぐれ ば、 船 舶 修理 を 目 

的と する 兵 庫 船渠 會社 は. 明 治 二十 六 年 十二月 兵 庫 西 出 町の 海岸に 約 千 二十 

坪の 埋立を 施行した る を 初めと し. 和 田 倉庫 株式 會社は 明治 二十 七 年 及 二十 九 

年の 兩 度の 許可 を 得て， 和 田 岬 海面 三千 七 百 餘坪を 埋立て 倉庫 敷地と し、 神 芦 市 

湊東 a -SI 會は 明治 二十 九 年 一 月 東 川 崎 町  一 丁目 字高濱 公有水面 八 百 九十 五坪 

餘の埋 立 を 遂行 し， 後 三十 年 九月 該地を 日本 貿易 倉庫 會 社に 讓 渡せり。 其 他 明 
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治 三十 年 川 崎 造船所 は 五 千噸級 船舶 修理に 適する 大船. 渠 築造 を 計畫 すると 同 

時に、 地 先 水面 二 千 八 百 五坪 餘の埋 築 を 施した る 等， 民間 埋立 事業 踵 を 次で 輿れ 

&。 又官營 事業と して は. 旣 記縣營 神^ 港 波止場 增築 工事 あり、 稅關は 小 野濱地 

先- - 1 大荷 揚場增 築の 議 ありて、 兵神兩 港の 沿岸 埋立 事業 は 漸く 多事な らんと 
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第三 章 SI 現 us 兵 庫 及 神戶港 

沿岸 施設  日 淸戰役 後 我 國の對 外 賀易は 急激の 發展を 遂げ、 本 港 亦 其範に 漏れす して 比 

年 盛況 を來 し. 船 舶の 出入 貨物の 集散 著しく 增 加した る を 以て、 沿岸に は 所々 に 

荷役 或は 造船 設備に 要する 整理 的 護岸 及埋 築の 諸 工事 相次で 起 b、 米 利 堅 波 止 

場 以西 第二. 第三 波止場 も 大に擴 張せられ 漸次 外 國賀易 設備 改善の 實を擧 ぐる 

に 至りし は 前章 敍說の 如し。 然るに 其 設備 も 忽ち 不足 を 想へ、 更に 擴張を 要す 

る 時 蓮に 到達せ し も、 各 波止場 は旣に 狭隘に して 餘 地な く、 唯 加 納 町、 小 野濱 なる 

税關 用地の み は、 第 一 波止場に 接績 せる のみなら す、 貿 易 業者の 施設せ る 倉庫 竝 

に棧 橋に 隣接 し、 波 止 場 增設上 恰好の 位置なる を以 て， 從 來之を 重量 粗大 貨物の 

陸揚 場に 供せ しが， 元來荒 蕪の 濱 地に 過ぎ ざら し を 以て、 神 戸 我關は 明治 三十 一 

年 以來地 均 其 他 改善の ェを 進めたり。 又 倉庫 及 造船業 者 は 其 規模の 擴 張を圖 

、り、 沿 岸埋 築の ェを 急ぐ 等， 孰 れも本 港 沿革 史第 二期に 於け る 第 一 著 手の 工事な 

b。 以下 序 を 追うて 沿岸 施設の 槪浞を 述べん とす。 
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祌 尸 市 史^ 二 神 戶の港 »?  四 o 

祌尸枕 S 小 神 尸 税關小 野^ 護岸 及 防波堤の 築設。 明治 三十 二 年 九月 神^ 税關に 於て 小 

防お S5 築 野. お、 加 納町海 ゆ 用地に 護岸 石お 其 他の 附帶 工事 を 起し. 翌 三十 三年 七月 竣功せ 

設  • 

り 護岸 石お 一の 水深 は 最大 干潮 面 以下 六尺に し て、 其 延長 二百 十 一 間， 加 納町街 

路の 終端に 於て 東西に 荷 揚場及 車馬 道 敷石 を 設け、 護岸 敷に 三十 噸 起重機 

を 据付 くる 外， 海 面 を 浚渫して^ 船の 荷役に 便なら しむ， 後 三十 四 年 二  R; 右 護 

山に— と^ 梳會趾 所^: 地 間の 濱地埋 立を瘛 行し. 護岸 石垣 二十 六 間 五分 を 設け. 同年 

三： = 歧 了す。 其總 工費 六 萬 八 千 八お 參拾 壹圓餘 な， 9。 之よ. -小野 濱の海 

岸 は 波止場の 形體を 整へ、 荷役 設備 改善の 實 漸く 具 はるに 至る。 

小野笾 波止場 擴 張の 工事 就る と雖 も， 元 來其 位置 舊生田 川尻に 當り、 地勢 海面 

に 突出せる を以 て， 平 時 すら 風潮の 爲め脬 船の 碇泊 貨物の 揚 卸に 不便 尠 からす。 

殊に 一 朝 暴風に 際して は. 游 船の 安全 碇泊 不能に して、 激浪 埠頭 を 浸 し. 地 積の 崩 

壊 は 勿論 陸上の 建造物に も 危害 を 及ぼ し、 到 底 波止場の 效 用を完 からしむ る 能 

はざる に 因.^ 明治 三十 三年 九 C 税關は 工費 拾 四 萬 六 千 九 百 六 拾 五 圓餘を 投じ 

て， 加 納町地 先 海面に 東^-お： n 間 幅員 十 尺 高 四 尺、 西 堤 長 百 間 幅員 十 尺 高 八 尺の 

防波^ 築造 ェ$ に 著 手し •：！ 三十 五 年 三月 末日 竣功す。 爾來同 波止場 は 海波靜 


穩 にして 安全なる 荷役 場と なれり。 然れど 

に 當 り， 西 堤の 一 部 之に 利用せられ たる もの 

し、 或 は 撤去せられ たる を 以て、 現今 其 形體を 

W 崎 造船所 川 崎 造船所の 船渠 築造と 水面 埋立。 本 港 

の 船 退 築造 

と 水面 埋立 も. 之 が嗲耩 をな す ベ き^ 渠な く、^ 主の 不便 


我 國に買 入れし 船舶 は 大型に して、 之が 修理 

る の已 むな き實況 なる を慨 し-川 崎 造船所 主 

百 十九 呎 最大 幅員 六十 六 呎滿潮 面 以下 水深 

の 船舶 を 入渠し 得る 一 大 乾船渠の 築造 を 計 

して 其 水面 地 先 二 千 二百 七十 一 坪 餘の埋 築 

著 手 し. 約 四 ケ年を 以て 成功の 豫定 な， りしが 

撃 甚だしき に 加 へ、 船渠 築造 位置. の 土質 意外 

變更 する の已 むな きに 至 埋 築 工事 も 自ら 

竣功 を 見た， 9。 但し 同 造船所 は 事業 擴 張の 

更せ. 9。 

第 一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿萃 第三 草 自明 治 三十 一年 至大 正 七 年 三月 兵 庫 及 祌戶港 四 1 


も 明治 三十 九年祌 築港 工事 起る 

を 除 き， 其 餘は 多く 埋立地 中に 埋沒 

認めざる に 至る。 

は. 常 に內 外の 大船 輻湊 する 所なる 

を烕 する や 久し。 殊に 日 淸開戰 後 

の 爲め往 々香 港， 又 は 上海に 迴航す 

川 崎 正 藏氏は 造船所 構內に 全長 四 

二十 六 呎六分 卽ち總 噸數五 千噸迄 

畫 し、 之 が實 施と 共に 船舶 出入口と 

を 出願 し、 明 治 二十 九 年 一 月 工事に 

其 地勢 東北の 風 當て强 く 波濤の 街 

に 軟弱に し て、 爲 めに 當 初の 設計 を 

遷延し， 漸く 明治 三十 五 年末 全部の 

爲め、 二十 九 年 十二月 株式 組織に 變 


祌戶市 史刖錄 二 神 s の ほ  四エ 

一 大 船渠の 築造と 共に 船舶 修繕に 供す ベ き 重量 物搭 卸の 爲 め • 明 治 三十 年 七 

月 更に 船渠の 北側に 於け る 水 • 面 二 千 五 百 二十 六 坪 餘の埋 立 に 著 手し、 同 三十 五 

年 四月 竣功せ， 9。 其 護岸 延長 百 三十 六 間 工費 約 拾萬圓 な， りと 云 ふ。 以上 ニ囘 

の埋 立に よ. O て. 會社は 約 四千 八 百 坪の 造船 敷地の 擴張を 行 ひ、 後湊川 改修 株式 

會社 所^の 湊 川尻 埋立地の 一 部 を 交換して、 大に 事業の 擴張を 謀れり。 

凑川 K 海面 湊リ尻 海面の 埋立。 湊川 改修 株式 會社は 同 川 改修 事業に 伴 ふ 開鑿 土砂 を 利 

の埤立 

用 し て. 川 尻に 於て 貨物 取扱の 便に 供す る 土地の 埋立を 企 て， ェ 費 六 萬 五 千餘圓 

を 投 じ、 明 治 三十 年 七月 其 流路を 避け 川尻 以東 官有 濱地 前面の 海岸 延長 百 七 間 

の 地 先公冇 水面 三千 九 百 八十 六 坪 餘の埋 立 工事に 著 手 し、 同 年 十二月 之 を 完了 

せ， 9。 內ニ千 九 百 九十 三坪餘 は税關 波止場と して 政府の 買收 する 所と な b  、其 

殘地 九：；： 九十 三 坪 は 同 三十 一 年 官有 濱 地と 交換して 稅關 用地と なれり。 更に 

會社は 材料 置 場と して 同 三十 一 年 七月 及 三十 二 年 六月の ニ囘に 於て 前記 埋立 

地の 西方に 接する 東 川 崎 町 二  丁目 地 先 公有水面 千 九 百 十 坪餘を 埋立て， 又 荷物 

揚 卸の 便に 供 せん が爲 め、 同 三十 五 年 九月 之に 連接して 東 出 町  一 丁目 海軍省 用 

地界に 亙る 公仃 水面 八 千 八 百 三十 餘 坪の 埋 築に 著 手 し、 三 十六 年 十二月 竣功せ 


り。 以上 埋立地の 內. 北 方 川 崎 造船所に 隣接す る 一 部 を 除 き、 其 殘 部の 敷地に-脚 

R 税關の 所有に 歸 する 所と な b 、沿岸に 木造 棧橋 五條 を 架設して 艘船 荷役の 便 

に 供す。 卽 現今の 川 崎 波止場 是 な，^。 

附 Si 湊 川尻 税關 用地と 湊川 改修 株式 會 社との 關 係と 厘し^ 神 戶稅關 沿革 史に 記す る 所 

次の 如し。 

明治 4, 五 羊 十月 神戶港 域， 4- 擴張 し-兵 神兩 港^ 通じて 一 大 開港 場と 定めら る  >  や. 稅闢 波止場 

も亦大 U 擴張ぜ ざる 可から. さるの 進 運に 遭遇せ り。 此 時に 方リ、 湊 川尻 は 兵 神の 中央に 位し， 

也 勢 g 中 L1 斗 出し. 左右-,: 兩灣^ 控 へ て 官私鐵 道- .1 近接し. 水陸 究 通の 至便 ある ^以て-本 港將 

來に 於け ろ 貿易 上 重要の 地點 たる： とな 認め. 幸 U 同所に は  一^ 餘 坪の 官有 濱地 ある^ 以て， 

同听 LL« 物 搓卸場 ^開設す るの 希望^ 有せし が、 偶々 明治 二十 九 年凑川 流域 付 換の謹 起り ま 

に 株式 組 n^- 以て 湊川 改修 會 a^- 設立し. 流域 付 換の上 舊川敷 及 堤防 敷地の 無代 下付 ^請 ひ， 

其附帶 事業と して 同 川尻 地 先 海面 埋立^な すの 計晝^ 立て、 免許^-出 頼 ぜリ。 依 リて此 機 

に 臨み、 湊 川尻 一 帶の 官有 濱地^ 稅關 用地と なし. 且つ 同社 埋立地^ 利用して S 易の 進 運に 應 

すべき 稅關 規模 搌 張の 地點 とする の 計 ffi ^ 定め. 開 係 各廳へ 交渉の 結果， 在來同 川尻 附近 官有 

也^- 稅豳 用地に 組朁 ゆろ は 勿 論. 凑 川 流域 付 換ェ亊 竣成の 後. 流 末 舊川敷 及 堤防 数 地中 稅關用 

地と して 必要なる 部分 は 起業 者に 下附ぜ す. 併せて 稅關 用地に 編入す るの 方針^ 以て. 明治 ャ 

-L 年 十  一 H; 兵車 縣に 於て 同 改修 會 社へ 右 付 換ェ亊 施行^ 許可 し. 以 て 同社 埋立事 業 一 部 著す 

の》 頼 もる や- 埋立は 貨物 揚卸 の侦に 供す る 宅地^ 造成す ろの" H 的と し. 且つ 埋立 成功の J 稅 

第一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第三 草 自明 治 三十 一年 至大 正 七 年 三月 兵 庫 及 神戶漭 四 三 


«埤 合 和 

ほ 築 «  IH 

® と fr 岬 

船 社 三 

16 の * 


神 ^市 *ICTSM1 神 戸の 港 四 四 

脚 E 地に B 上る 場合 は 之^-拒む： と^  SS! すとの 悌件な 付 し， 明 治 三十 年 七月 之^ 許可した リ 

き！ K 々 。 

更に 明治 三十 六 年 十二月 湊川 改修 株式 會社は 船舶の 繋 3S 及 荷物の 揚 卸に 便 

せんが 爲め、 曩 きに 埋 築せ る 湊 川尻の 土地に 接し 東 出 町  一 丁目 及 二 丁目 地 先 海 

^お 用 地界よ .9 西方に 亙る 一 帶の 海面 約 三千 百 六十 八 坪の 埋 立に 著 手し， 三十 

八 年 三月 竣功せ. り。 其 護岸 石垣の 延長 W 九十 七 間 天 幅 四 尺 滿潮面 上の 高 三尺 

乃至 四 尺な.^。 如 斯同會 社が 明治 三十 年 七月 初めて 湊 川尻の 東北 部の 埋 築に 

著 手して 以 來、 三 十八 年 七月 其 全部の ェを竣 了す る 迄、 實 に 八 年の 長期に 亙 玆 

に 同 川尻 左右 敉： c 問の 海岸 は 護岸 及物揚 場と 變 じ、 濱 地 は税關 波止場 及 川 崎 造 

船 所 其 他 食 庳^: 社の 敷地に 利用 せらる 、 に 至 舊 來の 面目 全く 一  新せ， 9。 

和 田 岬 三菱 合資 食 社の 埋 築と 船渠 繋留 場。 三菱 合資 會社 は曩 きに 同 瓧經營 

の 長^ 造船所の 事業 擴張 と共に、 神 戸市に 於て 一 工場 を 新設 し， 軍 艦 は 勿論 其 他 

一 般 造船業. を營む の 目的 を 以て， 同社 所 冇地兵 庫 今 出 在家 町、 和 田 岬 間の 地 を 相 

し 一 大埋築 を計畫 し， 明治 三十 三年 九月 工費 貳百壹 萬圓の 豫算を 以て、 今 出 在家 

町  一 丁目 新 川 南口よ b 南方へ 和 田 岬檢疫 所附屬 船舶 繫留 所に 至る 地 先 水面 二 


萬 六 千 八 百 七十 三 坪の 埋 築に 著 手せ り。 其 護岸 延長 六 百 四十 一間と す。 然れ. 

ども 起業 地の 形狀 地質 等の 關係は 船渠の 安全 を 保ち 難き を以 て、 埋 立 面積 を 一 

萬 九千餘 坪に 減少し. 別に 會社 所有地 を 堀割ら 船 溜 を 作 り、 其奧 に 二 個の 乾船渠 

を 建 設 し， 造 船 其 他 須要の 工場 設備 を 施 し、 其 前面に 防波堤 を 築造す るに 改め， ェ 

費 も 亦 五 百餘萬 圓に增 額せ り。 

然る に會 社が 懸念せ し 民有 地の 買收案 外 容易な.^ しを以 て， 當 初 計 畫の埋 立 

を實 施す るの 要な きに 至 ，9、 三十 五 年 五月 更に 設計 を 變更し て、 新 川口 より 和 田 

崎 町 間の 埋立 面積 を 四千 七 百 八十 三 坪に 減 じ， 和 田 岬 方面の 埋立地 を 加 へ て總 

計 八 千 五 百 六十 八 坪と なし、 新 川口に 接する 埋築は 三十 六 年 十 一 月 及 三十 九 年 

十二月に 竣功せ し め、 內 四千 五 百 二十 坪 を 東京 倉庫 株式 會 社の 倉庫 經營 地に 供 

用せ. 5。 

和 田 岬 地 先なる 約 三千 七 百 八十 五坪の 埋立地 は 造船 事業に 最も 適當 なる 場 

所なる を 以て. 其 護岸 工法に 研究 を 重ね， 四十 四 年 八月 水面 以下 十 一 尺に 於け る 

護岸 及 埋築を 完了して 一 先づ本 工事 を 終. 5 しも、 後會 社は此 所に 再び 埋 築の ェ 

を 施 し、 数 個の 造船 臺を 設けて 大船の 建造に 充用せ， 9。 而 して 造船所 地 先 海面 
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の 靜穩を 保持すべき 延長 百 八十 四 


九 年 竣功せ 

て， 一 般 船舶 

た .9。 

世界 造船 

の 建造 を 企 

より 北方に 

使 用 し、 之 に 

大正 三年 七 

圆 なりと 云 

は， 海岸 流砂 

と 同時に 

溜 場 敷地 四 

利用 亦 困難 

溜 を 新設し 


し を 以て、 堤 內の船 溜に 

修理の 用に 供 し， 前 記 乾 

の 趨勢た る 大船 巨舶の 

つると 共 に. 之 を 繋留す 

延長 百 八十 間の 防波堤 

第 一 號浮 船渠 を 移轉し • 

月 工事に 著 手し 同 八 年 

ふ。 從 之先會 社が 借 入 

の爲め 常に 淺淤 し、 浚疏 

に 棧橋を 和 田 岬に 新設 

百 一 坪の 敷地と 交換せ 

なる に 至りし を以 て、 更 

て 之に 代闬 せり。 


四 六 

間の 防波堤 は 同 三十 四 年 八月 起工し 同 三十 

千 噸の浮 船渠 ニ隻を 繋留し 

質の 模漦 によ b 之 を 見合せ 


七 千噸及 一 萬 

船渠の 築造 は 


修理に 應 せんが 

ベ き 海面の 安靜 

を 築 き、 堤 內 水面 

更に 新造 浮 船渠 

三月 竣功の 豫定 

れ 使用せ し 和 田 

其效を 奏せざる 

して， 檢疫 所附屬 

り。 然るに 今囘 

に 和 田 岬の 東南 


爲 め、 會 社 は 別に 巨大 浮 船渠 

を 期せん が爲 め. 和 田 岬 東端 

一 萬 五 千 九 八十 九 坪餘を 

を槃留 せしめん 事 を計畫 し、 

な&。 其 工費 槪算貳 百 拾 萬 

岬檢疫 所附屬 船舶 槃留船 溜 

を 以て. 會社は 之を埋 築す る 

船舶の 専用 繋留 場と な し， 船 

の擴張 工事に よりて 棧 橋の 

端に 幅 十五 間 長 二十 間の 船 


の 及輸神 
擴 小聯戶 
張 野絡诲 
濱鑀陸 

驛 itil 


兵 庫 和田餒 兵窜和 田鐵棧 橋の 架設。 曩に 三菱 合資 會 社が 埋立てた る 新 川口 以南 舊 山陽 

棧 橋の 架設  - 

鐵道 支線 荷揚場 附近に 至る 四千 五百餘 坪の 敷地 は， 東 京 倉庫 株式 會 社の 經營地 

に轉 用せ し を 以て、 同社 は 其 地上に 軌道 を 敷設 し、 護 岸 二百  一二 十九 間の 水深 を 干 

潮 面 以下 五 尺 乃至 九 尺八 寸に 保ち、 專ら粽 荷役に 適せし め. 主として 棉 花. 米. 雜 穀 

及 肥料 等の 取扱 をな せり。 然れ ども 時勢の 進 運は脬 荷役 設備に のみ 満足す 可 

ら ざるに 至り、 明治 三十 九 年 同所 地 先 を 相し 長 六 百 尺 幅 六十 三尺 水深 干潮 面 下 

二十 六尺の 鐵棧橋 架設に 著 手し、 翌 四十 年 竣功す。 爾來 之に 本船 を橫 著け し、 專 

ら 荷役の 敏捷 を圖れ り。 之に 要せし 工費 約參 拾萬圓 なりと 云 ふ。 

神^ 海陸 運輸 聯絡 鐵道及 小野濱 驛の擴 張。 神^ 港が 吞吐 する 貸 物 陸運の 便 

を 敏活なら しめんが 爲め、 西灘に 於て 東海道線よ， 9 分岐して 小 野 濱を經 て稅關 

構內に 達する 海陸 聯絡 鐵道を 敷設 せんが 爲 め， 百 贰拾 萬圓の 工費 豫算を 以て 三 

十五 年 四月 測量に 著 手、 三 十六 年 七月 起工せ， り。 然るに 翌年 日露 開戦と なるや- 

1 時 工事 を 中止す るの 已む なきに 至りし も. 三 十八 年 九月 平和 克復と 共に 工事 

を 再興 し、 四 十 年 七月 竣功せ， 9。 線路 は 武庫 郡西灘 村より 分岐して 西南に 向 ひ、 

岩屋 村 を 過 ぎ， 葺 合 部 を斜に 阪神 電氣鐵 道 線 を 越えて 西國 街道 を橫ぎ り、 脇 の 濱 
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海 3坏 に 沿うて 進 み、 生 田 川 裾 を 縫うて 小 野濱に 達する ものな り。 又 同所に 約 三 

千 六 百 坪の 海面 を埋 築して 新に 停車場 を設 け， 線路. は 之よ. り 更に 西 走して 築港 

埋立地 內に 到る。 其 延長 ニ哩 半と す- 而 して 本 線路の 通過す る 地方 は 將來繁 

榮 なる 市街地た る ベ き豫 SW を 有する を 以て， 道路との 地平 交叉 を 避 け. 高 架 式 を 

主と し. 橋梁 築堤 を 除く 外 は 當分單 線と なせり。 斯の 如く 海陸 聯絡 鐵道 完成せ 

られて 本 港 陸送 貨物の 输達 至便と な. 5 しが、 三十 九 年 起工の 神 In 税關 海陸 運輸 

聯絡 設備 工事の 一 部 は 大正 二 年以來 利用 開始 せらる , に 及び、 小 野 濱驛に 集散 

する 貨物 逐年 激坩 し. 同 構內の 狭隘 を感 する や 切な， 9。 於 此鐵道 院は兩 者の 聯 

絡 を 一 層圆 滑なら しめんが 爲め. 工費 七 拾壹萬 餘圓を 投じて 小 野 濱驛の 地 先約 

1 萬 九 千 坪 を 埋立て， 其 護岸 千 五 百 八十 一 呎の隨 所に 荷揚場 を築設 し、 又 貨物 上 

星の 增設 i 共に 多數 配線の 計 晝を樹 て • 大正 六 年 三月 ェを 起し 同 十 年 竣功の 豫 

定な， -。 蓋し 將來 築港の 完成に 次で 本 工事 就り、 兩 者の 聯絡 完 きに 到らば、 百般 

货 物の 逑輸 荷捌 上に 一 大 革新 を 來すは 想像に 難から す。 

米 利 ^波止場 改築 及擴張 工事。 明治 元年 四月 波止場の 名 稱を定 むる に 方り、 

鳏 川尻なる 米圃 公使館 前 波止場 を 第三 波止場と 稱 し、 同 年 八月 此 所に 長 十 間 幅 


六 間の 荷 揚場を 新設 し、 明 治 七 年 一 月 之 を 第二 波止場と 改稱 す。 爾來同 波止場 

の 修築 改良の ェは 僅に 一 小 * に 過ぎ ざ， 9 しが、 明治 二十 九 年 縣營を 以て 神 戸 港 

波止場 增 築の 工事 起る や、 米 利 堅 波止場 も 共に 改築 せら れ、 幅 員 を 五 間 五分 全長 

を 四十 二 間に 擴 張せ b。 然れ ども 本 波止場の 先端 は 稍" 低 くして 満潮 時に あり 

て は 頭部に 潮水の 浸 襲 を 免れ ざり しを以 て、 明 治 三十 六 年 神 芦 市 は 工費 壹萬餘 

圓を 投じ、 同 波止場の 頭部 を 三尺 餘 盛り上げ、 且 つ 折 廻 階段 を廢し て、 新に 岸壁 內 

に 切 込みた る 四 箇所の 階段 を 設けて 旅客の 昇降 竝に 繋船の 便に 供せ り。 其 後 

同 波止場に 出入の 小 蒸 汽船 著しく 增 加し、 其 混 雜名狀 すべから す。 於此 明治 四 

十三 年 再び 神 芦 市 は 工費 約 四 萬圓を 投じて 更に 第二次 懾張を 企て、 幅員 約 八 間 

半長 四十 四 間の 增築を 施行せ， 9。 是卽ち 現今の 米 利 堅 波止場に して、 總長 八十 

六間餘 なり。 

神戶港 海岸 frill- 港 海岸 通 船渠 修築 工事。 神 In- 港の 外 國賀易 は 比 年長 足の 進 步を呈 し， 之 

通 船渠 修築 

工事. と共に 內國 貨物の 集散 著しく 堦 進す るに 至 ，5 し も、 內 國 貨物の 主要 荷役 をな す 

ベ き 物 揚場は 僅かに 國產 波止場 及第 四 波 止 場 の 二に 過ぎす し て， 而 も 其 設備 頗 

る 不完全に し て、 國 產 波止場 貨物 集散 場所の 如き は 長 百 間の 防波堤 內 にある を 
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以 て、 百 貨輻湊 の 場合 狭隘 を感 する のみなら す. 集 散の 敏活 を缺 き. 船 舶の 繋留 貨 

物の 停 滯擴日 久しき に彌 ，9, 產 業の 發 達に 多大の 障害 を與 へ、 之が 修築 は  一 E も 

緩う すべから ざるの 狀 態なる を以 て、 兵 庫 縣は從 來の百 間 波止場 を 半ば 取拂ひ 

て 其 幅員 を取慷 げ， 以 て 船舶の 交通に 便 じ、 沿 岸に 荷揚 場を設 け、 隨 所に 荷役 設 備 

を 施す の 訐畫を 立てた. 5。 試に 其槪 耍を擧 ぐれば、 

「荷揚 場の 延長 二百 五十 四 間、 内 階段 形 六十 間 弧形 百 九十 四 間， 荷 役場 面積 二 

千 八 八十 四 坪と し、 木 造 上屋 五 楝六百 六 坪 を 設 け、 棧 橋 を 四 箇所に 架す。 

其 一 は 長 七十 九 間 幅 五 間， 其 二 は 長 十六 間 五分 幅 二 間にし て， 內 航 用に 屬し， 

北 ニニ は 長 九 問 五分 幅 二 間外航 用と し、 其 四 は 長 九 間 五分 幅 二 間にして 郵便 

局 用と す， 內其 一より 其 三 迄 を 浮棧橋 型と す。 

1、 埋立 面積 千 八 百 五十 坪 浚渫 面積 一 萬 六 千 七 百 三十 四 坪と し、 百 間 波 止 は 長 

四十 間を殘 して 取. 9 除 き， 其 水深 を 干潮 下 十 尺と す。 

一， 枝 橋^ 路 二百 六十 一 坪に 張 石 二百 坪 を 施し， 税關 第三 波 止 地 先 二十 四坪餘 

を 埋立て、 又 下水 四 箇所 を增 築す。 

附記 钟 戶送迎 會社棧 椅镂紫 期問滿 了せ ろ^ 以て 之^ 撤餒 せり。 


本 工事 は 明治 三十 九 年 七月 起工 同 四十 年 二月の 竣功に して、 所要の 工費 總額 贰 

拾 貳萬五 千 七 百 拾 九圓參 拾银五 厘と す。 後明 治 四十 三年 八月 東京 倉庫 株式 會 

社 出願に か ， る 高 濱埋立 工事の 許可 せらる 、 や、 其 命令 條 件の 一 に 百 間 波 止 及 

辨天波 止 全部の 撒 去の 事 あり。 依て 同社 は 工費 貳萬五 千 九 百圓を 以て 四十 四 

年 十月 波 止の 取 除に 著 手し、 大正 三年 一 月 竣功せ， -。 故に 米 利 堅 波止場 以西 辨 

天濱に 至る 沿岸の 現狀 は， 前 記 各種 工事の 施行 竝に 旣設 工事の 一部 撤廢 をな し 

たる ものと す  、 

養 。港 @改 葺. 合港灣 改築 株式 會 社の 埋 築。. 從來 本港最 東部に 於け る脬 貨物の 陸 揚及小 

0f 型 船舶 避難の 場所たら し 加納灣 は， 神 芦 築港の 埋築 成り 其 構內に 小野濱 海陸 聯 

絡鐵 道の 延長 せらる  >  曉 は、 灣 口 を遮斷 せら れ， 爲 めに 荷役 は 勿論 船舶 避難の 利 

便 を 喪 ひ、 葺 合方 面に 於け る 沿岸 賀易 發展 上の 打撃 尠 からざる を以 て、 有 志圖 b 

て 神 葺 合港灣 改築 株式 會社を 興 し. 生 田 川尻 以東 沿岸の 一 部 を埋立 て. 加 納 灣 

に^ ふる 避難所 及 荷 揚場を 新設 し、 尙 埋立地の 護岸 を 荷役に 供す る 計 畫を以 て 

明治 四十 年 十 一 月 工事に 著 手し， 同 四十 三年 二月 竣功せ ，5。 其埋立 面積 約 三 萬 

千 坪. 護岸の 延長 四百 四十 三 間 五分に して. 埋立地 上に は 幅 五間內 外の 道路 を設 
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けて^ 街 宅地 及 倉庫 敷地と な し. 又 埋立地の 前面 较. に 船 溜を設 け， 其 入口  二 

十五 間を存 して 東西 延長 八十 五 間の 防波堤 を 築 き、 南 の 風波 を 防禦せ しむ。 此 

湾內の 水面 精 七 千 七十 九 坪， 水 深 干潮 下 十二 尺と し、 沿 岸 三方に 幅 四 間 半 延長 二 

で= 八 トー 問餘 の荷揚 場を設 く。 是を葺 合 港 共同 荷揚 場と 稱 し、 船 溜と 共に 兵 庫 

縣の 管理に 屬す。 以上 工費の 總額 は、 土地 買 收費を 除 き、 金 五 拾 七 萬 八 千 七百圆 

を 要せ h- と 云 ふ。 

埋立地 高濱 埋立地。 明治 二十 九 年の 設立に 係る 日本 賀易 倉庫 株式 會社は 東 川 崎 町 

一 丁. 目 字 高濱の 地 に 多くの 倉庫 を 建設し、 專ら 倉庫業 を經營 せ し が， 同 三十 五 年 

十二 月 東京 倉庫 株式 會社は 之を讓 b 承け. 海岸の 橫桡撟 及び 輕便鐵 道 等に より 

て^ 荷役に 對 する 利便 を 謀れ，^。 然れ ども 本 港 貿易 進展の 趨勢 は 完全なる 海 

^聯絡 設備の 急 施を吿 ぐるに 切な りし を 以て. 明治 四十 年 六月 同社 は曩 きに 買 

收 せし 高濱地 先に 三 萬 五 千 三百 五坪 餘の埋 立 を 企て ヹ事を 三 期に 分 ち， 棧 0 及 

粱船壁 を S けて 大船の 維 繋に 支障な からし めん 事 を 期せし も、 其 位置 恰も 國產 

波止場に 出入す る 船舶の 通路に 當 るを以 て， 更 に 四十 三年 五月 繋船 突堤 前面 を 

第二 钝 航路に 竝行 せしめ. 且 海岸よ. 9 四十 間 を 距る區 域に 滅縮 し、 大 正 二 年 一 月 


其 ェを竣 へた h -。 埋立地 は 高さ 滿潮面 上 五 尺、 面 積 一 萬 五 千 百 四十 三坪餘 にし 

て、 之に 軌道 約 五哩を 敷設し、 鐵造 上屋 五 楝六千 八 百 五十 坪、 木造 上屋 ニ楝千 七十 

六 坪、 鐵 筋 混凝土 倉庫 一 楝千百 十九 坪を設 け、 電 氣 起重機 十三 臺を 配置す。 繋船 

壁 は 延長 二百 八十 四 間， 水 深 干潮 面 下 二十 七 尺、 鐵 筋 混凝土 函ニ段 積の 構造と し. 

其 上部に 切 石工 を 施す。 其 他 水深 干潮 面 下 五 尺の 護岸 約 九十 六 間 を 設け、 主 と 

し て 米. 雜. 鐵 穀 材. 肥 料. 棉 花 等の 取扱に 便せ. 5。 之に 要せし 工費 は 陸上 設備 を 除 

き 約贰百 五萬圆 なりと 云 ふ。 

W 神 倉庫 株 東 神 倉庫 株式 會 社の 埋立。 神 戸 築港 工事の 起工に 伴 ひ、 從來東 神 倉庫 株式 會 

式會 社の 埋 

立  瓧專 用に 屬 せる 加 納町地 先なる 孵 荷役 用の 木造 棧橋竝 に 護岸 は、 其 利用 能率 著 

しく 減殺 せら れ、 加 ふるに 小 野濱驛 より 築港 構內に 通すべき 沿岸 鐵道 線の 敷設 

に よ り-荷 揚 場と 倉庫 地域の 聯絡 遮斷 せら れ、 爲 に 貨物の 運送 頗る 不便の 狀况に 

至りし を以 て、 同 瓧は專 用 護岸の 前面 を埋立 て、 繋 船 岸壁 を 設けて 大船の 繋留に 

適せし むる の 計畫を 立て， 大正 四 年 六月 工事に 著 手 し、 同 七 年 六月 竣功の 豫定な 

,5。 其 施設の 大要 を擧 ぐれば， 繋船 壁の 延長 百 六十 九 間、 水深 干潮 面 下 三十 尺、 荷 

揚揚の 延長 七十 五 間、 水 深 同 九 尺に して、 面積 一 萬 五百餘 坪の 埋立地 上に は鐵道 
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川 崎 造船 w 

の耷 <5" 埋立 
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六十 九 鎖 を 敷 き、 道 路 を 設 け、 假 上屋 四千 餘坪を 建設して， 貨物 

なさん とす。 其 工費 豫算約 百 拾 六 萬 跺圓に して. 繁船 壁の 構 

地に 於て 實施 中の 稅閥 聯絡 設備 工事に 準じ、 鐵筋 混凝土 

^造船所の 葺合埋 立 工事と 沿革。 世界 交通 機關 の發展 

し激增 し. 船型 亦 著しく 巨大と なち しを以 

造せ し 川 崎 造船所 は、 更 に 三 萬 五千嘬 迄の 

を 設置す る 計 畫を樹 て、 明治 三十 九 年 及 同 

丁目よ， 9 斜に 一 折線 を畫 して 和 田 岬 方面 

船 壁竝に 面積 一 萬 千 三百 餘 坪の 埋立を 出 

畫に 支障 あ， 9 として 主務 省の 許可す る處 

月 本 港 東部なる 小 野濱地 先に 防波堤 築造 

事由と する 處 左の 如し。 

必要に 關 する 事 

年 一 躍 貳萬七 千 噸大の 装甲 巡 洋戰艦 建造 

般の 施設 を增大 し， 急 遽 改善の 實を擧 げ， 此 


>£ 接 

舶 の 

適す 

得 ベ 

亙 

十五 

に 於 

て. 更 

立 を 


數量は 年と 共 

る 乾船渠 を 築 

き 浮 船渠 三 個 

兵 庫 東 出 町 

間 の 防 波用繫 

ける 築港 大計 

に 大正 二 年 

出願せ り。 其 

一、 船渠 增設の 

略) 一 昨 四十 一 

候に 就て は、 各 


五 0 

取扱 上應急 設備と 

造 及 工法 等 は會社 

函を應 用せ， 9。 

に 伴 ひ 本 港 出入 船 

て、 曩に 五千噸 殺に 

汽船 を收容 修理し 

四十 五 年の ニ囘に 

に 向 ふ 延長 三百 九 

願せ し も、 本 港將來 

となら-さ .o し を 以 

竝 に 修船場 敷地 埋 


の 命を拜 する に 至 

一 大 任務の 遂行に 


違算な から ん事を 期し、 爾來今 日に 至る 迄、 旣 に 各 工場の 建增 機械の 增 設轉換 

其 他 造船 臺の 改築 等 八. 九 分 通 其 竣成 を 見る に 至 、其 最も 困難な. 9 しガ ン ト 

リ i ク レ —ンの 如き も 今や 已に 竣成 を 吿げ候 處、 此 等 陸上の 新 施設と 相 待つ 

て 必要 缺く ベから ざる 最後の 設備 は實 に是れ 船渠の 一 事に 有 之 候。 然る 處 

四 萬噸に 近き 一 大 乾船渠の 築造 は 現下 弊社の 狀 態に 鑑み 所詮 望な き處 にし 

で. 第 一 工場 敷地の 現狀 より 推して 之れ が 位置 を 得る に 難き のみなら や、 地 質 

の 關係上 乾船渠の 築造に 適せざる 事 は 云 ふ 迄 もな く， 旣 往 幾多 實歷上 遺慽な 

がら 之れ を斷 念 し， 乾 船渠に 代 ふ る に 浮 船渠 を 以てする の 外な く. 遂 に 本旨の 

計 畫を樹 つるに 至 b たる 次第に 御座 候。 (以下 略) 

一一， 防波堤 築造 及 修船場 敷地 埋立 並に 其 位置に 關 する 事 

(前 略) 該 位置 は 神 芦 港外に 位 し、 沖 合 一 帶に 展開した る 地勢 を 有し 候に 付、 先 づ 

以て 安全の 區域を 得る 爲め 沖合 へ 必要なる 防波堤 を 築造 し、 同 時に 該 位置 は 

本社 工場よ， 9 隔絕 せる を以 て、 此 處へ 船渠 船舶 を 繋留して 工事に 從事 せんに 

は、 可 及 丈 本社 工場との 往復 を 避けし め、 以 て 時間と 經 費の 浪費 を尠 なから し 

むべ き 必要 之 あり。 之れ が爲 には該 地域へ 或る 程度の 施設 を 施して • 平素 所 
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要の 修繕 船 作業に 從 事せ しむる の 外， 特種 新造船 卽例之 今 罔の 巡洋戰 艦の 如 

く 其の 艤装に 長 日月 を 要する もの の 繋留 施行 を 必要と す 

當の 作業 施設 を 必要と する は 不得止 處に有 之、 旁 是 等の 設 

防波堤の 內部^ 合 港^ 會社 埋立地 船 溜.^ 以東の 海面 を 前 

畫に不 外 候。 

濱町及 葺合南 本 町 通り 地 先にし 

境界と し 、此れより 一 折^ を畫し 

百 八十 五 間の 防波堤 を 築造し， 其 

し、 防 波 用 埋立地 竝に修 船 場 敷地 

餘圆 として 出願せ り。 然るに. 主 

將來 繋船 埠頭 擴 張の 場合 之 を 中 

二 年 十二月 遂に 不認. 可の 指令 あ 

に陷れ り。 

建造 中なる 各種 艦船 


所要に 充用 せんとす る 計 

工事 施行の 位置 は祌 戸脇の 

東端 角より 東 百 間 を 隔て 、 

間 を 突出せし め， 更 に 西 折 二 

LC し て、 三 個の 浮 船渠 を 配 S 

五坪 ヹ费 豫算 四：.；：： 六 拾 四 萬 

の 趨勢に 鑑 み， 出 願の 位置 は 

上 不便 尠 からすと な し. 大 正 

煅張計 ® は 再び 頓挫の 悲況 

此 時に 方り 川 造船所の 

に寸 地な く. 會 社の 困^ 名狀 


る 場合に »1 て も，. E 

備を 施す 爲 め、 前 記 

0 の 通り 埋立て、 其 

て、 葺 合港灣 埋立地 

て 沖合に 五 百 五十 

內側 水面 を 修船場 

九 萬 七 千 八 百 二十 

務省は 神お 港發展 

斷 して 本 港の 設備 

り。 於此 造船所の 


の 用材 は 日 

すべから す。 於此 同社 は 船渠の 


々に增 加 し、 構 內 已 

新設 及 船舶 繋留 場 


の 施設 を 後日に 讓 ，9、 材 料 置 場と して 更 めて 葺合港 埋立地に 神 S '製鋼所 出願 埋 

立地 間の 水面 一 萬 六 千 四百 七十 五坪 餘を埋 築 せん 事， を 出願して、 大正 四 年 十 一 

月 起工し、 同 六 年 入 月に 至り 護岸 延長 二百 九 間、 埋立 面積 一 萬 八 千 八 百 二十 一 坪 

餘， 工費 豫算 九十 四 萬 九千餘 圓に更 め、 大正 十 一 年 五月 完成の 豫定を 以て 工事 進 

行中な， 9。 

神戶 製鋼所 神 ^ 製鋼所の 埋立。 神^ 製鋼所の 工作 場 は 海岸 を 距る數 町の 地に あ b て、 材 

の埋立 

料 物資の 運送に 不便 尠 からざる を以 て、 之 に 近き 海岸に 工場 敷地 を 得ん 事 は， 同 

社 多年の 宿望 な り し が， 大 正 四 年 脇 濱町ニ  丁目 三 丁目 地 先き に 水面 埋立 を計畫 

し、 同年 十 一 月 起工、 大正 七 年 三月に は 其 大部 を 竣功せ ち。 其 工事 施行 區域は 西 

は葺 合港灣 埋立地と 百 間 を 隔て、 東 は 郡市界 線に 至る。 東部 延長 百 三十 四 間餘， 

西部 延長 七十 二 間 餘、 前 面 延長 二百 九十 六間餘 にし て， 前 面に 二十 間の 入口 を 有 

する 幅 五十 五 間、 奧 行 百 間、 水深 干潮 面 以下 十五 尺の 船 溜 を存し て、 面 積 三 萬 九 千 

二百 九十 三 坪 餘を埋 立 て、 之 に 幅員 二 間 乃至 六 間の 四 種の 道路 を 適當に 配置す。 

其 工費 約 百 四 拾 五 萬 餘圓の 見込な， 9 と 云 ふ。 

大正 七 年に 於け る 神 戸 港 沿岸 利用の 槪況 は附圖 所收神 戶 港 沿岸 利用 狀况調 
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第 四 章 祌戶 築港の 沿革 及計畫 

第一 節 築港. 計畫 の 沿革 

築港 計畫  神 築港の 計 畫は旣 に 明治 六 年 時の 港 長 英人ジ ヨン. マ^- シャ だ 氏が 立案し 

て 政府に 建 言 せし に 創 ま b  、明 治 三十 九 年 政府が 神 B- 稅關 海陸 運輸 聯絡 設備 改 

良の 工事 を 施行す るに 至る の 間、 實 に 三十 餘 年、 此 間 幾多の 築港 案畫策 論議 せら 

れた b しを以 て. 實 施 中なる 築港 計 畫の梗 槪を敍 する に 先 ち、 過 去の 經過 を略敍 

せんとす 

築港 最初の 築港 最初の 建議。 本 港の 地た る 武庫 難の 盡 くる 處 にして、 夏 秋の 交每に 暴風 

激浪の 襲來 頻りにし て， 海 岸處々 を破壤 し、 年 として 其 害 を 受けざる はなし。 ジ 

ョ ン. マ \ シ ャ ルの此 地に 來 りて 港 長と なる や、 本 港の 潮 勢 を撿測 し、 計 畫年を 積 

み、 明治 六 年 十月 初め て 港灣 改築の 議を兵 庫 縣廳に 開陳す。 卽東は 舊生田 川 東 

堤より 西 は 湊川北 堤に 向 ひて 虹 形の 石塘を 海中に 建築 し、 中 間 を 以て 船 艦碇繋 
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の 港と なさん とす。 其 經費槪 ね 金 參拾萬 弗 を 要すと 云 ふ。 於此 同年 十一月 二 

卜 八日 兵 庫縣應 は其議 を大藏 省に 上申して 曰く. 

祌戶港 波 止 築 出 之 儀に 付 伺 

當神 芦 港 稅關前 波止場 並に 海岸 波 除 石垣 之 儀、 去る 庚午閏 十月 中 伺 之 上 築造 

致 候 返. E 分 港 門場廣 く、 殊に 東南 を控 へ、 夏季 に 至 候 得ば 尙更 風浪 強く、 波 止ま 

に 石  一 E 等屨々 破 濱、 年 々度々 取 繕に 失費 多 數相掛 候の みならす， 土砂 次第に, 

rH し、 港內 漸次 淺瀨を 生じ、 往々 莫大 之 御 失費に も 立 至り、 自然 當 港の 盛衰に も 

ぉ拘 b 可 申と 兎角 苦 盧罷在 候處、 當縣 一展 港長英 國人ジ ョ ン. マ ル シャグ よ. 5 ヌ 

紙 圃面之 如く 舊生田 川 並に 湊 川尻 東西よ- 9 波 止 築 出 之 儀 別册 書取 を 以て 建 

言 致 候 間、 取 轧候處 、同人 儀 年 來當港 之 海底 潮 勢 等實地 測量 試 見 致し 目論見 候 

0 に 有 之、 最も 築造 入費 凡 參拾萬 弗に て、 堅固に 成功 可 相 成 旨 申立 候 間、 篤と 熟 

考致 候處. 右 築造 致し 候 は .V. 後來 風浪 之 患 無 之、 御 國益は 勿論、 不日 大 阪神 戶之 

間鐵道 成功の 上 は. 尙更日 を 追て 港內 一 層 盛大に 立 至り 可 申と 存候。 然るに 

當今 一時 不 容易 御 出費に 候 へ 共、 到底 築造 不致 候て は 難 指 置 場所に 有 之 候 間 _ 

仰 Jsr 出 格 之 御 詮議 を 以て、 早々 御 築造 相 成 度. 御 許容 之 上は尙 詳細 賴書指 出 
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可 申、 依 而 明細 圖面 書類 共 相 添 相 伺、 至 急 御 指令 有 之 度 候 也。 

明治 六 年 十一月 廿 八日.  兵 庫縣令 神 田 孝 平 

大藏卿 大 陧 重 信 殿 

而 して 港 長の 建 言 譯文 次の 如し。 

譯 文 

於 兵 庫 港 長 局 

壹千八 百 七 拾 三年 第 十月 十七 日 

君 

1、 拙者 調度 致し 候祌^ 兵 庫 港內及 近隣 海岸 筋 を 顯し置 候 繪闥相 副 貴下に 拜 

呈 致し 候。 (第一 號圖參 照) 

右 港圖は 拙者 目論見 候 變更を 記載 致し 置 "若 右 樣御取 設相成 候 は、 >  、港內 二 

三百 艘の 大船 至て 安全 平 浪を得 碇泊 可 相 成 候。 

一、 右 目論見 候 波 除 東西に 築造 可 致 儀に 有 之、 各 長さ 千 八百フ イト、 上面 幅 二十 

五 フ ィ ト. 其 勾配 は壹フ ィ ト每 に壹フ ィ ト 二分 五 厘 を 度と し、 高 さは 満潮 標 

面よ， 9 九フ イトに 至る。 右 は 堅固 を 重ん じ. 拙 者 充分の 測量 致し 置き 候。 
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右 波 止の 盡頭を 

に し て. ち 圈 形の 

し。 

拙者 當 所の 滿干 

門埋， 9 候 儀 有 之 

西 手の 波 止は湊 

相 成、 右 邊 川筋よ 

堅 间 に 相 成 可 申 

東 手 の 波 止は舊 

樣 にて 相 考候は 

可 申 候。 

、波 除 建築 取掛候 

近隣の 山手よ ち 

可 致 候。 

入口の 造作 は 二 


圈 形に 築 立， 上面 

上に 白色の 燈明 

潮 二 ケ年半 試 見 

間 敷 候。 

川尻の 北 傍 よら 

、り 流出る 土砂 等 

候。 

生 田 川の 東 堤の 

"港內 東風 並に 

節、 陸地 地 先 築造 

石 或は 石 屑 等 蓮 


の 

建 


五十 フィ ト. 港 門の 廣さ千 九百フ 


築 

ク 


脇 手 


き、 終夜 點燈港 門 安全し あ 

に 承知 罷在， 右 樣相成 候 は 

掛候は , 川筋 北 傍の 岸 連 

除の 外 手に 流 寄 可 申、 爲 其 

b 建築 取 掛可申 事、 右 場所 

，節， 土 砂 等 自然に 波 除の 外 


の爲め 

輸自由 


ら し む ベ 

ゾ此上 港 

績の 堤と 

波 止 却て 

現在の 模 

手. * 沪寄 


^^を 川筋の 脇 手に 開き g 候 は V  - 

に 可 有 之， 左 候 得ば 格別 容易に 成功 


ケ fe- 餘り にして 卒業 可 致 候。 右 入費 現今の 物檟を 基本と 


し 計算 致し 候 處. 凡 參拾萬 弗の 作 事に 可 有 之 候。 

1, 若 拙者 目論見の 通， 9 御 同意 相 成、 總體 又は 其 部分 建築 御 取 掛の節 は、 右 指揮 

職 拙者に 御 委任 被 下 度， 此 段 末 記 申 上 置 候 謹 言。 

デョ ン • マ 〃シャ , 

兵 庫縣令 神 田 孝 平 

* 下 

築港 問 S 頓 然るに 同年 十二月 七日に 至 り、 大 藏卿 大隈重 信よ， 9 神 芦 港 新 起 波 止 築 出の 儀 • 

挫 

各般 工事 順序 緩急 も 有 之 候 間、 伺 之 趣 當分難 聞屆候 事との 指令 あ， 9。 築港の 議 

遂に 輟む。 

築港 問 S 再 爾來 年を閲 する 事 二十 有餘 年、 本 港の 貿易 は駸々 乎と して 發展 し、 船 舶の 出入 

著しく 增加 し. 港 界亦擴 張せられ しと 雖 も、 獨 ，9 貿易の 設備 は 小規模の 改良に 留 

ま り. 陸 に 聯絡 鐵 道な く、 海 に 繋船 岸壁な く， 依 然舊態 を脫せ や、 爲 に 船主 貨 主の 損 

失 比 年 多き を 加 ふ。 於此 築港の 急務 は 識者 間に 盛んに 唱道 せら れ， 遂 に 明治 二 

十九 年 五月 神 芦 市會は 築港の 儀に 付き 意見書 を縣 知事に 提出 し、 設 備 改良に 關 

する 蓮 動 を 起した， 9。 然れ ども 未だ 築港に 關 する 調査の 資料な くして. 當 局の 
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<» 听の設 s 


沖 wtt 師の 

計《* 作 K 


神戶 市. a?  ^錄 二 神 戶の港 »  六 四 

審議 頗る 困難な b しに 鑑 み、 市 は 更に 進んで 翌 三十 年 二月 市役所 內に 築港 調査 

事務所 を 設置 し. 專 ら其 計畫に 須要なる 各般の 實地 調査に 著 手せ り。 之に 反し 

て 隣 港大阪 は旣に 明治 二十 五 年以來 蘭人， デレ ー キ 氏の 設計 案 あ ら， 調 査書 あり， 

其 審査 上に 種々 便宜の 存 する あ， 9 て、 三 十 年 一 二月 早く も大阪 築港の 計 晝案は 帝 

國^ 會を 通過 し. 實 施の 運びと なる に 至れり。 於此祌 B- 市民 は 一 日 も 此現狀 に 

安ん する 能 はすと な し. 調 査 を 急 ぎ、 只 管 具體的 築港 案 成る の 日 を 待ちし が、 三 十 

1 年 十月 調査 略" 結 了し 政府より 派遣せられ たる 沖 野 技師 は 神 《1 築港 計 畫案を 

作製し 意見 を附 して 内務省に 復命せ り。 其 設計 說明書 及 意見書の 大要 左の 如 

し。 (第二 阖參 照) 

H 築港 設計 說明 (沖 野 案) 

設計の 目的。 我祌 芦 港 は 沿岸 水深く、 和 田， 川 崎、 小 野の 三 砂洲 は 自然の 包圍 を 

な し て、 神 S- 兵 庫の 二 灣. を 形 造 b  、灣 內 大船 巨舶 を容る 、 に 足る ベ く、 强 風は罕 

に柬南 乃至 南西の 方向より 襲来す る こと ある も. 爲 めに 碇泊に 危害 あるの 場 

合 は 稀 有に^ し、 港 は 全體に 於て 泊：^ に 供用す る を 得 可し。 されば 刻下 吾人 

の^ 大念務 とする 所 は， 專 ら 船舶 荷役の 便を圖 るに あ て、 ェ 事の 設計 も 主と 


して 兹に著 目 し. 泊 池 をして 尙安 全なら しむ ベ き 沖の 防波堤の 如き は 後來の 

企 圖に讓 る こと ， せ.. 9。 

築港の 位置。 前述の 主旨に， よ b 荷役に 供す ベ き 所謂 ク ュ" トド ック 式の 港を設 

けんとす るに、 現在の 港灣內 海岸に 接して 船舶の 碇泊し 得べき 部分 は 之 を 保 

存 維持す るの 必要 あり。 又 ドックに は鐵道 倉庫 等 其 他の 設備に 供す ベ さ附屬 

の 地積 も尠 からす。 是 等の 埋立 をな すに は 水底 淺き所 を 選ぶ と 同時に. 港口 

に 於け る 水底 は 一 定の 深さ を 有せざる ベ からす。 其他尙 將來擴 張の 考案に 

對 し. 餘 地の 有無 並に 工事の 難易 等 種々 の 事項に 照して 考 ふるとき は、 神 戶 港 

外 小野濱 以東に 其 位置 を定 むる は 自然の 結果に して， 何人も 首肯す る 所なる 

べき を さ  一口 や。  . , 

兵 神兩港 灣內の 沿岸 水淺き 部分 は 無用の 區 域なる が 故に， 水深 二十 尺 を 程度 

として 之 を埋立 て、 總 て 繋船 岸 を 作る は 地方 全體の 利益なる べき を以 て、 本 ェ 

事と 合せて 之 を 起工 せんこと を 望む。 然れ ども 一 時に 全部 を 遂げん とする 

とき は 徒らに 事業 を 尨大なら し む， る 而已 なら す、 現 時の 景况に 一 大急 變を與 

へ、 反て 海 漕 業 を攪亂 する の 恐れな しとせ す。 以此 先づ湊 川尻より 兵 庫 新 川 
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神 戸市 史 

北口 間に 於け 

ェ， 事の 區分。 

クと、 之に 接續 

立よ h- 成る。 

防波堤 は港內 

の 前面に 築く 

の 平坦 部 を 有 

く" 基礎 は 堤 

其 堅牢 を 期す 

個の 重量 七噸 

右の 泯凝 土塊 

墻壁は 内側 を 

^  I 突堤 は 港 

壹 問 斜六拾 六 

幅； a を存 し. 港 


別玆ニ 神 戶の港 S!  .5 ハ 

る 最も 障碍 少き 部分 を 撰 び、 埋 立 繋船 岸 工事 を 起す こと， せ 

工事 は祌 S- 岬 加 納町濱 よ， 9 新生 田 川尻の 間 四^  二十 間餘 のドッ 

して 川尻の 東西に 跨る 埋 立， 新 生 田 川 付 替及兵 庫 東 出 町 海岸 埋 

則 其 細別 左の 如し- (省略) 

に緊 維す る 船舶に 向て 常に 其 安全 を 得せし めんが 爲 に、 三 突 堤 

もの にして、 其 長さ 五 百 九 拾 間 七 二、 滿潮 以上 六尺に 於て 拾 八 尺 

し， 波 浪の打 込に 對し 更に 其 上部に 高 拾 尺 天 幅 六尺の 墻壁を 築 

の內 外側 共壹 個の 重量 壹噸 以上の 捨石 を臚列 し、 堤 の 外側 は尙 

るが 爲 めに 滿潮 以下 壹 尺五寸 を頂點 として 深 貳拾四 尺の 間壹 

半の 混凝土 塊 を 配列し、 波浪の 激突に 對せ しむ。 堤 身 は 內外共 

と 同形の もの を 以て 相疊積 し、 其 內部は 場所 詰 混凝土 を塡充 す。 

垂直と し. 外 侧は八 分の 一 の 傾斜 を 有する 場所 詰 混凝土と す。 

の兩 端に あり。 其 長 外 侧參百 九 拾 間 內側貳 百 五 拾 間、 幅 直 五 拾 

間 五八と す。 突^の 終端と 防波堤の 間に 水底に 於て 五 拾 間の 

の 出入口と す 突堤の 高さ は 滿潮面 上 四 尺五寸 にし て. 外 側 參 
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百 九 拾 間の 護岸 壁 は 繋船に 使用せ ざるが 故 に， 其 基礎 捨石 

入は尙 防波堤に 於け るが.^  く、 外 面に 最 重量の 石 を 用 ひ、 內 

包 覆 混凝土 塊 は 満潮 以下 壹尺 五寸を 頂點と し • 深 拾 六尺 餘 

六噸 二の もの を 用 ふ。 壁體は 右と 同形の 混凝土 塊 を疊積 

寸の 高さに 達せし め- 尙其 上に 高 拾 尺八 寸天幅 六尺の 波 除 

及 終端 は 繋船 岸 を 築造す。 其 法 は 水底 以下に 設 

凝 土 を 敷 き、 其 上に 混凝土 塊 壹個拾 六 噸餘の もの を 

面に は 十分の 一 の 傾斜 を附 し、 該 傾斜面の 塊 は總て 

貳百五 拾 間の 繋船 岸 は 船舶の 繋 維に 供す るが 故に 

梯 等の 設備 を 要す。 堤 上に は 岸に 沿 ふて 鐵道三 線 

其 次に 倉庫 敷 百 六 拾 七 尺 餘を取 り、 更 に 其 裏手に 亦 

墻 壁に 沿 ひ 幅員 五 間の 道路 を設 く。 

第二 突堤 は 長さ 兩側共 百 間、 幅 直 百 間 斜百參 拾 間 五 

端 共 船舶 を 繋 維し 得べき が 故に 何れも 繋船 岸 工法に よ， 9 て 

繋 維に 供すべき 諸種の 設備 も 三方 共に 之 を 要すべし。 堤 上 

第 一隔 兵 庫 及神戶 港の 沿苹 第四窣 神戶 築港の 沿革 及 計畫 
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用 ふ。 捨 石の 投 

は 大小 混合と す。 

間壹 個の 重 量 拾 

て 満潮 上 四 尺 五 

壁 を 築く。 內側 

形の 上に 水中 泯 

る ものにし て、 外 

以て 包 覆 す。 內 側 

船 環， 防舷 材及鐵 

移動 線 を布設 し、 

道 を 布 き. 其 次 に 

本 堤 は 兩側及 前 

之 を 築造 し、 尙 其 

の 地 割 は 第 一 突 

六 七 
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堤に 均し く、 只 本 堤に 在て は兩岸 を 使用す る ものなる を以 て、 道 路を 中央に 取 

b て 其 幅 を 五 間と し、 以 て 左右 同一 の 地 割を畫 する のみ。 

第三 突堤 は 其 構造 及 地 割 共 第一 突堤に 異なる ことなし。 但し 其外侧 護岸 壁 

の 長 第二 埋立地との 接 績上叁 百 六 拾 間に 短縮す るの 差 あるの み。 

港內 浚渫 は 港內の 水深 干潮 以下 叁拾 尺に 滿 たざる 部分 を 浚渫す る ものにし 

て、 本 工事に 屬 する 土 積 は 參千六 3 坪に 充 たす。 

第 一 區埋立 は 第一 突堤と 新生 田 川尻 間に あちて 港に 接績 し、 港 の 運用 上 必須 

の 地面に して、 其 面積 九 萬 八 千 七 百坪餘 とす.。 

第二 Isl 埋立は 第 一 區埋 立の 東部に 隣接 し. 市 の 東端に 至る 海面 拾 七 萬 九 千 八 

坪 餘の區 域に して、 後來 港の 擴張 方面に 屬 する 一 部 とす。 此區域 は 本 港 落 

成の 曉に は鐵 道の 連絡 を旣成 線路に 取る ぶ き 須要の 地に し て， 其 工事 は 港の 

工事と 同時に 成功す ベ きものと す。 後來 港の 擴張 をな すに は 第三 突堤に 接 

镜 し本埋 立の 前方へ 新に 繋船 岸 を 築造す？ き 見込なる が 故に， 刻下の 埋立を 

爲 すに は； I ハ其 地區の 安全 を 保つ に 足る を 度と し， 基 礎 は捨石 法に よ， o 其 上に 

柃贰尺 五 寸の間 知 石を眞 砂土 混凝土に て 練 積す る ものと す。 


第三 區埋立 は 生 田 川付替 後に 舊川 敷を埋 立つ る ものにし て， 其 面積 は 贰萬千 

八 百坪餘 な， 9。 

新生 田 川 付 替は該 川 を 市の 東端 第二 區 埋立地 外に 移す ものにし て. 舊 川の 直 

線 九 百 間に 對 する 新 川の 延長 は 壹千百 參拾七 間八 四な， 9。 又 新 川の 水量 は 

洪水 量 一 秒 時參千 立方 尺 を 程度と して 計畫 したる ものにして. 川床の 幅員 は 

最狭五 拾 四 尺最廣 八拾壹 尺、 勾 配 は最急 千分の 十 八、 九 最緩 千分の 十四、 四と す。 

柬出町 海岸 埋立 は湊 川付替 後川 尻の 豫定埋 立より 兵 庫 新 川 北口 迄 一 直線に 

槃船岸 を 築造 し. 內 部 を 満潮 上 四 尺 五寸の 高さ に埋 立つ る ものにして. 其 面積 

四 萬 七 千 九 百坪餘 とす。 繋船 岸 は 其 長 四百 六 拾 五 間にし て、 干潮 以下 贰拾尺 

より 貳拾四 尺に 至る 水深に 適應 すべ く計畫 したる ものにし て， 其 構造 は 前 記 

斃船 岸に 同じ く、 船 舶の繋 維に 要する 諸種の 設備 も 亦異る ことなし。 繋船 岸 

の遨 くる 所と 兵 庫 地方との 間 五 拾 間 は 水深 贰拾尺 未満に して. 規定の 船舶 繋 

維に 堪 へざる が 故 に. 捨 石 間 知 石垣 法に より 護岸 を 築造す る こと、 せ. 5。 埋 

立地 は 岸に 沿 ひ 鐵道數 線を設 くる こと 繫船 突堤に 均し く、 他 の 鉀分 は 倉庫 敷 

其 他に 供用 せらる ベ し。 
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gg 埤立は 工事中 材枓置 場 混凝土 製作 場 其 他 諸種の 操業に 供すべき 敷地 を 得 

んが爲 めに 第 一 著に 起工す ベ き 部分に して、 其 位置 は 各方 面に H? 利 を 有する 

第 一 區 埋立地 內の陸 端 叁 萬 五 千 叁百餘 坪 を 劃し 築造す る ものにして， 前面 及 

東側に 延長 四百 貳拾九 間の 護岸 石垣 を 要す。 工法 は 一 時の 必要に 應 せんが 

爲 めに 基礎 捨石 上部 贰尺 及び 壹尺五 寸の控 ある 間 知 石 を 栗石 積と せり。 

右 は 各 工事 計畫の 大要 を 揚げた る ものにし て、 之 を槪 括せば， 

けク ^ト ドック 內に屬 する 水面 積 は 五 萬 九 千 參百餘 坪に し て、 水 深 は 干潮 以下 

# 拾 尺な り。 2、 同 上 繋船 岸の 延長 は 九 百 八 拾 七間餘 にし て、 或 萬 五千噸 乃至 

叁萬噸 の船隻 を 收容し 得べ し。 0、 東 出町埋 立の 繋船 岸は贰 千噸內 外の 船舶 

をば 壹萬噸 乃至 壹萬五 千噸を 繋留す るに 足らん。 W  、突 堤埋立 面積 は 第 一 よ 

b 第三に 至る 合計 參萬五 千 五 百 坪， 內 に 鐵道及 道路 敷 を 除き 倉庫に 供用す ベ 

き壹 ffi 九千跺 坪と す。 ポ埋 立 坪数 は 第 一 區 第二 區 第三 區及兵 庫 東 出 町 を 合 

し 總計參 拾 四^ 八 千參ぼ 餘坪ぁ &。 

以上の 總ェ费 を 計算す るに 金 壹千貳 百 參拾壹 萬 六 千 八な 四 拾 七圆參 拾贰铰 

四 厘 を 要すべし。 之に 港內 設備費 金壹： C 萬 圆.豫 備費壹 な 萬 圓、 施 ェ諸 費金壹 


百 四 拾 叁萬壹 千 六 百 八 拾四圓 七拾參 

百 七 拾 四 萬 八 千 五 百 叁拾貳 圓五餞 六 

TT 築港 計畫 意見書 

總論。 舯1 ^港 は 北方 及 西方に 陸地 を 

風に 向って 充分の 庇護 ある を 以て 港 

で 頻繁 なれ ども 風力 槪 して 強大なら 

となし。 本 港に 於て 最も 害 ある は獨 

ベ く 強大に 達する は 夏 秋雨 期間 暴風 

に 過ぎす と 云 ふ。 之 を 要するに 本 港 

と 云 ふて 可な， 9。 和船 若く は 西洋 形 

是等 船舶の 爲 めに 稅關波 止の 如き も 

甚だ 有益の 事業な， 9 と 信す。 本 港 を 

に は 和 田 岬よ， 9 し 一 方は祌 IP- 岬よ， 5 

突堤 を 築 造 し、 其 中間に 廣き 港口 を設 

狀の 一 文字 形に 突堤 を 築き、 和 田 岬 及 


錢貳厘 を 加 ふれ ば、 ェ 事 費 總計金 壹千五 

厘な， 9。 


帶 び、 該 地 方 

內 常に 波 穩 

す， 大形 船舶 

，り 南風な， 9 

の 際にして- 

は 大形 船舶 

の 小船の 爲 

の を 大に擴 

極めて 完全 

して 現今の 

く る 歟、 或 は 

神！^ 岬の 二 
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に 於て 最も 頻繁なる 偏 

なり。 偏 東の 風 は 西風 

に對 して は 危害 を與ふ 

とす。 然れ ども 其 力の 

其度數 は年內 多き も 一 

の爲 めに 稍々 完全なる 

めに 本 港 は 安全なる を 

張 し、 以 て 其 避難 場と な 

なる 旋泊 港と な すに は- 

碇繫 區域界 線に 沿 ひ 二 

又 均しく 同界線 に 沿 ふ 

ケ 所に 港口 を設 くる 歟 

七 1 


西 諸 

に 次 

る >  一 

恐 る 

ニ囘 

泊地 

得 す。 

•1 方 

條 の 

て 弓 

の 二 


tf 戶市史 ss«  二 神 戶の港 » 

策 あり。 兩策中 其 孰れ を 採る も 

全に^ すに 止ま 商 港と しての 

天然の 儘なる 祌芦港 は 泊地と し 

然れば 本 港に 必要なる 目今の 設 

全 を增す 如き 工事 は 之 を 他日の 

水深。 港內 水深 三尋 乃至 五尋の 

大部 を 占む。 最も 安全なる も 亦 

きが 如し。 蓋し 港內 漸次 淺淤す 

認 むる 能 はざる ならん。 試に 凡 

る 二十 九 年中 我 水路 部の 刊行に 

兩 の 間 其 位 S に 差違 ある を視 

如^ 能く 符合す る を 以て 考 ふれ 

な b。 現今 湊 川々^ に推嵇 する 

に 由， 9 て 之 を 推す とき に， 其 水 深 


突堤の 效用は 船舶の 碇繋を 

神 B- に は 一 も 益す る 所な か 

て 稍々 完全なる は旣に 前段 

備 は專ら 荷役の 便 を 謀る に 

施工に 讓. 5 て 可な り。 

場所 は專ら 大船の 碇泊に 共 

該 部分な りと す。 本 港の 水 

るに 相 達 な き も， 其 程度 甚だ 

四十 年 以前に 英 海軍の 測量 

係る 海 圖とを 比較す る に. 三 

す。 四十 年間 を隔 つる 兩測 

ば、 本 港 水深の 變動 甚だ 輕微 

土砂に 徵し、 又 其 川口の 海中 

に 影響な きは甚 奇なる が 如 


七 二 

現今 

る ベ 


在 


輕微 

に 係 


：：せ 

し 


川 は 其 流域 僅かに 一 方里 を 過ぎざる 小 流な り。 其 流出す る 所の 


より 一 曆安 

し。 而 して 

ぶ る 如し。 

て， 泊 地の 安 

ら れ- 港內の 

曾て 變動 な 

にして 之 を 

る 海圖と 去 

及 五 尋線共 

結果に して 

や 知るべき 

出す る狀况 

雖 も， 仰 々 湊 

土砂の 量 亦 


大 なる を 得す 

地の 地上げ 又 

取す る の 習慣 

入れに 困難な 

を 防遏し つ > 

漸次 下流に 流 

を 補 ふに 足る 

口よ 採取す 

流出す る 所の 

し。 神 芦 港 に 

神 In- 港 以西 播 

遊 砂が 和 田 岬 

砂 量 も 亦 少 量 

之 を 要する に 

微 なる を 以て- 


-  其 砂 量の 少なる 一 

は 海面の 埋立 等の 爲 

あり。 然るに 爾來本 

るを以 て， 石垣 を 設け 

あり。 蓋し 川口の 減 

下す るに 由るな り。 

ベ き 量の 流出せ ざる 

る 所の 土 砂. は 多き も 

砂量此 了 二 萬 坪の 缺 

襲來 すべ き 土砂 は獨 

攝 海岸の 遊 砂 は 東に 

を繞. 5 て 港內に 侵入 

なる が 如し。 

湊 川の 土砂 及 海岸の 

本 港に 於て 水深 を 維 


證 とも 視る ベ き 事 實は神 芦 市 開始 以來宅 

めに 年々 若干 量の 土砂 を湊川 川口より 採 

川上 流に 於て は 川床 著しく 低落し. 用水 引 

床 堅 ェを施 し、 以 て 僅かに 其 有害なる 低落 

砂 を 補ふ爲 めに. 上流に 推 積す る 所の 土砂 

而 して 水源地より は此流 下す る 所の 砂 量 

ー證 ならん。 然るに 神 芦 市が 年々 湊川川 

一 . 二 萬 坪に 過ぎざる べし。 然則 水源よ b 

損 を 補 ふ に 足ら す、 以 て 少量なる を 知る ベ 

.9 湊 川より^ 出す る 所の もの に 止まらす， 

向って 進行す る 傾 あり。 果して 然 らば 該 

する は 必然 なれ ど も. 此 方面より 來る 所の 

遊 砂. 共 に 其港內 水深に 影響す る 所 甚だ 輕 

持す るは甚 容易の 事業なる べし。 故に 將 
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來浚 深に 由り て 水深 を增 すの 必耍 ある 場合 

維持に つき 亳も闲 難を慼 やる ことな かるべ 

潮流。 潮流の 測量 は從來 曾て 施行せ ざる 所 

於て 爲 したる もの 實に該 測量の 嚆矢 i す， 

き を 以て 完全なる 成績 を 得すと 雖 も、 海 底 に 

峽に 於て 之を視 るの み。 和 田 岬、 祌芦岬 及 西 

は 方向 一 定せ や、 遙 に 沖合 を 通過す る 本 潮流 

業以來 測量の 度 數尙甚 寡き に 加 へ て 風波の 

間滿 足の もの は甚 稀なる を以 て、 尙 引 锫き測 

成績 を 得ん と 欲す。 

船舶 荷役の 現況 及 將來の 希望。 築港 事務所 

年間の 外闕航 輸出入 荷物の 統計 は實に 左の 

二十 八， 年  二十 九 年 

入 六 〇<〇〇〇* 八  一 二  ■〇〇〇* 

出 五 一 八、 ooo 四 七 六 ，o〇o 


に 於て， 一 旦浚 

し。 

に し て、 今 囘 祌 

然れ ども 是に 

影 する 程の 

の宮 等に 於て 

の涡 流なる が 

爲 め に 事業の 

量 事業 を繼績 


七 四 

谍 したる 水深 は 其 

戶 市 築港 調査 所に 

從事 する 曰 尙ほ淺 

速度 は 獨り明 石 海 

觀測 する 所の もの 

如し。 要するに 創 

中止 を來 し、 一 潮 期 

し、 以 て 他日 充分の 


の 調査に 拔れ ば， 祌 芦 港 最近 三ケ 


三十 年 

,o 五 五， 


〇 


四 五 七、 〇 


oo- 

oo 


計 一、 一三 o.〇 〇 〇 「二 九 〇、0 〇 o 1、 五一 〇、〇 〇 0 

以上 三ケ 年間の 成績 は專ら 我國實 業界の 激 變に歸 因す る變 象た る を 免 がれ 

すと 雖も、 一一 十八 年の 輸出入 は 其 影響 を受 くる こ と 最も 小なる もの にし て、 略 

々之 を 神 芦 港 目下の 發達 程度と 視るも 大過な かるべ し。 果して 然 らば 我 神 

B- 港 は 其 輸出入 貨物の 點に於 て、 旣 に 世界 屈指の 商港と 比肩して 敢て 遜色な 

き點に 達した る 一 大 商港と 云 ふ ベ し。 右の 外 內國航 貨物の 調査 を視 るに、 二 

十九 年に 出入 合計 八 〇〇，〇〇〇 噸. 三 十 年に 九 七 〇，〇 o 〇 噸に 達せり。 其 他 

和船 及 曳船の 輸出入 は 二十 九 年に 一、 五 九 〇、〇〇〇 噸 、三十 年に 一、 三 九 〇，〇〇 

〇 噸を 得。 故に 該兩. 年間 神 B- 港に 於て 取扱 ひたる 荷物 を 統計 するとき は 二 

十九 年に 三、 六 八 〇、〇 〇 〇 噸、 三十 年に 三， 八 七 〇，o  o 〇 噸 にし て、 世 界有數 の 商 

港に 於て 甚满 足と する 所の 成績なら。 

神戶 港に 於け る 貨物 輸出入の 數 量は以 上述ぶ る 如く 大に增 加し たれ ど も. 之 

れが 荷役に 關 する 設備と して は 獨り辩 船の 一 法 あるの み。 該法は 開港 以來 

三十 年間の 經驗に 由り 犬に 發 達したり と 雖も. 仲仕 船頭 等の 勞 力に 由る もの 

なる を以 て、 無 用の 時日と 手 數とを 要 し、 且 つ 荷役に 關 する 直接の 費用 卽ち仲 
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神 戶市史 s!sw  二 神 戶 の港籽 

仕 船頭の^ 銀 及脬船 借料 等も專 業の 結果 甚不廉 なり。 目下 

四 称の 分業より 成る。 卽ち 1 沖仲仕、 に 脬船逑 送. IU, 陸揚 仲仕. 

b。 船舶の 荷役に 著 手す る や. 先づ 沖仲仕 は 船中に 至り 貨物 

次 に脬 船を& 波止場に 囘 廻し. 陸 仲仕 來 h- て 之 を税關 構內又 

に 陸上げ す。 而 して 稅關 諸種の 手績を 了し たれば 車 仲仕 來 

庫 又は 各貨 主に 運送す。 籽船 取の 外 神 芦 棧橋會 社の 棧橋ぁ 

校 小に して 一 般 入港 船荷 役の 需に應 する を 得す。 大抵 會瓧 

の 荷物 を 取扱 ふに 止まる 如し。 棧橋 狭小なる を 以て ニ千噸 

時に 一 艘ょ b 槃留 する を 得す。 而 して 起重機の 設 なきに 由 

夫 を 用 ふ。 通常 百 二三 十 人の 人夫 を 使役し、 執 業 十二時 間に 

を 荷役す と 云 ふ。 

前記 棧 橋の 外尙鐵 道專 用の 棧橋 あ，^ 又 神 In- 送迎 會 社の 浮 

梳 は 官^ 鐵道 用品 を揚 卸す る ものにして 二 般 荷役 を爲さ 

役 を 以て 神 la- 唯 一 の 荷役 法と 視て 可な り。 然るに 蜉船 荷役 

せ は i 何 役に 時： n を 要する に 在， 9 て. 船主の 甚だ 迷惑と する 所 


七 六 

の 制、 辭取 荷役 は 

g 車 仲仕 是れな 

を脬 船に 移稜 す。 

は 一 定の荷 置 場 

りて 之 を 夫々 倉 

れ ど も. 會社 の 規 

と 特約 ある 船主 

以上の 船舶 は 同 

り 取扱 は 總て人 

五百噸 乃至 千噸 

梭橋 あり。 鐵道 

す。 故に 辩取荷 

の 最も 大 なる 弊 

な i 本件に 關 


し 築港 調査 委員の 手に 成. 5 たる 調査 書中 甚だ 有益なる 調査 を 載せた， 9。 卽 

ち 船舶 荷役に 要した る日數 人夫 及 諸掛. 9 等に 關 する 實例之 なり。 試みに 其 

一 例を舉 げん に. 鐵 材 重量 品 を 搭載した る 汽船に して、 二 千 五 百 噸を船 卸しす 

るに 十一 日間 を耍 したる もの ぁ&。 思 ふに 荷役 設備の 完全なる 港 海に 在り 

て. 之 等 は 一 日間に 取扱 ひ 得べき 噸數に 過ぎす。 好し 重量 品なる を 以て 時間 

に 割 增を耍 する こと ありと する も、 二日 間に は裕に 取扱 ひ 得べ き數 量な り。 

此  一 を 以て 神 S- 港 今日の 急務 は 荷役 を 敏活なら しむる に 必要なる 諸般の 

設備 を爲 すに 在る を證 明す る に 足る。 

計 畫の槪 要。 荷役 改良の 目的 を 達する 爲め に、 今 囘本 港の 爲 めに 岸 接 繋 船渠 

の 新設 を計畫 したり。 其 詳細 は 册說明 書 ある を 以て 左に 其 梗槪を 摘载 す。 

岸 接 繋 船渠 設置の 位置 は 之 を 小 野濱に 選定せ， 9。 該 位置 を 利と する 點は、 (二 

該所は 現今の 碇繋地 以外なる を 以て 工事の 急 施に 適す。 (二) 充分 廣濶 なる 泊 

地 を將來 に存し 得る こと。 (三) 新 船渠と 離る ベ からざる 關係 ある 臨港 鐵道停 

車 場 敷地 を 新 埋立地 中 最も 便利の 場所に 撰定し 得る 事。 (四) 將 來の爝 張に 甚 

利便なる 事。 繋 船渠の 水深 は 干潮 以下 參拾 尺と す。 目下 出入 船の 船足に 對 
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神 戶市史 CTaMl 紳戶の «5« 

し 深き に 過ぐ る 如しと 雖 も. 小 野 

商船と 雖も 三十 尺の 吃水 を 必要 

信 やる に 由り、 該 水深 を 採用した 

と す るに 由 り， 入 口の 幅 II 貝 は 可成 

らャ 船舶 をして 出入せ しむる 爲 

延長 は大約 千な 拾 八 間 なれ ども- 

す。  倉庫 鐵道及 起 S 機に 關 する 

間に は 千參百 噸內外 の JK 物 を 扱 

囀の 荷役 を爲 すべし。 祌 S '港 出 

は 货 物の 運送の み を 目的と する 

る 輸出入 荷物 は 二十 九 年 八十 三 

0 し， 其 內圃航 船に 闢 する 分 は 客 

八十 萬 5 二十 年 九十 四萬噸 な， り 

役の 設備 は 二 巧 萬噸の 見込 を 立 

渠の 開業と 共に^ 船荷 役 忽ち 消 


七 八 

濱 に 於て 該 水深 を 得る は甚 容易へ 

とする に 至る は 遠 

hy, 繋 船渠 は 風波 

狭^なる を 良と す 

め に 之 を 五十 間と 

實際 繋船し 得べ き 

設 備 完 全 な る を 得 

ひ 得べ し。 故に 長 

入 船舶の 內^ 船渠 

蒸 汽船 及 風 帆船 な 

萬噸、 三十 年 九十 萬 

船 船の 區別 なし 

此 統計に 據れば 

て ざるべ か ら. ざ る 

M する こと あるべ 


hv  且つ 

き未來 に あ 一つ ざ る ベ き や J 

に對し 充分の 庇護 を 必要 

と 雖 も、 多 少の 風波に 拘は 

した 繋船 渠內繋 壁の 

部分 は 八 百參拾 間な， 9 と 

ば、 繫船壁 長 一 間に 付 一 年 

八 百 參拾間 を 以て 約 百 萬 

內に 於て 荷役 をな す もの 

る ベ く、 此 類の 船舶に 關す 

噸 あり。 之 は 外國航 船に 

と雖 も、 其 總額は 二十 九 年 

砷芦 港に 目下 必要なる 荷 

に 似た b。 然れ ども 新 船 

からす。 當分は 船渠 荷役 


案 Ji 築 
會漭 

の m 
設査 
計委 


と脬 船荷 役と 兩立 するな らん。 故に 新 船渠 は 先 以て 百 萬噸を 目的と し、 必 要 

に應 じて 更に 擴張計 畫を爲 すに 如かす。 

神 芦 市 は 右 計畫に 就き 慎重 審議す る處 あ， 9 しが， 其 築港 企晝の 位置 は 本 港 東 

部の 小野濱 方面なる を以 て • 兵 庫 方面の 住民 は 本案に 満足せ す、 物 議囂々 として 

決せす。 依て 築港 調査 委員 會は 小野濱 築港の 外. 更に 湊 川尻に ク ^ト、 ド， クを築 

造して 東西の 便 を 謀らん とする の 設計 案を樹 て、 鳴 瀧 市長に 報告せ， り。 其 要 

左の 如し。 

沖 野 案 計畫の 主要 點に 於て は 頗る 同意 を爲す も、 本 市 貿易 發 達の 現狀に 依り 

逮く之 を 鑑定す るに、 其 設計 は 規模 稍 小なる のみなら す、 其 位置 も 亦 本 市 境域 

の 中央 を 避け 一 方に 偏す るの 嫌 あるに よ ，9、 將 來に 向て 之を考 ふれ ば、 全 市 に 

對し 利便 を完 からしむ る 能 はざる 者と 認 むる 故、 更 に湊 川尻に 一 の 繋 船渠 を 

築 設 し、 東 西 相俟って 發 達の 途を 啓く は、 本 市 全般の 利便 を 得べ き 上に 於て 大 

に 策の 宜しき を 得た る 者な， 9。 之に 要する 工費 總額は 貳千貳 百 萬 圓 (內 國 庫 

補助金 千 四百 參拾萬 圓) と し、 ェ 事 期間 を拾ケ 年と す。 (第二 圖叁 照 )-_• 

本案の 市會に 附議 せらる , や. 議 論 百 出、 築 港 案 はい つ 決定す 可し とも 見え ざ b 

第一 編. 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第 四 草 祌戶 築港の 沿革 及計晝  七 九 


神 戶市史 ^玆ニ 神戶の 港^  AO 

し か ば、 祌 S- 實業 協會を 中心とせる 市 內八實 業 圑體は 相呼應 して 起 ち， 聯 合 事務 

所 を 設 置 し. 松 方 幸 次 郎氏を 委員長と し， 南 淸. 山 崎 鉉次郞 氏 等に 托して 設計 案 を 

作 製 し， 意 見 書 を 神 B- 市 參事會 に 提出して. 築港 問題の 通過に 奔走せ， 9。 其 要旨 

祌 P 港 をして 東洋の 一 大 貿易港た ると 同時に、 一 大 船舶 修繕 港た る 大規模 を 

備 へたる 考卽 小 野 濱及湊 川尻に 繋船 所 を、 和 田 岬より 敏馬 附近に 大 防波堤 を 

築 造 し て. 完 全なる 大港灣 たらし めんこと を 期す。 

f  10 然るに 市會 多数の 意見 は 海岸 全部 を 包 園すべき 一 大 防波堤 を築設 する に 在 

設^ 案 決 SS 

b し を 以て、 委員 會は 其 

て 更に 設針 を變更 し， 明 

築港 設計 說 

設計の 目的。 本案 設 

を 保つ と 同時 に、 廣く 

沿岸の 修築。 沿岸の 

るに あ b て 、紫 船の 延 


k  n を 諒 し、 沿 岸 修築と 同時に 大 防波堤 築造の 方針 を以 

治 三十 二 年 十月 市會の 決議. を經 たち。 其 大要 左の 如し。 

明 (市會 案) 

計は大 防波堤 を 以て 神 芦 海岸 全部 を包圍 し， 泊 地の 安全 

沿岸 を 修築して 港內 荷役の 便を圖 るに あり。 

修築 は 港内 三 區の埋 立 をな し、 東 西 雨 所に 繋船 岸 を設く 

長 は 目下 必要と 認むる 限度に 於て 之 を 定めた る も、 將 來 


の慷 張に 向 

餘地 ある を 

工事の 區分" 

防波堤 は 東 

たる 點ょ， 9 

とす。 西 堤 

拾 間にして 

の 構造 は捨 

を 配列 し、 波 

もの を 以て 

を拔 くこと 

第 一 區埋立 

立 坪 數は參 

の 突堤 を設 

拾 參間餘 は 


つ て は、 敢 て 多く 泊 池 

見る 可し。 (第三 圖參 

(省 略) 

西ニ條 とす。 東 堤 は 

起 り、 海 岸に 並行して 

は 和 田 岬よ， 9 貳百間 

川 崎 沖に 於て 東 堤と 

石工 事に して、 外側に 

浪の 激突に 對せ しむ 

表裏 相疊積 し、 內 部 は 

四 尺に し て、 天 端 は 幅 

は 新生 田 川尻の 東西 


を 失 ふこと な  て 幾 倍の 增築 をな すべ き 


市の 東端 第 一 區埋 立よ b  二百 五十 

南西の 方向に 築く， 其 延長 壹千六 

を距 て、 起 ら、 北 東の 方向に 進む こ 

相 對 し、 其 間 百贰拾 間の 港口 を存 す- 

は捨 石の 上に 壹 個の 重量 九 噸餘の 

上層 堤 身 は 內外共 右の 混凝土 塊 

場所 詰 混凝土 を 填 充 す。 堤 身の 高 

贰拾四 尺と す。 

に 跨.. 5, 東西 延長 壹千貳 百 五 拾間餘 


拾 萬 參千五 百 九拾參 坪と す。 此 埋立地の 西方に 斜長貳 

け、 該 突堤の 三面 延長 六 百參拾 間餘と 突堤よ b 西方の. 護 

繋船 岸の 構造に して、 水深 參拾 尺に 達せし む。 突堤より 


間 を距て 

百 七 拾 間 

と 九 百 八 

防波堤 

混凝土 塊 

と 同形の 

さは 萌潮 

に し て. 埋 

百 五 拾 間 

岸 叁百五 

以東 七 百 
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神戶市 *> 別 二 神-; I- の 港^  A  二 

或 拾 間の 間 は捨石 護岸工事 を 用 ゆ。 突堤 は 其 幅 百 間にして、 堤 上 中央に 幅 五 

間の 道路 を 取 b, 該 道路の 兩侧及 沿岸に は 貨車 鐵道及 起重機 移動 線 を布設 し. 

其 間の 空地 は總て 倉庫 上屋敷に 供す。 

第二 區埋立 は 川 崎 鐵道梭 橋より 辨天波 止の 間 東西 參百五 拾 間にし て、 埋 立 坪 

數は參 萬 六 千 四 H 五 拾 六 坪と す。 護岸の 構造 は 捨石法 を 用 ふ。 

第三 區埋 立は湊 川尻よ， 9 兵 庫 新 川 北口に 向って 四百 五 拾 間にして. 埋 立坪數 

は 七 萬 七 f= 拾參 坪と す。 埋立地 を 縦貫して 陸地の 方に 最狭部 四 拾 間 最廣百 

拾 間の 餘地を 幾し 一 の 小 運河 を設 く。 運河 は 河 幅 拾 六 間にして 水深 六尺と 

す。 西岸に 満潮 k 貳 尺よ. 5 起、 り 四 尺 五寸に 達する 幅 五 間の 河岸 地 を 設け- 專 

ら 小船の 通行 荷役に 便す。 外側 埋立地の 東南 雨 面 延長 五 百 五 拾 間 は 繋船 岸 

の 構造に 依， 9、 水深 贰拾四 尺と す。 其 他の 護岸 は捨 石工 を 用 ゆ。 

新生 田 川 附替は 該川を 市の 東端 第 j 區 埋立地 外に 移す ものにし て、 舊 川の 直 

線 九 ぼ 間に 對 する 新 川の 延長 は 壹千百 參拾七 間八 四な， り。 又 新 川の 水量 は 

洪水 量 一 秒時參 千 立方 尺 を 程度と して 計畫 したる ものにし て， 川 床の 幅員 は 

最秧五 拾 四 尺最廣 八拾壹 尺. 勾 配 は最急 千分の 十 八、 最 緩 千分の 十四. 四， i す。 
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而 して 舊川敷 を埋 立た る 坪 數 (第 四 區) は 貳萬千 八 百 四 拾 坪な， 9。 

假埋立 は 工事中 材料 置 場" 混 凝 土製 作 場 • 其 他 諸種の 操業に 供すべき 敷地 を 得 

んが爲 に 第 一 著に 起工すべき 部分に して， 其 位置 は 各方 面に 便利 を 有する 第 

一 區 埋立地 內 西方 濱手參 萬 五 千 參百餘 坪を畫 し、 一 時の 必要に 應 する 假 工事 

にして. 基礎 捨石上 間 知の 栗石 積と す。 

右 は 各 工事 計畫の 大要 を 揚げた る ものにし て、 之 を槪 括せば. 

.T 防波堤 遮 護の 泊 池 面積 は (水深 三尋 以上) 百 六 拾 八 萬 貳千餘 坪、 1! 埋立總 面積 

は 四 拾 叁萬贰 千 六 百 四拾貳 坪な， 9。  J! 繋船 岸 延長 は 水深 參拾 尺の もの 九 百 

八 拾 四 間 餘. 貳 拾 四 尺の § の 五 百 五 拾 間にして. 總長千 五 百 參拾四 間、 以 て 四 萬 

噸餘の 船 隻を維 繋す るに 足る。 

其 他 往く往 く 第 一 區ニ區 間の 海岸 水深 贰拾尺 を 限り 埋 立す ると き は， 大 凡 拾 

萬 四千 坪の 地積 を 得べ く、 尙 捨石 護岸 ェを 施した る 部分に 棧橋 若く は 繋船 岸 

を設 くると き は. 港 內廣く 水深き を 以て. 大船 巨舶 を 沿岸に 維 繋す る こと は容 

易の 事業に し て. 將來荷 役 設備の 擴 張に 對 して 殆んど 無限の 餘裕 ある を 見る 

可し。 
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築港 問 


Sf* 港 準備 委 

==; 兮設 K 


«> 港 H: 粗 解 

决 


神 戶市史 二 祌戶の 港 «s 

ー算。 金貳千 六 百 拾 四 萬 參千八 百 八 拾圓と 

神 市 會决定 案 は翌 三十 三年 一 月 內務. 大藏兩 大臣 

も， 廟 議 一致せ す， 遂 に 築港 案 は 不幸に して 不成立に 終 

斯 くして 築港 調査 は 一 段落 を吿 げたる を以 て、 三 十 

を廢 し. 新に 築港 準備 委員 食 を 市役所 內に 設置 し. 築 港 

めたり， 後 三十 五 年 六月 曩に 提出せ る 築港 禀請書 は 

一 先 下戾を 請求 し、 更 に 時機の 到る を 待て.^。 

祌尸 築港の 命脈 殆ん ど絕 えんと せし も、 本 市 有力者 

して 贸 易に 係る 諸般 事項 を 講究 し、 專 ら其進 步發達 を 

野. ぉ稅關 を擴張 し. 敏 馬 附近よ b 東海道線 を玆に 分岐 

を鬭 らんと 奔走す る 所 あちし が. 政 府亦其 必要 を 認 め- 

^聯絡 鐵道 工事 を 起 し、 同 四十 年 全部の 竣功 を 見る に 

は 貨物 取扱 設備の 改良と 相伴 ふに 非れば 其 利用 を完 


れ 

三 


八 四 

一 內譯 略す- 

宛 て 禀 請 せ 

り。 

年 十月 築港 

關 する 事務 

査を 要する 


られ たりし 


調査 委 

を 鞅掌 

廉ぁ， 9 


別に 貿易 調 

り， 先 づ 應 急 

長 し、 以 て 海 


査 會 を 

策と し 

陸 聯絡 

明治 三十 五 年祌^ 海 

ども 本 

<? を以 


れ り。 然れ 

する^ B は ざ 


員 

せ し 

i し 

設 S 

て 小 

の 便 

陸運 

鐵 道 

て. 闳 

ぎ US 


杏^ は 進んで 税閥擴 張 案 を 立て 考究 怠りな か， 5 しが. 服 部 知事. 櫻 井 稅關長 及 坪 

野 市長 等 も 亦 之に 叁與 し、 税關長 は 小野濱 波止場 擴 張計畫 を大藏 省に 提出し. 修 


築の 急務 を 開陳せ， 9。 同省 は曩 きに 橫濱稅 關擴張 工事に 著 手す ると 词 時に、 本 

邦 主要 開港 場の 賀易 設備に 蘭し 考査す る 所 あ， 5 し を 以て， 税關 臨時 工事 部に 命 

じて 神 芦 港 設備 改良に 就き 調査 をな さしめ. 設計 案 を 作製して 之 を 同省 內に設 

置せ る 開港 設備 調査 委員 會に附 して 審議せ しめたる に、 同 會は應 急の 計畫 とし 

て 該案 を 認め. 閣議に 提出して 通過 を 得し も. 不 幸に して 議會は 解散 せられて 議 

决を 見る に 至らす。 尋で 日露の 國交斷 絕し國 費 多端 を 加 へ たる を以 て、 該 問 題 

は 一 時 中 趣の 姿と なりし が、 戰 爭 開始 以來 軍需品 購入の 爲 輸入 貨物 激堦 し、 神 P 

税關構 內の狹 隘を感 する こと 愈 々切な，^。 於此 三十 八 年 四月 稅關長 は 神 芦 港 

擴 張の 急務に 就き 上申し、 次で 神 P 商業 會議所 は 築港 急 施に つき 政府に. 建議す 

る 所 あり。 同年 九月 平和 克復 せら れ、 時 運の 隆與は 到底 之 を 閑却す る 能 はざる 

に 至り、 政府 は 差當り 前年の 計畫を 踏襲し ヹ費豫 算案を 議會に 提出したり。 是 

と 同時に 水上 神 S- 市長 及 市 參事會 員 等 上京して 奔走す る 所 あ， 9、 該案 は  一二 十九 

年 三月 異議なく 兩院を 通過し、 神 In '市 多年の 熱望た， 5 し 神 芦 築港 問題 は 茲にー 

段落 を吿 ぐるに 至れ り。 

*  一 
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第二 節 神 戶稅關 海陸 運輸 聯絡 設備 工事の 沿革 竝に 梗概 


大 W せ 臨時 

建築 部 支 n 

の Ma と 計 

の^せ 


爲 


第 

め. 

神 

铰 

施 


二十 二 

政府 は 


囘帝國 議會の 協 贊を經 たる！： 戸稅闢 海陸 運瑜 聯絡 設備 工事 施行の 

明治 三十 九 年 四月 神 U; 小 野濱に 大藏省 臨時 建築 部 支部 を 開設して 

準備に 著 手せ. o。 其 計 晝の槪 要 左の 如し。 

ェ 事 -IJa 畫 

港 は 北緯 三十 四 度 四十 一 分、 東經百 三十 五 度 十 一分、 攝津國 の 西南に 位し、 

州 西部に 於け るお も 重要なる 商港に し て， 兵 庫祌 B- の兩灣 よ， 9 形成 し. 北 は 

岳に 包ま れ、 西 南よ， 9 北に 至る の 間 は 和 田 岬に よ， 5 防護 せらる 、 を以 て. 比 

的 安全の 錨地と な ，5、 港 內 水深 く， 船 舶の 碇泊に 支障な しと 錐 も、 海 に 虱 波 を 

颉す ベ き 防波堤な く， 陸 に 岸 接 繋船の 便な く， 僅かに 會 社の 經營に 係る 一 條 

ほ靥 あるの みに し て、 荷 役の 困難 貨物の 損害に 至 b て は 毫も 改善の 方法 を 

さす。 然るに 外國 貿易の 趨勢 は 益々 本 港 をして 現狀に 安ん せし むる こと 

はざる のみなら す. 旣 に 其 修築 起工の 時機 を 逸した る ものと 謂 ふべ し。 故 

, せんよ 


に 之が 應急 設備 をな すに は、 勢 ひ 長年 H: を 要する 永久 的 繫船壁 を 築造 


b も， 寧 ろ 工費の 節約 及 施工の 速成 を 期し 得べ き棧橋 架設に 若く もの なしと 

す。 於此本 計畫の 設備 地 1 を稅關 小野濱 波止場 地 先に 選み， 一 條の棧 橋と 一 

個の 突堤 を設 け、 突 堤の 東側 を 防 波 用 護岸と し、 西 側に 片棧 橋を設 け、 之 と棧橋 

の 間隔 を 最小 七 拾 間と し， 水 深 を 干潮 面 以下 三十 尺に 保 ち、 大 小 六艘の 汽船の 

繋留に 適せし む。 又 陸揚げ 貨物の 爲 めに 上屋 を設 け、 之 に接邇 して 鐵道を 敷 

設し、 鐵道 作業 局 施設の 海岸 鐵 道と 聯絡せ しむ。 其 一斑 左の 如し。 (第 四圖參 

照)  . 

海面 埋立。 埋立地 を 別って 東西 二箇所と し、 西 埋立地 は棧 橋の 接 陸 部面 積 五. 

千 貳百五 拾 坪、 東 埋立地 は 突堤 及 其 接 陸 部面 積 壹萬貳 千 八 拾 坪， 合計 壹萬七 千 

參百參 拾 坪に して、 防 波 用 護岸 は 海底の 深 淺に伴 ひ 多少 其 構造 を 異にし. 頭部 

は 之 を半圓 形と す。 

兩 埋立地 間にある 小 防波堤の 內 部は脬 船の 泊 池に 充て， 船 溜の 三方 延長 貳百 

拾 叁間は 之を辩 用物揚 場と し、 別に 延長 貳百參 拾 六 間の 土留 護岸 壁 及 二 筒 所 

の 乘船用 階段 を設 く。 而 して 西 棧橋は 長 百 八 拾 間 幅 拾 五 間、 片 棧 橋 は 長 百 六 

拾 間 幅 七 間と す。 (以下 省略) 
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神 戶市史 刖錄ニ 神 戶の港 g 

陸上 設備 • 陸上の 設備 は鐵 道， 道 

線 を， 片 棧橋及 突堤 部に 上屋 を 挾 

の 海岸線に 聯絡せ しむ。 道路 は 

起重機 は 手 働 定置 式に し て、 各 物 

は 木造に して. 東 埋立地に 四楝贰 

千 贰百四 拾 坪 を 建設す。 

湊 川尻 假 設備。 小 野濱本 工事 施 

問 幅參 間の 木造 桡橋參 個 を增設 

ム 一 楝貳百 九 拾 四 坪 等の 建設 を 

めんと す。 

明治 三十 九 年に 於け る 工事 施行の 

著 其 進埗を 見し が、 元 來此許 畫は明 

設備と なせし も， 時 運の 變遷は 我國 

規校 過小に 失 し、 到 底 之に 安ん する 

局に 於て 本港將 來の發 展に應 すべ 


AA 

路、 起 重 機、 上 屋等 にし て、 鐵 道 は 西棧橋 上に 六 

んで各 二 線 を 敷設 し、 何 れも鐵 道 作業 局 施設 

幅 拾 間 乃至 八 間 延長 七 百 七十 三 間を設 く。 

揚 場に ニ臺づ 、合計 六臺を 配置す。 又 上屋 

千 六 拾 评， 西 埋立地に 四 棟 千 百 八 拾 坪、 合計 參 

行中の 代用 荷揚 場と して" 川 崎 波止場に 長 八 

し、 上屋 九 棟 面積 參千參 百參拾 坪： フ ラ ットホ ー 

な し、 此 等 は 三十 九 年度 を 以て 全部 竣功せ し 

區域は 主として 川 崎 波止場 假 設備に 屬 し、 著 

治 三十 六 年の 立案 を 踏襲 し、 專 ら當 面の 應急 

二 大要 港の 一 たる 神 B- 港の 施設と して は 其 

能 は す、 其 根本的 改良 を 要するに 至 り、 政 府 當 

き擴 張計畫 中な りし が， 恰 も 神 ^市 は 本 港の 


tjj 


圏 S 裟 
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神戶 築港 委 改良 速 進 を 期せん が爲 めに， 二十 四 名の 委員より 成る 神 戶 築港 委員 會を 組織し 

S, 一き 組織  ， 

設備 改善の 速成に 就き 計畫 審議す る 所 あり、 且つ 大阪及 長 崎の 築港 經費は 市の 

負擔 にして 國 庫の 補助 を 仰 ぎ、 橫 濱 修築 は國庫 負擔 なる も 同市 は其經 費の 三分 

の 一 を分擔 せる 先例に 徵 し、 本 港も國 港と して 將來 大計 畫の實 施せら る 、 曉は 

g 谷 大藏大 市 も 亦 其經費 一 部の 分 擔を辭 せす とな し、 只 管 築港の 擴張 を圖， 9 し が、 偶 々三十 

臣の 視察と  , 

築港 方針 资 九 年 九月 十六 日阪 谷大藏 大臣 は 神 芦 港の 實地を 視察して， 築港 方針 を發 表せ b 

专 

其 大要 左の 如し。 

神 U; 港 改良 工事 計 畫 (第 五圖參 照) 

小野濱 西部 卽旣定 計畫線 以西に 於て は、 海面 埋 立に 依り 繋船 用 長 突堤 一個 (1 

I) 短 突堤 參個 g  一一^  I) 計 四 個 を 築造し. 突堤の 西岸に 沿 ひ 上屋 (U. 

れ) を 建設し. 起重機 (九 拾參 基) 電燈等 必要なる 設備 を附屬 せし め、 構內に 

鐵道を 敷設 し. 旣 設鐵 道に 連續 せし む。 而 して 他日の 必要に 應じ 突堤 部 以外 

の 里 立地に 於て 倉庫 を 建設し 得る の 餘地を 有せり。 此 費用 は 千 八 百 五拾壹 

萬 餘圆を 要す。 

小野濱 東部 卽旣定 計畫線 以東に 於て は、 海面 拾 壹萬坪 を埋立 て、 前面に 長 突堤 

第一 編 兵車 及神戶 港の 沿革 第四箄 祌戶 築港の 沿革 及計畫  八 九 


If 戶^ 史 ニ神戶 の渚淳  九 o 

壹個 (fj 百 $ 十 i) 短 突堤 壹 個へ | 而せ ；S  I) を 作り. 小野濱 西部に 於け る ものと 

相 並列せ しめ、 之と 同じく 上 奠鐵 骨 八. 七 四 四 坪) を 建 設 し、 起 重 機 (參 拾 九 基) 電 燈 

等の 附屬 設備 をな し、 倉庫 を 除く 外 凡て の 陸上 設備 を 完成せ しむ。 而 して 此 

工費 は 埋立費 六 百 八 拾 萬 圓， 陸 上 設備 费參百 九 拾 萬 圓、 合 計 千 七 拾 萬圓を 要す。 

小野濱 方面に 於け る 繋留 船舶に 對 する 風波の 危險を 避く る爲 め、 其 沖合に ェ 

費 百 七 拾 八 萬 餘圓を 投じ て、 長 五 百 四 拾 間に 涉る 一 防波堤 を 築造 せんとす。 

兵 庫 方面に 於て は 鐵桡橋 二 條 (I セ十 +•  §) を 架 設 し、 又 長 百 間の 物 揚場を 設け. 上 

屋 (木 造 叁 千 坪) 起 重機 (八 基) 道路 等の 陸上 設備 を 完成し、 構 內鐵道 を 敷設 し， 現 在 

山陽 線の 延長 を 得て 之 を 聯絡せ し め、 主 として 淸韓 貿易に 充てん とす * 此ェ 

費 百 四 拾 九 萬 八 拾圓を 要す。 

本 計畫の 竣功 期間 は 全部 八ケ 年に し て、 之 を 細別せば 小野濱 方面 は八ケ 年， 兵 

庳 方面 は 四 ケ年を 要す 

以上の 築港 計 畫は總 工費 叁千餘 萬圓を 計上 し， 小 野濱の 東西 兩部及 兵 庫 方面に 

起工す るの 案に し て. 大體に 於て 曩 きに 神 芦 築港 委員 會の 築港 案に 近似し、 其 希 

^のお R 分 望に 副 ふ もの あ， 9 しを以 て、 市 は 其 經费分 擔に關 し 審議 を 重ねた る 後， 左 の 禀 請 


書 を大藏 大臣に 提出せ. 5。 

神 港 改良の 件に 付 禀請 

神戶 港の 改良 は國 運の 發展 上刻 下の 緊急 問題な 

海陸 運輸 聯絡 設備 は 規模 尙小 にし て、 現 在 貨物の 

す。 其 未. た 工事に 著 手せ ざるに 當 h- て 設計 を變 

る は、 國 家經濟 上の 必要事な， 9 とす。 今囘 政府に 

改良 計畫を 見る に、 此 際に 處 する 最も 適當の 設備 

速成 を 切望す るの 餘 り、 曾 て 橫濱港 改良 工事費に 

左記 條 件の 下に 政府と 協力して 該計畫 の 實行を 

之 候 键、 市 會の 議決 を 以て 此段及 禀請 候 也。 

明治 三十 九 年 九月 二十 八日 

神 戸市 叁事會 

市 長 

大藏 大臣 法學 博士 阪 谷 芳 郞 


。 然るに 旣定の 神 B- 稅關 

部分 を 取扱 ひ 得る に 過ぎ 


更し， 時世の 要求 

於て 調査せられ 

な る を 信す。 仍 

對 する 一 部分 擔 

圖 ち 度. 何 卒 特別 


に 應せ しむ 

たる 祌 芦 港 

て 本 市 は 其 

方法に 傚 ひ， 

の 御 詮議 有 


水上 浩躬 
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神 戶市史 刖錄ニ 神 戶の港 ®  九 一一 

一. 計 畫圖朱 線の 部分 を 明治 四十 年 四月よ. 9 向 ふ 八ケ年 以內に 竣成 せらる ベ 

き 二と 

二， 追加 工費 中 防波堤 を 除きた る 額に 對し其 三分の 一 は 市の 出資 を 以て 之に 

充てら る ベ きこと。 

三， 船 舶 槃 留、 貨 物 揚 卸. 藏 蘆 等 を 目的と し、 自 費 を 以て 工事の 一 部 を 施行す る こ 

と を 出願す る 者 あるとき は、 政府 は 條件を 定めて 之 を 許可 せらる 、 こと あ 

る ベ し。 佴し 市に 於て 出願 するとき は 他の 出願者に 先ち て 許可 せらる ベ 

き - J と。 

四、 設 計 變更. E 費 施工 等の 結果 工費の 總 額に 減少 を 生す ると き は、 政府 及 市 は 

お 初 分 把の 割合に 應 じて 各 出資額 を 低減す ベ きこと。 

五、 工事 歧成後 設備 利用よ 生す る 損益 は， 政府と 市と 其 出資額に 比例して 分 

配 せらる ベ きこと。 

六ヹ 事 分 擔の爲 めに 起した る 市債の 償還 を 終る 迄 は、 市 は 設備 利用よ， 9 生す 

る配當 金を該 公債 元利 償却 以外の 費 金に 充てざる こと。 

七. 營 造 物の 經營及 管理 に關 し-政 府及 市よ b 遝 出した る 委員 會を 組織 せらる 


* へ きこ と。 

八. 政 府は 出資額 を 償還して 市の 權利 を囘收 せらる ， こと ある ベ し。 伹しェ 

事 分 擔の爲 めに 起した る 市債 額が 市の 出資額 以上に 在る 間 は 其の 債 額の 

全部 を 償還 せらる ベ きこと。 

九， 前 記の 外 政府 は 可成 急速に 外港 防波堤 を 築造 せらるべき こと。 

以 上 

祌芦 市の 禀請 は旣定 工事費 を 除け る殘 額の 約 三分の 一 卽ち九 百贰萬 餘圆を 分 

擔 し、 以 て 工事の 速成 を 要望す るに あ， 9。 然るに 政府 は 財政の 都合 上前 記擴張 

計畫の 全部 を 一 時に 施行し 難き 事情 あ b て、 該計 晝の內 小野濱 西部の 突堤 四 個 

のみ を 築造 し、 他 を 第二 期 工事と して、 他日に 俟 つの 方針に 改めん とする を 知る 

や、 市 は 更に 新 計畫に 要する 總 工費 壹千七 百 九 萬 九 千 四百 七圓 の內旣 定額 參百 

九 拾 六 萬圓を 控除せ る 殘額千 參百拾 參萬九 千 四百 七圓の 三分の 一 卽ち 四百 參 

拾 七萬圓 を分擔 せん こと を 禀請せ， 9。 

技 § 協議 畲 大藏省 計 畫の神 芦 築港 癀張案 は 明治 三十 九 年 十二月 內務 省港灣 調査 會の議 

>審卺 

に附 せられ 可決せられ たる を以 て、 大 藏 大臣 は尙 慎重の 調査 を 遂げん が 爲め知 
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神！；：' 市 史 刖 s«  二 神-:: の 港 8  九 四 


名の 航海 業者 • 技術者 十三 名に 

針 を 確定 せんと し、 四 十 年 一月 

中 重要なる もの を擧 ぐれば、 

r 總說。 神 戸 港 界線內 に 於 

に 二 個の 大 防波堤 を 設け， 沿 

築 し， 拾 数個の 突出 埠頭 を 築 

ふす るに 在， 9。 而 して 本 ェ 

餘萬圓 の 鉅费と を 要し， 一 方 

の 困難なる と共に、 他方に 於 

關 する 技術 上の 改良 を 促し- 

難な る 事情 あ る を 以て、 本 港 

要 急の 部分より 著 手 せんと 

本 港の 如き 比較的 安全なる 

せんに は、 岸 接 紫 船 所を設 く 

大 防波堤 を 施設す るが 如き 


該計畫 を 示して 意見 を徵 し. 祌 芦 築 

其 官邸に 第 一 囘 協議 會を 開催せ り- 

け る將來 施設の 方針  は、 別紙 圔 面の 

岸 は 水深 二十 尺の 同 深 線 を 標準と 

き、 各 兩岸を 繋船 壁と 爲 し. 必 要の 陸 

事の 全部 を 施行 せんに は 十 有餘年 

に 於て 國家 財政 上 一 擧 にして 之が 

て 造船 術の 進步と 航海 業の 競爭と 

-豫め 数十 年後の 必要に 伴 ふ 設計 を 

に 於け る 全般の 工事 は 之 を 二期に 

す。 (第五 圖叁 照) 

錨地に 於て 先づ 荷役の 敏活と 貨物 

るよ h- 急なる はな く. 彼 の港內 全部 

は 寧ろ 之 を 他日 に 讓るも 未だ 晚し 


港に 關する 方 

. 其說明 書の 

如く 前方 海面 

し， 其內 部を埋 

上 諸 設備 を完 

の歲 月と 八 千 

完 成 を 期す る 

は 比 年 築港に 

定 むる は 稍. - 困 

區 分 し、 先 づ 其 

の 安全と を 期 

を 包 擁すべ き 

i せす。 而も 


w  ？  ^  圖畺^ 驸薛" 辦 驄鞠葸 flit 綳^^ 峭 


港內の 靜穩と 荷役の 便利と 

むる の 必要 ある を以 て、 今. 其 

一 r 設備 計畫の 大要。 神 芦 港 

內に與 ふる 損害の 大 なる は 

も、 其 囘數 甚だ 多から. f 然 

ざ る も、 四 時襲來 して 海 波 を 

者の 常に 憂慮す る 所な り。 

は， 其 前面に 方り て大 防波堤 

する を 以て、 未だ 岸 接 繋船に 

制限す る を 免れざる ベ し。 

し. 主 として 東風の 襲 來に備 

計畫 にか  >  る 繋船 壁 全部 を 

又 繋船 壁に 於て 荷役し 得べ 

の 慣習 等に. て 差異 ある 

孵 船荷 役との 競爭 或は 設備 


は兩々 相俟っ て 成る ベ く 同時に 其 目的 を 達せし 

計畫の 大要に 付き 說明 する 所 あらんと す。 

は 東北東よ b 西南に 到る の 間に 於て 海に 面 し. 港 

秋季 暴風 期に 於け る 南 乃至 西南の 大風な りと 雖 

るに 東北 乃至 東の 風に 至りて は 其 風力 猛烈なら 

攪 亂 し. 荷 役を妨 ぐる を 以て、 此 種の 風害 は 海運業 

今是 等の 風害 を 防ぎ 港內 全部の 靜 穩を圖 らんに 

の 築設を 要すと 雖 も、 其 結果 港內の 水面 積 を區割 

適當の 設備な き 本 港に 在りて 泊 船舶の 數を 

故に 先づ 小野濱 沖合に 五百餘 間の 防波堤 を築設 

へ， 以て 其 內港及 小野濱 西部 海面の 平静 を 保 ち、 本 

して 安全に 荷役 を爲 さし めんと す。 

き 數 量 は、 壁 の 長 短、 貨 物の 種 類、 分 配の 方法 及 土地 

を 免れす。 殊に 新 設備 完成の 當 初に 於て は. 或は 

使用の 不熟練に より 一 時 其 能力 を 抑 損せら るべ 
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s 戶市 史刖錄 ニ紳 戶の漭 i?  九 六 

しと 雖 も. 数 年の 後に 至らば 優秀 圆 熟なる 境遇に 達し、 一 ケ年ー 間に 千 五百噸 

の贺役 を爲し 得べ き は敢て 難事に あらざる ベ し。 而 して 本 港に 於け る 貿易 

額 は 著しく 增進發 達の 狀况に 在. 9。 之 を 旣往の 統計に 徵 する に， 最 近 七ケ年 

の 進 步步合 は 平均 年々 輸出に 於て 三分 八 厘、 輸 入に 於て 九分 一 厘の 增進を 示 

せ，^ 故に 此 割合よ， 9 打算せ ば， 今 後 十ケ年 目に 於け る 荷役 噸量約 五 百萬噸 

に 達すべ く， 其 內約 二割 は脬 船荷 役 等に 倚る ベ きものと 認 め. 之 を 控 除 し. 尙 ほ 

地形 及 工事 上の 便宜 等 を參酌 し、 約 四百 萬噸の 荷役 を爲し 得べき 程度 を 標準 

と し て、 別 紙 圖面中 朱書の 如き 計 晝を爲 した.^。 今 其 設備の 大 體を擧 ぐれば， 

小野濱 方面 に 於て 

防波堤 一 條  延長 五 百 四 拾 間 

繋船 壁  有效 延長 貳千 四百 四 拾 五 間 

物揚場  延長 百 六 拾 五 間 

二  i  毯骨 《 萬 八 千 四百 五 拾 六 坪 

lies  木造 千參拾 坪 

0 道  貳 拾貳哩 

起重機  百參 拾貳臺 


兵 庫 方面に 於て 


物揚 

上 


起 

其 他 之 

の 施設 

な ，9。 

を 以て 

三、 位置 

倉庫、 其 

深 一 層 

て aw も 

深く 陸 

第 一 


場 

11311 


：被 


付馬す ベ き 道路 

至りて は、 現 在 の 

して 以上の 工費 

が 完成 を吿 げん 

選定。 小 野濱の 

銀 行. 會 社 等 各種 

くして 大船 巨舶 

要の 地位 を 占め 


各 延長 七 拾 間 

延長 百 間 

木造 叁千坪 

叁哩 

八臺 

卞 水. 水道. 電燈等 

狀浞に 鑑み 主と 

は 其總額 參千貳 

と す 

地 は 近く 元 居留 

の 貿易 機 關を膪 


の 施設 を 伴 ふ ベ き は 勿 論、 兵 庫 方面 

して 淸韓賀 易の 用に 充 つるの 見込 

百 五 拾 萬圓を 要し、 施行 期間 八ケ年 


地を控 へ、 外國 商館 及官 私設の 上屋. 

へ、 沖合 は 之 を 兵 庫に 對 比する に、 水 

の 繋留に 適 し、 本 港に 於け る 外國賀 易の 中心 點 とし 

た， 9。 然れ ども 其 米 利 堅 波止場 以西に 至りて 稍々 

に灣入 し、 地 勢窘蹙 せる を 以て、 將來に 於け る 貿易 機關は 東部に 向つ 
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神 戸市 史別錄 二 神 戸の 港 ®  九 八 


て 漸進 

業に 已 

る ベ し" 

る鐵道 

事 を 施 

般の計 

し て、 東 

たる 所 

四、 棧橋 

五， 繋船 

六、 繋船 

進步は 

る を 以 

るべ か 

貿易に 


發展 する の 趨勢 を 

に 延て此 地に 達せ 

加 之 小野濱 東部 

を 得る に 容易 

得 ベ く、 尙 ほ 他 

小野濱 附近 を 

新生 田 川尻に 


I し 

,ィ 

畫 は 

部 は 

以 な 

及片 

壁 の 

壁 水 

漸次 

て、 繋 

ら す 

^ ナ 

が I. 


棧橋を 繫船壁 

構造。 (略す) 

深と 船舶 吃水との 關係 

小形 船舶 を 捨て 競 ふて 

船 壁 水深の 如き は 宜し 

抑 も 本. 港 小野濱 方面 

る 物の 集散 吞 吐に 應 


呈 せ， 9。 且 海陸 運輸の 連絡 上最 耍機關 たる 

るを以 て. 貨 物の 集散 は 極めて 迅速 に， 又 甚 だ 

と 新生 田 川尻 間 は 貨物の 類別 等に 要すべ き 

なる のみなら す、 現 在の 貿易 を 阻害せ すして 

年の 擴 張に 對 して は 無限の 餘 地を存 する を 

措て 他に 適當の 位置 ある を 見す。 是此地 を 

到 り、 西 部 は 元 居留地の 前面に 至る の 區域を 

に變更 する 理由。 (略す) 


鐵道は 

利便な 

廣濶な 

之が ェ 

以 て、 這 

中央と 

選定し 


及 將來擴 張の 方針。 近時 造船 及航 

大形 船舶の 建造 を 企つ るの 傾向 を 

く是 等の 趨勢に 鑑みて 之が 決定 を 

に 於け る 海陸 速 絡の 設備 は、 主 i し 

する の 目的に して、 其 水深 を 干潮 面 下 二十 


海 術の 

來 たせ 

與 へ ざ 

て外國 


七 尺 以上 三十 三尺と 定めたり。 (以下 省略) 

現今 東洋に 航行せ る外國 船舶 は 米 

今日 迄の 载荷 吃水 三十 三尺 を 超過 

益々 東洋 賀 易の 發展を 促す を 以て" 

大船 を 見る に 至る の 日 ある や も 知 

じて 直に 是等 大船 を收容 する に 遺 

川尻 小野濱 間の 三十 三尺 繋船 壁の 

め 之 を 三十 六尺 繋船 壁と な し、 他 日 

尺 以下の 大船 を繫留 する に 適せし 

加す るが 如き は、 毫 も 貿易 機 闊を阻 

れ ばな- 5。 

七、 槃船 壁と 船渠 水面 積。 (略す) 

八、 防波堤の 位置 及 其 構造。 防波堤 

將來. の 發展に 至大の 關係を 有する 


の ミ 

せ す 

本 港 

る ベ 

慽な 

內、 ィ 

必要 

む る 

害 せ 


ネソタ 級 

と雖 もパ 

出入の 船 

力ら す 

きを 期せ 

號地 又は 

に 際して 

を 便な， 9 

すして 進 


に屬 す。 然れ ども 小野濱 沖合に 於 


の 築 

力 か 

け る 


を 以 

ナ マ 


設 は港內 

に、 其 位置 

もの は 所 


故 

ざ 


る ベ 


は 之 を 

と す 

行し 得 


最大 

河 開 

て ミ 

か ら 

先端 

浚渫 

蓋し 

ベ き 


の 面 

の 選 

き EL 


港 


とす。 而 して 其 

通の 曉に 至らば 

ネソタ 級 以上の 

豫 期し、 必要に 應 

す。 則ち 新生 田 

約 百 三十 間は豫 

し て 吃水 三十 六 

其 航路 水深 を增 

容易の 事に 屬す 


及 水 

は 頗 

防 波 
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深 を 劃 限 し、 本 港 

る 重要なる 事項 

堤なる を以 て、 繋 

九九 


神戶市 史^ jg  二 神 戶の港 as  1〇o 

船 壁の 配置 定まる に從 ひ、 之 に準じて 其 位置 自ら 決定 せらるべし。 抑 も 防 波 

堤に 抱 護 せらる * へ き 水面 積 は 成る ベく 廣澗 にして 船舶の 操縦に 便なる を 可 

とすと 雖 も、 暴 風の 起る に 際して は 能く 其 靜穩を 保ち 得べき や 否やに 留意せ 

ざる ベ からす。 而 して 小野濱 沖合に 設置す ベ き 五百餘 間の 防波堤 は 新生 田 

川尻 槃船 壁との 間に 百 間の 出入口 を 有 ち、 其 中央 水面の 間隔 約 二百 三十 間 を 

出で ざる を以 て、 縱 令 外海の 波浪 其 猛威 を逞 ふす る こと あ， o. とする も、 依 然 と 

して 安全に 荷役 を績 行し 得べ し。 然るに 若し 此 間隔に して 廣大に 失すれば. 

外海 波浪の 侵入 を 受け 繋船 荷役 を 阻害す る の 懸念な き 能 はざる な， 9。 今 夫 

れ港內 常に 曳船 使用の 制 を 取 

有た しめたる は 稍々 廣 きに 失 

の 出入 を 便に し、 且 將來生 田 川 

したる を 以てな り。 加 ふるに 

の 潮流 あり。 先年 祌 S- 市の 施 

岸 を 洗滌す る 潮流 は 其 分派に 

云 ふに 在りと 雖 も、 新 生 田 川尻 


る に 於て は， 堤 と 壁との 間に 於て 百 間の 間隔 を 

せざる や を 疑 ふ 者 ある べしと 雖 も. 勉 めて 船舶 

尻 以東に 施設す ベ き擴 張に 應 せんこと を豫期 

神 p 港 沖合に は 明 石 海峡 を 通過し 來れる 一種 

したる 潮流 觀 測の 結果に 依れ ば， 常 時 本 港の 沿 

し て、 勢 力 甚だ 微弱 に、 且 一 定の 方向 を 示さす と 

に 於け る繫船 突堤 は 其 沿海の 潮流 を 合せて 此 


出入口 を 通過せ しむる の 傾向 ある ベ きを 以 て、 勉 めて 其 

が爲 めな， 9。 而 して 是等 沿岸 潮流の 全部が 常に 內 港に 

其 流 勢の 遲速 如何 は 今 之 を 測定す る を 得すと 雖 も， 港 口 

にして 百 間の 幅員 を 有た しむる に 於て は、 港 內の 船舶 を 

困難 を來 たす の 虞な かるべし。 若し 夫れ 他日 潮流に 因 

に 危難 を釀 すが 如き を 見れ ば、 之 を 港外に 轉せ しむべく- 

且其經 費 亦 多額 を 要せざる べし。 (以下 省略) 

九， 陸 上 設備に 屬 する 工事の 說明。 陸上 設備に 屬 する 上 

は 大要 左の 如く 施設 せんとす。 

一. 上屋。 鐵骨及 木造の 二種と し， 前 者 は總て 繋船 壁 上に _ 

% 設す 

鐵骨 上屋の 數 は豫定 繋船 數に 準じ-一 艘 一 棟の 割合と し- 

の  は稍大  にして、 各  其  幅員  を  十五  間と  す。  卽其 計算 は 繋 

千 五百噸 扱と し、 貨 物 停留 日數を 三日と し. 平 均噸 量の 二 

中す る 場合 を考 へ、 一 坪 ニ噸の 割合によ， 5 定めた， 9。 

第 一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第 四 隼 祌戶 築港の 沿革 及 計 畫  1 〇 1 


潮 勢 を 緩和せ しめん 

廻 流す-へ き や 否 や、 又 

の 水深 三十 三尺 以上 

し て 繋船に 多大な る 

h- て港內 船舶の 繋留 

其方 法 は 容易に して 


屋. 起 重 機. 道 路 及 

後者 は 之 を物揚 

壁 上 外方に 位す 

船 壁 一 間に 付き 

倍 半の 貨物 一 時 


鐵道 

場 に 

る も 

貨物 

に 集 


祌戶 市史 

木造 上屋 は 

1 、起重機。 

物 は 直に 之 

ベ く、 且 諸 所 

貨車の 運轉 

備を施 し、 夜 

一， 鐵道及 道 

の 運轉に 便 

て、 軌條間 其 

鐵道 は旣設 

し、 諸 所に 轉 

幅 十 間の 碎 

種碎石 道路 

を 架し. 何れ 

兵 庫 設備の 


玆ニ神 戶の港 10ー1 


幅員 十 間 乃至 

粱留 船舶と 上 

を 上屋に 移し- 

に  十噸 乃至  三 

に は カブ スタ 

間の 操業に も 

路， 繋船 壁の 

ならし めんと 

他 必要の 場所 

の 海陸 連絡線 

轍 器 及 旋車臺 

石 道路 を 設け" 

を 設 け. 且 同 時 

も市內 主要の 

槪 要 J 兵 庫 に 


十二 間と し、 土 

星との 間に 電 

大船に は 一 噸 

十噸の 定置 起 

ン を 使用す ベ 

支障な からし 

沿岸 及 上屋 附 

す。 然れ ども 

に は 張 石 を 施 

路 を 延畏 して 

を 設けて 運輸 

岸壁 沿岸 其 他 

に 下水工事 を 

通路と 其 連絡 

於け る 設備 は 


地の 狀况 に應 じて 之を定 む。 

氣式 可^ 起重機 を 装置 し、 船 艙 內の貨 

半 二 基、 三噸及 五噸各 一 基 を 使用し 得 

重. 機 を 設置し、 荷役の 迅速 輕便を 期 し、 

く、 其 他 水道. 電燈等 必要なる 一 切の 設 

む， 

近に は數條 の鐵道 線路 を布設 し、 車 輛 

馬車 及 荷車 等の 通行上 不便なる を以 

して 道路 面 を 平滑なら しむ。 而 して 

埋立地に 及ぼし、 更に 繋船 壁 上に 分岐 

の 利便に 供 し. 尙 ほ 谷 突出 埠頭 中央に 

埋立地 內には 幅 十二 間 乃至 六 間の 各 

施 し、 又 元 居留地 及 埋立地 間に は 橋梁 

を圖れ り。 

主として 淸韓賀 易の 貨物 を 取扱 ふの 


目的に し 

築 造 し， 其 

一 艘の船 

し、 之に 接 

を 設 け、 橋 

しむる の 

以上の 內 

及 防舷材 

B, に 於け 

工事 施行 

ける 同 港 

るの 必要 

先 以て 此 

ま す ， J と 


て、 兵 庫 新 川 

上部に 各 五 

舶を 繋留せ 

して 木造 上 

上の 軌道 を 

計畫 な， 9。 

鐵棧 檨は鐵 

等 須要の 設 

る 設備と 大 

の說 明。 神 

對外 賀易發 

あ， 9 と^も 

際 別紙 圖面 

<• せ， 9  其 


口 間 を 適 當に埋 築 し、 是 よら 長 七 拾 

條の 軌道と 四 基の 高架 起重機 を設 

しむ。 叉 埋立地の 南方に 偏して 長 

屋及 道路 等 を 設置 し， 且 棧 橋に 近接 

延長して 相互の 聯絡 を 保ち、 旣設山 


脚 を 有 

備を設 

同 小異 

B- 税關 

展の大 

叉我國 

ハのニ 

工事の 


て 

な 

よ 

--丄 

3 


る 堅固の 構造. i な し、 上 部 

- 又 埋立地 護岸 及 物揚場 

る を 以て 特に 說 明すべき 

陸 運輸 聯絡の 設備 は 之 を 

に 鑑 み、 少 なくと も 別紙 圖 

下の 財政に 顧 み、 之 を 第 一 

,9 ホに 至る 四箇 突堤 を 築 

要なる 種目 を擧 ぐれば 左 


間 幅 拾 間の 

け， 棧 橋の 雨 

百 間の 物揚 

せる 個所に 

陽鐵道 線路 

に 張 板 を 施 

の 構造に 至 

ものな し。 

現在 及 近き 

面 朱 線の 如 

期 及第 二期 

造 し、 次 で 第 

の 如し。 


鐵桡橋 を 

哪： ま 各 

場 を 築造 

も 亦 上屋 

に 接續せ 

し、 繋船 柱 

b て は、 神 

將來に 於 

く 施設す 

に區 分し. 

二期に 及 
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St 


~~ «理 


起 


機 


三 二 


七 七 


兵 庫 方面 省略す。 

協議 會に附 した る 議案 は，;! 防波堤の 位置^ j 繋船 岸壁の 水深 HI 繋船 岸壁の 間隔. 

g 槃船 岸壁の 構造 等に して、 谷 項 順次 審議せ しに. 種々 の 意見 出で 容易に 盡 くべ 

くも あら ざ. 5 しか ば. 特 別 委員 五名に 附 托す。 依て 委員 は大藏 省に 集會 し、 審 議 

の 末， 次 の 報告書 を 作りて 本會に 提出せ， o。 


鹛戶市 史 刖錄ニ 神戶 の港灣 

重要 工事の 比較 


1 o 四 


防 


上 


波 堤 


全 


體 


t 

言 


畫 


第 


I  計 


延 


長 


五 四 〇 


岸 


S 場 


有效 延長 


二、 四 四 五 


有效 延長 


延 


長 


六 五 


延 


長 


I 


木 


骨 

造 


二八、 四 五六 

1 、〇 三 〇 


書 


、四 oo 


六 五 


六、 七 四 o 

1 、o 三 〇 


神 戸稅關 運輸 聯 絡： 設 備 工事 計畫 協議 會 特別 調査 委員 會 報告書 

本會は 明治 四十 年 一 月 十， 九日 大藏 省內に 於て 開會 審議 L たる に、 先決問題と 

して 左の ニ說を 生じた， 9。 

甲說， 第一 期 計畫の 繋船 岸壁 を縮少 し、 其 經^ を 以て ハ 號 乃至 へ 號槃船 岸壁 

を 擁護す ベ き 防波堤 を 同時に 築造す る こと。 

乙說、 第 一期 計畫 は專ら 現在に 於け る 荷役の 不便 を救濟 する を 目的と し 全 

部 原案の 通り 施行す る を 可とする こと。 

右の ニ說を 生じた る も、 討究 審査の 結果 乙說を 可決せ ら， 而 して 第 一 期計畫 

の 期待す る 荷役 をして 十分 安全なら しめんに は 防波堤の 築造 を 必要と すべ 

き は 勿論なる を 以て、 政府 は 速に 防波堤 を 築造す る の 方針 を 取，^ 第 一期 計畫 

をして 益々 其 利用 を增 進せ しめらる 、 こと を 希望す。 

港內 水面 積 及 防波堤の 位置 

甲說、 水面 百 叁拾叁 萬 坪 は 狭少に 失す。 蓋し 原案 は歐米 文明 國港灣 の 設備 

として は遺慽 なかる ベ しと 雖 も、 東 洋 にて は 多少 事情 を 異にする と、 神 芦 港 

將 來の發 展を豫 期し、 凡そ 貳百五 拾 萬 坪 位 を 保た しむる ものと し、 之 に相當 
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神戶市 i  二 神戶の 港^  1 0丄ハ 

する 位置に 於て 防波堤 を 築造す る こと。 

現在の 港界を 狭少せ 


乙說， 成るべく 

. 一 と 

丙說、 水面 積の 

右三 說に 就き 討 

左記 二 ケ條の 希 

1 、 防波堤の 主た 

拾 間と する こ 

二， 本 港口の 外 和 

に 於て 調査の 

繁 なるとに 鑑 

防波堤と 

一、 ィ號及 ハ號の 

東方 へ の慷張 

と す。 


ざる こ と. を 目的と し 防波堤 を 築造 す る 


廣大 なる は 

議 を 遂げた 

望 を 基礎と 

る 港口 は 四 

と 

田 岬 近傍に 

上 決定す る 

み、 約 貳百間 

繋船 岸壁と 

入口 は 間 

,ゲ| 盧 り、 且 Mm 


港 內の波 

る も. 短 時 

し、 試 に 之 

拾 尸、 の 水 

一ヶ所の 

ものと す- 

を 要すべ 

の 距離 

の SS  c 貝 こ 

舶 の操縱 


浪 

深 

「き 


を 

*> 

力 

を 

も 


起す に 因り 

於 て 决定し 

法線 を規 畫 

有する 場所 

を 設 く る も 

し 潮流の 急 

のと 思考 す- 


原案 を相當 とす。 

得る の 見込な きを 以て- 


せ  hy^ 

I 1 ョ _i 

の と 

激 な 


け、 其 間隔 は 約 百 五 

し、 其 間隔 は 當局者 

ると 出入 船舶の 頻 


て 船舶の 操縦 不可能に 非 やと 雖も， 將來 

上 百 五十 間 又は 貳百 間と 爲すを 便な， 5 


右 討 

、原案 

，第 一 

但し 

を 希 

, 第二 


議の 結果 百 五十 

繋船 岸壁の 間隔 

の 通 b 可決す。 

繋船 岸壁 水深 

期 工事 は 原案の 

實際 施行に 際し 

き す 

ぁ 工事 L- 


間說に 決定す。 


1、 總て 

技術 協議 

二十 三日 

本會は 

一 、第 1 


通り 可決す。 

"號に 沿 ひ 水深 三十 六尺 迄の 繋船 岸壁 を設 くる 


槃船 岸壁 

施行 者の 

本 會は審 

に 至 b 左 

大體に 於 

期 工事の 


於け る繁船 岸壁の 水深 は 其 施行に 際し 更に 討究 せらる ベ き 

波 堤の 


及 防 

見込 

議の 

の 如 

て 特 

一一 一!.。 畫 


構造 

に 依 b 決定 

結果 大體に 

く 大蔵大臣 


せらる  >  を .E  $B とす。 

於て 特別委 員 會の報 吿を承 認 し、 四 十 年 一月 

に 報告せ， 9。 

別 委員の 報吿を 是認し 左の 如く 決議す。 

は 原案 を 可決す。 
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神 戶 市史 二 

佴し ハ號 突堤に 沿 

望す。 

二、 繋船 岸壁 及 防波堤 

と す 

一 11、 第 一 期 工事の 計晝 

政府 は 可成 速に 防 

但し 港 門 を 四十 尺 

に 副 門を設 くる も 

四、 第 二期 工事 は 前^ 

斯の 如くして 第 一 期ェ 

十 年 政府 耍求 豫算 とし 

院を 通過 し、 玆 に 第一 期 

九^ 九 千 四 W 七 面， ェ 事 


神 戶の漭 -  0/ 

ひ 一 部 は 水深 三十 六尺 迄の 繋船 岸壁 を設 くる こと を 希 

の 構造 は總て 施行 者の 見込に 依 ，9 決定 せらる ベ きもの 


を 是認した る は 水面の 靜穩 を豫期 

波 堤の 計畫を 立て 之 を 施行せられ 

の 水深 を 有する 場所に 設 け、 其 幅 員 

のとす。 

防波堤の 計畫 と共に 追て 決定 せら 

事の 計 畫は總 て 原案の 通り 可決せ 

て 第二 十三： 帝 國議會 に 提出 せら 

築港 計晝擴 張の 決定 を 見る に 至れ 

期 11 三十 九 年度 以降 同 四十 六 年度 

分擔す ベ き 命 分 書 を下附 せられた 


し 

む 


たる 者な 

こと を 希 

約 百 五十 


を 以 て， 

とし^' 


ベ きものと す 

れ， 次で 其 經費は 四 

- 四十 年 三月 貴衆兩 

" 其總 工費 千 七 百 

亙る 八ケ 年に して， 

- 同年 四月 臨時 祌 


時齡戶 港 神 S- 市 は 四 ：C  ^ お S を 

成立  B- 港 設傰委 ：只會 官制 發布 せら れ. 關 係官 瓱 官吏 及祌 B- 市長 を 初め 市の 關係 者數 
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名 を 合して 十七 名の 委員の 任命 あ， 9。 同 五月 第 一 囘 委員 會を 開催 せら れ. 本 港 

設備 計 畫の當 否 を 審議に 付し， 異議なく 原案 を 可決し， 玆に 海陸 聯絡 設備 計畫は 

全く 確定せ， 5。 

起 H 式舉行 四十 年 九月 十六 日阪 谷大藏 大臣 臨場 し" 小 野濱 埋立地に 起工式 を 執行す。 市 

も 亦 祝賀 會を 開催 し， 市 中 は 未曾有の 殷賑 を呈せ b。 尙市內 各小學 校に 於て は 

當 日 を 記 念せ ん爲 め. 錨 山 東方の 山頂 を撰定 して 市 徽章 形 植林 をな せり。 

設計の 變更 設計の 變更。 築港 工事 は 前記 技術 協議 會及 ニ囘の 臨時 神^ 港 設備 委員 會決 

議の 趣旨に 基き 實施 中な りし が、 四 十二 年 二月 賀屋洋 介 外 六 名 は 神 芦稅關 海陸 

運輸 聯絡 設備 計畫變 更に 關 する 請願書 を 衆議院に 提出せ， 9。 其變更 意見 左の 

D ン。 

i し 

一， 繋船 岸の 間隔 七 拾 間 は 到底 狭隘た る を 免れす。 依て 現 計畫を 左の 如く 變 

更 せんこと を 望む。 

四 個の 繋船 壁 を 三 個に 改 め、 各 壁の 間隔 を 百參拾 間と し、 各 側に 二 隻宛を 繋船 

せし むる こと、 なさ ば、 船 舶繫留 の 利便と 安全 を 保つ に 於て 其收 むる 處の效 

果は 前揭の 問題 を 解決して 餘 ある を 信す るな- 9。 

第一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第四窣 神戶 築港の 沿革 及計畫  lo 九 


紳 戶市史 ^  SSM 一 

旣定の 設計 を變 する 

ざる 處な. 9 と雖 も. 聞 

延を行 ふ 由. 果して 然 

すん ば あらす。 乃ち 

ら す. 其 工事に 於ても 

國家 百年の 計 を 全 ふ 

hv と IIJI! す。 

以上 請願 寄 は 衆議院に 

大藏 大臣 へ も 同 樣の計 

經濟的 利用と 之 に 伴 ふ 

ベ き 防波堤 等の 關 係に 

否に 就き 愼 重の 調査 を 


神 戶の港 »  一 一 〇 

が爲 めに 竣工の 時日 を遲延 せし むる は 吾人 Q 忍ぶ 能に 


く處 によれば 政府 は 財政 上の 都合に 依- 9 

らば 吾人の 卑見 も 亦 政府の 採用 を 得べ き 

此際 繋船 壁 壹個を 減せば 啻に 其經费 を 減 

竣成 日 を 短縮し 得る の 利得 あ， り。 斯 くの 

する に 止まら す、 又 現下の 趨勢に 適應 する 


於て 之 を採擇 すべき ものと 議決せ， 5。 又 

畫變更 意見書 を 提出せ しを以 て， 大 藏 大臣 

工費 增減 若く は 荷役 能力 及收 入の 減少 其 

鑑み、 港 灣經詧 の 大局よ， 9 打算 し、 現 計畫を 

重ねん が爲 め、 四十 二 年 五月 第二 囘 技術 協 

が 意見 を徵 したり。 其 結果 水陸 面積の 利用 及 荷役 能力に 關し當 

更 せ す. 且 つ 現下 施行し つ ， ある 工事 上 障害 を來さ ,， る 程度に 於 

分 を 採用し. | 號. ニ號 突堤 間隔 を 九十 間に、 其 他の 間隔 を 八十 間に 


竣成 時期の 繰 

理由 を堦 加せ 

少 する のみ な 

如くん ば獨 b 

機苴の 良計な 

前記 代表者 は 

は 海陸 面積の 

他將來 築造す 

變更 する の當 

議會を 開 き、 之 

初の 計 畫を變 

て 其 請願の 幾 

擴大 し、 隨て突 


堤の 幅員 を 一 號 三十 間.：^ 他 を 凡 て^ 

大藏省 は 更に 之 を 臨時 神^ 港 設備 委員 會に 

該 委員 會を開 き、 第 四號 突堤 西岸 水深の 增加 

たり。 其 議決の 要項 左の 如し。 

1, 繋船 用 突堤の 水面 間隔 第 丁 第二 突堤 間 

十 間と し. 水 面 間隔に 於て 二十 間 乃至 十 

二、 繋船 突堤 幅員 第 一 突堤 三十 五 間 を 三十 

減 縮す 

三、 第 四 突堤 水深 二十 七 尺 を 三十 尺 

築港 計畫の 一 部は斯 くして 變更 せら 

進埗 をな し. 殊に 繋船 突堤 築造に は 斬 

應 用 し. 作 業の 簡易-と 促進 を圖 りし を 

絡 を 保つ ベ き 京 橋 架設の ェを了 へ、 第 

ェを 終らん として-陸上 設備 實 施の 時 

臨時 建築 課の 所管なる 橫濱港 海陸 聯 


亲 

以 


に 狭 

附議 

其 他 

七十 

間 を 


た ひし 

して 

て、 大正 

1 突堤の 

期に 到來 

絡 工事の 


むる ことに 決議せ. 9。 依て 


るの 要 あ， 5 と 

問題と 共に 之 

間 を 九十 間、 其 他 

增 加す。 

し • 其 他 は 六十 間 


し， 同 月 十七 曰 

を 審議に 附し 


は 七十 間 

を 五十六 
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_ 爾來 各般の 工事 

模大 なる 大型 鐵 

年 夏 秋の 交旣に 

築 就 り、 第 四 突堤 

,9。 此 時に 方， 5 

部分 は實 地の利 
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を A 


は豫定 の 

筋 混凝土 

市街 道路 

の 大部 將 

同じく 大 

用に 供せ 

1 1 
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神 戶 市 & 別錄 ニ神戶 の^ »  ニー 一 

f し が、 其 利用の 便 否に 鑑 み、 本 港 設計の 一 部 を變更 する の 必要 を 認められ， 大 

正 二 年 十月 第四囘 臨時 神 港 設備 委員 會 開か れ、 變更 改良の 事項 を 審議せ、 り。 

其 決定 事項 を舉 ぐれば、 

一、 第 一 突堤 西側 及第 四 突堤 東側の 各 前端 上屋 g 十一 四 | の 一 部 を 二階建と な 

一 一、 第 一 號. 第 ニ號 及第 十四 號 上屋に ブラ〃 トフ ォ— ム を設 く。 

三， 第二 突堤 及第 三 突堤の 中央 上屋 各壹楝 g  g§ を廢し 野天 置 場と 爲す， 

四、 各 上屋の 梁 間 十五 間 を 十四 間に 變更 す。 

五、 發 電 設備 を廢し 配電 設備と 爲す。 

六， 三 十噸及 五十 噸定 S 起重機 を廢し 可動 起重機の 數を 減す。 

七、 繋 船 及 貨車 用竪軸 轆^ を廢 す。 

八、 第二 突堤 東側 前方 百 三十 間に 對 する 繫船壁 水深 を增 加す。 

九， 第 丁 第二 突堤 間 及第 三. 第 四 突堤 間の 岸壁 を物揚 場に 變更 す。 

十， 第 一 突堤 頭部 形狀 を變更 す。 

ェ 期お 延と ェ期^  EJ と X  V  . .:  一. にる 當初計 晝案は 工費 
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^  .,N  ^  ^ ヌ 凑 r  ,  B^^lflf/  ： ： を 第二 十三 帝 國議^ 

に 於て 計畫を 變更擴 張して 工費 千 參百拾 参 萬 九 千 四百 七圓を 追加し 八 ケ年計 

畫 となせ り。 其 後 政府 財政 上の 都合に より ニ囘 の繰延 をな し、 大 正 五 年に はェ 

事 設計の 一 部に 變更を 加へ て、 經費 四百 貳萬叁 千 九 百 九 拾 八圓を 減す る と 共 に， 

ェ期を 十三 ケ 年に 延長せ， 5。 今 工事 期間 及 經費 の 異動 竝に神 芦 市の 分擔額 を 

表示 すれば 左の 如し。 
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神 戶市史 刖錄ニ 神 戸の 港 稗  1 1 四 

尺藏. K 臣官 大正 二 年 六月 官制 改正の 結果 大藏省 臨時 建築 部は廢 せられ， 大藏 大臣 官房 臨 

課神戶 a 張 時 建築 課と な， 9, 神 U; 支部 は 出張所と 改稱 せら れて. 本 工事 を繼續 施工す る こと 

听 施工 中の 

計 *a  5 となれ， 9。 現今 施工 中の 計畫 一斑 は 左の 如し。 (第 七圖參 照) 

叫 海面 埋立。 海面 埋 立の 位置 及 形狀は 所謂 櫛齒 形に し て， 東 は 小 野濱最 突出 

部より 西 は 元 居留地 前面に 亙 り， 水 深 二十 尺 前後の 同 深 線 を 劃， 9 て埋築 し， 之 

よ， 9 防 波 用 護岸 堤 及 繫船用 突堤 を 築造 し、 又 埋立 護岸 壁 及 物 揚場等 を 築造す。 

埋立。 埋 立は總 面積 約 八 萬參千 坪に して， 埋立地の 高さ は朔望 平均 干潮 面以 

上 十 一 尺と す。 

浚渫。 浚渫 區域は 突堤 間 及 航路 總 面積 約 三十 三 萬 五 千 坪に して， 水深 は 干潮 

面 以下 三十 尺 乃至 三十 六尺と す。  . 

槃船 岸壁。 繋船 岸壁 は總 延長 千 五 百 九十 二 間 五 四、 有效 延長 千 三百 六十 二 間 

にして， 同時に 大小 船舶 十九 隻を 繋留し 得べ し。 卽 左表の 如し。 
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物 揚場及 埋立地 護岸 壁。 物 揚揚 は 埋立地の 西北 隅に 延長 百 二 寸九間 六、 第 一 

及第 二 突堤 間に 延長 九十 間、 第 三 及第 四 突堤 間に 延長 八十 間、 合 計 二百 九十 九 

間 六に して、 專ら脬 船の 荷役に 便す。 又 埋立地 護岸 壁 は 第 四 突堤 西側 繋船 岸 

壁に 延長 十八 間、 第 二 及第 三 突堤 間に 八十 間， 合 計 九十 八 間にして， 吃水 九 尺 前 

後の 小 蒸 汽船 を 繋留せ しむる こと を 得。 

小野濱 突出 部に 於け る 第 一 突堤の 東側 及 頭部の 護岸 は 延長 約 三百 八十 間、 其 

頂點は 干潮 面 以上 十七 尺と す。 

TT 陸上 設備。 

上屋。 上屋 は 鐵造及 木造の 二種と し、 鐵 造 上屋 は 十六 棟 一 萬 四千 九 百 八十 四 
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神戶 市お 刖錄ニ 神 戶の港 二. U 

坪 七 五、 梁 間 各 十四 間にして、 內ニ棟 は 一 部 二階建と し. 旅客 用 設備 をな し， 孰れ 

も 槃船壁 を距る 二十 三尺の 所に 於て 之 を 平行に 建設 し、 其 內 便宜の 場所 を區 

割 し， 放 置 貨物 場. 貨 物 檢査場 及 事務室 を設 け、 木 造 上屋 は 二 棟 千 五十六 坤. 梁 

間 谷 十二 間にして. 物 揚場を 距る四 間の 所に 於て 之と 平行に 建設 し、 其 放置 貨 

物置 場 及 貨物 檢査 場を設 くる こと 鐵造 上屋に 同じ。 左に 其內 譯を揭 ぐ。 
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第一 一. S 兵 庫 及紳戶 港の 沿革 第四牮 神戶 築港の 沿革 及計畫  一一 七 


神！ i 市 *l  s"aM 一  祌 戶 の ^港 

鐵道。 鐵道 は鐵造 上屋と 繋船 3 曱 


三 線 を 敷 

線に 連絡 

臺. 二十 一 

船 岸の 全 

道路。 道 

の 四^に 

八 間と す- 

ら  しむ。 

埋立地と 

樞耍 道路 

づ く。 

起重機。 

上屋 前面 

動 起重機 


設 し- 

せ  し 

臺、 計 

長に 

路 は 

區分 

- 又 

市內 

と の 


立 

臺 

て 

，之 


の 


鐵造上 

に 三十 

は 孰れ 


M 


地 中央に は 数 

其總 延長 十 一 

を 設置す 


六臺 

• 上屋 

マ 力 

一 >  M 

岸竝 

交通 

幅員 

前面 

定置 


前面に 

ム 式碎 

間 半 又 

上屋 入 

便なら 

十尺經 

五噸可 

働 起 重 


壁との 中間に 一 

條の 側線 を 配置 

哩餘 にし て、 外 に 

- 又電氣 起重機 

敷設し， 其 延長 約 

石 道路に し て、 幅 

は 一間の 

口 通路 は 


步道を 

花崗石 


1 1 八 

線， 上 屋の 背面に 二 線 若く は 

し、 悉 く 小 野 濱驛に 通 やる 幹 

附屬 設備と して 貨車 用轉車 

を運轉 すべ き 廣軌鐵 道は槃 

1 哩半 とす。 

員 を 十二 間. 十 間. 八 間 及 七 間 

設く。 其總 延長 二 千 四百 十 

敷と な し. 車 馬の 交通に 便な 


しむる 爲 

間 六十 尺 

動 起重機 

機 一 臺、 五 


め， 埋立地の 西北 部に 於て 元 居留地 

の鐵橋 一 個 を 架設 し、 之 を 京 撟と名 

七臺、 一 噸半 可動 起重機 十四 臺， 木造 

噸 定置 手 働 起 重 璣四臺 を 配置 し、 可 


も 


電力 を 以て 迅 傅す。 


防波堤 工事 

の 著 手 


配電所。 配電所 一 棟を嚴 け， 電氣 變壓の 装置 をな し .電 燈及 起重機 

め， 又 茏斯 點燈に 必要なる 装置 を設 く。 


送電せ し 

け、 上 屋內に 


電燈芄 斯燈及 給水。 埋立地 內 必要の 場所に は 弧光 燈 S 斯燈 を設 

は 白熱 燈を 配置す。 

水道 は 繋船 岸壁 沿 及 主要 道路の 步道 直下に 敷設し， 各 要所に は 給水栓 及 消火 

栓等を 設置し， 船舶の 給水 構內 各種の 用水 其 他 非常 事 變に備 ふ。 

雑 設備。 二階建の 上屋 前面に 鐵製渡 橋 を 設け、 旅客 昇降の 便に 供し， 又 必要の 

場所に は 公衆 便 所. 門 衞所及 見張 所 等を設 く。 

第三 節 神 戶稅關 防波堤 築造 工事の 梗概 

明治 四十 年 一 月 神 芦 築港 擴張 計畫案 成る や、 大藏 大臣 は 之 を 技術 協議 會の審 

議 に .附 せ し に. 同 會は旣 記の 如く 防波堤 築造の 急務に つき 次の 決議 報吿 をな せ 

第 一 期 工事の 計畫を 是認した る は 水面の 靜 穩を豫 期した る ものなる を 以て、 

政府 は 可成 速に 防波堤の 計畫を 立て. 之 を 施行 せられん 事 を 望む。 伹し港 門 

第 一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿萃 第 四 章 神戶 築港の 沿萃 及計畫  1 一 九 


神戶 市史 刖玆ニ 神 戶の港 街 

を 四十 尺の 水深 を 有する 場所に 設 け， 其 幅員 は 約 ぼ 五十 間と 

くる ものと す 

以上の 決議 は 築港 工事と 共に 防波堤 工事 を 起す を 以て 萬 全の 

なりと 雖も. 政府 財政の 事情 は 一 舉 にして 此兩 種の ェに著 手す 

あ り て， S 波 堤の 築造 は 遲延 せら れ， 爾 後三年の 星霜 を經 るに 及 

著 進 埗を吿 げし を 以て-政府 は 其 利用 を 完全 且有效 ならしむ る 

の 安全 を 保障 しお 物揚 卸の 利便 を增進 せんが 爲め、 沖合に 先づ 

築造 せんと し、 第 二十 六 囘帝國 議會の 協 贊を經 て、 明 治 四十 三年 

b。 防波堤の 位置 は實施 中なる 海陸 聯絡 設備 工事の 東方 沖合 

會の 決議に 據る神 n- 港 防波堤の 一部 六 百 三十 二 間と す。 左に 

位置に 關 する 港 潸 調査 會の 議決 要項 を揭 ぐ。 

祌芦港 防波堤に 關 し港灣 調査 會 議決 要項 

一 • 南 防波堤 は 港 界線を *!" 示す る 和 田 岬の 立 標 (北 方 の 分/ り 

線 上に 存在し 其 全長 を 約 五 百 間と す。 

二. 前 現の 一 線と 天測 を 通す る異北 線と 相 交叉す る 一 點ょ， 9 


1 二  o 

し、 別 に 副 門を設 

措置と なす もの 

る を 得ざる もの 

び、 設 備 工事 は 著 

と 共 に. 沖 繋 船舶 

一 條の 防波堤 を 

四月 之 に 著 手せ 

を 選 び、 港 灣 調査 

本 港 全 防波堤の 


東微北 に 走る 一 

南 防波堤の 西 端 


に 至る 間隔 を 百 五十 間と し 之 を 港の 西 副 門と す。 

三， 南 防波堤の 東端と 東 防波堤の 南端との 間に 港 門 (干 潮 面 以下 水深 七尋 以上) 

を 設け 其 幅員 を 百 五十 間と す。 

四， 東 防波堤 は 南 防波堤の" 法線 を 延長せ る 一 線 丄に起 1 直線に 北微 東に 約 

九 百 五十 間にして. 玆に 幅員 五十 間の 東 副 門を存 し， 尙 同 方向 を 取る こと 約 二 

十五 間にし て、 夫 よ b 七 百 間の 半徑を 以て 方向 を 北東に 轉 じ、 大 藏 省稅關 第二 

期 工事 突堤の 南端との 間に 二百 五十 間の 間隔 を存 する こと。 

五、 税 關擴張 第 一 期 工事 を 擁護す るの 目的 を 以て 大蔵省に 於て 施行 せんとす 

る 東 防波堤の 一 部 (長 六 百 三十 二 間) は、 其 南端 を 稅闊第 一 期 工事 最西 埠頭の 西 

南 角よ， 9 約 南東の 方向に 劃され たる 一 線と 東 防波堤の 法線と 交叉す る 一 點 

に 一 致せし め、 玆 に 幅員 五十 間の 東 副 門を設 くる こと。 

前記の 東 防波堤 は祌 港 全 體を包 擁する 大 防波堤の 東北の 一 部に し て、 之 に よ 

り 東の 海 波 を 遮斷し 得べ き も、 其 長 僅に 六百餘 間なる を以 て、 川 崎 波止場 以北の 

海面の 靜穩を 保つ に 留ま り、 夏 秋 暴風 季節に 於け る 偏 南の 風に 際して は、 常 に 紀 

淡 海峡 を 通じて 太平洋の 激浪 を 港內に 送致 し， 海 面 を攪亂 して 船貨の 損害 著し 

第 一 編 兵 庫及鉀 戸 港の 沿革 第 四 章 神戶 築港の 沿革 及計畫  ニニ 


Kts とェ期 


祌 a. 市史 

く， 且つ 聯絡 設 

ひ 貿易 一 屠の 

滯 積 日 を逐ぅ 

か， 被害の 慘狀 

正 六 年 政府 は 

し. 大正 十 年に 

逯决に 基き， 和 

防波堤 築造 

求す るの 形式 


刖 a  二  の 港 «:  一二 二 

備 工事の 進埗に 連れ 其 利用 區域 擴大 し、 且つ 歐洲 戰亂の 

る 船舶の 激增 と 

朝 南の 風浪 起.^ 

以て、 南 防波堤 築 

贊を 得て. 東 防 波 

るに 決したり。 

走る 一 線 上に 在 


盛 况 を來 し、 突堤に 槃留す 

て 多き を 加 ふるに 到. 9* 一 

又豫 測し 難き もの ある を 

第三 十九 囘帝國 議會の 協 

至る 五 ケ 年に 急速 築造す 

田 岬の 立楞 より 東微 北に 


堤 上に 荷揚せ 

て 其 猛威 を 逞 

設の 急務なる 

堤 費に 貳百萬 

其 位置 は港灣 

りて 其 全長 を 


影 

を 


經 費と ェ期。 東 防波堤 築 

と な b, 明治 四 十三 年度 以 

が， 大正 五 年 第三 十七 囘帝 國議會 の協贊 

の 鹅續费 七 拾 五 萬圓を 以て， 殘 工事 全部 

六 年 南 防波堤 築造の 爲め 第三 十九 囘帝 

加し， 大正 十 年度に 至 る鼈績 費に 更 めら 

國庳の 負攒な り。 


造费は 

降 年々 

を經て 

を 完成 


準 繼續费 

五 拾萬圓 

同年 度以 

せし むる 


として 各 年 所 

乃至 贰拾五 萬 

降 七 年度に 至 

事と なれり。 


國議會 の 協 赞を經 て 工費 貳ぼ萬 

る。 其總額 四百 六 拾 七萬圆 にし 


響に 伴 

貨物の 

うせん 

認 め .大 

を 追加 

査 きの 

.rn 間 と 

額 を 要 

な W し 

一二 ケ 年 

るに 翌 

圓を追 

て、 全部 


第五 章 神戶 港の 現況 及賀易 設備 利用の 概況 

第一 節 神戶港 沿岸 施設の 現況 (III 隱請 SIS) 

一一 g の 沿岸 本 港 沿岸 施設の 變遷は 前章に 略敍 せし 如くに して、 之 を 其 目的に よ， 5 て區別 

施設 

す. ると き は， 大 體に 於て 卜內外 貿易に 關 する 設備. 二 造 船. 鐵 工業に 關 する 設備の 

ニ檬に 分つ を 得べ し。 今 此の 區分 によ り、 其 主要なる ものに つき 大正 七 年初 期 

に 於け る 槪况を 述べん。 

一、 貿易 設備の 現況 

Kii の 兵神兩 港の 發展は 兩者其 趣 を 異に し. 貿 易 機關の 配設亦 自ら 相違せ な もの あ 

現況 

,5。 卽外國 貿易に 關 する 設備 は 主として 神 戸 沿岸に ありて. 政府 經營 に俟っ も 

の 多 く、 其 規模 大な るに 反 し、 內 國賀 易に 關 して は 多く 兵 庫 沿岸に 設備 せら れ、 其 

經營 主として 個 人嗇 社に 屬 し， 規 模槪 して 小な， 9。 左に 主要なる 施設 現狀の - 

苇 一 編 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第五 草 神 B- 港の 現況 及 貿易 設備 利用の 概況  ニー  三 


神 戶市史 刖玆ニ 神 戶の港 ほ  ニー 四 

斑 を 述べん とす。 

內國 貿易 設備の 槪浞。 

兵 庫 新 川 及 速 河。 新 川 は 島 上 町よ， 9 西南 今 出 在家 町 を 貫く 馬蹄形 水路に し 

て、 明治 七 年の 開設に 係る。 其 延長 約 二百 五十 間、 川幅 十五 間、 其 水面 積 約 一 萬 

七 千 七 百 坪な ち。 方今 水淺く 且つ 所々 に 橋梁 あ， 9 て桴 船の 荷役に 不便な b 

と 雖 も、 其 沿岸 及 南北 兩 出入口の 間 は 沿岸 貿易に 供用 せらる 、 倉庫 櫛比 し、 材 

料 置 場 も亦隨 所に 散在せ る を 見る。 兵 庫 運河 は 明治 二十 七 年の 開鑿に して、 

新 川と 東 尻 池 海岸 を疏 通す る 水路なる を 以て. 船舶の 和 田岬迂 廻の 險を 避く 

- るの 便 ある も. 小 舟 を 除きて は此 目的に 利用 せらる 、 もの 稀な， 9。 而 して 運 

河の 延長 は 本線 六 百 四十 間 • 水 幅 二十 間， 深 干潮 面 下 六尺に して、 支線 延長 は 四 

百 二十 間、 水 幅 八 間、 深 干潮 面 下 四 尺と す。 又 本 支線の 交る 所に 水面 積 二 萬 坪 

の 船 溜 あ， 5。 水路に 沿うて 所々 に荷揚 場を設 くる を以 て、 沿 岸に は 倉 庫 土 場 

等の 建物 多く、 船舶の 出 人 亦 頻繁な- 5。 現今 利用 せらる、 一般 荷 揚場は 新 川 

に 於て 延長 約 八 百 五十 五 間. 述 河に 於て 約 八 百 九十 間な， 5。 其 他 工場 荷揚場 

は 新 川に 三十 八 間 餘 M 河に 千 二百 七十 五 間餘， 合計 三千 六十 間な り。 水面 積 


は 運河 四 萬 六千餘 坪に して 新 川と 合せて 約 六 萬 五 千 坪に 達する を以 て 暴 風 

雨に 際して は 兵 庫 方面 唯一 の 避難 場と な り、 運 河內 のみに 收容 せる 避難 船 二 

千 餘隻に 及ぶ と 謂 ふ。 以て 其 盛況 を 窺 ふに 足らん。 

島 上 町 及 東 出 町 地 先の 利用。 島 上 町 海岸な る 商船 會社 所屬の 浮棧橋 は， 阪神 

兩 港と 淡 路. 四 國 間 連絡 汽船の 繋留 場に して， 旅客の 往來 貨物の 輸達 日々 盛な 

&。 其 北東に 連る 二百 七十 間 は 共同 荷揚 場と な り、 沿 岸 倉庫 多し。 之に 反し 

て 東 出 町 西 寄 海岸 は 見る ベ き 施設な く、 依 然舊 態を脫 せざる も. 東 寄， 9 沿岸 は 

整理 的 護岸 築設 せられ、 八十 餘 間の 普通 荷 揚場及 八十 餘 間の 川 崎 造船 場荷揚 

場 あ， 9。 

神 S- 港 船渠と 葺合 港。 神 芦 方面に 於け る 沿岸 貿易 設備の 見る ベ きもの は 兵 

庫 縣營に 係る 神 芦 港 船渠と 葺合 港と す。 前者 は 海岸 通 四. 五 丁目 地 先 船 溜に 

し て、 通 稱國產 波止場なる 荷役 場 を 有す。 其 延長 二百 五十 四 間にして 1 上屋 六 

百 餘坪を 建設す， 又 棧橋を 四 箇所に 架設す。 其 第一 及第 二 は內航 用、 第三 は 

外航 用に して、 孰れ も 浮棧橋 型と し、 第 四 は 郵便局 用と す。 元 來此地 は 內國貨 

物の 輻湊 せる 所なる も、 場 所 頗る 狭隘な， 5 しを以 て、 明 治 四十 一 年縣營 にて 舊 

第 S. 兵 庫 及神戶 港の 沿革 第五 窣 神 戸 港の 現況 及 5せ易 設備 利用の 概況  一二 五 


祌 戶市史 二 砷戶の 港 »1  一二 六 

稱屮の 枝 橋 及"：： 間 波 止 を撤廢 改築 し. 專 ら 沿岸 賀 易に 使用 す。 其 


萬 二 千 七 W 餘 坪な.^。  乂 後者 は 

東方に 築設 せ る 避難 船 溜に して- 

岸 三方に 幅 四 間 半 延長 二百 八十 

唯 一 の 沿岸 貿易 設備に して 又 小 

前記 新 川 運河 船渠 及 葺合港 船 溜 

外 S ぉ易設 外國 貿^ 設備の 槪況。 開港 後間 も 

所の 波止場 開設と 共に 、小規模の 荷 

底 對外贸 易の 發展に 伴 ふ を 得 ざ. 9 

起&, 後 港 界の慷 張に 連れ 兵 庫 波 止 

備 就 り、 波 止 場の 形體 稍-具 はるに 到 

第一 波止場。 形狀は 開港 當 時と 

られ， 其 沿岸に は 延長 約 三 H 間の 


明治 四十 三年 葺合 港灣 改築 會社 

• 其 水面 積 七 千 七 百餘坪 * 水深 干潮 

1 間の 共同 荷役 場 を 有し、 本 港 東 

型 船の 避難所な，^ 

の 水面 積 は 總計約 七 萬 五 千 坪な 

なく 生 田 川尻 以西 宇治川 尻に 至 

揚場及 波 除 堤 等 漸次 築造せられ 

し を 以て 、爾来 波止場の 改築 煅張 

場 新設 せら れ、 尋 で 川 崎 及 小野濱 

れ， 5。 左に 其 現況 を 略述 せんと 

著しき 異變 なき も. 荷 役の 設備 は 

物揚場 あ， 9。 之に 手 働 起重機 二 


水面 積 約 一 

が 生 田 川尻 

下 十二 尺、 沿 

部に 於け る 


噸ニ基 を 配置 し， 上 屋千七 W 坪、 倉 庫 百 o 五坪 を 建設 し、 狩 荷役の 盛 

然れ ども 祌芦 築港 工事の 起る や、 波止場の 入口に 京 橋 架設せられ 


沿岸 四箇 

と 雖 も、 到 

ェ相 踵で 

止 場の 設 

に 改良せ 

噸 一 基、 五 

を 呈 せ&。 


て、 舴 船の 出 


入 又 昔日の 如く 便なら すと 云 ふ。 而 して 京 橋 以內の 水面 積 は 約 五 千 二百 坪 

な り。 

第二 波止場。 米 利 堅 波止場 以西 神^ 船渠に 至る 地域 は從來 主として 輸出 貨 

物の 取扱 場と な ，9, 其 沿岸 物揚 場の 延長 二百 八十 間の 隨 所に 五 噸手働 起重機 

一 基. 上 屋千七 百 三十 五 畔 、倉 庫 二百 二十 六 坪 を 配置 し. 專 ら擗 船荷 役に 便せ，^ 

又 地 先の 東西 兩 防波堤 間に 四十 間の 出入口 を存 す。 其 內侧の 水面 積 約壹萬 

五 千 二百 坪に 達す。 

第三 波止場。 宇治川 尻 東 隣に あ， 9 て. 物揚場 延長 五十 間 を 有す るの み。 

兵 庫 波止場。 新 川 北口に 在りて， 物揚場 延長 三十 二 間 餘， 上 屋百坪 を 有す。 

川 崎 波止場。 舊湊 川尻に 相當 する 地域に あ b て、 延 長 二百 間の 物揚 場の 隨所 

に 長 八 間の 木造 棧橋五 個を設 け、 可 働 式蒸汽 起重機 三 臺及手 働 式 一 臺を 配置 

し. 靜船 貨物の 揚 卸に 便す。 其 構內の 上屋 は 三千 八 百 二十 四 坪， 倉庫 二百 三十 

坪と す。 

築港 工事の 現浞。 目下 工事中なる 大藏省 所管 神^ 築港 工事の 大正 七 年初 期 

に 於け る 進况を 見る に. 大船 巨舶 を 繋 維すべき 水深 三十 六尺 乃至 三十 尺の 槃 
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神戶市 史^ 二 神 尸の 港 ®  ニー 八 

船 壁 延長 約 千 六 百 間 は旣に 全部の ェを 了へ て、 各 突堤 共隨 所に 大型 船の 繋留 

せる を 見る。 又埋立 工事 は鐵筋 混凝土 函の 製造に 使用せ る 假棧撟 前面の 水 

而^ 約 壹萬坪 を 除く 七 萬 二 千 餘坪を 完成 し， 第 一 突堤に は 旣に上 屋. 鐵 道. 道 路 

等 の， 陸 上 諸 設備 具 は り、 鐵 道 は 小 野 濱驛. 鐵道院 線に、 道路 は 加納町 街路と 連絡 

を 全うする に 至 b  、玆 に 海陸 運輸 聯絡の 實を擧 ぐるの 進况に 達せ b。 又 第二 

突堤 は 北部 竣成 し、 南 部 は 目下 陸上 諸 工事 施行 中に 馬 し， 第 三 突堤 及第 丁 第二 

突堤 間 物揚場 沿に は滯貨 整理の 爲め 大正 六 年 二月 假 上屋 叁棟六 千 六 坪 を 建 

設 して 應 急の 施設と なす。 其 他 第 四 突堤 西側 竝に 同根 元は 旣に 上屋 及 道路. 

鐵道等 を 竣成 し， 其 東側 北部の み 目下 工事中な り。 

以上の 設備の 內 大正 貳年 十月 以來神 芦税關 にて 使用 を 開始せ る 上屋 は、 木 造 

二 棟， 鐵造第 一 突堤 二 楝、 第 二 突堤 二 棟、 第 四 突堤 四 楝及假 上屋 參楝， 合計 十三 楝， 

此 坪数 壹萬 四千 九 百 六十 三 坪に して， 埠頭 用 一 噸 半可 動電氣 起重機 は 第 一 突 

^ 壹 40 四 突堤 西 侧貳臺 を 完成して， 一 般の 使用に 供す と 云 ふ。 

主要 工事 功 程の 步合は 左表の 如し。 
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1 三 o 


假川 

崎 

mm 

電 

設波 

機 所 

止 

JZ 

備場 

請 

式 

一 ま 

棟 

五 

五 * 

—式 

八 

九 

同 

兀 

成 

防波堤 工事。 大正 七 年 三月に 於け る 東 及 南 防波堤 工事の 槪况 を略敍 せんに • 

東 防波堤の 本 堤 六 百 間 は 基礎 捨石 及鐵筋 混凝土 函据 付の 諸 工事 全部 を 了へ、 

堤 頂 は 干潮 面 上 六尺の 高さに 達 し、 偏 東風 波 を 防 遮す るの 用を辨 する に 至り， 

港內 常に 靜穩を 維持し 得べ き 程度に 工事 進埗 せり。 唯 防波堤 上に 設置す ベ 

き 高 二 尺 五寸の 胸壁 は， 堤 の 沈降 定著を 待つ の耍 ある を以 て， 其 ェを 終了す る 

に 至らす。 又兩端 頭部 は 基礎 及 上部 等の 全 工事 及 燈臺ニ 基の 建設 を竣 へた 

れ ば、 不 日點 火の 豫定 な， 9 と。 

南 防波堤 は 著 手以來 日尙淺 くし て， 未 だ捨石 基礎 堤 二十 六 間 を 進行せ るに 過 

ぎす と雖 も. 本 工事 は 其 施行 急 を 要する を 以て 著々 ェを 進めつ 、 あ- れ ば， 豫 定 

の 如く 大正 十 年度 を 以て 工事 を 完成す るに 至らん。 左に 兩 防波堤 工事 進行 

の 步合を 表示す。 
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祌芦 税閼東 防波堤 築造 工事 大正 七 年 三月 功 程 表 


祌芦 稅關南 防波堤 築造 工事 大正 七 年 三月 功 程 表 
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更に 民 營に屬 する 主要 設備の 一 斑 を 述べん に， 

東京 倉庫 株式 會 社の 設備。 兵 庫 新 川 南 口 以南に 於け る 同社 經營の 物 揚場は 

約 二百 六十 間にし て、 之 れに長 十 一 間の 突 出荷 揚揚 二箇所 を設 け、 辭 船の 荷 扱 

に 便 じ， 又 長 百 間 幅 十 間の 鐵棧橋 を 架設して 本船 荷役に 供せ り。 又 構 內に建 

設 せる 上屋 は 千 二百 三十 坪、 倉 庫 一 萬 四千 二十 餘坪 とす。 次に 同社 經營の 高 

濱 埋立地 は 大正 二 年の 竣功に して， 藥船壁 延長 二百 八十 四 間、 水深 干潮 面 下 二 
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十 七 尺. 物 揚場 九十 六 間 餘， 水 深 干潮 面 下 五 尺. 埋 立 面積 約 壹萬五 千 百 四十 餘坪 

を 有 し、 之 に 上屋 八 千 二百 十五 坪、 倉 庫 七 千 六 百 五十 餘坪を 建設 し. 專 ら本 船荷 

役に 便す。 其 他 小 野 濱及新 川 附近に も 倉庫 壹萬餘 坪 を 所有す. と 云 ふ。 

東 神 倉庫 株式 會 社の 設備。 目下 工事中なる 神 B- 築港の 東方に 連接す る 小 野 

濱地 先に 於て. 同社の 經營 せる 新 埋立地 は 現今 殆んど 完成 し. 繋 船 壁 延長 百 六 

十九 間. 水深 干潮 面 下 三十 尺 を 有し. 巨船の 維 繋に 適し， 荷 揚場は 延長 七十 間、 水 

深 干潮 面 下 九 尺と す。 又 約 一 萬 五 百 坪の 埋立地 上に は 目下 假 上屋 四千 餘坪 

の 建設 中に し て、 其 後方に は 倉庫 八 千 九百餘 坪、 上 屋千 三百 餘坪を 有 し、 專 ら 外 

國 貿易 貨物の 藏 置に 供せ. o。 其 他 同社 は 兵 庫 東 出 町 海岸に も 亦 倉庫 を 建設 

以上の 外、 祌 B '海岸より 兵 庫 新 川に 至る 沿岸 及 其 附近の 地に は 多くの 倉庫 建設 

せられ て. 內外 貿易 貨物 の藏 置に 供用 せらる。 卽 住友 倉庫 は 約 二 千 五 百 坪， 兵 庫 

倉庫 は 約 四 千 五 百 坪， 川 西 倉庫 は 約 四千 坪の 倉庫 を 所有す と 云 ふ。 然れ ども 其 

所在地に は 海陸 聯絡の 荷役 設備 を 施した る もの 多から す。 


二、 造船 及鐵 工業に 關 する 沿岸 設備 

造船 及鐵 H 本 港 沿岸に は 三 菱. 川 崎の 兩 造船所 竝に神 卢 製鋼所 を 初めと し. 大 小の 造 船 •© 

業 Li 關 する 

沿岸 設備 ェ々 場 頗る 多くして、 一 々枚 擧に遑 あらす と雖 も、 之 を 以上 三會 社に 較 ぶれば 孰 

れも其 規模 小なる を以 て、 玆 に は 前記 三會社 設備の 大要 を擧 ぐるに 止めん とす。 

三菱 造船所の 設備。 三菱 造船所 は 明治 三十 八 年の 設立に して， 新 川 南側なる 

東京 倉庫 會 社に 連接して 面積 八 萬 參千餘 坪の 工場 敷地 を 有 し、 之 に 貳萬七 千 

餘 坪の 建物 を設 け、 專 ら 造船 造機 を營 業と し ■ 沿 岸に は 荷揚場 延長 百 參拾餘 間、 

工場 地 先約 參百五 拾 間 あ， 9。 又 明治 三十 九 年の 竣功に か , る 防波堤 延長 百 

八 拾 四 間の 內 部なる 約 貳萬貳 千 坪の 船 溜に は， 七 千 噸及壹 萬 貳千噸 の ニ大浮 

船渠 を 繋留して、 一 般 船舶 修理の 用に 供せ， 9。 後 大正 一 二 年 造船業の 擴 張と 共 

に、 船渠 繋留 場 を增設 せんが 爲め、 延長 百 八 拾 間の 防波堤 築造に 著 手 し、 目 下 ェ 

事の 大半 を竣了 し， 其 內 方に 壹萬六 千 噸の浮 船渠 を 繋留す るに 至， 9 し を 以て、 

和 田 岬 附近 は 著しく 改善 せら れ、 其 沿岸 一 體は 殆んど 同社 經營の 諸 設備 を 見 

るに 至れり。 
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川 崎 造船所の 設備。 川 崎 造船所 は 明治 十九 年 

も 古き 歷史を 有する 造船所な り。 其 位 ！a は舊 

で 東 川 崎 町の 南北に 亙 り、 沿 岸に は 荷 揚場百 六 

又 六 千噸級 船舶 を容る ベ き 乾船渠 一 箇所、 船臺 

船 臺には 長 約 千 尺の 雄大なる ガ ン トリ— ク レ 

噸の大 浮 装 起重機 を備 へ， 造 船， 造 機の 設備 完 全 

池. 村 竝に本 港 東部 葺合 沿岸の 兩 所に 分工場 を 

以來 材料 置 場と して 埋 築に 著 手し、 目下 工事中 

坪に して. 東 川 崎 町 • 東 尻 池 村 分工場 敷地 を 合す 

の坪數 合計 三 萬 八千餘 坪に 達すと 云 ふ。 以て 

ら ん. - 

神！ 0- 製鋼 株式 會 社の 設備。 從來 同社の 工場 は 

材料 其 他の 運 轍に 不便 を感 する 事 多大な りし 

地 先， にて 川 崎 造船所 葺合 工場の 東 隣の 地 を 相 

其ェを 完了せ り。 此 面積 三 萬 九千餘 坪に して、 其 東南 端に 入口  二十 間 水面 積 


の 創立に 係 り、 本 港に 於け る最 

湊 川尻なる 川 崎 波止場 を 挾ん 

十 間、 工場 地 先 四百 餘間を 有し、 

六 個 を 配置せ り。 殊に 第四號 

1 ンぁ. o。 海上に は 揚力 二百 

せり。 又 兵 庫 運河に 沿 ふ 東 尻 

設く。 其葺合 工場 は 大正 四 年 

な る が、 其 面積 壹萬八 千 八百餘 

れ ば、 敷 地總計 十五 萬餘 坪、 建 物 

其 規模の 壯大 なる を 知る に 足 

海岸 を 距る數 町の 地に ありて. 

が、 大正 四 年 脇の 濱町 二. 三 丁目 

して 埋 築に 著 手し. 現今 殆んど 


沿岸 貿易に 

關 すろ 資料 

の缺 W 


主要 波 i 場 

の g 物 搬出 

入 蟻 量 


町 

る 


よ b. 


五 千 五 百 坪の 船 溜 を 設け、 一 般船艇 の 避難 繋留に 供す。 又 其 沿岸 約 二百 六十 

間 を物揚 場と し、 脬 船荷 役に 便なら しむ。 

以上 三會 社の 外、 葺 合 吾妻通ら に 高 尾 造船 鐵ェ所 あ り、 又 兵 庫 東 川 崎 

に 至る 沿岸に は、 石 原. 濱 田. 神 B- を 初めと し、 十 數 箇所の 造 船. 鐵 ェ所ぁ 

孰れ も大 なら や。 

小野濱 操車場 擴 張の 爲め、 大正 六 年に 鐵道院 は 東 神 倉庫 株式 會社 

間に 於け る 現今の 小 野濱驛 前面 約 壹萬九 千 坪の 埋立竝 に 護岸 荷揚 

六十 五 間の 築造に 著 手し、 目下 工事中な り。 
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本 港の 吞吐 する 貿易 貨物の 內， 沿 岸賀 易に 屬 する 數量價 格 等 は 其 調 

ベ き徵憑 記録に 乏し く、 之 が 集散 分 敷の 實浞を 知る に 由な きを 以 て、 本 

所 は 本 港の 對外賀 易 設備の 利用の みに 關 する 槪要を 述べん とす。 

神 戶稅關 の 管理 經營 に屬 する 第 一 乃至 第三 波 止 場" 川 崎 及 兵 庫 波 止 

は舴 船荷 役專 用に して、 小野濱 なる 新 港 は 本船 荷役 を 主と せる を 以て- 

第一 編 兵 庫 及祌戶 港の 沿革 第五韋 神戶 港の 現況 及 貿易 設備 利用の 槪況  ニニ 七 


査 

場 

-自 


に 資す 

記す る 

の 設備 

ら兩者 


搬 

入 

搬 

、：" K 

Vf 

路 

陸 

海 

路 

陸 

f<i 

M/  / 

外 

內 

外 

內 

外 

內 

7  s リ 

入 S 

入检 

入 s 

入 輪 

入檢 

入 n 

第 

波 

o 

〇 

四 

五 

止 

o 
五 

四 
九 

九 

七 

八 

o 
九 

七 《 

場 

tt 輪 

am 

出^ 

a 輪 

出 輪 

出お' 

% 

八 

八 

_■ - 
ノゝ 

五 

A 

七 

四 
五 

波 
止 

九 
四 

五 

/\ 
五 

五 

A 

' - 
ノ、 

八 

七 
三 •《 

入 輪 

入镜 

入镜 

入^ 

入 輪 

入 m 

川 

畸 

波 

八 
〇 

四 

止 

九 
五 

七 

八 
九 

O 
五 

m 

〇 

七 
九 
一, 

場 

神-； I. 市 史 二 祌戶の 港 SB  二 ニス 

施設の 規模に 大小 差異 ある は 論 を 埃た す。 而 して 其 利用の 實浞は 貨物の 取扱 

量に よ b 共 一 斑 を 窺知し 得べき を以 て、 左 に 主要 波止場の 區 分に 隨 ひ、 最 近三ケ 

年間に 於け る 貨物 搬出 入の 噸量を 表示し て、 相 互 比較の 資に供 せんとす。 

波止場 別 搬出 及 搬入 嚼量 (J^ 雜 II の 意) 

大正 四 年 


出 

Iff 

海 

計 

外 

內 

A|bs 

入椽 

二 

、 

五 

一 

-ニ 
、 

〇 

七 

九 

七 

〇 

五 

出 

出輸 

八 

. し 
ノ、 

四 

九 

、 

-4. 

― 

八 

四 

八 

入輸 

入镜 

七 

五 

四 

九 

八 

五 

四 

五 

o 

大正 五 年 


入 

搬 

纠 

fill/  / 
/  /  » 

z 巧/ 

m 

/  &) 

陸 

計 

路 

海 

铬 

陸 

內 

外 

內 

外 

內 

入輸 

四 
% 

八 

入椽 

入镜 

入輸 

入輸 

第 

A 

五 

四 
四 

o 
五 

！ 

七 《fi 

波 
止 

出 輪 

― ― 

出 Ik 

出 輪 

出輸 

出輸 

第 

八 
八 

四 

八 

〇 
九 
七 

七 

〇 

五 

七 
七 《 

波 
止 

入 S 

入 $1 

入輸 

入 裣 

川 
崎 
波 
止 

八 
九 

八 

O 
五 

ハ 

七 
五 

七 
九 

O 

五 

A 

〇 

四 
九 

g 

八 
A 
九せ 

第 I 編 兵 庫 及胂戶 港の 沿革 第五 聿 祌戶 港の 現況 及 貿易 設備 利用の 槪況  1 三 九 


入 

搬 

M  /  / 

/&■■  1 

計 

海 

陸 

jk  / 
/  /» 

m 

外 

內 

外 

內 

入 輪 

入 

入 II 

入 輪 

第 

波 

A 

八 

止 

A 
九 
七 

八 
九 

七 

〇 

1 
1 

■ 

輪 

出檢 

出^ 

出 輪 

第 

四 

九 

九 

〇 
四 

五 

二 
波 
止 

% 

% 

七 
四 

八 
九 

〇 
七 e 

入檢 

入 fl 

入輳 

入椟 

川 

崎 

波 

九 
九 

四 

止 

E 

： 八 
八 

A 
五 

九 
— * 

祌 戶市史 別錄ニ 祌戶の 港^ 


1 so 


0 


出 


每 

き 


內 


外 


入 


檢 

入 


哚 

入 


波止場 


四、 九 八 六 


一 五 七、 五 二 〇 


九、 九 一九 


第二 波止場 


檢 

出 


輪 

出 


輸 

出 


七， 五 二 〇 


九 一、 一 三 o 


七 六 五 >o 五三 


川 崎 波止場 


轅 

入 


輪 

入 


檢 

入 


五、 四 四 七 


九 四、 九 〇 六 


六 八、 八 五八 


四 o 六 ，〇 九 三 


九 七 二， 五 四 〇 


九 二、 一  〇 九 


出 

搬 

計 

路 

海 

路 

陸 

外 

內 

外 

內 

入 Ik 

入锒 

入 接 

入 S 

q 

i - 

七 

o 

―， - 
メ、 

九 

o 

' - 

四 
五 

リ 

八 

. 五 
五 

九 
八 

出輸 

出輸 

出輸 

出輸 

〇 
八 
八 

八 
九 

ハ 

五 

五 

九 

七 

% 

四 

七 

〇 

1* 

九 

五 

入權 

入稳 

入 輪 

入椽 

八 
五 

o 

七 

四 

〇 

九 

〇 
七 

五 
七 

P3 

O 

五 

八 

-1— 

工事中の 築 目下 工事中なる 神 R; 築港の 一 部 は 大正 一， 一年 以來其 利用 を 創めた る も 未-た 設 

港の 成锾 

備完 からざる を以 て. 豫 期の 成績 を舉 ぐるに 至らす と雖 も， 本 船荷 役の 趨勢 を 窺 

ふに 足る べき もの ある を以 て. 左 に 槪 ^ を 述べ んと す。 

從來本 港 東部に 於け る外國 貿易 上 唯 一 の 荷役 機關た b し祌卢 棧橋會 社の 鐵 

. 棧 橋 は， 其 位置 築港 計畫の 埋立地に 當れ るを以 て、 之 が 取 除 を 要する も、 築 港 の 

利用 を 開始せ ざる に 先ち 之 を撤廢 する は、 賀 易の 進展 上に 阻害 を來 たす の 虞 

ある を 以て. 第 四 突堤 繋船 壁の 竣功 を 待 ち、 試 驗 的に 繋船 及 貨物 積 卸の 目的 を 

以 て、 同 突 堤 東側の 岸壁に 接して 假 道路. を 設け て、 大 正 二 年 十月 以來 露天 荷役 
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を 開始した る を 初めと し、 大 正 五 年 六月 鐵造 上屋 第 十九 號 (第 四 突堤 西 側) 及 第 

ニ號 (第 一 突堤 根元)、 同 十二月 第 十七 號 及第 十八 號 (第 四 突堤 西側)、 大正 六 年 三月 

第 一 號 (第 一 突堤)、 同 年 八月 第四號 及第 七 號 (第 二 突堤 根 元) の 各 上屋と 共に、 繋船 

岸壁 を 一 般の 利用に 供したり。 然るに 歐洲 大戦の 起る や、 本 港對外 貿易 は 急 

激 なる 發展 をな し、 市 內各 倉庫 及 私設 上屋 等 は 逐日 貨物 滞 積し、 大正 五 年末に 

至りて は 輸出入 貨物の 停滯其 極に 達 し， 賀 易竝に 船舶業 者 等の 困憊 名狀 すべ 

からす。 於此 政府 は 臨時費 拾 八 萬圓を 支出して， 大正 六 年 一 月 第 了 第二 突堤 

間の 根元 埋立地に 一 棟 千 五 百 九十 六 坪， 第三 突堤 上に 二 棟 四千 四百 十 坪， 合計 

六 千 六 坪の 木造 假上星 を 急遽 建 了 し， 更 に 連絡 假 道路 及 下 水. 電 燈等須 要なる 

假 設備 を 施し て， 滞 貨救濟 の途を 講じた b しを以 て. 築 港 本 設備と 相俟っ て， 孰 

れも 有效に 使用せられ. 其 成績 大に 見る べき もの あ， 5。 則 大正 三年に 於け る 

繋船 壁緊留 船舶 は 百 二十 四 隻、 其 登 簿噸數 二十 九 萬 二 千 七 百 二十 七 噸， 貨 物 揚 

卸 噸数 十七 萬 九 千 八 k= 四十 六噸 な. - しも， 其 後 工事の 進行と 設備の 完成に 連 

れ. 利用 區 域の 擴大 せらる 、 と共に、 繋船 壁 利用の 傾向 倍々 加 は b 、大 正 六 年に 

は 三百 八十 隻， 此 登 簿嚼數 九十 七 萬 三千 四十 喉、 貨 物 扱 量 六十 六 萬 二 千 九 百 九 
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を 示 し. 物 揚 場 

年に は 四十 二 

其 利用 狀况を 

新 港 繋船 壁 


に 比し 實に 繋留 船 隻數は 三十 割强. 荷役 量 は 三十 七 害 

荷-扱 量 は 大正 三年 二十 四 萬 九 千 九 百 二十 八噸 ならし 

萬 四千 二百 七十 五 噸に達 し， 約 十七 割の 增加率 を 示せ 

表 示 す。 

利用の 船舶 及經由 貨物 數量 
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i 考 京 掊物揚 場の 有お 延長 は ニー 九 間 六. 上 屋は 木造 二 棟 此坪數  一- o 五六 &■ なリ。 乂 
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主要なる 民 a 上 は 專ら官 營に屬 する 設備 利用の 槪況 なり。 更に 民營 施設の 內其 規模 較 

營 施設 

大 なる 東京 倉庫 株式 會 社の 高 濱に 於け る 繋船 岸壁 利用の 槪况を 表示 すれば. 左 

の 如し。 

東京 倉庫 株式 會社 高濱 繋船 壁經由 貨物 數量 
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神戶港 船舶 

碇繋區 域と 

其擴張 


第二 編 神戶 港の 經界、 潮汐 其 他 

第一章 神戶 港の 經界及 航路標識 

第一 節 神戶 港の 經界及 水面 積 


域 

し 


祌芦港 船舶 碇繋區 

田 川尻よ， 5 西南 湊川 

從 て外國 貿易 船 は 神 

狭險を 威す る こと 甚 

願す る 所 あ. O し が、 遂 に 

の 如く 擴張 せり。 

祌卢港 船舶 碇繋 所の 

東に 向 ひ 直線 を畫し 

&、 此兵庫 港 亦 外 國賀易 


と其擴 張。 神 戶 開港 當 時の 外航 船舶の 

の 北東に 至る 海面に して、 兵 庫津は 之に 

沖合に のみ 碇泊せ し - か、 其 後 船舶の 出入 

く， 市民 有志 者 及 商業 會議 所より 屢々 其 

政 苻の容 る、 所と な b、 明 治 二十 五 年 十 


碇繋區 域 は舊生 

包含せられ す。 

漸く 增 加し. 區域 

筋に 建 言 又 は 請 

月 一 日 港 界を次 

岬の 尖 角よ b 北 


區域は 舊生田 川口よ b 正南に 向 ひ 和 田 

其兩線 交叉 以內 と定 む。 

地 或と な 同 年 十月 一 日 稅關は 兵 庫 船大工 町濱に 監視 
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一四 七 


神 戶市史 別錄ニ 祌戶の 港 »E  1 四 A 

出張所 を設 け、 又 同年 十二  3 島 上 町に 水上警察 派出所の 設置 を 見る に 至れ， o。 

然れ ども 神^ 港外 國 貿易の 進展 は此擴 張に 滿足 する 能 は すして、 明治 三十 三 年 

勅令 第二 五ニ號 により 更に 次の 如く 擴張 せらる。 

神 芦 港の 港界は 脇の 濱の東 角よ b 正南に 引きた る 一 線と 和 田 岬よ， 5 北東に 

引きた る 一 線との 二 線 を 境界と なした る 面積 内に 含まる。 

之卽 現今の 本 港 境界に し て、 其 包 擁する 水面 積 を 水路 部 刊行の 海圖 によ. 5 て 測 

算 するとき は、 大正 七 年 三月に 於て 約 二百 五十 萬餘 坪と なる。 而 して 經 界を標 

.. 小 せんが 爲め. 北東 は 脇の 濱 海岸に 赤 白色 二 個の 立標及 南西 は 和 田 岬に 同樣ニ 

個の 立標を 建設す。 

=5 の航 SS 本 港 第三 波止場 及 兵 庫 陸揚場 又は 其 附近に 往復す る 總噸數 八百噸 以下の 汽 

船の 爲 めに、 兵 庫縣に 於て 次の 三種 航路 を 定め、 船舶の 碇泊 を禁 す。 

1、 第 一 秤 航路 は舊湊 川尻 南岸に 建設した る 頭部 三角形 二 基の 赤色 立 標を海 

上よ. o 見通した る 一 直線の 右側 三百 尺 間。 

一、 第二 種 航路 は國產 波止場に 建設した る 頭部  一二 角 形の 白色 立 標と港 務部構 

內 にある 報 時 球 柱 を 第 一 種 航路よ， o 見通した る 一 直線の 左側 二百 _!> 間- 


症 泊 所 


神戶 港の 位 

匿 


政府 管理の 

i 


一. 第三 種 航路 は 兵 庫 島 上 町に 律設 したる 頭部 三角形 二 基の 赤色 立標を 第一 

種 航路よ， 9 見通し 各 一 直線の 左側 二百 尺 間。 

更に 港 界內を 前記 第 一 種 航路の 南北 二 區に分 ち、 其 極東 極 南部 を 軍 艦、 其 他 を 

商船の 碇泊 祈と し. 兩 區の 沿岸 を雜種 小形 船の 碇泊 所と 定めたり。 


第二 節 航路標識 


神 ^港 

き， 北緯 三 

も 亦 之に 

和 田 岬 

めた る 

なか， 9 

の 議 を 

堡檮に 


の 位置 

十四 度 

據 る。 

燈臺。 ■ 

も， 百般 

■ き。 


は、 舊湊 川尻 川 崎 波止場 の 稍" 南 寄な る 天測 

四十 分 十二 秒、 東經百 三十 五 度 十分 五十 秒 


點に 於け る觀 測に 基 

と し、 本 港 燈臺の 位置 


明治 元年 十二月 政府 は 東南 沿海の 各地 へ 

施設 創業に 屬 する を 以て， 兵 庫 地方の 燈 

： えて 明治 三年の 初に 至り， 民 部 省 は 一 基の 

決 し、 政 府 吏員 は 御 一展 外人 等と 紀淡 海峡 を巡檢 し.. 

就きて 燈臺 建設の ェを 起さん とせし も、 審 査 の 後、 其 位置 を 石 堡檮の 西 

方 北緯 三十 四 度 三十 九分、 東經百 三十 五 度 十 一 分の 地と 定め、 明治 五 年 八月 初 
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燈明臺 建設の 議を定 

建設 は 未だ 著 手の 遑 

燈臺を 兵 庫に 設 ( る 

. 六月 兵 庫 和 田 岬の 石 


神戶市 錄ニ神 戶の港 ®-  1 五 o 

點火 をな し- 爾 來舟手 をして 迷 津の嘆 を 免れし む。 燈臺の 構造 は 木造 八角形 

白色 塗に し て、 等 級 は 第 四 等. 燈 質 は 不動 色. 水 面よ， o 燈火迄 五十二 尺. 基 礎より 

燈火迄 四十 六 尺、 光 達 距離 十二 海 浬な. 5 し が. 明 治 十七 年 三月に 至り 鐵造 白色 

六角形に 改築に 更に 其 後明 弧 を 南 八 度 十五 分 東よ， 5 南西 北 を 經て北 七十 二 

皮 四十 五分 東 迄 二百 六十 一 度 間と し. 燈 質はァ セ チリ ン茏斯 明暗 白光 明 三 秒 

暗 一 一 秒， 燈 光力 ニ千燭 光、 光 達 距離 十二 浬 宇に 變換 せり。 

祌 II； 港 東 防波堤 南 燈臺。 目下 工事中なる 神^ 稅關東 防波堤 六 百 三十 二 間の 

南端 北緯 三十 四 度 四十 分 東經百 三十 五 度 十二分の 位置に 於て. 鐵造 格子 製 櫓 

形 紅色の 燈臺を 設置す。 其 高さ 滿潮 面よ り 三十 九 尺. 基 礎 面よ， 9 三十 五 尺に 

し て. 燈 質はァ セ チ リ ン芄斯 閃 紅色 每四秒 半に 一 閃光 を發 する 装置と し. 明 弧 

は 全 度に して、 燈 光力 三百 燭光， 光達 距離 十 一 浬 半の 計畫 な， o。 

神 B- 港 東 防波堤 北 燈臺。 東 防波堤の 北端 北緯 三十 四 度 四十 一 分 東經百 三十 

五 度 十二分の 位置に 於 て、 南 端の 燈臺と 同樣の 構造に て 白色 櫓 形と し. 燈 質 は 

ァセ チリ ン S 斯閃綠 光 每四秒 半に 一 閃光 を發 せし む。 明 弧 は 全 度. 燈 光力 は 

二百 燭光に して. 燈 ^の 高 及 光達 距離 等 何れも 南端 燈^ に 同じ。 


市 又は 會社 

の 施設に 墓 

く點燈 装置 


和泉灘 5 播 


東 防波堤 南北 兩端 ニ箇の 燈臺は 大蔵大臣 官房 臨時 建築 課 神^ 出張所の 建設に 

か , 大正 六 年末 其 ェを竣 了した る を 以て， 之 を 航路標識 管理局の 所管に 移し、 

同局に 於て 不日 點火 の箬 なり。 

政府の 管理に 屬 する 前記 三箇の 燈臺の 外 ■ 神 S- 市 又は 會 社の 施設に 基く 點燈 

装置 は 本 港に 出入す る 沿岸 航路の 船舶 叉 は港內 を往來 する 小 蒸 汽船の 發着場 

所に あり。 卽市は 米 利 堅 波止場に 百 五十 燭光 斯燈十 箇を點 じて， 小 蒸 汽船の 

乘 降に 便 じ， 縣 營に 係る 國產 波止場 浮棧橋 頭部の 電燈は 東側に 赤色 西側に 綠色 

二 箇を點 じ、 光 達 二 浬 半な り。 又 會社經 營に屬 する 兵 庫 島 上 町 棧橋外 端に 二 紅 

色電 燈を點 じ. 四 國中國 通 ひ 汽船 發著を 安全なら し め、 其 他 和 田 岬 三菱 造船所 防 

波 堤 先端に 白色 電燈千 燭光 一 箇高約 二 間 半 及 東京 倉庫 和田棧 橋の 頭 端に 赤色 

電燈 二十 四 燭光 一 箇を 設備せ， 5。 

以上 は 神 芦 港內の 航路標識に 闊 する 設備なる も、 更 に 和 泉 灘及播 磨灘に 於け 

る燈臺 を列擧 して 參 照に 供す- 
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第二 章 神戶 港の 潮汐 及 潮流 

.  第一 節 潮汐  、 

潮沙干 箱の 本 港に 於け る 潮汐の 干満に 伴 ふ 海面 昇降の 狀况 は. 明治 三十 三年 以降 神 戶 市 

概兄 

築港 調査 事務所に 於て 第二 波止場 內米利 堅 波止場の 西南 位に 自記 撿潮 器を据 

付けて 細密なる 調査 を 行 ひしが、 明治 三十 九 年 神 II； 築港 工事の 著 手 せらる , に 

及 び、 其 観測 は 大藏省 臨時 建築 部 神 III 支部に て 便宜 繼承實 施す る 事と な 今 日 

に 及べり。 右 撿潮器 は 英國マ ン チ ュ ス タ ー 市の ベ— リ —會 社の 製造に 係 ，9、 海 

面の 異動 は不絕 詳細に 圖 示す るの 装 一 置 を 有す る ものな り。 今 三十 三年 以降 大 

正 六 年に 至る 十八 年間の 潮位 表に 基 き、 本 港 潮汐の 干満の 狀况を 見る に，！ 年 を 

通じて 満潮と 干潮の 平均 差 は 二 尺 六寸七 分に し て、 朔 望 大潮 期に 於け る 満干の 

差 は 平均 五 尺 一寸 八 分な， -。 更に 其 槪况を 示せば 左表の 如し。 但し 觀測 基準 

は 最低 干潮に 際し 其 基準 面 を 下らざる 程度 を 市に 於て 推定した る を 以て 、一般 
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祌戶市 史刖^ 二 神 戶の港 ほ  一 五六 

海圖に 示す 基準に 比し 約 一 尺 五寸の 下位に あ， り。 
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前表に 示す 如く 過去 十八 年間に 於て 一 ケ年 最高 及 最低 潮位の 差 は 最大 八 H>  二 

寸四分 最小 六尺 九 吋 九分 を 示 し， 潮 位 最高と なる は 夏季 暴風 季節 又は 春秋 大 ® 

期に して. 最低と なる は 冬期 沍 寒の 季節な， 5。 槪 して 氣壓の 下降に 伴 ふ 南西 强 

風 は大阪 灣內の 水準 を 高む る 事 二 尺に 及ぶ と 謂 ふを以 て、 各 年の 最高潮 位 は 暴 

第二 編 神戶 港の 經界 潮汐 其 他 第二 章 神戶 港の 潮汐 及潮铳  一 五 七 


最近 十ケ年 

問の！ 6 位 


港內 « 流 S! 

測と に； g 果 


神戶 市史刖 SSM 一  神 戸の 港 »  ー丑ヌ 

風 季節に 在る もの 多し。 

要するに 砷 芦 港に 於け る干滿 潮位 

の 大潮 時に ありても 五尺內 外に 過ぎ 

如き 事 稀な， 9。  • 

自記 驗潮 器に よる 最近 十脔 年間の 潮汐 観測の 詳細 はこ ， に揷 入す る 潮位 表 

に 示す が 如し。 


の 差 は 通常 潮 

ざる を以 て-船 


位に 在， 9 て は 三尺 內外， 朔望 

艇の 荷役 上 不便 を感 する が 


第二 節 潮 流 

祌 ^ 港內の 潮流 は 和 泉灘に 於け 

定は 本流の 觀 測と 相俟って 遂行す 

が 故に、 未だ 滿足 なる 親 測の 行 はれ 

明治 三十 年」 ハ. 七月の 頃 神 芦 市役所 

W 石. 西 灘 間の 沿岸 及 淡 路國洲 本. 岩 

於て 潮の 方. S 速度 を 測定 せんが 爲 

平 杓 速度 及 方位 を觀 測した る もの 


本流の 渦流に 

を 要 し、 從 つ て 


過ぎざる を 以 て. 完 全なる 測 

多大の 經 費と 時日 を 要する 

たる を 聞かす。 唯 其 規模 稍-犬 な， 9 しもの は、 

內に 設置せられ たる 築港 調査 事務所に 於て， 

屋 間の 沿岸 及 其 中間 竝に祌 ^港內 沿岸 等に 

め. 長 ニ間內 外の 竹 桿に錘 重を附 して 潮流の 

あれ ど も、 天 候 其 他の 障碍に 遭遇して 豫 期の 


明治 四十一 年 钟戶港 湖 位 去 
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成 镜を擧 ぐる に 至らす して 

ま り. 豫 期の 成績 を 得 ざ， 9 し 

瀨 し 於て 最高 一 時間 二， 七 

一 區域觀 測 普通 大潮 時の 速力 o. 五 八 浬. 

S- 結 某 

て は、 大 正 二 年 九月よ， 5 翌年 

密に觀 測せ る もの あ. 9。 其 

附 し， 上 部 約 壹尺を 水上に 現 

枚の 板を縱 十文字に 取 付け 

に對 する 三 點兩角 法に より 

春秋 大潮に 於け る 最大 は 一 

東 流 四、 七 浬、 又 春秋 小潮 は 西 

浬な りしと 云 ふ。 其 他 和 田 

に I り、 大藏省 臨時 建築 課 神 

方向 を 観測せ り" 其 結果に 

方向 速度 を 示 し、 適 確なる 斷 

第二 編 种戶 港の 經界 潮汐 其 他 


すして 渦流の 観測に 止 

槪括 する に. 流速 は 明 石 

派 流に 過ぎざる を 以て 

又 一 區 域の 觀 測に 關し 

て 明石瀨 芦の 潮流 を 細 

の 竹 棒の 下端に 重 錘 を 

部 に 長 四 尺 幅 一尺の 二 

よ， り 陸上 設置の 固定 標 

せり。 其觀 測の 結果 は 

悝、 夏 冬 大潮 西 流 四、 一 一 浬、 

潮 西 流 二、 九 浬、 東 流 三、 〇 

年 十月よ， o 同年 十二  e: 

觀測器 を 使用して， 流速 

水深に 闊 して 區々 なる 

數 なる ものに 就きて 判 

1 五 九 


中 止 し、 或 は 潮の 本流に 當ら 

慽 あり。 今其觀 測の 結果 を 

浬、 和 田 岬邊は 一 、 一 浬、 港 內 は 

小潮 時 〇， 三 五 浬 を 示せり。 

六月に 亙， 9 海軍 水路 部に 於 

方法 は 長 十二 尺直徑 約ニ寸 

はし 直立せ し め、 又 棒の 中央 

之 を 浮標と し、 測 定者は 船中 

五分 每に 浮標の 位置 を 測定 

時間に 西 流 四、 六 浬、 東 流四兰 

流 三， 八 浬、 東 流 三、 三涯、 夏 冬 小 

岬 沖合 附近の 潮流 は， 大正 六 

B- 出張所に 於て 廣井式 潮流 

據れば 此邊の 潮流 は 潮時と 

定を 得難し と雖 も、 試に 其 多 

第二 草 神戶 港の 潮汐 及 潮流 


祌 C- 市 史刖玆 ニ神戶 の 港 ®  r8 

す れ ば、 和 田 岬 附近の 潮流 方向 は 漲 潮時に ありて は 稍々 西南 方向 に、 又 落潮 時に 

在 b て は 東北 方向に 流れ， 流速 は 大潮 時 最大 一 時間 一 、 二 浬， 小潮 時 最大 〇、 六 浬な 

b„ 惟 ふに 祌 戶 港 沿岸の 潮流 はお 淡 海峡 を 通じて 和 泉灘に 出入す る 潮の 渦流 

竝に明 石 海峽を 通す る 潮流の 派 流に 過ぎざる を 以て、 港內は 大潮 時と 雖も 一 時 

問 S- 流速 一 〕. 六 浬 を 超過す る こと 稀なる が 如 く、 其 方向 も槪 して 東より 西す る も 

の 多き が 如し. 


第三 章 神. 戶港 海底の 地質 及 載 荷 力 


第一 節 海底 地質 


本 港 海底 

小野濱 沖合 

於て 十三 ケ 

鐵 管 を 沈 め- 

土 層 を 掬 ひ 

從 へり。 後 

を 以て， 小 野 

質 調査 圖叁 

約 百 間 沖合 

區々 にして 

第二 編 


地質に 關す る 調 

より 西 は 國產波 

所の 試 錐 を 施行 

次で 其內 部に 地 

取る と 同時に 土 

明治 四十 一 年大 

濱 附近 繋船 突堤 

照) に 七ケ 所の 試 

の 地質 を 調査せ 

簡易なる 表示に 

舯戶 港め 經界 潮汐 其 他 


査は、 明治 三十 年頃 神^ 築港 調査 事 

止 沖合に 至る 水深 三十 五 尺 乃至 二 

せる を 始めと す。 其方 法 は 足場 船 

質に 適應 する 穿 錐 器 を 有する 鐵棒 

質の 軟硬變 化 を 査察す る 事， 普 通 地 

藏省 臨時 建築 部 神^ 出張所に 於て • 

の 位 置 (附 圖所收 神 芦 港 繋船 壁 基礎 

錐 を 行 ひ， 更 に 東 神 倉庫 株式 會社は 

り。 今 之 等の 成績 を 綜合して 相對 

據， 9  ， きものな， 9 と雖 も、 其 近以せ 

第三 章 祌戶港 海底の 地 H 及 載 荷 力 


務 所に 於て、 東 は 

十三 尺の 地域に 

二 隻を据 ゑ、 先 づ 

を 捻 下 し、 海 底 の 

賀 調査の 順序に 

之と 同一 の 方法 

海底 耐荷カ 及 地 

其 所在地の 海岸 

比する に-地層 稍" 

る 地層に 基 き、 小 

H ハー 


第 

第 
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第 
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砂 
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泥 

砂 

細 

又 

砂 

砂 

砂 

は 

砂 

貝 

及 

殻 

入 

入 

入 

砂 

小 

念 

混 

も、 

入 

事 

祌 戶市史 ^二 祌戶 の港灣 

小野濱 沖合 野濱 沖合よ， り 米 利 堅 波止場 附近に 至る 海底 地 

より 来 利 堅 

波止場 附近 次の 如し。 

に 至る 狀況 


1 六 二 

四十 尺 內外を 類別 すれば 大要 


卽ら第 一 層 は 軟泥なる も、 第 ニ脣に 至れば 砂礫 を 混じた る 稍々 硬質 曆 とな り、 第 


三 層 以下 は 常に 細 砂 を 混せ る 粘土質に して 堅靭 なる 地層と なる。 槪 して 舊生 

田 川尻なる 小 野 濱出洲 附近 は 上層に 砂礫の 曆 ある も 大體 通有 地質と な b, 海 岸 

より 參百間 乃至 四百 間の 間 は、 出 洲の 東部に 於て は 上層 軟泥 淺薄 にして 砂礫 混 

入の 堅 層 を 得る 事 容易なる も、 其 西部に 在りて は 軟泥 層槪 して 厚き が 如し" 

米 利 堅 波 止 米 利 堅 波止場よ， 9 西方の 地質 は， 前記 神 芦 築港 調査 事務所 竝 に 東京 倉庫 株式 

場よ リ舊湊 

川尻に 至る 會 社の 高濱 繋船 壁の 位置に 於け る 同社の 地質調査の 結果に 徵 する に， 其 舊 海岸 

狀況 

より 百 間 乃至 百 五十 間の 沖合に て は 上部 軟泥 層の 厚さ は 六尺 乃至 十 尺、 次 層 の 

- 粉 砂 混入 粘土 層 は 四 尺 乃至 五 尺、 細 砂 層 は 三尺 乃至 四 尺に して、 地質 は 小 野濱附 

近に 比し 稍々 劣れる も、 著し. き 逕庭 ある を 見や。  お 

舊湊 川尻よ 舊湊 川尻より 南西 兵 庫 港の 海底 地質に 就きて は、 三 菱 造船所々 屬 防波堤 位置 

リ 南西の 狀 

況  に 於け る 同所 實 施の 地^ 試驗を 除きて は 憑るべき 調書 を 得ざる を 以て. 之が 槪 

,  括 的 判定 を 下し 難き も、 三 菱 防波堤 附近 水深 二十 七尺內 外の 場所 は 上層の 軟泥 

三十 尺 以上に 及び 頗る 軟弱なる を 示す も、 其 以下 は 粘土に 粉 砂 を 含有す る 地質. 

或は 粉 砂 層と な り、 神 ^方面と 大差な きが 如し。 又 往昔 彼の 淸 盛が 遷都の 地形 

を 造らん. が爲 め. 經ケ 島卽ち 現今の 築 島 埋築を 希て 大 土工 を 起した るに、 其ェ將 

第二 編 神戶 港の 綏羿 潮汐 其 他 第三 窣 祌戶港 海底の 地質 及 載 荷 力  一 さ 二 


沖合の 状况 


神 戶市史 刖錄ニ 

に 成らん として 新埋立 

なきに 至 b 遂に 人柱 を 

は， 祌芦 小野濱 附近に 比 

ら ん。 

更 に 本 港 沖合の 地質 

十四 年 及 大正 六 年の 二 

よ b 五：.；；： 間 乃至 千 間の 

防波堤 五 百 間の 位置に 

の 狀况は 略ニ樣 にして. 

乃至 四十 五 尺 は 貝殼 を 

下層と なる に從ひ 硬度 

を泯 する 硬 贾と 變 じ、 其 

の 地質と 大差な きが 如 

しく 增加 する を 見る の 


祌戶の 港 it  一六 四 


地 は 一 夜に 海中に 沒し 

沈めて 工事 就れ， りと 傳 

し. 上 層 軟泥 頗る 厚く し 

に關 して は. 大藏省 臨時 

囘に 亙， 9 施行せ る 東 防 

沖合、 竝 に 其 南方 延長 線 

於け る 海底 試 錐の 結果 

表面 三. ral 尺 は 極め て軟 

含 め る薄淺 黄色 軟泥 及 

を增 進す。 更に 其 以下 

以下 三尺 乃至 五 尺 は 荒 

し。 唯 上層 軟泥の 厚 度 

み。 


て 形 を 失 ふ 事 

ふるに 徵 すれ 

て， 地質 軟弱な 

建築 課 神 戸出 

波 堤の 位置 卽 

九 W 五十 間卽 

に捣れ ば、 地層 

弱 な る 泥土な 

濃淺 黄色の 粘 

三尺 內外は 細 

砂に 小石 混入 


再三、 其 施す 

ば， 新 川 沖合 

る ^,.1 1 する 

張 所に 於て 

ち 小 野濱舊 

和 田 岬 東方 

に 厚薄 ある 

る も， 其 以 下 

土質と な 

砂 又は 細 砂 

晉 とな 、り. 本 


00 


要 之砷芦 港の 海底 表面 一 三 二 尺 は 遊 泥 な る を 


は 海岸よ. o 沖合に 進む に 

以て， 一 度 重量 物の 海. S- に 


べき 術 

の 海底 

ものな 

明治 四 

海岸線 

なる 南 

も、 土質 

二十 尺 

て、 漸次 

に 粘土 

港 沿岸 

從ひ著 

沈沒す 


ると き は 容易に 泥中に 埋滅 して 其 形體を 失する 事 多し と雖 も. 其 以下の 地質 は 

漸次 硬度 を 加 ふる を 以て 投錨に 適す。 更に 砂 層に 至れ ぱ、 地 質 頗る 堅 硬と なる 

も、 其 以下 は 地層 區々 にして. 地下 數十 尺の 深度に 及ぶ も 岩盤 を 得ざる もの 、 如 

し。 槪 して 上層 軟泥 は 兵 庫 沿岸に 厚 く. 神 B- 方面に 薄く して、 地質 は 後者に 在 & 

て 稍々 良好なる が 如し。 

第二 節 海底 載 荷 力  i^^i  , 

海底 載 荷 力 海底の 地盤が 荷重に 耐抗 する 强度は 地質の 狀浞 によ り 略" 之 を 推知し 得 ベ し 

の 調査と 其 

結果  と雖 も， 本 港の 如く 泥曆 深厚なる 海底に 在， 9 て は、 試驗 機と 泥土 間の 摩擦に よ， 9 

载 荷重 を 一 時 的に 支持す る 場合 多き を 以て、 眞の载 荷 力の 判定 は 容易なら す。 

往年 神 II； 市役所 築港 調査 事務所に 於て 海底 地質の 試 錐と 共に 施行せ る 载荷カ 

調 査 は、 徑 五 吋の 鐵 管に 底 蓋を附 し、 上 部に 荷重 を载 加し て、 管 の 沈降と 割合 を 量 

るの 工法に 據 h- し を 以て、 其 結果 は 載 荷 力の 眞價と 多少の 差異 を 免れす と雖 も. 

之 を槪括 すれば、 小野濱 附近 海岸に 近き 場所 は、 地下 約 五. 尺に て 一 平方 尺 ニ噸七 

とな b 、又 八 尺に て 八 噸に耐 ふる も、 水 深 三 十三 尺の 沖合に て は、 地下 二十 尺 以上 
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にて 初めて 八 噸に耐 ふる を 見る。 又 新生 田 川尻 及 其 以東 は 砂礫 浞 層の 所在 位 

殺 地下 深から ざる を以 て. 表 面 下 三尺に て 旣に八 噸に耐 杭し 得る 場所 多 く、 國 產 

波止場 附近に て は、 海 岸よ， 9 百間內 外の 沖合に て は 地下 六尺に して 七喷に 達す。 

反 之 鐵道桡 橋 及 川 崎 造船所 附近の 海岸 及 其， 合 二百 間 以內の 場所 は 地下 十五 

尺 乃至 二十 尺に して 八 嚓の載 荷 力 を 得べ く， 兵 庫 島 上棧撟 附近 は 地下 十八 尺、 新 

川 南口 附近の 海岸より 百間內 外の 場所 は 地下 約 二十 六尺に て 八 噸に耐 へ， 更に 

^田 岬 三菱 造船所 防波堤 沖合 二百 間の 處に 於け る 同 一 載 荷 力 を 得る 深度 は 地 

ド三卜 二 尺に 及ぶ が 如し。 而 して 此等載 荷 力の 强度は 泥土 浮上 力の 援助 ある 

を 以 て、 其 具惯は 以上の 數 字よ b 低下す ベ き は 前記の 如： にし て、 而 も 泥 層 深き 

場所に 於て は 其 強度の 滅縮 程度 顯 著なる を 見る。 又 明治 四十 一 年に は 大藏雀 

臨時 建築 部祌 5- 支部に 於て 繫船 突堤 位置に 當る 海底 數 個所 (附圖 所收神 1 ^港繫 

船 壁 某 礎 海底 耐荷カ 及地资 調査 圖叁 照) を 掘鑿し、 之に 斷面四 平方 尺の 角柱 を樹 

て、 其 上部に 荷重 を 載せて 地盤の 耐抗カ を 調査せ しに， 小 野濱舊 海岸線より 二百 

間內 外の 沖合に て は， 海 底 泥土 八 尺 内外 を 掘 取る とき は 一 平方 尺に 三噸の 荷重 

を 支持す る 割合と な 更 に 約 二 寸-め 沈降 を 加 へ て 五噸の 重量に 耐 へ 得 ベ く， 又 


沖合と 海岸 

との 比較 


沖合 三百 間の 海底に て は、 地下 十 一 尺內 外にて 三 噸、 更 に 一 寸 五分 乃至 二 寸の深 

度 を 加 へて 五噸を 支持す る-を 認めた， 9。 之 を 市役所 築港 事務所の 成績に 比す 

れ ば、 尙 丁 二 尺の 下位に ある を 窺知し 得べ く、 更 に 地質調査の 結果と 對 照す るに. 

海岸に 近き 處 にて は 三噸及 五噸の 荷重に 耐抗し 得べき 地盤 は 細 砂 層に して， 沖 

合に あ り て は其砂 層より 稍 "上 位に 於て 同 樣の載 荷 力 ある を 見る。 蓋し 砂 層に 

近き 上段の 地質 は槪 して 粘土質に 粉 砂 を 含む を以 て， 較 堅 硬と なる が 如し。 

前記 槃船 突堤の 位置に 於け る 载荷カ 調査の 成績に 基き 二 平方 尺に 三噸 又は 

五噸の 荷重に 耐へ 得る 海底の 地點を 海岸より 順次 沖合に 向って 繼ぎ 合せた る 

線形 は 多く 直線 狀に 近似 し. 水 平 線と 十 度 乃至 十五 度の 傾斜 をな して 海岸よ， 9 

沖合に 向つ て 低下す るを以 て、 沖 合の 海底に 於け る 載 荷 力 度 を 海岸に 近き 場所 

に 比すれば 頗る 深度の 大 なる は理の 明なる 處 な- 9。 故に 海岸より 千 五 百 間 を 

隔 つる 沖 合， 或 は 南 防波堤の 位置に 於て、 一 平方 尺 十 噸の載 荷 を 安全に 耐 へ 得る 

地盤 は、 地下 約 五十 尺の 下位に 存す るが 如し。 其 他 兵 庫 方面に 於け る 海底 载荷 

力 は、 前 記 市役所の 調査と 地質の 狀浞 によ b て 判 すれ ば， 新 川 沖合 二 百 問內 外に 

於て 十 噸の载 荷 地盤 は 地下 二十 五 尺 以上なる は 類推に 難から す。 要するに 神 
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m '海岸 は 兵 庫 沿岸に 比し 地質 比較的 堅 硬なる を以 て、 載 荷カ大 にして 營造 物の 

建設に 利なる は 論 を 埃た す。 


第 四 章 神戶 港の 水深 及 風波 


第 一 忙  IR  さ 


水深と 海底 

. 傾斜 


本 港 は 沿岸 水深き 天與の 

六 年 水路 部 刊行の 祌 芦 港 海 

に 在. 9。 五尋 線の 遠き もの 

せらる 、 前記 水深の 部分 は 

極めて 大 なりと す。 又 海底 

する 和 田 岬 附近の 急 斜を除 

の 海底 は 約 六十 分の 一、 其 他 

緩 勾配 をな して 沖合に 傾斜 

稍々 中央に 於て 初めて 十尋 

水深の 變化 港內 水深の 變化を 見る に- 

第二 編 祌戶 港の 經界 潮汐 其 他 


良港なる は 何人も 首肯す 

圖に 見る も、 三尋の 等深線 

と 雖も八 百 間 を 出で ざ 

海岸に 近 く， 而 も 安全 な 

傾斜の 狀況は 所に より 

き、 小 野 及 川 崎の 突洲沖 

は 百 四十 分の 一 內 外と 

し-和 田 岬の 東南 方位に 

の 水深 を 得る が 如し。 

-其 程度 頗る 輕微 なる が 

第 四 草 神戶 港の 水深 及 虱 波 


る 

な 

到 


る 

を 

て 


所 

所 


に し て、 之 を 明治 三十 

く 海岸よ b 百 五十 間 

て、 大船の 碇泊に 共用 

にして、 荷役 上の 利便 

な る も、 常 に 潮流の 激 

水深 五尋に 達する 迄 

五尋 以上の 海底 は 漸次 

て 七 尋に及 び、 和 泉灘の 


し。 元 來兵神 兩灣を 劃す 

1 六 九 


祌 戶市史 刖錄ニ 神 戶の港 8? 

る 小 野. 川 崎の 兩出洲 は， 往 昔 生 田. 湊 兩 川 

土砂 を 河口に 押 流 し、 港 內淺淤 の 主因と 

是れ生 田 川 は 流域 小に して、 水源 は 樹木 

接する 山紫水明の 地なる を以 て， 風 雨 に 

の 瀧 以下に 在りて 小 支流の 倂合 と共に 

かに 一 方里に 過ぎざる 流域 なれ ば、 土 砂 

沿革 記事 中， 沖 野 技師 復命 書に 詳述す る 

遂行せられ たる を 以て. 港 內淺埋 の 憂 は 

治 川.^! 川 等の 小川に 至 b て は. 本 市 下水 

に 足らす。 其 他 港内に 土砂 を 送致す る 

遊 砂に して、 和 田 岬 を繞. 9 て 港內に 侵入 

き海圖 を比铰 して 水深の 異動 殆んど 之 

要するに 本 港 水深の 變動は 古来 極め 

田. 湊 兩 川の 附 # へらる、 に 及 び、 今 や 港 

りと 謂ぶべし。 • 


1 七 〇 

の 海に 注ぎし 處 なれ ば 1 索 雨に 際して は 

なりし も， 其 流出 量 微弱な， o しが 如し。 

檬蒼 として 翠巒 遠く 摩 耶. 六 甲の 諸 山に 

際しても 汚濁の 流水 甚 しから 中、 唯 布 引 

土砂 を 流 下せし に 過ぎす。 又 湊川は 僅 

の 流 下亦大 なら ざ， 9 し例證 は. 前 章 築港 

が 如し。 而も 方今 兩川 共に 河床の 附替 

殆ど 除去せられ たりと 謂 ふ ベ く、 鯉 川. 宇 

溝渠に 外なら やして-汚泥の 流量 論す る 

は、 東 向 移動の 傾向 を 有する 播攝 沿岸の 

する もの あれ ど も、 其 量大な ら ざる は 古 

れ なきに 徵 して 明な 、りと す。 

て 微 少な. -し が. 其 異動の 主因た りし 生 

內 水深の 維持 は 極めて 容易なる を 得た 


第二 節 風波と 其 被害 


i 


功 

、每 

一し 


天 


北に 山 を 負うて 

東北東よ り 西南 

此 ® 位な， りと す」 

數は 北よ、 り 西北 

し。 又 西より 北 

秒 十 米突 以上の 

僅か に 三. 四囘 を 

海峽を 通じて 直 

舶及 海運業 者の 

賦の 良港たら し 

穩を破 ，9、 屢 々 浮 


冬季 

に 至 

に 至 

暴 風 


出 


常 に 

む る 

船の 


絡 設備と 相 埃って 


の 北風 を 避 

るの 間 は 海 

を祌 S- 測 候 

する もの US 

る 風 は 春 冬 

は 東 及 北東 

す。 然れど 

洋 の 高 浪 を 

as 瞿する 所 

一 要素な り _ 

荷 役 を 不 能 

施 設 の 急 を 


祌芦港 

K 遮す る 

らる、 も 

る 風位の 

風 は 最も 

秋に 多 

年 を 通じ 

風波 は、 紀 

る を 以て 

港 をして 

て 海面の 

し 本 港 海 

论 n 一な， o 1U す。 
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け、 南 に 和 田 岬 突出して 西の 風波 を 

に 面する を以 て、 本 港 海面の 攪亂せ 

所の 観測 統計に 徵 する に、 其 頻繁な 

も 多 く， 西 及び 北東 之に 次 ぎ、 南 寄 の 

に、 南 西よ 南東に 偏す る もの は 夏 

に 最も 多 く、 南 及 西南に 至りて は數 

も 夏 秋 暴風 季節に 襲來 する 偏 南の 

傳 送 し-港 內の 災禍 亦慘 なる もの あ 

なり。 唯 其 囘數の 多から ざる は 本 

又 北東 乃至 東の 風 は 四時 襲來し 

ならしむ る は 周知の 事實 にし て、 蓋 

要する もの は、 東 及び 南の 防波堤 築 


波^の 威力 


S! 錄ニ 神 戶の港 ほ  一七 一一 

力に 關 する 實 地の 調査 は 其 資料な きを 以て 適確に 判定す る を 

よりて 波高 を 算出 すれ ば、 大 阪 方面よ 

波濤の 高さ は 五 尺 七寸內 外と な b  、紀 


神戶市 * 

港內 波浪の 

得すと 雖 も、 試 にステ ベンソン 氏の 公式に 

、り來 る 偏 東の 風に 際して 神 芦 港內に 起る 

淡 海峡の 友ケ島 を起點 として 襲來 する 偏 

割合と なる。 然れ ども 紀淡 海峽を 通じて 

^ は， 往 々和 泉灘の 水位 

以 て、 其 波高 十 尺 を 超過す 

東の a 吹き 寡 次 第に 其 

長から やと 雖 も、 其 被 害 

ける 東 及： « 南の 風波 は 一 般海 事業者の 頗 

風波の 被害。 開港 以來 港內に 於け る 風 

、其 程度の 甚大なる もの は 

きもの を擧 ぐれば 左の 如 

月 十日 午後 一 時より 暴風 


G 風に 際會す る 

濃 を傳波 す る を 

風の 至る や、 初 め 

て、 南 の 暴風 期 


遑 あらす と雖 も 

試に 其 特筆す ベ 

一、 明治 四 年 五 

^烈を 極め 


南の 風 は 本 港に 

出入す る 潮流 は- 

を 二 尺 以上 高 む 

る は 想像に 難 か 

風位の 轉 じて 西 

， る ベ きもの あ 

る i する W な 

浪の 被害 は其數 

多く 偏 南の 風波 

し。 

大雨 あ， 9。 十二 


八 尺 

"上げ 

る と 

ら す 

と な 


頗 る 

に 因 


波浪 を 生 

時に 當， 9 

に、 太平洋 

す—  to^ し 

の 間なる 

れば本 港 

くして 枚 

災害に 屬 


偏 南 

の 怒 

て 南 

を 以 

に 於 

擧 に 


逆浪 海岸 を 浸す こと 五 尺 有 餘， 汽 船の 平地 


時に 至， 9 て 風雨 益々 

に 吹 上げられ しもの 


況 状の 害狨風 Si  © 年 四 ff! 明 


及  は 物 建の 右て つ 向 。リな 状 慘の壊 破 岸 海の 西 以目丁 一通 岸 海 は眞寫 

1  。る 常に g 位 の 社會船 SB 本 B の 今 現て I  ：  「'レ テホ庫 兵 」 の 了 未 築 建 時 S 

(藏所 社' レク- コク' ンパ ャジ） 
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七. 八 艘に及 び， 居 留地以 

西海岸 一 帶殆ん ど 諸 建 

物完 きものな きに 至れ 

.90 此際 兵神兩 港の 被 

、りたる 損 害 は、 溺 死者 二 

十四 人" 家屋 潰 倒 一 一十三 

^荷 番所 潰 倒 三楝、 運上 

所 建物 潰 倒 一 棟， 船 舶 の 

破 壤五百 餘艘、 內 川蒸汽 

船 七 艘、 外 國 汽船 及び 帆 

船 破損 五艘、 小船 は其數 

不詳に して、 築 造 中の 海 

岸 波止場 九分 通 、り、 外 國 

人 居留地 波 除 石垣 九分 

通り， 諸 倉庫 波 除 石垣 悉 

1 七三 


祌 戶 市史 別^ 二 祌戶の 港^  1 七 四 

皆. 海 岸 荷 揚場桡 橋 石垣 大破 損を受 く。 

一， 明治 十五 年 八月 五日 午前 五 時より 東風 强 く、 午 後 二 時 暴風雨と な b  、爾 後 1 一 

十二時 間の 久しき に 亙る。 之が 爲め 海上 波濤 十五 尺を增 し、 潮 沫 民家の 屋 

上 を 超 え、 和 田 崎に て は 潮水 床上 を 浸せし 民家 あるに 至る。 右に 係る 兵 神 

兩 港の 被害. 家屋 流失 三 巡査 休息所 一 楝. 家屋 破損 五十 一 芦、 船舶 流失 一 艘、 

和 田 岬 船 入場よ b 川 崎 町 入口に 至る 海岸 石垣 七 百 四十 一 間 破 壤. 道 路 破損 

四 ケ 所、 材 木 流失 二十 二 本. 割 木 百 二十 掛ニ 萬 六 千 貫) な り。 

1, 明治 十七 年 八月 二十 五日 午後 七 時 頃 東風 を 起 し， 午 後 十 時 暴風雨と 爲 、り， 十 

二 時よ. ^翌 二十 六 口 午前 二 時 迄の 間 最も 劇烈 を 極 め、 海 面 平 潮より 高き 事 

十三 尺、 神^ 海岸 兵 庫 宮內町 海岸 等 は 逆潮 陸地に 上る こ と 三. 四 尺、 到 る 所の 

人家 破損せ ざる はな く， 中 に は 家族 をして 難 を 高地に 避け しめたる もの あ 

り。 四時に 至り 風向 西に 轉 じ、 尋 で 南と な .5. 午 後 十 一 時 全く 靜穩 に歸 せ. 9。 

之が 爲め神 II； 兵庫兩 港に 於て 損害 を 蒙りし こ と、 建 物 破損 四 軒" 內 正午 報 館 

一 軒、 同 浸水 十五 軒， 船 舶 流失 三 艘、 同 沈沒 二十 七 艘. 同 破損 十八 艘 (內 獨逸 帆船 

一 艘^ 察^ 汽船 一 艘)、 同 積 荷 沈 沒 (米 七 百 石)、 波 止 場 石垣 破損 三十 六 個 所 (延 長 


六 百 九十 三 間)、 波 除 杭 流失 三千 五 百 九十 二 本、 第三 波止場 內 船橋 小野濱 根元 

石垣 破壤數 個所な. -。 ， 

一、 明治 二十 一 年 七月 二十 二日 午前 十 時 頃より 強風 を 起 し， 午 後 一 時 二十 分に 

至 b 風 勢 益.々 加 は ，9、 怒 濤 海岸に 激漲 せり。 兵 庫 島 上 町. 船 大 ェ 町， 出 在家 町， 

新 在家 町、 關屋町 松屋 町， 鍛冶屋 町、 匠 町 等 海岸 接近 人家 は 激浪 將に 及ばん と 

する を 見 て、 各 自財を 運搬して 難 を 避けん とする 等、 一 時 頗る 混 雜を極 め、 島 

上 町 水上警察 派出所の 如き は 波濤 所內に 浸入 し、 暴 風 芦 障子 を 吹 破り、 到底 

防禦の 術な きょ， 5、 一  時 他に 引揚 ぐるに 至れ， 9。 風 勢 夜に 入 b て 漸く 衰 へ， 

翌 二十 三日 早朝 迄 は 稍々 平 穩に歸 せし が、 午前 九 時より 午後 一 時 迄の 間に 

於て 再び 大に 東風 を 起 し. 三 時 南に 變じ， 四時 四十 五分 西風と 爲 り、 六 時半に 

至て 全く 靜穩 に歸 せり。 就中 最も 激烈なら し は 南風に し て、 石 飛び 波 荒く. 

兵神兩 港に 於て 船舶 其 他 害 を 被る 事 少なから す。 卽ち兵 庫 港 (二十 二 日) 島 

上 町 波 止 石垣 二. 三 個所 崩 瘻、 船大工 町 波 止 二 個所 破損、 日本 形 五 百 七十 石 積 

商船 及 小船 一 艘 破損、 (二十 三日) 船大工 町 波 止 九 間、 出 在家 町 同 一 間 破損、 船大 

ェ町築 島 橋よ， 9 東岸 數 個所 破損、 日本 形 六 百 八十 三 石 商船 一 艘積 荷の 儘 沈 
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祌 戶市史 ^錄ニ 祌戶の 港 

沒， 測量 用 足場 一 個所 破損、 納屋 物置 場 各 

三日) 居留地 波 除 杭 凡 一 町餘、 第二 波止場 

損流 失、 辨天濱 御用邸 棧橋 三分 通 破損、 川 

天濱 石垣 同 若干 破 損、 船 撟ー 個所 破 損" 日 

破損、 米國 帆船 一艘 帆 檣 折 損』 八月 三十 

舶 海岸に 吹 揚げられ たる もの 一 艘、 破 損 

所， 兵 庫 港に て は 船舶 流失 二 艘， 同 破 損 一 

艘 (內 西洋 形 帆船 一 艘) 建物 颠倒 二十 三 個 

止崩壤 一 個 所， 棧 橋 及び 板 流失 二 個 所、 栅 

破損 五十 個所の 被害 あ，^ 十一月 二十 

前 七 時に 至って 鎭靜 せ， 9。 

、明治 二十 五 • 年 八月 十六 日 午前 八 時より 

じ、 風 力 猖撅を 極 め、 潮 水 は 人家 を 浸 し. 船 

木 を 流す 等， 其 害 を 被る もの 少 からす。 

じて 次第に 衰へ、 潮水 亦 漸次に 


1 七 六 

一 楝， 商店 小屋 ニ楝 破損， 祌 戸 港 三十 

より 第三 波止場 邊の間 同數百 本 破 

崎 造船所 構內 波止場 石垣 十 一 間辨 

本 形 商船 一 艘， 小 廻船 二 艘、 漁 船ニ艘 

日復た 暴風雨 あ り、 祌 芦 港に て は 船 

一 一 艘、 家 屋. 職 ェ 場. お 示 場 等 顦倒六 個 

艘. 同 海岸に 吹 揚げられ たる もの 三 

所， 同 破損 六 個 所、 橋 の 流失 一個 所、 波 

埒. 塀 墻. 板 圍. 日 覆 屋 根. 壁 等顚倒 又は 

日 午後 六 時 東風 を 起し • 二 十一 日 午 

東北 風 を 起 し. 午 後 九 時 頃 南風に 變 

舶は 相銜突 し、 又 海岸に 積 置た る材 

翌十 七日 午前 二 時 頃 風雨 西風に 變 


退 し • 同 五 時に 至ら 全く 靜穩 に歸 せ， 5。 損 


況狀の 害狨風 暴の 年 五十二 治 明 


'4 

f セ 


(藏所 社, レ クニ  口 ク' ンパ ャジ） 狀慘の 近 附地園 遊 西 


第二 編 神 戶漭？ 鸫 界溯汐 其 他 第 四 章 祌戶 港の 水 


害 は 死者 三人、 家屋 流失 四 芦、 

潰 倒 二十 七 芦、 同 大破 五十 四 

S 屋 床上浸水 百 四十 七 芦， 

同 床下 浸水. 七 百 五十 In: 倉庫 

潰 倒 十八 楝ヹ業 場 大破 十六 

棟， 道路 破損 二 個所 (延長 五 百 

八十 九 間)、 沿岸 石垣 破損 三十 

九 個所 (延長 三百 五十 九 間)， 船 

舶 流失 四艘、 同 破損 百 六十 四 

叟。 

一、 同年 九月 十四日 朝來 東風 を 

起し， 漸次 東南に 變じ、 午後 一 

時 頃よ b 强大 とな ら. 怒 濤 人 

家 を 浸 し. 甚 しき は 床上に 及 

ベ， 9。 六 時 頃 風雨 西に 變じ、 

1 七 七 


神 戶市史 刖錄ニ 祌戶 の港灣  一七 八 

次第に 勢 を 減じ、 九 時 頃 初めて 静穏に 歸 し、 潮 水 も 次第に 減退せ b。 被害 は 

負傷者 五 人、 家屋 潰 倒 六 S; 同大 破 一 芦. 床上浸水 百 三十 六 

(延長 三百 十九 間/及 惡 水路 破損 二 個 所 (延 長 十四 間/船 舶 破 

八十 八 町 八 反 九 畝步、 畑地 損害 八十 五町 五 反 五 畝步。 

. 明治 三十 二 年 六月 三日 は朝來 降雨 甚だし く、 正午 頃よ， 9 

面 著しく 荒れ、 國產 波止場， 第二 波止場、 米 利 堅 波止場， 小 野 

にて 被害の 船舶 頗る 多 く、 居 留地 海岸 は 遊園地よ h- 道路 

打 揚げ、 外人 所有の 小 蒸 汽船 ス ノ ー , ホ— ダ號は 海岸 波打 

ら れ、 乘 組 員 二 名 重傷 を受 け、 又 粽 船の 水夫 一 名 溺死 をな 

岸 各所に 難破 沈沒の 和船 頗る 多く. 行衞 不明の 者數 名に 

風 は 南西に して、 一秒 時間の 速力 は 十三 米突 七な りしと 

一. 同年 八月 十五 曰 は朝來 天候 險惡 にし て、 東 風 吹 き、 雨 を 添 

h 次第に 風力 を 加へ、 同 三時に は 風向 變 じて 東南と な. 9 

雨 益々 猛烈と な ，9. 怒 濤 堤防 を 越えて. 泡沬壹 間 半の 高さ 

通. O は 潮水 膝を沒 する に 至 b. 海 上 は 狂瀾 天に 漲ぎ b. 其 


^道 路 破損 四 個所 

損 三艘、 用地 損害 百 

南の 强風 とな ち、 海 

濱及 東棧橋 附近 等 

にかけ て 潮水 高く 

際に 橫樣に 打 上げ 

せ， 9。 其 他 港內沿 

達す。 當 日の 最強 

云 ふ。 

へ. 午後 一 時 過ぎよ 

"同 四時に 至 h- て 風 

に 達 し， 爲 めに 海岸 

危險 甚だし く， 水 上 


警察署 及 市 內各署 共に 海 

崎 沖合に ては大 型 石炭. 船 


破 し、 第  一 • 第 

小 野濱沖 に 

處、 此 暴風に 

て 船 を 沖 合 

野濱 海軍 造 

条 なか， 9 し 

部分 は 無事 

し. 濱 邊 なる 

餘 名を以 て 

は 三 ケ 所 (此 


、、ユ 


は 壹 萬圓 以上 

棟 破損 し， 其 中に 積 入れ あ 

一 隅なる 石垣 三 間 程崩壤 


陸 警戒に 怠 ， り なかり し が、 兵 庫 和 田 神社 前 及び 川 

各 一 艘沈沒 し， 小野濱 方面に て は 载荷粽 船 数隻 難 


波止場 附近 

泊せ る英 船 

ひ 二 本の 錨 

出さん とせ 

所 跡の 前な 

又 小野濱 

り し も. 敷 板 

拔 上屋 內に 

0 を な さ し 

十 四. 五 間) に 

を 費すべし 


に て 

ァ II 


る 

る 

ま 

め 


を 

< 上 

ク. 1 

損 

し 


せ 
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大小 船舶の 破 壤沈沒 せし もの 極めて 多 く， 又 

ガイ  <  號は旣 に 荷役 を 終り 近く 出帆 豫定の 

切斷 せら れ、 船 長 以下 船員 孰れ も 必死と な， 9 

其效 なく、 同日 午後 四時 三十 分 頃 小 野 濱舊小 

打 際に 打 揚げら る 、 に 至りし も. 人 命に は 別 

會 社の 棧橋は 鐵杭及 梁 其 他 鐵材を 用 ひたる 

部 激浪の 爲め 破壤し 去ら れ、 軌 條も處 々破壞 

浸入し. 孟買 棉花 (五. 六 千梱) を 浸さ れ、 人夫 三百 

り。 其 他 第二 波止場の 敷石 全部 破損し、 突堤 

を 生じた るが^ 敷石 及び 突堤の 修繕工 事に 

ふ。 次に 第二 波止場 南岸， の鐵板 張， o 上屋 壹 

鐵類及 棉花 は 悉皆 潮水に 浸さ れ、 同灣の 東南 

. 又 同 波止場なる 上屋 外の 各所に 積み あ， 9 

神戶 港の 水^ 及 風波  一 七 九 


神戶 市史刖 二 祌リの 港 一八 ◦ 

し 亞米利 加 棉花 壹千數 百梱は 悉く 潮 浸した b。  ^他 小野濱 波止場の 方 は 

木 柵 延長 四. 五 十 間 を 倒 し， 上 屋壹楝 破損 し. 潮 水に 浸された.^。 尙ほ兵 庫な 

る稅關 波止場の 石垣 は曩に 暴風雨の 爲め 破壊され たる を以 て， 當 時 復舊ェ 

事 中な， ^し が、 是 叉 全部 破壤 されし と 云 ふ。 以上 は 海上の 被害なる も， 陸 上 

にて は 浸水 家 屋. 板 塀の 破 壤、 家 屋の 倒壊せ しもの 兵 庫. 神 P を 通じて 頗る 多 

と 云 ふ- 當 日の 最強 風向 は 南西に し て、 速 力 一 秒 時 十四 米突 四な， り 


力 ，5 

し LC 

一 、明治 

0 に 

時最 

同時 

に 風 

^ 漸 

筆す 


し 

三 

ノ 

Jr7 


ふ。 

十七 年 九月 十六 日^よ b 

て、 十七 日 午前 三. 四時 頃 は 

と な ，9. 方 向 は 北東に して- 

氣壓の 下降 頓に歇 み， 棗 低 

お へ， 午前 六 時 西の 強風と 

恢復せ し が、 斯 くの 如く 氣 


十七 日朝に 亙る 暴風雨 は當 

風雨 最も 狂暴 を 逞しう せし 

一 秒 間 二十 五 米突 七臺 時 間 

七 百 二十 八 粍 を 示 し、 風 雨 北 

な .り， 同 十 時に 至， りて 南西の 

壓の 低下せ し は 神 10- 測候所 


力 

次 

ベ きものに し て、 陸 上の 被害 甚大なる もの あ， りし も. 海 上 

損沈沒 せし もの あ. O しに 止ま さ したる 事な か り き 


地方 稀なる 飓 

が、 風 は 午前 四 

五 \ 哩) を 測 り. 

に轉 すると 共 

和風と な b 、天 

の觀測 表中特 

の 被害 は 和船 


1、 明治 四十 三年 五月 十 一 日の 暴風雨 は此 季節に 珍ら し く、 通 常 夏季に 起る 暴 

風の 性質 を 具 へ たる^ 風に して、 其 中心 は 沖繩島 西方よ b 進來 し、 九 州 南東 

を經て 南海に 向 ひ、 十 一 日 早 曉四國 沖に 達 し， 紀 州 沖 を經て 東海道 方面に 向 

へり。 神^ 地方 は 十日 朝來 天候 險惡 とな b 、東 又は 北東の 風 吹 き、 驟 雨を变 

へ しが、 午後 六 時よ， 5 氣壓の 低下 著し く、 夜 半よ， 9 降雨 は衰へ たる も、 北 東 の 

風 勢 次第に 強く、 午前 一 時 十分 最強 一 秒 二十 九 米突 を 測り、 氣壓は 同 五 時 七 

百 三十 七 粍 を 示せし が、 午前 七 時 風向 北よ， O 北西に 轉じ、 勢力 衰 へた， 9。 其 

被害の 槪浞 は， 陸 上に て は 板塀 倒壞百 二十 四ケ 所、 庇 飛び 十八 ケ 所、 煙 筒の 破 

損、 樹 木の 倒れた る もの 及 電線 切 斷數ケ 所， 建 物の 被害 も 亦 多 く、 海 上に て は 

和船. 小 廻船. 發 動機 船の 沈 沒破壤 五十 餘隻 な， 9 し と 云 ふ。 

一、 大正 元年 八月 二十 三日 朝 四 國の遙 か 南方 沖合に 發 現した る 大風 は、 北東の 

進路 を 取 & 四國 沖に 接近す る に從ひ 次第に 深厚と な b、 午後 二 時四國 沖に 

來 りし 時 は 低氣壓 中心 示度 七 百 四十 六 粍 を 示 し、 北 方に 直上 突進 し、 同 十 時 

に は 遂に 四國 南方 海岸に 達して 七 百 四十 四 粍の 深度と な ，9、 少 しく 北東に 

轉 開して 二十四日 朝 阿 波. 讃岐ょ り 內海を 過 ぎ、 播 佴 地方 を 掠めて 若 狭灣に 
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出で たるが 如 く、 其 中心の 進行 急速な b し を 以て. 進路に 暴風 を 起した る も 

のにし て、 祌 芦 附近に て は 二十 三日 午後 前記 低氣壓 の四國 沖に 接近す るに 

從ひ 北東 方の 風 稍々 强 く. 曇 天 小雨 を 催 し. 氣 腿の 昇降 不定に して. 夜半 前よ 

b 急に 沈降し 來， り、 二十四日 午前 零時 五十 分より 小雨 降， り 初 め、 午 前 三時 過 

ぎよ b 北東の 風增 勢して 同 四時より 强風 とな h- 、同 七 時 三十 分に 至 b 屈 向 

俄かに 正南 方に 變 じ， 同 時に 風力 一 層 烈し く. 同 八 時 十一 二分 頃 風向 南々 西と 

な 、此 時 最強 風速 度 二十 一 米突 六 を 測 ，5、 同 六 時氣壓 最低に 達して 七 百 五 

十 一 粍 を 示し、 雨 は 午前 五 時 四十 五分より 沛然と して 至 り、 六 時よ， -七 時に 

於て 最も 强 く， 氣 壓は 午前 七 時より 漸次 昇騰 し， 正午に 至り 天候 恢復せ 

此 暴風に て 陸上の 被害 は、 神 B- 方面に て 浸水 家屋 六 百 七十 ^板 塀 倒 壤數ケ 

所. 兵 庫 方面 は 浸水 家屋 二百 七 5/ 倒 壤ー ケ所 にして，； w  B- 驛前通 b 道路 は壹 

尺 許， 5 溢水 し. 河 流の 如き 狀浞を 現 は し， 全 市に 亙りて 雨 漏， 9 なき 家屋 殆ん 

どなき が 如き 暴風雨に し て， 兵 庫 電車 は 午前 七 時半より 八 時 五十 分 迄運轉 

を 中止し. 又 午前 六 時 五十 四 分明 石 行列 車 は 進行 危險 なる によち 兵 庫驛に 

て 五十 分 停 車、 其 他 上 り、 下 b 各 列車 は 何れも 二十 分 乃至 三十 分遲延 せ- 9。 


海上の 被害 は、 神 芦 沿岸 一 體 に斃留 せる 船舶 激浪に 浚 は れ， 防 波 堤 又は 捻 石 

に 衝突 破損 沈沒せ る もの 九十 二 隻. 損 害 五 萬圓を 下らす。 叉 棧橋會 社 所有 

の 棧橋は 陸岸 近き 處約十 間 大破 し， 橋 上の 軌道 は 採ぎ とら れ. 此 附近よ h- 米 

利 堅 波止場までの 海岸 は 護岸 石垣に 街 突粉碎 せる 遭難 船の 破片 堆積 せら 

れて 其參状 目も當 てられす。 又 兵 庫 島 上 町 海岸 も 激浪 高く し て、 同 海濱の 

飲食店 二 軒 流木に 叩かれ 半痠の 姿と 化し • 魚油 倉庫の 表 B- は 浚 は れ、 難 破 船 

亦尠 からす。 其 他 運河 浮 橋 流失 し. 駒 ケ 林新湊 川尻 堤防 石垣 崩 壤ニケ 所に 

して. 此 附近の 浸水 家屋 亦少 からす。 

1 , 大正 三年 六月 三日の 暴風雨 は 其 風 勢 甚だ 大 ならざる も、 方向 南に 偏せ し を 

以 て、 沿 岸の 被害 歡 からす。 今 其 槪浞を 述べん に、 六 月 一 日夕 臺灣 南方 洋上 

に 現 はれた る S- 風 は徐々 北東に 進行す ると 共に 著しく 發 達を遂 げ、 三 日 朝 

九州 西部に 於て 七 百 三十 八 粍の 氣壓を 示す に 至 h- たれ ば、 同 地方よ b 朝鮮 

南部に 亙， 9 暴風雨 を 起 し. 其 他 全國を 通じ 槪ね 曇天に して、 天候 甚だ 不良に 

傾きつ ， あ り しが. 當 地方に て は 數日來 晴曇 不定に して 降雨 稍々 繁多な， 9 

し が， 前 記 西方 低 氣壓は 漸次 北東 方に 進 み. 日 本 海 方面に 向 はんとす るを以 
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て， 風 向 は 南より 西に 轉 じ. 稍 々激しき 風雨 を 起 し. 四 日 午後 三時 頃. 風 向の 南 

より 西に 轉 する に當 ，0、 風 速 最大 十 一 米突 八の 西南西 風と な り 、地 上の 物體 

を 吹き飛ばさん ばかりに 物淒 く、 通 行人 を惱 ませし も、 短 時間の ため 陸上の 

被害 は大 なら ざり し が、 駒 ケ 林 は 風當， C- 殊に 烈し く. 煙 筒の 如き は 固よ ，9、 古 

き 建物 は 今にも 倒壞 せんかと 危ま れ、 村 民 は是が 警戒 を 加 ふる 等の 騷ぎ 一 

方なら や。 尙 海上 は 野 田. 駒 ケ林兩 村よ，^ 和 田 岬. 川 崎 濱. 小 野濱の 如き 怒濤 

防波堤 を 叩き 物澳 まじ く， 附 近に 繫留の 和船 は少 からす 惱 まされし も、 晝 間 

の 事と て 割合に 被害 尠か hv し が、 大 正 二 年の 時化に 際し 堤防 崩壤 せし 駒ケ 

林 字 中の 町より 西方 野 田 村 沿岸 十數 町に 涉， O 堤 は 怒濤の 爲め洗 去られん 

ばかりの 形勢 見え、 兩 村民 總 出に て 土俵 を 作， O 警戒 を 加 へ しも， 幸に 風 次第 

に a ぎ 大事に 至ら ざ h- き。 又當港 沿岸の 怒濤 飛沫 は 二 丈に 餘， 9 たる 箇所 

も «J から や. 危險 刻々 に 加 は ,£ に 海陸の 聯絡 杜絕 する に 至らし が、 K 上 署 

にて は 沿岸 一 帶の 警戒 をな し、 萬 一 に備 へた りしが、 緊留 船舶に はさした る 

被害な く、 唯 沖合 航行 中の 靜船 壹隻及 荷役の 和船 三隻は 豆粕 積載の 儘 第 四 

突堤 沖に て沈沒 し. 其 他 九隻の 大小 和船 は载 荷の 儘各听 に沈沒 せし も、 幸に 
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影 響 を 受け 

き、 一 時 降雨 
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棧橋は 風波の 爲め其 連絡 を絕た 

しが. 殊に 當港內 第 十 二番 浮標に 

千 六十 三 噸) は 四日 出港の 豫定な 

鐵 柱切斷 せした め、 船體は 船尾 を 

れ、 第 七番 浮標に 繋留せ る 日本 郵 

に 信 濃 丸 は 左舷に 傾斜 し， 兩 船 共 

三日 小 笠 原 島 附近に 現 はれし 賠 

豊後 水道に 達し、 四國に 暴風雨 起 

b 南東 海岸 は 海上 不穏の 狀 態に 

• 十 三日 以來東 叉 は 北東の 風 次第 

あり、 同 九 時 風速 一 秒 時 十 一 米突 

轉し、 同 六 時 最強 風速 一秒 間 十一 

の 風 は 著しく 神 芦 附近の 海面 を 

ひし 石垣 四十 間餘は 十四日 午後 


れた り。 尙ほ其 他に も 被 

繫留 せし 大阪 商船 會社汽 

.9 し に、 三日 午後 四時 頃 怒 

北に 向けた る 儘 風の 方向 

船會社 汽船 信 濃 丸と 接觸 

に 損害を被りし も. 人 命 に 

風 は 急速に 北々 西に 進み、 

り， 中 國 九州 地方 も 風雨 加 

在， 9 しが. 神^ 地方 も此鹉 

に增勢 し、 十 四 曰 朝よ h- 强 

を 測 り、 午 後 二 時 風向 南東 

米突 四に 達 し、 同 九 時 天候 

荒し， 西 須磨村 字 一 の谷附 

三時 頃 俄然 崩瘻 し、 下， 9 線 
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路上に 堆積した るよ り、 以 後 各 列車 は 上り 線路に よ ，9 て單線 運轉を 試む る 

の 巳むな きに 至 尙ほ 一 の 谷川 尻 も崩壤 して 同樣 下， 5 線路 を 埋めた る を 

初めと し、 兵 旅. 駒 ケ林 附近 一 帶の 海岸 は 打 寄す る 狂瀾 怒濤の 爲め 被害 續出 

し、 午 後 六 時 頃 同村 魚市場 幅 二十 三尺 延長 四十 間崩壤 流失し、 堂の 町 海岸 石 

垣 二十 間 崩 壤、 附 近の 納屋 三 棟 及び 高 六 間の 煉茏 煙突 破壤 したる も、 人 畜 に 

は異狀 なか りき。 其 他 野 田 村 海岸なる 松樹數 十本 根 こそぎ 倒壤 せ，^。 港 

內も 波高 く， 沿 岸 防波堤に 打揚 ぐる 怒濤 は 丈 餘に及 び， 殊 に 葺合港 灣. 和 田 岬 

及 米 利 堅 波止場 邊は 最も 甚し く "防 波 堤 及 護岸 を 越えて 陸上 を 洗 ふ 勢淒じ 

かりし も、 幸 晝 間な， O し を 以て 被害 少 く. 狩 船の 遭難 數艘に 過ぎ ざ， 9 き。 

一、 大正 六 年 六 3 十二  H 夜 十 時 頃よ， o 當 地方 は 俄然 大雨と な b, 十 二 時 前後に 

、 は 雨 は小歇 みとな. 9 し も. 翌 午前 一 時よ b- 突然 南西の 强風 とな り、 最 强壹秒 

十 一 米突の 速力な，^ しが、 同 二 時 頃よ.^ 次第に 風力 を滅 じ， 同 五 時に 至り 天 

候 恢復せ しが. 海上に て は 風の 起る と共に 俄に 激浪 來 り、 和 田 岬よ， 9 葺合港 

灣に 至る 沿岸 は 怒濤 岸 を 洗 ふ 態 物淒じ く， 港 內 波浪 高く し て、 危 險益々 加 は 

b しかば、 繫切 和船 は 避難 準備に 狂奔せ しも. 鐵類 積載の 孵 船 一 隻 新生 田 川 


尻に 繋留 中破 損せる を 初めと し、 稅 關 監視 部 西側に 繋留の 釣船 六 隻， 潢 船 壹 

隻は 大破 し、 土 砂 船壹艘 浸水 沈沒 し、 精 糖 を積载 せる 脬船は 第二 波止場 突堤 

內 側に 繋 泊 中 海水 浸入して 損害 を受 け "第 一 突堤に 繋 泊の 脬船 十隻 大破 損 

を 生 じ、 船 夫壹名 行方不明と なれり。 其 他 航行 中の 粽船 七艘 も沈沒 せり。 

又 川 崎稅關 構內第 十九 號 上屋 前に 積み あ， 9 し 豆 油 四十 一 箱、 落 花 生 油 十二 

箱 流失し. 小野濱 築港 第 一 乃至 第三 突堤 上に 打 揚げた る 波浪 雜貨 充満せ る 

各 上屋 內に 浸入 し、 潮 濡 とな たる 貨物 多 ぐ、 殊 に 第 一 突堤の 根元に あ， 9 し 

假 上屋に は 潮水 烈しく 浸入して 貨物の 損害 頗る 多 かりし が、 當 時歐 洲戰齓 

の 影響 を 受け 本 港の 滯貨其 極に 達せし 時なる を以 て、 風 力 僅かに 壹秒時 十 

一 米突に 過ぎ ざ h.- しも 斯る 多數の 遭難 を 見し ならん。 

開港 後の 兵 神兩漭 沿革^ 敍す S に 方 リ， 其 當初 は內外 多事 百般 新 創 の 時に 雇 し， 文 獻の徴 す 

る...， の Z しく、 其 後 U 至り 波止場の 改 築， 運 河の 開 ST 棧 橋の 架設 等" 港 攆の改 一良に 資する ェ * 興 

り し も. 槪 して 規模 小：， L し て， 僅 か； I 內外 貿易の 應急 施設に 過 ざす。 殊に 其 一 部 は 現今 旣 -レ 撒 

去 せら れ. 或 は埋 築地と 化し^る もの ぁリ。 之が 詳锄^ 述ぶ るに 却て 煩絮に 逑リて 益な き^ 

慮 リ. 其 梗概 vi- 擧 ぐるに 止め 六り。 然れ ども 日 淸戰役 後 は 本 港 貿易- -I- 念 劇なる 發展. * 來 し、 大 
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神戶 市.^ 別 錄 二 神戶 海運 五十 年史  二 

け， 諸 國の物 產手廣 に 運 出 商 賣可爲 勝手 者 也に と 觸れ、 更 に 其 取締に 關 し T 今般 兵 庫 


11 港 御 差 許 相 成 候に 付， 三 つ の 番所 を 建 置 

者 共 は 其 旨 厚く 可 存、 若 し改濟 の義相 憚り 

の 處分可 申 附候條 、可 被 得 其 意 候。』 i 布令せ 

て齊藤 六藏、 小 堀 右 膳の 二人へ 兵 庫 開港 御 

向 守 は 兵 庫 奉 行 を 兼 ね、 銳 意力 を 開港 準備 

の 落成 を 吿げ， 波止場 三 ケ 所 略" 成りて、 居留 

の 開港 期；：" に 達せし を以 て、 假 .5 に 開港の 

の 軍艦 二十 一 發の 祝砲 を 放 ち、 各 國 領事 其 

兵 庫 奉行 柴田等 は 右 布令に 依り 神 B- 村 

上 所 を 建設せ り。 此 建物 は 擗子板 を 以て 

たる 色彩 を 放 ち、 當 時 硝子 板 を 見た る こと 

1 ド " の 家と 稱 し. 遠 近相傳 へ 日^見 物に 

喜 大政 を舉 還 し、 維 新の 大政 令發布 せらる- 


き， 改濟の 上 交易 取 計 候 箬， 右 に 携り候 

改 め 方 違背 改め 洩れ 等 於 有 之 は， 厳. 重 

bo 又 在京 勘定 奉行 星 野豊後 守 を し 

用 取扱 を 命じ， 更に 大阪 町奉行 柴田日 

に 盡 し、 運 上 所の 建設 を 終 ，9、 倉 庫三 棟 

地 未だ 成らす と雖 も， 已 に 十二月 七日 

式を擧 ぐ。 當日は 碇泊 中の 英米 諸國 

僑 居に 國 旗を揭 げ、 以 て 開港 を 慶賀せ 

の 東部 海濱 に廣大 なる 和洋折衷の 運 

隙 子 を 張りし か ば、 日 光に 反射し 煌々 

なき 市人 等 は擧っ て 之 を 珍奇と し. ビ 

雲集せ りと 云 ふ。 此 時に 當-り 將軍慶 

此 に 於 て 勤王 黨の 首唱者 薩. 長 藩 士 


朝廷の 命 を 以て 來 

を 始め 幕吏 等 は、 將 

知る ベ からすと 爲 

は 不安と 私慾に 驅 

ろ 無 賴の惡 徒にし 

を 奪 ひ， 甚 だしき は 

住民 は 其 害 を 蒙む 

英國 軍艦の 井 長 兵 衞等は 暴行 

入港  i-  I  '  ■ , 

の 趣 を 聞知し たれ 

一 郞. 伊藤 俊 介 等 京 

用 宿手當 等の 命に 

り。 巳に して 同月 

民 の 言 果して 眞な 

督等亦 倉皇として 


•o 兵. 祌 の 地 を 支配す との 風說頻 hv に 起り 

軍に して， 政權を 返還した る 上 は 何時 江^ 

し、 最早 其 任務に 鞅掌せ す。 代官 手代 奉行 

ら れ、 其 職 を 顧み す、 跋 扈 跳梁 毫も 世間の 保 

て浪士 と自稱 する もの と共に 市中 を橫行 

白晝門 S- を 破 り、 恰 も 强盜に 類す る 惡事を 

る こと 甚し。 此に 於て 年寄 役吉& 七郞兵 

防止 策 を 協議す。 時 恰も 同年 十二月 二十 

ば、 乃 ち 兵卒 等に 僞， 5 吿て曰 く. 『薩 藩士 小 松 

師 御用に て 軍艦に 乘じ將 に 日なら すして 

接 手せ， Oj と。 然. れ ども 彼等 兵士 は 輙く之 

二十日 英國 軍艦 果して 黑煙を 揚げ 入港せ 

りと。 周章狼狽 各 "身 を 以て 遁竄 し、 奉行 柴 

逃 通す。 此に 於て 兵 庫. 神 戶 地方 は 今や 幕 


開港 地 警衞の 兵士 亦 等しく 去て 全く 無政府の 境と 變 じた 


し が、 奉行 柴田剛 中 

へ 引 揚の命 下る も 

附き 別隊組 兵士 等 

安に 意 を 留め す、 寧 

し-民 家 を 掠め 商品 

爲 し， 就 中 神 R 部の 

衞. 高 濱 太右衞 門. 船 

一 日英 國 軍艦 入港 

帶 刀. 長 藩士 木 芦 準 

來 港すべく、 旣に御 

を 信せ ざる に 似た 

，9。 彼等 以爲く  土 

田 剛 中. 代 官 齋藤洪 

吏の 片影 を 認めす. 

- 各 家 各人 自から 
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衞 b 、以 て 新政 治者の 來るを 待つ。 慶應四 年 正月 京都に 於て tf 將軍慶 喜 鳥 羽. 伏 

見 に 陵. 長. 土 の 兵と 戰 ひて 敗走 し、 江 戶 に歸 る。 朝廷に 於て は 同年 正月 十日 德川 

慶喜 征討の 令 を 京都 三 條. 荒 神 口の 二 橋に 揭 げ、 征 討 府を樹 て， 彰 仁 親王 を 征討 大 

將 軍に、 二月 熾 仁 親王 を 東征 大總督 に 任 じ， 諸 侯に 令す るに 兵 を 率 ゐて來 り 會す 

べき を以 て し、 三 道 東征の 師は 谷" 其 部署 を 定めて 錦旗 を 東風に 飜 さんと す。 關 

； 東に 於て 幕府 は 譜代 恩顧の 諸侯に 軍令 を發 し、 天下 は卽ち 京師の 新政 府、 關 東 の 

舊 政府に 兩分 せら れ、 以 て 雌雄 を 干戈に 決せん とせ， り。 而 して 新 政府 は 此時未 

だ 諸 外 國に 對 し、 日 本の 主權 者た る こと を宣 示せざる を 以て， 東征の 師を 進む る 

新 政府の 外 に 當 り、 先 づ 王政復古の 旨 を 中外に 宣布せ ざるべ からす。 此に 於て 新 政府の 參 

交 

與兼 軍事 參謀 兼外國 事務 取調 掛東久 世 通藉を 以て 使節と な し、 正 月 十四日 兵 庫 

に 來 り、 諸 外國 使臣に 國書を 交附 せし む。 東 久世通 鵜と 共に 參與岩 下 佐 治右衞 

門 (方 平). 同 寺島陶 藏 (宗 則；. 徵 士 伊藤 俊 介 (博 文 >同 中島 作 太 郞 (信 行). 同 岩 下淸之 丞. 同 喜 

多村慶 次等來 る。 孰れ も當代 傑出の 名士な り。 正月 十五 日 兵 庫 島 上 町 諸 問屋 

會所を 以て 假 事務局と 定 め、 將 に 新政の 施行に 從事 せんとす- 已 にして 同 月 十 

九日 事務局 を 兵 庫 切 戸 町 幕府 大阪 奉行所々 屬勤 番所に 移し、 兵 庫 市中、 村々 取締 


及^ 事 訴訟 等總て 申出 づ べき 3:1 を 公示す。 然るに 此時 幕府の 吏員 は 前 月を以 

て 逃 通し、 地方 一 般 無政府， 無 規則に 變じ， 百般の 事務 悉く 創始に 屬し， 施設の 急 を 

要する もの 其方 面 頗る 多岐に 亙 に殆 んど著 手の 前後 緩急 を 決する に 苦む。 此 

に 於て 新 政府 は 先 づ從來 の 名 主. 年 寄 を 召喚し、 施政の 秩序 を 定め、 吏員の 任命 決 

する 迄 一 に 舊來の 儘 名 丰年 寄 等 公務に 與 るべき 旨 を 命じたり。 而 して 神 芦 は 

開港と 居留 外人 居留の 地 なれ ば、 兵 庫津と 稍-其 事情 を 異 に し、 單 に 舊來の 秩序 を囘復 し、 村 民 

地 

の 保安 を 維持す るの み を 以て 足れり とすべ からす。 前年 十二月 七 日、 開 港以來 

外人の 旣に 居留す る 者 あ，^ と雖 も. 天 下の 風雲 急に して 開港 は 其 名のみ に 過ぎ 

す。 忽 ち 京阪の 兵禍と な り、 三 宮英人 殺傷 事件と な り、 內 外の 商取引， 容易に 見る 

事 を 得す。 故に 外人の 保 護、 賣 買 開始の 準備 は 今や 焦眉の 間に 迫れり。 岩 下. 寺 

島. 伊 藤. 中 島 等 專ら神 芦 方面の 施設に 沒 頭す。 然るに 當時 官吏と して 任命す ベ 

き 者な く、 事 務の 開始 亦 如何と も爲 すべきな し。 依て 兵 庫 同 様、 先 づ各 町村の 舊 

例 を繼承 し、 庄 屋. 年 寄 をして 依然 公務 を 扱 はしめ. 尙ほ且 開港 事務に 補助の 力 を 

致すべき を 命じたり。 此ょ b 先き 正月 十七 日 京師 太 政官に 於て は 政體を 定め. 

三 職 (總 裁. 議 定. 參 與) 七 科 (神 祇. 內 國. 外 國. 海 陸 軍嗇 計. 刑 法. 制 度) に 分 ち、 各 科に 總督を 
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置 き， 其 下に 參與を 任用 し、 以 て 事務の 分掌 を爲 さしむ。 參與は 何れも 各藩 出身 

の 俊英に し て. 新 政の 考案 は槪 して 此 等の 人 々より 出づ。 此に 於て 東 久世通 腈 

は外國 事務 總督に 任せら れ， 參 與岩下 佐 治 右衛門 は外國 事務 掛 とな ら、 以 て 兵 庫 

開港の 事務 を督 す。 同月 二十 一 日 東久世 は六國 公使に 書 を 致 し、 東 征の師 を 起 

したる を 以て. 彼等 は 軍器 兵仗 を 輸入 し. 德 川 慶喜及 其 臣屬の 兵力 を 助く ベ か ら 

ざる 旨を吿 ぐ。 同月 二十 二日 新 政府 は 兵 庫 鎭臺を 置 き. 東 久世 之が 都督に 任せ 

らる。 外國 事務 掛 たる 岩 下 は 二十四日 兵 庫 取 稀の 命を受 く。 而 して 參與寺 島 

亦外國 事務 掛 とな， 9, 二十 五日 徵士 伊藤 も參 與外國 事務 掛に 任せら る。 須臾に 

して 曩日 散亂 せし 代 官. 手 代 等の 歸降 する もの あ .5. 官 吏 志望者の 集り 來る あり、 

谷" 其 技 能と 經歷 とに 依 b 任用す。 運上 所 事務 は 已に是 よ b 先き 同月 十九 日 を 

以て 御用 掛を 設 け， 著 々其 緒に 就け ,9- 同年 二月 二日 太 政官に 於て 復又 職制の 

變更ぁ b.fi の 七 科 を 八 局と 爲 し、 神 祇 以下の 各 局に 督. 正 權 輔. 正 權 判事の 職 を 置 

き. 東 久世 は外國 事務局 權輔に 任せら れ. 岩 下.. 寺 島. 伊 藤 は外國 事務局 判事 を拜命 

す。 而 して 新 職制に 依れ ば、 外 國 事務局 は 外國交 際. 條 約. 貿 易. 拓 地. 育 民の 事を督 

する 中央 官衙た b: 然れ共 未だ 地方 官々 制の 制定な き 故、 開 港 地た る 兵 祌 0, 


は專ら 外務 官の 統治に 依 

b  、東 久世亦 之が 總督 たり- 

多 村 主として 其 任に 當 

綱 は東久 世. 岩 下の 操縦す 


別 に 

神" 

役 等 


神戶 運上 所 此 に 

の稅 

と 稱 

た る 


し て 、寧ろ 內務局 は 兵 

地方 百般の 政務 を擧 

を 任命 し、 同 年 二月 四 

筆致 啓上 候。 然は明 

碍爲取 計 可 申 候 間、 此 

隨ひ可 相 納候樣 申 付 

於て、 神 芦 運上 所 を 開 

務を 主管す る 本局と 

し、 新設の 一 局 を 西 運 

に 過ぎす。 翌 六日 輸 

芦 港に 於て 外國 人よ 

第一 草 開港 常時の 海 


ら ざる を 得す。 同月 六日 兵 庫 鎭臺は 兵 庫 裁判所と 改 

" ，此 時に 至り 管下の 庶政 稍" 其 順序 を 得、 內 務は寺 島. 喜 

_ 外務 は 伊藤. 中島 専ら 其 事に 從ひ、 兵 庫 裁判所 全般の 大 

る 所と なる。 然れ ども 內外兩 局 は 名 實相協 はざる 區 

庫 津及其 他沒收 領地の 處分 事務 を 司 り、 外 務局は 全く 

げて 管轄す。 外務 局に 於て は 正月 二十 八日 外 國船改 

日伊 藤 俊 介の 名 を 以て 各國 領事に 通牒す。 曰く、 

五日よ. o 運上 所 相 立 て、 夫 々役 向の 者 出勸爲 仕、 商 法 無 

段貴國 商人へ 御 觸渡可 被 下 候。 稅銀等 は 約 條書稅 則 

蘆 候に 付、 此 段 御 承知 可 被 下 候。 爲 其如此 御座 候 以上。 

き， 外 務掛を 兵 庫 事務局より 此 所に 移らし め. 內 外賀易 

し、 又 西の 町 海岸に 於て 一 局 を 新設し、 本局 を 東 運上 所 

上 所と 唱ふ。 西 運上 所 は 商家 を購 ひ、 假に 修耩を 加へ 

出入 荷物 改役 を定 め、 同 月 十七 日 一 般に布 達して 曰く， 

ち 諸 品 買 入 候 節 は， 總 て 運上 所へ 屈 出、 免 許 を 受け 候 上 

運  七 


祌戶市 史^ 錄ニ 祌戶海 五十 年史  八 

引取 候 樣被仰 付、 若 し 犯 法 者 於 有 之 は、 急 度 嚴罰可 申 付， 最 も 金高 五十 兩以 下 の 

品物 は 届出 候に 不 及， 此 旨 相 心得 爲可申 兼て 觸渡置 候 事。 

佴當地 住居の 者 は不及 申、 他 所よ り 罷越候 者た り とも 同樣相 心得ら る へき 事。 

しものに あらざる は. 五 十兩 以下の 買 取 品 

なり。 是れ 幕府が 長 崎の 和 蘭 及 支那 賀易 

傚 ひ、 制 限 貿易たら しめんと 欲せし に 出 づ。 

全く 官 貿易に し て、 內 外國 E の 貿易に あら 

に 至 ，9. 更 に 一 令を發 して 曰く. 

商人と 交易 賣買 可爲 勝手 事. 最 犯 條約面 致 


神 の 


抑.. 此 布令 は 啻に 關稅 

は屆 出に 及ばす と 云 

に 於て 通商 額に 制限 

然れ ども 貿易の 額に 

す。 此に 於て 慶應四 

神 In '開港 場に 於て 

密商候 者 於 有 之 は 

卽ち賣 買 は 無制限の 

荷改 所の 設備 あり。 

なれり。 所謂 五厘佥 

易 金高の 五 厘 を徵收 

是 よら 先き 運上 所 


徵收 の 爲め發 せ 

へ る を 以て 明か 

を 加へ たる 例に 

制限 を 加 ふ る は 

年 四月 二十 一 日 

日本 商人 共外國 

罪科 可 申 付 事。 

自由 を 許された 

特に 五 厘 金徵收 

なる もの は. 神 S- 

せし ものな. o。 

IE 設の 通牒 ある 


る な り。 而 して 密商取 

の 一事 あ， 9 て， 密賣 買の 

港の 公費 を 補助 せんが 


締 として は， 

嚴 重なる 豫 

爲 め、 賣 込 引 


取 

や、 外人 は 運上 所 前 碇泊 地の 浚 深 を 請 ふ 


改役. 

法 と 

の 賀 


神 戶の波 止 

場 


同地 は 

置きた 

北 百 八 

內に注 

が爲め 

慶應 

海岸に 

を爲す 

假波止 

鯉川 口 

兵 庫 

云 へ 

下に 鳴 

移す。 

^ を ぎ 


In- 港 海門の 

船渠の 地 に 

間， 總 て 石 垣 

ぜつ 流出す る 

塞す るを以 

年 三月 十四 

上 所の 波 止 

許 さ す、 以 て 

を 設 け、 運 上 

四 名、 宇 治 川 

の 設置 あ，^ 

此に 於て 內 

る 一 課と な 

れ外國 居留 

る を 以てな 


東端に し て、 元 

し て、 港內は 東 

を 以て 之を繞 

土砂 沈澱し、 且 

て， 屢" 外人の 申 

日 外 國掛は 分 

場 二箇所 を設 

輸出入の 取締 

濟 物品 揚 卸の 

尻へ 五名の 外 

■ 廳舍を 坂 本 村 

外の 事務 は 一 

,9 たり。 已に 

地と 相 離る , 

り。 此に 於て 


神 S- 村の 船 溜な 

西 凡そ 六十 二 間 

ら し. 外 人 居留地 

つ 波濤 は 港口よ 

請に 依-浚渫せ 

離して 之 を 神 II； 

け、 此 波止場 以外 

を 爲す。 尋で鰓 

便に 供 し、 東 運 上 

國掛を 出勤せ し 

に 建築し、 外國掛 

廳の統 ぶる 所と 

して 明治 二 年 二 

こ と 遠くし て. 六 

內 外の 事務 取扱 


り。 卽ち舊 幕府 海 

七 分. 南 北 七十 二 間 

の 東部に 境す る 溝 

,9 常に 砂 石 を簸揚 


町會 所に 移 

に ま b て は 

川口 及 宇治 

所へ 十 名， 假 

む。 同年 五 

を 本 廳に合 

な 運 上 所 

月 外務 掛を 

國 領 事 (米. 沸- 

所 亦 分れて 


し、 同 年 

荷物の 

川尻の 

運 J 

月 府. 藩- 

し，  之  を 

+<5 縣廳 

再び 東 

寒. 伊- 

二と な 


軍 營 所 を 

半、 港 口 南 

渠は此 港 

し、 水路 之 

四月 八日 

陸 揚船積 

二箇所に 

へ 十一 名、 

-縣の 制 成 

外務 掛と 

外務 掛の 

運上 所に 

蘭) 連 署 不 
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明治 四 年 八月 外務省 管轄 谷 開港 場の 稅務 は大藏 省に 榑厲 し， 租 稅寮 中外 部 課 

を 設 定 し， 楡 出入 竝に 外國 人に 關係 する 税務 一 切 を 管掌す る 制 を 定めら る j 卽 

開港 場の 税務た る や、 最初 は外國 事務局の 統轄す る 所に して、 同局 は 地方 官に事 

務を 措置せ しめたり。 爾後 其 統轄 は 外 國官に 移 、り、 尋 で 外務省に 及び、 而 して 今 

は大藏 省の 管轄に 歸す るに 至る。 大藏省 は 依然として 其 事務 を 地方 官に委 ぬ 

る 旨 を 達せり。 故に 縣廳と 運上 所との 關係は 當時尙 ほ I® に 異なる ことなし。 

斯くて 同年 十 一 月に 至 り、 縣 廳に 於て は 運上 所處務 順序 を 定め， 檢 査. 稅 額 ♦ 收 税. 飜 

S 務の五 課 を 置く。 明治 五 年 二月 一 日 外務 掛を東 運上 所よ b 神 戸町 會譏所 

に 移 し、 此 速 上 所に 附屬 する 海岸 番卒 十四ん を 置 き， 海 岸 取締の 事に 當 らしむ。 

從來 運上 所 は 巡邏 卒及 本船 番 ありて 監視 事務の 任に 當 りしが、 此年 一 月 其名稱 

を廢 して 邏 や. 視 船の 二 課 を 置 き-又 再 之 を 改めて 視船課 を監船 課と し. 邏 卒 課 を 

巡喾 課と 稱す るに 至 ，9、 番 卒 は巡警 課に 屬す。 五月 神 芦 運上 所 は 大藏省 租稅寮 

の 直轄に 歸し、 租稅寮 七 等 出仕 原東樹 出張 し、 兵 庫縣 より 事務の 引 繼を受 く， 此 

迅上 所^ 稅 に 於て 運上 所 は 全く 縣廳 以外に 獨立 する 一 官署 とな り、 同 年 十 一 月 運上 所 職制 

を 定め 分 課 を 改 S し. 檢 査. 收 稅. 倉庫. 文 書. 諸 務の五 課と な し-又 巡警 吏を監 吏と 改 


神戶 海岸の 

石垣 築造 


め， 海 陸 監吏を 設置せ， 9。 同月 運上 所の 名 を 改めて 稅 關と稱 す。 

兵 庫の 津に 於け る 荷 揚場及 積 込 場 は、 旣 に 多年 貨物 出入の 爲め 不完全 

其 用 を 便す ベ き 設備 を 見た b し が. 固 よ， 5 內國 航行 船舶に 對 する ものに 

庫 開港に 伴 ふ外國 交易 品揚 卸に 必要なる 波止場 は 未だ 其 設備 を 見す し 

幕府 は S 解せ り。 已 にして 明治 四 年 神戶の 海岸 石垣 築造 工事 を 開始せ 

居 地 一 帶の 海岸 は 開港 前 奮 幕府に 於て 修補 を 加へ、 所々 石垣の. 建設 あ b 

も. 甚 だ 不備に して 用を爲 さす。 因て 之 を 修補 し、 更 に 石垣 築造の 必要 を 

ば、 兵 庫 縣廳に 於て は. 巳 に 明治 二 年以來 在大阪 土木 司と 數囘 交涉を 遂げ- 

四月 十一 日に 至 b 、民 部大丞 井上馨 等 實地檢 分の 爲め 出張し. 同年 六月 八 

を大藏 省に 稟請 し、 費 用 支出の 許可 を 得. 同 年 十二月 工事 請負 入札 を 行 ひ • 

に 上申 し • 十 一 萬 四千 兩を 極度と し 工事に 著 手すべき 指令 を 得. 明 治 四 年 

二日 始めて 起工す。 然るに 同年 五月 十八 日 海 嘯の 爲め 未成の 石垣 悉く 

れ、 其 損失 見 積 高 實に七 千 二百 餘兩に 達す。 此復舊 工事 を爲 すに 當 ら、 更 

を改 むる の議 あり。 之が 爲め金 六 千 二百 六十 三 兩餘の 追加 を 要する 事 

乃ち 民 部 省の 許可 を 得て 改造に 著 手 し、 同 年 十二月に 至， 9 竣工せ ，9。 猶 
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ながら 

し て、 兵 

り。 雜 

しと 雖 

見 たれ 

翌三 年 

日 起工 

大藏省 

二月 十 

破壊 さ 

に 勾配 

とな， O 

此 海岸 
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工事 落成の 前に 當 り、 外 國 人よ 居留地 海岸の 改造 を 願 ひ出づ るに 依 b ヹ 費 一 

萬 千 四十 二 兩餘の 豫算を 作成して 出願 し、 九 月 二十 一 日 民 部 省よ. 5 許可 を 得た 

り。 此時 一 方に 於て は 石垣 工事と 共に 起工せ し 海岸 道路 竣工 を吿 ぐ。 

波止場  運上 所 波止場 は 築造の 順に 依り 東 運上 所 前に ある を 第 一 波 止 場、 西 運上 所 前 

にある を 第二 波 止 場、 鯉 川口に ある を 第三 波 止 場、 宇 治 川尻に ある を 第 四 波止場 

i 稱 し. 第 三. 第 四 波止場 は 輸出入 稅 濟品揚 卸に 限れ、 り。 然るに 其 位置よ， り考ふ 

ると き は 順序の 頰 倒せる もの ある を以 て， 明 治 七 年 元 第二 波止場 を 第三 波止場 

と し、 元 第三 波止場 を 第二 波止場と 改稱 し、 第 四號 及第 ニ號 波止場 は 轍 出入 稅濟 

品の 揚 卸に 限りし が， 明治 八 年 四月に 至 、り、 內 國 西洋 形 船舶の 荷物 積 卸 は 第 一 號. 

第 一 一 號. 第 三號 波止場の 三 個所に 定 め、 同 年 五 n に 至.^ 更に 之 を 第三 號 波止場の 

一 個所の みに 改め、 明治 十 一 年 十  一 及 客船 稼 取締 規則に 據 靜 に 搭載せ る 

貨物の 揚卸は 第 一 波 止 場 (稅 關 前)、 第 二 波 止 場 (鯉 川品改 所)、 第三 波 止 場 (元 西 運上 所)， 

お 四 波 止 場 (辨 天 濱) の 四 個所の 外、 之 を 許さ. >  る こと、 せ， 9。 

10.1  更に 進んで 當時 海上の 狀 况を觀 察する に、 我 神 芦 港 を 中心とする 海上 交通 は、 

ffis 幕- S 代よ 治 初期に 亙 主 として 菱垣 廻船 及捋 廻船に より 東京と 往復し. 


菱 
垣 

船 


蒸氣 船の 來航 する も 

頃 迄 • 和船. 西洋 型 帆船 _ 

菱垣 廻船 は 垣楣の 

紀州牟 婁郡富 田 浦に 

油 其 他の 商品 を 搭載 

泉 屋平右 衞門江 1 ^積 

を 開け， 5。 然るに 正 

之 を大阪 に囘航 し、 貨 

海運の 便利 を 悟 b  、此 

する 早 船 を 開きた h- 

て往來 した. 5。 然る 

等 頗る 紛亂 せし かば- 

に  十  組 (享保  九  年以來 

打破 船 等 あるとき は 

す、 又 重立た る 荷主の 


の 明治 元年よ. 9 次第に その 數を增 加 し、 明 治 朝 年よ， 9  .t '年 

小 蒸氣船 全盛の 時期と 稱 すべし。 

筋を菱 垣に する を 以て 名 づけら る。 元 和 五 年 泉 州堺. の 人 

て 二百 五十石 積 一隻 を 借 り、 之 に大阪 よ， 9 木 綿. 綿. 油. 酒. 酢. S 

して 江 芦に 運送した るに 始る。 尋で寬 永 元年 大阪 北濱町 

問屋 を 起 し、 同 四 年 毛 馬 屋. 富 田 旱大 津 屋. 邇 屋の數 芦 亦此業 

保 年中に 至， 5 攝津傳 法 村の 商人 試に 駿 河の 廻船 を 一展 入れ、 

物 を 江戶に 下せる もの ありし に、 數 囘 恙なく 到 著せし かば、 

附近に ありて は、 大 阪及西 宮. 兵 庫の 商人 始めて 貨物 を 運漕 

と 云 ふ。 當時之 を 小 早と 稱し、 二百 石 乃至 四百 石 積の 船に 

に 江 芦に は 組合 もな く、 貨 物の 決 算、 難 船の 處 分、 船 頭の 曲事 

元 祿七年 江 芦 荷主 大阪屋 伊兵衞 荷主 を 十 組に 分ち、 又大阪 

二十 四 組 を 立つ) を定 め、 大 行事 を 置 き、 諸 船 を統理 せし め， 荷 

組合 行事 立會ひ 勘定 を爲 し、 一 切 船 問屋 をして 關係 せしめ 

內 若干 名 を 選び 船 手 極印 元と 爲し、 菱垣 廻船 を 表する 燒印 
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を 押 し、 往 復の 度每に 船足 船具 等 を檢査 せしめたり。 菱垣 廻船 は大阪 二十 四 組 

と 江 S- 十 組と に關 する もの 及 幕府と 諸 藩との 荷物に 限 登載 し. 他 の 商品 或は 

自己の 買 積 を爲す こと を 禁じた.^。 

W 通 船  享保 十五 年 酒店 組 は 分離して 別 船と し， 之 を 樽 廻船と 稱す。 爾來兩 廻船 相 協 

和せ ざ， o し が， 安 永 二 年 樽 廻船に 搭載 貨物の 分界 を爲 し、 船 株 鑑札 を與 ふる 事と 

なりし よ 、菱 垣 廻船 一 時 海上に 勢力 を 得 たれ ど も、 幾 何もな  >  て亦哀 退した 

れば、 文化 五 年 町方 用達 杉 本 茂 十 郞之を 憂 ひ、 諸 規則 を 改正 し、 百 方經營 し、 新 船 百 

隻を 整へ、 十 組の 仲間 を擴 めて 六十 五 組と 爲し、 一時 挽囘 する を 得 たれ ど も. 久 し 

からすして 再び 衰 へたる を 以 て 、屢" 政府 に 哀訴 し， 遂 に 天 保 十四 年 十 組の 取扱に 

屬 する 貨物 は 樽 船に 搭載すべからざる こと を 命す るに 至る。 時人 之 を菱垣 一 

方 積と 云へ り" 天 保 十二 年 諸 株 仲間 廢止 の 令 あ 菱垣 廻船 二十 四 組の 株 仲間 

も 解散 し、 爾 來 運輸 を 管理す る 者な く， 弊 害 百出す る を 以て， 二十 四 組の 荷主 中、 絲. 

汕 紙. 木 綿. 藥. 砂 糖. 鐵. 蠟， 鰹 節の 九 店 相 計 り、 更 に 船舶 を 造りて 菱垣 廻船の 業 を ^張 

せり。 此 船舶 は 皆 千 石 以上の 大船な り。 菱垣 廻船に も 新 綿 輸送に は 樽 廻船 

の 如く 番船法 あり て、 新 綿 は 早 綿と 稱 し、 大 阪の 組合に て 申 合 せ、 三 隻 又は 五隻を 


競爭 せし め、 浦 賀に 最早く 著 

積， 入 一 順番に 咴ら す、 可 時に て 

樽 廻船 は 天 保 四 年 鰹 節 .鹽 乾 

十 萬 斤に 限り 兩 廻船に 搭載 

積む 時 は. 送狀を 二通 作成し 

す ものと す。 天 保 十五 年に 

屋六軒 を 設立し、 船舶 百 五. 六 

ふに 至れ h.。 荷主の 重なる 

在家. 大 石. 兵 庫 十二 郷. の 酒造 

荒 荷の 主要なる もの は備 

石 等に して、 襟迴 船に は樽番 

醸造 せらる ， や、 灘 五 鄕の酒 

を 爲 し， 此 等の 船 は西宮 出帆 

直に 船 送 切手 を携帶 して 樽 

頭 初め 乘組 水夫 一 同に 賞與 
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せる もの を 一 番船 となせ り。 尙ほ 一 番船は 其 年中 

. も 貨物の 積 込を爲 さしむ る 權利を 有せ. 5。 然るに 

魚 問 屋. 乾 物 問屋 竝に 幕府 菓子 用 砂糖 仕 入 人の 砂糖 

する こと を 許せり。 され ど此 等の 貨物 を 樽 廻船に 

て 江 芦菱垣 廻船 問屋に 於て 改め、 樽 廻船 問屋に 引渡 

至り 樽 廻船 問屋 は獨立 し、 大 阪に 問屋 八 軒 "西 宮に問 

十隻を 有し、 大 に 事業 を擴 張し、 菱垣 廻船 と 其 業 を 競 

もの は大 吸. 伊 丹. 池 田 人 r 津. 西 宮. 靑 木. 魚 崎. 御 影. 東 明. 新 

家に して 傍ら 荒 荷 を も 搭載したり。 

後 表. 瀬 芦 物. 陶 器 類. 線 香. 紙 滑. 糠 類. 蕨 繩. 棕 梠. 綜 梠 繩. 砥 

船の 制度 ありた. 5。 樽番 船と は每年 二月 頃 新酒の 

造家會 合の 上、 積 高 を 打 合 は し、 五 隻 又は 七隻の 手配 

の 上 互に 江 戶 著 船の 前後 を爭 ひ、 品 川 沖に 著す る や、 

廻船 問屋に 驅け附 け、 第 一 番船は 江戶の 荷主よ， 5 船 

として 赤襦 絆を與 ふ。 彼等 は 之 を 著 用 し. 江 ！！； 市中 

一 五 
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を 踊， 9 廻る を 例と す， 猶又 各町內 の屋臺 店に て は 彼等に 隨意飮 食せ しむるな 

ど， 一 種の 特權を 有する 次第にし て、 揚 荷 後 西， 宮 に 向 ひ 品 川 を 出帆す る 場合に は. 

S 貭の諸 店よ b 貰 受けた る 旗幟 を 以て 本船に 滿船飾 を 施す。 一 方. 西， 宮 に て も. 

江 一  番 著の 飛報 早 打 飛脚に て 到 著す る や、 船 主 は 雇人 出入の 者 等に 赤糯袢 を 

著せ、 鈪 太鼓に て囉し 立て 踊り 廻り 祝意 を 表す。 猶又 一 番 著の 名譽を 得た る 船 

は. 當 年中 貨物 積 込の 順番に 論な く、 何 時 にても 他 船に 先ち 積 荷の 優先 權を 有す 

るも^と 1。 

近通リ a?  江 芦 以外の 地方に 運漕す る 貨物 は. 下 關邊迄 七. 八 十 石 積の 兵 庫 猪 牙に 依る か- 

或は 其 他 各地より 來る 荷船の 歸航に 托せ. o。 旅客 は大阪 及淡路 等へ 早 船に て 

往 筏 し、 其 他 は 大抵 荷船に 便乘 せり。 當時兵 庫 港に 入港す る 和船 は 五百石 乃至 

千  一 一.： 二百 石 積の 北國 船に し て、 八 百 石 積 位の もの 最も 多し。 此 等の 北國船 は每 

年ー囘 入港 し， 其 數 百 五. 六 十隻を 下らす。 其 大部分 は 高 濱 (東 川 崎 町  一 丁目 濱先) 

に引揚 げ、 蟲 害 を 防ぐ 爲め 船底 を 粗朶に て燒き 修繕 を 加 へ 、冬 圍を爲 し、 船 員 は 越 

年の 爲め 歸鄕 する を 習慣と す。 北國 船. 菱 垣 船. 撙 迥船 等が 兵 庫 港に 輻湊 する 時 

は 水面 帆 檣 林 立、 實 に 一 種の 壯觀 を呈 し， 港 內 自ら 活 氣に滿 ち、 兵 $ 東 出 町. 西 出 町. 


網 中濱に 居住す る 船具 類. 食 料 品の 販賣を 業と する 商賈 若しくは 鍛冶 業 其他雜 


業 者 は， 殆 んど 全部 此 等の 船舶に 依り 活計 を營 む。 此外紀 

木 船. 尾 張の 酒 船 あ り， 又 4 宮內 町に 圑子屋 船， 宮 前 町に 魚 船 

あ ，9、 是 等は槪 ね. 大阪 往復の 旅客 を 搭載し. 純然たる 荷船と 

船 あ b  、魚 船 は 禁裡 御用の 鮮魚 を 蓮 送す る 爲め羽 振よ く大 

所 前に 進行 し. 兵 庫の 魚 船な， 5 と 叫 ベ ば 撿査を 受けす 番所 

た， 9。 

汽船の 航行 少か， 9 し 時代 我 邦 沿海 到る 處嫋漁 あ 、り. 總 て 

出 す を 以 て， 菱 垣 廻船の 如き も 東京よ b の 歸航に は 關東干 

京に 廻送せ る 干 鰊 を 積 取る を 常と す。 其 後 星 移， 9 物換. 9 

に從 ひ， 各地 共 沿岸の 嫋漁 漸次 衰へ、 從 つて 干 鰯 肥料の 商 取 

北國 船の 入港 減少す。 猶經濟 上の 變遷に 依り 中 國邊ょ b 

は 兵 庫 港を經 由せ す 汽車 便に 依る こと , な り， 次 第に 兵 庫 

れ， 9。 當時 和船の 運用 及 取締 方法 竝に 海員の 組織 は 種々 

^時代と 面目 を 異にする もの ある を 以て 少しく 記述 せん 


州 船. 赤 穂 船. 遠 州の 材 

あ り、 大 阪通 ひの 早 船 

して は 島 上 町に 灘屋 

阪 安治川 三 丁目 鎖番 

を 通過す る 二 と を 得 

干 鰯と して 各地に 積 

鰯 又は 北海道 よ- 9 東 

汽船の 航行 增加 する 

引悲 况を來 たし， 自然 

東京 方面に 送る 貨物 

港の 凋落 を 見る に 至 

特殊の 風習 あ， 9 て、 汽 


第一 窣 開港 當 時の 海運  一七 


S 戶市史 1： 錄 ニ神戶 海運 五十 年史  - A 

樽 船が 江 ！！； より 兵 庫に 歸港 する や， 兵庫番 附 所 (今 の 元 町 七 丁目 相 生 橋 附近) に 

至 ち、 船 頭 頭 役 眞カ榮 五郎よ. 5 番 礼を受 く。 榮五郞 は 叉 沖合 總取 耩を爲 し， 內 海 

岸に 木 尾 孫矣衞 の 番附所 あ， 9 て、 此 處 にても 番 礼を授 く。 番附 所と は 船 頭 永 夫. 

舵 夫 等の 給料 を 定め、 船頭 中よ， 9 沖 行 司. 月 行 司. 年 行 司 を 選出 し、 之 れ を して 船 員 

の 喧 嘩. 口 論.爭 議の 裁 斷. 仲 裁. 制 裁を爲 さし め. 不 法 行 爲を爲 せる 船頭 又は 船に 對 

して f ッ ン ボ 封」 を 爲 せり。 「ッ ンボ 封」 と は 無 言 にて 仲間 內の 交際よ， 9 排斥す るの 

意な り。 船と 船との 爭 鬪、 辭 の 喧 庫， 不 品行の 船 員， 不 法の 受 荷主 等 は， 沖 合總 取締 

の 命に より 沖 行司 は警吿 を發し 制裁 を 加 ふ。 江 戶 よ， 9 歸港 せる 撙 廻船が 番附 

所に 到 b 番札を 最も 早く 受取る は、 當 時 最大の 名譽 たると 共に 最も 有利な， 9 し 

を 以て、 潮流 又は 風波の 都合に 依 b 兵 庫に 入港し 能 はざる 場 合， 淡 路 又は 明 石に 

假 泊 し. 船 員 中の 健脚 者 を 選び 陸路 兵 庫に 驅け 付け 番礼 を受 くるに 勸め • 番附所 

の 玄關ロ に 於て 他の 船 乘と番 札の 爭奪 を爲 し， 殺 傷者 さへ あ. 5 しと 云 ふ。 當時 

千石船の 船員 は 船頭. 賄 方. 親父. 舳方. 水夫 等 約 十六 名乘 組み、 兵 庫. 江 問 一 ケ年 五. 

六 航海 を爲す ものにして "船頭 は 親方と も稱 し、 航 海の 指揮 監 督， 嵇 揚荷 等に 全責 

任 を ft; ひ. 賄 方 は 現今の 事務長に し て、 兵 庫 入港と 共に 直に 上陸 し、 兵 庫. 灘 五鄉. 西ノ 


宫人 r 津間を 歷訪し 積 荷 を 集 め、 江 芦へ 入港の 上荷 受 問屋に 手 落な く 荷物の 引渡 

を 爲すを 任務と す。 親父 は 現今の 司廚 にして 食事の 經濟船 用品の 保存 を爲 し、 

舳方は 一 面 水先 人の 如く、 大體 上航 海の 任務 を 負 ふ。 而 して 江戶 上下 一 航海の 

給料 は 奮 幕 及 明治 初年 水夫 一 人に 付三圓 五十 餞 乃至 四 圓、 賄 方. 親 父. 舳 方の 所謂 

三役 人 は 水夫の 給料に 五十 餞增、 船頭 は 水夫の 二人分に して、 明治 七 入 年頃の 給 

料壹等 水夫 五圓 五十 餞， 三 役 六 圓、 船 頭 十 一圓 位な， 9。 船頭 は 「帆 待 ち」 と 稱 へ 、無 運 

賃 にて 船腹の 幾分 を 利用 し、 自 己の 收入 を, 計 る 事 を 許された， 9。 當時 和船 運賃、 

酒 及 眛淋等 兵 庫. 江 卢間 酒拾駄 (二十 樽) 三 圓 五十 餞 乃至 四 圆， 味 淋拾駄 三 圓、 石 炭 一 

萬 斤 拾八圓 等な り。 

明治 拾 年に 於け る 兵 庫. 品 川 間 風 帆船 運賃 左の 如し。 

酒  拾駄.  四圓 十三 餞 

味淋  拾駄  三圓 三十 五 餞 

砂糖 白 壹樽  一二 貫. 二十 餞 

蜜大 壹樽ニ 〇 貫餘 二十 五錢 

油  四 斗 樽  二十 二 餞 
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摺鉢  壹個  十 餞 

紙屑  六尺 X 六尺 十八 錢 

麻 素 (大木 皮) 六尺 X 六尺 十 餞 

次で 蒸 汽船の 航蓮 狀況を 述べん に. 嘉永六 年 幕府 は 大船 建造の 禁を 解きし を 

以て、 薩 摩永戶 等の 諸 藩 は 大船の 建造に 從 事した b しが， 偶" 安政 元年 露國 軍艦 ャ 

ナ號駿 W 宮嶋 沖に て沈沒 せる に 際 し， 幕 府に請 ひ 豆 州 君澤郡 戶田灣 にて 別に 新 

造して 歸國 せ. 5。 此 工事に 與， りし 我 造船 ェは 洋式 造船 術を實 際に 學ぶ 機會を 

得、 多 大の 利益 を受 たら。 此に 於て 幕府 は 之に 傚 ひ、 同地に 同 式の 船 を 造らし め、 

君 It, おと W す。 尋で同 四 年 水 B- 齊昭 をして 監督せ し め， 以 て 旭日 丸の 建造 成る。 

更に 又 外國船 購入の 事 あり。 明治 二 年初め て 人民に 西洋 形 船の 所有 を 公許し 

たる 以來. 其 數頓に 多き を 加へ、 造船 術 亦 面目 を改 む。 從 つて 海上 運輸 は 從來の 

風 帆 船. 菱 垣 廻 船. 樽 廻 船. 猪 牙 船. 其 他の 曰 本船に 加 ふるに 汽船 航行 を 企つ る 者 相 

生 じ、 明 治 元年 四月よ b 小 蒸お 船 每日神 芦 を 午前 八 時に 大阪に 向って 出帆 し、 午 

後 五 時大阪 より 歸航 す。 世人 之 を 「ス トンボ」 と 呼ぶ。 蓋し スチ— ムボ ー トの訛 

傳な， 5。 其 運送す る 所の もの は 全く 一般の 旅客と 普通 貨物に して. 私人の 營^ 
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事業に 屬す。 又大阪 運上 所々 屬 汽船 浪華 丸 は 同月よ &大 阪. 橫 濱 間の 飛脚 船と 

爲 、 四 隅 を 靑. 黄. ず黑 に 染めた る 旗 章を飜 し、 官 民の 別な く乘 船せ しめ. 公私 K 物 

を 運搬せ b。 然れ ども 此 航海 公用 を 主と する もの なれば、 一 般の 旅客 及 貨物 は 

特に 迚輸を 許さる 、 に 過ぎす。 便 乘を請 ふ もの は總て 大阪內 平野 町 江 戶屋平 

右 衞 門. 松 屋町 律の 國屋重 右衛門の 周旋 を 仰ぎたり。 浪華 丸の 運轉は ー雁英 人の 

司る 所に し て. 薩 人 肥 後 七 右衞門 船中 取締と して 乘 組み. 一般 旅客 普通 货 物が 汽 

船に 依りて 兵 庫. 大 阪 及橫濱 間に 廻 漕せられ たる は. 蓋 し 此時を 以 て嚆 矢と す。 

お^^ 洲 へ 渡航す る 考亞 米 利 加 大陸 鐵道 開通 以 後、 喜 望 峰 を迂囘 する に 比し 早 

く 彼 地に 到迮 する を 以て. 大抵 亞米利 加を經 由せ，^ 而 して 喜 望 峰を迂 囘し歐 

洲に 赴く 者 は. 先 づ 支那に 渡航 し、 同 地より 製茶 運送の タリ ッ パ ー に 便乗せ.^。 

此ク リツ パ— は 總て風 帆船に し て， 其 當時 長距離の 航海に 拘らす 驚く ベ き 快速 

の 航行 を爲 せり。 

外 來る 兵 庫 開港の 勅許 後^ 初に 神 In に 入港した る蒸汽 商船 は 獨逸船 " ョ ー な， 9。 

同船に 慶應  一二 年 十二月 三十日 潢濱 より 入港し， 船客 二十 名は翌 三十 一 日 上陸せ 

り。 該船乘 組 船長 以下 船員 は英國 人に して， 總噸數 五 百 三十 四噸の 汽船な りし 


海外 定期 航 

海 船 


も， 其 當 時に ありて は. S 前の 出來 事と して 大に 衆人の 目 を 驚かしめ た， 9。 同船 

は 後明 治 二 年 六月 十七 日 橫濱ょ b 神^に 囘航の 際、 橫 濱 附近に て 難破 し， 乘 船 者 


二十 二 名 溺死す。 其 後神^ 寄港の 汽 

す) を 往復す る 沿海 航行 船の みな， りし 

號 (lilies) 〔船長 ホ ー ン (Home) 〕 が 漢堡ょ 

是 れ歐羅 巴よ h- 神 S- 來航の 第 一 船な 

-. ク 號 (Brave) は 製茶 を 満載し 橫 濱を經 て 

-ーュ —ス」 に廣吿 せらる。 是れ神 B- よ 

て歐羅 巴より 神 In に 入港した る 時日 

以前 旣に喜 望 峰 を迂囘 し來航 したる 

神 S- に 入港した る は 風 帆船に し て、 日 

ぶ〕 が 石油 千 五 百 箱 を 輸入した る を 以 

明治 初年 大 阪. 祌 芦 兩 港に 於け る输 

て 出入し、 海外 定期 航海 船の 如き は 未 

が 辨天濱 〔後に 居留地 七番 館に 轉す〕 に 


船 は 横 濱. 神 長 崎 (時 として は 上海 迄 航行 

が、 明治 元年 十月 九日 獨 逸二 檣 帆船 イリ ス 

& 百 三十 二 日 を 費し 神 戸に 入港したり。 

り。 當時 神^ 碇泊 中の 英國小 帆船 ブレ— 

紐 育に 向け 出帆の 旨，. 同 年 十；^ 十五 日 「兵 庫 

り 米 國發航 最初の 船な， 9。 蒸 汽船が 初め 

は 判明せ すと 雖 も、 明 治 二 年蘇士 運河 完成 

もの あるが 如し。 明治 四 年 亞米利 加より 

支 貿 易. 商 會 〔通 稱テ レ. チ ン 又は ケ ー スと呼 

て 最初と す。 

入 商品 は槪 ね橫濱 若く は 長 崎の 仲 次 を經 

だ 神 10- に 寄港せ す、 僅 に 和 蘭人 ァ、 デリア ン 

開店し、 フ斗 U ン 號 〔後 に 島 原 藩主 松 平 主 殿 
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頭へ 賣 却〕 を 以 て 一 

よ， o 長 .151 に 寄港し- 

畫を爲 し. 汽 船 _ 一  ュ 

崎 上海 間の 定期 航 

宜を 有する に 至れ 

兵衞 〔長 門屋〕 三城彌 

紀 船  當時紀 の 國屋萬 

等 六隻を 借 入れ， 神 

は 支店 又は 代理店 

等 和船 荷受 問屋 を 

門の 四 人 協同して 

芦 市に 於て 海運 事 

を嚆 矢と す。 

九^-九 阇會 巳に して 三^- 會 

爭 を 開き、 一 時颇る 


ケお ニ囘の 不定期 航海 

上海に 到る. 明治 三年 

1 ョ ー ク 號 (New  Yol.kr ォ 

海を始 む- 此に 於て 祌 

b. 此時汽 

七 〔茶 屋〕 等 な 

藏、 維 新 前 紀 

卢. 橫 濱 間の 

を 設け たれ 

以て 聞え た 

紀の 國屋. i 

業に 對し共 


二 四 

を爲 したる に 過ぎす。 其 航路 は 神 B- 

より 亜米利加 四 番館は 定期 航海の 計 

レゴ -ーァ 號 (oregonia) 等 にて 橫 濱. 神 長 

芦 は 明治 四 年 以後 定期 外國 航行の 便 

船の 荷物 旅客 を 取扱 ひたる は 海岸 四 丁目 光村 彌 


州 藩が 軍用 

航海 を 開 き- 

ば，  兵  庫  の 廻 

る 片野喜 助. 

訂 約 し. $：； 物 

M 營業卽 後 


社の 前身た 

激烈に 涉，^ 


る 九十 九 商會 

明治 六 年征臺 


爲め 建造した る 汽船 千里 丸. 萬 里 丸 

客 取扱 店 を 大阪に 置 き， 神 5- に 於て 

業者と して 久しく 菱垣廻 船. 樓 迥 船 

田 治右衞 門. 前 田 治 兵 衞. 田 中 利右衞 

搭載 乘 客の 取扱 を 引受く。 蓋し 祌 

の 會社的 組織 を 始めた るは此 w 人 

設立 せらる , や、 此 に紀萬 汽船と 競 

の 役 あ b. 岩 崎. 紀 の 國屋共 各 其 借 入 


船 を 藩に 引 揚げら る , 迄隱 然競爭 を持續 せ. 9。 征臺の 役 後 岩 崎 は大に 政府の 

保護 を 得る に 至 り、 紀 萬 汽船 壓 倒せら れ、 終 に 閉店 を餘 儀な くせら る。 紀萬 汽船 

が 神 橫 濱間 航路 を 開く と 相 前後し て、 兵 庫 東 出 町 薩摩屋 は 島津家 所有の 汽船 

豊 瑞. 寧 盛 等 を借受 け. 神 芦. 鹿 兒島 間の 航海 を 開始せ り。 

當 時の 運賃 當時神 1 ^撗 濱間乘 客 運賃 は 亞米利 加 四番の 船に て 上等 銀貨 四十 弗. 中 等 二十 

五 弗卞 等 十 弗、 紀 萬 汽船 上等 二十 五 圓、 中 等 十四 圓、 下 等七圓 五十 餞に し て、 詳 記 す 

れば 明治 初期 廻 漕會社 又は 三菱 會社 等に 依る 我國の 汽船 航運業 開始 當 時の 貨 

物 運賃 は， 德川 幕府 時代の 定期 和船 卽菱垣 廻船 及 樽 廻船 運賃 を 標準と し て， 其 幾 

割增 若く は 幾 倍と し 之 を 定めた， 9。 菱垣 廻船 及 樽 廻船 運賃の 定め 方 は 先づ江 

芦. 大 阪間 一 航海に 運賃 鈸十貫 匁 を 得る こと、 し、 貨 物 運賃 率 を 算出せ る ものな 

り。 卽千 石の 船舶が 二十 石 積の 丄 荷船 〔但 二十 石 積の 上荷 船 は 正味 二十 五 石^ 

積 載 す〕 五 十隻 分の 貨物 を收容 した b とせ ば、 正 味 千 二百 五十石 を 積 入る  >  割合 

にして. 今假， O に 二十 石 積 上荷 船 一 隻 分の 積 荷に 對 する 運賃 を 銀 十 貫 匁の 五十 

分の 一 卽ニ 百匁と 定 め、 上 荷船 一 隻に黑 砂 糖. 種 油. 樽 酒の 如き 四十 個 を 積 入る 1 

とせば、 一個 銀 五 匁と なる。 若し 又 白砂 糖. 鰹 節. 生 蠟の 如き 五十 個 を 積 入る , と 

第一 窣 開港 當 時の 海運  .  二 五 
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侗銀四 匁と なる。 猶 他の 

の 相違 あ. 9。 此 運賃の 定 

にして、 文久. 元 治 年間 諸 物 

，運賃 も 亦 荷物の 種類に 依 

.蠟 は 六 匁に 騰貴せ り。 其 

に 依り 右 四. 五 割の 上に 更 

は、 千 石の 大和 船 を 新造す 

間の 航海 を 一 ケ年六 度と 

ケ 年の 總收入 銀 六十 貫卽 


せ ば、 其 運 賃 

品 に 依り 多少 

られ たる もの 

^加せ し爲め 

五分に、 白砂糖 

場 合， 又 は 商況 

の收 支に 付て 

^ が大 阪. 江 P 

る豫定 に て 

如し。 

一 銀 十五 貫 匁 轍 出 地川內 仲仕 賃 (荷主よ 

^船 K 及 荷 扱 問屋 手数料 共總收 入の 二 

一 銀 九 貫 匁 輸入 地 脬船赏 及 荷捌 問屋 手 

1 銀  一 W 八 •，= 匁 荷物 辨 償金 總收 入の 三 


二 六 

貨物 も 亦 之に 準じ、 自然 荷 牵重 

は 古よ. 5 安政 年間に 至る 

貴の 影響 を受 け、 從 て 船舶 

五割增 とな り、 油. 黑 砂糖 は 

應 年間 輸出 地に 於て 仕 立 

-五割 騰貴せ る こと あり。 

船體 船具 一 切に て 金千兩 

り， 1 航海の 運賃 銀 十 貫 匁 

此內 支出す ベ き 


め 方 

り 四 

後慶 

に 四- 

る  に 

見 積 

金 千 


兩 な.^ 

り 荷 扱 

數料總 

分 (船長 


銀 十二 莨 匁 船長 其 他 海員の 給料 食 $ 組 人 


問屋 迄 持 出す 茶 船 

にて 問屋 之 を 請負 

收 入の 一 割 五分。 

請 負)。 

員 凡 二十 人に て 船 


量 品. 輕 重 

迄實 行せ 

の 諸雜費 

一 個 七 匁 

船 缺乏の 

船 持 組合 

を 要し. 一 

を收 入す 

經費 左の 

賃) 本 船 迄 

ふ。 


長 を 佘 き 


一 銀 十 

11  一 r。  ^ 

十雨 

分配 

主 に 

明治 二 年 

年間に 於 

の 如き 二 

雨に 付 五 

付 ニ兩； 

物. 撙物曲 

賃 は米國 

十雨と 定 


海 給 料、 食 料 各 金 一雨 位) 總 收 入の 

二 貫 匁 修繕 及 準. 備 積立金 總收 

四十 九 貫 八 百匁 卽金八 百 三十 兩 

の 利益と な b  、此 內 組合費 及 船員 

する 豫算 にて、 新造船が 初航海よ 

難破の 災に遇 ふ も、 更 に 新造船 を 

於て 別段 損失 を 蒙る ことなし。 

設立せられ たる 廻 漕會社 汽船 運 

ける 菱垣 廻船 運賃の 四 倍と 定め _ 

十四 匁 を 課す。 當 時の 記 錄 より 

兩、 銀 貨 (古 銀と も) 千 雨に 付 三 兩、 紙 

分， 銅 鐵其他 重量 品 十 貫目に 付 三 

尺 方に 付 一 分、 唐 物. 反 物 曲尺 方に 

船 の 賃率を 標準と し て 各 一 人に 

めたり。 又 維新 當 時の 田租 は 米 


入の 二割。 

を 差 引 き、 正 味 銀 十 貫 二百 匁 卽金百 七 

へ 多少の 賞與を 給し、 其 殘額を 株主に 

り 五ケ 年間 無事に 航海 を爲せ ば、 不 幸 

造， o 得る 積立金 を 保有す るが 故 に.^ 

賃は 九品營 業者との 協議に 依， 9 文久 

油. 黑 砂糖の 如き 一 個 三十 匁， 白砂糖. 蠟 

運賃 率 を 摘記 すれ ば. 金 貨 (古 金 と も) 千 

幣 (金 札) 千 雨に 付 一 兩、 銅 貨 (錢) 十 貫目に 

分、 九 尺 以上の 長物 一 本に 付き 二 朱， 櫃 

付 一 分、 米 百 石に 付 金 百 二十 兩、 船 客 運 

付 下等 金 五雨、 中等 金 十五 兩、 上等 金 二 

納な， O し が、 當 時全國 各地より 東 京. 大 
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開港 常時の 海運  二 七 
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阪 へ の 米 百 石に 對 する 和船 及 風 帆船 運賃 左の 如し。 

n 本 形 船 


東京 迄 

陸 前 石の 卷 

羽 後 秋 田よ 

越後 新 潟よ 

伊勢 桑 名よ 

尾 張宮ょ h- 

大阪迄 

薩 摩 鹿兒島 

肥 後 八 代よ 

伊豫 大洲ょ 

長 門下の 關 

播磨高 砂よ 

和船に 比し 洋形船 運 

三菱 酋社创 立の 際汽 


よ り 


よ 


よ hy 


五十 五圓 

八十 六圓 

九 十七 圆 

コー 十三 圓 

三十 七圓 

四十 三圓 

四十 圓 

二十 九圓 

二十 九圓 

十五 圓 


二八 

西洋 形 船 

六十 三簡 

九十 九 g 

百 十二 圓 

三十 九 g 

四十 一 一圓 

四十 九 § 

四十 六 § 

三十 三 1 

三 十 三 圃 

十八 圓 


賃の 高率なる 所以 は 速達 利益の 計上せられ たるに あ， 9。 

船嵇 荷に 對し舊 式の 大扣船 時代の 運賃 率 を 蹈襲し 來 b 


が、 荷 物價 格の 如何に 拘らす 同率の 運賃 を徵 する は不當 なる を以 て、 明 治 九 年 元 

價 安値なる 荷物 は從 前の 儘. に据置 き， 高 價 なる 物品 は 運賃 を 引 上 げ、 荷 物の 種類 

を 一 等よ， 5 九 等に 區分 し、 等 級に 依り 收入 する こと ， 爲 せり。 

西洋！； 船の 明治 初年 は 上述せ る 如く 主として 和船 を 以て 航 運に 從 事せ しが-一般に 兵 庫 

歡迎 

の 人民 は 西洋 型 風 帆船に 囑目 し. 蒸 汽船の 運用に 注目す るに 至りし 主要なる 原 

因 は、 明治 三 年 五月 十八 日 現今 の 福 原 遊廓が 宇治川 尻 附近に 設けら れし 頃， 大暴 

風雨 起 ，り、 海 岸 一 帶に 海水 氾濫 し， 多 数の 死傷者 を 出 し、 和 船の 破壤 された る もの 

其數を 知らす， 其 頃 神戶. 大阪 間の ス ト ン ボ蓮河 丸 は 辨天濱 に 打 上げら れ、 久 し く 

引 卸す こ i 能 は す、 港 內は 和船の 沈 沒破壤 せし ものに て 通路 もな き狀 態とな b 

し が、 時 人 皆 和船の 賴 むべ からざる を 知 b  、尋 で 明治 十 年 西南 戰爭の 際 南の 風 七 

十五 日間 連續 して 吹き荒 み、 東 京 通 ひの 船 は歸航 する 能 は す、 伊 豆. 紀 州 方面に 避 

難し 食糧の 缺乏に 苦み しか ば、 益" 和船 の 不便 を 感じ、 西洋 型 船に 著 目 し、 之 より 航 

蓮界 一 變せ， 9。 

帆船 建造  此 七十 五日 南風の 吹き 續 ける 影響 を受 け， 今 津村渡 茂 平なる 者 西洋 型 帆船 岩 

田 丸 〔一 一 百 五十 屯〕 を 購入せ る を 始めと し、 東 京の 荷主 及 大阪九 店が 共同して 永 田 

第一 草 開港 當 時の 海運  二 九 


神戶 市. ffi 刖 二  ， 神戶 海運 五十 年史  三 ◦ 

に 注文 し. 合 の 子 帆船 を 新造した. 5。 永 田に て 造れる 船舶 は 藤 永 田 型と して 一 

般に 知らる" 藤 永 田と は 蓋し 船長 藤 田と 造船 主 永田兩 人の 頭文字 を 組合 はせ、 

藤 永 田と 稱 したる ものな り。 是等 帆船が 七十 五日 間の 南風に 際し 勇し く 航海 

せし よ り. 愈-帆船 の 必要 を 威 じ、 帆 船 を 造る は 勿 論， 或 は 大和 船 を 改造して 西洋 型 

と爲 せり。 只 適當の 造船 技師な か， 9 し爲め 不便 尠な からす。 此時西 ノ宮辰 馬 本 

家 は 兵 庫 工作 分局に 注文して， 太平 丸 (登 簿噸 三百 屯〕 を 建造し， 明治 十 一年に は 御 

影の 河 東 家 も 太陽 丸 (總噸 三 九 二) を 建造 し、 又菱垣 組合 は 東京 石 川 島 造船所に て 

九 店 丸 一 號. ニ號を 建造せ り。 當時兵 庫 十三 店 は 資金 不足の 爲め 造船す る こと 

能 は ざち しを以 て、 辰 馬 本家が 兵 庫 工作 分局に て 西洋 型 帆船 数隻 を 建造 し， 又 は 

古 船 を 買 入れた り。 同家 所^ 船の 主なる もの は、 太平 丸 (總噸 三  一 0)、 寶滿丸 (總噸 

三 一 〇； 、祌 路 丸 (總 噸四九 五)， 平 安 丸 (總 噸四五 〇)， 安 全 丸 (總 噸四ニ 〇) なり。 

船舶 は 漸次 其 數を增 したれ ど も. 無 檢査 にして 船籍 證書 なく 船 鑑札の み をお 

せり。 從っ て乘組 H も 亦 無 免狀な b しが、 偶.. 明治 十二 年 無免狀 航海 差 止の 勅令 

下り、 爲 めに 一 時 航海 を 中止し、 船 は 悉く 繋船して 善後策 を 講じ、 政府に 向って 或 

は 懇願し、 或は 交涉 した. 9。 船長の 資格 は 一 則. 二 則. 三 則に 分 たれ-二 則 は 各藩 軍 


艦の 艦 長、 御 手許 船々 長の 實歷を 有す る ものに 授け、 

問 ある 者に 形式的 試驗を 行. ひ與へ たる ものにして， 

る もの 何れも 僅か 七 入 人 な ，9 しか ば. 斯 界の 不便 云 


み實 地の 經驗 

な り、 差 當， 5 航 

由來 大和 船 

其 目的に 耍す 

奮 幕府 時代 神 

適 せ す. 兵 庫 入 

三軒屋 及ニッ 

を 奏せす。 次 

二 の老 軀を提 

計な りし 爲 め- 

重 し、 吉 兵衞に 

b 該船据 場の 

P 一  孝 


ふ 

ある ものに 假免狀 として 形式の 試驗を 

海に 支障 を來さ .V る 事 を 得たり。 

は 防腐の 爲め 時々 船底 を 粗朶に て燒く 

る 場所に し て、 修 耩用 にも 使用す ベ く. 簡 

芦 高濱の 海濱に 或る 地點を 劃し 船据場 

港の 大形 船 多く は 讃岐多 度 津の据 場に 

茶屋 濱に 釙据場 築造 を 目論見し 者 あり- 

で  神  II；  の  城  田吉兵  衞 (網 屋) な る 者 別に 地 

げ 工事に 著 手 し、 三 ケ年 を經て 竣工せ し 

更に 進んで 石造に 改築 せんとせ しも 遂 

代. 5 債務 を辨濟 し、 事業 を 完成せ しむ。 

差配人と な， o 餘生を 送れり。 此船据 場 

開港 當 時の 海運 


則 は 二 則の 資格 を^し 學 

則丄 一則 船長の 免狀を 有す 

ベから や。 只 三 則 免狀の 


行 ひ授與 

必 耍 あ 

單 なる ド 

と爲 せる 

赴く を 常 

. 然れど 

を 安 永 新 

が、 本來木 

に破產 す- 

士  P 兵衞は 

は 後年 東 


せらる、 こと、 

船据場 は卽ち 

ックの 類な り。 

も、 不 完全に し て 

とす。 故 を 以て 

も 不幸に して 効 

田 濱に相 し. 七 十 

造の ドック 式 設 

村民 其 志 を 尊 

村民の 情誼に 依 

税關船 入場と な 

三 1 
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る。 次で 明治維新"： 則 後に 起. りし 

海軍 造船 工場な り。 

S1  德川 幕府の 末期 攘夷の 論 盛に 

義邦は 本 邦. 朝 鮮. 支 那三國 合同し 

て、 將 軍 家 茂の 嘉納す る處 となり. 

地 を 卜 し、 海 軍 ^所 を 建設す る 事 

敎 授 し. 兼 ねて 船舶の 建 造. 修 理.實 

來り此 に 遊ぶ 其數 二百 餘、 陸 奥 

文久 三年 五月 十六 日 大阪船 手 

爲し. 神 P 操 練局附 とし、 長 崎製鐵 


もの は 海軍 營 所. 加 州製鐡 場. 兵 庫造 船 所. 小 野 濱 

して. 攝海 防備の 說 喧し く、 幕 臣勝 安房 守 轔太郞 

て 西洋 諸 國に當 らん 事 を 期 し. 海 軍 擴張策 を 立 

文久 三年 四月 二十 三日 將軍 親しく 祌 芦 に來 b 

となれ， り。 其 目的と する 處 海軍 必須の 學術を 

地 連 用. 軍 器の 製造 を敎 ふるに あり。 志 ある 者 

陽 之助宗 光な ど此 中に あ， 9。 

役を廢 し. 船 手 組 支配の 面々 を 軍艦 預り 奉行と 

所 (現今 の 三菱 造船 所) を 祌 ^操 練局附 屬 となせ 


taw^i  明治 二 年 四 月， 日 支 貿易商 會 通稱テ レ ジ ン (China  Japan 

右衞 門より 東 川 崎 町の 土地 千 五^ 餘坪を 五ケ 年間 一 ケ 

以て 借 入れ、 製鐵 工場 を 設立す。 同年 金澤 藩に 於ても 製 

に 撰 び、 明 治 三 年 三月 海 3 &地 三千 六 百 坪 を 借 入れし が， 事 


Trading  &  ■ 

年 一 坪 金壹分 

鐵業を 企て、 地 

業 未.；， 1 緒に 就 


は、 高 野 權 

の 地 料 を 

を 川 崎 町 

い ざ る に、 


兵康 造船所 


明治 四 年 十二月 ェ部省 は 同地 點に 於て 製鐵 造船の 業 を 開始す る 事と なりし か 

ば、 加 州 製 鐵場は 遂に 其 成立 を 見る に 至ら や。 

明治. K^T-  二月 ェ部省 は 前記 日 支 貿易商 會 の製鐵 工場 を 買 枚 し、^ 人クヱ ー, 

ハイゼ. I  (w.  HEISE) を 聘 し、 造 船臺を 造， 9. 之 を 製作所と 稱 し、 後 兵 庫造 船听 と改 

稱す。 其 後 同 工場 は 農 商務省の 管轄に 屬す。 


第一 草 開港 S 時の 海運  三 三 


神戶 市史 別 二 祌戶 海！ a 五十 年 史 


四 


第二 章 明治 初期より 同 二十 年頃 迄の 海運 

本邦 汽船 會 本邦 汽船 會 社の 創設せられ たる は 明治 二 年 三月に し て. 東京 靈岸 島と 大阪中 

社の 創立 

之 島の 兩 地に 廻 漕會社 設立 せら れ. 專 ら 東 京. 大 阪 間の 旅客 貨物 を 運漕す。 同會 

社 は菱垣 船の 取扱 ひたる 九 品の 外、 糠. 靑 筵 其 他 十三 品の 貨物 一 切 を 直 扱 ひと 爲 

し、 其 以外の 貨物 は 荷 客 取扱 問屋 をして 取扱 はし め、 手 数 料と して 荷物 は 運賃の 

五 分、 船 客 は 一 人に 付 金 二 朱 を 支拂へ b。 廻漕會 社の 起原 を尋 ぬる に-江 戶 商人 

三 井 八 郞兵衞 の 手代 吹 田 四 郞兵衞 が 前參議 後藤 象 次郞. 板 垣 退 助. 大隈重 信 等と 

相 謀 り、 通 商 司 を 組織 し、 其 附馬 として 爲換會 社. 開 商 會 社. 廻 漕 會社を 起せし に始 

ち、 此三會 社 は 本邦に 於け る船會 社の 嚆 矢な- 5。 

迥漕會 社  廻 漕 會社は 政府の 所有 船長 鯨 丸. 黑 龍 丸. 浪 華 丸. 赤 龍 丸. 通 商 丸 及紀州 藩の 明 光 

丸 • 加 州 藩の 猶寵 丸、 S 州 藩の 貫 効 丸、 筑 前 藩の 凌 風 丸、 肥 前 藩の 姙婦 丸. 靑 W 丸 等の 

汽船 運航 を 委託 せら れ、 東 京. 大 阪間荷 客の 運送 事業に 從事 し、 宛 然 半官半民の 組 

織な り。 政府 所有 船に 對 して は 荷 客 運賃の 一 割 を手數 料と して 收得 し. 石 炭. 仲 

第二 章 明治 初期より 同 二十 年頃 迄の 海運  三 五 


神 戶市史 

仕お 船 等は實 

に交附 し. 船 員 

し、 會 社 收入運 

藩の 依託 船に 

に 明細 目錄を 

收入^ 貸總額 

に 手代 一 名宛 

の は 其 責任者 

記 百 分の 三 に 

.9 十分の 六 を 

同^の 割合に 

扱に 深く 注意 

も， 幹 部 其 人 を 

るに 至れ.^。 


^SSM 一  鉀 戶海運 五十 年史  一二 六 


費の 支拂を 受け- 

の  給料  は  凡て  船 

贷 より 諸 費用 を 

對 して は 運賃よ 

添へ 船. おに 交附 

の 百 分の 三と 定 

を 出張せ しめ 荷 

よ b 取 立て、 貨主 

て辨金 不足す る 

持 出し、 又 幸に 辨 

て 船 及 船員に 

せ. o と 云 ふ。 廻 

得 ざ， C し 爲め僅 

然れ ども 海運業 


.义 船員の 給料 食費 は 一 時會 社に 於て 立替へ 船長 

長の 請負に し て、 船 長隨 意に 給^ を 定め、 支 拂を爲 

差 引 き， 殘 金に 明細書 を 添へ 通商 司に 納付す。 諸 

b 手数料 一 割と 仲仕 肸賃 等の 實費を 差 引 き， 殘 金 

せ h， 當時 荷物の 滅失 毀損に 對 する 損害 辨金 は， 

め、 各 船々 長の 請負と し、 船長 は 豫め東 京. 大 阪兩地 

物の 故障 を 調査す。 仲仕 肸 船の 貴に 歸 すべき も 

との 交涉辨 金の 始末 を 報告せ しめた， り。 若し 前 

と き は、 其 不足 額 は 船長よ， り 十分の 四. 船 員 一同よ 

金額 少 くして W 分の 三に て 刺餘を 生じた る 時 は- 

分配 收得 V： る 方法な りし か ば， 船 員 一 同 積 荷の 取 

漕 會社は 明治 三年の 秋 出納 局の 管轄と な， りたる 

々 二 個 年間に 十二 萬圓の 負債 を 生 じ、 終 に 閉瓧す 

は 一 日も廢 する を 得ざる が 故に. 朝野 共に 其 業務 


の 镜行を 希望せ 


迥漕収 扱 所 依， 9 て 迥漕會 社に 績き廻 漕 取扱 所 を 設立せ.^。 同所 は 明治 四 年 五月 當時在 

職の 顯官及 陸奥宗 光. 前 島密南 氏の 慫慂に 依 b  、爲 換會 社の 役員 數 名の 創立に 係 

,0、 廻 漕會社 よ b 引繼 ぎた る 船舶の 外、 廢 藩置縣 制度の 變 化に 依 b- 舊 諸 藩よ. 9 政 

日本 國 郵便 &3 に獻納 したる 船舶 を も 加へ. 同年 八月 其 名稱を 日本 國 郵便 蒸 汽船 會 社と し、 大 

蒸 汽船 會社  ， ， し 

に舊 慣を改 め、 社 務を 整理 し、 政 府亦諸 藩よ b 收め たる 蒸 汽船 十 数隻 を 約 二十 五 

萬圓 長期 年賦 上納の 條件を 以て 拂 下げた る 上、 之 を 補助せ り。 其 船舶 は大 修理 

を 加 ふるに 非 ざれ は 使用に 堪 へ ざる もの 多 く、 其 修繕費 用と して 六十 一 萬圓を 

數囘に 分 ち、 大 藏 省よ， り下附 せらる 、箬な h- しか ば、 其 下附金 を引當 とし 且 創立 

の 初めより 資金 は 爲換會 社よ， 5 融通せ らる ， 約束 も あ b.M に 船舶の 修理に 著 

手 し、 之 が爲め 爲換會 社よ， 9 借 入れた る 金額 は 須臾に して 四十 餘萬圓 を 超過せ 

り。 明治 七 年 小 野 組の 芄 解に 際 し、 爲 換會社 は 忽ち 其 影響 を 蒙， 9 到底 維持す ベ 

からざる の狀 態に 陷 b  、且 蒸 汽船 會 社の 鶴首 期待せ る 大藏省 下附金 も會計 法の 

改正に 伴 ひて 容易に 下附 せられ ざるの 有樣な しか ば、 爲 換會社 は 蒸 汽船 會社 

に 對し頻 h- に 貸付金の 廻收を 督促す るに 至れ， 9。 蒸 汽船 會社 は斯る 違算よ. 9 

種々 の 困難 を 生じた るの みなら す、 內 に は 株主の 紛議 不平 相 踵 ぎ、 冗 費 多 く、 外 は 
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九十 九 商 食 

の內容 


神 戸市 4  二 神戶海 十 年 史 

三菱 會 社の 競 爭ぁ b 、且其 持 船 は 舊諸藩 

にして 實 用に 適する 良 船 殆んど 皆無な 

を 來 た し. 加 ふるに 此 時臺灣 征討の 役迤 

に 供 せんこと を 政府に 上申 し， 忽 ち 藩 地 

會 社の 汽船 は 全然 使用せられ や、 獨 b 海 

れ たりと 雖 も、 其 運賃 は 三菱 會瓧の 比に 

1 切の 財產 を舉げ 三十 五萬圓 にて 政府 


コース 

が 外國商 几に 欺かれて 購入せ し 老朽 船 

りし か ば、 收 支 相 償 は す、 自 然 社運の 不振 

hql 一 菱食社 は 其 所有 船 三隻を 以て 軍用 

事務局の 嘉納す る 所と なりし が、 蒸 汽 船 

軍 省より 兵器 彈藥其 他の 運輸 を 命 せら 

あらす 毫も 益す る 所 な く、 竟 に 所有 船と 

に 買 上 を 請 ひ， W 治 九 年 解散す るに 至れ 


之れ より 先 明治 三年 土 佐の 藩 

丸の 三隻 を借受 け、 東 京. 大 阪. 高 知 

る 運漕 會社を 起 し、 本 店 を 大阪に 

祌 X. 潢 寧 東 京 間の 航路 を 開く に 

ら橫濱 線に 從事 せしめ、 荷 客 取扱 

番 館と 隣接す) に 設 け、 中 房 平次郞 

として 来任す- 九十 九 商 會の乘 


彌太郞 は， 藩 有の 汽船 夕顔 丸. 千 歲 丸. 浦 門 

漕 業を營 まんが た め、 九 十九 商 會と稱 す 

東京に 設 置 し、 尋 で 外國船 一 隻を傭 入れ、 

阪. 神 芦. 高 知 間に 浦 門 丸 を 充て， 他 船は專 

芦 海岸 通 六 丁目 西 端 (其當 時 ffi 米 利 加 一 

を 名代 人と す。 其 後 土 佐の 人 松 岡政吉 支配人 

客 荷物 仲 次 を 創めた る は 田 中 喜 左 衞 門. 專 崎 彌 


士岩崎 

間の 廻 

支 店 を 

至 大 

所を祌 


i 
食 


五 平. 中 川榮次 郞. 山 田 辰 五郎 由 村 角 次 郞. 安 藤 嘉左衞 門 等に して、 其 口 餞 も 此際定 

めら れた り。  . 

九十 九商會 創立 當時は 其 勢力 固よ &微々 たりし が、 其 後 同 商會は 解散して 三 

川商會 となり、 明治 四 年廢藩 置縣の 際， 土 佐 藩 所有の 船舶 紅葉 賀. 夕顏. 鶴 の 三隻， 紀 

州 藩の 紅 鳥 丸， 筑 後 藩の 扶桑 丸 等 を 合 はせ 殆ん ど捨賣 値段に て 買 取 b  、改 めて 三 

菱會 社と 稱す。 次で 政府 は 同社に 郵便物 遞 送の 任 を 委託す るに 及 び， 更 に復郵 

便 汽船 三菱 會 社と 改稱 す。 爾 來全國 の航權 漸く 其 掌中に 歸し， 社運 益.. 隆盛に 赴 

き、 明 治 七 年 佐 賀の亂 起る や、 戰 時運 轍の 任務に 從事 し、 同 年 臺灣の 役 亦 運送に 從 

事し 功績 尠 からす。 其 後 本社 を 東京に 移し、 業務 を擴 張す。 明治 八 年 神 芦に 支 

店 を 設立 し、 代 表 者と して 英人 H フ. プラテ (F.  Plate) を 選任せ り。 

臺灣 役の 當時 我國 にあ b て は 未だ 遠洋航海に 堪 ふる 汽船な く， 政 府 は 太牟 洋 

汽船 會 社の 船舶 を 利用 せんと 計畫 せし も、 米 國が 局外中立 を宣 言 したる 爲め其 

望を果 さす。 此に 於て 政府 は 同年 五月よ h- 翌 明治 八 年 三月に 涉 h- 前後 十三 隻 

の 汽船 を 購入 し、 其 代金 百 五十 七 萬 六 千 弗 を 費した， 9。 此 等の 船舶 は當 初より 

三菱 會 社に 委託し 其 運用 を 掌ら しめた， 9 し が、 能 く 其 任務 を 全うした る を 以て 
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神 戶市史 CTJSn 一  神 尸 海運 五十 年史  四 〇 

臺潸の 役 終了後に 至る も 政府 は 十三 隻の 船舶 を 其 儘 三菱 會 社に 使用せ しむ" 

是に 於て 同社 は 俄然 勢力 を增 し、 內 は 蒸 汽船 會 社に 當 り， 外 は 日 本. 上 海 間の 定 期 

航路 を 開き、 太平洋 汽船 會瓧に 拮抗す るに 至れり。 然るに 太平洋 汽船 會社 は航 

路を桑 港より 橫濱に 延長 し、 更 に橫濱 よ， 5 神 In. 長 崎. 上 海に 達する 支線 を 開 き， 我 

沿海の 航海 權は 彼の 専有に 歸 せんとす るの 有檨 なれ ば. 內 務卿 大久保 利^-は 深 

, 、之 を 憂 ひ， 航 海 權の獨 立を冀 ひ、 明治 八 年 五月 商船 管理 事務に 付き 政府に 建議 

し、 同 年 七月 年額 三十 萬圓を 助成金と して 支出す る 事に 決せり- 

其 頃 郵便 蒸 汽船 會社 は旣に 敗頹の 姿に 立ち至 其 處 分に 關し 政府に 出願 中 

な， -し V 政 府は之 を 許可 し、 同 時に 岩 崎 彌太郞 の 人物 手腕 を認 め、 同 人の 個人 營 

業た る 三菱 會社を 公業と なさし め、 岩 崎 彌太郞 を 社長に 任 じ、 會 計 を 簡明に し. 命 

令 書 交附の 日を以 て、 新 會社 開業の 第 一 曰と し， 政 府の 所有 船 東京 丸 (ニー 一七 屯 _ 

外 十二 隻 と共に 郵便 蒸 汽船 會 社よ.^ 政府が 三十 二 萬 五千圓 にて 買丄 げたる 十 

八隻の 船舶 を倂 はせ 無償に て下附 し、 更 に 上海 航路 維持 經營 の爲め 政府 は 年額 

二十 五 K 圆の 補助金 を給與 する 事に 決 し、 同 年 九月 第 一 命令書 を 三菱 會 社に 交 

附し. 郵便 遞 送の 任に 當 らしむ" 且其 所れ 船舶 は 平時 戰時共 必要の 場合 政府の 


第 一 命令 t" 


用途に 洪 する 

扱 所 を 設けし 

當時 同社に 

今般 本邦 海 

京 丸 外 十二 

其 運航 費 助 

得 事。 

第 一 條 

ますと 

すへ 力 

は抵當 

開 申し 

第二 條 

此船價 

第二 章 


事 を 

め、 之 

交附 

運 の 

隻 の 

成金 

右 各 

雖 も- 

ら  す- 

と  し 

許 可 

期限 

算入 


せ 

气 


し、 政府 

對し別 

られし 

令 

業を擴 

船 及 之 

し て 1 


は 下 渡 

れを賣 

若し 事 

借財し- 

得て 後 

中 何等の 

せ す、 總 て 


所 

響 > 

着 


會 社 

助成 

謂 第 

書 


る 

M 

ま 

す.， 


を して 海員 養 

金 年額 一 萬 五 

一 命令書 


成の 爲め 商船 學校及 水火 夫 取 


千圓 を下附 


せ 


の 要領 


し 


之れ を 


むへ き 

る 諸 機 

十五 萬 

當曰ょ 

質 入 各 

步を謀 

宜 によ 

へ し。 

原由 を 

返納す 


目的 を 

械 1\1 も 

圓を給 

,5 其 社 

船 及 助 

るか 爲 

りて 解 

問 は す- 

へ  し。 


以 

め 


左の 如し。 

て、 別紙 船 

代賈： て 

候 に 付、 左 

所有 船と 

金 を抵當 

に 之れ を 

する 事 あ 

社 或は 解 

も 許可 を 
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名簿に 

其 社へ 

の個條 

明吿 し- 

として 

賣拂或 

れ は、 豫 

社せ は 

得て 後 

四 一 


記载 する 東 

下け 度 し、 且 

の 通 可 相 心 

且其 所有に 

他よ h.- 借財 

は 質入れ 或 

め 其 原由 を 

其 損益 中に 

質 入 し、 或 は 


神 戶市史 刖錄ニ 神 

抵當 となした る 分 

第三 條 各 船と も 船 

精選して 乘 組まし 

すへ し。 

第四條 各 船の 船體 

寮 或 其 筋より 時 

に ま る \ からす- 

第 五條 乗組 士員 

事務 を 妨害 し、 或 

を 生す る 時 は 之 

第六條 上海の 運 

途 LJ し、 協 議を以 

へ し。 

第七條 會， 計 は 最も 精確 

受く へし。 若し 其會計 


戶海逑 五十 年史  四 二 

は. 其 計算 中に 加 へ て妨 なしと す。 


て 


長 其 

む へ 

及 機 

之れ 

試驗， 

損失 

を 辯 

は從 


他の 士員 水火 夫に 至る まて. 熟練 優等の 中外 人 を 

し。 當寮 或は 其 試驗を 要する 時 は 每時其 命 を 寧 

械 等の 修繕 掃除 は 毫も 之れ を 怠る へからす。 當 

か檢 査を爲 し、 之 れに 就て 指 合する 事 あら は 其 令 

船體 機械 及會 計の 撿 査， 其 他の 命令に 就て 其 社の 

を 生せ さる 樣 注意す へし。 若し 爲 にめ 妨害 損失 

明 し. 或 は 其 償 を 請求す る こ と を 得 へ し。 

前の 如く し， 內 國 環海の 定期 運行と 計算 相 當を目 

開 申せし むる とき は， 別 に 相當の 助成金 を 給與す 

に し 、毎 月月 報 表 を 差 出 し. 當寮或 は 其 筋の 檢査を 

に亂雑 あれ は 命して 之れ を 整理せ しめ、 冗費 あれ 


は 叉 省 減せ しむへ し。 

第八條 郵便物 及 之れ. に屬 する 器物 は 

貫目 以上 は 現 時相 當の賃 にて 運送し- 

守る へし。 又 郵便船と 定 むる 分の 發 

第九條 其 社の 固有 船 は 勿 論、 右 各 船と 

へし。 若し 船 上 必需の 備 用品に 缺乏 

き は、 命 して 之れ に備 へし め、 或 は 命し 

第十條 本舖及 支. 店 の 作 行， 其 他會 社の 

社長の 特權 にあ， 5 と雖 も、 其 執行の 整 

件に 就て は、 命 して 改正せ しむへ し。 

第 十 一條 商船 私學及 水火 夫 取扱 所 を 

し。 其 設立 を 准 允し、 其方 法 を 許可す 

の 割合 を 以て 之 か 助成金 を下與 すへ 

第 十二 條 此書を 受取， 9 たる 日 を 以て 

往の會 計 は 別途に 之を處 分す へし。 

第二 草 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄の 海運 


1 搬 一 度の 重量 百 貫目 迄 は 無 賃、 ；s 

、且其 蓮 送 方法 は 總て當 寮の 規則 を 

着 時 曰、 當 寮の 指令に 遵ふ へし。 

雖も 運用 方法 は 其 社の 都合に 任す 

あ 或 は危險 不安の 擧行 あるか 如 

て 之 を 止めし むへ し。 

事務 執行の 方法 を 立つ る は、 固 よ り 

否に より 政府の 損失 を 生す へ き 事 

設立し. 海員 敎 導の 方法に 從事 すへ 

る 時 は、 其 日よ .0- 一  ケ年 一 萬 五千圓 

し。 

其 社 改革の 第 一 日と な し. 夫 より 旣 

又 將來其 社名 を 以て 他の 營業 を爲 

四 三 


神 戸市 史別錄 二 神 戶 海運 五十 年史  四 四 

お 十三 條 平常 非常に 拘ら す、 政府の 要用 ある 時 は 右 各 船 は 勿 論. 其 社の 固 

^船と 雖 も， 社 務の 都合 を 問 はす 使用す へし。 然れ とも 其 運賃 は 時に 相 

當の額 を拂ふ へ し。 

第 十四 條 右の 箇條 を此 書の 日付よ b 十二 ヶ月 間 確守 遵奉して 其 事務 を 

W 行 し. 會 計 簡明に 事務 整粛 し， 將 來 事業の 實况進 舉の成 端を視 るに 於て 

は. 夫より 以往 十四 ケ年を 期限と し. 尙此現 事を績 かしむ へし。 然れ とも 

其 期限 中前に 揚 くる 條 件の 命令 を 理由 無くして 遵奉せ す， 或 は 社業 不整 

にして 國損を 生す る實徵 あるに 於て は、 何 時 にても 右 汽船 を取揚 け、 助 成 

金の 給 與を絕 つて 休止せ しむ へし。 然と も 亦 能く 命令 を 遵奉 し、 事 業 を 

進舉 せし むる に 於て は、 政 府の 都合 を 以て 其 期限の 約 を 破る へ からす。 

^十 五條 右 執行の 績否は 十二 ケ =： の 期限よ b  ニケ B 以前に 报吿 し、 且 之 

を 休止す る 場合に 付て は. 社 業に 於て 何樣の 不都合 何等の 不條理 あ b て 

休.^ す へ き 旨 を 明 吿 し. 又 之 を 檨 かしむ る 場合に 於 て は、 若 干 助成金 を增 

減 し、 以 來 何筒條 を加删 すへ き 旨 協議す へし。 


右 


太平洋 汽船 明 

會 社の 801* 

間 を 

あ る 

政府 

汽船 


第 十六 條 其 報告の 時に 當 り、 明 吿 する 處の 事故と 條理に 就て 甘 服し 能 は 

さる 次第 あら は、 反 覆 之 を 辯 明 し， 或 は 辯 解 を 請 ふこと を 得へ し。 

第 十七 條 事業 は 渾て十 五ケ 年 を 目途と して 起 興 着手 し. 必 らす 一 ケ 年の 

期限 を 度と し 姑息の 作 行 をな す へ からす。 故に 假令 へ は 各 船の 大 修繕. 

模 檨替. 汽 罐の 入れ 替、 或 は 商船 私學 等の 設， 或は 之に 屬 する 要具の 備、 其 他 

の 費 額 は、 若 し 十二 ヶ月の 期に 至 b 休止の 命 を 下す と も. 其 當 然の理 ある 

部分 は 之 を 政府に 馬して 相當の 金額 を 下 渡す へし。 

の條 欵內務 卿の 命 を 以て 相 達 候 也 

明治 八 年 九月 十五 日  驛遞頭 

治 九 年 九月 三菱 會社は 大久保 內務. 大隈大 藏の兩 卿に 上書 し. 當 時 上 海. 橫 濱 

航海せ る 太平洋 汽船 會 社の 航權及 之に 從事 する 汽船 五 隻竝に 神 上 海 に 

支店 及 倉庫 等 を買收 する に 必要なる 資金 洋銀 八十 一 萬 弗の 貸 下 を 出願し， 

の 採用す る 所と な り、 爾 後數 年上 海. 撗濱間 航行の 船舶 は 橫濱に 於て 太平洋 

會 社の 米國行 汽船に 連絡す る 事と せ， 9。 

治 九年ビ ー, ォ ー 會 社が 香 港. 橫 濱 間の 新 航路 を 開く や、 玆 に 再び 同社との 競 

第二 章 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄の 海運  四 五 


神戶市 史別錄 ニ神戶 海運 五十 年史  四. K 

爭を 惹起し、 三菱 會瓧の 營業及 財政 は 困- M を 極めし も、 百方 苦心の 末 外 船の 跳梁 

を 制する を 得た， 9。 

明治 十 年の 役 起る に 及んで， 三菱 會社は 上海 航路 用 を 除く の 外 社 船の 總てを 

擧げて 軍用に 供せ， 9。 而 して 同社 は此際 更に 船舶 五. 六 隻を買 はんが 爲 め. 七 十 

萬 弗の 補助 を 政府に 懇願せ h -。 政府 は當時 軍需品 運輸 上缺陷 なき を 期せん が 

爲め 遂に 之 を 許可す。 此に 於て 三菱 は 更に 三十 八 萬 弗 を 加 へ、 和歌 浦 丸 外九隻 

の 汽船 を 購入せ り。 是れ よ， 5 先、 政 府は 九月 十五 日 第二 命令書 を發 して 運航 助 

成金の 定額 分布 を 確定せ しめたり。 

1 金 二十 萬圆 丄海線 

一 金 ニ萬圓  東 京. 横 濱 夫 阪及神 線 

「金 ー萬圓  東 京 .橫 濱っ. i 綰 線 

1 金 一 萬圆  東京. 橫濱. 新 潟. 沿海 諸 港 線 

一 金 五千圆  東京. 橫濱. 勢 州 四 曰巿線 

一 金 五千圆  長 崎. 五 島. 對 州. 朝 鮮釜山 浦 線 

此線割 當額は 甲乙 流用す る 事 を 許 し， 又 政府の 都合に よりても 流闬 する 事 を 得 


る こと、 せ b。 叉 第一 命令書 中 第 八條の 制限 を撖廢 し. 以 後 重量の 如何 を 問 は 

す總て 無賃た る ベ き 事 を 命せ b。 

海上 王 岩 崎 斯 くの 如く 內は 政府の 保 護、 外 は外國 船の 退却に よ り. 三 菱會社 は 日本の 航海 

彌太郎 

權を獨 占す るに 至れ， 5。 經營者 岩 崎彌太 郞を稱 して 海上 王と いひし も 亦 偶然 

にあらざる な， 5。 本邦 汽船 中保 險 資格 ある もの 大小の 汽船 帆船 を倂せ 漸く 七 

十隻 許な b しが、 そ の 中 三菱 會 社の 所有 實に 五十六 隻に 上れり" 三菱 會 社の 航 

權は我 沿岸 は 云 ふ を須た す、 支 那. 朝 鮮に 達せし と雖 も-未 だ 以て 其 他に 及ば す、 同 

瓧 事業の 前途 は實 に洋々 たる もの あ， 5。 

明治 十五 年 政府 は 第三 命令書 を 以て. 從來玫 府の下 渡した る 諸 船舶の 滅少を 

豫 防 し、 會 社 所有の 汽船 を 登 簿噸數 二 萬 ニ千噸 以上と 定 め、 老 朽 船に 代 ふるに 新 

造 船舶の 購入 を勸め • 運賃 率の 過 當を防 ぎ、 郵 便船の 定期 勵行 を嚴達 し， 特 に 上海 

航路 は 一時間 十 一 節 以上の 速力 を 有する 船舶 を 充てし めたら。 且 平時 又は 戰 

時に 於て， 政府が 船舶 を徵發 する 時 は， 左 記の 割合にて 借 上 料 を 支給す る 事と 定 

めた h. -。 

一 總噸數 千 五百噸 以上 一 ヶ月 一 喷に付 銀貨 四圓 五十 餞 

第二 章 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄の 海運  四 七 


■ 神 戶市史 別お ニ神戶 海運 五十 年. a  四， < 

ー總 噸数 八". H 噸 以上 千 五 百 噸未滿 一 ヶ月 一 噸に付 銀貨 五圓十 餞。 

一 總噸數 八 百 噸未滿 一 ヶ月 一 噸に付 銀 货五圓 八十 餞。 

使用 n 数 三十日 未満の 場合 は 一 割 を增給 し、 十 五日 未満の 場合 は 二割 を增給 

す。 石炭 及 船客の 食物 は 現品 又は 代價を 以て 給與 すべ く， 其 他 特に 命じて 別 

段の 装置 を爲 し、 又 は » 及 人夫 を 使用した る 時 は • 其 費用 を 支拂ふ 事。 

三菱 會 社の 最も 盛況 を呈 したる は 明治 十三 年 乃至 十五 年に し て、 十六 年に は 共 

同 運轍會 社の 開業 あ b  、翌 十七 年に は大阪 商船 會社 設立 せら れ， 復 た 獨占を 許さ 

ざるに 至れり。 明治 十三 年 乃至 十七 年に 於け る百噸 以上の 船 は， 明治 十三 年 三 

^會社 所^ 三十 六 隻登簿 二 萬 五千噸 にして， 同社 以外の 所有 二十 七 隻六千 五 百 

嚼， 明治 十七 年 三菱 會社 所有 三十 三 隻ニ萬 三千 嗨 にして、 同社 以外の 所有 三十 八 

^八 千 七百噸 な， 9。 明治 十二 年全國 汽船の 數は百 九十 九 隻此登 簿噸數 四 萬 二 

千 七 六十 三噸 な， 9。 之 を 今日の 海運に 比すれば 固より 同日の 論に 非 ざれ ど 

も-し かも W 治 三年 末に 比すれば f.= 六 十四 隻ニ萬 七 千 二百 六十 五 噸を增 加 し， 嚼 

数に 於て 約 二倍に 達す。. 眞に 長足の 進 步を爲 したる ものと 謂 ふ ベ し。 

共同 我阈 海運 は 三^ 獨 占の 狀 態に て 明治 十 二. 三年 頃まで 推移せ しが、 其 後 我國の 

社の 胶立 ^^^1 


殖產 漸く 興， 5, 海 

る に 獨占 事業な 

努めた る 大隈重 

時に 地方 小型 船 

織に 係る 大海 運 

代と して 東京 風 

會合 せし め、 共 同 

室 信 拳 儘 澤 喜 作 

を爲 さし め. 政府 

十二 月會社 創立 

出資に 係 り、 殘 額 

當時 政府より 

海運 を 起し 平 

へ 差 加へ 候條 


運の 事業 亦 一 筒の 三菱 會社 にて は 需要に 應 する 事 能 は す， 加 ふ 

る を 以て 三， 菱會 社に 對 する 世間 非難の 聲 高く， 殊 に 三菱 保護に 

信 を 首領と する 改進 黨に對 し、 自 由黨の 三菱 攻撃 頗る 劇し く. 同 

主の 補助 を 出願す る もの 相 踵で 起， 9 しか ば， 政 府 官民 共同の 組 

會社を 起し、 三菱に 對抗 せしめん と 欲 し、 明 治 十五 年 七月 船主 總 

帆船 會社. 北海道 運輸 會社及 越 中風 帆船 會 社の 代表者 を 東京に 

運輸 會社 創立の 議を 提示 し、 發 起 人 は 創立 委員 

-堀 基. 原 田 金 之 祐. 藤 井 三吉を 選出し、 創立 委 員 に 

との 交渉， 補助金の 下附、 船舶 t 下等の 事務 を遂 

せ ら る. 其 資本金 三百 萬圓と す、 然 して t 內百三 

百 七十 萬圓は 民間の 應 募に 待てり。 

下附 されし 命令書の 要項 左の 如し。 

共同 運 

常 非常に 備 へ ん爲 め、 百 三十 萬圓を 以て 船舶 を 

• 左に揭 くる 命令書の 條欵 厚く 遵守 可 致 事。 


として 益 田 孝. 小 

於て 諸般の 準備 

行 し、 明 治 十五 年 

十 萬圓は 玫苻の 


途 

造 


會 祉 

其 社の 資本 
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神 a- 市. a- 別錄ニ 神戶海 JS- 五十 年史  i〇 

農 商務 卿 西 鄕從道 代理 

明治 十五 年 七月 廿 六日 內務卿 山 田 顯 義 

命令書  . 

第 一 條 政府に 於て 戰時 非常に 際し 供用す るに 足る へ き 汽船 及 帆船 を 製造 

し 漸次 其 社へ 交付す へ し、 其 金額 は 先つ 以て 百 三十 萬圓と し、 之 れを 以て 政 

府の 株金に 充っ へし。 

但 汽船 及 帆船と も本條 目的の 爲 めに 要した る 增费は 之れ を 其 株金 中に 算 

入せ さるへ し。 

第二 條 毎 期 政府に 於て 領 すへ き 利益 配 當金は 其 株金に 對し年 ニ步を 限り 

とし. 其 以上の 利益 は 其 社の 總收 入に 組 入れ 保險 準備 等に 充っ へし。 

第三 條 其 社に 交付した る 船舶 は總て 海軍の 附屬と 心得 可 し、 但 臨時 海軍 卿 

の 命 介 によ，^ て徵 集す る こと ある 時 は相當 費用 を 給す へ し。 

第四條 海軍に 於て 使用の 爲 め船內 結構の 變更を 要する 時 は 海軍省よ b 其 

S 用 を 給す へ し。 

第 五條 戦時 及 非常の 時 は 其 社の 都合 を 問 はす 政府に 於て 其 各 船 (政 府 より 


交付した る ものと 否と を 問 は す) 使 用す る 事 ある へ し、 但 其 運賃 は豫 め相當 

の 額 を 定め 之れ を 給す へし- 

第六條 海軍 兵學校 又は 商船 學 校に 於て 卒業した る 生徒 を實地 修業の 爲め 

に 政府の 命令 を 以て 其 社の 船に 乘 組まし むる こと ある へ し。 

第七條 政府の 都合 を 以て 郵便物 又は 其 他 官用 物の 運送 を 命した る 時 は 相 

當の 運賃 を 給す へ し. 伹 時宜に 依り 一 定の 助成金 を 下付す る 事 ある へし。 

第八條 其 社の 資本金 は 先 以て 三百 萬圓と し， 其 百 三十 萬圓は 政府に 屬 し， 他 

の 百 七十 萬圓は 成る丈 廣く 各地 方よ， 5 募集す へ し。 

第九條 資本金 三百 萬 圓の內 二百 三十 萬圓は 汽船 に、 六十 萬圓は 帆船 に， 十 萬 

圓は營 業 資金に 供す へし。 

第十條 其 社 は 汽船 帆船 を 以て 旅客 貨物の 運漕 を 目的と し， 他 の 業務に 干渉 

すへ 力ら す 

第 十 一 條 正副 社長 及 取締役 は 株主 中よ b 公選す 

可す るに あらされ は 上 任す る こと を 得 す、 伹 正 副 

立の 日より 三 ケ年を 以て 一 期と す) 中 は 政府に 於 

第二 聿 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄 の 海運 


へしと 雖も. 政府に 於て 認 

社長に 限 b 創立 第 一 期 (創 

て 特撰. 一 9 る ものと す。 
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第 十二 條 其 社に 於て 汽船 帆船 を 新造 若く は旣 製の もの を 購入 せんとす る 

時 は豫め 政府の 許可 を受く へ し、 佴 二 ケ年以 丄を經 過せ しもの を 購入す る 

こ. i を 許さす 

第 十三 條 通常 海員 は 勿論 船 拳 運 轉 手. 機 關 手と 雖も總 て 日本人 を 採用す へ 

し、 然 れ とも 當 分の 內 船長 其 他の 役員に 限 h.- 外 國人を 一展 使す るも妨 なし。 

第 十四 條 例式 及 臨時の 總會に 於て 決定した る 事件 は 政府の 許可 を 得る に 

あらされ は 之れ を 執行す る こと を 許さす。 

お 十 五條 其 社の 事務 及 帳簿 は 政府に 於て 常に 監督 を 命し、 若く は 臨時 檢查 

官を 派出して 之れ を檢査 せし め、 不 整の 件 あれ は 之れ を 矯正せ しむ へ し。 

お 十六 條 其 社の 谷 船 及 機關は 政府に 於て 常時 又は 臨時 檢査 を爲 し， 危 險 不 

安の もの は 之れ を修耩 せし む へし。 

第 十七 條 農 商務省 所轄の 汽船 及 帆船 は 其 社 開業の 期に 至ら は 別段の 命令 

書 を 以て 之れ を 其 社へ 貸 下く へし。 

E 問の 應募 株金 百 七十 萬圆の 內、 東 京風 帆船 會 社の 拂込濟 金額 二十 四 萬 九 千 九 

百 八 十圓、 北海道 運輸 會 社の 拂込金 七 萬 二 千 三百 五 十五 圓， 越 中風 帆船 會 社の 拂 


込濟金 十五 萬 圓、 合 計 金 四十 七 萬 二 千 三百 三十 五 圓、 其 餘は 各地 方よ， り 一 般に株 

式 引受人 を 募集せ しむ。 斯. く て 社長に 海軍 大佐 伊藤 雋 吉、 副 社長に 東京 風 帆船 

會 社長 遠 武秀行 を 官選 し、 明 治 十五 年 十二月 政府 は 玄武丸 外 十二 隻の 船舶 を會 

社に 貸 下 げ. 每 年 貸 下船 料と して 政府に 所定の 金額 を 上納す る 事と し. 營 業 を 開 

始 せし が、 規 模小 にして 到底 十分なる 經營 を爲す こと 能 はす。 依って 資本金 を 

倍額 六 百 萬圓と し、 政 府の持 株金 を 二百 六十 萬 圓に增 額 せん 事 を 政府に 請願し、 

其 許可 を 得た， 9。 而 して 政府 所有 株金 二百 六十 萬圓の 內、 最 初の 命令に 定めた 

りし 百 三十 萬圓は 政府に 於て 戦時 巡洋艦 代用の 計 畫を有 し， 速 力 十三 節の 大汽 

船 ニ隻を 英國に 註文す る爲 め. 社 長の 外 管 船 局 雇 外 國人ブ ラ ォ ン (Krowl 一 y 海 軍 省 

よ b は 少匠司 佐 双 佐 仲 を. 派遣せ， 9。 出張員 は 彼 地に 於て 荷 客船 四隻を 購入し. 

新造船 ニ隻を 註文す， 明治 十六 年 九月 更に 英國に 於て 八隻の 新造船 を 註文し， 

初囘 購入 船 は 同年 十月 以後 續々 橫 濱に來 著せり。 明治 十六 年 五月 一 日 神 橫 

濱 間の 定期 航海 を 開始 し， 祌 支店 を 海岸 三 丁目に 設置 し、 更 に 明治 十六 年度に 

於て 政府に 上納す ベ き 利子の 免除 を 乞 ひ、 且 役員 賞 與を廢 し、 辛 うじて 年 九 朱の 

配 當を爲 し、 翌 十七 年度 は 僅々 年 八 朱の 配 當を爲 したれ ど も. 其 後對 三菱 會 社の 

第二 章 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄の 海運  さ 二 


li 會肚， 

の 较爭 


计 K 爭と 
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競^ 益.. 激烈 を 加 へ、 收支相 償 はす、 明治 十七 年 

菱會 社の 損失， 八十 萬 圓、 共 同 運楡會 社の 損失 

明治 十八 年 一 月 间社は 三菱 會 社と 合議の 

取 扱 人， 其 他 船員 一展 入に 關 する 諸 件 を 協定 

輸會 社に 交附 せられた る 命令書に は 航路 

び 競 爭を演 じ、 運 賃 引下げ 其 他 種々 の 手段 

協定の 際 は 船客 賃五步 以上の 割引 を爲さ 

令 貨錢 割引 は 五 步の約 を 守る と雖 も， 中 等 

ぁ&。 此に 於て 三菱 會社は 斷然競 爭の端 

て 五 割と なる。 而 して 兩 社篛爭 の 影響 は 

,9。 其狀態 を詳說 すれば、 三月 十五 日 同業 

神 S- 廻將笨 立志 組合の 如き も 其 組合 を 解 

に 展 する 者、 各 自 好む 所に 隨て營 業す る こ 

介 を W て 首領と 爲 し. 三 菱 側 は 三 城 彌 七. 中 

へ， 殆んど 底止す る 所 を 知ら ざ， りし か ば. 共 


よ b 十八 年の 

は 三十 萬圆に 

上、 運賃 率. 諸航 

一 時 競 爭を停 

限定な かりし 

盡し、 相 拮抗し 

る 事 を 約せ し 

賃を 以て 上等 

開 き、 同 年 六月 

ち祌 W- に 於け 

二十 五名の 同 

き、 共 同 運輸 會社 

と ， な ，り 共 W 

川榮次 郎等 之 を 


同 運輸 會瓧 東京 本 


i 四 

頃 は 競爭愈 "劇しく-三 

及ぶ。 

路. 出 帆 曰 時. 旅 客 貨物 

止せし も、 元 來 共同 運 

を 以 て、 幾何 も なく 苒 

て讓ら や。 最初 兩社 

に、 共同 運輸 會社 は假 

の 取扱と 爲 すとの 說 

に 至、 り 割引 漸く 增し 

る 廻漕業 者 に 波及せ 

盟を 以て 設立した る 

に屬 する 者， 三菱 會社 

の 廻漕業 者 は 大森榮 

率 a  、競爭 益" 激烈 を 加 

社 は 社員 宫地助 三 


郞を神 R に 特派 し、 六 月 十六 日 同社 神 ^ 支店 員 及 同社 所屬 廻漕業 者 を 北 長狹通 

吟松 亭に會 し、 斯 る 競 爭 は 本. 社 の 好まざる 所なる 旨を吿 げ、 斷 然 篛 爭 を廢 止す ベ 

きこと を 論 示す と雖 も、 迴 漕 業者 は 毫も 肯せ や. 愈. -客引 人 を 遠 方 ま で 派 遣 し. 三 菱 

側の 迴漕 業者と 對抗 して 已 まや。 此に 於て 共同 運輸 會社は 廻漕業 者よ b 差 入 

れ 置きた る 身元 保證金 五十 圓宛 を返附 し、 船舶 出入 鑑礼を 引上げた， 9 しが. 廻 漕 

業者 は 依然 三菱 側の 廻漕業 者と 競爭 を持績 せら。 蓋し 共同 運輸 會 社が 競爭廢 

止 を 吿 示 し、 船 舶 出入 鑑札 を 引上げた る に. 尙 廻漕業 者が 競爭を 持績し 得る 所以 

は. 假 令 共同 運輸 會 社に 於て 競爭を 廢 止せり と雖 も、 三 菱 側の 廻漕業 者 は 共同の 

船舶に 向って 荷 客の 周旋 を爲 すべきに あら や、 故 に 共同の 汽船 は 勢 ひ曩に 味方 

たりし 廻漕業 者の 周旋 を 待たざる を 得す。 然ら ざれば 出發 時刻に 至， 9{<H 船航 

海 を 試みざる ベ から す、 乘 客 も 亦 能く 此の 事情 を 解す るを以 て， 愈" 出帆 時 刻の 迫 

るに 至る 迄 決して 乘船 切符 を 買 は t 之が 爲め 共同 運輸 會社は 競 爭を廢 止せ 

りと 稱す るに 拘ら す、 割 引 を 以てする にあら ざれ ば、 荷 客を收 集し 能 はざる 事情 

あり。 依て 競 爭廢止 は單に 表面に 過ぎ す. 事 實上尙 ほ篪爭 を持續 せる もの にし 

て、 三 菱も亦 勢 ひ 割引の 實 行を廢 止す る こと 能 は す、 三 菱 の橫溪 丸， 共 同の 山城 丸 

第二^ 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄の 海逑  五 五 
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は當時 活劇 場裡の 花形 役者と して 競， し. 同 年 八月に 入， 9 て は 割引 步 合 八割以 

h, に 及ぶ。 然れ ども 其 頃 兩社附 壩 廻漕業 者 間に は 乘客振 向けの 約束 成 b. 三 菱 

方の 廻 漕 問屋 は 十六 共 同 方 は 十^な， 5 し が、 兩 社中 一 方の 出船な き 時 は 問屋 

間に 乘客振 向けの 方法 を講 する 者 あるに 至る。 卽振 向け 問屋よ b は 二十 五 餞 

を 拂 ひ、 受 附 問屋 は 其 內五餞 を 手数料と して 返附 する 定と爲 し、 且 抽籤 を 以て 其 

0 向、 5 附 問^の 組合 を定 め. 組 合 外の 拫 向け 受附け を 以て 約束 違犯者と 見做し 

罰金 を 課せ， 5。 此に 於て 乗客 は 前日の 如く 低廉なる 運 K にて 乘 船の 利得に 浴 

する こと 能 はざる に 至れり。 然れ ども 兩社 反目 對抗の 結果 は兩 瓧經濟 上の 缺 

損 多大なる のみなら す、 我 海運の 發達を 阻害 し. 航 海上の 危險甚 し く. 延 いて は 愈- 

我 海運 を 衰退せ しむる を以 て、 政 府は兩 社 を合倂 し， 無 用の 競爭を 防止し 兩虎相 

倒る ， の 愚 を 避けし めんと 欲 し、 明 治 十八 年 九月 三菱 會社及 共同 運輸 會 社に 訓 

3本« ^株 ^し 兩社を 合倂 す。 斯くて 日本 郵船き： * を 創立せ し め. 其 資本佥 額 一 千 百 萬 H 

式^ 社 設立 

(內 六 W:  ^圆 共同 運輸 會 社、 五 百萬圓 三菱 會社) に對し 利益 配 當年八 朱の 保 證を與 

ふること、 し 同年 十月 一 日附 命令書 を交附 し、 利 益 補給 期間 中 左の 十四 航路 を 

命令す。 M 社の 創立 規約 及 命令書 次の 如し- 


J 立 

共同 運輸 會社は 株主 

社の 資產を 以て 新に 

間に 協定す る 創立 規 

第 一條 兩會 社よ h- 

如し。 

一 金 五 百 五十 四 

一 金 六 百 五十二 

第二 條 前條 金額の 

一 金 五 百萬圓 

此株数 拾 萬 株 

一 金 六 百萬圓 

此株數 拾貳萬 

f 五 萬 貳千株 

內 

I 六 萬 八 千 株 

第二 草 明治 初期よ 


規約 書 

の 決. 議 により 其 社長より 又 三菱 會社は 其 社主より 兩會 

候 儀に 付、 日 本 郵船 會社 創立 委員の 


日本 郵船 會社を 創立 

約 左の 如し。 

日本 郵船 會 社に 引繼 

萬 三千 四百 十八 圓 

萬 六 千 三百 四十 圓 

內 左の 額 は 日本 郵船 

三菱 會社 

但 一 株金 五拾圓 

共同 運輸 會社 

株 佴 一 株金 五拾圓 

官有 

民有 

り 同 二十 年頃 迄の 海運 


く へ き は 海陸 資產の 代 價總額 左の 

三菱 會社 

共同 運輸 會社 

會 社の 株金と す。 


五 七 
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第三 條 第 一 條の 金額の 內 左の 額 は 日本 郵船 會瓧の 負債と すへ し- 

一 金 五十 四 萬 三千 四百 十八 圓 三菱 會瓧 

一 金 五十二 萬 六 千 三百 四十 圓 共同 運 输會社 

第四條 資產 授受に 當， 5 第三 條に 記載す る 金額に 增減を 生じた る 時 は、 其 增 

減の 額 は 現金 を 以て 授受す る ものと す， 

第 五條 3 本 郵船 會 社の 負債 は 年 七 分の 利息 を 付して 之 を 五 年間に 償還す 

る ものと す、 佴 負債 證 書の 體裁雛 形 を 具し 更に 特許 を 乞 ふ へ きものと す" 

第 六條 日本 郵船 會社 は總收 入金の 內 より 通常 海陸の 經費を 仕 拂成規 の 積 

立 金 等を爲 したる 上. 自 餘の 純益 を 以て 年々 負債 元利 償還の 額 を支拂 ひ， 然 

る 後 利益 金 を 株主に 配當 する ものと す。 

第七條 日本 郵船 會瓧に 於て は 三菱 會社 若く は 共同 運輸 會瓧と 其 他の 間に 

取 結 ひたる 諸 契約 は 總て之 を 履行す るの 責任な きものと す、 徂 資產 授受 手 

筘 巾に 明記 ある もの は此 限に あらす。 

第八條 日本 郵船 會 社へ 引受く へき 三 菱. 共 同兩會 社の 船 舶. 地 所. 建 物 其 他の 

物件 授受の 方針 は 三會社 協議の 上 別段の 契約書 を 以て 之を定 むる ものと 


右 創立 規約の 條欵 議定 立 約した る證據 として 各 記名 調印す る もの 也。 

日本 郵船 會 ft 創立 委員 

明治 十八 年 九月 廿 五日  掘 基 外 四 名 

農 商務 卿 伯爵 西 鄉從道 殿 

九月 二十 九日 政府 は 左の 命令書 を 交付した， 9。 

命令  食 ほ 

第一. 條 其會 社の 責任 を 有限と し、 負 債辨 償の 爲め 負債す へ き 義務 は 株金に 

止まる へし。 

第二 條 其會 社の 資本金 を 八 百 八十 萬圓と し， 之 を 十七 萬 六 千 株に 分つ、 佴其 

會 社の 請願 又は 政府の 詮議に より 資 本-額 を增滅 する こと ある へ し， 

第三 條 株式に 屬 する 權利 義務 は 總て其 株券に 附隨 する ものと す。 

第四條 其會 社の 營業 年限 は 開業の 日より 満 三十 ケ 年と す "佴 其會 社の 請願 

又は 政府の 詮議に 依， 9 之 を繼續 する こと ある へし。 

第 五條 其 會社は 中外の 海運 を 以て 専業と し. 他 の 事業に 關涉 すへから す。 

第二 窣 明治 初期より 同一 f 十 年頃 迄の 海運  五 九 


神！；；' 市. a 刖錄ニ 祌戸 海遂 五十 

佴 船. 舶 修繕の 爲め 職工 場 を 保 

第六條 1?. 其 會社は 本社 を 東京に 


年 史  六0 


設置す 

店. 出張 

第七條 

八 分に 

第八條 

中外の 

濱. 神 

冬期 

せ す 

神戸卞 


へし、 但袅 商務 卿に 

所 又は 代理店 を設 

政府 は其會 社の 株 

達せ さると き は 之 

前條の 利益 を 補給 

航路 を 開かし むへ 

下 關. 長 崎. 上 海 間 

船と 接 續の爲 め 出 

關. 長 崎. 签 山. 元 山 津 

沛 躕渐德 結氷 中 は 

船と 接镫 し、 同 復航 

-ド關 へぼ 杭す. る こ 

關. 長 對 馬. 签 山. 仁 


於て 

置 せ 

金 金 

を 補 

す る 

し。 

帆 H 

-浦墮 

航海 

路 を 

と を 


する こと 

置 き， 中 外 の 

必要な. o と 

しむる 

額に S 

給す へ 


- j と 

し 開 

し。 

段 助 


を 得- 

要港 

す る 

あ る 

業 の 


に 支 店. 出 張 所 又は 代 

場所に は其會 社に 命 

へ し。 

日よ， 9 十 五ケ 年間 其 


成金 を下附 せす して 左に 


毎週 ー囘 

を 伸縮す る こ と あ 

斯德問 每年 一月 

を 元 山 津に止 む、 釜 

長 崎へ 寄港せ しむ 

得- 


理店を 

して 支 

利益 年 

くる 


を 除き 每月 一 囘 

山に 於て 祌ヌ. 天津 

る 場合に 限 h-、 長 崎 


間 定期 

へ 寄港 


川. 芝罘. 天津. 牛莊間 每 月ー囘 


天津 寄港 は 往航の みとし、 冬季 牛莊 結氷 中 は 航海 を 仁 川に 止む。 

橫 濱. 神 間 每 月十囘 

橫 濱. 荻 の 濱. 函 館 間 一週 ニ囘 

橫 濱. 四 日 市 間 每日 一 囘 

殊に 指定した る 場合の 外、 隔日 若く は每 三日 一 囘 まで 航海 度數を 減す る 

こ と を 得。 

函 館. 极 室 間 航海 度數 未定 

函館. 小 樽 間 同 

靑森. 函館. 室 蘭 間 每曰 一 囘 

神 尾 の 道卞 關. 境. 敦 賀. 伏 木. 直 江 津. 新 潟. 酒 田. 土 崎. 函 館. 小 樽 間 航海 度數未 

定 

荷物の 都合に よ、 9 此 他の 港に 寄港 し. 又 冬季 風浪 不穩の 時節 は 直 江 律. 新 

潟. 酒 田. 土 崎の 寄港 を 止め 佐 渡船 川に 寄港す る こと を 得。 

小 樽. 增 毛. 禮 文. 利 尻. 宗 谷 間 

小 樽. 增 毛 間 は 一 二月 中旬よ， 9 十 一 月 中旬 迄 一 月 五 囘、 禮 文. 利 尻. 宗 谷の 三 郡 
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神 戶市史 s 錄ニ 神戶 海運 五十 年 史  六 二 

並苫前 郡の 內燒尻 は 四月より 十おまで 一 月ニ囘 

國後諸 島. 擇 捉. 北 見地 方每月 凡四囘 

第九條 農 商務 卿の 許可な くして 前條の 航路 及 航路の 度 數を增 減變更 する 

こと, ど；^ さ す。 

其 他 新 航路に は 相當の 補助金 を下附 せらる へき こ と 、瓧 船 は 何時 にても 政府 

の徵 發に應 すへ きこ と. 徵 發に應 したる 船舶に 給す へ き 費用 を 定め. 

總噸數 千 五百囉 以上 は 一 ケ パー 噸 銀貨 四 圓五 十錢 

總 噸数 八 百噸 以上 千 五 百 噸未滿 は 一ヶ月 ー噸 銀貨 五 圓十餞 

總噸數 八 百 噸未滿 は 一 ヶ月. 一 噸 銀貨 五圓 八十 錢 

尙此 外に 蜉 人夫 賃は 政府の 負擔と し. 乘 客 あちた る 時 は 其 食費 は 政府 之 を支拂 

ふこと、 し. 船 體の 損害 を辨 償す ベ きこと 及 種々 詳細に 涉， 9  一二 十七 ケ條を 制定 

し て， 之 を 郵船 會 社に 命令せ. o。 

= 本 S 船せ 明治 二十 年 十 一 =： 三十日 政府 は每年 八十 八 萬 圓を第 七條の 年限 中 補助金と 

社の 沿革  I 

して 下附 する ことに 改正せ， o。 发に 於て 利益の 多少に 闢せ す. 會 社 は 年々 政府 

の 補助 を受 くる ことに 確定せ hs。 合倂當 時の 皓： S は 


三 菱 よ り 引繼ぎ たる もの 


日本 郵船 會 

社と 神戶廻 

漕 業者 


P 


者 

收 


共同 運輸よ， 5 引繼 ぎた る もの 


ち總 

十五 

し 森 

治 二 

テ \ 

日本 

40 營 

末 勘 

得 と 


噸數 汽船 

I に 達 


し 


十 


定 

な 


. 昌 純に 

年に 

移轉 

會 社 

の變 

し 


さ 


五十八 隻 にて 六 

、總計 七 萬 三 千 四 

し て、 神 In- 支店 は 

至 り 建物 を 改築 

し. 大正 七 年 現在 

創立せられ たる 

更を來 さ -.， る を 

す. 之れ を 乘客吸 

日本 «f 船會社 創 


汽船 二十 九隻 + 

帆船  一隻 

計 三 十 隻 

汽船 二十 九隻 

帆船 十隻 

計 三十 九隻 

^八 千 七 百 二十 四 噸、 帆 船 十 一隻 

百 四十 九噸に 及ぶ。 最初の 社長 

海岸 通 六 丁目 元三 菱會社 支店 を 

し、 其 後 明治 三十 三年 三月 海岸 通 

の 神 芦 支店 改築 落成せ り。 

に よ り、 元 三菱 及 共同に 附屬 した 

得す。 曩に 問屋 口 餞 を 定めた る 

收の 手段に 利用し， 僅か に 茶代 等 

立 後、 問 屋ロ餞 を 共同 收 益の 性質 


る 


を 


て 四千 七 百 

兵庫縣 令た 

て 之に 充っ。 

丁目 元 兵 庫， 

神^ 廻漕業 

習 貫と して 

以て 自己の 

爲 し、 各 問 屋 
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神 戶市史 別 Sg  二 神戶 海運 五十 年史  六 四 

の 取扱 ひたる 客數 に拘ら や， 豫 め 問屋 を 七 等に 分 ち、 此 等 极に應 じ ロ錢を 配當す 

るの 方法 を定 む。 當初 日本 郵船 會社 所屬の 二十 四 問屋 は 投票 を 以て 等級 を定 

め， 甲 一 芦に 付 問屋 ロ錢總 額の 千分の 七十， 乙 千分の 六十、 丙 千分の 五十、 丁 千分の 

四 十 五、 戊 千分の 三十 八、 己 千分の 二十 七， 庚 千分の 十七と し， 以て ロ錢を 分配 し. 船 

舶 入港の 際 本船まで 客迎人  一 BJ 一名 を 限り 遣 はす 事 等 を 協定す。 猶ロ錢 分配 

の 割合 等級 等 は 爾後 屢.. 變更せ ，5。 

W との n 本 郵船^ 社 設立と 共に 内地 各 航路 を 開き、 更に 太平洋 航路の 開始 を 計 直し 

铳爭 

て， 明治 十九 年 一 月 高 砂 丸 (總 噸 ニニ  二  二 を 以て 布 哇. 橫 濱 間の 航路 を 開く。 同 =： 

淸國招 商 局 は 支店 を 神 S- 榮町  一 丁目に 設 け、 日 淸 間の 航海 を 開かん と し. 同 年 一 一 

H 郵船 會 社の 山城 丸 (總噸 二、 五二七と 招 商 局の 致遠號 (總噸 一、 八 七三) と は 同時に 

橫濱に 向て 神 S 'を發 し、 郵 船會 社は祌 芦より 橫濱迄 S 運賃 四圓の 內ニ圓 五十 餞 

を會 社に 收 め. 其 餘は廻 漕 問屋 適宜の 所得と し， 招 商 局の 汽船 をして 搭載 物 を 得 

る こと 能 は ざら しむ。 招 商 局 も 亦競爭 を覺悟 し. 同 年 三月 八日 及 十 一 日の 兩日 

を 以て 各種の 荷主 及 廻漕業 者 を饗應 し， 將 に 運賃 割引 率 を 定めん とす" 此に於 

て佛國 郵船 を 始め 各 汽船 會瓧も 亦 之に 傚 はんとす るの 形勢 あ りたれ ば. 招 商 局 


日本 都 船 株 

式會 社の 航 


支店 は 同年 四月 二十 七日 

神 el 間 及 神 ぞ 長 崎 間の 乘 

來 郵船 會 社に 比し 橫濱. 神 

社 大競爭 を 見ん として 遂 

明治 十九 年 二月 日本 郵 

航路 を 開 き、 政 府は 命令書 

治 二十 年 十 一 月 政府 は 同 

,5 に 創立 後 十 五ケ 年間 前 

會 社の 開始せ し 航路 は 明 

されし も. 北海道 廳は 年額 

可す。 明治 二十 二 年 三月 

津 航路 を祌^ 迄 延長 し、 釜 

延長し、 寄港地に 下關. 五 島- 

地中 五島. 對 馬を删 除す。 


に 至， 9 支店の 招 稗 を 撤去せ 


客 賃三圓 二十 餞 を 二 

a- 間の 船賃 一割 滅な 

に 止みた， 9。 

船 會社は 三 週 一 囘定 

第 十 條に據 b  、當 分 別 

社に 對 する 補助 方法 

記の 如く 年額 八十 八 

治 二十 一 年 兼て 命令 

千 五 百 圓. 補 給 を 約し 

上 海. 芝 § 不仁 川. 签 山. 元 

山-下 關に 寄港せ しめ 

對馬 を增加 し、 長 崎. 仁 


b し 

期 を 

に 年 

を改 

萬 圓 

て 

ーヒ 

せ 


不 

>ー 


路 


を 更 

以 て 

額 一 

め、 利 

宛 補 

り 小 

缺航 

同 月 

路 を 

を 神 


同年 九月 小 樽. 伯 州 境 

關を增 加 し、 明 治 二十 三年 八月 遞信省 は 新設の 高 知 汽船 
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此 際佛國 郵船 は 橫濱. 

• 靜岡淸 輝 社の 汽船 も從 

に 二割 減と するな ど、 各 

仁 川. 芝 罘經由 長 崎. 天 津 

莴五 千圓を 補給す。 明 

益 配 當率八 朱 保 證の代 

給の 事と 爲せ ，9。 其 後 

樽. 增毛線 冬季 缺航を 許 

を 申 請 し、 遞 信 省 之 を 許 

航路 を 開 き、 同 月 長 崎. 天 

長 崎. 浦 潮 航路 を 神 迄 

神ぞ 天津 迄 延長し、 寄港 

1 ^迄 延長し、 寄港地に 下 

會 社に 神 高 知 間 航路 


祌戶 市お 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  .5 ハ 

を 命 分した るに 依 .9.0 爭 を 盧 b、 其 筋の 命に よ h- 日本 郵船 會社は 同 航路 を廢止 

せり。 明治 二十 四年臺 灣. 厦 門. 馬 尼 刺の 航路 を 開 き， 更 に 仁 川. 芝 罘 より 牛 莊に航 

路を 延長せ り。 同年 六月 同社 所有 船中 帆船 は 此時を 以て 全く 跡を絕 ち、 玆 に 同 

瓧は 純然たる 汽船 會社 となれ.^。 同年 十二月 廣島丸 (總噸 三、 二 七 六) をして -1 ュ 

1 カレ ド 一一 ャの 初航海 を爲 さしめ， 隨時ュ ュ ー 力 レ ド -ー ャ線 を經營 し， 明 治 二十 

五 年經營 改善 事業 緊縮の 爲め 資本金 を 八 百 八十 萬圆に 減額す。 

曩に 明治 二十 三年 制定の 商法 中 會社篇 は 明治 二十 五 年 七月 一 日よ h- 實 施せ 

らる、 に 依 ，9. 同 社 は， 同 法に 基き 半官半民の 組織 を 改め 純然たる 民設 株式 會社 

と 成りし が， 同 年 十 一 月 印度 棉花 積 取りの 爲め 全國棉 花. 棉 絲 同業者と 特約 し、 印 

度 商人 タタ 商會と 共同 し、 祌 BV. 孟 買 間に 定期 航海 を 開始す。 郵船 會社及 タタ 商 

會は 三千 噸 以上の 船舶 各 ニ隻を 提供 し、 都 合 四 隻 を 以て 三 週間 每に 一 隻 宛兩國 

間 を 航行せ しむる こと. - し， 十 一 月 七日 第 一 囘航 船と して 廣島 丸 (總 噸三. 二 七 六) 

は祌芦 を出發 し、 其 後 引 綾き  一二 池 丸 (總 噸數 三、 ニニ 五) を 派遣せ. 9。 本 航路 は 本邦 

社 船 遠^ 定期 航路の 嗞矢 にして、 ビ —ォ I 會 社と 甚 しき 兢爭を 惹起せ り。 タタ 


大 K 商船 株 

式會 社の 設 

立 


馬 尼刺航 SS 同社 は 更に 同 

社 は 殆ど 全 所 

政府 は 外に 大 

を An ぐる を以 

托す。 同社 亦 

是 より 先 明 

る 小 汽船 は頓 

爭を 事と し、 爲 

帆 時刻 亦 伸縮 

船舶 を圑 結し， 

阪 商船 株式 會 

らす、 依然 競爭 

噸 にし て、 神 卢 

しむ。 神 港 社 

十圓 資本 總額 

第ニ窣 


神 港 社 


年祌！ ^馬 尼剌間 航路 を 開始す" 明治 二十 七 年 八月 日 淸戰役 中 同 

有 船 を 擧げて 軍務に 服し、 自家の 業務 は 傭船 を 以て 之に 充てたり。 

船 其 他 個人 所有の 社外 船 を 徵發せ る も、 猶 不 足 

三 萬噸の 汽船 を 購入 し， 日 本 郵船 株式 會 社に 委 

汽船 十 餘隻を 買 入 る." 

阪 を起點 として、 瀨 HI 內海及 九州 方面 を 航海せ 

餘隻に 達す， 船主の 數亦 七十 餘 名に 及び、 對峙競 

激烈なる 競爭を 試み、 豫定 航路 は 變易常 な く、 出 

て 大阪の 有志 其現狀 を救濟 せんと 欲 し、 個 々 の 

瀨宰平 を 社長と し、 資 本 金 百 二十 萬圓を 以て 大 

り。 然れ ども 當時 所謂 社外 船なる もの 猶尠か 

- 當初 商船 會 社の 船舶 五十 五隻 總噸數 ー萬餘 

目 神 港 社 を 以て 代理店と し、 荷 客の 取扱 を爲さ 

は 明治 十三 年の 創立に し て、 廻 漕 問屋 業者の 發 起に 係り、 一 株金 五 

二 千 五百圓 なり。 同年 八月 を 以て 神 In. 大 阪. 四 國. 九 州. 中 國の 沿海 

明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄 S- 海運  六 七 


阪 商船 株式 會社汽 

て、 政府 自ら 十隻約 

自ら ニ千噸 以上の 

治 十二. 三年の 頃、 大 

に增加 し、 其 數百十 

に 汽機を 濫用して 

極， 9 なし。 此に於 

明治 十七 年 五月 廣 

社 を 大阪に 創立せ 

の 態度 を持績 せり 

に 於て は 榮町三 丁 


神 戶市史 刖錄 ニ祌戶 海運 五十 年史 

を 航行す る 小 蒸 汽船の 荷 客 取扱 を 始め， 明治 十五 年に 茔り て 小形 旅客 汽船 取締 

说 則の 實施ぁ ，9* 各 汽船 は 入津 都度 乘客 等の 屆出を 要するに 至る。 當時祌 芦 港 

乘客 荷物の 取扱 上 汽船 問屋 間 に 紛擾 屢.. 起 b  、問屋 業者 三 城 彌七等 は 廻漕業 取締 

規則の 發布を 請願 し. 十 五 年 三月 同 規則 發布ぁ b たり。 此頃 沿海 航行の 旅客 汽 

船に 行 はれた る 惡弊は 定員 以上の 乘客を 搭載 し、 乘 客に 苦痛 を與 へ， 加 之 問屋 間 

に は 汽船の 入港 每に 旅客 爭奪 又は 荷 客 取扱 上競爭 激しく 弊害： C 出せし かば， 明 

治 十六 年 八月 兵 庫 港 廻漕業 者 十七 名 神 B- 港 廻漕業 者 三十 六 名の 同盟 を 以て 廻 

漕 業 組合 を設 け、 神 港 社 (海 岸 通 三 丁 目〕 內 に 事務所 を定 め、 頭 取 は 三城彌 七に して， 

副 頭取に 大森榮 介 選任 せらる。 

阪 商船 株式 會 社の 汽船と 九州 沿海 航行 汽船と 大競爭 あ 

祌 代理店た る 神 港 社との 間に 紛議 を 惹起せ り。 其 原 

社 代理店と なるや、 本社との 契約 は 荷 客 共に 口 餞 一 割 五 

し、 神 港 社 は 其 口 餞 一 割 を 各 廻 漕 問屋へ 分配 し， 五 分 を 積 

立佥 と爲 し、 資 本 金 を 五 千 圓に增 額 し. 大 に 業務 を擴 張し たれ ば、 每 期の 配 當は年 

二割 以上に 及 び， 同 社 株式 五十 圆怫込 は 六十 圓 以上 を 以て 賣買 せら は、： TO- 


大 £商 船 株 明治 十九 年  一 ！ 《 頃大 

式會； 神 

港 杖との 紛 b  、又 同年 六！： r 同社と 其 

因 を尋ぬ る に. 初 め祌港 

分 を 代理店の 所得と 爲 


營業 漸く 盛大 に 赴きし 

解除し. 別に 直轄の 出張 

一 は 一 切 商船 會 社との 

祌港 社の 資本金 を 以て 

ふ に あ， 9 しが. 祌港 社の 

つに 決せ b。 大阪 商船 

一 割 五分な りし 口 餞 を 

港 社の 株主 た る 各 廻 漕 

之 を諾せ す， 此 交渉 不調 

株式 會 社に 差 入れ ある 

員 星 丘 安信 忡 裁の 勞を 

緣 せば 肥 前の 深川嘉 一 

を 新造し 大に 業務 を擴 

の 力 を 以て 深 川 汽船の 


を 自家に 壟斷せ 

於て 神 港 社の 株 

は 荷 客 取扱 を爲 


か ば、 商 船 會社は 其 利益 

店 を. 設 けんとす。 此に 

關係 を斷ち 同社の 爲に 

商船 株を購 ひ. 純 然 たる 出張所た らしむ 

臨時 株主 總會は 多 敷の 意見 に 依， 5 商船 

株式 會社は 神 港 社の 反 對を營 業 上大に 

一 割 二分に 減 じ、 假 令 出張店 を設 くる も 

店に 荷 客 取扱 を 託せん こと を 申出で た 

となる や、 各 廻 漕 問屋 は 委員 を上阪 せし 

保證 金の 取戾を 決行せ しめんと す。 適 

執らん と 申出 づ。 蓋し 神 港 社 愈- 大阪商 

郞が其 所有 船 を 以て 旣に 廻漕業に 從事 

張 せんとす る折抦 なれ ば. 神 港 社 株主た 

荷 客 取扱 を爲 さんとの 計畫 あ， 9。 斯く 

式 會祉に 取り 由々 しき 大事た るの みなら す， 神 港 祉が脬 船を以 
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んと欲 し. 代 理 を 

主 は 二 派に 別れ， 

さすと！，！ s へ、 一 は 

る を 利 ありと 云 

會 社と 關 係を絕 

不利益と し、 從來 

猶 一 個 年間 は 神 

る も， 祌 港 社 側 は 

め、 豫 て大阪 商船 

"神 戸 船橋 會社役 

船 株式 會 社と 絶 

し、 尙 三隻の 汽船 

る 廻漕業 者 一 致 

て は大阪 商船 株 

て乘 客の 送迎 を 

六 九 


» 戶市史 ^錄ニ 神戶 海運 五十 年史  セ o 

ば 船撟會 社も甚 しき 影響 を受 くる 恐 あ， 9。 是れ 船橋 會 社の 仲裁 を 試み 

る 所以な り。 斯くて 往復 交渉の 末、 七月 中旬に 至. 5 漸く 和解の 協議 成， 5、 

船 株式 會社は 旣往の 報酬と し 金 若干 を祌港 社に 贈り， 尙神港 社の 建物 等 

出張所と 爲 し、 各 廻 漕 問屋 は 荷 客 取扱 を諾 し、 落 著 を 吿 げ、 後 顧の 憂 を 免が 

も， 大. 阪 商船 株式 會 社と 深 川 汽船と は 常に 競爭を 試みたり。 其 後 大阪商 

船 株式 會社 は內海 沿岸 航路 を擴張 し、 明 治 二十 年 二月より 德 山共榮 社. 宇 和 島 運 

楡會 社との 間に 激烈なる 競 爭を爲 し、 神 宇 和 島卞 闊の 航路に 於て 五 割 以上の 

運賃 割引 あ， り。 其 切符に は 割引 額の 記入な きを 以て 不正なる 荷 客 取扱 問屋 は 

其 割引 を僞 ，り 、甚 しき は 切符 面 金額 を 乗客より 貪る もの あ. 5。 警察署 は 遂に 干 

涉 し、 各 汽船 會 社の 代理店 をして 切符に 割引 步合を 記入 せんこと を 命す るに 至 

れ.^ 爾 來內國 沿岸 航路に 對 して は 猶屢， 競爭を 試みた. 9。 明治 二十 年 八月 政 

府は 商船 會瓧に 其 所有 船 一 萬 三千 噸の 改良 費と して 明治 二十 一 年よ b 向 ふ 八 

ケ 年間 年額 五 萬圓宛 外に 郵便 航送 助成金と して 年額 二 萬圓宛 を下附 する こと 

を 決 し， 大 阪 以西 各 港 間の 定期 航海 を 命令せ しが、 二十 一 年 四月よ， 5 開始の 喾の 

處、 三ケ 月 延期 を 許され 七月よ & 之を實 行す。 同社の 內海 定期 航路 は此 時よ b 


開始せ 

ん IJ す 

大阪商 

を購ひ 

大阪 商船 株 I  , こる 

式 食 社の 航 


始まる" 明治 二十 六 年 更に 大 阪. 伯 州境 間の 航路 を 開 き、 從 來瀨 6- 內 海に 跼蹐せ 

る 經煢に 一 步を進 め、 同 時に 大 阪. 仁 川 間 航路 を 開始し， 次第に 營 業の 範 園を擴 張 

せし が、 同年 現在 資本金 百 二十 萬 圓を百 八十 萬圓 に堦資 し， 更 に翌 二十 七 年 資本 

金 を 二百 五十 萬 圓に增 額せ り。 

開港 以来の に 於け る 海陸 連絡 設備 を觀 察する に、 明治 五 年 十 一 月 神 In- 仲ノ町 商人 島 

海陸 連. ぉ設 

0  田 重 五 郞は乘 船 者の 便に 資せん が爲 め、 官 廳の 許可 を 得、 自 費 を 以て 西 運上 所に 

長さ 十五 間 幅 三 間の 棧橋を 架設 す、 此 工費 金 五 百 十 一圓 五十八 餞な り。 西 運上 

所の 西 門 を 開き 一 般の 通行 を 許した. 5。 明治 六 年 五月 以後 小 汽船 も玆 に斃留 

す。 同年 九月 賀易會 社 は 其 筋の 許可 を 得， 該 棧 橋を撤 し、 其 水面に 舟橋 を 設置す。 

此 工費 金 九 百 六十 餘 圓， 兵 庫 縣廳の 許可 を 得て 通行 者 一 人に 付 金 一 餞、 荷 物 一 人 

蟹 川  持 一 錢， 二人 持 二 餞、 三人 持 三 餞の 割合 を 以て 徵收 す。 明治 八 年 蟹 川 船渠 工事 成 

る。 水面 大凡 千 八 百 坪、 鐵道局 用品 揚げ 卸し 専用に 供す。 

兵車 新 川  兵 庫 新 川 は 明治 七 年 兵 庫 區長神 田 兵右衞 門. 北 風 正 造 等に 依， 9 て計晝 せらる。 

兵 庫 縣令亦 其 意 を贊稱 し. 開鑿 工事 速に 進行す。 想 ふに 其 目的 は 船舶の 避難と 

和 田 岬 迂囘の 不便 排除に ある や 明白な h, と雖 も、 猶 別に 事情の 存 する あ，^。 當 

第二 草 明治 初期より 同 二十 年頃 迄の 海運  七 一 


神 戶市史 刖 Jg  二 神 戶 海運 五十 年史  七 二 

時 兵 庫の 町 會所賦 金卽现 今の 營業稅 の 如き もの 金貳萬 五 千 圓兵庫 縣廳に 保管 

せらる , あり。 之 を 工費に 充て 開鑿の 土砂 を 利用し 埋立 つれば 一 擧兩 得の 策 

と 云 ふ 可 く. 明 治 七 年 二月 三日 兵 庫 縣少屬 石 川 季遠及 土木 課 一展 谷 口 勵兩名 を 新 

川 開 慇掛に 命じ、 工事 一 切 を 監督せ しむ。 同年 五月 五日より 川路 敷地の 住民 二 

百 十三 B- に 立 退き 料を與 へ 移 轉を命 じ、 同 月 十 一 日 阿彌陀 寺に 於て 兵 庫 區會を 

開 き、 川 渠の 幅員 及 海岸 埋 立の 延長 幅員 等 を 協定 し、 七 月に 入り 工事 請負 入札 を 

爲す。 此 設計 疏憨 川路の 延長 二百 四十 八 間， 幅 員 十 五 間、 深 さ 干潮 時 六 尺、 石 垣 の 

高さ 川底よ. o 直立 十 一 尺と し. 島 上 町. 匠 町. 松 屋 町. 緞 冶 屋 町. 宮 前 町. 川 崎 町 等の 海 

岸 延長 二百 十 間、 幅 員 二十 二 間、 此 埋立坪 數六千 巧 五十一 坪 を 築造 せんとす。 出 

資 者の 一 人 島 田八郞 助の 破産に 依， 9 幾分の 支障 を 生じた る も. 明 治 八 年 五月に 

至り 竣工せ り。 此 結果 築 島 川 は 其 幅員 擴大 せら れ. 新 川の 入口と 變じ、 船大工 町 

の 背面 は 新 川の 通す る 所と な b  、新 町. 關 屋 町. 出 在 家 町. 新 在家 町 等と 共に 陸地と 

切り離さ れ. 稱 して 中の 島と 云 ふ。 此 工事 資金 は 前記 積立金 貳萬五 千 圓， 北 風 正 

造 金 五 千 圓， 小 西 新 右 衞門金 壹萬五 千 圓， 其 他 は 島 田 八 郞助負 擔の箬 なりし が， 島 

田 破 產の爲 め、 其 出資額 金 四 萬 五 千 圓を榑 じて 嘉納 治 郞右衞 門の 出資と し、 明 治 


八 年 九月 二十日 沿岸 市街地 向 ふ 五ケ 年間 貢租 免除 を 政府へ 出願 し、 同 年 十二月 

二十 八日 許可 を 得、 猶 九 年 五月 海岸 埋立地 向 ふ 十 五ケ 年間 貢租 免除の 認可 を受 

け. 同 年 七月 各 町 及 各社 員 出資額に 應じ 土地 券狀を 以て 夫れ く 土地 を 分配せ 
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神戶 海運 五十 年史  七 四 

模 甚だ 小に して 僅に 二 箇の倭 小なる 上屋 を 有する に 過 

入 貨物 は 自然 雨露に 侵さる , 爲 め， 明 治 十二 年の 頃外國 

ス (H-ghes) は 居留 外商 を 代表して 政府に 陳情す と雖 も、 政 

財政 困難に して 如何と も 爲す事 を 得す。 此時 五代友厚 

し て、 資 性 豪 邁、 其 實情を 見、 國 家の 一 大事と し， 身 を 挺して 

設立し、 棧橋. 上屋. 餘船 等の 設備 を爲 し、 以て 貿易 上の 缺陷 

年 十月 初めて 事業 認可の 申請 を 其 筋に 提出す。 時の 兵 

盡す所 あ り。 政府 は 神^ 稅 關構內 なる 大藏省 所有地 壹 

料に て 同社に 貸與 する 事， 同 社 は 政府 命令の 如く 設備 を 

治 十五 年 五月 政府の 允許 を 得たり。 神 芦に 於け る 株式 

矢と す。 定欵 作成 等 其摅る 可き ものな く、 允許 書の 1. 人民 

あるに 遵 ひ、 國 立 銀行の 組織に 傚 ひ 株券 を發 行す る 事と 

なる 文字に 窮 し、 久 松 定 寧 山 本憲及 其他學 者の 研究 を 乞 

は 所謂 蜀の棧 道の 如しと 爲 し. 棧 橋なる 新語 を 捻出す。 

棧 橋なる 語源 は此 時に 始まる。 最初の 重役 は 社長 鹽坪 


恭 良. 副 社長 赤 星彌之 助 • 取 締役植 村 昌 茂. 城 島 主 靜. 近 藤 德兵衞 とす。 

架橋 工事 は 內務省 雇 土木 技師. デ レ ー キの 意見 を徵 する に、 此 位置 は 西南の 風 

波に 暴露 せらる  >  を 以て、 棧橋は 小野濱 外人 共有 游泳 場の 地 點 (現 在 第三 突堤の 

場 所) よ b 東南に 向って 築造せ ざる 可から や。 此 外人 共有 游泳 場 は 永代借地 權 

を 設定せ る もの にて、 大約 四千 坪、 此 內ニ千 坪 を 時價の 百倍に も相當 せる 代價金 

三 萬圓を 以て 買收 し、 直 ちに 工事に 著 手す。 明治 十七 年 上屋 二 箇. 倉 庫 四 楝竝に 

事務所 を 建築し、 棧橋は 同年 十 一 月 竣成した， 9。 其 長さ 四百 九十 六 呎六吋 幅 四 

十二 呎な ，9， 時 人是を 外國棧 橋と 呼ぶ。 社員 は 吉田喜 一郎 其 他 五 名， 其 外 ビア マ 

スタ ー として 英人 バレ ー (oilpt.  Harry) 就 任 し、 直 に 營業を 開始す。 

明治 十七 年 十月 二十 二日 同社 は 彼 阿 汽船 會 社と 契約 を 締結 し、 汽 船 一隻の 繋 

船 料 五十 弗と 定め、 次で 明治 二十 一 年 佛蘭西 郵船 會社 とも 同 一 の 契約 を 結び， 猶 

其 他 繋留の 一般 外國 船舶 は 其 大小に 依 b 別に 槃船 料を定 む。 此棧 橋に 繋留し 

たる 第 一 番船は 彼 阿 汽船 會 社の チべ ッ ト つ sst)、 第 二番 船はテ ー ラ ン (Teh§5)、 

何れも 三千 噸 級の 貨物船な， 5。 從來 神^ 稅闊 設備 不完全の 爲め 外商 は 貨物 を 

香港に 臨時 陸揚 し、 更 に 一 千噸 級の 船舶 を 香 港. 神 間に 配船し， 一 週間 毎に 分 送 

第二 窣 明治 初期より 同 二十 年頃 迄の 海運  七 五 


兵 庫の ffi 船 

工場 


小 STJS 海 saf 

造船所 


の 決議に 依り、 棧橋 九十 

事 落成す。 同社 開業 後 


神 戶市史 別錄ニ 祌戶 海運 五十 年. £ 

した b し が、 前 記 設備 完成し 直通の 便 を 得る に 至 

け -^。 

明治 1 一 十 年 八月 株主 總會 

築に 著 手 し、 明 治 二十 一 年ェ 

同社 員 は 殆んど 皆 五代の 屬 

めし か ば. 其 後營業 狀態漸 

金 を 二十 萬圓 とす。 

旣 記 の 如く 兵 庫に 於 て は 

ェ 町の 名を存 する に 之を證 

に 樋 上 權兵衞 造船 工場 を 建 

十四 年 十二月 木 多 半 兵衞も 

せられた. 9。 

明治 十 一 年英人 - ドヮ ー 

野濱に 造船所 を 建設し、 キ ^ 


！僚 にして 五代 

ft 好に 赴 き、 明 

舊幕 時代より 

する 事 を 得 ベ 

て， 明治 二十 一 

造船 工場 を 建 


の 遺 志 を 

治 二十 三 

大和 船の 

し。 更に 

年 六月 兵 

設す。 猶 


ド. チヤ. I レス. キ〃 ビ 1 

ビ ー 商會 造船所と 稱す _ 


七 六 

、外商 は 始めて 安堵の 念 を 抱 

三呎四 吋の 延長 及 上屋の 增 

三年 五代友厚 長逝す と雖 も、 

尊 重 し、 專 ら 事業の 遂行に 努 

年 第 一 囘の 增資を 企て 資本 

建造 修繕 盛に して、 今 尙船大 

明治 十五 年 五月 兵 庫 西 出 町 

庫 東 出 町に 大松政 吉， 明 治 一 一 

其 外 二. 三 の 船 鍛冶 工場 設立 

(Edward  Charles  Kil.byj 神 B- 小 

- 當 時の 需要に 應じ 幾多の 


小型 汽船 を 建造せ しが， 明治 十六 


ビ— 死亡せ し 結果 • 明治 


三月 海軍 


省 同 工場 全部 有 姿の 儘買收 す。 是ょ b 先 海軍省 はキ ルビ ー 商會 造船所へ 注文 

せ し 軍艦 大和 建造 費の 內拂. 金 十五 萬圓支 拂濟の 外、 更に 金 三十 餘萬圓 を支拂 ひ、 

工事中の 同 艦 を 其 儘 引取 造 船 所の 受授を 了す。 海軍省 は 其 東 隣なる 加納宗 

七 所有の 船 入場 を も 購入 し、 附 屬 船渠と 爲 し、 同 工場 を名づ けて 海軍省 主 船局附 

屬 小野濱 造船所と 云 ふ。 

同 造船所 は 明治 二十 三年 吳鎭 守府の 管轄に 屬し、 吳 鎮守府 造船所 小 野 濱分ェ 

場と 改稱 し、 明治 二十 八 年 六月 閉鎖し、 建 造 物 は 悉皆 取 毀ち、 敷地 は 原 所有者た る 

三 井に 還附 し、 船 渠は 所有 權を兵 庫縣に 移せ， 9。 

川 崎 造船所 川 崎 正藏は 明治 十九 年 四月 二十 八日 兵 庫 造船所 をェ部 省よ， 9 借 受け 

治 二十 ニ年拂 下げら る。 是卽 現今の 川 崎 造船所 前身に して 神^に 於け 

業の 始祖な， 9。 

三菱 造船所 三菱 會社は 明治 二十 二 年長 崎龜 浦の 造船所 を 政府よ， 9 拂 下げ、 其 後 飽 

神に 船渠 を 設 け、 更 に 進んで 日 淸戰役 後神 In- 和 田 岬に 地 を 相 し、 明 治 三十 

月 和 田 岬 沿岸 一 帶の 海面 埋 立の 許可 を 得， 明治 三十 三年 六月 工事に 著 手 

九 年 六月 竣 ェ. 直 に 開業 し、 主 として 船舶の 修理 を 業と し、 兼 ねて 橋 粱. 棧 橋 

第二 聿 明治 初期よ リ同 二十 年頃 迄の 海運  七 七 


、次で 明 

る 造船 

浦 及 立 

二 年 七 

し、 三十 

.汽 鐯. 車 


祌戶市 史^ 錄 ニ祌戶 海運 五十 年史  , 

輛の 製造 を營 みしが. 大正 年代に 入ち 頻， 9 に 巨船の 建造 を爲 せり 


第三 章 日 淸戰役 前後 

社 船な 社外 由來 日本 郵船 株式 會： 竝 に大阪 商船 株式 會 社に 對 し競爭 船の 經營 に從 事せ 

船み 名稱由 

來  る もの を反對 船と 唱へ來 b たる が、 明 治 二十 五 年頃よ， 9 前記 郵 船. 商 船 (後 年 東洋 

汽船 會社 を， 含 む) を 社 船と 云 ひ、 他 の 主として 貨物船 經 營に從 事せ る 不定期 航路 

船 を 社外 船と 呼ぶ に 至 ら.  一二 井. 三 菱等は 恰も 局外中立の 地位に 在りて 社 船と も 

云 は す、 社 外 船と も 云 は や、 時 々除外 船と 云 ひたる こと あり. 

三 井 物産 食 三 井 物產會 社が 初めて 船舶に 手 を 染め し は 明治 七 年 政府の 申込に 依り、 當時 

政府の 經營に 係る 三池纊 山の 石炭 を 上海に 輸出す るに 當 り、 帆 船 使用 を 以て 第 

一 著步 とす。 明治 九 年 十二月 口 ソ津に 支店 を 設置し. 十 年 十 一 月 上海に 支店 を 

置き 、専ら 三 池 炭の 販賣 に從 事し， 便宜上 同社 船舶 事務 を 主宰せ り。 次で 十 一 年 

十 一 月 香港に 支店 を 開 き. 帆 船の 運 炭 は 不便 尠 からざる を 以て. 明治 十二 年始め 

て 汽船 秀吉丸 (總噸 六 九 六) を、 猶 翌 明治 十三 年 汽船 賴朝丸 (總噸  一、 o 七 五) を 購入し 

其 後年 を 追 ひ 事業の 發展に 伴 ひ、 汽船 牛 若 丸 (總喷 一、〇 五一 ). 通濟丸 (總噸 七 七 五)、 筑 

第 =1 草 日淸戦 役 前 後  七 九 


神戶市 史^ aSM ー神戶 海運 五十 年史  AO 

紫 丸 (總 噸 一 ，〇 六 〇) を 購入して 之に 充っ。 明治 十二 年 六月 倫欽に 支店 を 設立す。 

明治 二十 年 同社 は 始めて 支那へ 鐵道用 枕木の 賣 込を爲 す。 本邦 枕木の 輸出 は 

之 を 以て 嚆矢 とす。 明治 二十 三年 一月 三 井合 名會 社が 三 池鑛. 山 を 讓受く る に 

至 、同 炭 販賣は 其 後 大に擴 張 せら れ、 明 治 二十 四 年 新 嘉坡に 支店 を 設立し， 明治 

二十 五 年 汽船 有 明 丸 (總噸 二、 九 八 七)， 明 治 二十 七 年 汽船 勝 立 丸 (總噸 三， 四 五 七) を 購 

入し， 加 ふるに 多數 內外屜 入れ 汽船 を 以て 同社 海運業の 根柢 を 築く に 至れ， 9。 

明治 二十 七 年 日淸戰 役の 起る に當 b-, 上 海 支店 は 一 時 閉鎖の 止むな きに 至 、同 

年 十月 東京 本店 內に 臨時 船舶 課 を 設け 船舶 事務 を 取扱 ひ、 上海 方面に は 僅かに 

帆船 熊阪丸 (總噸 四 四 八) を 一時 英國籍 に 移し 使用した るに 過ぎす。 明治 二十 八 

年 布引 丸 (總噸 一、 四 四 iy 阿蘇山 丸 (總噸 一、 七 六 o)， 彥山丸 (總噸 三、 七 丁 三) を 購入し、 明 

治 三十 年初め て 同社の 設計に 依. o 英國に 於て 汽船 愛宕山 丸 (總 噸ニ、 〇 四 三) 及汽 

船 富士山 丸 (總噸 二、 〇 四 三) を 建造す。 如斯 事業 次第に 發 達し、 明治 三十 二 年 汽船 

劍 山 丸 (原 名 Cardiganshire 總 噸 三. 七 七 九. 建 造 一、 八 九九 年) を 增 し、 明 治 三十 四 年 九月 

三 井 船舶 部 は 東京 本店 を 去り ロノ 津に 移， -、 明治 三十 六 年 四月 門 司に 移轉 し、 藤 

村義朗 部長に 就任す。 


木 邦 枕木の 

北 清 is 


社外 船の 沿 

萃 


日淸 戦役 前 

の 購入 船 


明 

を 以 

の 國 

炭礦 

し. 淸 

0 動 

年始 

込 を 

倭 

來世 

汽船 

汽船 


治 

會：. 1K に 買 


十四 

北 有 社 

を 立て 


年頃 糸 平 系に 屬 する 下 村 廣畝は 北海道に 於け る 石炭 採掘の 

を 設立し、 事 ま 著 手前 必要 上先づ 森林の 伐採 を爲 し、 次で 鐵道 

漸次 進行せ しが、 折 柄 北海道 炭礦 鐵道會 社の 創立に 際し 北 有 

記 下 村 は 木材 特に 鐵道用 枕木の 製造 

松昌 洋行 を 設立し、 實弟 伊藤 彥九郞 を 

鴻 章と 枕木 賣買 契約 を 締結 し. 明 治 一 一 

出し. 二十 七 年 帆船 天 橋 丸 を 使用せ し 

出を績 行す。 次で 大食 組な ども 枕木 


收 せらる 、事と な h-、 前 

國 政府に 賣 込機關 として 天津に 

の 結果 明治 二十 五 年淸國 政府 李 

めて 汽船 中越 丸 を 以て 枕木 を輸 

役に 遭 ひ 一 時 中絶 し、 其 後 年々 輸 

開始す るに 至る。 

船 時代の 海運業 者 は 何れも 皆 個 

の 進 運に 應 じ、 倭 船よ， り 西洋 型 帆 

の 經營に 移れり。 彼等 は 全く 獨 

會 社と 自 から 其 業體を 異にす。 

治 十二 年 乃至 二十 六 年 (日 淸戰役 

入した る 船舶 は總噸 三百 噸 以上 

第三箄 B 洁 戦役 前 後 


人の 船舶 所有者に 

船に 轉 じ、 次 で 又 明 

立 獨步の 商人に し 

の 前年) の 間に 三 井 

三十 四隻、 此總噸 合 


し て、 彼等 は 

治 二十 年頃 

て、 政府 保護 

物產 會社竝 

き s ナ^ W 四 

ス 1 


明治 維 

に 及び 

の 下に 

社外 

、ヒ J?J 


目 的 

敷設 

社 は 

に 志 

派 し， 

十六 

が、 日 

の 0 

新以 

漸 次 

立 つ 

^ 主 

明治 


神 戶市史 別錶ニ 神戶 海運 五十 年史  八 二 

二十 五 年 三 井 物產會 社の 輸入せ し 汽船 有 明 丸 (原 名 Charters  Tcwer 總噸 二. 九 八 七 

建造 一、 八 九 八 年) を 最大 ふす。 今其槪 耍を擧 ぐれば 左の 如し。 

三 井 物 產會社 


气 ^ 

同 

井上 仁 平 

れ ^ 

同 

羅井某 

汽船 


秀吉丸 

頼 朝 丸 

牛^ 丸 

通濟丸 

筑紫丸 

有 明 丸 

勝 立 丸 

永壽丸 

仁壽丸 


^ 名 Onijuua 

同 


同 

同 


不詳 

不詳 

ciacler 


總嗨數 

同 

同 


Charters  Tower 鳳 

1  一 alias  ^ 


原 名總噸 建造 年月 不詳 

同 上 


六 九 六 

一 、〇 七 五 

1,〇 五一 

七 七 五 

一、 〇 六 〇 

二、 九 八 七 

三、 四 五 七 


建造 年 

同 

同 


、八 七 八 

、八 八 o 

-八八 一 

, 八 六 八 

、八 七 一 

、八 九 o 

、八 八 八 


金剛 丸 原 名 I-lona 


總噸數 四 六 o 建造 年 「八 七 九 


四 〇 八 

、一 三 六 

, 二三 六 

六 


建造 年 

同 


X 八 四 

-八七 二 

、八 七 二 

、八 七三 


三菱 合資 會社 

气船 芙蓉 原 名 Heinrich 總噸數  一. 二 七 四 建造 年 一、 八 七 八 

淺野總 一 郞 

汽船 鶴 丸 原 名 partridge  總噸數 

同  日の出 丸 同 wellona  G1 

同  金 澤丸同 At-alanta  同 

同  萬 國丸同 Apenrade  同 

石 崎 彥太郞 

气^ S  石.^ 丸 原 名 Geelong 

廣海ニ 三郞 

汽^  北陸 丸 原 名 Esmeralda  總噸數 

同  千 早 丸 同 Aghin  同 

司  北 州 丸 同 Mac-  Beth  同 

司  千 S£ 丸 同 Electra  同 

濱中 八三郞 

第 =1 草 日 淸戰役 前後  入  一 二 


總噸數 「七 八 九 建造 年 rA 六 六 


六 一 五 

四 七 五 

九九 四 

、六 九 八 


建造 年 

同 

同 


八 七 四 

八 八 八 

八 七 四 

八 七 九 


钟戶市 i  ^  0 

汽船 日光 丸 

同  東洋 丸 

大家 七 平 

汽船 加賀丸 

同 . 愛國丸 

右近 權左衞 門 

^船 南 越 丸 

お^ 迠久 

汽船 日 本丸 

高木 七 五郎 

汽船 三 邦 丸 

藤岡庄 一 郞 

汽船 幸 照 丸 

八 馬 兼 介 

汽船 多 間 九 


二 神 戶 海運 五十 年 史 

IK 名 Diamond 

^  Z;m  一. --C-S1 

原 名 Sury  Wongs 

原 名 t-olha 

原 名 Merco 

原 名 Geral-l 

0 名 Melita 


總噸數 五 四 三 

同 二、 五 四 八 

總噸數 九 五 四 

同 一， 七 ニー 

總噸數 一、 三 二 六 

總噸數 一、 〇〇 四 

總噸數 七 一 五 

總噸數 五六 一 

總 噸数 七 〇 一 


A 四 

建造 年 一、 八 六 五 

同 一， 八 七三 

建造 年 一， 八 八 一 

同 r 八 七 九 

建造 年 一 、 八 八 四 

建造 年 一、 八 八 二 

建造 年 一、 八 六 二 

建造 年 一 、八 入 三 

建造 年 一 、八 八 三 


三 井 及 社外 

船 海外 發展 


攝州灘 

汽船 

岡 信 次 

汽船 

秋 田 藤 

汽船 

日本 汽 

汽船 

此外尼 

地 に 於 

此等 

明治 二 

明治 十 


興業 株式 會社 

場 州 草 名 <Jarisl>l.ooke 


攝海丸 

攝陽丸 


同 

同 


Kiel 


北辰.^  原 名 AuguHliaH 


總噸數 

總噸數 


、六 三 一 

九 〇 二 

,〇 九九 


建造 年 

同 


. 八 七三 

X 六 八 

、八 八 五 


八 六 建造 年 一 ， 八 七 八 


十 


佐 渡國丸 

株式 會社 

第 一 丸 

汽船 會社 


京 名 Ashington 


總噸數 一、 二 四 五 建造 年 一、 八 八 


原 名 (J.raiglllore  總噸數 一 

の 如き 內國 航路 を專 業と する 

て 木造 汽船 若干 隻を 建造 し、 前 者と 等しく 

社外 船 は 最初 一 般に本 州. 四 國. 九 州. 沖 繩 及 

十 年 以後 朝鮮 方面に 延び、 支那 沿岸に 向 ふ" 

二 年先づ 上海に 同社 汽船 秀吉 丸を始 とし- 

第一 1 一草 日 浩戰役 前後  - 


四 九 七 建造 年 一、 八 八 〇 

船主 も 日 淸戰役 前旣に 早く 內 

活動した る ものな， 9。 

北海道 沿岸 をのみ 航行せ しが、 

特に 三 井 物產會 社の 如き は 

次で 香港. 芝 罘. 天 津. 牛莊へ 同社 

ス 五 


神戶市 史^ 一  神！ i 海 a 五十 年 史  A  A 

SM 丸 SK 船 を 航行せ しめたり。 社外 船に あ， 5 て も. 明治 二十 二 年 日本 汽船 株式 會 社の 汽 

ほ國 丸布娃 船 第 一 丸 は 米穀 積 取， o の 爲め蘭 貢へ 航行す。 明治 二十 六 年 大家 七 平 は 其 所有 

行 

汽船 愛國 丸 (船 長 古川 與 市) を 以て. 後藤 勝 造の 周旋に て當時 海外 移民 取扱 を 業と 

せる 大阪の 小 倉 幸と 布哇ホ /  k ル 行 移民 運送 を 契約せ， 5。 船長 古川 及 士官 等 

初めて^  Si: 航海 を爲 すに 依 り、 水 先人と して 某 外國人 船長 を同乘 せしめたり。 

由來 移民 輸送 は 外 國人を 船長と せる 日本 郵船 株式 會 社の 獨占 事業な りし が. 例 

ほほ ばの 牛 を 破， り 此舉を 見る 壯な， o と 謂つ べし。 猶又 明治 二十 五 年 驟州灘 興業 株式 會 ft 

荘 おが 

汽船 攝陽丸 は 大豆. 豆粕 積 取 の爲め 牛莊に 航行す。 二十 七 年 三月 馬場 道 久の汽 

船 日本 丸 及 大家 七 平の 汽船 加 賀丸も 同 航路に 就く。 是皆 社外 船 航路 發展の 一 

新紀元と 云 ふ 可し。 

^け 其 頃 阪神に 於け る 船主と して は廣海 二三 郞. 藤岡庄 一 郞. 攝州灘 興業 株式 會社. 

濱中八 三郞. 大家 七 平 入 馬 兼 介. 岸 本 五兵 衞. 右近 權左衞 門 等 あ り。 就中 神 芦 附近 

に 在りて 活躍せ る 海運業 者 は 攝州灘 興業 株式 會 社と 八 馬 兼 介 あるの み。 

攝州灘 與^ 株式 會社は 明治 二十 一 年 酒造家 小網與 八郞. 若 林 茂左衞 門. 河 東 利 

助. 牧 野 惟雄. 岡 崎藤吉 等の 發 起に 係り、 資本金 一 一十 萬圓を 以て 設立 せら れ、 攝州灘 


酒家 興業 株式 會 社と 稱 せし が. 翌年 前記の 如く 改稱 し， 汽船 攝州 丸. 攝陽 丸. 攝海丸 

三隻を 有す。 明治 二十 八 年 汽船 攝陽丸 を賣却 し、 明 治 三十 年 九月 汽船 攝州丸 を 

失 ひ、 汽 船 攝海丸 一 隻と な.^、 同年 盛航會 社に 合併す。 

* 航會社  盛 航會社 は 夙に 西. 宮 の 辰 馬 を 中心と し、 數 名の 酒造家 聯合し 和船 を 以て 淸酒 

の 輸送 を 目的と する 組合 業な しが、 後年 西洋 型 帆船 を 建造 し、 淸 酒の 外 石炭の 

輸送 を 始め、 明治 十八 年の 頃 其 組織 を變更 して 盛航 株式 會社 とす。 明治 二十 七 

年 日淸戰 役に 際し 汽船 大和 丸 (原 名 Malsl 總噸 三， O 六 七 建造 一、 八 七三 年) 汽船 旺 

洋 丸 (原 名 aengloe 總噸 一、 九 一 〇 建造 一、 八 七 八 年)、 汽 船盛航 丸 (原 名 Gonau 總噸 一、 五 

攝津航 業 株 一 三 建造 一、 八 八 二 年) を 購入し， 明治 三十 年 攝州灘 輿 業 株式 會社を 合併し. 攝津航 

式 食 社 

業 株式 會 社と 改稱 す。 其 後 汽船 優航丸 (原 名 Ingralsl 總噸 一 、 三 七 九 建造 一、 八 八 

四 年)、 汽 船 英航丸 (原 名 ^5sg  f 總噸 一、 四 八 一 建造 「八 八 〇 年) を 買 入 れ、 辰 榮 之 

助 を 社長と す。 明治 三十 五 年 社長の 死亡に 依， 9、 同社 は 鳴 尾の 辰 馬 半右衞 門に 

讓 渡 さ れ. 株 式 會社辰 馬商會 となる。 

八 馬 兼 介  八 馬 兼 介 は攝津 西宮に ありて 酒造家と 關係深 く， 夙 に 酒造 用 米穀の 賣 買、 運 送 

竝に 酒類の 運送 を 業と し. 大 和船 時代よ b 海運に 志 し， 帆 船 を 以て 兵 庫. 江 間の 

第 |ー一 窣 日 清 戦役 前後  A 七 


神 戶市史 刖玆ニ 神戶 海運 五十 年史  入 八 

航海 を爲 せし が、 明 治 二十 六 年 汽船 多 聞 丸 を 購入した るを始 とし. 汽船 豊 瑞. 豊 光 

の 諸 船 を 所^ し-沿 岸の 航 業に 從 事せ， 9。 

本邦 海 a; 技 明治 二十 四. 五 年頃よ 社外 船 は 漸く 海外に 發诞 すと 雖 も. 海 員の 技術 未だ 幼 

術 免状 

稚 にして 外人の 信用 を 得 す， 殊 に 「口 イド」 は 日本 政府の 船長 等に 授與 せる 海 技 免 

狀を 認め す、 海 上 保 險に對 し 無償 値な り。 一 例を舉 ぐれば 神 在住 英人ァ ブ ト 

汽船 ザムべ ン (Gorllon,  Nelson,  K:-l-:l.ioue,  Upton.) の 折 有せし 汽船 ザ ム ベ シ號は 日 本. 北 米 間 定期 

.V と 濱中八 

三耶  航海 を爲 し、 主 として 移民 運送に 從 事した りし が. 同 人の 後援者た るニュ ー オリ 

ェ ンタ ルバ ンク 破綻せ し爲 め. 明治 二十 六 年 ザ ムべ シ號は 遂に 長 崎に 於て 競賣 

に附 せら れ、 佐 藤 勇 太 郞の盡 力に 依 b 濱中 八三郞 本船 を 購入し 東洋 丸と 命名す。 

本船 は 門 司. 香 港 石炭 運搬に 從事 せんと し、 船 主 は 佐 藤 勇 太郞を 香港に 派遣し 計 

畫 する 所 あり。 然るに 當 時外國 荷主 及 外 國保險 會社は 何れも 皆 前記の 如く 日 

本船 長 を認 め す， 佐 藤 は 窘窮の 餘， 9 百方 論談 努力す る も 其 効な く， 遂に 神 芦 在住 

の英人 船長 - ド ヮ ー ド (二.  K.  Edward) を 屜 入 れ. 漸 く 航海 を 開始す る 事 を 得た.^ 

邦人の 英國 明治 二十 六 年 三 井 物 產會社 船長 槽崎猪 太郞も 等しく 海 技 免 狀の點 に 付 憤慨し、 

ぶ 々も大受 

有  同年 十月 香港に 於て 英國 政府の 試驗を 受け、 英國 船長 免狀を 得た， 9。 是れ 本邦 


人に して 英國免 狀受有 者の 始めな り。 次で 日 淸戰役 を 經て外 國人は 漸く 本お 


海運- フ QI 

力 I の 起原 


佐 藤 勇 太郞 

紛議^ 解 抉 

す 


海員の 技倆 を 

社外 船の 發 

此 頃よ b 發達 

の 間に 介在し 


な 6, 今 

の 手に 獨 

？ sgfeldt 

州 藤岡庄 

船々 長よ 

を 生じた 

中心とせ 

停 を依賴 

以 て 、職業 


其發 

占 せ 

俗稱 


る に 

る 日 

し-匿 

と し 


認 むる に 至 る J 

達と 共に 其 業務 遂行の 必需 的機關 たる 海運 プ &1 力 ー も 自然 又 

の 緒に 就け，^ 海運 ブ 力 ー は 船舶の 賣 買. 仲 立 粒に 荷 主. 船 主 

て 運送契約 竝に 傭船契約 を 便利なら し め、 手 數 料を收 得する もの 

達の 跡を尋 ぬる に、 明 治 二十 年頃まで 外國 船舶の 賣買 は外國 商人 

ら 、邦 人に て は 僅かに 神 芦 居留地 食料品商 ラング フ M ルド 商會 

二番の 牛 屋) の 番頭 山野 某の みなりし が、 偶 々明治 二十 二 年 十月 紀 

が 山野の 中 介に 依 b 獨逸 汽船 ョ 、ノ ン (Jollann 幸 照 丸と 命名 す) を 同 

入せ り。 然るに 本船の 噸數 計算 上 當事者 間に 意見 を 異に し、 紛 議 

依 ，9、 藤 阆 代理 W! 三 上 豊夷は 當時ィ •  M ツチ 二 ンタ ー (li  H.HUnter) を 

本 汽船 株式 會 社の 支配人に して 英語に 堪能なる 佐 藤 勇 太 郞に調 

满に 解決したり。 其 後 佐 藤 は 外 國船賣 買に 付 依 賴者續 出す る を 

て^ 舶ブ "ー 力 1- 業 を 開始す。 是れ神 戶 市に 於け る 邦人 ブ 0  — 


力 ー 業の 先 曝 者な， 9。 其 後年 月を經 るに 從ひ 同業 を營ひ 者增 加し， 今や 神月 市 


第三 窣 B 淸戰役 前後 


ス九 


代と 资外 

理外 商 
hH 國 取の 
汽极船 
船 * 舶 


祌 戶市史 ^錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  九 o 

主要 事業の 一 となれ リ。 

當時 主として 船舶の 賣 買に 從 事せ し外國 商綰竝 に外國 汽船 代理店 左の 如し。 

Stup  hrolcers  {.Foreign  AT 呈 

K  fL  Hunter  &  0? 

Fabar,  .vcid  (H.  clement,  M:l=s^er) 

Simon  Even?  &  CP 

coawell  Carlill &  CP 

Samuel  Samut 二  & 〇0. 

Lucas  &  00. 

Kaspe  ^ 〇：. 

Janle 一 i Miltlleson  & 〇p 

C.  Hues  &  00. 

Carlowitz  &  00. 

Holme  Kinger  &  Co.,  Nagasaki. 

Steam  Ship  Aqe7s.e8. 

Agtrian  LI:yd  Steam  Navigation 〇0. 

A づ car  lane  oi  steamers. 

Brown  & 〇？,  AKentsa. 


" B§  "  Line  cf  Steamers. 

Eastern  and  Australian  ？ „lteanlsllly>  Co.,  Ltd. 

Conies  & 〇0.,  Ao.ents. 

wnbisll  Isaia  Steam  i^a-vlgation  Co-,  Ltd., 

Bel-lgn づ &  Co.,  A£Tents, 

" "  tine  01  steamers, 

*(  GilJV- =  tine  oi  Australian  Steamers, 

Guion  steamship  OOJ  Ltcu, 

IVTillmr 口  ！iine  oi  Steamers, 

-Mosu-  Steamship  Co:  Ltd. 

Northern  l*aciiic  steasslllj}  Co, 

= Strath  " 』Jse  of  Steamers, 

warl-ack ぶ Lane  of  8tea3ers, 

E*od さ ell,  Carlill &  Co.,  Agent? 

canaxlian  f^acinc  steamship  Co.,  Ltd. 

Frasar  &  Co.,  Agents. 

chsfl  and  Manila,  Steamshn 一  Co.,  TJt; 一., 

Sliewan  &:  Co.  Agents. 

uhlnn  Navigation  Co.,  Ltd. 

Ocean ズ teamsmy*  Co., 

第三 草 日洁 戦役 前後 


紳 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五. r 年史 

Ed.  Jubiet.  Agents, 

DouglaB  steamship  Co., 

II. JJUCSS  &  Co.,  A^ent, 

GSMllan  steamshij>  Co.,  Hanjlnlrg  (ISJngJsil-  Line) 

ク avul-ilzl:ne  Generalu  Itallal-tl  Umtcd  〇t)ln 一 -allies 

Islmoll  Evers  &  Co.,  Agents. 

"一二 en=  Line  01 steamers. 

lu 二- Tc 一 u-la ひ ream  Na-vl^iulon  Co.,  IJtdJ 

vanillic  Miltl-eso-1 r^  CJO:  Agents. 

-*  Mutual  s  Lin な oi  istoiuners, 

Norddcutsclier  Ll:v《ls. 

二.  Ahrens  & 〇0.,  Nachl:  Agents. 

oreKoll  Hallway  Navlsltlcn  cc. 

r  iShcll ^  Llllt-  ot-  Steamers, 

"shires  Line  of  Steamers, 

r  union  -  Line  01  rsteaclers, 

Samuel  Samuel &  coo  Agents. 


〇cci<lental  and  oriental  Steamship 〇？, 

Pacitk  Mail  Htslmshlp 〇p, 

Nipysn  Yin  I ご lls-lil.  Agents. 

P2 一 il-sular  &  ol.iel-tal  Steam  Navigation  (〕0., 

圏 J.  Abbott.  Agent. 

" Rickmers  " 1.J111 つ of  Steamers, 

sitsui  Bussan  Kaisha,  Agents. 

社外 船 代理 海運 ブ t"  — 力— に 先んじ、 船舶 代理業 (扱 店) を 營 める 者 は、 兵 庫の 片野喜 助 及 神 

三 II； の 田 中 組な. り。 片野は 後年 攝州灘 興業 株式 會 社の 代理店 を營 み、 田 中 組 は 明 

治 二十 一年 解散 し. 其 事業 を繼 承して 增倉繁 次 郞及三 上豐夷 は 谷.. 獨 立し. 墦倉は 

尼 の 專屬扱 店と な り、 三 上 は 藤 岡 及 廣海を 始め 其 他多數 社外 船の 代理店 

とな、 り. 斯界の 爲め身 を 挺し 盡瘁 し、 代表的 人物と して 名聲嘖 々たり。 特に 一 種 

の 俠骨を 有 し、 斯 界に志 ある もの を 扶助 す-其 數尠 しとせ す。 

^-1 此期 間中 著しき 出來 事を擧 ぐれば， 第 一 囘 海軍 観艦式. 露國 艦隊 竝に 淸國 北洋 

.  艦隊の 訪問 是な り。 第一 囘 観艦式 は 明治 二十 三年 春 尾 張. 一二 河 地方に 陸海 軍大 

演習 擧 行せられ、 其 終了と 同時に 明治天皇 陛下 は 我 海軍の 精 銳を御 親閲 遊ばさ 

• 第三 章 日 谙戰役 前後  九 一二 


神戶 市史刖 ニ神戶 五十 年史  え 四 

る 、 爲 め、 同 年 四月 十八 日 全 艦隊 を 神 S- 港に 集合せ しめらる。 是れ 本邦 最初の 

敉艦 式に して 神 ^市民 は 無上の 光榮と し、 宇 治 川 附近に 奉迎門 を設 け、 市 民竝に 

近在の 人民 雲の 如く 集 ，9、 日 夜 祝賀に 努む。 當日御 召 艦 は 高千穗 にして 赤 城 艦 

供 奉 し. 扶 桑. 大 和. 葛 城. 武 藏. 日 進入 重 山. 高 雄. 浪 速. 金 剛. 比 釵夫 龍. 海 門. 盤 城. 鳳 翔. 愛 定. 

摩耶. 筑 波の 諸 艦 整列す る 所、 龍 顏麗 はしく 観艦式 を擧げ させ 給 ふ。 爾來祌 芦 は 

屨<  觀艦 式擧 行の 名 譽を擔 ふ。 

太子 露國 皇太子-一 コ ラ ス 殿下 は 西 比 利 亞鐵道 起工式 擧 行の 爲め， 浦 潮 港へ 御 巡遊 

の 上， 本 邦 訪問に 決 し. 希 臘 皇太子 ジョ ー ジ 殿下と 共に 露國 太平洋 艦隊 旗艦 ァゾ 

クヮ に^ 乘し給 ひ. ナヒ モフ. ゥラジ ミル • モノ マ ック • コ レ ッ. マ ンジ— ぐジ キッ. ボ 

ブ ^の 七 艦 を 率 ゐ、 威 風 堂々 として 明治 二十 四 年 五月 九 曰 神戶に 入港 せらる。 

i«9 一  行 は 直に 上 陸. 市 中 御 見物の 後、 京 都 御遊 覽 に出發 せられた りし が、 同 月 十一 日 

所謂 湖南 事 變勃發 し、 同 殿下 は 負傷の 儘 碇泊 中の 軍艦に 御歸著 あらせら る。 市 

民 痛く 驚愕し 愁 雲に 塞？ る。 畏くも 明治天皇 陛下 は 深く 憂 ひ 給 ひ， 同 月 十九 日 

親しく 一一  コ ラス 殿下 を 旗艦に 御見舞 遊ばさる。 是が爲 め兩國 漸く 事な きを 得， 

市民 初めて 安堵の 念 を 抱け， 9。 


I 淸 戦役 


御用 船の 數 


同 


し、 


明治 二十 四 

日淸國 北洋 艦隊 は提 

遠の 六 艦舢艫 相啣ん 

窃に 敵愾心 を 抱く を 

先 づ橫濱 に 向 ひ、 更 に 

北洋 艦隊の 示威運動 

其 後 僅に 三年 を閲 

帝 國典廢 の 岐る、 所 

し爲め 軍隊 軍需品の 

て 御用 船と し、 奉 公 の 

亦同樣 所有 船 を 以て 

社外 船主 共 盛に 外國 

邦 海運の 基礎 を 定めたり 

日 淸戰役 中 政府 御用 船 

日本 郵船 株式 會社 

第三 隼 B 淸 戦役 前後 


年頃 は 本邦と 淸國間 國交上 何 


督丁汝 昌に率 なられ. 

で 


入 

し 

の 


港す。 市民 始め 

し、 丁 提督 は 市民 

十九 日來航 し、 一一 

做せ り。 

治 二十 七 年 終に 

て擧國 一 致國難 

に 莫大の 船腹 を 

致せ， 9。 日本 郵 

に應 す。 其 結果 

傭 入竝に 購入 を 

と 謂 ふべ し 

を擧 ぐれば 左の 

五十 七隻 總 


て 


と 


そ 


耍 


となく 暗雲 低迷せ し が、 同 年 六月 一 

艦 定 遠 を 始 め、 鎭 遠. 經 遠. 來 遠. 致 遠. 靖 

隊を迎 へ、 驚愕 措か や， 

乘組 員の 上陸 を 禁じ、 

市民 は是を 以て 淸國 


其 優越せ る 艦 

の 銜突を 恐 れ 

四日 出港す。 


企 


,5 


淸戰役 を 見る に 至 

殉す るの 慨ぁ. o。 

し， 我國 社外 船の 殆 

株式 會社及 大阪商 

腹 激減し、 缺乏を 補 

て、 本邦 噸數 一 時に 

し。 

十 三 萬 噸 


る。 此役 ゃ實に 

大陸 を戰 場， i せ 

んど 全部 を擧げ 

船 株式 會社等 も 

足す る爲 め、 社 船 

增 加し、 斯くて 本 


九 五 
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大阪 商船 株式 會社 三十 隻 

社外 船  五十 三隻 

合計  百 四十 隻 

日 淸戰役 當時我 邦 船舶 は 大小 合 はせ 

十九 嚼を 出です。 而 して 此 期間に 購入 

九 百 六十 三嚼、 此內 社外 船主の 購入した 

船 名 國鐯原 名 材扦 

祌州 丸英國 Gwalior  鐵 

京 都 丸 英國 l,h.yl\-21ar 銅 

奈 良 丸 英國 M_Jtapedia  0 

白 山 丸 英國 。一 \>-  Manllering  0 

大和 丸英國 Mara  鐵 

盛 航丸諾 威 Goil  0 
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土泎 丸英國 Bsaldw  0 
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したる 外國船 八十 七 隻總噸 十三 萬 二 千 

る もの 槪要 左の 如し。 
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九 A 

西 川莊三 

日本 商船 株式 會社 

藤 野 四 郞兵衞 

谮田 又太郞 

函館 汽船 株式 會瓧 

帝國 商船 株式 會社 

田 中 松 之 助 

鹿 兒島汽 船會社 

岸 本 五兵 衞 

石 田庄七 

は 一 般に眼 を 海外 


三. Iks の 


, ニク カツ ス  <  よ，^ 

を 爲 し， 更 に 同年 同 


00 社外 船に 在、 りても， 明治 三十 年 佐 藤 勇 太郞は 汽船 京都 丸.； 鹏 井 丸. 臺 灣 丸の 三隻 

米國 航行 を 以て ロノ 津. 新嘉坡 石炭 運送 を 契約し. 其 代表者と して 新 嘉坡に 出張す、 社外 船 

が 航路 を 新 嘉坡に 延長せ し は是を 以て 嚆矢 とす。 三 井 物 產會社 は 明治 二十 五 

年 有 明 丸 を 以て 初めて ロノ 津. 新嘉坡 石炭 運送 を爲 し、 其 後 引績き 所有 船 竝に外 

國 一展 船 を 使用す と雖 も、 當 時 未だ 本邦 船腹の 雇 入れに 關し 何等の 考慮 を拂 はす、 

前記 社外 船  一二 隻の 契約 も 香港の 英商ド ッ ドク ュ ル商會 を經て 締結せ しものに 

係る 以て 當時邦 船 航行 範圍の 狭隘 察す 可し。 明治 三十 一年 九月 廣海 汽船 京 

都 丸 (船長 櫻 井 悌藏) は神戶 より 空 船に て米國 西海岸 タ コ マに 航行し、 同地 竝にバ 

ナ— ドに 於て 木材 を 満載し， 天津に 直航す。 此 契約 も 神^の 英商 ドッド ゥェ \ 

商會の 手に 成 b, 同 社 扱の 北太平洋 汽船 會社 船の 通路 を 撰ぶ 可 く， 同 商會の 注意 

に 依り パイ 口 ッ ト* チヤ ー トを與 へられた， 5。 パ ィ 口 ット • チヤ— トは 米國ヮ シ 

ン ト ン 水路 局 (Topographical  omce) に 於 て、 多 年 太平洋 上の 經驗を 有する 航海 者の 

知識に 基 き、 風 向 及 潮流 其 他 颶風の 線を畫 し， 每 一 度に 羅針盤の 方位 を も 表 はし， 

季節 に應じ 大圏航路 (グ レ ー トサ ー ク \) を 示 し. 每月發 行す る ものな ，0。 

海外 移民 輸 明治 二十 年の 頃 外務大臣 井上馨 は 布 哇國の 日本 駐在 領事 アル クイン (J-  A1.1") 

第 一 二 草 日 淸戰役 前後  九九 
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の 懇請 を 容れ. 甘蔗 栽培 を 目的と して 出 稼 人 若干 を 布 哇國に 送れ."。 是我布 桂 

移民の 始祖に して 爾後 明治 二十 四. 五 年頃 亦 若干の 移民 を 送りた る も 其 輸送 は 

何れも 皆米國 定期 郵船 便に 依 ち， 未 だ 特に 移民 船 を 仕 立つ るに 至ら や。. 明治 二 

十六 年 汽船 愛 國丸を 以て 移民 五 百 名 を 一 時に 输送 せる は、 布 哇に對 する 圑體移 

K 船の 噶 矢な. 9。 明治 二十 六 年吉佐 移民 會 社の 手に 於て -ー ュ ー カレ ド -ー ャ へ 

移 は を 輸送す" 這 は同會 社の 專管 にして 常に 日本 郵船 株式 會社 船の み を 使用 

せ， 9。 明治 二十 九 年 東洋 汽船 株式 會社 創立 せらる 、や. 當 時の 所謂 桑 港 線 同盟 

と稱 する 太平洋 郵船 會 社、 「ォ リ ュ ンタ ぐォク シ ダン タ ^汽船 會 社、 東 洋 汽船 株式 

^社の 三會社 協定の 下 に， 普 通 移民 を分乘 輸送す る 事と なりたり。 然れ ども 多 

数の ffl 體移 K 船 は 翌年 度より 專ら 太刀 川 又八郞 の經營 せる 太刀 川 商會の 手に 

於て 取扱 はれたり。 明治 二十 九 年 濱中八 太 郎等の 日本 移民 合資 會社 設立 せら 

れ、 同 會社を 中心として 海外 渡航 株式 會 社. 森 阆 商 會. 熊 本 移民 合資 會 社. 東 京 移民 

合資 會社其 他の 移民 會社迚 合 し、 翌 三十 年よ b 時々 一展 船を爲 し、 團 體移 K を喩送 

したり。 其 人員 每 航海 五 百 名 以上 七 百 名 以下と す。 取扱の 大部分 は 太刀 川に 

して K 用船 は 東洋 丸. 南 洋 丸. 土 洋 丸. 萬 國 丸. 河 野 浦 丸. 基 隆 丸. 祌 州 丸 等な り。 同年 


布 哇政苻 より 同國驻 在日 本 領事館 を經て 一 囘七百 名 以上 を 搭載す 可ら やとの 

<JS- 令 障らせられたり。 明治， 三十 一 年 一 時に 多數の 移民 を 輸送せ し爲 め， 當時旣 

に 北米 合衆國 崇拜氣 分の 充満せ る 折 柄、 所謂 移民 上陸 拒絕 事件 突發 し-我 移民 船 

五 * ま 「ホ ノ  , 、」 港に 立往生の 姿と な， o、 太刀 川 叉八郞 は全國 移民 會 社の 總 代理 

として 大隈 外務大臣 及西鄉 海軍大臣に 事情 を 具申 し、 移 民 保護の 爲め 軍艦 派遣 

を 懇請せ しかば 政府 は 浪速 艦 を 急派 し、 事 容易に 落 著した る も、 爾 後 大團體 輸送 

は 禁止 せらる。 猶又 布哇は 北米 合 衆 國合倂 以後 家族 を 呼 寄す る 外 渡航 許可せ 

られ ざる 事と なれり。 

カム サ-ソ 力 露領カ ムサ ッ 力 沿岸に 於け る 漁業 は 殆んど 全部。 シァ ン*シー ルス キ ン*コ ム 

杭 開拓 

パ -ー 丄通 稱 露西亞 獺虎會 社) の獨 占に して 同社の 代表者 I-.ll.  powers. は砷 芦に 居 

住 し. 每 年 漁期に は 外 國船を 傭 入 れ、 往 航は食 鹽及其 他の 雷 用品 を、 復 航は鹽 鮭. 鱒 

領を內 地に 運搬すべく、 パゥヮ ー ス 自ら 上乘 して 運送 事業 を 差配した りし が、 邦 

船 を 傭 入る 、方 便宜なる を感 じ、 明 治 三十 年 佐 藤 勇 太郞の 仲介に 依り 初めて 岡 

崎 汽船 大洋 丸 (總 噸 一 , 二 七 〇) を 契 約 し、 其 後 三十 五 年に 至る 迄每年 汽船 攝陽丸 を 

I 入 れ、 猶 汽船 愛 國丸を も 使用 し、 同 事業 を營 みた， り。 是れ亦 新 方面の 航路 開拓 

第 In  S- 日淸 戦役 前後  一 〇1 
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と 謂 ふべ し。 

日 淸戰役 後 社外 船 大に增 加し 一 時 社 船 を 凌がん とする の 勢 を 示したり。 彼 

等が 祌芦を 中心として 活動せ し 一 事 注目す るに 足る。 日淸役 前後 社外 船主 中 

主要なる もの を舉 ぐれば 左の 如し。 


廣海 二三 郞 

右近 權左衞 門 

藤 岡 庄一郞 

藤 野 四 郞兵衞 

山 本 藤 助 

懾州灘 興業 株式 會社 

株式 會社辰 馬商會 

深 川 運輸 株式 # 社 

宇 和 島運输 株式 會社 

共立 汽船 株式 會社 


淺野總 一郎 

大家 七 平 

菅野傳 右衞門 

緒 明 菊三郞 

原 田 十次郎 

盛 航會社 

中越 汽船 株式 會社 

日本 汽船 株式 會社 

函館 汽船 株式 會瓧 

伊豫 汽船 株式 會社 


馬場 道久 

岸 本 五兵 衞 

高木 七五郞 


濱中 八三郞 

八 馬 兼 介 

祌谷傳 兵 衞 

南 島 間作 


攝津航 業 株式 會社 

尼 崎 汽船 會社 

土 佐 商船 株式 會社 

神 田 汽船 株式 會社 


荷 e の 海運 紫の 進歩と 共に ス テ ぺ ドア ー 業の 發 達. 其 他是 に附隨 する 桴船竝 に 曳船 


の 設備 は 唇歯輔車の 關係を 有 し. 此 時代に 長足の 進 步を爲 した， 9。 脬 船の 種類 

大小 形狀 構造 等 頗ろ雜 多に. して 其 名稱亦 多し J 

の 分類  一、 達磨船。 全 體を黑 く 塗， 9 たる 荷船に して 沿岸 を 航行し 得 ベ き 設 備 を 具 し、 

形 は 腹部 膨脹し、 米穀 等俵狀 若く は 袋樣の もの を 搭載す るに 便に して 長大 

な る 貨物に は 不適 當な り。 又 箱船と も稱 し. 主 と し て 阪. 祌 間の 廻 漕に 用 ふ。 

一， 胴 船 (ド ブネ)。 形 長く 單に 港內 運漕の 用に 供 し、 港 外 航行に 適せ や。 

一、 猪 牙 船。 古よ. り傳 は， O たる 名稱 なる が、 沿 岸 航行に 適する 構造に して. 小 廻 

船. 上 荷船と も稱 す。 

一、 小 廻船 * 蜉 船の 總稱 にして 胴 船に 至る 迄 本名 稱を 冠し 得べ し。 

一、 通 船。 古來茶 船と も稱 し、 長 さ 僅々 三 四 間. 構 造 扁平に して 沖 行 商. 船 客 送迎 

の 用に 供す。 

此外靜 船に 間 船 (ケ ンブ ネ)、 石 船 (コ タブ ネ) 等 の 名 稱を用 ひ、 又 其 他の 稱呼 ありと 雖 

も， 耍 する に 船客 送迎 用と 貨物輸送 用の 二者に 大別す る を 得べ し。 明治 二十 一 

年 六月 港內 取締 規則 發布 せられ、 第 一 類. 第 二 類に 區別 し、 前 者 を 第 一 類と し、 後 者 

を 第二 類と 稱 し、 組 合 を 設 け、 營 業 規則 を 制定せ、 り。 是 よら 先 神 兵 庫と も 船客 
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通 船に 對 して は 一 種の 申 合 規約 あ ，9、 神 芦部に 於て は 其 數を百 八隻に 制限した 

るを以 て， 新造 約 三十 圆の も の 權利付 賣買價 格 一 一 百 圓內外 に 及べり。 而 して此 

百 八隻を 四 組に 分 ち， 交 代 を 以て 船客の 運送に 從 事す。 例 へ ば 甲 組 二十 七隻は 

當 日中 稅關に 於て" 乙 組 二 十七 隻は 第二 波止場に 於て 船客の 送迎に 從事 し、 丙 組 

二十 七隻は 港內を 浮流し. 碇泊 船々 員の 乘 降に 便じ、 旅客 運漕に 從事 する を 得す。 

又 丁 組 は當日 全く 業 を 休む ものに て， 此際丙 組の 收入は 各自の 所得に 歸 する を 

得 る も、 甲 乙の 收入は 二十 七 隻宛を 通算して 均一 に 分配す るの 制度な り。 兵 庫 

部に 於ても 等しく 當初通 船の 數を 三十に 制限せ しが 明治 二十 二 年 以降 八十 隻 

に增 加せ.^。 

祌 In- に 於け る 貨物 辩船は 明治 二十 年末 四百 十 餘隻な りし が、 元 來其數 に閬し 

何等 申 合な き 故 漸次 增 加し、 稍" 競 ^の 色 を 示せる に 依 ら， 兵 庫縣廳 は港內 保安の 

おめ 明治 二十 一 年 三月^ 船 總數を ra 百 五十 隻に 制限せ， り。 

sasa 株 W 治 二十 二 年 十二月 祌 B- 送迎 株式 食 社 設立 せら れ、 船 橋 業の 外ラ ン チを 以て 

式會社 

乗客 送迎 竝に货 物 運搬 を 開始す る や、 中稅關 構內に 繋留す る 第 一 類脬 船と 競爭 

を 生 じ、 船 夫 間に 闘^ を 惹起す るに 至る。 其 後明 治 二十 五 年 五月 合併 計算の 法 


を 協 定 し、 營 業 上の 連絡 を 保つ 事と なれ， り。 

辩船夫 9 勞 明治 二十 四 年 七月 本邦 餒 業者と-一 ッケ； -商會 の 間に 大 紛議 を 生す。 發端は 

働 運動 

前年 十 一 月 神 芦 稅關と 水上 警察署と 交渉の 結果、 從來默 許した る 第二 類 空蜉船 

の 荷 揚場定 繋 を 禁止す。 只 天候 異變の 場合に 限，^ 之 を 許す 事と なれる に 基く 

ものな り， -1 ッ ケ タ商會 は 其 所有 箱船 又は 達磨船と 稱 する 蜉 船長 サ 十二. 三 間 

の もの 五. 六 隻を 常に 荷揚 場に 槃ぎ、 二 時間 乃至 五. 六 時間 荷役す。 其 間 他の 粽船 

は { 仝 しく 港外に 傍觀 せざる を 得 や。 是が爲 め蜉船 業者 は 連合して 兵庫縣 知事 

に 對 し. 若 し此狀 態を改 むる 事な くんば 蜉船々 夫 竝に其 家族 二 千 七百餘 名は活 

路を失 ふに 至るべし と爲 し， 再 三 歎願に 及べ， 9" 然れ ども 兵 庫 縣廳は 如何と も 

爲す事 能 はす。 此に 於て 船 夫 等 は 同年 七月 十二 日 元 町 三 丁目 善 照 寺に 大會を 

開 き、 靜 船主 亦 之に 加 は b, 其擧動 頗る 不穏の 狀ぁ， 9。 ュ ッケ ルの 如き は 危害の 

及ばん こと を 恐 れ、 大 阪 に逃遁 する に 至る。 當時 邦人 勞働 者より 見て 一 般 外人 

は 常に 横暴の 所 爲多 く、 當 局 亦 外人に 對し 常に 寛容な り。 -I ッケル は 免許 以外 

の 航路 曳船 を營 み、 其 免狀を 引き揚げら る  >  や 無免狀 にて 依然 曳船に 從 事す、 實 

に 横暴の 極な り。 斯くて 蜉船 業者 は 費用 を 醵出 し， 進 ん で內務 省に 歡願 する 所 
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あらんと 大に 激昂せ しか ば. 當 局も聊 反省し-一一 ッケ〃 も 亦 稍. -改 むる 色 あ り、 遂 に 

大事に 至らす して 止む。 

明治 二十 了 二 年頃 神 B- に 於け る外圃 貿易 は 支那 商 及歐米 商人の 手に 依り 全 

然 支配せられ たる ものにして. 其 主要なる 商店 を擧 ぐれ に， 同 孚 泰. 同 茂 泰. 裕 貞 祥. 

：£ 和.^ 昌隆. 隆. 復興 -コ 1 ン ス. ォ ッ トライ マ— ス-ィ リス- サ ミ ュ 亇ジ ャ デ ン. バ タ 

ヒ. I 〃  ド. ス ワイヤ. アメリカン トレ. I  - デング 等な h -。 

歐米 人の 瑜入 貨物 は 一 般にス テ べド ァ— の 手に 依 b 税關 構內に 陸揚げ し. 其 

場に 於て 內地 商人に 引渡す ものに て、 後 藏 勝 造. 熊 谷 伊太 郞. 大 森 榮 介. 戸 田 宗吉等 

の 如き 所謂 引取 厣が受 荷主 代理と して 荷物 を 引取 h  、闢税 及 其 他の 费用 を立換 

へ， 更に 之 を 內國& 地方に. M け 船積み 又は 汽車 積み 發 送の 手續を なす を 例と す。 

之に 反し 支那 商 特に 廣東 商人の 输入货 物 は 東洋 諸 港に 於て 積 入る 、 もの 多く， 

き然 本船の 上^みと な i 受取 方は受 荷主が 肸 業者に 命じ 谷 自脬船 を 用意し 

本船 々側に て 受取 ，9、 其 多く は 彼等の 本陣なる 大阪に 廻 漕し、 大阪 にて 輸入 手績 

をな すに Kb  、此 種刁货 物 は 一 股に 孵 鬼 船 を 要す" 輸出 货物も 亦當時 主として 

大阪 より 砷 B- に 廻 漕 し. 神 S '碇泊の 外國 汽船に 積 込む もの なれば 時間の 制限 上 


脬 船の 風力 航行 を 許さ や、 必 然 曳船 を 要する を 以て， 明治 二十 二 年後 藤 勝 造 主唱 

者と な b. 神 III 港 內の脬 船 を. 統 一し 神 曳船 會社を 設立す" 社長 後藤 勝 造、 資 本 

金 三 萬 圓， 各 脬船 を評價 して 株金に 充っ。 愛に 於て 阪. 神 間 貨物 廻 漕に 面目 を 一 

新す。 然， 9 と雖 も， 本來雜 多の 集合 體 なれば 社內の 整理 兎角 困難に して、 經營上 

適任者 を 要す。 明治 二十 三年 後藤 滕 造の 推薦に 依り 藤 岡忠輔 支配人と して. 就 

任し、 爾來 日夜 奮勉 す。 明治 二十 六 年 十月 日本海 陸保險 株式 會社々 長片 岡直溫 

は、 營 業上大 なる 關係を 有する 爲め金 五 千圓を 出資 し、 監 査役兼 相談役と して 入 

社 し. 同 社の 組織 を 改め 合資 會 社と す。 明治 二十 七 年 日淸戰 役に 際 し、 鐵 道 は 軍 

事專 用と なりし に 依 り， 日 本 郵船 株式 會社は 海陸 運送 連絡 上 大蹉躓 を來た し. 困 

憊の餘 b 益々 曳船 利用の 必要 を 或す。 此に 於て 神 芦 曳船 會社は 日本 郵船 大阪 

支店長 原 田 金 之 祐と相 謀 .9、 資 本 金 を 增し金 二十 萬圓と し. 內 十二 萬 五 千 圓拂込 

を 了 し. 其 組織 を 改め 共同 曳船 株式 會社 とな し、 竹 田 忠作を 社長に 任 じ、 明 治 三十 

年 社長 を 改めて 安井 勝 潔と し、 本 社 を大阪 に、 ま 店 を 神 芦に 置 き、 藤 岡 忠輔は 本店 

支配人と なる。 次で 日本 郵船 株式 會 社よ、 り 金 八 萬圓を 無利息 年賦 償還の 條件 

にて 借 入 れ， 是 を 以て 五十 噸 乃至 二百 噸の脬 若干 隻を 建造す。 本來此 事業 は 船 
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夫の R 締 最も 重要なる に 依 警察 出身の 安井 を 社長に 任じ、 配下に 猶 多くの 謇 

察 出身者 を 任用し、 內 部の 整理に 努め、 加 ふるに 藤 岡忠輔 等の 活動 宜しき を 得， 業 

資 大に揚 り. 明治 三十 三年に は 曳船 十二 隻脬 船々 腹 三 萬 五 千噸を 有し、 一日の 輸 

送 力 一 千噸 乃至 千 四百 噸、 每 日 大阪及 神 芦よ biw! に八囘 以上 發 行す。 當時 同社 

產 盛の 狀浞を 見る に. 輸入 外國 原料 糖 は 毎日 大阪へ 百 五十 嚼 乃至 二百 嚼の 輸送 

を 主と し、 孟買 棉花 及 其 他 各種の 輸出 人 愈々 坩加 し. 其 廻 漕 區域は 軍に 阪. 神 間に 

止ら や. 群. 岸 和 田. 和歌 山. 四國. 中國に 延び. 又 鐵道速 絡と して は、 山陽 線の 兵 庫 新 川 

及官 線の 楚 川. -、 大阪 難波湊 町及堺 間. 猶又 更に 進んで 四日 市. 名 古 星に 及ぶ。 實 

に 當時脬 曳船 界の權 威な り。 

他の 一 方 を 見る に 明治 二十 七 年 三 8 神 la- 蜉船 合資 會社 (資本金 壹萬八 千圓) 同 

年 十月 曳船 及桴 合資 會瓧 (資本金 五 千 B) 設立 せ ら る. 其 後阪. 神 曳船 株式 會社及 

浪花^ 船^ 社の 如き 前記 以上の 同業者 出現した h- と雖 も、 後年 何れも 皆 共同 曳 

船 株式 會 社に 合併 若く は K 收 せられたり。 

ステぺ ドア 當時砷 S の 如き 沖繫 b 船の 荷役 は 普通 四 種の 分業 を 要す。 卽船內 人夫 (沖 仲 

仕) #沿. 陸 揚 人 夫 (濱 仲 仕). 陸 仲 仕是 なり。 岸壁 又は 棧 橋に 繋留す る 船舶 は^ 船 を 


要せざる も- 尙 三種の 人夫 を 要す。 ス テ ベ、 ド ァ ー は此 等の 分業 を統 一 したる 荷 

役 業者に して， 荷主 及 船舶 代理店 は 必然 ス テベ ドア，.' の 手を經 べし。 ステ べド 

ァ ー は 何れも 船舶 代理店と 特約 を 有する を 常と す。 

一丁 ソケ i  神 B- に 於け るス テベ ドア ー の 沿革 を 見る に、 明治 十三 年獨逸 船長 シ ー ニー  ッケ 

〃がシ 1- 一 ッケ 〃商會 を 設立した る を 始めと し、 其 後ジャ キャン. クリステン セ 

ライ オンス ン 開業し， 明治 三 十 年-一 ッ ケ ル商會 に 在， 5 し 英人ゼ ー. ラ イオン ス獨立 同業 を 開 

o 

邦人 ステぺ 邦人 ス テベ ドア ー は 上 組 を 以て 嚆矢 とす。 上 組 は 山 口 辰 之 助の 經營に 係り- 

ドア一 

上 組  夙に 税關 構內の 仲仕 業を營 み、 猶 外國ょ 輸入す る 特種 大口 貨物の 沖 取 り を爲 

す。 沖 取りと は受 荷主に 代り 船荷 證券 を 提出 し. 辩 船 を 本船々 側に 囘は し. 貨 物 

の 直き 取り を 爲すを 云 ふ。 上 組 は 後年 業務 大に 發展 し、 ス テ ベ ド ァ ー を も 兼業 

し. 今 日に 至る。 邦人 組織の 斯業 者と して は祌 芦 に 於け る 代表者と 謂 ふ べし。 

此外日 淸戰役 前に あ， 5 て は、 神 卢棧撟 株式 會 社が 彼 阿 汽船 會社 * ェ ラエ ム 汽船 會 

社の 陸揚及 日本 郵船の 孟買 棉花の 陸揚を 取扱 ひ 居りた るの み。 

海 榮商會  明治 三十 一 年 七月 土 谷 仙 太 郞及島 內義雄 等 金 五 萬圓を 出資し 合資 會社 海榮 
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商會を 設立す。 從來 タリ ス-ズ ン セ ンの 扱ひ來 b し 日本 郵船の 外 航陸揚 を繼承 

し 二 時 斯界の 注目 を惹 きし も. 經 營 宜しき を 得 す， 遂 に 明治 三十 四 年 一 月此 事業 

一 切 を 舉げて 神 In- 桡橋 株式 會 社に 賣 渡せり。 

兵 庫 株 明治 二十 二 年 兵 庫 船橋 株式 會社 設立 せらる。 此 船橋 は 兵 庫より 大 阪. 淡 路. 播 

？ 磨. 四國 等に 航行す る 小型 汽船の 乘客 貨物の 積 卸に 便せ んが爲 め. 兵 庫 島 上 町 海 

岸に 架設 せらる" 長サ 二百 四十 六 尺 (現 在長サ 二お 七十 尺) 幅 十 八 尺， 明 治 二十 二 

年 八月 十五 日 を 以て 開業 す. 資 本 金 ー萬圓 な. 5。 社長 は 岡 田 元 太 郞. 取 締役長 谷 

川彌兵 衞. 支 配 人山 田 耕 一 にし て、 明 治 二十 九 年 一 月 社名 を 兵 庫 運輸 株式 會 社と 

改め. 資本金 を 十 萬 圓に增 し. 業 務の 刷新 を 計 ら. 重 役の 改選 を 行 ひ. 社長 有 馬市 太 

郎. 取 轎役岡 田 元 太 郞. 柏 木 庄 兵 衞. 木 谷 吉 次 郞. 米 澤長次 郞. 監 査役 澤野定 七. 藤 本 安 

兵 衞. 支 配 人 桃 垣 甫人就 tt し. 船 撟^ 業の 外 一 般運 輪業 を營む 事と な 同時に 兵 

庫 運漕 株式^社 (資本金 一 萬圓) を 買收 しお 船 業 を も 開始し， 小 蒸 汽船 第三 浪花 丸 

(十二-お 力) を 新 造 し. 業務の 擴張を 計れり。 明治 三十 年 支配人 桃 垣甫人 退社し， 藤 

原 多 K 治 之に 代り、 日本 郵船 株式 會 社. 大 阪 商船 株式 會 社. 一一 一井 物 產會社 等の 內航 

貨物 K に 朝鮮よ ，5 の檢入 貨物 脬輪送 を 引受 け、 更 に 業務 を擴 張せ， 9。 


航海 獎勵法 

と 造船 獎勵 

法 


日 淸役後 第 九 議會の 協 贊を經 て 政府 は 明治 二十 九 年 三月 航海 獎勵法 及 造船 

獎勵 法を發 布せ b。 航海 獎勵 法に よれ ぱ、 帝國 臣民 叉 は帝國 臣民 のみ を 社員 若 

く は 株主 とする 商事 會社 にして 帝國 船籍に 登錄 したる 船舶 を 以て 帝國 と外國 

との 間 又は 外 國諸港 間に 於て 貨物 旅客の 運搬 を營 業と する 者に は、 總 噸数 一千 

噸 以上に して 一 時間 十 海里 以上の 最强 速力 を 有し、 遞信 大臣の 定 むる 造船 規程 

に 合格した る鐵製 又は 鋼製 汽船に 限 り、 船 齡十 五箇 年に 達する まで 總 噸数 一 噸 

航海 里數ー 千 海里に つき 二十 五 錢の獎 勵金を 支給し， 總噸數 五 百 噸を增 す每に 

其 百 分の 十、 最 强 速力 一 時間 一 海里 を 堦す每 に 其 百 分の 二十 を增 給し、 總噸數 六 

千 五百噸 以上 叉 は 最強 速力 十八 海里の 船舶に 對 して は 總 噸数 六 千噸 又は 最強 

速力 一 時間 十七 海里の 船舶に 對 する 割合によ， 5 獎勵金 を 支給す る ものと 定む。 

其 計算 方法 は 製造 後 五 個 年を經 過せ ざる 船舶に 對 して は 全額 を 支給し、 五 個 年 

を經 過した る ものに ありて は 一 個 年毎に 其 百 分の 五を遞 減す る こと 、なせり。 

此 恩典に 對 して は 郵便物の 無料 遞 送. 修 業 生の 無料 乘船を 命 せらる  >  こと あり 

其 後 三十 二 年 法令に より、 三十 二 年 十月 一 日 以後 帝國 船籍に 登録す る外國 製造 

の 船舶に は獎勵 金の 半額 を 支給 せら れ. 十 八 個 年間 施行 せらる。 次に 造船 獎勵 

第 三 窣 日 淸戰役 前後  ニー 


神 戶市史 ssg 二 神戶 海運 五十 年史  ニニ 

^の 骨子 は帝國 臣民 又は 帝國 臣民の み を 社員 若く は 株主と する 商事 會社 にし 

て遞信 大臣の 定 むる 資格 を備 ふる 造船所 を設 け、 船 舶を 製造す る 者に 對し其 船 

舶鐵製 又は 鋼製に して 總噸數 七百噸 以上 を 有 し， 遞 信 大臣の 定む る 造 船 規定に 

從ひ， 其 監査 を 受け 製造した る ものに て、 總喷數 七 百噸 以上 一 千 噸未滿 の もの 總 

噸数 一 噸 に付き 十二 圓、 一 千噸 以上の もの 二十 圆を 支給 し、 其 汽罐 を 併せ 製造し 

たる ものに は 一 馬力に 付 五 圓を增 給 せら れ、 十 五 個 年間 施行 せらる。 

= 本 S 船會 日 淸戰役 勝利の 結果 國 民意 氣 大に搀 り、 海 外發 展の聲 四方に 滿ち， 日本 郵船 株 

计^ 米^ 航 

：〜 _ つ 式會 社の 如き は此 機に 乘じ 汽船 土 佐 丸 を 以て 欧羅巴 航路 開 發の第 一 番船 とす。 

I！ 船 は 明治 二十 五 年 十二月 英國べ ファ スト Harkml  and  Wolff 造船所の 建造に 

係り、 原 名 を Isli と稱 す。 總噸五 千 七 百 八十 九 噸. 長 四百 五十 呎七 吋. 幅 四十 八呎 

二 吋. 深 三十 呎 一 吋.；^ 高速 力 十四 海里に して、 船客 定員 上等 十 人. 中 等 八 人卞 等 百 

人 を收容 する に 足 b  、當 時 本邦 汽船 中の 最大 船な， 9。 同船 は 日本 郵船 株式 會社 

が 海上 王 岩 崎 彌太郞 の發祥 地に 因み、 且我邦 海運 事業に 偉功 ある を 傯び、 斯く命 

名せ る ものな り。 同船 は 明治 二十 九 年 三月 十九 日 撗濱を 出帆 し， 鵬 程 二 萬 二 千 

三百 浬の 航途に 就かん と し， 神 S- に 寄港す る や， 同 社 は 阪神の 紳士 千 二百 餘名を 


本船に 招待 し， 歐 洲開航 披露の 宴 を 催す。 神 ^市の 有志 は 同 タ陬訪 山中 常 盤に 

同船々 長ゼ！ ビ —• マ ク ミ ラ. ン 以下 士官 及 郵船 株式 會社々 長 近 藤廉平 以下 重役 

竝に神 S- 支店長 小川 銪吉等 を 招待し 其 行を壯 にせ， 9。 次で 同社 は 同 航路 用と 

して 汽船 神奈川 丸型 六 千噸級 十三 隻を、 米國 航路に は加賀 丸. 伊豫 丸ニ隻 を、 濠洲 

に は舂日 丸型 三隻 都合 十八 隻を 建造す る 事と なれ， 9。 明治 二十 九 年 八月 同社 

は米國 大北鐵 道と 海陸 連絡 を 契約 し、 第 一 番船 として 汽船 三 池 丸 同月 五日 橫濱 

出帆 布 哇を經 て シ ャ ト ルに向 ふ。 同年 八月 二十 六日 政府の 命令に 依 、り、 同 社 は 

十月 以降 橫濱. メ  \ ボ— ン 間の 航路 を 開 き、 汽 船 山城 丸 は 同年 十月 三日 橫濱 を發 

しメ〃  ボ ー ンに向 ふ。 

東洋 汽船 株 明治 二十 九 年 四月 淺野廻 漕 部 は 東洋 汽船 株式 會社 設立の 前提と して 解散し、 

式會社 

次で 淺野總 一 

月 八日 東洋 汽 

の 航權は 全く 

無比の 客船た 

時に 桑 港 航路 

第 三 草 


郞を 中心と し. 溢 澤榮 丁 原 六 郞. 阿 部 彥太郞 等 を發起 人と し. 同 年 七 

船 株式 會社 設立 せらる。 資本金 六 百 五十 萬圓 な， 5。 當時 太平洋 

外人の 掌裡に 在りし を 以て. 社長 淺野總 一 郞 英米に 渡航し， 大洋 上 

りし 日本 丸. 亞 米 利 加 丸. 香 港 九 (各 六千噸 型) の 新造に 著 手す ると 同 

を獨 占せ る 英米 國 汽船 會 社と 折 街し 鼎立 經營の 策を定 め、 明 治 三 

日 洁戰役 前後  一一 三 


衋 « 及南淸 


汽^ 千代 丸 


祌 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史 

十一 年 前記 三隻の 竣成と 共に 北米 航路 を 開始せ 

は 太平洋 を橫斷 する 事 を 得る に 至れ. 9。 

間 は 日 淸戰役 中 陸軍 御用 船航 

株式 會 社に 命じ 其 配船 方法 を 

陸軍 用に、 三 分の 一 を 商用に 充 

神 鹿 兒 島. 大 島. 沖 繩. 基 隆間侮 

囘 都合 二 線の 航海 を大阪 商船 

路 を 特 定 し" 本 郵船 株式 會社 

S 灣總督 府は伊 萬 里 汽船 會社 

を廢 し. 大阪 商船 株式 會 社に 命 


祌 戸. 基隆 

は 日本 郵船 

三分の 二 1 

湾 總督府 け 

隆間每 月 

SS. 基 隆間航 

十九 年 四月 

翌 三十 年 之 

かしむ。 

日 淸戰役 

しく 持績し 

を 支 待せ り。 

胆兒 を經 


此に 於て 旭旗の 下に 同胞 


路 なりし が-明 治 二十 九 年に 入り 政府 

改め， 一 週 一 囘の 定期と し、 當 分 船腹の 

てし む。 明治 二十 九 年 四月 十七 日臺 

月 二 囘及神 ^下 關. 長 崎. 鹿 兒 島. 沖 繩. 基 

株式 會 社に 命す。 明治 三十 年 七月 神 

及大阪 商船 株式 會 社に 命す。 明治 二 

に 命 じ. 基 隆. 安 平 間の 航路 を 開かし め、 

じて^ 潜 東 沿岸 及 西 沿岸の 兩線を 開 


末臺潸 方面の 航海 を 開始し 

たる もの 少し。 只廣海 汽船 

本船 は 明治 二十 八 年 冬季 


たる もの 社外 船中 二三 あ， 9 たれ ど 

千代 丸の み 比較的 長期に 亙， 9 て 同 

よ、 り此航 路 を 開 始 し. 往 航 神 長 崎. 


も タ 

航路 

三 角. 

て基隆 (時々 矻 湖島 寄港) 安平. 打狗に 航行す。 最初 復荷を 得る に 困難 


な る 事情 あり。 詳記せ ば， 當 時臺灣 南部よ， 9 日本 內 地に 輸出せ る 砂 糖 (當 時專ら 

赤 糖の み) 年 額大約 四十 萬擔， (二 萬 四千 噸 內 外)， 米 穀大約 二十 萬 擔 (壹 萬 噸 餘) な b  ( 

と 雖 も， 此 輸出 は 支那 商人と 組合 關係を 有する 英. 米. 獨 商人の 手裡に 在， 9。 而し 

て 積 取 船舶 は英商 太古 洋行 (バ タ フ ヰ〜 ルド *ス ヮ ィ ャ) の 手に 獨占 せら れ-容 易 に 

邦 船の 進入 を 許さす。 特に 汽船 千代 丸 は 稍  <老 朽に屬 する 爲め、 保 險關係 上荷 主 

何れも 本船 積載 を 好ま す， 同 船 事務長 吉原與 一 郞は 臺南縣 廳を說 き、 打 狗税關 に 

謀 b. 百 方 努力 し. 第 二次 航海より 幾何の 米穀 及 砂糖 を 積載し 得る 事と な ，5、 前 途 

に 光明 を 認め、 日本 船の 名譽 を 高 め、 且 信用 保持の 方法と して， 艙內 荷物の 取扱に 

付 船員 一 致 協 力、 船 底に 流出せ る 糖蜜に 至る まで 悉く 受 荷主に 引渡すな ど 周到 

の 注意 を拂 ひし か ば、 大 荷主なる- ズ， I ト商 會を始 め、 他 の 荷主 等續々 出荷す るに 

至り 遂に 一 定の 航路 を 建設せ り。 明治 三十 二 年大阪 商船 株式 會社は 自家 營業 

上捨 置き 難しと 爲 し. 船 主廣 海を說 き， 航 路 と共に 本船 を 傭船せ り。 同社 は 其 頃 

獨商テ ー ト 商會ォ 1- リ 丄 ohly) に 接近 し. 漸 次步を 進め 遂に 一 種の 協定 を遂 げ、 愛 

明治 三十 三年 此 事業 は 太古 洋行より 大阪 商船 株式 會 社に 移る 事と なれり。 

大 g 商船 株 明治 三十 二 年 臺灣總 督府の 補助に 依り 大阪 商船 株式 會社 は南淸 航路 を 開始 

式會 社の 南 

第 一 二 草 B 淸 戦役 前後  .  二 五 


神 S- 市 *  二 神 

清 及 北&航 す。 該 方面 は 多年 英商ド 

, り 、根柢 深く 他の 進入 を排 

り 込み を遂 げ、 後 年に 至り 

の 建設 を 成就す。 更に 明 

群 山. 仁 川). 大阪. 元 山 線 (寄港 

地 神 宇 品. 門 司. 長 崎. 基 隆 

會瓧 を、 翌三 十四 年 伊豫 汽 

北 Sg 公所  明治 三十 一 年大阪 商船 

JK 物の 一 手 積 契約 を爲す _ 

る 一 圃 にして， 一 ケ 年の 輸 

莊 大 豆 • 豆 粕を滿 載せる も- 

船 三 隻基隆 丸. 舞子 丸. 舞鹤 

氷期 迄實 行 す。 是當時 同 

せしめた る 一 事件な りと 

したる も、 端 なく 圃 SI 事件 


戶海邇 五十 年史  二 六 

グ ラ ス汽 般會社 (つ ouglas  steam  shi 一 i 91111 づ a-T 一 V) の經 is に 系 


除し 來 りたる もの にして， 同社 は 多大 

同社 香港 支店長 有 馬 唯 一 多大の 努力 

治 三十 二 年 同社 は大 阪. 鎮 南 浦 線 (寄 港 

地 神 1H. 宇 品. 門 司. 釜 山. 元 ま. 城 律. 淸 津) 及 

.M 公. 安 平) を II く。 同社 は 明治 三十 三 

船 株式 會社 を買收 し .內 地 沿岸 航路の 

株式 會社は 大阪に 於け る北帮 公所と 

. 北 薪 公所 は大 阪. 神 に 在住せ る淸 

出 運賃 總高 二十 萬兩 以上 を保證 し， 復 

• 運賃 は 其 時の 相場に 依， り 協定す る 事 

丸 又は 淡水 丸 を 之に 充て、 明治 三十 二 

航路 經營 に從 事せ る 日本 郵船 株式 會 

す。 翌 三十 三年 は 前年の 例 を 追 ひ 解 

の 突 發に逢 ひ 中止す るの 止むな きに 


の 苦心 を 重ね 割 

を 以て 南淸 航路 

地 神 In. 門 司. 木 浦. 

橫濱. 打狗線 (寄港 

年 共立 汽船 株式 

整理に 著 手す。 

天 律. 芝 罘. 牛 莊 行 

商 及 客 商の 屬す 

航は 主として 牛 

と し、 同 社 は 定期 

年 解氷 期よ. -結 

社 等 を 喫驚 張 目 

氷後數 航海 履行 

至れり。 北淸事 


社外 船の 楊 

子 江遡航 


件 終了後 は 成 行に 

呈 し、 淸 商の 勢力 奮 

靜船會 社の 業務 執 

林 に 遡 江し 得る 淺 

適 當船を 建造す る 

戦役 時代に 及べり 

楊子 江 は 上 海. 漢 

を 得， 夏 季 水量の 大 

1 年中 冬季 十 丁 十 

岸 鄱 陽. 洞 庭 諸 湖の 

湖. 南京. 九 江. 漢 口. 岳 

夙 に 日. 英. 佛. 獨. 支 の 

あ， 9。 就中 ジァ ー 

ものな り。 今よ， 5 

込み 相當の 地步を 


の 如 

, や { 

喫水 

迄 差 

口 間 

な る 


航海 を爲せ る も. 天 


な 


を 


當 

時 


如 き は. 

州. 長 州 _ 

五個國 

デ ン マ 

三十 年 

占む る 


ら す、 加 之 事 

枘鑿 相容れ 

建造す る 二 

間 に * & 


の 

.少 

所 

デ 


百 P! に 

一 萬噸 

四 個 月 

千 五 百 

市. 宜 昌 

屬 汽船 

ソ ンニ 

は英國 

至れる 


は せ 

型 の 

を 除 

噸型 

童慶 

約 四 

タ フ 

及 支 

は 蓋 


變 

ぽ： 

き- 

の 


津 方面 は 痛く 北 淸事變 の 爲め變 調 を 

中 太沽の 水深 減す る事甚 しき と太沽 

る诚ぁ hs。 定期 航路 を 營んに は 紫 竹 

ざれば 充分 成果 を 期し 難 く， 如 上 の 

舶を 以て 之 を 維持す る に 止 め、 日 露 


ら 


第三 窣 日淸 戦役 前後 


四千 噸 型の 大船 を 航行せ しむる こと 

艦 を遡航 せし むる こと 難事に あらす。 

入 個 月 を 通じ 遡航 自在な り。 長江 沿 

汽船 を 通航せ しむべし。 上 海. 餽 江. 蕪 

各 港 を 有し， 上下 縱橫五 千 浬に 及ぶ。 

十隻總 噸数 九萬噸 定期 航海 を營 みつ 、 

ヰ ー ル ドス ワイ ァ. 招 商 局 等 は 其 雄なる 

那の 汽船の み遡航 し， 我 國が同 航路に 割 

し 明治 二十 七 八 年 戦役の 結果に 歸 すべ 

1 一七 


神 戶市史 二 神！； I 海運 五十 年. SI  二八 

し。 社外 船に して 楊子 江 流域に 遡航 したる は. 明 治 二十 七 年 橋 本 雄 造 所有 汽船 

瑰 港 丸： 總 噸四六 八) が 上 海. 漢 口 間 航路に 從 事した る を 以て 嚆矢 とす。 同船 は 後 

支那 人に 賣却さ れ. 德 和と 改名せ り。 其 後 三 井 物 產會社 は 外 國船を 傭船し、 同航 

路に 就かし めた る が- 更 に 明治 三 十九 年 九州 積 逋州揚 石炭 を 汽船 中越 丸に 滿载 

し、 水深 を 測定し つ , 遡航 せしめた る は 斯界の 一 話柄な り。 當時 邦人 水先 人 は 

長 門正淸 一 人の みに し て， 他 は總て 支那 人 及外國 人な.^。 英國 側はシ ー モ ー ァ. 

ェ ンド. コ ンパ -ー ー なる 者 上海に ありて 楊子 江 流域の 水先 人 を 提供せ， り。 

^子 江定 § 下の 閫條 約に よ， 5 淸國に 內河を 開放して 汽船の 航行 を 自由と なせる によ h -、 

內 外人の 楊子 江 航路に 著 目す る者續 出せ， 5。 邦人に あらて は 白 岩 龍 平 先手 を 

打 ち、 明 治 二十 九 年 五月 大東新 利 洋行 を 起 し、 上 海. 蘇 州 間の 航路 を 開 き、 三 十 年 一 

月 更に 上 海. 杭 州 問 航路 を 開始す。 三十 一 年 一 月大阪 商船 株式 會社は 上 海. 漢 口 

間 命令 航路 を 開 き、 向 ふ 十 個 年間 年額 九 萬 四百 圓の補 助 (後 に 六 萬 八 千 圓に改 む) 

を 受 け. 三 十二 年 一 月漢 口. 宜 昌間 命令 航路 を 開始 し、 向 ふ 九 個 年間 年額 五 萬 九 千 

^圆の 袖 助 を受 く。 大東新 利 洋行 は 三十 一 年 九月 組織 を 改めて 大東 汽船 合資 

會社 とな し. 上 0.0 州 問 航路に 對し向 ふ 四 年間 航路 補助 を受 /、。 三十 三年 四月 


北 淸贸易 及 

荷 扱 店 


に 至 更 

航路 を 開 

正義. 淺田 

萬 圓を以 

らる、 こ 

十六 年 五 

る あ り。 

阪 商船 株 

至れ， 9。 

祌^ を 

へ 主と し 

は  一二 井 物 

圍. に屬 し- 

又 日淸戰 


に 株式 組織に 改 め、 三 十 

始す。 三十 五 年 五-月に 

正 文. 白 岩 龍 平等 中心と 

て 湖南 汽船 株式 會社を 


と. , な h-. 翌 

月英 商麥邊 

是に 於て 楊 

式會 社. 日 本 


中心とせる 社外 船の 外 

て 木材の 輸出 及 牛莊ょ 

產會社 を 除く 外、 大 阪 川 

隨て 輸出入 共 其 荷 扱 店 

役 後 香港 方面 は 梁惠之 

日華 洋行 に 日華 洋行 を設 け， 松 井 善 次郞支 


四 年 四月 杭 

至 b  、潞 澤榮 

な b  、漢 口. 湘 

設 立 し、 政 府 


三十 六 年 十 

公司の 船舶 _ 

子 江 航路に 

郵船 株式 會 


月 同 航路 

碼 |S 其 他 

は 邦 商大 

社の 四 社 

國 航路と 

り 大 豆 愈 

口 居留地 

は祌 芦 の 

の獨 占せ 

那 巨商の 


を 

の 

It 

し 


州 航路 を 開き、 翌三 十 

一 . 安 田 善 次郞. 近藏廉 

潭間 航路 經詧 のた め 

よ h- 五 年間 年 六步の 

開始す。 偶" 日本 郵船 

設 備 を買收 し. 上 海. 漢 

汽船 株式 會社. 湖南 汽 

錯綜して 楊子 江 流域 

て は， 日 淸戰役 前 上海- 

の  輸入 等 ありし と雖 

祌 11； に 在住す る 

那商東 源 號. 公 和 


支那 

號. 益 


及 

る 所な b し が、 明治 三十 

間に 奔走し. 牛莊 豆粕 運 


五 年 蘇 州鎭江 

平 益 田 孝. 加 藤 

資本金 百 五十 

利子 を 補給せ 

株式 會社 

口 線 を 開 

船 株式 會 

航行 を 見 


は 三 

始せ 

社 夫 

る に 


芝 罘. 天 津 

も、 是 等 輸 

商人の 勢 

年 榮町四 

賃專 門の 


方面 

出入 

カ範 

はぁ チ 

丁 目 

ブ 口 


第三 草 c "淸 戦役 前後 


1 1 九 


神 I! 市史 ^錄ニ 祌戶 海^-五十 年史  一二 o 

—力 ー 業 を 開始し、 後 三 井 物産 株式 會社米 肥 部長 遠藤大 三郞. 大阪 商船. B 本 郵船 

神戶兩 支店の 擁護の 下に 十 敷 年間 活躍した， 9。 其 後 邦人の 海外 貿易 發展に 伴 

將 E 商會 ひ. 明 治 三十  一二 年 勝 田 銀 次郞の 經詧に 係る 勝 田商會 設立 せら れ， 北 淸 航路 を 主と 

し， 浦 潮 及 其 他 一 般の 外航荷 极を始 め， 前 記 支那 商の 間に 伍して 馳驅 する 所 あり。 

明： S 三十 一  W 治 三十 年 沿岸の 運賃 は甚 しく 下落し、 三十 一年よ. り聊冏 復の觀 あり。 今 三 

二三 年 噴の 

Ms  十 了 三十 1 一. 三 十三 年度に 於け る 門 司. 橫 濱 石炭 運賃の 平均 率 を 示せば 左の 如し。 


門 司橫濱 石炭 運賃 平均 表 

明治 卅ー 年度 明治 卅ニ 年度 明治 卅三 年度 

一月  0, 九 o  〇， 七 o  一、 五 〇 

一 一 月  〇， 九 五  o、 七 五  r 五 五 

三 月  一、七〇  〇， 九 o  一， 六 〇 

四月  二， 〇 〇  一、 一 〇  一， 六 〇 

五月  二、 二 〇  一， 一 〇  r 七 〇 

六月  一 、 七 〇  一 ， 二 〇  一， 八 〇 

七月  一， 二 〇  一、 二 〇  一、 七 〇 


北淸 * 變と 

其 後の 市況 


八月  ー，〇〇  一， 三 〇 

九 月  〇， 九 o  ニニ 五 

十 月  〇， 八 五  I, 五 〇 

十一月  o、 八 〇  一、 六 〇 

十二月  〇， 七 五  一 、 五 〇 

平均  一， 二 四  一 、一九 

日 淸戰役 後 船腹 過 剩を來 た し， 加 ふるに 明治 三十 

易 振 はす、 海運 界も 苦境に 陷 ，5 しが、 三十 三年 北淸事 

二十 三 隻六萬 六 千 噸_ 大阪 商船 株式 會社船 二十 四隻 

船 政府 御用 船と な b、 稍-人 氣を 恢復す。 次で 翌 三十 

立戰爭 あ， 9。 爲 めに 一 時 船腹の 需要 を 喚起したり 

治 三十 五 年 却って 沈 衰の傾 を 生 じ， 三 十六 年に 入り 東洋 方面に 於け る 

他の 外 國出稼 船 は 收支償 は す. 相 踵で 上 海. 香 港に 繋船す る もの 多 く， 前 

,9 しが、 三十 六 年末 日露 國交 漸く 險惡 となり、 三十 七 年を迎 へ て 市況 俄 

大に活 氣を呈 する に 至れ， 5。 

第三 隼 日 清 戦役 前後  ニニ 


1 ，六 〇 

I  、六 五 

一 、七 〇 

一 、五 〇 

1 、四 〇 

一 、六 〇 

丁 二 年 財界の 不況 

變起， -、 日本 郵船 株 

一 萬 五 千噸. 其 他 若 

四 年 ァギナ ルドの 

と 雖 も、 市 况 向上の 


に 逢 ひ， 賀 

式 會社船 

干の 社外 

比 律賓獨 

勢な く、 明 

諾威及 其 

途 暗澹た 

に 耍 化 


兵 
康 


神戶市 * 刖玆ニ 紳戶海 ia 五十 年. 

兵 庫 運河 は 新 川よ b 東 尻 池 海岸に 

開憨に 係る。 同社の 目的 は 林 田 村 海 

を 開 き、 船 舶 をして 和 田 岬の 風波 激浪 

し， 運 河 沿岸 を閲發 し、 住 宅地 を 造 b  、地 

兵 右衞門 等が 新 川 開鑿 を 企てし 當時 

二十 二 年に 至.^、 池 本文 太 郞-南 佐 兵 衞- 

治 二十 六 年末 藻川豐 三郎. 谷 勘 兵衞. 近 

十五 萬 H と し， 其 筋の 許可 を 得て 工事 

廣海 二三 郞及 淺野總 一 郞は 社外 船 

明治 二十 四 年廣海 二三 郞の 首唱に 依 

主の 同盟 園 體を 組織 し， 益.. 斯笼 の發達 

立し， 之 を 東西 兩 部に 分ち， 東部 事務所 

三郞 西部々 長に、 淺野總 一 郞 東部々 

及大 阪に兩 部の 聯合 總會を 開催す る 

の^ 理に忙 はし く. 未 だ 同盟 圑體， f し 


£  二三 

通す る もの にして. 元 兵 庫 蓮 河 株式 會 社の 

濱 よら 兵 庫 南 逆 瀬 川 町 新 川に 達する 運河 

を 避けし め、 通 過の 船舶よ， 9 通 船 料 を徵收 

料を收 得する にあ b。 曩に 明治 六 年祌田 

旣に 之に 著 目せ し 者 多し と雖 も、 漸 く 明治 

入 尾 善 四 郎等 熱心に 研究す る 所 あり。 明 

藤薰. 武 井守 正等發 起 人に 加 は り， 資本金 三 

に 著 手し， 明治 三十 二 年 竣工す。 

の先驅 者に して、 最も 錚々 たる ものな り" 

り、 淺野總 一 郞. 馬場 道久 等と 相 謀り， 全國船 

を 期すべく、 日本 海運業 同盟 會を大 阪に創 

を 東京に、 西部 事務所 を 大阪に 置 き， 廣 海 1 一 

に 任 じ. 谷， 經 濟を獨 立せ しめ. 春秋 二期 東京 

こと、 なせ， 5。 日淸戰 役の 頃 は 同盟 內部 

て顯 著なる 事蹟 を擧 ぐるに 至ら や。 且社 


外 船主の 通弊と し て 協力 一 

搖ぎ、 明治 三十 一 年に は 早く， 

に 必要 を感 じ、 岡 崎 藤 吉. 牧 野 

年 五 

取扱 

ど も 

る 所 

て 彼 

三郞 

す ベ 

の 多 

の 圑 

依 り 

に 付 保證金 二百 圓を 提供せ 

第三 荜 日淸 戦役 前後 


基礎 

* こ 更 

十 四 

議す 

を 以 

： 海 二 

一 に l^v 

る も 

せ し 

議 に 

、一 人 

て 同 

一 二三 


月 東西の 船 

店 竝にブ 0 

異論 百 出、 遂 

t。 本來 

等 を 加 人せ 

は 船主と 扱 

きものに あ 

く， 就 中佐 藤 

體を 組織し- 

主に 壓 迫せ 


致の 精神 を缺 き、 年 所 を經る 

. も 解體の 破目に 陷る。 其 後 

惟雄. 三上豊 夷. 吉田長 敬 等の 

主 を 名 古 屋に會 合 し、 其 復奥を 協議す。 

1 力 ー 等 一 般 海運業 者 を も入會 せしめ 

に 決せす して 散會 す。 同年 秋 更に 大阪 

船主の 多く は 扱 店及ブ 。—力— の 跋扈 

しめんと 欲 し、 前 囘の 提議 を 繰返して 止 

店と は 其 業體及 商業 上位 置の 差 逢 ある 

らす とし， 極力 反對 す。 扱 店 側に 於ても 

勇 太郞及 太刀 川 又 八郞の 如き は 扱 店 及 

雙方氣 脈 を 通 じ、 斯 業の 發 達に 資せ 


ん i 

られ其 効 を 奏せ や、 遂 に 右近 權左衞 門. 支 

船主 を正會 員 と し， 扱 店及ブ C11 力— は準會 員の 名 

しめ て會 費の 負擔を 免除す 


に從ひ 却て 圑 

海 蓮界の 趨勢 

發 起に 依 り、 明 

當 時の 主要 間 

んと する にあ 

岸 松 館に 會合 

跳梁 を 制 す る 

ます 獨， 9 船 

を 以 て、 等し く. 

反對の 意見 を 

ブ 口 1 力— は 

欲す る 旨大に 

配 人 佐 渡 善 平 

# を 以て 會員 

る： と、 し 辛 


體 の 

に 伴 

治 三 

題 は 

し、 熟 

主意 

主廣 


全然 

主張 

の 發 

i し 

う じ 


神 戶市史 別錄ニ 神 戶诲遝 五十 年史  一二 四 

n ^船主 同 會の 創立 を 遂 げ、 其 名稱を 日本 船主 同盟 會 とす。 由 來扱店 及. フ "—力 ー は 一 般 

盟會 

に 船主に 隸屬 せる ものと 看做された， 9 と雖 も. 時 勢の 推移に 從ひ 漸く 其 釣合 を 

變 す. 然 れ ども 未だ 全く 其關係 を離脫 する 事 を 得 す. 蓋 し當時 不得已 事情と 云 ふ 

べし。 同 會は其 後 政府に 對 する 交渉の 便宜 上、 本 部 を 東部 事務所 內に 設け. 西 川 

莊三を 東部 専務 理事 に、 吉 田 長 敬 を 西部 専務 理事に 指 命す。 

富 富 島 組 は 事業の 進展に 迚れ 治 三十 四 年 一 月 組織 を變更 し. 合 名會 社と なせ 

り。 是 よ . り 先. 富 島 組 は 明治 十七 年 五月 大阪 商船 株式 會 社の 創立と 共に. 組合 組 

織 を 以て 大阪市 川口 常お 町に 設立 せら れ. 商 船會 社の 專 ス テベ ドア— を營め 

る もの n 同 組が 支店 を 海岸 通 三 丁目に 創設せ し は 明治 三十 年 二月に して、 

支店長 は 鈴 木 松 之 助な 、其 後明 治 四十 年 八月 大阪 商船 株式 會 社の 脬船 全部 を 

讓 受け^お 船 を 開始す。 明治 四十 一年 合資 會社 とな り、 四 十二 年 三月 鐵道部 を 

新設し， 特に 伏 木 經由內 地 北海道 舟 車 連絡 貨物 取扱 を 始め， 其 後 社運 益-隆盛 に 趣 

け ，5。 

水先 人  砷 門 司 間卽瀨 芦 內海 航路 區域は 世界に 稀なる 多島海に して. 難路. u い ふ ベ 

く、 外 國船は 別に 保 險の闕 係 もめ り， 水 先案內 なくして 航， 仃 する 事 能 はざる 故 を 


以 て， 神 芦 開港 以來年 を 追うて 水先 人の 必要 を 生や。 最初 日本人に て は 北 野 由 

兵 衞. 富 田 市兵衞 最も 古 く、 次 で宫岡 百藏ぁ b  、明 治 二十 六 年 六月 賀屋洋 介 開業せ 

る有樣 にし て、 明 治 二十 六 年に 於け る 沿岸 及 瀬 P 內海 免許 水先 外國 人を擧 ぐれ 

ば 左の 如し。 

P.  A.  Dithluf¥n.  P.  C.  Fullert.  J.  stw-lma?  a.  J.  care? 

Joseph  T-homils.  wisclsf.  ノ V.  walker.  J.  L>evenlsl-. 

J. 〇. Andersen.  J.  Harris  (Local  ana  cllannel) 

明治 三十 二 年 十月 祖父 江 銀 次会 良 敍三郞 開業す。 明治 三十 二 年 三月 政府 は 

水先 法 を發布 し * 同 年 七月 同 施行 細則 を 公布す。 各區 水先 人 は 組合 を設 くる 事 

と な ，9、 明 治 三十 四 年 九月 一 日 瀨戶內 海水 先人 組合 設立 せら れ、 事 務所を オリ ェ 

ンタ ^ホテルの 一 部に. 置き， 組合 長 Frank  Bischof 副 組合 長 A. IX  m=s 委員長 賓 

屋洋介 就任す。 當 時の 組合員 は 上記の 外 左の 如し。 

祖父 江 銀 次。 曾良鉉 三郞。 佐 久間强 平。 齋藤千 次郞。 

H.  D.  James.  P.  C.  Fullert.  J.  Steedman.  H.  p-ll.ew. 

^.  Devenlsll.  J.  ivllders----.  A.  Fsher.  .w.  .Laucnt. 

第三 章 日 谙戰役 前後  一二 五 


祌戶 港務局 

閗設 


神 戶市史 刖 SSM 一  神戶 海運 五十 年史  一一 一六 

>. suu-.ray.  A.  Thomson.  c.  Q. Is-rtsidner.  --.  K-121. 

C.  H:lm. 

明治 三十 一 年 七月 勅令 第 百 三十 九號を 

六號を 以て 间法 施行 細則の 發布 あ， り。 船 

载船 特別 取締 等 を 規定す。 神 芦の 港界は 

線と 和 田 岬よ. o 北東に 引きた る 他の 一 線 

定めら れ、 同 年 十 =C 港 內に十 個の 浮標 を 

乃至 一千 尺な り。 浮標 使用料 は 二十 四 

旣納の 浮標 使用料 は實際 使用せ ざる 時 

十 一 お 港 則に 依り 花喂 町に 神 芦 港務局 

標準時 を 示す ため タイム ボ 1- ル を構內 

果 同局 は 兵 庫 縣に屬 し、 港 務 部と 改稱せ 

彥 にして 獨 逸人 船長 ゼ ！ゼ ！マ ルマン 


設 

ら 

J. 


以て 開港々 則， 同 年 九月 遞信 省令 第 十 

舶の出 入. 港 內 治 安. 衞 生. 防 疫.危 險物積 

脇の 濱の東 角よ、 り 正南に 引きた る 一 

との 二 線 を經界 となした る 面積 內と 

置す。 浮標と 浮標との 間隔 は 六 百 尺 

間 (又 は 未満の 端數) に 付 金十圓 にして、 

雖も之 を還附 せざる 規定な り。 同年 

置 せらる。 同局 は 明治 三十 五 年 四月 

建設す。 明治 三十 五 年 官制 改正の 結 

る。 港務局 開設 當 時の 局長 は 田 代 郁 

J.  Mahllmulll) 頓 SH- となる。 マル マンに 


先 ち. 英 入船 長ジ ョ ；，. マ ー シャ ル (John  Marshall) は 明治 九 年頃よ h- 遞信 省に 一展 は 

れ、 港 ^に闕 する 事務 を 鞅掌 し， 所 謂 " 1 バ， マ ス タ ー なりし が. 明治 二十 年 死歿 


す。 

顧問 

間 港 

舟. ftra 糸 フー  -mr 

之 を 

な ケ 

水 の 

上 の 

て 曳 

港灣 

留 の 

合 X 

系 フ 

P ら 

Ana 卞 


マ だ マ ンは 明治 四 年 神 P に來 り， 其 後 橫濱に 移 り. 沿 岸及瀨 B- 內 海の 水先に 

せり。 マ ー シャル の 死後 遞信 省に 雇 は れ、 彼 の 職 を 襲 ひ， 港 務局 開設と 共に 

に 任せられ， 明治 三十 三年 契約 満期 解職と なれり 同人 は實に 前後 十三 年 

灣 事務に 盡瘁 せる ものな， 9。 

に 於け る 船舶 給水 は 從來神 In- 給水 株式 會社等 神 芦 市 水道 上水 を 買 受け 

船舶に 販賣 せし が、 明 治 三十 八 年 四月 以後 神^ 市に 於て 直接 經營 する 事と 

• 給水栓 は 東 川 崎 町 二 丁目 及 各 埠頭に 在 り。 料金 は ー噸金 五十 餞と す。 給 

申込 は ダブ ル ュ ー 旗の 信號 を揭揚 する ものと し、 給 水の 方法 は 、七. 八 百 噸 以 

船舶に 對し蒸 汽啣筒 船に 「ホ— ス」 を 装置した る ものと 水船と を 小 蒸 汽船に 

行 き、 少 量の 給水 を 要する もの は 水船に 手 捲 啣筒を 装置し 給水す る ものと 

手 捲 啣筒付 水船 は 給水所 三 隻. 東 出 町に 一隻 を 配置す。 陸上よ， 5 の 給水 は. 

設備の 改善と 共に 第 一 • 第二. 第三. 第 四 突堤に 給水の 設備 を爲 し， 艦船 岸壁 繋 

際 直に 供給し 得らる。 其 他 東 川 崎 町 及 東 出 町 等 は 小船 自 から 同所に 於て 

を受 くるの 便 あ， り。 自家用 船舶に 對し 給水 装置 を 有する もの 数ケ所 あり。 

三 菱 倉 庫. 和 田棧橋 及高濱 繋船 岸. 祌 芦 稅 關. 遞 信 管理 局. 川 崎 造 船 所. 三 菱 造 船 

第一 一一 草日淸 戦役 前後  一二 七 


祌 戶市史 S!Jg  二 祌戶诲 運 五十 年史  一 ニノ 

所. 港 務部 等に して 給水の 設備 は 小 蒸 汽船 三 隻. 唧 筒 船 十隻. ガ ソ リン 卿 筒 船 五隻. 

水船 十五 隻 (內 手 捲 啷筒船 四 隻) を 使用す。 水船の 積載量 は 四十 五噸 乃至 百噸に 

して 手 捲 卿 K の^ 載 量 は 約 二十 五嚼 とす。 


第 四 章 日 


役より 明治 末期に 至る 


0S  明治 三十 七 年 二月 日露 

にして 百 萬の 軍隊 及 之に 

覇 權を爭 ひし 爲め 海軍 も 

缺乏 著しく 之 を 補充す る 

く 多大の 噸數に 上れり。 

明治 三十 七 年中 臨時 傭 

明治 三十 八 年中 臨時 傭 


CHS 戦役 中 

外 國船慵 入 


戦役 起る や 、戦場 は 日淸戰 役の 場合と 異 b、 其 區 域廣大 

相當 する 軍需品の 輸送 を 要 し、 殊 にニケ 年に 涉り 海上 

多大の 運送船 を 使用した る を 以て 通商 賀易 上船 腹の 

ため 外國 船の 購入 は 云 ふ を須た す、 一展 船 も 亦 左記の 如 

入 外國船 二百 八十 六隻 總噸 八十 八 萬 六 千 四百 七噸 

入 外 國船百 九十 九隻 總噸 五十 九 莴ニ千 六 百 八十 三 


日露 戦役 中 

す 用 舟 


此戰役 中 御用 船 最も 多き 

陸軍 百 七十 七隻 四十 

海軍 八十 九隻 二十 三 

合計 二百 六十 六隻 六 

第 四 草 B 露 戦役より 


^M. ま、 

四 萬 噸 

萬 噸 

十七 萬噸 

明治 末期に 至る 


二 九 


祌戶 市. e 刖錄ニ 神戶 海運 E 十年史  1 三 〇 

之 を 各社に 區別 すれば， 

社外 船  百 七十 八隻 總嚯 三十 八 萬 一千 二百 噸餘 

日本 郵船 株式 會社  五十 五隻 同 二十 一 萬 二 千 九 百 二十 七噸 

柬洋 汽船 株式 會社  四隻 同  一 萬 八 千 八 百 九十 ニ囉 

大阪 商船 株式 會社  十四 隻 同  一 萬 八 千 二百 二十 噸 

三 井 物 產會社  九隻 同  二 萬 六 千 四百 十九 噸 

北海道 炭礦 株式 會社  三隻 同  七 千 二百 七十 ニ噸 

三菱 合資 會瓧  三隻 同  五 千 〇 五 十九 囉 

此戰 役の 最初に：^ も壯擧 とする もの は 旅 順 口の 閉塞な， り。 之に 使用せられ し 

船舶 左の 如し  / 

旅 順 m 塞 船 第 ： 囘 閉塞 船 

天. 津丸 報國丸 仁 川 丸 武陽丸 武州丸 

第二 囘 閉塞 船 

千代 丸 廨 井丸 彌彥丸 米 山 丸 

第三 囘 閉塞 船 


日 SiS 戰役中 

捕 拿 船 


も の 

部 分 

英 


新 發田丸 

相模丸 

竝に 中立 

、解撤 せる 

は 民間に 


諾威 


露 

米 


國 

典 


合 


1著 


小 倉 丸 長 門 丸 

愛國丸 江^, 丸 

國 船舶の 拿捕せ 

もの、 政府 特務 船 

拂 下られ 商船と 

二十 三隻 


ら れ 

と し 

し て 

六 萬 


第四阜 


十隻 

四隻 

ニ隻 

十六 隻 

五隻 

ニ隻 

一 隻 

1 隻 

六十 四隻 

B 露 戦役よ. 


三 河 丸 遠 江 丸 小 樽 丸 

顔 丸 釜 山 丸 佐 倉 丸 

しもの 左の 如くに し 

て 任務に 就きし もの 

使用 せらる。 

六 千 四百 八十 四噸 

萬 五 千 八 百 十八 噸 

六 千 七 百 十八 噸 

千 五 百 七十 九噸 

四千 七 百 四十 七噸 

千 三百 五十 五噸 

六 千 二百 三十 一 噸 

二 千 五 百 六十 ニ噸 

四千 二百 六十 九噸 

總噸 十五 萬 〇 七 百 六十 三噸 

明. 治 末期に 至る 


て此內 軍籍に 入りた る 

なきに あらす， i 雖も大 


三 萬 

1 萬 


ニニ 1 


祌戶市 史 His  二 神戶海 as 

日露 戰役中 社外 船主の 瑜入 せし 


後の 檢 入船 


船 名 

高 雄 丸 

八幡 丸 

御吉野 丸 

瓊浦丸 

曰 P 丸 

能 登 丸 

手宮丸 

喜 佐 方 丸 

北^ 丸 

江 陽 丸 

吉生丸 

沖繩丸 

神宮 丸 


國名 

英國 

同 

同 


同 

I ^お 


原 

(i  一-二 Igyle. 

yamoa. 

winelan-1. 

Tai-Lee. 

Besvenuc. 

Yik-sang. 

Oslo. 

Priam. 


名 


ト年史 

船舶 を舉 ぐれば 左の 如し 

船 質 總噸救 建造 年 

鋼 三， 一 五 二 一、 八 八 九 

鐵 四、 三  一二 一， 八 八 六 

鋼 三、 七 〇 六 一、 八 八 六 

鐵 一、 一八 一 一 、八 九 八 

同 二、 七 二 五 1. 八 八 三 

鋼 一, 三ニハ 一、 九 一四 

同 二、 九 四 二  一  、八 九 四 

鐵 二， 三 七 二 一、 八 八 三 

同 二、 三 八 ひ 一、 八 八 一 

鍋 一 、四 四 六 一 、八 八 六 

鐵 二， 四 七 八 一、 八 八 一 

同 一、 三 七 一 「八 八 二 

鋼 三、 〇〇 二 一、 九 〇 四 


1 三 二 

買  主 

廣海 二三 郞 

右近 權左衞 門 

廣海 二三 郞 

橋 本 辰ニ郞 

岡 崎藤吉 

中越 汽船 株式 會 社 

北海道 炭礦 汽船 株式 會社 

山 下. 龜 三 郎 

馬場 合資 會社 

日本 商船 株式 會社 

太 湖 汽船 株式 會社 

鹿兒島 汽船 株式 會社 

岸 本 五 兵 衞 


盛運 丸 同 of  Bea-ly. 同 一 ， 八 八 五 

四 國丸同 Mongkut.,  鐵 一、 四 o 四 

萬 田 山 丸 同  pl!m1)rokeHhire. 鋼 四、 五一 三 

米 山 丸 同 cloncarry.  鐵 一一 、八 二三 

神州 丸 同 Baronlcawdor. 鍋 三、 四 一 九 

江 都 丸 同 Glengarry.  鐵 三、 一八 二 

長 幸 丸獨國 sonier.  同 一、 六 六 八 

千代 丸英國 |3£..  鋼 三， 三 五一 

大安 丸 同 Gloucester  City. 同 二、 四 四 九 

太 孤山 丸 同 Glenertoney. 同 三、 一二 六 

辰  丸 同  Myrmidon.  同 三， 一四 八 

日英 丸 同 Celebes.  同 ニ、三〇ニ 

摩 耶山丸 獨國 Michael  Jebsen. 同 九 八 〇 

富 美 丸 英國 Kobcil.t  Diddgon. 鐵 一 一、〇 七 九 

满珠丸 同 piu-a  Ghula  chonkla? 鋼 一 、六 六 一 

第四箄 日 露 戦役より 明治 末期に 至る 


、八 八 八 原 田 十次郞 

、八 八 三 臼 井鹿 太郞 

,九〇 一 三 井 物 產會社 

、八 八 四 板 谷宮吉 

、八 九 五 岸 本 五兵 衞 

、八 八 三 曰 本 商 船 株式 會社 

、八 八 四 御前 長 之 助 

、八 八 九 緖明 菊三郞 

、八 八 九 中島 伊平 

、八 八 九 三 井 物 產會社 

、八 九 〇 攝津航 業 株式 會社 

、八 八 三 岡 崎藤吉 

、八 八 九 河邊九 郞三郞 

、八 八 一 三 上豊夷 

、八 八 三 長 谷川 鋅五郞 

1 警1 


神 戶市史 ^錄ニ 祌戶诲 運 五十 年 史 

船 名 國名 原  名 船 質 

小 雛 丸英國 K:hi§r.  0 

福 井 九 司  westmister.  同 

干珠丸 司  r-llracllonklao.  同 

琴 平 丸 同 GlenTl-iH.  同 

西部 丸 同 Birlsgate.  鐵 

明 保 野 丸 同  Crown  <>f  Arragon. 同 

日 淸丸同 復濟  木及鐵 

第二 辰 丸 同  Poly  一- henms.  鋼 

美^ 丸 同 CHtus.  同 

太 洲丸同 Tili-ch:w.  同 

S 里 丸 同 Aggi.  同 

江 In- 丸 同  Saint  Hub ュ. t.  同 

大山 丸 同 F2.F  鐵 


1 ミ四 

總 噸数 建造 年 買  主 

三 、一九二 一 、八 八 五 加 藤 善四郞 

二、 五 ニー 一、 八 八 七 大家 七 平 

四、 一八 九 一 ，八 九 〇 右近 權左衞 門 

一、 六 八 〇 一、 八 八 三 長 谷川 跬 五郎 

三、 七 二三 一、 八 八 七 四 本 萬 二 

1、 五 九 七 一、 八 八 二 山 田 啓 助 

二， 四 五 o 一、 八 八 三 尾 城滿友 

1 、二 〇〇 一、 八 八 三 田野 元次郞 

三 二 四 六 一、 八 九 〇 攝津航 業 株式 會社 

二， 四 九 七 一、 八 八 六 緒 明 菊三郞 

一、 四 五三 一， 八 八 三 海外 貿易 株式 會社 

三、 二三 一 一、 八 九 一 藤 野 四 郞兵衞 

三、 ニニ 一  一 、八 九 〇 廣海 二三 郞 

二、 〇 ニー 一 、八 七 八 大西爲 助 


祌幸丸 

樺 太 丸 

第一 一 多 聞 丸 

豊 富 丸 

第 一 共榮丸 

大和 丸 

第二 琴 平 丸 

曰 勝 丸 

愛國丸 

須磨浦 丸 

遼陽丸 

依姬丸 

笞島丸 

長久 丸 

神代 丸 

第 四 草 


同 

英國 

同 

諾威 

英國 

同 

同 

諾威 

英國 


carl. 

sbottards,. 

Roev-am づ t--n. 

13enlcch. 

〇 〇a.wpo. 

Ivonra-  Beng. 

Hermes. 

Colonies. 

Eanmoor. 

Sitalla ぬ nn. 

Mascotte. 

JesmoncL 


同 

同 


Mira.  鋼 

Gouverneur  Gene—  5 

raalvan  LaDSI-erg.  0 

日露 戦役よ リ 明治 末期 Li 至- 


、五八 八 

、八 九 五 

、一 三 六 

、四 四 四 


一、 五一 九 

四、 三 六 七 

一 、四 六 八 

三、 三 三 三 

二、 三 〇 二 

二. 八 〇 八 

三、 一 九 七 

一、 六 〇 三 

1 、二三 八 

一 ，〇 九 六 


、八 八 二 

、八 八 四 

、八 八 二 

ズ1 ノ-ノ 

、八 七三 

、八 八 三 

、八 八 八 

、八 九 六 

、八 八 九 

、八 八 三 

、八 八 三 

、八 八 三 

、八 七 九 

、八 九 六 

、八 七 五 


岸 

大 


大 

牧 


本 五 

木 龜 

瀬 秀 

崎 常 

坪 嘉 

崎 芳 

本 


兵 

三 


三 

太 


七 


*JfcJ 


介 


吉 

七 


海外 貿易 株式 會社 

絹 川 安松 

田 中 長兵衞 

尼 崎 伊三郎 

一 三 五 


神 戶市史 刖 


船 名 

第三 琴 平 丸 

乾坤 丸 

第三 辰 丸 

錦 生 丸 

三 颔 丸 

富 喜 丸 

仁義 丸 

喜 代 丸 

松 島 丸 

巴 丸 

東鄕丸 

加賀丸 

秀 丸 

第二 仁義 丸 


國名 

英國 

同 

同 


英國 

同 

諾威 


英國 

同 

同 

獨國 

英國 

同 


玆ニ 祌戶海 M- 五 

^ 名 

Baladin. 

l)eilll. 

March. 

Else. 

一。 luat. 

Marie  Jebsen. 

/Unsr-Jnug. 


十年史 

船^ 總噸數 


鐵 

同 


同 

同 


一 、九 七 九 

一 一、 七 八 七 

二、 〇 ニー 

1 、四 二 七 

一 、六 四 七 

一 、四 四 〇 

1 、二 六 七 

一 、四 四 八 

九九 一 一 

二. 五八 一 

三、 二 九 〇 

二、 三 〇 九 

九 二 四 


一 一一 一 六 

建 造 年 買  主 

一， 八 九 〇 川 崎 芳太郞 

一、 八 八 二 乾 新兵 衞 

一 、八 七 八 攝津航 業 株式 會社 

一、 八 八 四 吳錦堂 

1、 八 九九 橋 本 辰ニ郞 

一， 八 八 三 村 金 商店 

一、 八 八 二 茂 龜 四 郞 

一， 八 九 六 川 野 宗太郞 

一 、八 八 二 北陸 汽船 株式 會社 

一 、八 八 二 函館 汽船 株式 會社 

一、 八 八 八 源延初 

一、 八 九 四 屮越 汽船 株式 會社 

1 、八 八 四 戀田淸 三 郞 
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越 佐 汽船 株式 會社 

簡  照  南 


何等 經驗を 有せざる ものと 雖 

たる 者 も 亦な きに あらす。 

年 日本 郵船 佐 倉 丸 (總喷 二、 九 七 

總喷 三， 八 八 三) を 使用し、 日露 戰 


後、 亦 ニ囘 同船 を 航行せ しむ。 其 後 南米 は 政府の 命舍 補助 航路と な， 9 しに 依， 5、 

東洋 汽船 を 主と し 曰 本郵， 船，. 大阪 商船の 手に 歸す。 

明治 三十 八 年 十月 川 崎 汽船 第二 琴 平 丸 (總 噸 四、 三 六 七) は 大陸 移民 會 社の 扱に 

係る 移民 一 千 二百 名 を 搭載 し、 メ キ シ コ國マ ンザ リノ 及サ リナ ク クヅに 到る， 

翌三 十九 年 一 千 名 を 搭載し、 再び サ タナク ダヅに 到れり。 

明治 三十 八 年 十二月 東洋 汽船 株式 會社は 香港 起點橫 濱. 桑 港經由 南米 西岸 智 

利 行 航路 を 開始す。 本 航路 は 成績 良好なら や、 四十 一 年 七月 一 時 中止せ しが、 明 

治 四十 二 年 四月 再開す。 

伯剌西爾 移民 は 明治 四十 一 年 東洋 汽船 株式 會社 汽船 笠卢丸 (總噸 六、 一 六 七) を 

以て 皇國 殖民 株式 會 社の 移民 一 千 名 を 輸送せ る を 第 一 著と す。 次で 明治 四十 

三年 原 田 汽船 旅 順 丸 (總 噸 四、 七 一一 一 〇)、 四 十五 年 尾 城 汽船 嚴島 丸 (總 噸 一 1 一、 八 八 三) 及 日 

本 郵船 神 奈川丸 (總嚼 六， 一六 九)、 大正 二 年中 村 汽船 第二 雲海 丸 (總噸 三. 九 五 一 )、 其 後 

鈴 木 汽船 帝國丸 (總噸 五、 一 六 四) は 何れも 皆 竹 村 與右衞 門 扱の 移民 各 一 千 名 以上 

を 輸送せ り。 

明治 四十 三年 一 月 政府 は 東洋 汽船 株式 會 社に 命 じ、 撗 濱智 利國コ 。ネ y 間の 
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大冶！ I 石の 


取 


渤海 s-し 於 

ける 邦 人の 


航路 

八 

含鐡 

引受 

五 萬 

て m 

漢 

S 戦 

^ 使 

ジ9 

一 手 

( 旣 


神 戶市史 

を 開かし 

幡製鐽 所 

量 東洋 隨 

く。 明治 

嚼に 達す 

江 可能の 

陽 銑鐵逑 

役 前の 事 

船 第二 多 

年ぎ. TN  5K- 


朋錄ニ 

め、 其 後 之 

の 原鑛は 

1 と稱せ 

三十 二 年 

. 冬季 楊 

適 0 な る 

搬は 三 井 

に屬 す。 

聞丸漢 口- 

十 萬噸に 


^搬 引受 契約 成立 

戰 ^を 中心とし 

なる 出来事な b。 

に 日 淸戰^ 前に 遡 


神戶 海運 五十 年 史 

を 變更し 橫濱バ 

て 楊子 江 

明治 三十 

十五 年に 

水中 大型 

物色す る 

一手 引受 

國 傭船 を 


主と し 

ら る 

よ h- 四 

子江滅 

港湾 を 

其 頃 外 

撗濱銑 

及び 明 

したり" 

其 前後 

今其發 

と 雖 


一 四 二 

, パ ライ ソ (南米 西 海 岸) に 短 縮 す- 

流域 大 冶よ， 9 輸入せ 

於て 


一一 一年 以來 三菱に 

至る 輸送量 一 筒 年 二 

船 遡 江 不可能なる を 

必要に 迫れ b。 
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治 四十 四 年 四月よ h- 向 ふ 十五 
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に 渤海灣 頭 邦人の 海運業 を 創始した る 

達の 跡 を 探ぬ る に， 開 拓者 とも 謂 ふ ベ き 鼻 


て， 

十 

曰 
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祖 S 

明治 

十七 年. S 芝 i 不に e 住せし 高 橋 藤 平が 高 橋 洋行 を 同地に 設 け， 日 本 船舶の 元极 


と 雖 も， 盛 んに 活動せ る は 日露 戰爭 時代な， 9- 


部 

を 


業と し、 明治 三十 三年 芝罘 よ， o 渤海灣 內諸港 間の 航路 を？ 1 き 事業の 根 牴を作 b 

しが、 不幸 明治 三十 四. 五 年の. 海運 界 不況 時に 一 大 打撃 を 蒙ち、 成業 央 にして 終に 

起た や、 同 三十 六 年 死歿す る に 至れ.^ 之より 先 大阪藤 永 田 造船所 主 永 田 三十 

郞は渤 海 灣の航 業 有望なる を 看取し、 所有 船 永 田 丸 (最初 第一 一. 第 八. 第 十 丁 第 十二. 

後 第 十九. 第 二十 六 等) 數隻 を 派遣し 小 栗 松 三 郞を扱 人と し 芝 S 不. 龍 口. 營 口. 大 連 等 

の 沿岸 航路 を經營 せし む。 小 栗 は 店員 久野武 三 郞. 原 田 三 七. 道 川 理逸郞 等 を 派 

遣し 相當 成績 を擧 げた、 り。 其 後 間も無く 芝罘 にて 岩 城 卯吉も 汽船 萬 成 源 丸 (總 

噸八八 六；. 三 笠 丸 (總噸 七 九 八). 蓬萊丸 (總噸 一 九 四 等) を渤 海灣航 業に 使用す、 長 崎 

喜 久屋商 會松本 梅 三 郎等 其 一 部の 組合た. 9。 長 崎 橋 本 一 族 亦 ffi 浦 丸 (總噸 一， 一 

八 一 ). 爾靈山 丸 (總噸 八 七 七) 等 を 同 方面に 廻航 す。 此外大 阪原田 商 行 主 原 田 十 次 

郞は 明治 三十 四 年 六月 汽船 松 浦 丸 (總噸 二 一  五) を 芝罘. 營ロ 航路に 使用し 三十 五 

年 十 一 月 同 航路 を廢航 せり。 明治 三十 八 年 二月 汽船 生 田 丸 V 總 噸七 〇 九) 及 正 義 

丸 (總 噸六 〇 一 ) を 以 て 芝 罘. 安 東縣 航路 を 開始す。 明治 四十 年 十二月 頃 一時 同航 

路を 中止せ しと 雖 も、 明 治 四十 四 年 十 一 月 萬 成 源 九 (總 噸八八 六) を 以て 再び 同航 

路を 開始し 大正 元年 十 一 月に 及ぶ。 猶 明治 四 十二 年 十. 一 月 正義 丸 を 以て 芝罘. 
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祌戶市 4  £!SS  二 神戶 海運 五十 年史  一四 四 

仁 川 航路 を 開き 明治 四十 三年 六月 之 を廢航 せり。 

東 和 公司 は 菊地吉 藏. 三 宅駿 二等 明治 四十 年營 口に 設立せ る ものに 係る。 菊 

地 吉藏は 芝 罘高檨 洋行の 一 店員な b し が、 東 和 公司 設立 以來營 口. 太沽其 他渤海 

灣 各地に 產 する 天 鹽を浦 鹽斯德 に 輸送す。 其 量每年 四. 五 萬 噸を 下ら す。 此 外 

太 沽. 大 成 浦產の ものにして 楊子 江 方面に 輸送す る もの 一 箇年 十五 萬噸に 達す。 

海運業 者と して 同 方面に 活躍せ る 者の 內 著名なる は 政 記 公 司. 松 茂 洋 行 (河 邊 

勝). 岩 城 卯吉. 田 中 末 雄. 東 和 公司 等に し て、 政 記 公司 は 支那 鐯 なれ ど も、 高 橋 洋行に 

あ たる コ ン プラド ー〃 張 本 政の 設立に 係 hz 芝 1^. 大 速 方面に 發展 し、 明 治 三十 

七 年頃よ b 或は 邦 船 を 傭船し、 或は 阪. 祌間 造船所に 新造 小型 船の 建造 を 註文し、 

祌卩の 海運業 者と 密邇の 關係を 有せる ものな り。 松 茂 洋行 は 明治 三十 五年營 

口に 設立 さ れ、 三十 九年大 連に 其 本店 を 移し、 河邊 勝の 乃父 九 郞三郞 の 番頭 田 巾 

次 太 郞 (章 博) は 賴 朝 丸. 摩 耶山丸 を 以 て、 殆 んど 定期的に 同 方面 阪. 祌 間の 航路に 從 

事せ， 9。 岩 城 卯. 吉 は 明治 三十 五 年 芝 罘に岩 城 商會を 設立 し、 伊 萬 里. 唐 津 方面よ 

b 往航 石炭 を ffi 載し 同 方面の 販路 を 開 き， 復 航 豆. 豆 粕 若く は 同 方面 積の 天鹽輸 

送に 從 事したり。 全然 海運業 者と な， りたる は 明治 四十 年に し て， 其 頃 汽船 干珠 


大 連の 海運 

0 


丸 を 傭船し 該 航路に 從 事した， 5。 

渤 海灣內 より 附近 諸 港 間 沿岸 航路の 

し。 其 外 北支 方面よ， 5 中甲板 以下 主と 

稼 苦力 を乘 せ、 上甲板に 生 牛 を 積 取 b  、浦 

を 常と す。 其 頃 一箇年の 苦力 乘客十 萬 

滿洲 租借 後明 治 三十 九 年 七月 軍政 撤 

道 株式 會 社 (資 本 金貳億 圓) 設 立 を 見た る 

員總裁 男爵 後藤 新 平. 副 總裁中 村是公 .理 

野 長太郞 由中淸 次郞. 野々 村 金 五 郞. 久 保 

謹 丁 瀧 兵右衞 門. 馬 越 恭 干 3 石 下淸周 等な 

後 次で ェ學 博士 松田武 一 郞撫順 炭礦 所 

淸次郞 其 街に 當 ら、 埠 頭 事務所の 開設 は 

たる を 四十 年 十月 一 日に 至り 埠頭 事務 

て、 埠頭 監督 は 船長 松 尾 小 三 郞. 槽 崎 猪 太 

大連 を基點 として 沿岸 航路 を 經營せ 

第 四 草 日露 戦役より 明治 末期に 至ろ 


殷盛 は 全く 邦人の 手に 成れ， 9 と 謂 ふ ベ 

して 天鹽を 満載 し、 中 甲板に は 支那 人出 

潮に 至 、同 港よ， 9  ,ハ ラ ス ト にて 引返す 

を 下らす。 

去され 民政に 移り 半官半民の 南満 洲鐵 

は 三十 九 年 十二月 七日 にして、 當 時の 役 

事 犬 塚 信 太郞. 久保田 勝 美. 國 澤 新兵 衞. 淸 

田 政 周. 岡 松參太 郞. 監事 中 橋 德 五 郞. 河 上 

h.。 大八木 喬朶撫 順 炭礦の 經營に 任じ 

長と なる。 海 蓮 行政に 就て は 理事 田 中 

明治 四十 年 四月 大速棧 橋 事務所と 稱し 

所と 改稱 す。 同所 長 は 相 生 由太郞 にし 

郎. 村 井 啓 次 郞等歷 任す。 

る も の は 東 和 公司 (菊 地 吉藏. 三宅駿 二) 政 

一 四 五 


神戶^ 史刖錄 1 ー神戶 海運 五十 年史  一四 六 

記 ^ 司 (張 本 政) .北 淸輪船 公 司 苗 中 末 雄. 河 邊勝 等の 共同 事業 な b). 阿 波國 共同 汽船 

株式 會社 等なる が、 近き は 柳 樹屯對 岸 芝 罘. 安東 縣 等に 及び、 明治 四十 一 年 八月に 

至.^ 滿鐵 自ら 上海 聯絡 航路 を 開き. 日本 郵船 株式 會 社よ， り 神 e- 丸 (總 噸ニ、 九 二三) 

を 傭船し 就航せ し む、 航 路は大 連. 靑 島. 上 海の 三角 航路な り。 四十 二 年 五 西 京 

丸 (總噸 一 一、 八 四 八) を 以て 之れ に 代へ、 四十 二 年 八月 更に 帝國 海事 協會 所有 船 さ か 

き 丸總 噸 三、 四 o  o) を 配船す。 

ぬ E 商 行 北 下闢 を起點 とし 雄 基灣に 至る 三 週 一 囘の 定期 航路 は 明治 四十 年 六月よ， 9 同 

四十 二 年 三月に 至る 迄 政府 命令 航路と して 開始し 屮途 明治 四十 二 年四パ より 

叫 十五 年 三月に 至る 三 週ニ囘 航路に 改め 北韓 谷地 樞耍 港に 寄港せ り。 原 田 商 

行 は^ 船 第五 盛運 丸 (總 噸四九 二 を 以て 航海 を I！ 始 したり。 政府 は 一 航海 七 百 

E の 補助金 を下附 したる も 船主 收支相 償 ふに 至ら す、 四 十二 年 四月より ヒ隻配 

船 をな し 地方 開發に 努力し 內 地との 交通 貿易に 資する 所 あ， 9 たり。 四十 五 年 

三月に 至 b 朝鮮 總督府 保護の 下に 同 沿岸 を統 一 せしめた る を 以て 原 田 商 行 は 

使用 船 一 隻の資 却と 共に 之 を 朝鮮 郵船 株式 會瓧 に讓 渡したり。 

^^IM 及 安東 縣夫東 ^薪 島. 龍 岩 浦. 多獅島 方面よ、 り 積 出した る 大豆 竝に 豆粕 も阪. 神. 伊 


闢 東州篛 i£ 

取 


勢 灣. 横 濱 へ相當 船腹 を 需要 

陞 公司 金 井 佐 次 等に し て、 明 

が 取扱 ひたる を 始めと し、 四 

傭 船 し、 爾 來續々 入 著 を 見る 

日露 戦役の 結果 關東州 を 

邦人の 手に 經營 せらる 、 に 

內地 輸入 を 見る に 至れり。 

型 船の 積 取に 從 事す る もの 

海 州 毯積取 海 州鹽を 揚子江 沿岸 需要 

タフ ヰ- |がド*ス ワイ 

以 て グランド キヤ ナ 


る が 

汽船 

明 治 

船 を 


せ， 9。 主なる 荷主 

■ 治 三十 九 年頃 海運 

十二 年に 入りて は 

に 至れり。 

租借した る た め、 復 

至. り、 鈴 木 商店 等の 

當初 一 箇年積 取 高 

多し U 

地に 輸送す る に は 

ァ 商 會-ジ ャ 、デ ン* マ 

\ を 通じ 義徵 (十二 


を 

四十 年頃より 邦 船 割込み、 一 時 前記 各商會 

使用す る 事と せば 運賃 低廉なる のみなら 

次 邦 船 を 使用す るに 至る。 一方 外 國商會 

ら す、 船 費 も 亦 比較的 高く して 邦 船と 競爭 する 

第四窣 日露 戦役よ リ 明治 末期：. I- 至る 


は 三 井 洋行. 日 東 公司 久間善 

業 を 安東 縣 三省 洋行 中 野 初 

鴨 江 商會森 永延吉 社外 小型 

州 双頭 灣の 舭子窩 方面 製鹽 

手に 收 めら れ、 明 治 四十 年頃 

約 十 萬 噸見當 にし て、 重 量 一 一 

支那 ジ ャ ン クに 依りた る も 

ゼ ソ ン商會 及 招 商 局 等が 其 

威) の 集散地 方面へ 輸送 を 開 

より 物議 起， 9 たる も 鹽拓局 

す、 盜 難の 虞 少なく 利益 多き 

側 は 船員の 給料 不廉 なる の 

の 不利 を 悟 り、 其 所有 船 を 有 

一四 七 


助- C1 

ゴ § 

船 を 


の 

牙 


な 

し、 

な 


神戶市 电 s: 饯ニ 神戶 海運 五十 年 *  一四 メ 

る 方面に 配船せ しむる-一と 、 な b  、龅の 廻送 は 漸次 邦船獨 占す る 所と なれ， 9。 

日本 a? 主 同 日本 船主 同盟 會は 明治 三十 四 年の 創立に 係る と雖 も圑體 としての 事業 は容 

盟^ P 

易に 舉ら す. 明 治 三 + 七 年 日露 戰 役の 初頭に 於て 陸軍 當局は 同 會に對 し 重き を 

おかざる もの、 如 く、 同 年 一 月 四日 卽 御用 始の當 日 陸軍省 は 突然 太刀 川 又八郎 

を 召喚す。 陸軍 當局曰 く、 將 に 近く 開戰に 至らん と す， 就 て は 多数の 船舶 を徵用 

す ベ し、 日 本 郵 船. 大 阪 商 船. 東 洋 汽船 は 直接 命 4" すべ き も、 社 外 船 は 全國に 散在し 

て交涉 困難な .9、 日 本船 主 同盟 會^ りと 維 も 法人に あらざる を 以て 契約の 對手 

と 爲す能 は す、 寧 ろ 太刀 川に 任す る を 便宜と する 旨內談 あ， り。 此に 於て 太刀 川 

は 事 頗る 重大なる を 以て 毛頭 私 心 を 挾 む ベ きに あら す、 公 明 正大に 此 用命 を 果 

さん 事 を 期し， 日本 船主 同盟 會 幹部に 此義を 通 じ， 熟 議の 結果 全國の 社外 船主よ 

,9 委任 狀を徵 集 し、 之 を 陸軍省に 提 示 し. 緒 明圭造 を 總 代理人と 定め， 太刀 川 は 緒 

明 圭 造. 岸 本 兼 太郞と 同道 陸軍省に 出頭 し， 前 記の 事由 を 陳述 し、 當 局の 承諾 を 得 

た，^。 是 よ.^ 太刀 川 は 實務に 鞅掌 し、 每 日 社外 船 丰扱 店 及 荷主 等に 打電して 配 

船 表 を 作成し， 日々 參謀 本部に 出向 し， 係 員 中島 正武 少佐と 折 街し， 社外 船 八十 餘 

^の 御用 皓を決 定 し， 次 で 太刀 川 は 同年 三 W 御用 船の 策源地なる 宇 品に 出張す- 


當時宇 品に 於け る 陸軍 運輸 部 司令官 は大 久保德 明大 佐な- 9。 太刀 川 は 司 <F 官 

の 意 を 體 し、 御 用船た る 各種 社外 船 を 一 會社 船の 如く 統 一 あ， 9 規律 あ， 9 節制 あ 

らし めん 事 を 欲し 大に 努力す。 船長 以下 海員 何れも 皆 緊張 し、 誠 意 誠心 職に 任 

じ 好成績 を 示す。 特に 敵前 上陸の 場合な ど勳 功に 値する もの 多し- 要するに 

戰役 終了に 至る まで 完全に 其 任務 を 遂げた る は 日本 船主 同盟 會の 誇と する 所 

なり。 猶 前記 太刀 川 又 八 郞が國 家の 爲め且 斯業の 爲 め盡瘁 したる 一事 は 特筆 

せざる ベ からす 

此戰役 前よ b 同會の 一 部に 於て 幹部の 專橫 なる 態度に 對 し慊焉 たる もの あ 

り 、戦役 終了後 益. -此氣 分を發 露し、 遂 に同會 創立の 主唱 者た る 大阪廣 海 二三 郞は 

三十 \ 年 八月 同盟 會を 脫會 する に 至る。 次で 同盟 會反對 側と して 起ちた る 仲 

介 業者に は 上 西 商店 上 西 龜之助 を 筆頭と し、 合 資 會社與 運商會 代表者 川 瀨俊繼 

等 飽く迄 船主： S 盟 會準會 員に 加盟せ す、 上 西龜之 助の 如き は 宛然 一 敵 國の觀 を 

呈 し、 前 記廣 海の 代理店と な り、 汽 船 千代 丸. 千 島 丸. 御 室 丸. 京 都 丸. 高 雄 丸. 江 戶 丸. 御 

吉 野 丸. 宇 品 丸 竝に同 主義の 曰 本 商船 株式 會社 汽船 江 陽 丸. 東 都 丸. 武 洲 丸. 武 陽 丸 

等の 扱 をな して 活躍 し、 寧 ろ 反抗的 態度 を 持して 下ら や。 故 を 以て 同盟 會は 益. > 

第四韋 日露 戦役よ リ 明治 末期に 至る  一四 九 


蘭稅 改正と 

日本 船主 同 

麗會 


钟 戶市史 ^錄ニ 神戶湛 運 五十 年史 

會 員の 結束に 努 め、 會 員外の 取引 禁止 勵行を 叫 

は 同盟^ 所 壩 の 船主 中 上 西 商店 又は 與運 商會 

天 止 生. 公 和號 等と 積 取 契約 を 結びた る 爲め物 

なら ゃ戒吿 を^り たる 事件 さ へ 生やる に 至れ 


央 市場 


す れぶ、 恐らく.^ r 曰 

明治 四十 二 年 秋 

樊腳 する 方針 を 執 

主 同盟 會は 躍起と 

船 所 系の 石 井淸關 

經濟狀 態よ， o 說き 

記 岡 崎. 吉 田 長 敬 等 

聞き入れられす， 一 

彼等 其 意を諒 とし- 

^かに  關稅々  率  を 

水 邦の 海運業 は 


の 船主 協會は 膨大なる 團體 

E (よ， 9 政府 は外國 中古 船の 

船 舶 輸入 稅率を 高めん と 

な b  、^- 理事 會を 招集し 討議 

税 改正に 贊 成した る も、 岡 崎 

起 し、 中 古 船の 購入 は 當時尤 

,B は 省 管 船 局長 內田 嘉吉に 

面 衆議院議員 安藤 新 太 郎等 

. 政府に. M ひ說 得した b と雖 

輕減 する 事と なれ り。 

n 淸戰 役に 際し 根柢 を 造り- 


す。 
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に 至，^ 

仲介に 
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當時 
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粕積俞 

那商復 興. 東 

の 如き は 

て 一層- 

し  なら 

內地建 

る や、 日 

1 人 川 

社外 船 

をカ說 

し が， 容 易 に 

動せ しかば， 

す 事 能 はす， 


し 
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の 

し、 

S 

覆- 


して 

興 祥. 

再 

HR 艮 

ん。 

造 一 

本船 

主の 

し， 前 


其 後年 を 追ひ產 業の 發 達， 貿 易 の 


I 一一  井 船舶 部 

の移轉 


三 井の 海外 


增 進に 伴 ひ 漸次 進歩した， o。 今其經 

の 屮樞に 位 L  、內 外 物資 集散の 要路に 

營 する 者 多 く、 特 に 近年 外國 貿易の 隆 

の 海運 中央 市場 は 上 海. 香 港よ b 轉じ 

斯く 趨勢の 然 らしむ る 處、 三 井 

轉し、 部長 藤 村 義朗. 次席 小 柳 七 四 

-り、 明治 三十 九 年 九月 川 村 貞次郞 

五 年 六月 物故 後大 石七郞 部長 代 

貿易 總 額の 半 を 一 手に 占めたる 

と 傭船 者と を 兼 ね、 事 實 社外 船の 

燈明臺 を 築く が 如 く、 炳 然として 

日露 戰役 中二 ケ 年に 亙. 9 同社 

代用と して 明治 三十 七 年 定期 傭 

船 内國船 五十八 隻、 七 萬 六 千 九 百 七十 六 

百 〇 七噸、 三十 八 年 に は 定期 慷船 外國船 

第 四 章 日 露 戰役 より 明治 末期 LL 至る 


良 \诤 

部長 

1 と 

大荷 

^ ぎ 

異彩 

は 所 

船 三 


を 察する に、 阪. 神 地方 は 地勢 上 本邦 產業 

,り 、古 よ b 他の 地方に 先んじ 海運業 を經 

に乘 じ、 日露 戦役 を經て 形勢 一 變し、 東洋 

祌 に 移れり。 

は 明治 三十 七 年 三月 門 司よ b 神 戶 に 移 

代理) 之に 任じ. 次で 谷ロ武 一 郞 部長と な 

任 す、 次 席 池 田 子之吉 部長 代理た b  、四 十 

る。 由 來三井 船舶 部 は 日露 戦役 中 本邦 

三 井 物 產會社 を 背景と し、 一 面に は 船主 

たる ベく 之 を 神 10- に迎 ふ、 恰も 太洋 中に 

放て， 9. 

船 全部 政府の 御用 船と な， 9 たる を 以て、 

九 隻、 總 噸八萬 六 千 二百 九十 六 噸、 臨 時 一展 

噸、 外 國船 二百 八十 六 隻、 八 十八 萬 六 千 四 

五 十 三隻、 十 萬 九 千 七 百 三十 九噸， 臨時 ー晨 

li 一 


日本 Ki 船 4" 

社 


神 戶市史 錄ニ 神戶 海運 五十 年史 

船. 3：  ^ 船 八十 ニ隻， 十 萬 五 千 七 百 五十 一 嚼， 外 

八十 三 噸を雇 入た b。 

M 社 は n 淸戰役 後 北米 太平洋 岸に 手 を 著 

設立し、 石炭の 输 33 竝に小 麥及麥 粉 輸入の 爲 

船す。 明治 四十 年 十一月 廣海 汽船 五島 丸 を 

し 桑 港に 向 はしむ" 四十 一年 汽船 釗山丸 は 

ふ。 是亦 新規事業の 一に 屬す。 當年 海運の 

として 老朽 船！： 蘇 山 丸. お 明 丸. 太 孤山 丸を賣 

バ—」 型 八 千 嚙級天 拜山丸 及 金 華 山 丸 ニ隻竝 

隻 を英國 に 注 文 し、 明 治 四十 四 年 四月 竣工の 

ボ 口 ー よ. o 鐵類を 積載し 日本に 囘航 せり 

= ぉ戰役 後の 日 木 郵船 株式 會 社の 發展は 

の 贸易增 進に カを盡 したる のみなら す， 明 治 

を if き 多大の 犧牲 を拂へ b と雖も 日印 貿！^ 

洲 航路 は 二週間 一 囘と し、 米. 一お 兩 航路 は 四 週 


1 五 二 

國船百 九十 九隻、 五十 九 萬 二 千 六 百 

け、 明治 三十 一 年 八月 桑 港に 支店 を 

め 時々 所有 船竝に 內外國 傭船 を 配 

以て， 北海道より 硫黄 及 石炭 を搭裁 

北海 逍 にて 硫黄 を 積載し 濠洲に 向 

不況に 際 し， 將來 に對 する 活動 準備 

却 し、 之 に 代 ふるに 最新式 「カン チレ 

に 三千 囉級高 雄 山 丸 及 六 甲 山 丸 二 

上、 英 國-ー ユカ ッス ル及 ミツ ド^ス 

遠洋航路の 充實 にして、 東 亜. 西 洋 間 

四十 四 年 十月に 至りて 甲谷陀 航路 

の發^ に 資する 所 鮮少なら す。 歐 

一 囘の 出帆と し、 遠 洋 航路 充實の K 


朿洋 汽船 株 

式會 社の 大 

型 新造 


大阪 商船 株 

式會 社の 大 

連 定期 航開 

始 


II ^馬 汽船 合 

資會社 


鋤 力た る 所有 船の 新造 を 策し， 明治 三十 九 年 乃至 四十 一 年に 總噸八 千 噸の加 茂 • 

平 野. 三 島. 熱 田. 宮 崎. 北 野の 六隻を 建造し、 四十 五 年に 至り 總噸 一 萬 噸の香 取. 應島 

ニ隻を 建造した，^ 

東洋 汽船 株式 會社は 夙に 南米の 富 源に 著 眼 し、 日 露 戦役の 終結 を 待ち 明治 三 

十八 年 十二月 英國 汽船 グ レン フ ァ— グ (原 名 Glenfarg. 總噸 三， 六 四 七、 建造 一 、八 九 

四 年) を 0 入 れ、 南 米 航路 を 開始す。 這 は 破天荒の 壯擧 にし て、 之 れが爲 め 東 洋. 南 

米 間の 關係 漸く 密接なる に 至れり。 同社 は 資本金 を 一 千 三百 萬 圓に堦 額 し、 最 

大 汽船の 建造に 著 手す。 天 洋. 地 洋の ニ隻は 明治 四十 一 年よ り、 春 洋は 四十 四 年 

よ， 5 北米 航路 フ リ ー ト に 加 はるに 至，^、 太平 洋上 の 巨船と して 好評 を 博す。 

大阪 商船 株式 會社は 明治 三十 八 年 一 月 旅 順 開城と 同時に 一 月 十二 日祌 芦 出 

帆の 汽船 舞 鶴 丸 (總 噸 一 、〇 七 六) を 一番 船と し、 汽 船 千代 丸 (總 噸 一、 七 四 六) ニ隻 を 以 

て大速 定期 航路 を 開き、 同年 四月 新造船 鐵嶺 丸 (總 噸ニ、 一  四 二) 及 開城 丸 (總 噸ニ、 〇 

八 四) を 使 用 し、 遞 信 省 命令 航路と なる。 

明治 三十 八 年 西 宫辰馬 吉左衞 門 は 辰 馬 汽船 部 を 設立 し， 安 藤 新太郞 名義 を 以 

て 汽船 多 喜 丸 (原 名 rcilp. 總噸 三、 二  O 八、 建造 一、 八 八 三年-を、 川 野 宗太郞 名義に 
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砷戶市 *  SIJSM1 祌戶海 a 五十 年史  一 五 四 

て 汽船 喜 代 丸 (原 名 Kr-. 總噸 一、 四 二 四 、建 造 一、 八 九 六 年) を 所有し、 明治 四十 二 年 同 

部 を 改め 辰！ li? 汽船 合 究會 社と す。 明治 四十 四 年 二月 株式 會社辰 馬 商 會は其 所 

"船攝 海 丸一 總 噸九 o 一 ). 第二 攝海丸 (總噸 一、 一四 九) .旺 洋 丸 (總 噸 一、 九 一 o). 英航丸 (總 

噸 一 ，四 九 〇；• 辰 丸 (總 噸三， 一四 八). 第 一 一 辰 丸 (總 噸三、 一 四 I 一). 第 五 辰 丸 (總 噸 I 「00 1 ) 等 

の 全部 を 辰 馬 汽船 合資 會 社に 讓 渡し 解散す。 

共 E 曳 W 株 共同^ 船 株式 會社は 明治 三十 七 年 日露 戦役に 際し 鴨綠江 方面に 若干の 孵 船 

徵 用せられ たる も. 神 S- 港の 荷役 繁多な b しため 相應の 利益 を 得た. o。 明治 三 

十九 年 社長 安井 勝 潔 死亡し、 次で 配下の 者 幾 名 死亡 又は 退社し、 明治 四十 年 藤 岡 

忠輔も 亦 退社す， 其 後 各 汽船お 社の 航路 發 、鐵 道 運 轍の 擴 張、 倉 庫 事業の 膨脹 

に 依 ， り 、自 然此 事業 も 一 層 大仕掛け を 要すべく 事業 統 一 の 必要に 迫り、 明治 四十 

三年 同社 營業 全部 を舉げ て 神 S- 梭橋 株式 會瓧 に買收 せらる。 

* 戶！ 《 拔株 祌 棧^ 株式^社 は 明治 二十 七 年 資本 を堠 して 金 二十 五萬圆 とす： 同社 は 

式 食 社  . 

创 立以來 無配 當 なち し が，：！： 淸戰 役に 際し 始めて 株主に 配 當を爲 すに 至れ、 り。 

而 して 明治 三十 年 資本金 を 五十 萬圆 に增資 しぽ 橋 を 六 百 尺に 延長 し、 煉 倉庫 

及 上屋の^ 築、 起 重機の 据附 け、 ラ ン チ， 舴 船の 增設を 爲に港 頭の 面目 を 一 新せ， り。 


同社 は 夙に ス テベ ドア ー 業を營 みし が、 明 治 三十 四 年 ス テ ベ * ト ァ ー 業 海 榮商會 

の 事業 及財產 全部 を繼 承し 益.. 斯業 を擴 張す。 明治 四十 二 年 政府が 國家 事業と 

して 神 芦 築港の 計畫を 立つ るに 際 し、 創 業以來 二十 五 年間 唯 一 無二の 機關 とし 

て 船舶 貨物 出入 上 偉大なる 效績を 示せし 此 事業 も、 其 所 有 地、 諸 設備 竝に 借地 權 

と共に 金 五十 五 萬圓を 以て 政府の 買收 する 所と なる。 此に 於て 同社 は 事業 上 

局面 轉囘 策と し て、 明 治 四十 三年 共同 曳船 會 社の 事業 及財產 全部 を讓受 け、 大 阪 

に 支店 を 新設し 曳船 業を績 行す。 而 して 同年 資本 を 金 壹百萬 圓に增 し、 大 正 四 

年 更に 六 百 萬圓に 增 資し、 汽船 播磨丸 (總 噸五、 o 四 o) 及 泰陽丸 (總噸 三， 六 〇 二の 二 

隻を 購入 し、 翌 七 年 六月 大正 運輸 株式 會 社の 設立に 際し ス テベ ドア ー 業 及 曳船 

業 全部 を 擧げて 同社に 讓渡 し、 次 で 大正 八 年 資本 を 千 二百 萬 圓に增 し、 汽 船 甲 南 

丸 (總噸 五、 ニニ 六)、 甲 陽 丸 (總噸 三、 〇 一 〇)、 甲 春 丸 (總噸 五， 四 六 〇)、 第三 棧橋丸 (總噸 七 一 

二) 等 を 購入 し、 純 然 たる 船舶 所有者と なれり。 創立 當 時の 社長 鹽坪恭 良の 後 を 

承け、 田 中 市 兵衞. 松 方 幸 次 郞を經 て、 明治 四十 三年 一 月 南 鄕三郞 専務取締役に 就 

任 し、 大 正 四 年 十二月 社長に 任す。 同社 創業 以來 勤續 せる 吉田喜 一 郞は 夙に 擧 

げられ て取豨 役た b し が、 大 正 運輸 株式 會 社の 創立と 共に 轉 じて 其 社長と なる。 

第 四 草 B 露 戰 役よ リ 明治 末期に 至る  1 五 五 


神 市 史 ^ss  二 祌戶 海運 五十 年. a  一 五六 

B 本 ni= 株 a 露戰役 終了す る や、 海 述界の 如き も 早 晚货物 船脰の 調節 を 失する 事 ある を 

式 食お^" 立 

HS 豫 SS し、 之 が 救濟の 一 策と して 明治 三十 九 年よ h 四十 年に 涉， 5 當時 日本 船主 同 

盟 會に瑶 する 岡 崎 藤 吉. 岸 本 兼 太 郞. 尾 城 滿 友. 佐 藤 勇 太 郞. 西 川莊 三等 主唱 者と な 

h- 、男 锊^ 澤榮 一 を 創立 委員 に 仰 ぎ， 社 外 船の 大 合同 を 企 て， 名 稱を 日本 汽船 株 

式會 社， M し、 创 立 事務所 を 東京に 置き 熱心に 計畫 する 所 あちし と雖 も， 社 外 船主 

間 容易に 協同 一 致し 難 く、 加 ふるに 時勢の 動 搖に逢 ひ 遂に 創立 を果 さす。 

海 速 界の哓 盛 は 自然 海員の 增加 を來た し、 明 治 二十 六 年末 高等 海員 海 技免狀 

受有者 三 千 八 百 七十 八 人. 明治 四十 四 年末 に は 二 萬 四千 七 百 九十 二人 を算 す。 

=y 等 高級 海員 相^  h- 明治 二十 九 年  一 海員 俱樂部 を 組織す。 其 目的と する 所 

は 海： n a 助共济 に^りて 海員 地位の 改 善， 向 上、 福 利の 增進を 期 し， 兼 て 海事に 關 

する^-術 技 藝の攻 究 を 爲 し、 帝 國 海運業の 發 達を圆 るに あり。 同 倶樂部 は 最初 

兵 庫 西 出 町に 事務所 を 開設した るが、 後 榮町六 丁目に 移， 9、 更に 明治  一二 十五 年に 

至り 現在の 場所た る 下山 手 通 八丁 目 六十 番地に 三百 餘 坪の 地所 を 購入 し， 會 館 

を 新築して 之に 本 枨を構 へたり。 斯て圜 體の發 诞竝に 時勢の 進步 に適應 する 

爲め W 治 四十 年 三月 六日 其組捣 を社圑 法人に 改め、 海員 協會 と改稱 する に 宝ら 


爾來其 基礎 漸く 鞏固 に、 其 組織 漸く 整備 し、 內 外に 對し相 當の寄 與を爲 し 得る に 

至. 9 以て 今日に 及べ b。 創立 以來 本會の 幹部と して 盡瘁 したる は 何れも 本邦 

お 級 船員の 耆宿 たる 賀屋洋 介. 小 野 謙 太 郞. 横 田 末 次 郞. 橫 山 愛 吉. 林 治 定. 祖 父 江 銀 

次 山 田 毅. 齋 藤 千 次郞. 松 本 安藏. 河內硏 太郞. 千 浦 友 七郞. 藤 井 治 三郞. 槽崎猪 太 郎等 

にして、 內に處 する に 自由 平 等、 外 に對 する に 協調 共存 を 以て 創立 以來 傳統 的の 

會 是 と し、 特 に 意 を 船舶 所有者 其 他 海運 關係 者との 意思 疏 通と 親善と に 用 ひ、 以 

て 如上の 目的 を 完全に 達成 せんとし つ 、あ， 9。 從來 本邦 海 運界 に は 未だ 高級 

船員に 關し圑 體的勞 働 爭議發 生した る ことなし。 又 海事 若く は 海員 闞係 法規 

の 制定 改 正、 其 他 海運 諸 制度の！^ 廢， 港 灣及 航路標識 設備の 改善 等に 關 して は 其 

都度 爲政當 局の 諮問 を 受け 若く は 之と 協力 し、 或 は 之に 對し 必要なる 建 議、 請 願 

等を爲 す。 

B 淸 汽船 株 揚子江 は大東 汽船 株式 會 社. 湖 南 汽船 株式 會社. 日本 郵船 株式 會 社. 大 阪 商船 株 

式會社 等の 經營 航路 あり， 其 他 外商の 經營に 係る もの あ， り、 互に 競 爭を持 綾し 來 

b た る -か、 將 來の爲 め 事業の 統 一、 資本の 合同 を 必要と 認 め， 時 の 遞信省 管 船 局長 

內 田嘉吉 も各會 社の 當事者 を慫慂 する 所 あ b  、各 社 互に 協商し 明治 四十 年 二月 

第四窣 日露 戦役より 明治 末期に 至る  一 五 七 


祌戶市 史 錄ニ 神戶 海運 五十？ 年史  一 五八 

十三 H 四 社 合同み 議 熟し、 同年 三お 二十 五日 資本金 八 百 十 萬圆を 以て 日淸 汽船 

株式 會社を 創立し-同時に 合同 を 賞 施せり。 取締役 涟澤榮 一. 近藤糜 平. 中 橋德五 

郞. 石 渡 邦 之 丞. 土 佐 孝 太 郞. 竹 內 直 哉. 白 岩 龍 干監 査役有 地 品 之 丞由 邊爲三 郞由 中 

^兵衞 就任 し、 取 締 役の 互選に 依 b 石 渡 邦之丞 社長 に、 土 佐 孝 太 郞. 竹 內 直 哉. 白 岩 

龍 平 専務取締役に 任す。 

B 本 西廼汽 W 治 四十 年 海運 界の 不况に 際 し. 岡 崎 藤吉は 所有 汽船 日 東 丸 (總 噸 一 一、 三 三 四). 日 

英 丸-, 總 噸 一 一、 三 〇 二). 日 進 丸 (總噸 二、 七 二 五) の 如き 荷 客船の 船 繰に 腐心せ る 折 柄 日 

本 郵船 株式 會 社が 政府の 航路 補助金 廢 止に 依り 四十 年 九月 祌芦. 北海 逍問西 廻 

航路 を 放棄 せんとす るを以 て、 岡 崎 は 同 航路 全 部 (得 意 先. 代 理 店. 諸 設備 等 一 切) を 

繼 承 し， 前 記 111 隻 の 外、 岸 本 五兵 衞の 汽船 祌幸丸 (總噸 二、 五 八 八). 神 威 丸 (總噸 二  • 二 四 

〇) 及 辰 馬商會 汽船 旺洋 丸 (總 噸ー、 九 一 〇). 第 五 辰 丸 (總 噸ニ、 〇 〇 二 都合 七隻を 以て 

岡 崎 を 中心とし 日本 西 廻 汽船 商會を 設立 し、 合 同 計算の 形式 を 以て 同 航路 を經 

營せ しが、 一 ケ年を 經て岸 本は脫 退し、 其 後 辰 馬 も 亦 所有 船舶 を賣 却せ し 結果 分 

離し、 岡 崎單獨 とな -り， 所 有 船の 外 別に 傭船 を 以て 是に 充て 引 績き營 業せ し が， 商 

况ー 璲の爲 め 遂に 大正 六 年 九月 廢航 する に 至れ， 5。 


汽船 辰 丸 * 辰 馬商會 汽^ 第二 辰 九 (原 名 l£ypllius 總噸 三、 一 四 二. 船長 照 峰 廣吉) は 明治 四 

件の ass 

十一 年 一 月 二十 六 a 神 を 出帆す、 積 荷 は大阪 安宅 商會扱 粟谷 品 三 出荷 彈藥四 

十 箱 (四 萬 發)、 モ —ゼ ル銃 九十 四 箱 (千 五 百 挺)、 受 荷主 は澳門 港淸商 廣和號 にして、 其 

外 香港 揚海產 物 類雜貨 四千 八 百 四十 八 箇， 噸 数 約 千 五 百 噸. 次 で 門 司に 於て、 香港 

行 石炭 千 七 百 十四 噸 外に 乗客 六 名 を 搭載し 二月 三十日 門 司 を 出帆し、 二月 五日 

午前 十 一 時 三十 分澳門 港外に 著し 直に 抑留 せらる。 此 原因 を尋 ぬる に、 是ょ ，9 

先 神^ 在住の 淸國 人某此 銃砲 彈藥 が南淸 革命 黨に屬 する 暴徒に 賣 渡さる ， も 

のと 速斷 し， 兩 廣總督 張 人駿に 打電 警吿 する 所 あ ，9、 兩 廣總督 は 電報の 出 所も究 

め す 忽 ち 狼狽 し、 直 に廣 東水師 提督 隆鎭冰 代理 除 振 鵬に辰 丸 を 抑留し 其 貨物 を 

沒收 すべ き 事 を 訓令した るに あ， 5。 此積荷 彈藥及 銃器 は 出荷 手 績上先 づ大阪 

府下 枚 方 警察署の 許可 證を 得、 且 該 貨物の 種類 數量及 荷主 荷 受人等 詳細に 具陳 

して 澳門 政廳ょ b 输入 許可 證を 受けた るの みなら す、 積 荷 目 錄には 明かに 銃器 

彈藥の 數量其 他の 件名 を 記載し、 神 P 港務 部の 積 荷 免. 狀竝に 神！ II 税關の 输出免 

狀 を 受 け， 正 式の 手 續を了 す、 卽 公法 上 必要なる 書類 を 具備す る も の、 斷 じて 密輸 

入に あらざる な b。 澳門 附近 は遠淺 にし て、 特 に 本船が 港外に 到 著した る 時 は 
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干潮に 際し 風浪 高 かりし を 以て， 一 時 港外 大拔 島つ 力 ブ リタ 岬 を 去る 三哩 餘)、 九 澳 

島 二 名 過路灣 島) の 東北 端 よら 約 ニ哩を 隔てた る 海面に 投錨した， 9。 

*n の 政治 澳 門の 政治 地理 を 按个る に、 淸國は 千 八 百 八十 七 年 三月 リ ス ボ ン 議定書 第二 

條に 依り 澳門及 其 附馬地 を 永久 葡萄牙の 占領 統治に 委し、 次で 同年 十二月 條約 

^ニ條 を 以て 前記 議定書 第二 條を 確認 し、 他 日 境界線の 決定 せらる 、迄當 時の 

現 狀を維 待す ベ き 事 を 約せ &。 是に依 b 澳門及 之に 屬 する 大 拔. 九 澳雨 島は葡 

萄牙領 として 同國 之を铳 治し 来れる を 以て， 前記 投錨 地點は 淸國頜 にあらざる 

事 明かな， 9。 然るに 淸國 官憲 は 不法に も 砲艦 四隻を 以て 本船 を 包 園 し， 水 師 提 

4z 代理 除 拫鵬は 兵士 を隨へ 本船に 臨み， 船荷 目錄を 檢し橫 暴の 振舞， をな し、 剩 さ 

へ 一 水兵 をして 檣 頭の 日章旗 を 撤去せ し め、 代 ふるに 黃龍旗 を 以て し、 直 ちに 本 

船を廣 東に 囘航 し、 同 地に 於て 抑 §a す ベ き 旨 を 命じた， り 船長 は 其 不法 を 詰 b 

極力 抗議す と雖も 更に 聽 かす、 動もすれば 一 令の 下に 擊沈 せんとす るの 暴威 を 

示せる を 以て 如何と もす る 能 は や， 淚 を吞 んで廣 東に 向 ひ 同地に 於て 抑留 せら 

る、 琳 とな り、 船 客 は^ 港に 輸送 を 許さ れ、 船 長 及 事務長の 外 一 切 上陸 を 禁じ 監 

視を嚴 にす 恰も 戰 時に 於け る 拿捕 船の^ 樣な b。 


船主 態度  船長の 電報に 依 b 

出頭し 陳情す る 所 あ 

事 上野 季三郞 に 訓電 

全國の 新聞紙 頻， 5 に 

を 詰 責 した， 5。 此際 

め、 我 が南淸 艦隊に 屬 

俄に 辰 丸の 檣 頭に 揭 

行 を 恐れた るか を 知 

日本 船主 同盟 會は 

本 會所屬 汽船 第 

認 む、 依て 直に 其 

同會 常任 理事 西川莊 


同盟 會の助 

力 


月 十四日 


林 公使 


東に 於け る 上野 領事 


船主 竝に辰 馬商會 

,9. 同 省 は 直に 事 實 

し、 淸 國 政府に 對し 

淸國の 不法 を 論難 

我 政府の 態度 頗る 

する 各 艦の 動靜注 

揚 せし 黄 龍 旗を撤 

るに S る。 

二月 十日 本件に 關 

二 辰 丸に 對し 淸國 

筋 へ 向け 解放 手績 

三は此 決議文 を携 

は 始めて 北京 政府 

は兩廣 總督に 對 し 


顧問 衆議院議員 安藤 新 太郞は 外務省に 

を 調査し 在 北京 公使 林 權助及 在 廣東領 


嚴 重な る 談判 を 

し、 外 國の 新聞紙 

峻嚴 にして 軍艦 

目す ベ きもの 

去した るが 如 


し 理事 會を開 

政府の 澳門 に 

を 要求す る 事- 

帶 して 外務省 


開始せ しむ。 此に 於て 

も 亦 等しく 淸國の 不法 

和 泉を廣 東に 急航 せし 

る を 示す や、 淸 國 官憲 は 

何に 彼等が 事件の 成 


左 

ナ 


の 決議 をな した 

る 抑留 は 不當な 


於 

に 出頭 陳情す る 所 ありた 


に 向って 抗議 書 

速に 辰 丸 を 解放 
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を 提出す ると 同時に 廣 

し、 抑 留に關 し 責任 ある 

1 太 一 


祌 戶市史 別錄ニ 祌 戶海逑 五十 年史  一六 一一 

官吏 を處 罰する と 同時に 國旗 侮辱に つき 正式の 謝罪 をな し、 且 將來斯 の 如き 不 

法 行 爲を爲 さ -.， る 旨 保障す ベ しと 迫れ， 9。 然 b と雖も 解決 容易なら や， 我 政 府 

は 林 公使に 訓電し 本 事件の 談判 を 全然 北京に 移す 事に 決した， り。 則ち 林 公使 

の 正式 談判 は 二月 二十 三日よ， 5 始 我 政府の 訓令に 墓き 左の 五ケ 條を 淸國政 

府に 向て 要求した， 9。 

1、 淸國は 速に 汽船 第二 辰 丸を釋 放す る 事， 

- . 淸^ は 辰 丸の 抑留に 依て 生じた る 凡ての 損害 を 賠償す る 事. 

1, f& 國は辰 丸 抑 に 責任 ある 官吏 を 厳罰に 處す ベ き 事， 

一， f 國は 日本 國旗引 卸に 對し 責任 ある 官吏 を嚴 罰に 處 すべ き 事 

一、 淸國 は國旗 凌辱 及 不法 抑留の 謝罪と して 辰 丸を釋 放す ると 同 S に國 

g, 小 法 上に 定 むる 方法に 依 力て 日本 政府に 謝罪 をな すべき 事、 

是おに W 睞 一 點の 疑義な き 當然の 要求な. りと 雖， 淸 國 政府 は卽答 を爲 さす 數日 

間の 猶豫を 請 へ り。 其 後數囘 延期に 延期 を 重ね 更に 決せ ざ る を 以て. 林 公使 は 

遂に 三月 五日 阿部 書記官 を 外務 部に 遣. はし、 談判 は 旣に盡 きたる もの. と認 む、 我 

4 府ょ適 常と 信す る 手段 を 執る の 外な しと 最後通牒 的の 陳述 を爲 さしめ た." 


世論と 反響 此報 一 たび 傳 はる や、 歐 米の 新聞 雜誌は 日本が 苒び淸 國と戰 ふの 意 あるに あ 

らざ るかと 論す る あ 、或 は 又 一 汽船より 生じた る 葛藤の ため 戰 爭を爲 すは贊 

成し 得ざる 所な. O など 議 する あ b  、淸 國 政府に 對し此 間 在 北京 英國 大使 助 言 せ 

る あ り、 猶 大勢に 鑑み 淸國 政府 は 漸く 其 態度 を變 じたる が 如く 三月 七日 遂に 囘 

答し 來， 9 た， 9。 卽淸國 政府 は 外部 主事 會汝霖 をして 林 公使に 會 見せしめ 覺書 

を 提出 す、 其 述 ぶる 所 我が 要求 を 全然 拒絕 する にあらざる も、 されば とて 我が 要 

求 を 全く 承諾した る もの にも 非 す、 實 に 其 不得要領に 驚かざる 事 を 得す。 茲に. 

於て 林 公使 は尙 一 應 事理 を說き 淸國 政府の 反省 を 促さん と 欲 し， 九 日 外務 部に. 

出 頭 す、 是 實に第 六囘の 交渉な 林 公使 は 辰 丸 抑留に 關 する 淸國廣 東 水師提 

督の所 置が 不法 暴戾 なる を 指摘し、 又 辰 丸 は 一 點條約 違犯の 所爲 なき 事 を說明 

し、 辰 丸 碇泊の 海面 は 支那 領海な ，9 や 葡國 領海な， CV ゃ將た 公海な り や は 本 問題 

を 解決す るに 特別の 關 係な し、 辰 丸の 目的 は澳 門に 入港す る に 在 .9、 只 水深 潮流 

等の 事情に 依り 同所に 碇泊 し、 同 所より 貨物 を澳 門に 揚陸 せんとし たるの み、 淸 

國 官憲 之 を 疑ひ該 船に 臨檢 せる は 旣に非 法な り、 然 れ ども 臨 檢の上 本船 は正當 

の 手續を 經、 適 法の 許可 證を有 し、 澳 門に 至り 揚荷 をな す 目的な， 9 し 事 分明 し、 直 
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に 釋 放せば 尙 m'^ す 可き 所 あ b  、若 し 又 辰 丸が 正當の 

門 颃海 以外に 密瑜 入す る 事 を 疑 は  >  其 周圍を 監視す 

故 を 以て 理非 を 問 はや 武力 を 以て 抑留せ る は 全然 條 

のにして 不法の 寊を 免る 、事 能 は や， 旣 に 其 不法なる 

したる 當該^ 任 者を處 罰し 又 抑留した る 船舶 貨物 を 

生じた る 損害 を 賠償す る は 當 然な h-. 猶又國 旗 侮辱の 

の 方法 i して 寊任 者を處 罰し 竝に 我國 旗に 向つ て禮 

旣に 一 種の 慣例 あ .9、 單 に國 旗に 手 を鲷れ たる 一 兵士 

ら す. 耍 する に此 問題た るゃ廣 東水師 おく は 地方 官の 

起因した る ものにして 兩國 間の 大 問題と 云 ふ 可き も 

お 藤 を 生じた る W 上. 我 國は權 利を完 うし. B 國 民の 利 

に此意 を諒し 速に 我 要求 を 容れら る ベ しと 云 ふに あ 

當 日の 談判に 依り 淸國 政府 は 非常に 其 態度 を變じ 

林 公使 は 外務 部に 尙書袁 世 凱 を 訪ひ約 三時 に 亙り 

^國 外務^よ， 9 囘笞に 接す。 其^ 領は 我が 要求の 殆 


許可 證を 有する も 

る も 可な り， 然 る に 

約 上の 權利を 無視 

を 承認せば 不法 を 


釋 放し 同時に 

一 事 は 過失と 

砲を發 射す る 

を 罰する に 止 

阈際條 規に通 

のに あらざる 

益 を 保護せ ざ 

來， o たる 觀， め 

會 見を爲 し、 其 

んど 全部 を容 


之 に 

すれ 

等國 

む 可 

曉 せ 

も、 牙 

る を 


實際澳 

嫌疑の 

せる も 

敢 へ て 

依りて 

ば 謝罪 

際 法 上 

きに あ 

ざ る に 

に斯く 

得す、 故 


り。 十三 日 

結果 十四日 

れた， 5。 依 


淸國同 答の 

內容 


て 翌 

左の 


三 月 

し め 

て 上 


十五 日 

如し 

1、 淸 

國 

一 、 淸 

一. 淸 

1、 淸 

を 

一、 辰 

念 

し 

十六 日 

た り。 

野 事 


文面 字 J5- の 修正 を 了し 終に 圓満 なる S 決 を 見る に 至れり。 其條件 


於 

を 


て 日 

放ち 


國 政府 は 日本 國旗引 卸の 件に 關し辰 丸 碇泊 中 其 附近 

領事 立會の 上淸國 軍艦 をして 日本， 國 旗を揭 げしめ 艦砲 

誠意 を 表し 且 右に 關 する 不都合の 官吏 を 懲罰す る 事、 

國 政府 は 卽日辰 丸 を 解放す る 事， 

國 政府 は 辰 丸 抑留の 爲め 生せ し 損害 を 賠償す る 事、 

國 政府 は 辰 丸 抑留に 對 し事實 取調の 上 不都合な， 9 しと 

處 罰する 事、 

丸 搭載の 澳門行 武器 彈藥に 就て は 淸國に 於て 其 輸入 後 

し 之が 買收を 望める を 以て 日本 政府 は 特に 好意 を 表し 

む る 事、 

淸國 政府 は水師 提督 を 派し、 上野 領事と 共 に 辰 丸に 赴き 

越えて 十九 日 正午 曩に 抑留 を 行 ひたる 寶壁號 は 辰 丸 抑 

立會の 上 其 檣 頭に 高く 日章旗 を揭 げ、 謝 砲 二十 一 發を發 射せ 


本 帝 

SS 罪 


むる 官吏 


成 行 

收 に 


之を釋 

留 海面 


を 懸 

應 せ 

放せ 

に 於 
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ふに 辰 丸 は 抑留 後 釋放迄 四十 二日 間 さしく 海上に 在. o て 牢獄の 觀を呈 せる の 

みなら す. 海 陸 交通の 禁止 は 乘 客 (六 名の 乘客 あ， o、 中途 廣 東より 香港へ 精 送 せら 

る) の 食料に 缺 乏 を 生 じ、 三 月 十五 日照 峰 船長 は疲勞 困憊の 結果 か、 急性 肺炎に 罹 

船£ の 客 K り、 二十 八 t" 香港に 於て 客死す。 日淸 漸く 事な く 解決 を吿 げた， o と雖も 淸國實 

業 家 は 政府に 電請し 強硬の 態度に 出ん 事を勸 め、 內外 各地の 新聞に も. フ « パガ 

ン ダ を 行 ひ、 將 來の曰 貨は檢 査を嚴 重に し、 各 種の 敎 師、 陸 軍敎 官等 は 日本よ b 傭 

聘 せざる 事 を 決議 し、 n 本の 主張 を容 るれば 差 押の 場所が 淸國 領海に あらざる 

事 を 承認 し、 淸 國と 葡萄牙 國 との 境界 問題 を殘 すの. チ レ ン マ を 恐れた る 事 も 亦 

W か な b  、利 權囘收 の 念 厚き 廣東人 は 武力の 威嚇に 依， o 第二 辰 丸事 件 を 解決せ 

南 ポ ィ3 る もの ，£  @ し、 報復 手段 として 日本 商品 ボイ コ ッ トを 企て 我南淸 貿易に 一 時 多 

-ソト 

大の 影響を及ぼせる は今尙 世人の 記憶せ る 所な. 9。 

大 IW  、神 戶、 靑島は 山 束 を 控へ大 なる 貨物 橥散 地に して 日露 戦役 後 大阪. 神 芦よ， 9 同地に 

^出す る 货物镫 出す る を 以て 明治 三十 九 年 四月 大阪の 原 田 十 次 郞は神 芦の 支 

那商東 源號を 代理店と し、 汽船 北辰 丸 (總噸 「一 八 九) を 以て 大阪. 祌 In. 靑島 定期 航 

路を 閗 始す。 當時砷 e- イリ ス商會 の 扱に 係る ハ ン ブル グ、 アメリカ ラインの 接 


、 甫钥 


锫 船なる 汽船 黃浦 號 (重 量 約 一、〇 〇 〇 噸) 同 航 路 

年、 同 船 は 遂に 返却し 汽船 北辰 丸の 獨舞臺 とな 

し， 汽船 松 丸 (總噸 「一 o 三) 及 汽船 竹 丸 (總噸  一、 二 

相應の 出荷 あ りたれ ども 復航 は 出荷 不十分に 

せり。 大正 三年 春 頃 漸く 靑 島の 出荷 を 見る に 

眼し 定期 航を始 む。. 當時原 田 は 汽船 寧靜丸 (總 

八 五 五) を 以て 就航 を持續 せ， 9。 大正 三年 八月 

廢 し、 政 府御 用船と な， 9 て 航海す。 日 獨戰爭 終 

株式 會社及 原 田 汽船 株式 會社は 各社 一 隻宛を 

航 する 事と な 、り、 郵 船 は 西 京 丸 (後 に 春 日 丸)， 大 阪 

て 其 後 依然 續 行せ， り。 而 して 原 田 汽船の 代理 

資會社 之に 代 はる。 

浦 潮 港 は 日露 戰役 中二 ケ 年間 日本 艦隊の 爲 

欽乏甚 し く、 勝 田商會 と日淸 貿易商 會 (今 の 日 神 

時に 內外船 を 以て 神 浦 潮間の 航路 を 開始す。 第 一番 船 は 諾威船 レソラ 

第 四 萆 日 *a 戦役よ リ 明治 末期に 至る  一. 一ハ 七 


に 進入 し、 互 に 競 ^ す る 事 約 

れら。 其 後原 田 汽船 北辰 丸 

六 六) を 就航せ しむ。 當時往 

し て、 每航牛 莊に囘 は b 積 荷 

至り、 大阪 商船 株式 會社 は此 

噸ニ、 四 七三) 及 汽船 薩摩丸 (總 

日 獨開戰 となる や、 定 期航は 

了 後、 日本 郵船 株式 會社. 大阪 

提供し、 六 分の 一、 御用 船と し 

商船 は大信 丸， 原 田 は 寧靜丸 

店 東 源號は 大正 九 年 九月 三 


め 封鎖せられ た り しかば 物 

海運 商 會) 連 合して 平和 囘復 


1 ケ 

を廢 

航は 

を 爲 

に 著 

噸 一 、 

全部 

商船. 

て 就 

を 以 

上 合 

資 の 

と ぽ 

ッ ト 


神 戶市史 別 Jg 二 神 戶海莲 五十 年史  ハ 八 

號 にし て、 明治 三十 八 年 十月 三日 雜貨 運賃 一 噸金 三十 圓の 割合な， 9, 當時 使用 

船舶 左の 如し。 

レソ ラット 號 (EEat). (總噸 一， 四 0 七， フ レジ ャ 號 (i ク. eja). (總噸 一， 一 三 〇) 

ハル. チス號 (Haldis). (總 嚼 「七 〇 〇) ラブン 號 (Hii). (總嚙  一、 二 六 〇) 

ノ  o ナ號 (Norrona). (總噸 一 、 一 一 〇) 

四 國 丸 仁義 丸 廣東丸 太 州 丸 

此外佐 藤 商店 は W 治 三十 九 年 汽船 大福 丸總嚙 二、 三 九九) 及 大益丸 (總噸 一 、二八 六) 

を 以て 同 航路 を營 み、 神 mo 支那 商 公和 號も 参加し 貨物 吸 集に 努めた.^。 

舟 車 當 時阪. 祌 地方より 浦 潮 へ 输 出す る货物 中， 靑果 特に 紀州 蜜柑の 如き は 最も 速 

達 を 要する を 以て 時間の 節約 を 考慮 し、 神 の 佐 藤 勇 太 郞及勝 田 銀 次郞相 謀り， 

阪. 截^. 道 株式 會社 取締役 速 水 太郞と 協定 し、 阪. 祌 兩 地に 荷 扱 所 を 設け、 舴を 以て 

货物 を尼ケ 崎に 冏は し、 同 地より 阪. 鶴 鐵 道に 依， り 舞 鶴に 輸送 し、 宫 津に 於て 税關 

手續を 了  .L  、浦 潮へ 發送 する 事と せり。 貨物 は 阪. 神 兩 地の 荷 扱 所に 於て 脬に積 

込 V と 同時に T 通し 船荷 證 券』 を發 行す る を 以て 貨客 大に 便利 を 得た， 9。 猶每航 

海 舞 鶴より 郵便物 を 搭載す。 明治 四十 年 一 月 佐 藤 商店 汽船 大益 丸. 大顦丸 及 傭 


教賀 、 浦 潮 


H 露 戦後の 

海運 不況 


船 第三 多 閉丸三 隻を此 航路 

る總 代理店と して 活動し 大 

絡 は 之 を 以て 嚆矢 とす。 

明治 四十 年 四月 大阪 商船 

き每週 一 囘 火曜日 敦賀發 と 

九) にして 同年 七月 九日 本船 

月 浦 潮 囘航線 を 開く。 寄港 

通 丸 (總噸 一  、五 四 九) を 使用す _ 

(總噸 二、 四 八 五) ニ隻を 充て， 囘 

あ bo 

日露 戦役 平定 以後 船腹 過 

き、 同 年末 は 近海 市場 大に凋 

本 郵船 株式 會社さ へ 神 月 港 

稼 船 も 亦 本國に 向け 歸航す 

樽 米穀 通常 百 石 三十 圓 な-り 


に 配船 し. 浦 潮に 支店 を設 け， 滕 田 商會は 阪. 祌 に 於け 

に 名 聲を揚 ぐ。 蓋し 本邦に 於け る 社外 船の 舟 車 速 


株式 會社 

二弋， O 

地 小 樽. 函 

- 現今 敦 

航線は 今 


は遞信 省の 命令 

直航 線 第 一 番船 

船 鳳 山 丸 (總噸 二- 

館. 七 尾. 伏 木. 新 潟 

賀. 浦 潮 航路に は 

尙ほ K 然として 


三 

汽 


气 


し 


h. 敦 賀. 浦 潮 航 

船 開城 丸 (總 噸 

五) を 配船す。 

て、 此 航路に は 

鳳 山 丸 及 汽船 

交 通 丸 を 使用 


路を開 

二-、 〇 一 

同年 同 

汽船 交 

臺北丸 

しつ、 


明治 三十 九 年よ 

落す。 明治 四十 年 社外 船^ 

頭に 數隻を 繋留す る に 至る 

る もの 多し。 當時 運賃 相場の 

しもの 十六 圓に 低落し、 伏 木. 東京 米穀 通常 百 石 七十 


0 


運界は 漸次 不 

船す る もの 增 

東洋に 於け る 

1 端 を 示せば _ 


况に傾 

加し、 日 

外國出 

伏 木. 小 
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祌 戶市史 ^sg  二 祌 I! 海運 五十 年史  一七 o 

圓な， りし もの 三十 七圓 とな 門 司. 橫 濱 石炭 一 噸 一 圓を 以て 當時 船舶の 收支相 

償 ふ 限度と せる に. 五 十錢を 下らん とす。 內 外の 狀況を 見る に、 瓜 哇糖輸 人 杜絕、 

銀货" 低 落， 滿 洲 大豆の 輸入 は 別に 減少せ ざる も， 北 海道 鰊 \ 粕の 需要 減退 し、 蘭 

西 貢 米の 楡入 中絶 等 は 此不况 を 助長せ し 一 因と 云 ふべ し。 

治 三十 九 年 十 一 月 橫濱セ ー 亇フ レ. ザ ー 商會は 汽船 新 發田丸 (總噸 二， 六 九 〇) 

を 傭人れ、 往航 神 e 'より 移； K を ホノ， 、へ 輸送し、 復航 は湯淺 商店 に 傭船 さ れ 。ホ 

—ト ランドよ， り 麥粉ニ 千 五 百 噸、 小 麥五百 噸を嵇 裁 し， 四 十 年 二月 神 芦に 歸 著し 

たり。 三十 九 年 十二月 湯淺 商店 は 更に 汽船 江戸 丸 を 傭船し、 バ ラ ス ト にて シ ァ 

ト, へ^ 航復 荷麥， 粉 及小麥 滿載內 地に 歸航 せり。 其當 時の 手 合 は 海運 不况の 

^お 運赁 低落の ため 商談 を 容易なら しめたる ものにして 三 井 物產會 社. 鈴 木 商 

W 等 も 輸入す るに 至れ， 9。 鈴 木 商店 は 明治 二十 二 年頃 ゴ ル、 デンゲ ー ト 印； 黑 印 

とも 云 ふ)， ど パ I トカ ー ゴ ー として 输 入した る こと あ 四 十五 年に 至 h- 同店に 

於て 北米 小麥の 輸入 をな すた め 汽船 帝國丸 (總噸 五、 一 六 三)、 報國丸 (總噸 五、 〇 三 入) 

を 積 取に 向 はしむ。 加奈陀 小麥を 輸入せ る は 四十 五 年に して 汽船 典 安 丸 (總 噸 

三. 四 六 〇) を 配 船 し， 其 他 坩田屋 等 も 北米 麥 粉. 小 麥の输 入に 著 手せ， 9。 同年 三 井 


濠洲 小麥積 


濠洲 羊毛の 

輪 入 


船舶 部 は 劍山丸 (總噸 四、 一 二 九) を以 

鈴 木 商店 は 明治 四十 三年 汽船 富 


箱洲 大豆の 

欧洲 輸出 


めた， 5。 是ょ 

本 郵船と 特約 

濠洲よ b 神 

試みた るを以 

社 を 兵 庫に 創 

の 需要 を 有せ 

阪毛絲 紡織 會 

明治 三十 三年 

袋に し て、 更 に 

b。 此等は 重 

明治 四十 一 

サ ミ ュ ,.ジ ャ 

雇 入れたり。 

第四窣 


てポ— トラ ンド小 麥の積 取に 向 はしめ た， 5。 

國丸 (總噸 四、 三 七三) に て 濠洲 小 麥を積 取らし 

明治 三十 年頃よ， 9 パ ー ト 力 ー ゴ ー として 日 

を 輸入せ る は 世人の 知る 所な， 9。 

明治 二十 三年 兼 松 商店が 約 二百 袋の 輸入 を 

に 至. 9 川 西 淸兵衞 等發起 し、 日 本 毛織 株式 會 

殷盛と なれり。 日本 毛織 株式 會 社の 外、 羊 毛 

の 千 住製絨 所. 東京 製絨會 社-後藤 毛織 會社. 大 

一 低 ありと 雖 も、 十 年 每の神 p 輸入 を 見る に 

袋 三百 三十 封 度)、 四十 三年 一 萬 六 千 百 六十 八 

萬 五千袅 (三千 六 百 八十 三 噸餘) の 輸入 を 見た 

の 定期船 に 積 取ら る。 

し 歐洲に 於て 満洲 大豆の 需要 起 、三 井. 小 寺. 

ダン 等 多量の 輸出 契約 を爲 し、 東 洋 に囘航 する 外國 船腹 を 頻りに 

之 を 以て 忽ち 九州よ 纟 支那 及 南洋 方面 行の 石炭 船腹 減少し 其 運 

B 露戰 役よ リ 明治 末期に 至る  一七 1 


b 先 神 戸 兼 松 商店 は 

し、 濠洲 麥粉竝 に小麥 

m- に 輸入せ る 羊毛 は 

て始 とす。 同 三十 年 

立し、 羊毛の 輸入 漸く 

る もの は 陸軍省 經營 

社 等 あり。 時に 一高 

二 千 四百 五十六 袋 二 

四十 五 年に 入 b て 二 

に 日本 郵 船. 東 濠 汽 船 

年の 斯界 不況 時に 際 


祌 戶市史 刖錄ニ 神！；：' 海述 五十 年史 

貸 を 硬化せ 力。 

明治 四十 年 三月 三十 B より 四十 


船 名 

御吉野 丸 

江 RI 丸 

# 國 

ヒ 


壽 

百 


遼 

第 一 


東 

進 


丸 

辰 丸 


總噸數 

三， 七 〇 六 

三、 二  二 一 

四， 一 一 五 四 

二， 二 〇 四 

三、 三 二 九. 

三、 四 一 九 

二、 五六 一 

二、 一二 九九 

1 九 二 

五 O 七 

二， 七 二 五 

三、 一 四 二 


年 

申 


一 月 

船 地 


1 七 二 


八日に 至る 繋船 を 調査す るに、 


芦 

10- 


廣 

辰 


i 主 

海 二 

海 二 

本 五 

本 五 

藤 勇 

家 善 

木 七 


三 

三 


七 


兵 

兵 


七 


太 

五 


七 

平 


平 


馬 商 


吉 

會 


琴 平 丸  三、 六 五 七  神 芦 

御室 丸  二、 四 二 四  神 In- 

滿洲丸  五、 二 四 八  橫濱 

立山 丸  二、 一  七 一  撗濱 

香 取 丸  二、 二 〇 六  橫濱 

第二 小 樽 丸  二、 七 五 五  小 樽 

第三 小 樽 丸  二、 六 九 七  小 0 

越後 丸  二 、六 五八  小 樽 

秀吉丸  七 〇 八  函綰 

東鄕丸  三， 一 〇 五  函館 

連勝 丸  五八 七  函館 

宇 品 丸  四、 四 o 三  神 In 

幸運 丸  二、 八 七 六  神^ 

京都 丸  二、 六 四 四  神 芦 

三 島 丸  一、 九 ニニ  神 m 
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松 方 幸次郞 

廣海 二三 郞 

東洋 汽船 株式 會社 

馬場 道久 

複本 謙七郞 

小 樽 木材 株式 會社 

小 樽 木材 株式 會社 

中越 汽船 株式 會社 

谷  三 郞 

金 森 合 名會社 

金 森 合 名會社 

廣海 二三 郞 

藤 岡 幸 一郎 

廣海 二三 郞 

山本久 右衛門 

一 七三 


近 


砷戶 市史 

江 丸 


刖鏠ニ 神戶 海運 五十 年史 

二、 五 O 1  神 


長 

山 


丸 

丸 


濱 

诚 

鹿 兒島丸 

小 雛 丸 

十七 觀音丸 

曰 勝 丸 

扣洋丸 

田 子 浦 丸 

十二  15 丸 

廿 一 觀昔丸 

廿六舰 昔 丸 

日淸丸 


1 、八 八 四 

二、 五 〇 五 

二， 五八 〇 

四、 四 〇 四 

三、 一 九 二 

六 1 〇 

1 、 四 六 八 

四、 七 一 三 

七 五六 

九九 八 

八 六 七 

一， 六 三 三 

九九 八 


申 

申 


函 

浦 


1 七 四 

戸  日本 郵船 株式 會社 

戸  日本 郵船 株式 會社 

P  日本 郵船 株式 會社 

戸  日本 郵船 株式 會社 

P  日本 郵船 株式 會社 

戸  日本 郵船 株式 會社 

e-  山縣 勇三郞 

5-  緒 明圭造 

In  岡 崎藤吉 

濱  東洋 汽船 株式 會社 

館  日本 郵船 株式 會社 

川  緖明圭 造 

川  緒 明圭造 

賀  緒 明圭造 

羽  御前 長 之 助 


千代 田 丸 

佐 渡國丸 

山 光丸 

K  0,»  ^ 

葛  B;  メ 

合計 四十 六隻 


，六 七 五  武 

、二 七 八  弓 

九 一六  久 

六 四 五  仁 

1 〇 七、 七 一 丄ハ 

にして 此等 繋船 は 明治 四十 二 年 五月に 

代 田. 浪 速. 香 取. 佐 渡國 の八隻 一 萬 七 千 二 

會 社の 六隻は 未だ 容易に 出動す る に 至 

北 海 道. 兵. 阪 の 木材 を 主と したれ ども 或 

大阪 大火と るかと 杞憂 百出の 折 柄、 同年 八月 大阪北 

木材 需要 

生じ、 船腹の 活躍 を 見、 更 に 米作 模檬 良好 

たると 共に 瓜哇 糖の 輸入 も 復活し 明治 

北海 木材の 見本 積 出と して 小 樽より 

一 三 二 年頃に て 明治 三十 二 年 以降 小 樽よ 

米 山 丸. 奈 古 浦 丸. 小 菅 丸 右 崎 丸 等 を 以て 
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北海 木材 積 

取 


豊  西川莊 三 

削  田 坂 初太郞 

慈  東京 灣 汽船 株式 會社 

川  鍛冶 米 造 


入， 9 漸く 減少し 

百 七十 八 噸を殘 

らす。 繋船の 就 

は 再び 斯界 沈衰 

區， 天満に 大火 あ 

の豫 想に 依，" 

四十 二 年 を 送れ 

兵庫揚 少量の 輸 

り 軸木 用材 t 

運賃 百 石 五十 圓見當 にて 輸送 

1 七 五 


、御 室. 御 ま 野. 曰 

/ のみ。 日本 

航第 一 著步の 

の 傾を呈 する 

,9、 北海 木材の 

年度 古米 賣出 

送 を 見た る は 

て 白 楊 丸太 を 


進. 樺 

郵船 

積 取 

に あ 

需要 

し始 

明治 

志賀 


太. 千 

株式 

ら ざ 

ま り 

二十 

浦 丸. 


し來れ 


神 In- 市 *  gljSM 一  神戶 海運 五十 年史  1 七. K 

其 頃 兵 庫に ありて 北海 木材 を 取扱 ひし 者 は 砷田直 五 郎. 前 田 德左衞 門. 筑 山 八 三 

松谷爲 吉. 河 淵 藤 吉. 柴 田友藏 等な り。 其 後宮 下 治 之 助. 野 村久多 祐等續 々奥地 

積 取 を 開始す るに 至， 。， 北 見 枝 幸の 積 取 最も 繁多と な b  、諸 骨. 常 呂. 網 走. 猿 怫. 猿 澗 

等の 積 取 行 はる。 柴田 友藏は 明治 三十 四. 五 年頃 汽船 相 川 丸に て 兵. 吸 に 輸送し、 

其 後 異市郞 は 北海道に 於て 製材し 軸木と して 輸送した b 蓋し 北海 木材の 積 

取 旺盛 を 極めた る は大阪 天滿の 大火 以後な， りと す。 其 後 兵. 阪 而 巳 な ら や、 橫 濱. 

名 古 學下 律. 松 永. 伏 木. 能 代 .酒 田 方面に も 積 取 を 見る に 至れり。 北海 木材の 積 取 

に 就て は 寸檢法 頗る 不完全に して 甚 しき は 水中 檢材 をな し、 荷 主侧押 石に 慣れ、 

當 初の 積 取 は 孰 も揚調 摘要 附 にて 積 取 b たる こと 珍しから す。 木材 寸檢 法と 

して 角材 は 二方 指 徑寸位 以下 長さ 尺 位 以下の 端數を 切捨て 石數を 計算 し， 丸 太 

材は末 口 皮 除き：^ 狭 部 一 方 指徑寸 以下 長さ 尺 位 以下の 端数 を 切捨て 圓 積率の 

〇、 七 九 を乘じ 石數を 計算す る を 一 習慣と なすに 至りた る 迄 は 多くの 紆餘 曲折 

を經 たり。 

^況 Me  E= 治 四十 二 年末 門 司. 橫濱 石炭 運賃 一 噸四 十八 錢を唱 へし も 明治 四十 三年 二 

月 を 越えて 六十 錢に 闳 筏し、 次で 浦 潮. 樺 太 方面 及 北部 支那 解氷 後に 至. o 全く 繋 


濠洲 及英國 

炭坑 夫 ス ト 

ライ キ 


船の 跡を絕 ち、 近 海 は 云 ふを須 たす 漸く 遠洋に 延びん とす。 汽船 嚴島 丸 (總 噸 三、 

八 八 二) は 移民 輸送の 爲 め祕魯 行、 汽 船 磯部 丸 (總 噸ニ、 九 六 二) は 瓜哇に 配船せられ 

たる は 珍しき 出來 事と 云 ふ ベ く、 其 後 汽船 北 都 丸 (總噸 三、 一一 八 二). 多 喜 丸 (總噸 二、 六 

〇 八). 汽船 神州 丸 (總噸 三、 i 一  九). 汽船 萬 代 丸 (總噸 三、 ニニ 七). 汽船 興 安丸 (總噸 三、 四 六 

〇) 等 相 踵いで 太洋 島. 布 哇. 南 北米 西海岸に 配船 せらる、 に 至れ， 9。 明治 四十 三 

年 日本 郵 船. 大 阪 商船の 北淸及 朝鮮 運賃 引上げに 伴 ひ 尼 崎 汽船 も 亦 運賃 を 引 上 

げた， 9。 其 頃 臺灣の 米穀 及 砂糖 運賃の み 一 時 不振の 體 なりし が 這 は 一 部 社外 

船の 或 地方に 配船 集中した るに 依る。 其 後 各方 面 一 般 に出貨 漸く 增加 し. 各 航 

路 満載の 盛況 を呈 し、 前 途上 押の 一 途を 示せ， 9。 

當年 濠洲 炭坑 夫の 同盟罷業に 次 で 英國 炭坑 夫の 同盟罷業 起り、 焚 料 炭 は英國 

に 於て 一 噸金 二十 圓に達 し、 米 國 西海岸の 如き は 金 四十 圓を唱 へ、 日本 炭 は 日本 

の 船腹に 依， o 濠洲 及歐 米に 輸送 せらる ， に 至る。 三 井 船. 舶 部の 如き は 之が 爲 

め 多數の 船腹 を 一展 入れた， 9。 此外 伊太 利. 土 耳 古兩國 干戈 相 見えし かば 歐洲に 

於け る 船腹 は 大に其 需要 を 喚起 し、 歐 洲ょ b 東洋 方面に 向 ふ 船腹 著しく 減少し. 

加 ふるに 支那 革命 起， 9 漢ロ 方面 及 其 他の 地方 破 壤の慘 狀を呈 し、 其 結果と して 
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^敉 改丄 


=J«ES 人 船 


神 戶市史 別 珐 二 神 戶 海莲 五十 年史  一七 リ 

都市 建築 材料の 需要に 接し， 本邦 木材 輸出 船腹の 要求 を 生じたり。 

明& 四十 三年に 入 b 海運 界囘復 の 兆 漸く 現る 、 に 至 ，9、 別 に 人氣を 1 力し，' 

る もの あり。 卽ち 同年 四月 三十日 政府 發 布の 關稅 改正 是 な.^ 其實施 期限 は 

明治 四十 四 年 七月 十七 日に して 改正の 要 點は年 齡十年 以上の 外國输 入船に 對 

し總喷 一 噸に付 金 十五 圓、 十 年 未 滿に對 し 金 十圓を 課すと 云 ふに あ. り 

關^ 改正の 結果 內地 船價の 上進 あらん 事 を 慮 b  、其 實 施に 先ち 社外 船主の ダ 

國船输 入 を 企つ る 者 漸く 多く. 明治 四十 三年 五月 島 谷 德三郞 が 購入した る 山陽 

丸 を 始めと して、 約 五十 隻總嚼 十三 萬噸を 輸入 す。 
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二， 四 三 三 

四、 一 九 三 

1 、五六 三 

三、 〇 八 一 

三、 六 三 九 

一 、二 五六 

一 、二 六 六 

二 、一二 九 二 

二， 七三 五 

二、 五 二 〇 

三、 〇 六 〇 

二、 八 二 〇 
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、八 九 三 田 中 省 三 

、八 九九 宇田 友四郞 

、八 八 九 原  眞  一 

、八 九 〇 日本 商船 株式 會社 


S 入船 船型 囘顧 すれば 日淸戰 役に 際し 外國 船舶の 大 輸入 を 始めと し. 次 で 日露 戦役 及び 

明治 四十 三. 四 年の 見越 輸入に 依り、 本邦 海運 は 世界 海運 國の 列に 入る に 至る。 
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後の 航 比 
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祌 戸市 史 別錄ニ 神 11 海運 五十 年 *-  1 八 二 

今 船型の 變遷を 見る に， 日 淸戰役 當時は 盛航會 社の 購入 汽船 大和 丸 (原 名 Malwa. 

噸 三、 o 七 八) を、 曰 露 戰役當 時 は 三 井物產 株式 會 社の 汽船 萬 田 山 丸 (原 名 Pem- 


brokeshire. 總 噸 四、 五  一 二) を 最大と し、 明 

船 神^ 丸一： 设 名 -reconshire. 總 噸 五， 八 | 一 一 
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治 四十 三. 四 年 見越 輸入 は 岸 本 兼 太 郞の汽 

二 を 最大と す。 船型の 增大は 自然 遠洋 航 

越 輸入 前後の 航路 資格 を 示さん。 

入 後 (gl 十四 年 十月 末) 
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明治 四十 四 年 十二月 末 現在 本邦 登簿 船舶 全部の 資格 を 見る 
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1 

1 

嚷 

六 千 
千噸 
噸以 

上 六 

1 

1 

お 

七 千 
千噸 

«8 以 

さ 

七 
九 

八 

隻 1 

数 總 

五 

七 

C3 

vm 

八 

七 

ca 

f ち 

數 

計 

神 戶市史 刖玆ニ 神戶 海運 五十 年史  一八 四 

* 入船の 船 造^ 材料 を觀 察する に、 日淸戰 役の 輸入 船 は殆ん ど皆鐵 にして 銅 は 稀な. 9。 

銅の 發明は 千 八 百 八十 三年 頃の 事に 屬す。 日露 戰役當 時は鐵 よ， り 寧ろ 鋼 多き 

を 示 し、 其 後明 治 四十 三. 四 年 は 全部 鋼-と 云 ふべ く、 鐵船は 僅 ニ隻に 過ぎ や。 

邦 船の 速力 造船 獎勵法 及 杭 海獎勵 法、 航 路 補助 法實 施の 影響お 觀 察せん 爲め、 明治 四十 三 

萝 

年 十二月 末日の 調査に 依る 本邦 船舶の 速力^ を 示せば 左の 如し。 


九以十 

浬 上 八 
十 浬 

八以ナ 
浬 上 七 
十 浬 

七以十 
浬 上 六 
十 浬 

六以十 
浬 上 五 
十 浬 

五以十 
'運上 四 
十 浬 

二 

1 

1 

1 

― 

ョ 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

pa 

1 

四 
九 

さ 

1 

1 

二 

1 

ョ 

1 

1 

ゴし 
九 

1 

1 

1 

1 

― 

！ 

1 

1 

| 

八 

1 

- 

1 

― 

I 

1 

-fa 

| 

九 

！ 

六 

プし 

さ 

八 

社外 船の 殆んど 全部 は 純然たる 貨物船なる を 以て 速力 九 浬 を 通常と す- 十二 

浬 又は 以上の もの は 以前 客船に して 其 儘 貨物船に 使用せ る もの , み。 汽船 旅 

順 丸. 鹿 兒島丸 等の 如き 是な， 9。 日本 郵 船. 大 阪 商 船. 東 洋 汽船 は 旅客 船と して 高 

速力 を 有する もの あ b と 雖も諸 外國の 如く  二十 節 以上の もの を 有せ す、 是 卽 本 

邦 海運 界に 於け る 一 大缺陷 にあらざる 乎。 

接 入船の 年 輸入 船舶の 年鼢を 観察す るに、 日淸戰 役 (千 八 百 九十 四 年) の 轍 入船 中最 老朽の 

もの は 千 八 百 七十 年の 建造に して 最新の もの 千 八 百 九十 二 年、 卽 前者 は 二十 四 

年、 後 者 は 二 年な ，9、 平 均年齡 十二 年に 當る。 日露 戦役 は 最古 船 千 八 百 七十 三年， 

第四窣 日露 戦役よ リ 明治 末期に 至る  1 八 五 


神戶市 i  ^SSM 一  神戶 海運 五十 年史  1 八. K 

最新 f '九： AO 一  年、 大多數 は 千 八 百 八十 七. 八 年、 此 平均 年齡十 五. 六 年に 當る。 明 

治 四十 三. 四年橡 入船 中 最古 千 八 百 八十 二 年、 最 新 千 九 百 〇 九 年、 此 內 最多 數は千 

八 百 九十 年 前後に して 卽船齡 大凡 十五 年 平均に 當 る。 

中古 船 * 人 本來 SW 荷の 容 積、 荷 役の 便 利、 乘 組 員 數の節 滅、 焚 料の 節 約、 船 體 保存 費の 輕 減等， 

採算 ト； 新式 船 を 採用す る は 有利なる ベ しと 雖も當 時 社外 船の 多く は 小 資本 を 

以て 經營し 投資の 償却 を 急ぐ に 依り 勢低價 なる 中古 船 を 選ばざる を 得す。 是 

實に 斯業 發展上 已むを 得ざる 經路 なり。 若し 夫れ 世の 進 運に 伴 ひ 後日 資本の 

充實を 見る 時 は是等 老朽 船解撤 若く は國 外に 賣却 せらる ， は 蓋し 當然の 成 行 

なるべし。 

SM 稅 改正 K 明治 四十 四 年 七月 十七 日 改正 關稅實 施と 共に 中古 外國 船の 輸入 は 一 頓挫 を 

船  來た すに あらす やと 思惟した るに 拘ら す， 翌 四十 五 年 海運 界の 景氣 依然として 

持耪し 前途の 光景 洋々 たる もの あり。 而 かも 改正 關稅實 施 は 需給の 原則 を 制 

限 し， 需 耍 旺盛なる に 供給 之に 伴 は す、 船 價 運賃の 昂騰 亦當然 な. o。 囘顧 すれば 

關税 改正 は 一 時 却って 中古 船の 輸入 を獎勵 したる 觀 なきに あらや。 固よ ，9 斯 

界の 好況 は獨. り 我 國內に 止ら や， 寧 ろ 歐米好 景況の 波動に 依る ものと 云 ふ べし。 


船 名 

亞細亞 丸 

大迚丸 

南 海 

千 山 

天 山 

東 洋 

千 壽 

富 國 

大 西 

瑞 穗 

禾 S, 


大 正 

天 明 


丸 

丸 


Sf 四 草 


國名 船 質 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

す, S 

英國 鋼 

日露 戦役 


原 名 

Asia. 

rfoalpal.a. 

Anapa. 

Eastrv. 

p〇\vitan. 

J.Jan«  wank. 

-Jlysses. 

Sing  2r§. 

NEUlil.. 

ょリ 明治 末期に 至 


總噸數 

二、 四 〇 七 

三、 八 七 五 

四、 八 〇 五 

二、 一四 七 

三、 五 二 四 

二、 九九 八 

四、 二 六 四 

四， 五 九九 

二、 六 二  o 

一 ，二三 八. 

三， 二 六 九 

二、 八 〇 七 

一 一、 七 四 一 

三， 一 四 一 


建造 年 

1 、八 九 〇 

一 、八 九 八 

1 、八 九 七 

一 、八 八 三 

1 、八 九 六 

一、 八 九 二 

一 、九 〇〇 

一 、八 九 五 

一 、八 九 二 

一， 八 八 五 

一、 八 八 五 

一 、八 九 二 

1 、八 九 二 

一、 八 八 九 


買  主 

岩 城商會 

岸 本商會 

明治 海運 株式 會社 

植本 謙七郞 

橋 本 喜 造 

澤山 精八郞 

辰 馬商會 

南 満洲 汽船 株式 會社 

深 川 汽船 株式 會社 


岩 

摱 

宇 


る 


城 商 

本 謙 七 

田 商 

田 商 

田 友 四 

1 A 七 


會 

于 

, ィ 

會 


神戶市 *| 刖錄ニ 

船 名 國名船 質 

第 八 乾坤 丸 英國 鋼 

第三 雲海 丸 英國 鋼 

桃園 丸 英國鋼 

大正 丸 英國鋼 

平顺丸 英國鋼 

北 勢 丸 英國鋼 

生 駒 丸 英國鋼 

宜春丸 英國鋼 

尜平丸 英國鈉 

天 城 出 丸 英國 0 

第 十一 乾坤 丸 英 M  0 

^四 雲海 丸 i  0 

松吉丸 i 銅 


祌戶 海運 五十 年史 

原 名 總噸數 建造 年 

i-ldra.  六、 〇 六 五 一 、八 九 七 

vel.il.  四、 六 九 七 一、 八 九九 

Istrk.  二、 七 五 七 一、 八 九 七 

Irene.  三， 六 五三 一 ，九 〇 五 

Ask?  五 四 二 一， 八 八 九 

Binli  Thuau. 一、 七 二 六 一 、九 〇ー 一 

N£l Chang.  一. 七 一八 一、 八 九 〇 

dastleveutry.  1 1、 九九 四 一 、八 九 一 

Abergeldie.  三、 八 〇〇 一 、八 九 八 

Lalpoora.  一二、 二 六 九 一、 八 八 五 

coriuthic.  二， 八 七三 一、 九 〇 一 

Gleik.  三、 六 二 四 一, 八 九 一 

Logdale.  三， 一 七 一 一、 八 八 九 

Aseri.  1、 四 五 四 一、 八 八 二 


買  主 

岸 本商會 

乾 合 名會社 

中 村 精七郞 

大阪 商船 株式 會社 

小川 合 名會社 

大連 汽船 株式 會社 

石垣 隈太郞 

中 村 準 策 

辰  馬商會 

野 口 合資 會社 

遼東 汽船 株式 會社 

乾 合 名會瓧 

中 村 精七郞 

松 村長 五郎 


第 ャ五多 聞 丸 

榛 名山 丸 

新 高 丸 

呂 宋 

西 貢 

大 北 

太 陽 

TV  R. 

萬 盛 

帝 國 

靖 國 

萬 榮 

淺 間 

天 成 

久 美 


丸 

丸 


第 四 章 


英國 鋼 

英國 鋼 

英國 銅 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

H" 露戰役 


Aba  11? 

Edith. 

Krny. 

AlleEThany. 

〇tto_Jel お. 

Sultan. 

Muzagon. 

IBezwada. 

Asama. 

より 明治 末期； j; 至 


四 、一七 七 

三、 六 八 六 

二、 五三 一 

三、 〇 一 二 

四、 二 六 二 

三、 三 八 六 

三、 六 〇 I 

1 一、 八 一 六 

二、 五 1 三 

四， 九九 七 

五、 〇〇 一 

二、 七 九 四 

四、 ニー  七 

1 、二 五 四 

三、 九 一 五 


る 


、八 九 七 八 馬商會 

、九 〇 五 遼東 汽船 株式 會社 

、九 〇 四 大阪 商船 株式 會社 

、九 〇 二 大阪 商船 株式 會社 

、九 〇ー 大阪 商船 株式 會社 

、八 八 七 深 川 汽船 株式 會社 

、八 九 五 岸 本商會 

、八 九 一野 口 直 平 

、八 八 二 岸 本 商 會 

、八 九 四 南 満洲 汽船 株式 會社 

、八 九 三 南 満洲 汽船 株式 會社 

、八 九 一新 田 仲太郞 

、八 九 七 山 本 汽船 合資 會社 

、八 八 九 島谷德 三 郞 

、九 〇 二 田隆 汽船 株式 會社 

一 八 九 


祌 戶市史 刖錄ニ 


船 名 

吾妻. H 丸 

愛宕山 丸 


東 山 

日 洋 

關 東 

日 勢 

泰 ^ 

祌 壽 

0 姬 

寧 靜 

朝 香 

安 宅 


丸 

丸 


第卞 -1 乾坤 丸 


國名 船 質 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鍋 

英國 

英國 

蠢 

英國 

英國 

英圃 

英顬 

蠢 

英國 

英國 

英國 


紳戶 海運 五十 

原 名 

1 一一 ll.ley. 


年 史 


sargherita. 

Millsol. 

Magdala. 

Gla 一  Istry. 

cl.lmin. 

Hillglade. 

Mer;l--i. 

Ataka. 


總嗨數 

四、 二 九 四 

四、 〇 四 四 

三， 七 四 〇 

三， 二 六 九 

五、 〇〇 四 

二、 七 〇 九 

三、 四 五 七 

二， 三 六 〇 

三、 二三 八 

二、 五 五 〇 

一 一、 四 七 五 

一、 九 四 八 

三、 七 五 二 

三、 三 三 四 


建造 年 

一 ，九〇 六 

一 、九 〇〇 

1 、八 九 七 

1 、九 〇〇 

一、 八 九 八 

1 、九 〇〇 

一、 八 九 五 

一 、八 九 〇 

一， 八 九 八 

1 、九 〇 五 

一， 八 八 九 

一 、八 八四 

1. 八 八 九 

1、 八 九 〇 


1 九 〇 

買  主 

遼東 汽船 株式 會社 

遼東 汽船 株式 會社 

金 森 合資 會社 

岡 崎 汽船 株式 會社 

岸 本商會 

岡 崎 汽船 株式 會社 


大 

乾 


本 喜 

家 善 太 


本 

田 


喜 

商 


造 

■P1 バ 

造 

鲁 


會 


合 名會 


海 ， 城 

東 京 

臺 灣 

南 洋 

泰 陽 

大 天 

ナ ， 

0 形 

日 連 

唐 山 

安 陽 

平 洋 

1 昌 


丸 

丸 


英國 

英國 

英國 


第 四 隼 


キタ Si  %5 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英國 鋼 

英 I  Is 

日露 戦役 


Gurcnla. 

Benacre. 

naake. 

Talwap 

B§tala. 

clauogllvy. 

Lltuans-. 

Ceylon. 

^Icllia. 

Sit  Charlos  Tennant 

.Baross. 


Bahiohi  stair 

* り 明治 末期に 至 


四、 五 七 二 

二、 ニー  〇 

三、 0  二 四 

二、 八 四 一 

1 、七三 四 

三、 〇 四 三 

1 一、 六 四 六 

四、 二 四 八 

四、 〇 九 四 

二、 九 二 六 

二、 〇 二 五 

二、 四 一 五 

二、  o 九 〇 

三、 〇 三 八 

二、 七 四 六 


、八 九 〇 

、八 九 三 

、八 九 四 

、八 九 四 

、八 八 二 

、八 九 三 

、八 九 六 

、八 八 九 

、八 九 四 

、八 九 〇 

、八 九 二 

、八 九 四 

、八 八 八 

、八 九 五 

、八 九 七 


岸 本商會 

朝日 商會 

東京 灣 汽船 株式 會社 

東 和商會 

八 馬商會 

岸 本商會 

岩 城商會 

深 川 汽船 株式 會社 

岸 本商會 


臼 

森 


榮 

曰 曰 


商 會 


洋 

商 


平 


1 了 

,ィ 

藏 


る 


南 満洲 汽船 株式 會瓧 

1 九 1 


St 戶市史 ^錄ニ 紳戶 海運 五十 年史 

船！ K 原 名 總 噸数 

鋼 さ 11EM. 

0  nllpl-rt  〇ity. 

綱 o-lp. 


船 名 

泰昌丸 

靑島丸 

瓜哇丸 

大星丸 

福 壽 丸 

金剛 山 九 

妙 義山丸 

ぉ來丸 

第二 英丸 

^上 丸 

報阈丸 

北海 丸 

= 朗丸 

さかい 丸 


國名 

英圃 

英國 

英國 

英國 

英國 

英國 

英國 

英國 

英國 

英國 

英阈 

英國 

英國 

1 


鐵 

is 


鐵 


I ョ ll.a  Mayo. 

Nyal. 

cl.alghall. 

oul.akF 

Suncla. 

Vcnnachar. 

Leonora. 

Mohammadi. 


二、 六 二八 

二、 五三 六 

四、 四 1 九 

二、 二八 七 

1 、七 六 八 

五、 二 〇〇 

一 一、 七 七 九 

四、 四 〇 二 

二、 六 三 九 

二、 〇 三 六 

四、 六 七 四 

四、 四 一 七 

二、 五六 三 

1, 九 四 七 


1 九 二 

建造 年 買  主 

、八 九 六 南 満洲 汽船 株式 會社 

、八 八 六 原 田 商 行 

、九 〇 二 大阪 商船 株式 會社 

、八 八 九 橋 谷 合資 會社 

、八 八 三 阿部 商店 

、九 〇 二 遼東 汽船 株式 會社 

、八 九九 三 井物產 株式 會社 

、九 〇 五 大阪 商船 株式 會社 

、八 九 〇 田 中 省 三 

、八 八 九 英和 商會 

、八 九 五 南 満洲 汽船 株式 會社 

、九 〇 四 明治 海運 株式 會社 

、八 九 五 臼 井源藏 

、八 八 四 岸 本商會 


永代 丸 

五 僉山丸 

神國丸 

播 磨 

浦 安 

建 國 

慶 津 

喜 久 

祌 護 

豊 前 

EI 卩 

言 


丸 

丸 


英國 鋼 Doddiu. 

英國 0  .AlxJIlurch. 

英國 鋼 wilcannia. 

英 pf 級 Borneo. 

英國 鋼 Assyria. 

英國 銅 Cornelia. 

英國 鋼 "vv。odford. 

英 H 鋼 .puritan. 

英國 鋼 Cromwell. 

英國 鋼 Hadd。n  Hall 

英國 鋼 pyrrhla. 

英國 鋼 ytona. 

諾國 鋼 Brand. 
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三 

當時 輸入 關税を 免る 1 方法に 就 
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二、 八 二 六 

二、 二八 七 

四， 九 五三 

四、 五 七三 

二、 五三 o 

三、 二 一  四 

二、 九 三 七 

四、 〇 三 八 

三、 〇 八 六 

二、 六 八 〇 

三、 四 九 一 

二、 四 九 五 

二、 〇〇 三 

一 三、 一 七四噸 

き 何れも 智囊 

至 る 


、八 八 九 岸 本商會 

、八 九 八 三 井物產 株式 會社 

、八 九九 岸 本商會 

、八 九 五 岸 本商會 

、八 八 九 岸 本商會 

、八 九 二 南 満洲 汽船 株式 會社 

、八 九九 岸 本商會 

、八 九 七 辰 馬商會 

、八 九 四 中 村 準 策 

、八 九 八 春. 丸 合 名會社 

、八 九 二 岸 本商會 

、八 九 o 門 司 汽船 株式 會社 

一、 八 九 〇 荻 布 宗太郞 

を 絞 り、 其 結果 窮餘の 窮策と し 

一 九 三 


神戶 市史刖 ニ神戶 海運 五十 年史  一九 四 

て 關東州 及 朝鮮に 船籍 を 置く 事 を 案出す。 彼 地 は 法律上 船舶 輸入 稅に關 する 

何等の 規定な く 自然 輸入税 を 免る 、 のみなら す， 地 方 官廳に 係る あらゆる 手績 

眾 簡 にして 只 船主と して 大 連に 法人 若く は 個人 を證明 すれば 足 b 、內 地の 如く 

る、 事な し- 聊か 不便と する 所 は 內地不 開港 地に 人 港す 

遠洋 航 船に 限、 り置鐯 せば 商賣上 何等 支障 を感 せす 明治 

が 汽船 大連 丸 (原 名 yii 總 * 四、 五 八 一 一) を 購入し 直に 大 連に 

績々 之に 傚 ふ。 今假. ^に 五 千噸型 一隻 此價格 金 二十 萬圓、 

入に 關し 費用 を 採算せば 左の 如し。 


各種の 税金 を 課せら 

る 事 を 得 す、 故 を 以 て 

四十 五 年 岸 本 兼太郞 

置籍 する や、 社外 船主 

船齢 十五 年の 船舶 輸 

大迚轤 入の 場合 

保存 登記 料： 船 

噸  稅ニ 

內地 輸入の 場合 

輸 入 稅 (年 

保存 登記 ^(船 


價 千分の 二  二 〇〇、〇〇• 

噸 十五 錢ー ケ 年分) 七 五 0、〇〇 

九 五 〇、〇 〇 

船 十 年 以上 一 噸十圆 一  五 〇、〇〇〇、〇〇 

偎 千分の 十五  「一一 、〇〇〇*〇〇 


噸  稅ニ噸 十五 錢ーケ 年分)  七 五 〇、〇〇 

營 業 稅 (資本金 千分の 六)  一. 二 〇〇、〇〇 

從 業者 稅 (乘組 員 五十人、 一人 ニ圓の 割)  一 〇〇.〇〇 

所 得 税ニケ 年 純益 九 萬 六千圓 とし 千分の 五十) 四， 八 o 〇、〇 〇 

合 計  五 九、 八 五 〇，〇 〇 

負 擔の差  五八、 九 o〇、o〇 

大連置 籍は九 百 五十 圓 なる に、 內 地 輸入 は 五 萬 九 千 八 百 五十 圓の 出費 を 要す 

前者 は 船 檟の五 厘に 當 ，9、 後 者 は 約 三 割に 該當 す。 而 かも 這 は 單に第 一 年の 支 

出に して 此外內 地に 在 b て は 各種の 諸掛 b あ ，9、 大 連 籍の增 加す る 蓋し 偶然に 

あらざる 可し 

其 後 玫苻は 免稅を 防止す る爲め 種々 考盧 したる 末、 左 の 如く 驚く 可き 課税 

法 を 公布したり。 最初 大 連に 於け る 營業税 は 民政 署の 推定に 依， 9 た りし 

が、 大 正 九 年 八月 一 日 以後 申告に 基き 其 事業年度の 總收 入に 對し 千分の 十 

を 賦課し 是を年 二期に 分納せ しむる 事と なせ，^。 . 

定期 傭船契約 は 傭船 料の 千分の 十， 
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大連 

に對 

時 は 

斯の 

何 な 


S 戸市 * 刖 SS  二 神戶 海運 五十 年史 

賃貸借契約 は 賃貸借 料の 千分の 十二、 

從 業者  一人 金 參圓、 

職工 勞 役者 (船員) 一 人 金壹圓 五十 錢、 


1i ハ 


若し 

務を 

ベ し- 


大 速に は 只 名目 

主宰す る 向 は 前 


■•2: 地と 外國 

分の 五の 割 

に 於け る 所 

し 資本金の 

•C 分の 十 を 

船稅は 

如く 苛酷な 

る 铤 化 を 生 


閒 の 

合 を 

得稅 

百 分 

課 せ 

登簿 

る 税 

す る 


上 看板の みを揭 げ， 內 地に 於て 配 

記大 連に 於け る 課税の 外、 神 芦に 


£  ,^ 本 五兵 衞は 大和 


各 航海 運賃 總額 

以て 營業税 を 課 

は 事業年度の 總 

の 十 を 超過した 

ら る。 

噸数 に對 し每噸 

法實 行の 結 « 異 

や 計り 知る 可 か 

船 時代よ， 9  ^ 舶 


の 十分の 一 を 課 

す、 此外 神^ 市稅 

益金よ b 總 損金 

る 場合 百 分の 四- 


船 及 其 

於て 左 

稅 標準 

附加税 

を 控除 

百 分の 


他 一 般營業 上の 事 

の 如く 課稅 せらる 


定 め 

も 敛 


十 


金 三十 錢の 割 

議 百出す。 大連 

らざる も。 あ， o。 

m. を營 み、 後年 西洋 型 帆^ 


之に 對 

せらる- 

差 引 利 

超過し 


し 千 

益金 

た る 


置籍 問題 も 近き 將來に 如 

を 所 有 し、 專 ら 本 


州. 北海道 間の 商 賣に從 事せ しが、 明治 二十 七 年 日 淸戰役 初頭に 於て 始て 汽船 祌 

州 丸 (總噸 二、 九 o 五) を 購入し. 次で 二十 八 年 汽船 豊州丸 (總噸 一、 一 七 七) を 加 へ、 明治 

二十 九 年 神威 丸 (總 噸ニ，  二三 九) を 購入す" 同船 は 原 名 】)cningto= と 稱 し、 前 船主 所 

有 中、 前 年橫濱 よら 門 司に 向け 空 船 航海 中、 遠 州灘 にて 颶風に 逢 ひ、 船 體動 搖の爲 

め 汽鐯轉 動 し， 進 行の 自由 を 失 ひ十數 ヶ月 間 海上に 漂流し、 一時 失踪と 見做され 

たりし が、 遂 に 香港 附近に 漂 著した る もの に て、 是 を 購入し 神 戶 に 曳き來 b、 自 家 

の 設計に 依り 水上に 於て 船體を 傾斜せ しめ、 船腹の 一 部 を 切開して 汽鑲の 入れ 

換を爲 し、 修 理を 遂げた る は、 當 時 同業者 をして 稱讃 せしめた る 一 珍事な り。 

岸 本 五兵 衞. 弟 兼太郞 共に 理財に 長 じ、 黽 勉 カ行 苟も 利の 存 する 處を 見る や 勇 

往 邁進 往々 人の 意表に 出づ， 蓋し 所謂 大阪 商人の 氣質を 遺憾な く發 揮せ る も 

のと 云 ふ 可し。 特に 兼 太郞は 後年 社外 船主 中錚々 たる ものと な り、 彼 の 岸本汽 

船 株式 會社を 築き 上ぐ るに 至れり。 明治 二十 九 年 乃至 三十 六 年 小形 船 四隻を 

新造し、 汽船 威海 丸 (總噸 三、 o 九 二) 及 神宮 丸 (總噸 二、 七 七 六) を 購入 し、 明治 三十 七 年 

乃至 三十 九 年 汽船 五隻 此總噸 一 萬 六 千 三十 九 噸を增 加す。 明治 四十 年 來不况 

の 結果 四十 二 年 未だ 繋船 時代 を脫 せざる に 岸 本 は 當時處 分 ものと も 云 ふ ベ き 
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祌戶 市. 二 神 五十 年史  一九 八 

汽船 第二 千代 田 丸 ( 總 噸 一、 六 七 五) 及 浪 花 丸 (總 噸ー、 七 一 六) を 購ひ、 翌 四十 三年 改正 

簡稅發 布に 際し 斯界 は 前途 強弱の 說區々 として 決せ や 衆 皆 躊躇せ る 間 に、 同 年 

八月 他に 先んじ 社外 船中 前例な き 巨船 神 海 丸 (原 名 ま ir_a 總噸 四、 C- 七 一 一)、 次 で 神 邦 

丸 (原 名 ョ 一 1 一 總噸 四、 三 九 一 一)、 神 通 丸一 原 名 K さ 二 v 總噸 四、 一 七 C> 購入 したる は、 恰 

も 平水 面に 石 を 投じた る觀ぁ b。 次で 四十 四 年 五上 ハ.七 月に 亙 b 神武 丸 (原 名 In- 

-Iram 總噸 五、 二 四 三 ). 神 洋 丸一 原 名 r-reconshil.e 總 噸 五、 八 三  一 /神 盛 丸 | 原 名 rrcrfu-ia 總 

噸四、 二 〇 四/神 明 丸一 原 名 Irf 總噸 二、 四 三 三) 合 計 一 七、 七 一 一 噸を購 人したら。 

是 全く 商人と して 所謂 一 種の 思惑 を 決行せ る ものな， 9 と 云 ふべ く、 他 の 社外 船 

主 も 此機會 に锫々 貸 進みし 者 多し。 明治 四十 四 年 七月 改正 關税實 施 後 船. 舶 輸 

入税の 免除に 關し 深く 考慮の 結 果、 明 治 四十 五 年 七月 汽船 大連丸 を 以て 大連置 

籍の 先手を打ちたり。 

臺湾 航路 は 明治 三十 二 年 以後 社外 船 殆んど 其 影を絕 ち、 日本 郵船 及大阪 商船 

の獨 占な "しが 、同，：：？ 米 穀. 砂 糖の 産出 年 を 追 ひ增加 し、 相 應に 船腹の 需要 あるの 

みなら や、 明 治 四十 年頃 近海 他方 面 漸く 閑散と な， 5 社外 船の 同 島に 注目す る も 

の 現 は れ、 三 井 船舶 部の 如き は 明治 四十 年 部長 川 村 貞次郞 實地を 視察 し、 翌 四 十 


一 年 傭船 辰 丸 を 差 立て 二 航海 を 試 み、 三 井 關 係の 米 糖竝に 社外 貨物 を 積 取り次 

で 同社 船 阿蘇山 丸 を 派し 著々 好成績 を擧 ぐるに 依り 遂に 日本 郵船 及大阪 商船 

と 三 井との 間に 運賃の 協定 を 見る に 至る。 其 後 三上豊 夷の 計畫に 依， 9 社外 船 

主 中 緒 明 夫 家 入木. 板 谷. 藤 岡. 原 田 等 各" 其 所有 船 を 提供し 一 團體 となら、 經營 事務 

一 切 を 擧げて 三 上 合資 會 社に 托 し、 明 治 四十 四 年 一 月以來 汽船 樺 太 丸 (總 噸 一 一、 八 

九 五)、 香 取 丸 (總噸 二、 二 〇 六)、 遼 東 丸 (總 噸ニ， 五 ニー )、壽 満 丸 (總 嘴 二 、一  七 七)、 チ ョィ サン 

丸 (總 噸 一 、八 〇〇)、 幸 運 丸 (總噸 一一、 八 七 六) を 以て 一 ヶ月 四囘の 定期船と し、 此外 不定 

期 配船 は 一 ヶ月 三. 四囘 仕立て、 日本 郵船 及大阪 商船と 競爭を 試みし かば、 同 航路 

は 一 時 百. 花 燎釓の 觀を呈 せり。 斯 くして 郵. 商 船兩社 は 益" 其 結束 を 堅く し 社外 

船 は 止む を 得 や 協定 率 以下に て 積 取る 事と な り、 翌 四十 五 年春遂 に廢航 する に 

至れ. o。 大正 七 年 山 下 汽船 株式 會社は 特殊の 關係を 有する 鹽水港 製糖 株式 會 

社の 斡旋に 依 り、 三 井. 日 本 郵 船. 大 阪 商船 三 社の 協定に 割-り 込まん と 欲し、 大正 七 

年末に 於て 八 年度の 砂糖 運賃 競爭 入札 を 試み、 破格の 安 運賃 を 提供し 八 年度 分 

全部 を 引受けた、 り。 而 して 九 年度 は 三 社 山 下に 對し 競爭の 態度に 出で 非常な 

る 安値 を 提供した る も、 糖 業 聯合 會は其 間に 立ち 盡カ する 所 あ り、 調 停 策と して 
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臺潸 糖總數 量の 三分の 二 を 三 社に、 三分の 一 を 山 下に 拫， 9 充て、 運賃 は 年々 協定 

する 事と な 、一時 火花 を 散らさん とせし 形勢 も玆に 至って 無事 平穏に 解決 を 

吿 げたり。 

臺湾 食鹽は 明治 三十 一 一年 五月より 專賣 事業と な， 9、 明治 三十 三年 初め て H 本 

內 地への 積 出 を 試 み、 見 本 的に 臺南縣 布袋 觜 北門 嶼ょ h '積 出し、 大阪 商船 株式 會 

社の 配船に 依 b 積 取らる。 初め 毎年 移入 額 一 萬 噸見當 なりし が. 後 五 萬 噸に達 

す- 揚地は 主として 伊勢 灣. 半田. 武豐 方面な り。 

紀州 木材 》, 紀州 木材 は古來 主として 東京 方面に 輸出せ し が、 明 治 二十 九 年より 臺 灣に販 

路を 開く に 至る。 積 地 は 紀州東 牟婁郡 古 座 川 川口の 大島及 熊 野 川 川口の 新宮 

(三輪 港な， 9。 三輪 崎 は 安全なる 錨地に あらざる を 以て 大正 二 年 三月 新宫. 

勝 沛問铋 道 竣成の 結果、 積 地 全く 勝 浦に 移轉 す。 此の 木材 輸出 は 最初 大阪 商船 

株式 會 社の 荷 扱 を 業と せる 兵 庫 長 谷川 彌兵衞 等の 取扱に 係 b  、同 人 を 中心とせ 

る 神 P 南 盛 組 及 大阪開 南 組と が 明治 三十 六 年 合併して 商船 臺灣組 を 設立 し、 爾 

來 専ら 同 組の 手 を 經、 主 として 大阪 商船の 船腹 を 使用 し， 積 高 最初 每月 千噸 乃至 

千 五 K= 噸な， りし も 後一 二 千噸に 及べ. 9。 明治 三十 八 年よ. 5 大阪 商船 株式 會社は 


毎月 三囘 定期船 を 勝 浦に 寄港せ し め， 猶 必要に 迫れ ぱ 臨時 船 を 出せ， 9, 日本 郵 

船 株式 會社も 明治 四十 年より 每月 一 囘橫 濱. 打 狗 線の 定期船 を 勝 浦に 寄港せ し 

むる 事と なりし が、 三 ケ年を 出す して 廢航 す。 一時 最も 旺盛 を 極めし 積 高 は 一 

ヶ月 五 千噸に 達す。 然るに 近年 臺灣 の對岸 支那 福 州產の 木材 大に 臺灣に 輸入 

せ ら れ、 夫 れが爲 め 現今 內地 木材 輸出 は頓に 減退せ， o。 此福州 木材 も 殆んど 皆 

日本 船腹に 依， O 運搬 せらる。 斯の 如く 形勢 一 變し 現今 定期船に 木材 を 積載す 

る ものな く、 只 僅に 大阪商 船. 山 下 汽船 等 臨時 勝 浦に 寄港す るの みに 過ぎ -F 

三 陸 枕木 鏖 三 陸產の 枕木 は 明治 三十 年頃より 弗々 內地鐵 道に 使用せられ しと 雖 も、 明 治 

gR- 輪 出 

三十 六 年 臺灣縱 貫鐵道 用と して 三 萬 本鐵道 用達 業 中 森 貞次郞 の 手に 落 礼 し、 栗 

本 留八郞 供給し (後年 菊 地 長左衞 門の 手に 移る)、 運 送 は 三上豊 夷擔當 したら。 積 

地 は 陸 中の 宫古及 鳅ケ崎 を 中心と し. 東 は 陸 奥の 鮫 及 八^より 西 は 陸 前の 鹽釜 

に 到る。 每年 秋の 彼岸よ， 9 翌春の 彼岸 迄該 地方 河川 鮭の 產殖 時季なる に 依、 9 

此 期間 を 避け 夏季 を 撰び 山間より 放流す る を 常と す。 然るに 此 地方 夏期 往々 

風波に 妨げら る 、虞 ある を 以て 積 取 船 は 天候 を 測り 所々 に轉航 して 積 荷を爲 

第四草 日露 戦役より 明治 末期に 至る  二 〇一 


II 戶市史 ^Js 二 紳戶 海運 五十 年史  二  o 二 

*洋*3«哦 明治 三十 六 年 春 三 井 船舶 部が 汽船 有 明 丸 (總噸 二、 九 凡 七) を太洋 島に 廻航 した 

航 なるべし， 日露 戦役 中 一時 中止の 姿な， りし も 社外 船 

月 汽船 宇 品 丸 (總 嚼 四、 四 一 〇) を 廻航 せし め、 其 後每 年相當 

同 島に は 每航勞 働 不足 補充の 爲 め、 移 民 を積揚 人夫と し 

は從來 外國船 腹 (主 として 英國 船) にて 輸入し 來 b たる も 

向 ひたる は 明治 四十 年頃な り。 

探險の 趣味 を 有 し， 建 業の 志 高 く、 夙 に內外 諸國を 遍歷し • 

石の 豊 富 な る を 見， 明 治 四十 年 八 H 採掘 事業に 著 手す， 

世人 之 を西澤 島と 稱す。 同 島 は 其 位置 東經百 十六 度 五十 分、 北 緯 二十 度 四十 分 

臺 湾の 南端よ， り 航程 大約 二百 四十 哩 なり， 先づ 汽船 四國 丸一 總 噸 ニニ 九 七)， 不 動 

丸 (ま 噸；、 八 八 九)， 第 三 多 聞 丸 (總噸 二、 七 六 一)、 第五 多 開 丸 (總噸 二、 一四 四)， 熊 本 丸 (總 噸 

• 、九九 三) 及 笠 間 丸 (總噸 二、 五 七 八) を 使用し、 憐 礦石の 積 取に 從 事す" 往航の i 仝 船 

船 腹 ，：，- 利 用 し、 每 航 阪. 祌 地方より 臺灣行 運賃 を收 得すべく 發展 し、 汽 船 日 勝 丸總 

嘞 ；、 TO: 七 九/日米 丸. 總噸 一、 四 二 ◦)• 報國丸 (總嗨 二、 七 六 一)、 勢德丸 (總噸 一、 四 四 or 盛運 


クリスマス 

取 

ブラ タス、 西 


る は 多分 邦 船 積 収の初 

にて は 明治 三十 九 年 四 

の 船腹 を 消化し た り。 

て 搭載したり。 

クリス マ ス島燐 礦石 

のなる が 初 航の積 取に 

西 漯吉治 は 資性 豪邁 

ブラ タス 島に 遊び 燐礦 


丸 (總 噸 一 、八 A 五)、 第 三 辰 丸 (總 噸 二， 0 三 五) 等 を も 一 雁 入れ 著々 進行せ しかに、 臺灣 行 

運賃 は 一時 大に 影響 を 蒙， 9 た b。 此の 如くして 事業 漸く 緒に 就きし が 偶" 支 那 

南部 特に 廣 東に 於て 第二 辰 丸事 件の 爲め 日貨 排斥 (ボイ, ト) 熱 起 .9、 氣 勢 漸く 高 

く、 日本 政府 は 鎭靜の 代償と して 同 島 を 支那 政府に 讓 渡す 事と な ，5、 西 澤は數 年 

間に 亙る 慘儋 たる 苦心に 對し 何等の 報償 を も 得 や、 明 治 四十 一 年 七月 空しく 此 

事業 を 放棄す るに 至る。 實に 痛恨の 極と 謂つ 可し。 

ラ サ島は 沖大東 島と 稱 し、 沖 繩縣島 尻 郡に 屬 する 渺 たる 一 孤島に 過ぎ す、 東 經 

百 三十 一 度 四 分， 北緯 二十 四 度 六 分に 位す。 明治 四十 年 深 川 喜 次 郎等の 發 起に 

係 ら、 農 學 博士 垣 藤 規隆は 汽船 佐賀 丸 (總 噸六七 八) に 便 乘、 同 島 を 視察 し、 憐 礦石の 

採掘に 關 する 調査 研究 を 重ね、 明治 四十 四年ラ サ 島燐礦 合資 會社 (資本金 五十 萬 

圓) を 設立し 社長と なる。 同年 第一 囘積取 船と して 汽船 福 山 丸 (總 噸ー. 六 八 一 一) を 

第二 囘 汽船 三角 丸 (總 噸 ニニ  二 七) を 航行せ しめたり。 每年八 月. 九 月 は 暴風 時季 

にして 積 荷役 意の 如く な ら ざ る も， 豫 定の 如く 配船 を繼績 す。 大正 二 年 業務 擴 

張の 爲め 資本金 を 三百 萬 圓に增 加 し、 組 織 を 變更し ラサ 島憐礦 株式 會瓧 と改稱 

す。 大正 三年 設備 完成し 大正 六 年に 至り 歐洲戰 役の 爲め 事業 大に 發展 し. 每月 

第 四 章 BR 戦役よ リ 明治 末期に 至る  二 o 三 


明治 四十 四 


社外 船の 海 

外 »K 


,リ 

糸 

お 

三 


神戶市 i 別 Jg  二 神戶 海運 五十 年史  二  o 四 

一 萬噸の 出荷 を 見る に 至る。 同年 更に 一千 五 百 萬 圆に增 資す。 戰後 需要の 

返と 製 庞费の 膨脹に 因 b 採掘 を 短縮し 現今 毎月 約 一 千 五 百噸に 止め， 隔月 三 


bo 此 運送に 對し 最初 

の增 量に 應 じ， 苔 島 丸 (總 

b し が， 現 在尙ほ 臨時 傭 

く 上 柙步調 を 取 b  ，四 十 


0 


大運丸 I 總 

嚯 1 、四 七 二)、 大 

船 を 使用し つ 

四 年 秋に 至， 9 


啪 型の 船舶 を 就航せ しめつ , あ 

五) 外 帆 船 数 隻 を 使 用 し， 次 で 出 荷 

噸ニ ，〇 一 二) 外 数隻 を 定期 傭船した 

運賃 は W 治 四十 二 年 夏期よ b 漸 

の 相場 を 示 す。 

門 司. 橫濱 石炭 一 噸金 九十 餞 

小 捋. 濱 角材 金 七十 五圓 

小 櫞. 兵 庫乂 は大阪 角材 金 七十 五圆 

明治 四十 五 年に 入 b 益； 昂 騰 し、 大 正 元年 九月 左記 運賃 率 を 示す に 至れ 

門 司. 橫濱 石炭 一 嚯金ー 圓三 十五 餞 

小 撙. 兵 庫 又は 大阪 角材 百 二十 圓 

明治 四十 四 年よ.^ 四十 五 年に 渉り 朝 鮮. 北 淸. 浦 潮 方面 船腹の 需要 多 

國米 S 負の 爲め西 貢. W 貢 米の 轍 入 を 促 し、 其 他 瓜 哇. 印 度 方面 迄 邦 船 


0 一、。 

山 丸 (總 

) 。 

、あり 

槪要左 


. 特に內 

の 舞臺 


と Kb- 三 井 船舶 部. 增 田屋. セ ー ル フレ. ザ ー 等 社外 船の 定期 傭船契約 尠か らす 

則ち 各方 面の 配船 を 示せば、 

神 通 丸 (總噸 四、 一 三 二) 北 見 木材 北米 ポ ー トラ ン ド 行、 

神明 丸 (總囉 二， 四 三 三) マ -ーラ 及蘭領 東印度 行， 

神 武 丸 (總 噸五，  一 二 五) 及 神 盛 丸 (總 噸四ニ 九 三) 北 見 及釧路 木材 濠洲 行、 

第一 一 雲海 丸 (總 噸 三， 九 五 二 臺灣ょ b 北米 行， 

第三 乾坤 丸 (總 噸三、 七 七 八) 石炭 積 濠洲 行、 

興 安 丸 (總 噸 三-四 六 o) 北 米ポ ー トラ ンド 行， 

宇 品 丸 (總噸 四、 四 一 〇) 石炭 積 新嘉坡 行、 砂糖 積 瓜 哇內地 揚げ、 

白 鹿 丸 (總 噸 四、 五 四 三) 石炭 積 濠洲 行、 

汽船 幸 S 丸 汽船 幸壽 丸 (總 噸四、 五 七 五) 明治 四十 四 年 六月 日本 出 帆. 露 領 インべ ラト ー 〃 に 

欧洲 行 

囘は b 濠洲 行、 次で 歐羅巴 に 囘船、 英 國倫敦 に 於て 日本 郵船 株式 會 社の 傭船と な 

り、 製 監 材料 を 積載 し、 長 崎及吳 に囘航 す。 時に 大正 二 年 二月な- 9。 此 航程 四 萬 

海里、 日 數實に 二十 ケ 月、 社 外 船 欧洲 航行の 飴め な， 9。 是に 次ぐ 歐洲行 は 大正 二 

年 七月 三 井 汽船 萬 田 山 丸に し て、 同 船 は 北海道に て 木材 を 積 入 れ、 蘇 土 通過 ダ ン 

第 四 草 R 露戰 役より 明治 末期に 至る  二 O 五 


明治 四十 五 

年 五； 5 社外 

船の 定 WW 

船 表 


神 戶市史 刖錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  二 〇六 

力 ー ク. アン トヮ ー ブ に囘航 し、 復 航カ ー ヂ フ. ポ— トセ ッド. サフ アジ ャ 日本 降 碳 

石 を 運送す。 

明治 四十 五 年 五月に 於け る 社外 船の 定期 傭船契約 は， 左記の 如く 一  百 〇 六隻 

此總噸 數大約 三十 萬嗨に 達す。 

隻數  總噸數 

一 二  二 五、 三 六 五 

一 〇  三 〇， 八 七 五 

九  三 o, 九 五六 

九  三 二、 六 七 二 

四  一 二、 二三 七 

二 六  八 八、 二 一 七 

二  三、 九 八 三 

三  四、 四 〇 五 

三 一  六 七， 二 六 三 

〇 六 二 九 五、 九 七三 


支那 人 

歐 米 人 

日本 郵船 

ブぎ Itr- 舟 

陸軍省 

三 井物產 

三 菱 

鐵道院 

其 他國內 海運業 者 

合 計  一 


橒準 比^ 


滿鐵の 長期 

使 船 


撫顺 炭； S 出 


■a お 定期 躕船は 一 般に六 ヶ月 間 を 最長 期と せし が. 此 機會に 

に 一 ケ 年間と する に 至る。 

運界の 標準 噸數は 總噸數 を 以て 取引せられ たる も 

數を其 基準と な し、 爾來總 噸數の 代り に 重量噸 を唱 

十四 年末 橋 本 * 喜 造 所有 汽船 天 山 丸 (重 量 五、 八 五 0)、 汽 

〕 〇) 三隻 は 中途 解約の 妥協 を 遂げ 

も 重量 一 噸に付 金 一 圓 七十 餞に 

LJ す。 運賃 市況の 愈 <强 きを 見て 

此に 於て 遂に 日 貸し 契約 開始 を 


本邦 海 

KV 重 n 一 

明治 四 

五 〇)、 汽船 

道 株式 會 

長期 契約 

欲し、 傭船 

方法と 云 

殆んど 

大 連. 營 口 

民 地方 面 

言 ふ 迄 も 

が 其營業 


社に 五ケ 年間 何れ 

は實に 近年の 異例 

者 は 長期 を 望む- 

ふ ベ し。 

無盡 藏と稱 せられ 

積 取 需要 を 喚起せ 

に 其 販路 を 開始し- 

なしと 雖 も、 神 戶 に 

を 開始せ し 後間 も 


一 變 して 普通 一 般 

の な る が、 此 頃に 至 

ふ。 

船 吳山丸 (重量 五， 一 

しと 雖 も. 南 満洲 鐵 

て 契約 せらる。 此 

船主 は 可成 短期 を 

見る。 是亦 新規の 


たる 撫順炭 は 歐米航 路. 北 支 航路 船の 焚 料 炭と して 

るの みならす、 工業用と して 中 支. 南 支. 比 律 賓. 海 峽 殖 

前 途 益. -有 望の 事業に して 多大の 囑 目に 値 ひする は 

輸入 を 見た る は 明治 四十 一 年 南満 洲鐵道 株式 會社 

なく 少量の 見本 炭 を 積 出せる を始と し. 爾 來 明治 四 


第 四 草 日 B 戦役より 明治 末期 LJ- 至る 


二  o 七 


h 

■a 
： や 


神 戶市史 s: 錄ニ 神戶 海運 五十 年史  二  OA 

十三 年 神^ 其 他 伊勢 湾 等に 販路 を擴張 し. 同 年 九 千 二百 七十 噸を積 出 し、 四 十 四 

年に は 二 萬 九 百 十二 噸に上 り. 其 後 上 海. 香 港. 麻 尼 拉. 新 嘉坡 方面に 績々 積 出す に 

至れ. 9。 

瓧外 船主 は 日露 戰役後 船腹 過剩に 依， 9 辛き 經驗を 嘗め. 今や 囘復 期に 臨んで 

更に 將來の 事を盧 、り、 同 業 益 "協 力 一 致の 實を舉 げん 事 を 期 し、 明 治 四十 四 年 六月 

三日 大阪 ホテルに 懇談 會を催 し. 各 自 意 見 を 交換した る 結 果， 土 曜會を 設立 す。 

要旨 は 左の 如くに して 每月第 一 及第 三 土曜日 大阪に 於 て、 第 二 及第 四 土曜日 神 

B- に 於て 開會 する 事と す。 

一， 新 航路 開拓と 船腹 調節 を 計る 事、 

1、 ^賃の 協定 を爲し 最低限 度 を 定め 低落 を 防止す る 事、 

會員は 原 S 十 次 郞. 岸 本 兼 太 郞. 川 崎 船舶 部 入 木 千 之 助. 山 本 藤 助. 岡 崎 藤 吉. 辰 馬 吉 

左衞門 (以上 發 起 人). 三 上 豊 夷. 小 野 淸 吉. 大 家 七 平. 右近 權左衞 門. 乾 新兵 衞. 中 村 準 策 

等な. 5. 

明治 四十 四 年 は 日本海 逑の 遠洋航路 開拓の 初年な， 9 しが、 政府 は 近海 航路の 

M 助 整理 を爲 し， 之 に 依 b て 得た る剩^ 佥を 以て 南洋 航路の 開始 を計畫 す。 抑.. 


定期 航路 を 開拓す るに 初めより 收支相 償 ふ ベ きもの にあら す、 政 府は 日本 船主 

同盟 會所屬 船主に 其 意向 を徵 せし が、 直 に受 命す る 者な く、 船 主 側 幾 名 は 補助金 

年額 金 二十 萬 圓を生 張 すれ ども 成ら す、 政 府 案の 骨子と 云 ふ ベ き 點を擧 ぐれば， 

一、 明治 四十 五 年度に 於て 七 萬 五 千 圓以內 四十 六 年度 及 四十 七 年度に 於て 

每年 十五 萬 圓以內 同 四十 八 年度に 於て 七 萬 五 千 圓以內 を 支給し 契約 を 

結ぶ 事 を 得， 

一、 總噸數 ニ千噸 以上 最强 速力 一 時間 十 海里 以上の 船舶 二 隻を備 ふる 事、 

等な り。 當時受 命 者と して 關東 方面に て 注目せられ たる もの は、 日 本船 生 同盟 

會 東部 理事長 緒 明圭造 及竹內 綱. 野田豁 通、 關 西に 於て は 三 上. 石 田. 藤 岡の 三 船主 

に し て， 彼等， 主 唱 者と なり 南洋 郵船 株式 會 社の 創立 計畫發 表せら る， 資本金 三百 

萬 圓株數 六 萬 株 內五萬 五 千 株 は 前記の 船主 竝に發 起 人に 於て 之れ を 引受 け、 殘 

額 五 千 株 は 公募の 豫定な b しが. 公募 成績 は當時 財界 不振の 爲め埗 々しからす、 

三 船主に 於て 全部 割當て 引受けた る ものな， 9。 明治 四十 四 年 二月 中旬 發起人 

會に 於て 竹 內綱を 創立 委員長に 擧げ、 三 上豊夷 を專務 委員に 推 し， 創 立 事務所 を 

東京 雜町區 內幸町 一 丁目 三番 地に 設 W 、後 本店 を 大阪に 置 き、 神 芦 を起點 とし、 基 

第 四 草 日露 戦役より 明治 末期に 至る  二 〇 九 


神 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  一二 〇 

隆. 香 港. 西 貢. 瓜 哇. 新 嘉 坡を經 由して 蘭 貢に 至る 航路 豫定な b。 

三 上. ま 岡 右田 等の 所お 船中 

ハドソン 丸 (總 嚼 三， 七 九 八) 富 美 丸 (總 噸 ニ，0 七 七) 

幸壽丸 (總噸 四、 五 七 五)  幸運 丸 (總噸 二、 八 七 六) 

香 取 丸 (總噸 二、 二 〇 六) 

を 其 使用 船と し 著々 進行 せんとせ し が. 內 部に 頓挫 を 生じ 計畫の 中止 を 見る に 

至れ， 9。 此に 於て 岸 本 兼 太 郞. 辰 馬 吉左衞 門. 緖 明 圭 造. 原 田 十 次 郞及板 谷 宫吉等 

此^ 業に 希望 を^せ し が， 遂 に 後者 三 名に て 引受 け、 資 本 金 三 1.= 萬圆を s て 南洋 

郵船 合資 會社を 設立 し. 各 自 一 隻を 提供し 政府の 補助 を受 け， 同 航路の 開拓に 從 

事す。 同社 は 明治 四十 四 年 十二 パ佐藤 勇 太郞を 香港に 派遣 し、 航 路 視察 を 兼ね 

荷主と 特約 締結 を爲 し、 猶 翌四 十五 年 七月 更に 佐 藤 勇 太 郞及松 城 忠敏ニ 名 を 南 

洋に 派し 代理店 契約 を爲 さし め、 同 時に 使用 船舶の 修理に 著 手す る. と 共 に、 主 務 

省に 對し受 命 手續を 了し たれば、 一 時 波. 源 曲折 を 重ねし 南洋 航路 問題 も 遂に 一 

段落 を吿 げた. 9。 

色 社の 使 川 船 


北 都 丸 總噸三 "二八 二 

旅 順 丸 總噸 四、 八 〇 五 

萬 里 丸 總噸 三、 二 三 一 

同社 は 本部 を 東京 市 京 橋 區木挽 町 十 丁目 日本 船主 同盟 會內に 置 き， 佐 伯 俊 太 郞 

實 務に當 ，9、 營 業 所 を 神^ 市 海岸 通 三 丁目に 設 け、 佐 藤 勇 太郞を 代理人と 定 め、 其 

第 一 船 萬 里 丸 は 雜貨千 二百 噸と新 嘉坡行 石炭と を 満載し、 大正 元年 十月 二十 二 

日 神 芦 出帆 初 航の途 に 就けり。 其 命令書の 內容に 示された る もの を 見る に、 

一 、 航路 及 寄港地、 往航 は 神 卢. 門 司. 香港. 新 嘉坡二 タ ビヤ 及 サ マラン を經て ス 

ラ バヤに 至 り、 復 航はス ラバ ャ. 香 港. 祌 e; 

一、 往航に 於て は 門 司 發航後 基隆に 寄港す るの 豫定 にして， 又神戶 碇泊 中必 

要に 應じ 航路 を 横濱に 延長す る 事 ある ベ し。 

一、 ス ラ 、パ ャ 碇泊 中前 記 以外の 蘭領 東印度 諸 港に 廻航 する 事 を 得。 

- . 使用 船舶 及航 海 度數， 使 用船 は旣 記三隻 にて 大正 元年 十月 二十 二日 神 芦 

を 發 し， 以 下每月 一 囘 一 年期 間 十二 囘の 航海 を爲 すべき 事。 

1、 命令 期間 大正 元年より 大正 四 年 三月に 至る 二 年 六 ヶ月 間な b。 

第 四 草 日 is 戦役よ リ 明治 末期に 至る  二 一一 


砷戶市 .£  ^sg  二 神戶 海運 五十 年 史  二 1 二 

南洋 郵船 就航 前 は 和 蘭 系 P  —ャ ルバ ケ ッ トの瓜 哇. 支 那. 日 本 間每月 一 囘定航 に 

從， せる もの と、 佛 蘭两 系の メサ ゼリ ー マリ チ— ムの 航路 と、 濠 洲 系の パ ー ンス. 

フィリップの 新嘉坡 リハ タ ビヤ. ス ラ パ ャ. シド 一一 ー 間に 每月 一 囘の 航路 を 有せる 

のみ。 特に 和 蘭 船 は 南 洋. 東 洋間 獨占的 地步を 占めた b し が、 今 や 南洋 郵船 現 は 

る ， に 及んで 宛然 一 筒の 敵國を 形成せ し 観 あ.^ 同瓧 最初の 資本 金 百 五十 萬 

圆を 大正 九 年 一 躍 五 百萬圆 に增資 し、 其 使用 船 も 最初 は 前記 三隻 のみな， ^しが， 

大正 四 年中 古 外國船 Cambodge を 購 入 し. 之 を ボ クネオ 丸 (總 噸 三. 九 一 九 一と 命名し * 

一 勢力 を 加 へ、 次で 九 年. 十 年の 間に 於て 前記 三隻を 漸次 船主に 返 船 し， 同 社主 腦 

者 佐 伯 佼太郞 は 鋭意 商船隊の 堅 實を策 し、 新 船サ マラン 丸 (總 噸 三、 九 〇 九 Y マ カツ 

サ 丸 (總噸 三、 九 八 一 ).チ ユリ ボン 丸 (總噸 三、 九九 九) の 三隻を 建造し. 船客 設備 等 特に 

面：！ I を改 むる に 至る。 寄港地 は 最初よ， 9 多少の 變遷 ありし も 現今 は往 航， 神 P 

よ， 9 門 司. 香 港 を 經て瓜 哇のパ タビ ャ. サ マ ラ ン に 寄港し、 ス ラバ ャ に 到 る、 復 沆 サ 

マ ラ ンを發 して マ 力 ッ サ. パ リク パ パ ン. 香港 を 經て門 司に 寄港し 祌 S- に歸 る. 又 

臨時 SS 级. 名 古 星に 寄港す る こと あ.^。 

松昌 洋行 は 明治 三十 五 年頃 山 本 唯三郞 入社し 其 組織 を變更 す。 下村廣 ま. 伊 


藤 彥九郞 と 前記 山 本 三 名. の 合資 會瓧 とな え 從 來の 如く 支那 鐵 道へ 北海道 枕木 

賣 込 の 外， 開 灤礦務 局に 坑木 を 供給す。 此等 木材 輸出の 爲め 使用す る 船舶の 復 

航を 利用して 開平 炭の 本邦 輸入 を計畫 す。 同 炭の 積 地， 秦 皇島は 遼東灣 の 西 海 

山 一千 に 位 し. 山 海闊の 西南 約 十 哩. 天 然の恩 惠に加 ふるに 最新の 人工的 設備 を 以て 

し. 北 支那 唯 一 の 不凍港な， o。 水深 最大 干潮 時 十八 呎 より 二十 六呎 半， 七 箇の繫 

船 所 を 有し 荷役 最も 便な. 9。 同 炭礦の 粉炭 は 製鐵に 要する コ ー ク ス 原料と し 

て 最も 適當 なる 事 を 信 じ， 明 治 三十 八 年 釜石鑛 山に 勸 誘し 試験の 結果 優秀なる 

あ^を 擧 げ し か ば、 遂ヒ 開平 局より 日本 朝鮮 一 手 販賣權 を 獲得 し、 同 年 四月 汽船 

磯部 丸 を 以て 開平 ジ ャ パ ン ダ ス ト 四千 喷を 輸入し 之 を 釜石礦 山に 供給す。 爾 

來引績 き 谷 方面に も 見本 を 送 り. 苦 心の 結果 明治 四十 二 年 枝 光製鐵 所. 三 菱. 住 友 

の 諸 工場に も 納入す るに 至れ b。 此 運輸に 對し 最初 は專ら 傭船 を 使用せ しが， 

明治 四十 一 年 便宜上 汽船 開平 丸 S 嚼 二. 六 〇 〇) を 始めと し. 唐 山 丸 (總 喷 一 一、 四 四 三). 

靑 島 丸 (總 噸- 「五 九 一 1). 多 喜 S 噸 三. 二 〇 八). 大 西 九 (總噸 一 「七 四 一). 大北 丸 (總 噸 三， 三 

\ 六) を 順次 所有し. 明治 四十 二 年 農 商務省 所有 八幡 製鐵 所所 屬の 汽船 影 島 丸 (總 

噸 3、 五六 六 一 及 惠山九 (緦噸 三， 一六 〇) を 借り受け 使用した り J 四十 三年よ， 9 販路 

第 四 尊 日露 戰役 ょリ 明， お 末期：！ 至る  二 11 一 1 


神戶 市. a! 別 an 一  神戶 海運 五十 年史  二 1 四 

漸次 擴 張し、 東京 芄斯會 瓧. 德 山海 軍 煉炭 所 を 始め、 大 阪. 祌 名 古學 九州 及 朝鮮に . 

於け る諸會 社へ 納入す。 

邦 船と s 察 此 期間に 於け る 勘 察 加 航路 は 小型 船の 需要 場所と し て 愈" 重 大 な る 關係を 有 

する に 至り 毎年 夏季に 於け る 緊要なる 一 市場 を 形成せ り。 

加の 沿 勘 察 加の 名 は 「力 ム チヤ ダ ー ご 人 よ b 起り たる か 或は 「力 ム チヤ トカ 河」 の 名 に 

革 

起因す ると も傳 へ らる， 其 南端 p バ 1 ト岬は 北 千島 占 守 島 を 去る 六 海里に 隣 

接し 四時 白雪 を 項き 焰々 たる 煙 を 吐く 活火山 あ b  、我 邦 火山脈の 本源 は 爱に發 

生す るが 如し。 十七 世紀の 末葉 露國人 「ァ ン トクラ ソ フ」 始めて 勘 察 加に 來- りし 

^邦人の 漂流せ る 者旣に 土人と 同居した b と 謂 はる , を以 て. 邦 人が 同 半島に 

居住せ し は 露 人に 先つ こと 數 百年 前なる ベ し。 河川 は 平原な き闊 係上大 なる 

もの 比 铰的少 く、 最 も大 なる は カム サッカ 河に して、 「ク ラシ H ン ニコ フ」 說に よれ 

ば 五 百 二十 五 露 里、 其 溪谷は 長 四百 二十 露 里、 幅 十 露 里 乃至 六十 露 里に 亙 ，5, 下 流 

の 速力 一 時間 七 露 里， 干 潮時の 水深 六呎 乃至 七呎 にして 小船 航行 自由な り。 港 

潸 として は 北緯 五十 三度の ァ ヮチ ン ス 力 ャ灣は 冬期と 雖も 不凍港に して 船舶 

の碇 繋に 便な b  、這 は 酸化 作用に よ， o 佧溫水 湧出す るた めな. o。 カラ ギン スカ 


ャ灣は 同名 島に 存在し パ 0 ン ゴ ルフ灣 に 三 個の 碇槃場 を 有す。 西海岸に は 港 

灣 少 く  r ギ ジ 力」 及 「ォ ホ トス ク」 等^る のみ。 氣溫 はべ ト o パク n スク觀 測 所の 觀 

測に 依れば 同地 平均 溫度 左の 如し。 

一月 二月 三月 四月 五月 六月 七月 八月 九月 十月 十一月 十二 ほ 

零下 零下 零下 零下  ，  零下  零下 f- , 零下. E  , 

ん度四 %^ 度 四 五 度 八 一度 三度 三 九 度 八 十六 度 一 十五 度 二 九 度 五 三度 二 四 度 三 六 度 二 

氣壓は 春季 七 百 五十 四. 二 粍、 夏季 七 百 五十六 粍， 秋季 七 百 四十 六 粍、 冬期 七 百 五 

十二 粍な， o。 

魚類 は 鮭. 鱸. 齪. 鱧. 鯡. 蟹 等 を 産し 其他獸 類に は 海 豹. 海 馬. 臘 虎. 水 獺. 海 鯖. 白 虎 等 多 

し。 

露國 帝政 時代 は 浦 鹽斯德 港 を起點 とじて 義勇 艦隊 年ニ囘 定期 航海 を爲 せ、 

ベ ト p パク 0 スク 港に は 無線電信の 設備 あらて 尼 克來斯 克及我 落石 局に 連續 

す、 又 西 海 岸， ギ ジ キン ス ク」 入 江 附近 ナヤ " ン 村及ォ ホック 市と 北部 アナ ドヰ〃 

郡ノ クオ. マ リ ン スクポ スト 間に 無線電信 設備 あ b  、又 「 ぺト t! パク P スク」 よ、 り撗 

斷 して 西海岸 中央の 「チ ギリ」 へ 電線 架設され 「。へ ト P パク " ス ク」 よ b 東海岸の 中 

央に 至る 迄 電線 架設 せらる。 電信局 所在地 は 「。へ ト " パ ゥ 0 ス ク」. 「チ ギ リ 一. 「ク ス チ」. 

第四窣 日露 戦役より 明治 末期に 至る  ニー 五 


神 戶市史 別 «  二 神戶 海運 五十 年史  二 ハ 

f ボリ シ エレツ キ 1/ ォ. フ n ク イナ/ナチ カフ/ハイ ルク ソ 〃ォ」 • 「クオ コ フスコ ェ/ ク 

ト n ホク 1. 「ァ パチ アコ 口 フスコ ィ/ ソ ク ボッヌ ィ/ コ ，1 氷」 等 な b 

勘 察 加 は 冬期の 長き と 野 獸. 海 獸の 棲息せ る もの 多く 海 豹. 海 馬. 海 鯖. 鯨. 腽 肭 獸. 

腿 虎 は 一 n ン マンド ルス キ ー」 諸 島 沿岸に 多數 棲息し 密獵の 爲め絕 滅の虞 ありと 

し.； 千 九 百 十 一 年 華 盛頓に 於て 日. 英. 米. 露. 各 代表者 間に 腽肭獸 保護 條 約なる も 

の 稀 紡せられ 爾後 十 五箇 年間 一 般 に禁獵 となれ り。 柔毛 皮 類 を 移出し 漁網 用 

紡絲. シャ ッ用 更紗. 麥粉. 煙草. f 金^ 寶石類 を 移入す。 都市 は 貨幣 を 使用す る も 

； 般に 物々 交換に し て、 毎 年融 S 後 は 貿易 船の 東西 沿岸 を廻航 する も， 近 來 日米 

商人 は 多量の 物資 を 前年度に 搬入し 冬期 問 毛皮 類と 物々 交換 をな し 翌年 歸航 

す。 今や 沿岸漁業の 九 割 は 邦人の 手に あ り、 其 一 割と 河川 漁業の み 住民の 事業 

となれ り。 

邦人の S 察 邦人の 露領 沿海 洲 方面に 娃^ 族の 漁獲に 出漁せ し は 遠く 明治 以前にして， 北 

, ^おも 

陸 方面の 漁夫が 出漁 中 偶々 暴風に 遭 ひ 同 方面に 漂流し 鮭. ® 族の 群集して 遡上 

する に淤. v, 爾來 一 葉の 漁 舟に 乘 b 出漁せ しょ b 始る。 明治 二十 五. 六 年頃 郡 司 

大 Se は 勘 察 加^ ^西海^の 南部 「 ォ セ ルノィ 」 附近 を根拔 i して 漁 獵に從 事せ り。 


明治 三十 一 年頃 米國の 一 會社 大規模の 漁 獵經營 に 著 手せ しも 永續 せす して 解 

散せ， 9。 明治 三十 三年 北陸の 人 阿部 茂 惣八は 汽船 愛國丸 (噸數 不詳) にて 勘 察 加 

東海岸 勘 察 加灣に 渡航し 現在の 勘 察 加 河を發 見し 盛に 經營 に從 事す。 之れ 邦 

人 汽船 廻 航の始 にし て、 幾 多の 勞 苦と 鬪ひ著 々事業の 進埗を 計， O しも. ク P  ノッ 

キ ー 山の 噴火 及 其 他の 障害に 遭遇し 不幸に も 全然 失敗に 終る。 漁業 は 邦人に 

許可せられ す、 單 に 買 魚 を 目的と する か 又は 露國人 名義の 許可書 を讓. ^受 るか 

にあ， 9。 邦人 漁夫の 使役 も 不可能な， 9 し を 以て 少数の 露 人 勞働者 を 雇傭 し、 船 

員 名義の 漁夫 を 便宜上 漁業に 從 事せ しめたる 狀 態な， 5。 明治 三十 六 年 迄 不安 

定 のま、 推移 し、 帆 船 を 以て 出漁し 河口 又は 河川の 曳網 を 用 ゐ、 今 の 如く 建 網 漁 

業に 從事 せる 者 皆無に し て、 三 十七 入 年 日露 戦役 中 は 兩國人 互に 相： 反 目し 提携 

する こと 能 は す、 全 然密獵 なりし を 以て 露 人の 壓迫甚 しく 殺害の 厄に 遭 ひし 邦 

人 も亦少 からす。 明治 三十 七 入 年 役の 結果 明治 三十 八 年 九月 二十日 「ポ. I ッ マ 

ク ス」 講和 條約第 十 一 條に基 き、 明 治 四十 年 七月 二十 八日 日露 兩國 全權 委員が 露 

都に 於て 議定した る 日露 漁業 協約の た め， 我 國民 は露領 沿海に 於て 漁業 を營む 

利 權を狻 得せり。 

笫四草 日露 戦役より 明治 末期：，； •  る  ニー  七 


神！：；' 市史 Msg  二 神 戶 海 a 五十 年史  ニー 八 

W 治 四十 年度 露領 沿海 洲漁區 競賣は 同年 五月 十三 日發 表の 假 協約に 基き 露 

暦 六月 一 旦十 四 日) 浦 鹽斯德 市 沿海 洲廳に 於て 口頭 競爭 法に 依， 5 執行 せられた 

り。 此兢^ に參 加せ る n 本人 六. 七 名 露 國人約 二十 名漁區 二百 二十 九 箇所に し 

て 日本人に 競 落せる もの は、 

西南 區  十二 箇所 

ォ ホック  五箇 所 

薩 哈噠區  四 箇所 

西 カム サッカ  五十八 筒 所 

東 カム サッカ  五箇 所. 

製漁區  三 箇 所 

合訐 八十 七简 所に して 露國 人に 競 落せる もの 僅々 六脔 所に 過ぎ や。 此の 競^ 

入札に 於て 日本人の 競 落 者 は 三十 五名に して 同年に 於け る 漁業 成镜 は、 

出漁 帆船  七十 隻 

出漁 汽船  十七 隻 

使用 漁夫  二 千 四 W 人 


運送の 狀態 


な. り。 其 漁獲高 鮭 .1» 合せて 僅 

辛酸 を 嘗め 公然 初めて 其， 漁 業 

如く 不成績に 終 し 原因 は、 同 

漁 準備の 不完全な b しこ と、 河 

- J と、 同 年 は 東西 海岸 竝 に 「ォ ホ 

は 其 有力なる 原因と す。 尙四 

中 時化の ため 海難 事故 頻發し 

b たる を以 て、 初年 度に 率先し 

を悲觀 し斷然 次年度の 就業 を 

遺慽 事と 謂つ ベ し" 

運送の 狀態は 漁夫 及 製品の 

結 當初は 主として 帆船 を 使用 

し 來り今 曰に 於て は 主として 

時の 歷史 を傯 ばし む るの み。 

海 を爲し 得 ベ く、 帆 船に あり て 


に 六  一 r 四 〇 〇 

權を 獲得し 互 

年の 競賣 期日 

川 碇泊 禁止せ 

ッ ク」 共 一 般不 

十 年度 は 前記 

て 破船 三隻、 損 

て 漁 區を競 落 

放 @ せ る 者 さ 

運輸： ま 帆船 

したりと 雖 も- 

汽船 之 に 配せ 

汽^に ありて 


石な， o しと 云 ふ。 日露 戰後 幾多の 

に 競うて 出漁した るに 拘らす 此の 

遲か h- しため 漁期 を 逸せし こ と、 出 

られ たる 結果 風波の 危險多 か， -し 

漁 年に 該當 して 薄 漁な， 9 しこと 等 

の 如く 不成績に 終 b しに 加 へ 漁期 

傷 三十 五 隻を數 へ 多大の 損害 を 蒙 

し 著 手せ る 漁業 家の 中には 其 前途 

へ あ b たる は露領 漁業 啓發上 深く 

及 汽船 を 使用す。 日露 漁業 協約 締 

爾來年 を 追うて 汽船の 使用 を增加 

ら れ、 帆 船 は 僅に 十 年 以前の 協約 當 

は 一 漁期 間に 普通 三 航海 乃至 四航 


は 僅に 一 往復す る を 列と し、 最 初に 漁業 用品 及 漁 
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神 戶市史 二 神 B '海 a 五十 年 史  ニニ 〇 

央等を 搭載して 漁場よ 、リ歸 還す る もの を切揚 船と 稱 し、 此 期間 中 漁場に 必要な 

る 物品 を嵇み 行き 漁獲 製品 を 積载歸 還す る もの を 中 積 船と 稱す。 此 等の 仕 立 

港 は 漁場 經詧 者の 闢係上 各地に 散在す と 雖も函 館 港 は 最も 多く 約 九 割 を 占め， 

新 潟. 小桫. 伏 木. 橫濱等 之に 次ぐ。 漁獲物の 輸入港 は 一 見 仕 立 港の 順序に 一 致す 

るが 如く 思惟 さる 、 も外國 輸出の 關 係上必 すし も然ら す. 函 館 を 第 一 位と して 

往々 下關 又は 上海へ 直航す、 鐯詰 類の 如き は 前年 勘 察 加よ， 9 亞米利 加 若く は英 

國に 直接 運送せられ たる 例 あり。 本 航路に 使用 せらる 、 汽船 は 主として 千噸 

型より 二 千 噸型其 最も 多き を 占む。 

：= 露 漁^ 契約 成立 後 邦人 漁業の 擴 張に 伴 ひ 船舶の 運航 亦 年 を 追うて 堦 加し 

今玆に 露領漁 * 開始 以来の 船舶 噸數を 示せば 左表の 如し。 

年次 漁 區敉帆  船  汽  船  合  計 

隻數 嚯數 隻數 噸數 隻數 嚙數 

明治 四十 一年  一六 四 -11  二 〇  一八 四 三 二、 一七 七 

同 四十 二 年 —— . I 九九 二 四、 ニニ 四 二 七 • 九 四 八 ニー  〇 三 ニニ 七 二 

同 四十 一二 年  二 四 三 三 o、 八 八 七 三 一二  一二、 八 七 五 二 七 六 四 一 二、 七 六 二 


同 四十 四 年 ニー 四 二 九九 三 八、 二 五 二 七 〇 四 〇、 六 一 一 三 六 九 七 八、 八 六 三 

B 露 漁業 協  日露 漁業 協約 

お 

(明治 四十 年 七月 二十 八日 日露 兩國全 權露都 - ー於テ 議定) 

第 一 條 露 西 亞帝國 政府 は 本 協約の 規定に 依， 9 河川 及 入江 (ィ ン レ ット) を 除き 

日 本 海. ォ コ 1 グ ク海 及べ ー リング 海に 瀕する 露 西亞國 沿岸に 於て 腽肭獸 及 

臘虎 以外の 魚類 及 水 產物を 捕 獲、 採 取 及 製造す るの 權利を 日本 國 民に 許 與す、 

前記 入江 は 本 協約 附屬 議定書 第 一 條に之 を列擧 す。 

第二 條 日本 國 臣民 は 魚類 及水產 物の 捕獲 及 製造の 目的 を 以て 特に 設けられ 

たる 水陸 兩 面に 亙る 漁區に 於て 魚類 及 水産物の 捕獲 及 製造に 從事 する こと 

を 得へ し。 

前記 漁 區の貸 下 は 其 短期た ると 長期た ると は 問 はす 總て 競賣の 方法に 依て 

之 を爲し 日本 國 民と 露 西亞國 民との 間に 何等の 區 別を設 くる ことなく 該事 

項に 關し 日本 國 臣民 は 本 協約 第 一 條に 特定した る 各方 面に 於て 漁 區の貸 下 

を 受けた る 露 西亞國 民と 同 一 の 權利を 享有す へし。 

前記 競 賣の爲 に 指定した る 時日 及 場所 竝 各種 漁 區の貸 下に 關し 必要なる 細 
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神 e. 市史 刖錄ニ 神 戶 海運 五十 年 *  ニニ 二 

目は兢 K 施行よ， 9 少く とも 二 箇月 前 浦 鹽斯德 駐在 日本 國 領事へ 公然 通牒せ 

らる へし。 

特別の 免許 狀を備 ふる 船舶に 在る 日本 國 臣民 は 鯨. 鱒 其 他 特定 漁區に 於て 捕 

巡す る こと 能 はさる 一 切の 魚類 及 水産物の 漁獲に 從事 する こと を 得へ し。 

第三 條 本 協約 第二 條の 規定に 依， 9 漁 區貸下 を 受けた る 日本 國 臣民 は 其漁區 

の 限界 內に 於て 漁業に 從 事す るか 爲め 貸與 せられた る 岸 地 を 自由に 使用す 

るの 權利を 有すへ し， 前 記 日本 國 臣民 は該地 岸に 於て 漁船 及 漁網に 必要なる 

修^ を 加へ 漁網 を曳き 魚類 及 水産物 を 陸 揚し竝 漁獲物 及 採取 を鹽漬 し， 乾 燥 

し 製造し 又は 貯藏 する こと を 得 へ し. 且 此 等の 目的 を 以て 建物 倉 庫. 小 屋及乾 

燥 場 を 自由に 築造し 又は 移轉 する こと を 得へ し。 

お四條 本 協約 第 一 條に 特定した る 各方 面に 於て 貸 下 を 受けた る 日本 國 臣民 

及 露 西亞國 臣民 は 漁業 を 爲し且 捕獲 物 を 製造す る 權利竝 漁業に 必要なる 動 

逄物及 不動 產に 對し赋 課し 又は 賦課 せらる 、 こと ある へ き 一 切の 公課に 關 

して 均等の 取扱 を受く へ し。 

第 五條 ^西 亞帝國 政府 は 沿海 洲. 黑 龍 江洲に 於て 捕獲 又は 採取せられ たる 魚 


類 及 水産物に 對し此 等の 魚類 及 水 產物か 日本 國に 輸出 せらる へ きものなる 


LC き 

第六條 

產物 

く る 

第七條 

特定 

る 特 

第八條 

發 し 


よ 

せ 


其 

木 


ム=- E 

上 必要 

一 切の 

すへ き 


魚 

. 場 

な 

も 


製造 せられた. る と 否と を 問 

協約 第 一 條に 特定 せられた 

獲 又は 製造の 爲め 使用す る 

なかる へし。 

類 及水產 物の 製造 法に 闢し 

れ たる 各方 面に 於て 漁區の 

制限 を 日本 國 臣民に 加 ふる 

業權を 取得した る 日本 國臣 

證明書 及 日本 國 官憲の 發し 

との 間に 直接の 往復す る こ 

は 何等の 公課 を 課せら る 、 

る 人 員. 物 件竝 漁獲 及 採取 物 

係に 於て 沿岸 航海に 關 する 

の と す。 


はす 何等の 稅を 課する 

る 各方 面に 於て 日本 國 

人員の 國籍に 閥して は 

て は 露 西 亞帝國 玫府は 

貸 下 を 受けた る 露西亞 

ことなき を 約す。 

民 は 日本 國に 於て 當該 

たる 健康 證書を 有する 

と を 得へ し。 

ことなく 一  の^ t 場よ， 9 

を 運搬す る こと を 得 へ 

露 西 亞國の 現行 又は 將 


ことな か 

臣民 か 魚 

何等の 制 

本 協約 第 

國 臣民に 

露 西亞國 

船舶 を以 

他の 漁場 

し 伊， 1ほ き P 

來の 法律 


る へ し。 

類 及 水 

限 を 設 

條 に 

へ さ 

領事の 

て 日本 

へ 漁業 

ルね白 よ 

舟 ftp!  { 

を 遵守 
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祌戶 市. E  S 玆ニ 神 

第九條 本 協約 第 一 條 に 

國 臣民 及 露 西亞國 臣民 

す る 取締 竝 漁業 上 他の 

に關し 均等の 取扱 を受 

前記 法律 及 命令 か 新に 

日本 國 政府に 通牒 せら 

前記 規則 か 新に 發 布せ 

德 駐在 日本領 事に 通牒 

第十條 本 協約に 於て 特 

各方 面に 於け る 漁業に 

區の貸 下 を 受けた る 露 

第 十 一條 日本 國 臣民 は 

て 一 切の 魚類 及 水産物 

西亞國 在留 一 切 の 外國 

すへ し。 


戶海運 五十 年史  ニニ 四 

特定した る 各方 面に 於て 漁 區の貸 下 を 受けた る 日本 

殖 方法 魚頓及 水產 

に關 する 現行 又は 


は 魚類の 養 

一 切の 事項に 關 

くへ し。 

制定せられ たる 

る へ し。 

られ たると き は 

せらる へし。 

に 制定せ さる 事 

關係 する ものに 

西亞國 民と 同 一 

本 協約 第 一 條 に 

の 製造に 從 事す 

入に 適 ffl せる 


の 保 護、 是 等 産業に 關 

來の 法律. 命令 及 規則 


とき は 其 施 

其 施行よ . り 

項と 雖も本 

付 日本 國臣 

の 待遇 を 享 

特定した る 

る こ と を 得 


行よ， り少 くと も 丄ハ筒 月 前 

とも 二 箇月 前 浦鹽斯 


少 


糸 

ぺ 


現行 叉 は 將 來 


第 一 條に 特定し 

前記 各方 面に 於 

し." 

各方 面 以外の 借區內 

へ し， 但此場 合 に 於 て 

の 法 律. 命 令 及 規則 を 


た る 

て 漁 

に 於 

は 露 

遵守 


第 十二 條 日本 帝國 政府 は 露 西 亞帝國 政府 か 本 

漁業 權を 許與 したる こ. とに 鑑み 沿海 洲及黑 龍 

る 魚類 及水產 物に 對し其 製造せられ たると 否 

る こ となき を 約す。 

第 十三 條 本 協約 は 十二 箇年 

國 相互の 合意に 依. 9 之を更 

第 十四 條 本 協約 は 批准 せら 

る 場合に 於ても 調印 後四箇 

て兩 國全權 委員 は 本 協約 

水先 組合 B; 日露 戦役 後 外國人 水先 漸 

左の 如し。 

祖父 江 銀 次。 齋藤 千次郞 

廣次。 堀 保 介- 藤 野 虎 走。 寺 中二 作 

邊將 治。 J-  s.  tsteveuso? 

中の 棧橋  神 1：； 海岸 三 丁目 通稱 中の 棧橋 菌產 波止場) は 内國貨 
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西 亞帝國 政府 か 

鑑み 沿海 洲及黑 

造せられ たると 

間效カ を 有すへ 

新 又は 改正す へ 

る へし 而 して 其 

月 以內に 東京に • 

記名 調印す る も 

減少し 日本人 增 


櫻 井 悌藏。 佐 

杉 幹。 


協約 

江洲 

と を 

每十 

も の 

准 書 

て 交 

な b- 

敬 治 一 


に 依 h- 日本 國 臣民に 對し 

に 於て 漁獲 又は 採取した 

問 はす 何等 輸入 稅を 課す 

二 筒 年の 終に 於て 兩 締約 

と す- 

は 成る へく 速に 且 如何な 

換 せらる へ し 右證據 とし 

明治 四十 四 年 現在 組合員 

佐 村 爲吉。 森 傳吉。 西 

本嘉 八郞。 岡 村 喜 一。 渡 

物の 集散 場所に して 所謂 


神 _户 市. ai 刖 錄 二 神戶 海運 五十 年史  ニニ ふハ 

に：： 間 波 止 防波堤 內 にあ， り。 常に 百貨 輻湊し 地域 狭隘 を感 する 事甚 しと 雖 も， 神 

E- 市の 經濟は 容易に 改作 を 許さす。 依， 9 て 明治 四十 年 四月 一 日 是を兵 庫縣の 

縣營 とし、 改築 工事 を 施 し、 從 來百 間の 防波堤 を 半ば 取拂 ひ、 船舶の 交通 を 便に し • 

更に 其 近傍の 岸壁 を も 合 はせ て 荷役 場と なし 貨物の 停滞 稍-緩和 する に 至れ， り „ 

K 合 港！ W  神 P 港の 極東に 於け る » 船の 爲め 完全なる 碇泊 場 を 作り 同時に 其 附近に 埋 

立地 を 築かん 事 を 目的と し 明治 四十 年 三月 祌 G- 葺合港 改築 株式 會社 設立せ. り 

る. 資本金 ： W 萬圓、 社長 山本繁 造. 後 伊藤 長次郞 となる。 明治 四十 三年 三月 二十 

八 口 落成と 同時に 國有 とな り， 爾 來兵 庳縣に 於て 之 を 管理す。 

S 治 末 S の 今 明治 末期に 於け る 總噸數 五百噸 以上の 船主 を擧 ぐれば 左の 如 し、 就 中 之に 

依， 9 て搔 頭し 来れる 社外 船主 名 自ら 明瞭に して 神 芦幷に 附近に ある もの は獨 

h- 神 R- 二 於け る 海運業の 中樞を 形成せ るの みならす 實に 我國に 於け る 斯業 中 

典の 船主と 謂つ ベ し。 
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者 


七 六 二  一，  合資 會社吉 田 船舶 部 

合計 五、 四 三九噸 ， 七隻 

神卢に 於け る 海運業 者 は 日露 戦役 後 益" 發展 し-明 治 四十 五 年 一 月 主なる 同業 

者 氏名 を 示せば 左の 如し。 是 亦將來 斯業の 消長に 對し 緊要なる 地步を 作りた 

る功勞 者と 謂 ふべ し。 斯 く發展 したる 系統 は始 より 獨 立の 發 達を爲 せる もの 

なきに あらざる も、 元 老 三上豊 夷. 佐 藤 勇 太 郞. 谷 道淸之 助. 小 栗 松 三 郞.大 原 幾藏等 

の 老舗より 分岐し 斯業に 從事 せる 者亦少 からす。 
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山中 囘漕店 支店 

山 東 囘漕店 

丸 山 囘漕店 

前 田 囘漕店 

福 井商會 

後藤 囘漕店 

是則囘 漕 店 

^  | 佐 藤 商店 

三 九商會 

木 元 囘漕店 

三 上 合資 會社 

盛 興商會 


山 本 乙 五郎 

山 口 嘉士ロ 

山 下 龜三郞 

寺 西 當治郞 

山 東  淸 

丸 山 盛 一 

前 田 治 兵 衞 

福 井捨ー 

後藤 鐵次郞 

是則淸 次 

佐 藤 勇 太， 郞 

乙  武新藏 

木 元 喜 八 

三 上豊夷 

成 瀨正行 
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第五 章 大正 1 初期 及歐 洲戰亂 

0^  . 明治 末期よ 大正 三年 八月 歐洲戰 亂爆發 に 至る 迄 我 邦 海運 市場 は 萎靡 沈衰 

し 大正 二 年中 九 州. 橫 濱 石炭 運賃 最高 一 圓四 十五 餞. 最 低 七十 五 錢、 九 州. 香 港. 最 高 

一 弗 七十 仙， 最 低 一 弗 四十 五 仙、 大 連. 橫 濱 一 擔 最高 十五 餞. 最 低 八 锬見當 にして 航 

運經費 低廉な， 9 し， M 雖も 而も 運賃 伸 力に 乏しく 一  時殆 んど槃 船に 瀕せ， 5" 船 

偾は 大正 二 年中 型 中古 船 重量 一 噸 四十 五圓見 當、 大 正 三年 上半期に 於ても 同 様 

にして 賣買 至って 少し。 同年 下半期に 入り 歐洲戰 亂の爲 め 漸く 前途 高見 越の 

景況 を 現出す るに 至る。 若し 此戰亂 なかり せば 世界 海運 界は 固より 我 邦 海 速 

の 如き 果して 如何なる 局面 を 展開せ しゃ 一 大 疑問と 謂 ふべ し。 

靑島 ®i 積 取 • 大正 元年 九月 頃 芝 罘岩城 商會員 津田靖 平が 偶" 同 方面 視察 中 靑島鹽 輸出の 有 

なる を認 め、 同 商 會が當 時 傭船 中な り し 汽船 久満加 多 丸 (總 噸 一、 三 四 三) を 以 て 

仁 川. 釜 山 方面 及內 地に 連續 航海 をな し 輸送せ る を 始めと す。 爾後 大日 本鹽業 

株式 會社及 三 井 船舶 部 等 も 其 有利なる を 知り 鹽積取 を 試む るに 至る、 猶內地 製 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  一一 四 一 


祌 戶市史 刖 錄 二 祌 戶沲遝 五十 年史  二 四 二 

盥 不足の 爲め 政府に 於ても 其 輸入 を獎劂 せる に 依 り ■ 靑島盥 の 積 取 も 亦 小型 船 

消化 資料の 一 となる に 至れ， 9。 

^§00 明治 三十 七 年よ 大正 二 年頃 迄の 間 大阪富 島 町 合資 會社 臺灣 商船 組 を經營 

枕木^ 送 

せる 長 谷川 彌兵衞 の 手に 於て 大阪 商船 會社 船と 特約し， 年々 枕木 七 八 萬 乃至 十 

萬 本 を 三 陸 方面より 臺 灣基隆 及打狗 方面に 輸送した， 9。 偶" 社 船々 繰附き 難き 

場合 は 社外 船腹 を 以て 運送す。 運 貸 は 最初 基隆 揚げ 枕木 金 五十 五 餞、 打 狗 揚げ 

七十 錢な. 5 しが 次第に 低落し、 基隆. 打狗の 差別な く 最低 十五 錢五厘 を 見し 事 あ 

り。 明治 四十 一 年 三月 臺灣縱 貫鐵道 竣工 後 枕木の 需要 大に滅 じ， 大正時代に 入 

り 僅に 補充の 爲 めに 小口 運送 を爲 したる も曩 日の 如く 旺 なら や。 

l^u 勘-お 加 航路に は 大正 初期よ り 漸次 比較的 大型 船 割込み 來れ， -と雖 も 未だ 小 

型 船に 及ぶべく も あら や、 大 型 船 は 送 b 込に 用 ひられす し て、 屮 積 船よ b 切揚船 

に 生と して 使用 せらる。 這 は 傭船 料率の 關係 にあら す。 今 大型 船と 小型 船と 

の 利害 を 比較 せん に、 假 りに 漁場 三ケ 所の 送 込を爲 すと し， 同 日に 仕 立地 を 出帆 

し 漁^に も 同：！： に 到 著したり とする に、 小型 船 は 一 简所揚 荷 三日間 都合 九日 間 

にて 全部 揚荷 終了す る も. 大 型 船 一 箇所 揚荷 七日 最終 二十 一 日 目にあら ざれば 


終了せ ざる ベ L。 故 を 以て 第 一 著揚荷 漁場 は旣に 投網に 著 手す るに 拘 らす最 

終揚荷 漁場 は 投網 準備 未だ 整 は す、 魚族の 群集 を 見る 有様に て， 其 際 漁業 家 は 出 

漁 を 急ぐ を 以て 自然 小型 船の 需要 多き 理 なり。 今 大正 年代に 入り 同 方面に 囘 

航 せる 船舶 噸數を 示せば 左の 如し。 
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撫 S2K  撫顺災 の內地 輸入 は 大正 元年 度 十 萬 七 千 九 百噸， 二 年度 三十 五 萬 八 千 噸、 三 年 

度 三十六^ 噸 に激增 せし が、 大正 四 年 欧洲 戰亂の 影響 を 受け 炭浞 不振に 陷， o 楡 

出 亦 減少 し、 鐵 道院納 炭の 如き 一 時 中止と な り. 同 年度 十 一 萬 六 千噸に 減少す。 

越えて 大正 五 年戰時 工業の 勃 典に 依り 各方 面の 雷 要 を 喚起 し、 六 年 以降 八 年に 

至る 三 ケ年問 は 炭 價 { 仝 前の 高値 を唱へ たるに 拘ら す、 此 時期に 際し 滿洲 方面 も 

お 铋其他 各種の 工業 到る 處 盛に 起 ひ、 洲內 石炭の 地賣 h '需要 激坩 し、 炭 繰 極度の 

逼迫 を吿げ 海外 楡 出の 餘裕 なさ 狀態 となれ り。 大正 九 年に 入り 財界 は 俄然 世 

界的恐 樅に 陷り^ 種の 工業 一 齊に 萎靡 し、 同 炭 內地楡 入隨っ て激增 し， 僅 に 六 萬 

三千 八 百噸 となる。 十 年度に 於て は 日本 內地 出炭 制限に 依り 炭况 稍-安 定を得 

た る と. 大 阪 方面 大口 約定の 成立に 依り 二十 八 萬 七 千 五百噸 餘に增 進す。 

我 神 S- へ の 楡入を 見る に 大正 元年 六 千 九 百噸、 二 年 一 千 噸、 三 年 七 百 噸、 大 正 四 

年よ， o 同 九 年に 至る 迄 僅に 大正 五 年 一 千噸 輸入 ありた るの みに して 輸入の 見 


るべき ものな く、 大正 十 年に 入， 5 五 千 四百 九十 六噸に 達す。 大正 十一 年の 調査 

に 依れ に、 十 一 年より 向 ふ， 一 ケ 年間 撫順炭 を內國 各地に 輸入し 得べき 數量約 八 

十 萬噸に 及ぶ は必 すし も 難事に 非ざる べし。 

撫順 炭の 南支 輸出 は 最初よ h 三 井の 一手 受 負な， りし が、 大 正 四 年満鐵 の經營 

に 係る 大連 汽船 株式 會社 設立 せら れ， 前 記 運送 事業 一 切同會 社の 繼承 する 所と 

なる。 爾來年 を 追 ひ 同社 は 益" 隆盛に 赴き、 現今 所有 船舶 満洲 丸 以下 十 一 隻、 總噸 

數 一 萬 八 千 五 百 七十 九噸に 達し 社 船 竝に慵 船 を 以て 運 炭に 從 事す。 

開平 炭  開平 炭 は 明治 末期より 內地 各方 面の 販路 漸次 擴 張し， 大正 三年より 製 鐵用粉 

炭の 外 一 般 工場 焚 料 用竝に 船舶 焚 料と して 塊 炭， 切 込 炭、 一 號 粉炭 等續々 輸入 を 

見る に 至り、 鐵道省 も 亦 大正 三年 度 切 込 炭 二十 六 萬 噸を買 入れた る を 始めと し 

引續き 年々 購入 す. 近 年 內地及 朝鮮へ 輸入す る 量每年 五十 萬噸を 下ら や。 

アン ゲ，. 憐 アン. ガ ー 燐 礦石 は 明治 四十 三年 十二月 岸 本 汽船 神 海 丸 (總噸 四、 一 二 六) を 以て 

擴石積 取 

邦 船 積 取の 始めと す。 其 後 同 方面に 配船せられ たる もの 多 々ありし と 剷も旺 

盛 を 極めた る は 日 獨戰後 南洋諸島の 委任 統治 權を我 政府に 收め たる 後な， 9。 

窪 田 四郞は 汽船 第 十 一 乾坤 丸 (緞噸  一 二 、五 二 一一) に便柬 し. 大正 三年 十月 二十四日 橫 

第五 草 大正 初期 及歐 洲戦亂  二 四 玉 
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濱を 出帆し、 ァ ン * 力 ー に 向 ひ 燐 礦石 積 取 を 企てた る 事 あ， o, 翌四年 十月に 至る 一 

ケ 年間 積 取 高 四 萬 二 千囉、 此外田 中 丸 善 藏も亦 同 礦石 積 取に 志し 計畫 する 處ぁ 

り、 海 軍 省 は 政府 所有 船竝に 御用 船 を W て 積 取た る 事 ある も 最近 此 事業 は 海軍 

省よ. - 南洋 廳に 移管され、 大正 六 年 三 井 船舶 部 之が 輸送 を 引受けた， 9。 爾來每 

年 三月 及 十月 二 囘逑賃 競爭入 礼に 附 せらる、 實に 船腹 涫 化の  一 料と なす。 大 

正 六 年 以来 三 井竝に 他社の 船腹に 依 b 積 取られた る 數量等 左の 如し。 
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サフ アジ ャ 

燐 磷石積 取 


间敎 徒巡禮 

輪 送 


大正 三年 セ ー ル フ レ ザ —會 社の 傭船と して 三 井 汽船 愛宕山 丸 (總 噸 四、 〇 七 一 ) 

大正 四 年 十月に は 岸 本 汽船 神 光丸 (總噸 三、 一 二三 ーク リ ス マ ス島燐 礦石 積 取に 從 

事す。 爾來新 嘉坡行 石炭 船の 復荷 として 有望なる 貨物と 見做さる , に 至 b  、今 

日 迄每年 一 萬噸 乃至 二 萬噸に 及ぶ。 

サフ アジ ャ (safaja) 燐 鑛石は 大正 二 年末  一二 井 船舶 部が 汽船 金 華 山 丸 (總噸 五， 三 

六 二 を 以て 積 取りた る を 初めと し 其 後 引續き 天拜山 丸 (總 噸 五、 四 一 六) 万 田 山 丸 

(總噸 四、 五 五 二 を 廻船せ しめたる 外、 歐. 洲戰亂 中 邦 船の 地中海 竝 に英國 方面への 

食料品 輸送 に從 事し、 歸航 の 途次 サ フ ァ ジ ャ に 於て 燐 鑛石を 積 取る もの 相當の 

噸數に 達す。 必す しも 邦 船々 腹の 消化 材料と する に 足らす と雖 も、 亦 \ ラスト 

代用と し. て は 一 時 稍  <  重 要視 せられた， 9。 

年 々海峡 殖民 地方 面よ， 5 巡 鱧 輸送船 を 神 芦 市場に 引合 來 りしが、 佐 藤 勇太郞 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦 i  二 四 七 
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は 明治 三十 年 新嘉坡 地方 旅行に 際し 之に 望を屬 し、 爾來 幾年 間 調査 を 重ね 運動 

する 處 ありし も當 時日 本船 主 中應ゃ る ものな し。 其 後 大正 三年 鈴 木 商店 汽船 

帝國 丸. 報 國丸を 巡 鱧 輸送に 配船し 活躍 を 期せし に 歐洲戰 亂に會 し 一 時此 事業 

を 中止せ し は 遺慽と 謂 ふ ベ し。 

抑 も 囘敎徒 は フフ マ ザ ン」 (五月 初 旬) 「ヅ ー ハ ー」 (六 月 中旬/ シシ ョァ ー ル」 (七 月下 旬) 「モ 

ハ 0 ン」 (九 月 中 句) の 四 大祭 を 期 し. 先 づ 「メ ッ 力」 を 中心と し 「メ デナ 1 「ケ ベ ラ」 「ラ ジ 

ャク 」「 バグダッド」 「ク， サ ラン」 等の 靈地 を巡拜 する を 報恩 謝德の 行と し、 亞非利 

加. 印 度. 南 洋 諸島よ， 9 年々 「ゼ ッ タ」 に 向 ふ もの 織る が 如し。 隨 つて 往復 輸送に 耍 

する 船腹の 需要 亦 多大な. -。 英國靑 筒 汽船 會瓧は 當年此 事業 を獨 占し、 其 利益 

に 依-年々 新 船 を 建造し 得た， 5 と唱 へらる。 自瓧 擁護 上 他 船の 侵入 を 防止し、 

あらゆる 手段 を講 す。 偶. -鈴木 商店 此 事業に 著 手す る や、 靑筒 汽船 會社は 英國官 

憲に逼 り、 帝 國丸 は大迚 S 籍船 にして 日本 船に あらす との ロ實の 下に 壓迫を 試 

みし かば、 船主 は 外務省に 陳情 し、 漸 く 解決 を 告げ 輸送 を 全うした- 9。 由 來敎徒 

は 耶蘇 敎を嫌 ふの みなら す、 靑 筒 汽船 會 社の 待遇 冷淡なる に 反 し， 邦 船 は敎徒 を 

俊 遇し 彼等の 齋戒 沐浴に 缺く ベから ざる 用水の 如き も 遠慮なく 使用せ しめた 


る を 以て 深く 邦 船を德 とし 好感 を敎徒 間に 宣傳 せる より 邦 船の 名聲 頓に揚 る。 

彼の 土人 旅客 取扱 規 則 (Native  palllger  Act) 等 輸送船の 設備に 關 し繁雜 なる 規定 

存 する のみなら す、 靑 筒 汽船 會 社の 外 「モ ー ガ ぐ ライ ン. 1 の 如き も 多年 扶植せ る 勢 

力 を 有する に 依 り、 邦 船に と， 9 て は 至難なる 事業な， o と雖も 船腹 消化に 多大の 

關係ぁ b  、延 いて 此等敎 徒 間に 我 製 產品を 紹介し 賀 易の 助長に 資する 所尠 から 

や， 將 來我 海運業 者の 注目に 値する 事業と 云 ふ 可し。 

北米 石 S 積 北米 石油 は 大正 四 年 七月 三 井 船舶 部が 汽船 金剛 山 丸 (總噸 五、 四 〇 六) を 以て 米 

國費府 より 日本 へ 積 取， 9 たる を 初と す。 同船の 往航 巴奈馬 運河 通航 は 邦 船の 

第 三番 船な りと 云 ふ。 第 一. 第 二番 船 も 亦 同じく 石油 積 取に 從事 せる ものと 傳 

へらる。 元來 紐育ス タンダ， I ド • オイぐ コ ンパ -1 1 は 東 洋. 南 洋 方面に S りて 明 

治 初年よ， 5  ニ千噸 乃至 三千 噸 型の 帆船 を 以て 米國產 石油 を 輸送 し， 復 航 支 那. H 

本より 米國行 雜貨を 積載す る を 例と す。 其 後明 治 二十 四. 五 年頃よ， 9 汽船 を 用 

ひ 我 邦 主要都市 附近に タン クを 設置 す、 就 中 魚 崎 竝に糸 崎に 本據を S き、 定 期 的 

に 石油 を 輸入 し， 更 に 朝 鮮. 支 那 方面に 積替 輸出せ り。 

英國 系統に あ， 9 て は ライジングサン. オイぐ コ ンパ -  一- 1 が 神 E- 港外 野 田に 本 

第五 牮 大正 初期 及 欧洲 戦亂  二 四 九 
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據を置 き. 同 樣 販路 読 爭 を 試み 一時 火花 を 散した.^。 鈴 木 商店に ありても 大正 

十 年 十月 汽船 橘 丸 (總噸 六. 五一 一. 八) に て. V 千 噸^ 波斯ァ バ ダ ン よち 輸入し， 大正 十 

一 年 十月 南米 サン ベ ド d よ b 同船に て 更に 七 千 噸、 大 正 十 一 年 十 一 月 七 千 九 百 

嚼を 汽船 滿珠 丸 (S 噸 六、 五 一 五) に て ボル ネオ 島 タラ 力 ンょ. り 輸入せ. o。 

米 花： 《 大； 正 五 年 三 井 船舶 部 は 汽船 天 拜山丸 (總噸 五， 四 一 丄ハ) を 以て ガ ルべ ス トン 棉花 

取 

積 取に 向 はしめ しが、 巴奈馬 運河に 故障 あ b 一  時 不通と な b しょ， o 同船 は 南阿 

を 迂囘し 積 取り 歸航 したり。 

大阪 商船 株式 會社 汽船ば なま 丸 (總噸 五、 七 九 0) は n 本 定期船 寄港の 第 一 番船 

として 大正 七 年 十 一 月-一 ュ ー ォ リン スに入 港、 棉 花 六 千 八 百 俵 を 積 取. 9 た， り。 

此內譯 橫濱揚 千 三百 後. 神 S- 揚五千 五 百 俵な り。 其 後 同社 汽船し あとる 丸 (總噸 

五， 八 五一 一一) は 大正 九 年 十二 月 ， 力 \  .パ スト ンに 寄港し， 棉花 二 千 俵 (橫 濱揚 三百 七十 

五 俵， 神 芦 揚千六 百 二十 五 懐) を 積 取. o た. り。 

大正 十 年 十  一 H: よ h- 十 一 年 十月に 至る 一 ケ 年間 米國 棉花の 本邦 輸入 は 二十 

四^ 八 千 百 八十 三 俵に して， 此內； = 本船の 輸入に 係る もの 實に 十六 萬 一 千 二百 

〇 二 俵な り。 


海外 移民 會  一一 ュ 力 レド 一一 ャ 移民 は 吉佐 移民 會 i の獨 占な & しと 進 も. 大 ^元年 弗 人 D ベ 

社の 推移  -ノ  "フ 4  ,1  ノ 

ぐ フックの 手に 依， o 汽船 A 盛 丸 (總噸 三、 〇 六 〇) にて 同地に 向け 五 百 五十 名 を 轍 

送せ， 5。 從來 臨時 船 を 以て 隨時 本邦 移民 を 伯剌西爾へ 移送せ し 日本 郵船 株式 

會 社 も、 大 正 六 年 四月 移民 輸送 を 目的と し 南阿 經由 南米 伯剌西爾 サ ン ト ス との 

定期 航路 を 開き、 第 一 船 若 狭 丸 は 同年 四月， 二十 一 日 神 を發航 す。 

大正 五 年 十二月 大阪 商船 株式 會社は 南阿 經由 南米 線 を 開始 し、 其 第一 船 笠^ 

丸 は 大正 六 年 一 月 十五 曰 神 を 出帆 す、 往 航 神 戶. 四 曰 市. 橫 濱. 長 崎. 香 港. 新 嘉 坡. 古 

倫 母. モリ シァ ス. ダ 1 パ ン. ケ—. フ タク ン. リオ. 1 アジ ャネ 口  • サ シ トス. ゲェ ノ ス アイ 

レスに 到 ，5、 復 航，. クェ ノス アイ レ スょ. o サン トス. リオ デジ ャネ p. セント〃 シァ. 

ハ パナ •  二 ュ 1 オリ ンズ. クリスト パ クバ ル ボア 口 ス ァ ンゼ ス. 橫濱を 經て神 E- 

に歸航 す。 

大正 七 年 寺內內 閣當時 全國の 移民 會社を 合同し 打て 一 丸と し 海外 奥 業 株式 

會社を 作 b  、獨 占 的に 一 般の 海外 移民 を 取扱 ふ 事と なりし が、 森 岡 移民 會社 のみ 

は 大正 十 年に 入， 9 初めて 合同に 參 加す。 其 後 政府 は 移民 會 社の 設立 を 許可せ 
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祌戶 市. 6-  SI 錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  二 五 二 

シ-: 一- ソ シ！, 一  ッケル 商 會 (c.  Nickel &  (！0.  Lt 1.) は 明治 三十 五 年 其 組織 を 改め 株式 會社 

ケ ク 

LJ し. 大 正 二 年 四月 九日 -ー ッケ ぐ ライオン ス兩社 合併して ユ ッケ ライ ォ ン ス 

株式 會 社 (Nickel  Lyons  &  00.  .Ltd.) と なる。 同社 は 本社 を 香港に 有する 英國會 社に 

し て、 主 カを祌 10 'の營 業に 傾注す。 英國 政府 公許 資本金 二百 萬圆を 限度と し、 此 

大正 冏 S 株 內 拂込濟 資本金 六十 三萬圓 なり、 神 芦に 於け る 同社 分身 會社は 大正 囘漕 株式 會 

社に して 資本金 一 萬 圓、 土 地. 家 屋. ¥ラ ン チ等を 所有 し、 全 然 -1 ッケ亇 ライ オンス 

株式 會 社の 補助 機 閥な 6, 取締役 箕輪益 夫 及 松 浦 恒三郞 にして 大正 三年 歐洲戰 

齓 起る ゃ同瓧 株主 中獨 逸人 は 殆んど 皆 株式 を賣 却した るを以 て、 實 權 全く 英米 

人の 手に 歸し， 大正 七 年 十二月 山 下 汽船 株式 會社は 多數の 株式 を 買收し 有力な 

る 株主と なる。 同社 取締役 は 英人ビ ！ヮに ソ ン (p.  Wat さ 11). (常 務) 鑄 谷 正輔. ェ ム. 

ェ フ. ジョ ネス fM.  F.  J---5S). ゼ I ェ フ. ジ ェ 1 ム ス fj.  F.  James) の 四 名に し て、 現今； p! 

U; 港 出入の 英. 米兩國 汽船 積 卸 貨物の 過半 は 其 取扱に 係る。 

ヘ^ム- プ -1 ッケル に 次で ス テベ ドア I を營 みし 英人老 船長 クリステンセン (，！•  A.  Chris. 

ラ ザ一 ス 

t:--i) は 明治 四十 二 年 死歿せ しに 依 り、 明治 四十 三年 一 月 同事 業 一 切 「へ , ム XHe- 

ョ Hrothers  &  Co.  LtL) に 鼈 承 せらる。 ヘルム は豫 て橫濱 に^て 同業 を經營 せし 


が， ク リ ス テ ン セ ン 事業 繼 承以來 更に 神 芦に 開業 し， 其 羽 翼 

富 島 組  富 島 組 は 大正 五 年 六月 苒 び 組織 を 變更し 株式 會社 とな 

庫 業 を 始め 土木 建築 受負業 を も 開始す。 現今 營業 種目 は 

ァ ー の 外、 八幡 製鐵 所の 製品 運搬 及構內 作業 請負、 陸軍 運輸 

取扱， 倉庫業 及阪. 祌其他 近海 舵 曳船 等に して、 每 半期 取扱 貨 

勞務從 業者 一 曰 三千 五 百 名、 事務員 七 百 名、 使用 荷車. 馬車. 自 

汽船 十隻. 艘船六 百隻に 上る。 現今 資本金 一 百 萬圓、 取締役 社長 井上 虎治. 專務取 

締役 高野吉 太郞. 取締役 鈴 木 松 之 助. 山 本 五郎な， 9。 

富 島 a 神戶 富 島 組 神 R 支店 は 明治 三十 年 二月 十五 日 を 以て 海岸 通 三 丁目に 設けられ 同 

支店 

時に 兵 庫 島 上 町に 兵 庫 出張所 を 置 き， 鈴 木 松 之 助 支店長と して 赴任す。 明治 三 

十九 年 一 月大阪 商船 內航各 船 輸入 貨物 本船 受渡 及 陸上 荷捌の 爲め 海岸 通 四 丁 

目 內航棧 橋 詰に 第二 波止場 出張 所、 海 岸 通 五丁目に 國產 波止場 出張所 を 設置す。 

大正 元年 八月 大阪 商船 神^ 支店 所屬蜉 十五 隻を讓 受け、 同 組 所有 脬 二十 六隻と 

合して 內航各 船 輸入 貨物の 陸 揚を受 負 ひ、 大正 二 年 七月 兵 庫 運輸 株式 會 社の 解 

散と 同時に 臺 灣. 朝 鮮. 支那 等 各外航 輸入 貨物の 陸揚受 負を繼 承し、 之と 共に 税關 
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を 張る に 至れ， 9。 

る、 大正 六 年 十 一 月 倉 

大阪 商船の ス-プ ？ド 

部 貨物 運送. 稅關 貨物 

物 五 千 萬 個 を 下ら す， 

動 車 四百 輛、 所 有 小 蒸 


大正！：：！ 輪 株 

式 食社 


北 H 本 汽船 

株式せ 社 


W 戶市史 別 ^二 祌 戶海逑 五十 年史 

荷物 荷捌 上、 東 川 崎 町 神 尸 稅闢構 內に東 川 崎 出 

織 を 株式 會 社に 變更 し、 鈴 木 松 之 助 取締役に 擧 

大正 運輸 株式 會社は 大正 七 年 六月 神 芦棧橋 

兩 系より 資本金 二百 萬圆を 以て 創立 せら れ， 神 

ステ. ベ ドア ー 及 曳船 事業の 全部 を繼 承す。 创 

喜 一 郞. 常 務 取締役 高 島 寅 次 郞. 间 辻 太 了 取締役 

大正 三年 三月 大阪 商船. 本 間泰輔 (北海道 增毛 )- 

口 縣；. 佐 々木 平次郞 (函 館) は 各 汽船 一 隻 又は ニ隻 

の 樺太廳 命令 航路 合 倂を行 ひ、 當時六 隻を以 て 

本 金 を 一 百萬圓 とし (大正 六 年 九月 三百 萬圓に 

三 を 招聘し 社長に 任 じ. 同 社の 田 邊貞造 をも拔 

小揿 間と 樺 太 柬西兩 海岸との 交通に 過ぎ ざり 

問に 航路 を 延長す， 伏 木. 阪. 神 間は鐵 道と 速 絡 契 

交通 線路と す。 同年 靑 森. 函 館. 室 蘭の 航路 を 開 

航路 を^き、 更に 大正 十 一 年より 樺 太. 阪. 神 間 に 


張 所 を 創設す。 大正 五 年 六月 組 

げ ら れ、 神 戸 支店 支配人 を 兼任す。 

株式 會社 及東祌 倉庫 株式 會 社の 

B- 棧橋 株式 會 社の 多年 經營 せる 

立當 時の 役員 は 取締役 社長 吉田 

島 田 保 一 郞 .2? 中 村 藤 一 等な り。 

山 本 久右衞 門 (小 樽 > 島 谷 德 三 郞冚 

を 以て 函館. 小 $ 太 東西 海岸 間 

北 U 本 汽船 株式 會社 を釗 立し、 資 

增 資す) 大阪 商船 會 社より 末 永 一 

擢し 支配人と す。 當時 僅に 函 館. 

しが、 大正 四 年 四月より 伏 木. 樺 太 

約 を 稀 結 し， 阪. 祌. 北 海 道. 樺 太 間の 

く。 大 正 八 年 小 樽. 阪. 神 間に 西 廻 

汽船 ニ隻を 以て K 通 航路 を 開始 


す。 大正 十 年よ， り函館 •  一一  n ライ ュ ウス ク 間の 航路 を も 開き 宗像丸 を 以て 之に 

充て、 十 一 年に 入り海 和 丸， を增 加せ， 9。 現今 所有 船舶 は 十五 隻、 總噸 一 萬 六 千 〇 

〇 五噸な ，9。 

^ほほ 易 株 南洋 貿易 株式 會瓧は 南洋 マ ー シャ ぐ 力 t" リン 群島の 貿易 目的 を以 て. 明 治 一 一 

式售針 

十六 年 組合 事業と して 創立 せらる。 明治 三十 二 年始め て 株式 會 社に 改 め、 資 本 

金 十 萬圓と し、 其 後 五囘增 資し 資本金 六 百萬圓 とせし が 大正 八 年 六月 二百 萬圓 

. に 減資す、 現 今 取締役 社長 岩崎淸 七. 専務取締役 小 倉彥 六. 取 締役 岡田壯 四郞. 橋 本 

才吉 なり。 本邦より 食料 品. 衣 服 類 其 他 雜貨を 輸出 し、 南 洋 諸島よ， 5 コブラ. 高瀨 

貝. 海 率 鼈 甲. アイボリ ナツ ト等を 輸入す。 大正 四 年よ ，5 六 七 年に 亙り 貿易 は大 

に發展 したる も爾來 財界の 不況と 共に 同社 事業 減 縮す。 最初 補助 機闆 帆船 數 

隻を 使用せ しが、 大正 四 年 五月 以降 汽船 平 順 丸 (總噸 ェハ 一 八) を 用 ひ、 大正 四 年 十 

一 月より 政府の 定期 命令 航路 を 開き、 海軍省よ り 補助金 を 受け、 汽船 第 八 多 聞 丸 

(總噸 二、 九 七 七； 南海 丸 (總噸 一， 七 一 七) 以智丸 (總噸 一 、 二三 五) の 三隻を 就航せ しむ。 

航洛は 

一、 橫須賀 I 橫濱— 門 司— 小 笠 原、 マリアナ 群島— 力" リン 群島。 
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絡 


神 13. 市史 二 祌戶港 運 五十 年史  二 五六 

二、 力 P リン 群島- —マ— シャ ^'群島 —英領-一 ュ一 アイ ランド— 英領 ギル 

パ， ト アイ ランド。 

一一 一、 西 力 & ソン 群島— 蘭領セ レ， へ ス島。 

右の 外 小型 汽船 秀丸 (總噸 一、 八 八 四) 及第 二 長 門 丸 (總噸 一 九 

： 島の 聯絡に 使用す。 政府 命令 航路 

株式 會 社の 繼 承す る 所と なると 雖 

係り、 大正 十 一 年 四月 南洋 廳設 S 

第 六 平榮丸 (總噸 四 六 五) 及 天 津 丸 (總 

ナ 群島 一 图の各 離島 間 及 東西 力 P 

圏の 各 離島 間 を 航行せ しむ。 

逸に 對し 露國の 宣戦 を 始めと し佛 

も 亦宣戰 を 布 吿 す、 此 時局に 關し陸 

噸数 二十 六 萬 五 千 百 四十 四噸な 


クナ —数隻 を 各 群島 離- 

社の 手 を 離れ 日本 郵船 

然^ 洋 賀易會 社の 經營 

船路に 修正 を 加へ、 汽船 

船 の 三 隻を 以て マ リア 

島 間 及 マ ー シャ ル 群島 

大正 三年 八月 一 日獨 

戰 し， 同 B  二十 三 曰 日本 

もの 總計 八十 三隻、 此總 

左の 如し。 

日本 郵船 株式 會社 


OM に 

は 大正 

も， 群島 

せらる 

噸三 〇 

リン 群 

國及英 

海軍 御 


補助 帆 

六 年 十 

間の 聯 

、に 

八) 竝 に 

島 一 圈 

B ネ タ 

用^ S と 


の 


今此 內 容 を 示 


及 ス 

月 同 

は 衣 

1 ほ さ ia 

助 帆 

で 宣 

、り し 

せ ば 


十 一隻 七^ 七 千 四百 二十 


大阪 商船 株式 會社 十 一隻  三 萬 一千 二百 八十 一 噸 

東洋 • 三 井 其 他  十隻  四 萬 二 千 四十 噸 

社外 船  四十 ニ隻 十一 萬 四千 四百 o ニ噸 

靑 島に 集中せ し獨逸 東洋 艦隊の 所屬 巡洋艦 若干 隻は 宣戦布告に 先んじ 膠州灣 

を脫出 し、 印 度. 南 洋. 歐 洲へ遁 る。 就中 巡洋艦 エムデン (Emden) は 印度洋 方面に 出 

沒し. 巧に 兇暴の 態度に 出で、 敵國 軍艦 ニ隻及 商船 十九 隻を 撃沈し、 雷名 を 轟かし 

た， 9 し が、 大 正 三年 十 一 月 九日 遂に 猛烈なる 英 艦の 砲撃に 遭 ひ 大損 害 を 蒙 ，9 ァ 

フ リカ 沿岸 キ ー リングに 逃 げ、 擱 座して 最後 を 遂げたり。 獨逸潛 航艇は 大正 四 

年. 五 年上 ハ 年に 涉 ，9、 地 中 海竝に 大西洋 方面に 實に 巧妙なる 技能 を發揮 し、 敵 對 聯 

合國 をして 塞 心せし む。 特に 大正 六 年 二月に 至り 獨逸は 潜航艇の 無警告 撃沈 

策を定 め、 交 戰國と 中立 國とを 問 はや 一 切の 船舶 を擊 沈す る 旨を宣 言 し. 著 々 暴 

力 を 振 ひし か ば、 米 國 忽ち 發憤 し、 同 年 四月 六日 獨 逸に 對し 宣戦 を布吿 し、 最 後 一 一 

ケ 年に 亙， 5 死力 を盡し 突進す。 此の 如くに して 海陸 共戰線 益.. 擴 大 し、 全 世界 を 

擧げて 暗雲 裡に 彷徨せ しむ。 此戰亂 中 各國の 輸送せ る兵數 は、 

英本國  四、 九 七 o、 九 五 二人 

第五 聿 大！ i! 初期 及 欧洲 戦亂  一一？, t 


神 戶市史 別^ 二 钟戶 海運 五十 年史 

英領 カナダ 五 九 五、 四 四 一人 

濠洲  四 一 六、 八 〇 九 

印度  一 、三 〇o,〇〇〇 

米國  三、 六 七 o、 八 八 八 


二 五八 


な， 5。 開戰 前世界 谷國 所有 船腹の 噸數 

m 噸) ニー、 〇 

同  七、 七 

同  一 一, 三 

同  五、 五 

同  一 、o 

同  一 、o 

同  四 六、 七 

猛 烈 

被害 


英國 

U3. 佛. 露. 白. 伊. 蘭 

屮立 Si 國 

獨逸 

懊. 匈 

土 耳 其 

合 計 


にして、 大西洋 上獨 逸^ 航 艇の最 

商船 を^ 沈し、 大正 六 年末に 於け 

〇 七噸， 日本 六芘 戰 齓 終局に 至 


を 見る に、 

〇 〇，〇 o 〇 噸 

〇〇、〇〇〇 

五 o,〇 〇 〇 

〇 〇、〇 〇 〇 

五 〇、〇 〇 〇 

〇 〇、〇 o 〇 

〇 〇、〇 〇 〇 噸 

に 跋扈 跳梁せ し^は 一 週間 五十 萬噸の 

船 英國七 百 萬嚼、 佛國 七十 四 萬嗨、 諾威^ 


迄 世界 各國 船舶の 損失 總計 總噸千 二百 三十 


萬 噸餘に 達 し、 世 界全 船腹の 大約三 割 を 喪失す。 此戰亂 中谷國 競うて 造船に 努 

むと 雖も， 到底 船腹の 不足 を 補充す る 事 能 は や、 世 界 造船 國の 筆頭た る 英國の 如 

き 平年 優に 二百 萬噸の 造船 能力 を 有する も の， 戰 時 中 能力 減じて 僅に 三分の 一 

に 過ぎ す， 我 邦に 於ても 俄に 造船所の 新設 せらる、 もの 多し と雖 も、 船 腹の 補充 

困難な， 5。 加 之 邦 船 國外賣 却の 爲め績 々輸出 せらる。 遞信省 管 船 局の 調査に 

依れば 大正 五 年 乃至 七 年の 三ケ 年間 輸出 船 百 二十 六 隻總嚼 十四 萬 一 千 噸餘に 

達す。 此戰亂 に當り 世界 各國の 支出せ し 戰費を 調査 すれ ば， 三 千 八 百 〇 九億圓 

に 達 す。 ナポ レ ォ ン戰爭 百 二十 五 億 S, 南 北 戰爭百 六十 億 圓、 曰 露戰爭 五十 億圓 

に 比し 異常の 巨額と 云 ふべ し。 

靑 島攻擊  大正 三年 八月 二十 三日 正午 日獨國 交斷絕 すると 共に 宣戰 詔書 發布 せらる。 

玆に 於て 日 獨兩國 干戈 相 見 ゆる 事と な り、 我帝國 の 陸海 軍 は 其 行動 を 開始 し、 獨 

逸の 東洋に 於け る根據 地た る 山 東 省の 租借地 靑 島に 向 へ り。 艦隊の 編成 は 第 

一 艦隊 司令長官 加 藤 友 三 郞中將 にし て. 司 令 官山屋 中 將丄 山. 藤 本 兩少將 之に 屬 

し、 第 二 艦隊 は 加藤定 吉中將 司令長官 とな ，9、 司 令官は 拆內中 將丄 村. 岡 田 兩少將 

之れ に屬 す、 第 三 司令官 は土屋 少. 將 其 任に 當る。 八月 二十 七日 第二 艦隊 司令 長 
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官加藤 中 將は秕 借地 全 沿岸に 對 する 封鎖 を宣 言 す。 陸軍 動員 は 靑島攻 圍軍司 

令官 陸軍 中 將祌尾 光臣に して 、参謀長に 陸軍 少將山 梨 半 造 任命せられ， 久留米 第 

十八 師圍を 主力と し、 第 四 師 ，第 三 師 圑. 第 十 師圓の 一 部 竝に下 橫 須 賀. 廣島. 由 

a. 忠 海. 深 山の 各 重砲 隊. 鐵 道 隊， 其 他 第 十二. 第 六 兩師圑 配 屬の特 科隊を 動員し 一 

軍 を 組織す。 八月 二十 八日 第 十八 師圑の 一 部 は 御用 船 鎌 倉 丸 • 天 津 丸 .彥 山 丸. 琴 

平 丸. 御 吉野 丸の 五隻 に分乘 し、 軍 艦に 護衛せられ 長 崎 を首途 せり。 議會は 九月 

四日より 九日 迄 東京に 召集 せら れ、 軍 事 費 五 千 三百 萬圓の 臨時 支出 を 議決す。 

我 軍 は 九月 二日 拂曉に 至 b 龍 口上 陸 を 開始 し、 海 軍 陸 戰隊に 次ぎ 陸兵 上陸す。 

當時 未曾有の 洪水に 遭遇 し， 漸 く 九月 十日に 至り 騎兵 及 先遣 隊萊 州に 著 し、 十 一 一 

日 平 度に 到 著 し、 次 で 卽墨を 占領 し、 九 月 十七 日靑 島の 咽喉た る 膠 州 を 占領す。 

九月 十八 日 堀 內少將 の 率 ゆる 支隊 勞山灣 に 上陸 を 開始 し. 十 九日 全部 上陸 を遂 

げ、 九 月 二十 八日 勞山港 を 確實に 占領す。 英軍總 司令官 バ ー ナ— ジ ス ト ン少將 

(General  Barnardiston) も 亦 印度 兵 四百の 增援を 得て 我 軍に 参加す。 九月 二十 五日 

濉縣を 占領し. 二十 七 八日 浮 山. 弧 山を聯 結せ る 一 帶の地 を 占領 し. 玆 に靑 島の 包 

圓 全く 完成 し. 十 月 五日 山 東鐵道 最終 地 點濟南 を 占領す。 十五 日 聖旨に 基き 要 


塞內の 非戦闘員に. 對し 退去 を 允許せられ， 十月 三十 一 日 天長節の 嘉辰 を 期し 午 

後より 總 攻撃に 移れ. 5。 我 軍 龍 口上 陸以來 日を閱 する こと 六十 日. 總 攻撃 開始 

後實に 八日 目 卽ち十 一 月 七日の 拂曉に 至 -9 靑島陷 落 し、 獨 逸 軍總督 ワルデック 

(General  waldek) 降 服 し、 十 四日 を 以て 日本に 向け 送致 せら る、 十 六日 我 軍 は 入城 式 

を擧 行した る 上、 招 魂 祭 を營み 十九 日 軍政 を 布け に 

海運業 者の 此戰亂 は 大正 三年に 突 發し四 年-五 年 を 經て六 年に 入り 最も 熾烈なる 狀 態と 

な --、 特 に 六 年 四月 米國の 聯合 國に參 加せ し以來 船腹の 缺乏 一 層甚し く， 運 賃. 傭 

船 料 及 船儇の 暴騰 を招來 す、 海 外 航路の 如き は 僅か 一 噸 又は 二 噸のス 。？ス さ 

へ 得る 事 困難に し て、 所 謂 一 夜 造りの ス ベ ー ス .ブ n 1 力 ー 簇出 活動 し， 神 10- は 世 

界 海運 中央 市場と して 海運 策源地と なり， 一時 全世界に 渉り 海運 を 支配す るに 

至れ. -。 

此戰亂 中 海 蓮 業者が 幾何の 運賃 及 傭船 料を國 外より 收 得せし や、 將叉 幾何の 

富 を 獲得せ し や、 精 確なる 統計 を 得る 事 能 は ざれ ど も、 貿 易の 發展と 相 俟ち國 富 

の堦 進に 一 半の 貢 獻を爲 せし は 明白なる 事實 にし て、 當 時 縣下納 稅負擔 高率 者 

の 過半 は 海運業 者 を 以て 網羅 し. 大 正 七 年 勝 田 銀 次郞を 貴族院 議員に 選出す る 
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に 至る。 此 旺盛 時代に 於て 法人に 在て は 利益 配當五 割. 六 割 は 普通に して、 二十 

割 又は 其 以上 を配當 せる もの あ b  、三 井 船舶 部の 如き は 優に 社 船の 壘を摩 し， 船 

主 竝に慵 船 者と して 此 機に乗じ 世界的に 活動 し、 更 に發展 して 大正 六 年 岡山縣 

兒島郡 玉に 大規模の 造船所 を 設立 し. 造 船竝に 船舶 修理 を始む 。 傭船 者と し て 

は 三菱 商事 株式 會社 船舶 部. 鈴 木 商 店. 太 洋 海運 株式 會社. 增田賀 易 株式 會 社 • 古 河 

商事 株式 會社 船舶 部. 久 原篛業 株式 會社等 も 多數の 傭船 を 運用し 歐. 米. 濠 各方 面 

に 活躍す。 當時 阪. 神 間に 於け る 船主と して 發展 したる もの を擧 ぐれ ぱ、 先 づ 廣 

海 二三 郞. 岸 本 兼 太 郞. 辰 馬吉 左衞 門. 八 馬 兼 介. 原 田 六 郞. 岡 崎 藤 吉. 板 谷 宮 吉- 乾 新 兵 

衞 等の 經營に 係る 各 汽船 會社を 初め， 明治 海運 株式 會 社. 帝 國 汽船 株式 會社 あ， 9、 

枘 近年 敏腕家と して 頭角 を 現 はせ る 勝 田 銀 次 郎. 內 田 信 也. 山 下龜三 郞. 橋 本 喜 造. 

中 村^ 七 郎等の 經營に 係る 勝 田 汽船 株式 會社. 大洋 汽船 株式 會社. 內田 汽船 株式 

n 社 山 下 汽船 株式 會 社. 橋 本 汽船 株式 會 社. 中 村 組の 外， 神 戶棧撟 汽船 株式 會 社. 上 

西 汽船 株式 會 社. 東 和 汽船 株式 會社. 互 光 商 會. 松 昌 洋行 • 日 下部 汽船 株式 會 社. 豊 崎 

汽船 株式 會 社. 村 尾 汽船 合資 會 社. 松 田 汽船 株式 會社等 何れも 皆 斯界の 錚々 たる 

ものな， 9. 當時 神 戸 海運 界の繁 榮は實 に是等 人々 に 依りて 支持せられ し觀ぁ ，5。 


此等 海運業 者 中 最も 堅實 なる 發展を 遂げた る は 在來の 船主に して， 之に 次で 

ブ 口 ー 力 ー より 所謂 成 金. と な， 9 たる もの 擧げて 数 ふ 可から や。 激增 せる 所得 

を 以て 老齢 船を賣 却し 新造船に 換えた る も の、 有 價 證 券、 地 所 其 他に 投資せ る も 

の 比々 皆然ら ざる はなし。 然れ ども 此內 最も 顯 著なる 傾向 は 船主に して 造船 

業の 蒹營に 著 手せ る ものと なすべし。 三 井. 山 下內 田- 豐 崎. 岩 城. 橋 本. 村 尾. 新 田 等 

適例に 屬 す。 

此戰亂 の 終りに 起， o たる 斯界に 於け る顯 著なる 出 來事は 川 崎 汽船 株式 會社 

及國際 汽船 株式 會 社の 創立な， 5。 兩社は 合計 重量 約 八十 萬噸を 所有し、 K ライ 

ンと稱 し 共同 運用の 組織 を 以て 遠洋航路に 從 事す。 

今 一 例と して 大正 七 年 及 八 年度 社 船の 收益を 擧げ營 業 成績の 一 端 を 示し 主 

要なる 海運業 者 を 列記 せん。 

大正 七 年度 

社名 期間 ill  純  益  積 立 (合計) 配當 

日本 郵船 前  一^^^^^ 五 二、 六 A 三、 四 四 一 五 四、 一六 一二、 七 七 二 六、 o 

別口 三 〇、 八 四 九、 四 九 一 
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11 犬 四 


同 


同 


ナ & 商 ft 


W 治 海述 


大正 八 年度 


後 


1 o〇、o〇〇、〇〇〇 

五八、 ooo、ooo 


東洋 汽船 前 


社債 


一二、 五 o〇>〇o〇 

七、 八 七 五、 〇〇〇 

四、 〇〇〇、〇〇〇 


も， 

も 


後 


4, 又 

も 


三 二、 五 oo、oo〇 

1 七、 八 七 五、 o〇〇 

瓧债 四、 〇〇〇、o〇o 

五 〇、o〇〇、〇〇〇 

三 1 、〇 六 二， 五 oo 

五 〇、oo〇、〇〇〇 

三 七、 三 七 五、 〇〇o 

五、 〇〇〇、o〇o 

三、 〇〇o、〇〇o 

五、 〇〇〇、o〇〇 

三、 〇〇〇、〇〇〇 


日本 郵船 前 


同  後 

東洋 


一 〇〇、o〇〇、〇〇〇 

五八、 o〇〇，oo〇 


1 oo、oo〇、〇〇〇 

五八、 〇〇〇、o〇〇 


肚情 


一一 r 五 〇〇、〇〇〇 

七、 八 七 五、 〇〇〇 

四、 o〇〇、〇〇o 


三 I  、五八 七， 六 六 〇 六 七 

別 n 五 〇 


、o  二三、 三 三 二 五、 C 

、八 四 九、 TO: 九 一 


七、 o 一  八、 七 一 八 


六、 四 四 二、 七 二 五 


七， 七 一六 

一四、 四 九 一 

二 、一九 一 . 

八、 三 一 九 


, 八 六 六 

_ 九 四 五 

四 三 四 

六 三 〇 


三、 七 八 一、 四 四 三 五、 〇 

三、 九 四 七、 三 〇 九 三、 〇 

プ Jz/ 八 ァ』 プ (臨時) 五 ，〇 

一、 二三 三， 六 八 五 (臨時 )ぉ8 

1 、〇 二 〇、〇〇〇 

1 、 一 三 〇、〇〇〇 


一 、o 

一 九， 〇 

1、〇 

1 九、 〇 


八、 五 九 二、 六 一 


ゆ 


六、 九九 六. 

一 、四 三 〇、 


九 五六 

ニニ 三 


六 六、 六 〇 七、 六 九 五 五、 〇 

口 五 四、 二 五八、 七 四 七 

口 は 戦 S- 喪失 船 四隻、 新造船 

却、 株主 配 S に 充て 全 

I 部 支出す 

七 七、 五 七 七 >  I 八 八 四、 〇 

一 五、 三 六 一、 九 六 九 二、 〇 


九 一 九 一 三 一 二 一 

oo  oo  oo 〇〇 


日本 郵船 株 

式會社 


. 同 

大阪 商船 

同 

明治 海運 

日本 郵船 

物 船の 建造 

範船對 馬 丸 

內豊橋 丸. 豊 

羽 丸. 高 田 丸 

沈沒 せ. 5。 

Sit  ^i- 暴 き 

護， 帝國 艦隊 

な ら や、 所 謂 


後 


二、 五 oo、oo〇 

七、八七五、〇〇o 

一二、 五 〇o、ooo 


、〇 七 五、 〇 八 六 一 五、 一八 六、 七 〇〇 二、 〇 


社債 

JU 五 〇、o〇〇、o〇〇 

f  三 七、 三. V 五、 ooo 

t 五 〇、ooo、ooo 

^ 四 111、 六 八 七、 五 oo 

J=-  五、 〇oo、〇〇〇 

I  三、 〇〇〇、ooo 

後  五、 o〇o、o〇o 


三、 〇〇o、〇o〇 


一三、 三 九 一 、三 五 一 一 臨時) 

一四、 四 六 一 、七 四 九-臨 1 

一、 二 七 〇，〇〇〇 一 

一 、四 一 〇、〇〇〇 一 


二、 一  六 九、 九 六 〇 

八、 六 五 四 三 七 四 

三、 二 五三、 四 〇 一 

1 、六 七 〇、〇 五 九 

株式 會社は 大正 初年 事業の 擴 張に 志し、 所謂 丁 級 船 總噸七 千 噸型貨 

を 企て. 先づ 英國グ ラ ス ゴ ー、 ラ ッ セ ッ ダ 造船所に 注文した る 丁級模 

は 大正 三年 十月 竣工し、 三菱 及 川 崎 造船所 等の 建造に 係る 十 一 隻の 

岡 丸. 富 山 丸. 德 山 丸 は 四 年中 に、 常 磐 丸. 伹 馬 丸. 龍 野 丸. 敦 賀 丸. 津 山 丸. 鳥 

は 五 年中に 竣成 す、 此 內德山 丸 及 高 田 丸 は歐洲 戰亂中 大西洋に 於て 


勃發 する や 同社 は 靑島攻 撃， 獨 逸 太平洋 艦隊 撃. 掃， 南 洋. 印 度洋 貿易 保 

地中海 出 動、 西 比 利 亞及北 満洲 出兵 等に 御用 船 任務 を果 したる のみ 

潛 水艇戰 策の ため 脅威 せられた るに 拘 はら す、 多 大の 犧牲を 拂ひ歐 

洲 航路 を持績 し. 歐. 亞 貿易の 發展を 助 け、 同 時に 聯合 與國 の爲め 軍需品 供給 を 便 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂  二 六 五 


神 戶市史 ^錄ニ 神戶 海運 五十 年史  二. ！ハ六 

ならしめ. 大正 六 年 十 一 月 資本金 を 一 億 圓に增 し. 戦時中 世界 各方 面に 涉 

を 0 張 す、 其 数實に 左の 十三 線を算 する に 至れり。 


航路 


航 路 

世界 一 週 航路 

紐 育 線 

リ パブ ー 〃 線 

a 本 南阿 南米 線 

甲谷陀 南米 線 

甲 谷 陀紐育 線 

甲 谷陀シ ャト〃 線 

日本 瓜哇甲 谷陀線 

新西蘭 土 線 

ボ ー トセ ッド線 

地中海 線 

大阪靑 島 線 


開始 年 n: 

大正 四 年 

同 五 年 六月 

同 六 年 五月 

同 六 年 十月 

同 七 年 十 一 月 

同 七 年 三月 

同 七 年 八月 

同 七 年 三月 

同 五 年 八月 

同 六 年末 

同 七 年 四月 

同 四 年 一 月 


使用 船數 


十 

四 


隻 

隻 


航海 囘數 


每 月 

每 月 

四 週 

每月 

隔 月 

每 月 

每 月 

每 月 


囘 

囘 


年四囘 


每 月ニ囘 


現今 航路 状 

態 


大阪漢 口 線 

戰後 間もなく 同社 は 世界 

造と 相應じ 益" 歐. 亞 貿易 發展に 努めつ、 あ 

計 畫を立 て、 其 內 十五 萬 噸は旣 に 建造 竣成 

今 現在 經營に 係る 航路 狀態 を揭げ 同社 

1 歐洲 航路 

倫敦線 

リ パプ ー ル線 

瀵堡線 

一 米國 航路 

シ ャ 

東 囘鈕育 線 (g 奈^ 

西 囘紐育 線 (I  ^ 

日本 南米 線 

甲 谷 陀紐育 線 
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同 七 年 四月  一 隻 

週 線を廢 し. 漢 堡線を 開き， 一 

平和 克復 後 


每月 一 囘 

方リ 、パプ ー ル 線の 改 

重量 五十 萬噸の 造船 


レ 凝 f 香港 起點 

ノ も i 神^ 起點 


十 一 隻 

七隻 

七隻 

四隻 

四隻 

六隻 

四隻 

ニ隻 

數隻 


あ 


せる もの 

の自營 線と 補助線と を 示す ベ し。 


週 一 囘 


四 週 

四 週 

三 週 

三 週 

四 週 

鬲 弓 

每 月 


囘 

囘 


遞信省 命令 

自  營 

自  營 


遞信省 命 令 

自 


自 

二. K 七 


營 

營 


神 戶市史 刖錶ニ 神戶 海運 五十 年史 

甲谷陀 南米 線  — 

濠洲 航路 

メ〃. ホ ー ン線  三隻 

印度 航路 

孟買線  七隻 

甲 谷陀線  七隻 

日本 a"  、A  £ 泉  II 

瓜哇 K" 名 ti- も 

南洋 航路 

南洋 線 (東 囘)  一 隻 

同 (西 囘)  ニ隻 

支那 航路 

神 芦 上海 線  四隻 

橫濱 上海 線  三隻 

砷 芦 天津 線  三隻 

橫濱 牛莊線  三隻 


當分 不定 

每月 一 囘 

每 月ニ囘 

每 月ニ囘 

當分 不定 


隔 月 

隔 月 


囘 

囘 


每 月ニ囘 

二 週三囘 

每 週ー囘 

每 十日 一 囘 


二. KA 

自  營 

遞信省 命令 

自  營 

自  營 


南洋 廳 命令 

南洋 廳 命令 

遞. 信 省 命令 

遞信省 命令 

遞信省 命令 

遞信省 命令 


神 芦 牛莊線 

大阪靑 島 線 

大阪漢 口 線 

臺灣 航路 

神^ 基隆線 

橫濱高 雄 線 

本洲 航路 

東 囘 線 (神 1 ^小 樽 間) 

神 芦 釧 路線 

小 笠 原 線 

樺 太 航路 

函館樺 太 線 

橫濱樺 太 線 

小 樽 樺 太： 

北海道 航路 


冬 季 

© み 


一 隻 

1 隻 

1 隻 

三隻 

四隻 

六隻 

三隻 

一 隻 

ニ隻 

二. 隻 

ニ隻 


每四週 一 

每 月ニ囘 

每月 一 囘 


遞信省 命令 

自  0 

自  營 


每 月六囘 臺灣 總督府 命令 

每 月三囘  自  營 


每 月 七 (八) 囘 

每 月三囘 

每月 j  (二) 囘 

每 月七囘 

每 月ニ囘 

三 ヶ月 間 

二十 五 同 


自  營 

自  營 

東京 府 命令 

遞信省 命令 

樺太廳 命令 

樺太廳 命令 
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二. K 九 


祌 戶市史 刖錄ニ 鉀戶 海運 五十 年史  二 七 o 

函館網 走 千島 線  四隻  北海道 廳 命令 

小^ 斜里線  ニ隻  北海道 廳 命令 

s 助 航路の 明治 三十 五 年 四月 孟 S 只 航路の 補助 を辭 退す。 大正 十 年 三月 歐. 米 航路 中、 或 線 

推移 

に對し 政府 補助 命令 を辭退 し、 十 年 四月よ， 5 郵便 定期 航路 命令書の 下に 郵便物 

遞 送に 對 する 補助 を受 く。 政府の 補助 航路 は 現 時 左の 三種と す。 

1, 遠洋航路 補助 法に 依ち 命令書の 形式 を 以て 桑 港 線 及米國 東西 兩岸 線に 對 

する 航路 補助。 

一、 郵便 補助 契約の 形式た る 特殊 命令書の 下に 郵船 會 社の 欧洲 倫敦 線. 北 米 シ 

ャ ト ル線及 濠洲 メ  , ボ ー ン 線に 對 する 郵便 補助。 

一， 特定 航路 助成の 形式に 準す る 命令書の 下に 內地 沿岸 及 東 南洋 近海 航路に 

對 する 航路 補助。 

w 本 金 及 as 歟洲戰 齓の爲 め 同社 は 巨額の 利益 を收 得せし が. 大 正 十 一 年 三月 末の 調査に 

立佥 

依 れ ば、 資 本 金 一 億圓の 內拂込 金額 五 千 八 百 萬 圓， 其 外 各 極 積立金 合計 ス千 三百 

三十 萬 圆を冇 す， 今 其 內容を 示せば 左の 如し。 

1 船舶 保 險嵇立 金  一九、 三 二 〇、〇〇〇 


所有 船 船 K 

及 噸数 


重役 更迭 


1 船舶 大 修繕 積立金 

一 準備 積立金  .  一 

ー配當 平均 準備金  一 

一 航路 擴張及 船舶 改良 資金  一 

一 其 他の 積立金 

大正 十 一 年 三月 末 現在 同社 所有 船舶 一 〇 

十二 噸 なり。 

大正 十 年 二月 九日 社長 男爵 近 藤 廉^ 死歿 

長に 推薦 せら れ、 永 留雄吉 副社長に 任せら る 

滋 太 郞. 水 川 復 太 右 井 徹. 安 田 征. 永 田 仁 助. 湯 川 

德藏 なり。 現任 神 芦 支店長 は 大正 九 年 六月 

副社長 は 中瀨精 了 大河 內時 夫. 金 鞍 一 榮. 安 藤 

近海 部獨立 同社 多年の 懸案た b し 近海 部 獨立は 戦後 

十一 年 四月 一 日よ， 9 愈，. 分離し 別箇の 經營と 

ほ 蓮に JS- へり。 
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五、 七 七 〇、〇〇〇 

六、 八 八 〇、〇〇〇 

七、 八 〇〇、〇〇〇 

五、 七 〇〇、〇〇〇 

七. 八 四 四、 〇〇〇 

四 隻、 此 總噸數 五十 四 萬 


千 七 百 九 


の 結果と して 取締役 伊東 米 治郞社 

其 他 取締役 藤島範 干 島 村 淺 夫. 中 島 

元 臣、 監 査役山 本 直 良. 河 村 金 五 郞. 島 

二十日 著 任せる 黑川 新次郞 にして， 

純 五. 關野 大三郞 等な り。 

の 不况に 鑑み 利害 研究の 結果、 大正 

せる が、 近々 分身 會社 として 獨 立の 

二 七 1 


B 本の »| 秀 

ん 


大阪 商船 株 

式會社 


神 戶市史 ^ss  二 紳戶 海運 五十 年史 

同社 は 日 支 連絡 上 特に 趣向 を 凝ら し， 大 正 十 一 年英 國グラ ス ゴ 

ザ 1- ス (lx-m-y  a に 於て 快速 力 姉妹 船長 崎 丸 及 上海 丸 ニ隻を 

海 航路に 充っ。 同船 は 大正 十 一 年 十月 英國 を發 し佛國 マルセ I 

於て 乘客 を搭载 し、 十 一 年 十二月 十四日 神 B- に 著 す， 次 で 横 濱に囘 

備 を充實 したる 上， 十 二 年 二月 十 一 日 を 以て 長 崎 港 を發し 上海に 

就けり。 總噸數 五 千 五 百噸， 船客 一 等 百 五十 五名， 三等 二百 名、 最新 

に 善美 を盡 し. 隔 靴搔 痒の 感な からし む、 恐 らく 屈指の 客船な らん- 

最高 速力 船 

二十 四時 間 


り。 總噸數 五 千 五 百噸、 船客 

美を盡 し. 隔靴搔 痒の 感 なか 

は 二十 一 節 を 有し 我 邦に 於け る 

船 程に 對 する 三十 六 時間 を今囘 

空前の 記 錄と云 ふ 可し。 

大阪 商船 株式 會社は 兵 庫 運輸 

大正 三年 二 千 四百 七十 五 萬圓に 

航 す， 南 洋. 印 度 ま 洲. 南 阿. 南 米に 通 

始め 同年 十月 ァ， テ レ ー ド線を 開 


にして、 從來兩 地 間 四 

に 短縮した る は實に 


！. テ 

建造 

ュ 其 

航し 

J5- け 

式 各 

百 六 

近海 


株式 會 社よ， 9 大正 二 年 兵 庫 島 上船 橋 

增 資し， 大正 四 年 八月 神 卢. 桑 港 線 を 開 

する 一 策と して 大正 五 年 四月 南洋 定 

き. 更 に 進んで 同年 十二月 ァ だ ゼ ン チ 


I 一  1 ブ ラ 

し、 長 崎. 上 

他 各 港に 

諸般の 設 

處女航 に 

種の 設備 

に 其 速力 

十 海里の 

に： & ける 

を買收 す， 

き 六年廢 

期 航海 を 

ン， ベ エノ 


ス アイ グス に 達する 線路と して 南米 線 を 開き， 大正 六 年 五 千 萬 圓に增 資し、 大正 


七 年 十二月 瀵堡線 を、 八 年 六月-一 ュ ー ォ リンス 線 を も 開始す。 戰亂中 地中海に 

铫梁 せる 獨逸潛 航艇の 危險を 冒し 七 年 五月 孟 買. ゼ ノア 線 を 開 き， 中 歐に向 ふ 物 


資の 輸送に 努めたり。 北米-タコマ 線 

な， 9 と 認め、 同社 は 大正 九 年 四月 政府 

十月よ， 9 政府の 補助 を享 くる 事と な 

となれ， 9。 大正 九 年 十一月 資本金 を 

萬圓 な， o。 大正 十一 年 六月 末に 於け 

六十 圓、 其內容 左の 如し， 

一 船舶 保險 積立金 

一 船舶 修繕 積立金 

一 準備 積立金 . 

1 事業 擴張 及船檟 整理 資金 

一 配當 平均 準備金 

一 建築 準備 積立金 

大正 十 一 年の 始めに 於け る 同社 船舶 


は 政府 命令 を 離れ 自由に 航行す る を 有利 

補助 を辭 退す。 新設の 南米 東岸 線 は 同年 

b  、新 嘉 坡. 磐 谷 線 も 十 年 四月よ， 5 補助 航路 

一 億 圓に增 加す、 內狒込 金額 六 千 二百 五十 

る 諸 積立金 合計 四千 百 五十二 萬 八 千 九 百 

六、 五 七 六、 五 四ニ圓 

三、 o  二 九、 四 一 八 

一 七、 三 二三、 〇〇〇 

五、 〇〇〇、〇〇〇 

六、 六 〇〇、〇〇〇 

三、 〇〇〇、〇〇〇 

數は百 三十 三隻、 總噸數 四十 一 萬 四千 百 四 
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祌 戶市史 別錄ニ 神戶 海運 五十 年. al  一 一七 四 

十九 噸 にし て、 現 今 航路の 狀態竝 に 政府 命令 補助の 關係等 大要 左の 如し。 


航 路  使用 船  航海 囘數 

歐洲 航路 

日 本 歐洲線  七隻  四 週 一 囘 

亞米利 加 航路 

ビュ— ゼット サウンド 線  六隻  二 週 一 囘 

南米 線  六隻  年十囘 

甲谷陀 -I ュ ー ォ リンス 線 四隻  年七囘 

紐 育 線  七隻  每月 一 囘 

印度 航路 

橫濱孟 買 線  六隻  每月 

日本 甲 谷陀線  三隻  每月 

日本 瓜哇甲 谷陀線  五隻  每月 

^洲 航路 

メ 〃ボルン 線  三隻  每 月ー囘 


囘 

囘 


命令 又は 自營 


自 


營 


自  0 

遞信省 命令 

自  營 


自 

自 


營 

營 


束 線 

西 線 


南洋 航路 

南洋 線 S 雜 

瓜 哇盤谷 線 

臺灣 航路 

神 卢基隆 線 

撗濱高 雄 線 

臺灣 沿岸 線 

朝鮮 航路 

大阪 南鮮線 

大阪 淸津線 

滞 潮 直航 線 

浦 潮 直航 線 

浦 潮廻航 

支那 航路 

大 阪大 連 線 
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泉甲繊 

凝 乙 線 


三 隻 

ニ隻 

ニ隻 


三隻 

四隻 

二 隻 

1 隻 

五隻 

ニ隻 

ニ隻 

一 隻 

四隻 


每月 一 囘 

三 週 一 囘 


臺灣 總督府 命令 

遞信省 命令 


每 月 

每 月 

每 月 

每 月 


六囘  臺 

四 囘 內ニ隻 臺 

臺 


六 同 

五 同 


灣 總督府 命令 

灣 總督府 命令 

灣 總督府 命令 


每月約 十三 囘 自 營 

每月三 (四) 囘 自 營 


每 週ニ囘 

每月 一三) 囘 

每 月ニ囘 


遞信省 命令 

遞信省 命 4" 

遞信省 命令 

二 七 五 


大 

撗 

內地 

多 

大 


神 戶市史 

大阪靑 島： 

天津： 


大 


き 


を 


s 錄ニ 神戶 海運 五十 年史 

I  一  隻 

I  四隻 

I  一  隻 

抓  一 隻 

M  ニ隻 

m  一  隻 

I  三隻 


每 月ニ囘 

毎月 約七囘 

每月約 一 囘 

每月 約四囘 

每 週一囘 

每 月ニ囘 

每 月三囘 


二 七 六 

自 營 

自 營 

自 營 

臺灣 總督府 命令 

臺灣 總督府 命令 

臺灣 總督府 命令 

臺潸 總督府 命令 


天津 線 

福 州 線 

香港 線 

廣東線 

天津 線 

路 

は每日 一 囘少き は 隔日 又は 三 曰に 一 囘 出航す る ものにして 次の 十七 

有す。 

阪沖繩 線 

覉 基隆镍 

兒 島那顆 連絡線 

阪鹿兒 島 線 


大島各 島 線 


六隻 

ニ隻 

ニ隻 

三隻 

ニ隻 


大阪 山陽 線 

尾 道 別府線 

四 國經由 門 司 線^ 鰣 

別 府宇和 島 線 

大阪細 島 線 

大阪 別府線 

大阪名 古屋線 

急行 大阪勝 浦 船 

大阪高 知 線 

大阪德 島 線 


五隻 

1 隻 

二 隻 

二 隻 

五隻 

ニ隻 

.六 隻 

一 隻 

五隻 

1 一 隻 

ニ隻 

四隻 


現今 取締役 社長 堀 啓 次 郞. 取 締役 副社長 加 福 力 太 郞. 專 務 取締役 澤尾隆 太 郞. 村 

田 省 藏. 太 田 丙 子 郞. 取 締役山 岡 順 太 郞. 阿 部彥太 郞. 木 村 淸. 池 尾芳藏 なり。 神 芦 支 

店長 は 大正 十 一 年 十月 本社 參 事に 榮轉 せる 島 村 幡彥の 後 を 襲 ひ 山內恕 同日 就 

任 す、 助 役 山野 井弘 なり。 

第五 草 大正 初期 及 歐洲戦 a  二 七 七 


神 戶市史 S 錄ニ 砷戶诲 運 五十 年史  二 七 八 

は^: 船 株 歐洲戰 亂勃發 後 英. 米 兩國の 汽船 會社桑 港 航路よ， o 退去せ しに K ら 東洋 汽船 

式 會 社 

株式 會社は 同 航路 を獨 占す るに 至る。 大正 四 年 三月 四日 發 布の 米國ラ フ ォ レ 

ッ ト 法 (LI.  FoUette  Act.) に 基き 米國 船員 法改正の 結 果、 太 平洋 郵船 會社 は同瓧 事業 

經營上 考慮す る處 あり、 其 所有 船を賣 却せ ん とす。 大正 四 年下 半季 同社 は 前記 

太平洋 郵船べ , シ ャ. これ や. さ いべり や 三隻 購入 を 契約 し、 同 年中 波斯丸 を、 翌 五 

年 これ や 丸 及 さい * へ b や 丸 を米國 にて 引渡し を 受け 桑 港 航路に 加 へ 盛に 活動 

した， 9。 此外 大正 十 年中 岸 本 汽船 大連 丸： 總噸 二，  二三 七) 神洋丸 (總噸 五、 八 三 二 及 

關東丸 (總噸 一、 五 四 二) の 三 貨物船 を 傭 入れ、 船腹 不足の 緩和に 力めた る は 特筆す 

るに 足るべし。 

大正 五 年 六月 資本金 を 三千 二百 五十 萬 圓に增 し、 更 に 戰後社 船 建造の 計晝を 

樹て、 旣に 汽船 樂洋 丸. 銀洋丸 ニ隻は 南米 航路に 旺洋 丸. 美 洋丸外 六隻は 貨物船と 

して 東洋 紐 育 問， 東 洋. ホ ー ト ランド 間 及 歐洲經 由 世界一 週 航路に 配船す。 大正 

十 年 政府より 汽船 大洋 丸 (總噸 一 四， 五 〇 三^の 管理 使用 を 委託せられ、 同年 五月よ 

り 桑 港 航路に 加入せ し む、 同 船 は 元 獨逸ハ ンブ ルグ 南米 汽船 會 社の 所有に てキ 

ヤップ フヒ -ー ス -グレ (cap  Finistere) と 稱し獨 逸 南米 航路に 使用 せら れ、 結 構 莊麗を 


極 む、 特 に熱帶 地方 航行の 爲め 水泳 場の 設備 あり 客船と して 風評 頗る 佳良な り。 

同社 は 明治 四十 一 年天洋 丸に 重油 燃燒を 試みし を 始めと し、 爾 來 所有 船 十八 

隻の 內波斯 丸. 靜 洋丸及 福洋丸 三隻を 除く 外 十五 隻は 何れも 重油 を燃燒 す、 現今 

各 航路 配船 狀態を 示す に 當り各 船 重油 燃燒 開始 時 を 附記すべし。 

一 北米 航路 

桑 港. ポノ ル 、 . 橫濱. 神 ぞ 長 崎. 大 連. 上海 • マ -ー ラ. 香港 

船 名  噸數  重油 燃燒 開始 

¥11 大洋 丸  一四、 五 〇三 

汽船 天洋丸  一三、 三 九 八 

同 春洋丸  ニニ、 〇 三 九 

同 これ や 丸  一一 、八 〇 九 

同 さいべ り や 丸  一一 、七 八 五 

1 南米 航路 

香港. 門 司. 神 橫濱 -ホ ノ^'、.。 ホ ー ト ラン ド. 桑 港. サ ンビ ド&サ リナ クル ズ- マ 

ンザ リノ. パ 产 ボア. カリヤ ォ-乇 1 レ ンド. アリカ. バ , パ ライ ソ 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦 ^  二 七 九 


明治 四十 一 年 

同 四十 四 年 

大正 十 年 

同 十 年 


神 戶市史 別錄ニ 

船 名 

汽船 樂洋丸 

同 安洋 丸 

同 靜洋丸 

同 銀洋丸 

不定期 貨物船 

汽船 旺洋丸 

同 美洋丸 

同 香洋丸 

同 福洋丸 

同 朝洋丸 

同 巴洋丸 

M 麗洋丸 

同 明洋丸 

お 船 紀洋丸 


神戶 海運 五十 年史 

噸 數 

九、 四 一 八 

九、 二 五六 

八、 六 〇〇 

六、 五 五 〇 

五、 六 七 〇 

五、 四 七 九 

五、 四 七 一 

五、 四 六 三 

五、 四 五 四 

五、 四 四 五 

五、 四 四 五 

五、 四 三 四 

九、 〇 四 九 


二八 o 

重油 燃燒 開始 

大正 十 年 

同 四 年 

同 十 年 


大 

同 


正 十 年 

十 年 

八 年 

十 年 

九 年 

九 年 


明治 四十 三年 


井 
船 

SIS 


一 瓜哇 航路、 大正 十 一 年 十 一 月 十九 日 大阪發 を 以て 開始す。 

往航、 大阪. 神 芦. 門 司. 大連. 香港 二 タ ビ ャ. サ マ ラ ン-ス ラ バ ャ、 

復航、 ス ラ バ ャ-サ マ ラ ン. パ タ ビ ャ. 香港. 基隆. 門 司. 神 大阪、 

汽船 波斯丸  四、 三 八 〇 噸 

大正 十 一 年 六月 同瓧 所有 船 は 十八 隻 にして 此 總噸數 十四 萬 一 千 K" 四十 五噸 

な り。 

現在 取締役 社長 淺野總 一 郞. 専務取締役 淺 野良 三. 橋 本 梅 太郞. 高 野 省 三. 取締役 

大川平 三 郎. 白 石 元 治 郞. 伊東 祐忠. 原鎗 三. 關根要 八 な， 5。 明治 三十 八 年 八月 神 芦 

に 出張所 を設 け-中 島淸重 支配人に 任じ 奮鬪 活躍す る こと 十二 年、 大 正 五 年 七月 

擢ん でられて 専務取締役 とな， 9 本社に 移る、 助役 島 田 義治後 を 襲 ひ 支配人に 任 

す、 長 谷川 長 和 助役と な ，5 今日に 至 る、 中 島 は經綸 半に して 大正 八 年 十 一 月 東京 

に 於て 死歿す。 

以上 三 社の 外 重なる もの を擧 ぐれば 左の 如し。 

三 井 船舶 部 

三 井 船 船 部 は 大正 元年 九月 汽船 剣山 丸 を 以て 北海道よ， 9 木材 を 桑 港へ 輸出 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  一一 八 一 


砷 戶市史 ^sg  二 祌戶 海運 五十 年史  ニス 二 

し. 復 航. ホ ー トラ ンド よち 小 麥を输 入す。 其 後金 華 山 丸 及 天 拜山丸 も 同 方面 

に 向 ふ。 大正 二 年 七月 汽船 萬 田 山 丸 は 北海道 木材 を 積載し 蘇士 通過： タ ン 力 

—ク. アン トヮ ー. フに到 り、 復 航カ —デ フ よ .9 石炭 を 積載し。 ホ— ト セ ッ ドに到 

り、 次 でサ フ ァ ジ ャ よ. O 日本 へ 燐 礦石 を 輸入す。 汽船 金 華 山 丸 及 天 拜山丸 も 

相 蹯で同 方面に 就航す。 

大正 二 年より 三年に 亙、 り 汽船 妙義山 丸 (原 名 Nyal, 總噸 二、 八 四 二) 及 五 剣山 丸 

(原 名 Abe  一  mrcl 一， 總噸 ー， 六 四 二) 一 一隻 外に 大連籍 として 

汽船 榛 名山 丸 (原 名 Edith 總噸 三、 〇 一 〇) 

汽船 天 城 山 丸 (原 名 corintl-ic, 總噸 三、 六 五三) 

汽船 吾妻 山 丸 (原 名 ps.ley, 總 噸 四 ，一一 ニハ 八) 

汽船 愛宕山 丸 (原 名 Alberta, 總噸 四、 〇 七 〇) 

汽船 金剛 山 丸 (原 名 Indrasayo, 總噸 五、 四 〇 六) 

合計 五^ 總嚼ニ 〇 、五， し 七噸を 購入す。 

大正 三年 八月 日獨國 交斷絕 し靑島 戰勃發 する や、 汽 船彥山 丸. 天 拜 山 丸. 六 甲 山 

丸. 劍 山 丸. 萬 田 山 丸 を 政府 御用 船に 提供した る も、 尙 餘裕 ある を 以て 汽船 富士 


山 丸. 高 雄 山 丸. 妙 義山丸 を 香 港. I 谷 方面に 出 稼せ しむ。 近年 同社の 扱に 係る 

貨物 数量 を 見る に、 . 

明治 三十 六 年よ b 三十 九 年 平均 每 一 ケ年大 約 一 百 五十 萬噸 

明治 四十 年より 四十 四 年 同  二百 五十 萬噸 

大正 元年よ， - 三年  同  三百 萬噸 

此內 二割 五分 乃至 三 割 は 同社 船 を 以て 運送し * 二割 五分 は 内 外の 定期 雇 船 を 

使 用 し， 殘 餘は 臨時 雇 船 を 以て 之に 充っ。 

大正 四 年 七月 汽船 天 拜山丸 は 室 蘭に て 石炭 を 積 入れ ホノ  \  、 へ 向け 同地 揚 

荷 後米國 人の 定期 一展 船と な り、 南 米 西海岸 Grand  C3Z よ， 9 鐵鑛を 積 入れ ヒ ラ 

デ ^ ヒ ャ に 向 ひしが、 パ ナ マ 運河 一 部 崩 壤の爲 め マ ゼ ラ ン海峽 を迂囘 し揚地 

に 向 ひ、 解雇 後 北米 大西洋 岸より 鐵及 棉花 を 積載し 南阿 ダ—、 パン 經由內 地に 

歸 航 し、 偶 然 世界 一 週 航を爲 したり。 

歐洲戰 役 末期よ， 5 大 連. 神 撗 寧シ ャ ト ル 間の 航路 を計畫 し、 大 正 九 年 一 月よ 

b 每月 一 囘 配船す る 事と し， 臨 時 上 海. 靑 島. 又 は 桑 港. ポ ー ト ランドに 延長 す、 斯 

の 如く 同社 は 愈 "世 界 的に 發展 し、 本 邦 海運業 者 中の 耆宿 たる を 失 はす。 

第五 草 大正？ 初期 及 欧洲 戰亂  二 八コ 一 


紳 戶市史 刖玆ニ 神戶 海運 五十 年史  ニス 四 

現今の 役員 部長 川 村貞次 郞. 副 部 長大 石七郞 

庶務 係 主任 河 野 巽. 總務係 主任 伊阪 誠 之 進 

所有 船  二十 八隻 總噸九 萬 五 千 七 百 十八 噸 

三菱 商事 株 三菱 商事 株式 會社 船舶 部 神 芦 市 相 生 町  一丁目 十 番地 

式會社 

大正 元年 十二月 門 司に 三菱 合資 會社營 業 部 船舶 課 を 設置 し、 大 正 五 年 十月 船 

し 大正 七 年 五月 組織 變更 の爲め 三菱 商事 株式 會社 船舶 部と 

茂 三 

總噸壹 莴九千 八 百 六十 三 噸 

兵庫縣 武庫 郡 西宮町 

辰 馬 汽船 合資 會 社の 組織 を 改め 辰 馬 汽船 株式 會瓧 と爲 す。 

創 立 大正 五 年 十二月 

資本金 一 百 五十 萬圓 大正 六 年 八月 一 千 萬 圓、 九 年 六月 一 千 五 百 萬圆に 

增 資， 十 年 一 月 一 千 萬圆に 減資 

現今 役員 取歸役 社長 辰 馬 勇 治 郞. 常務取締役 四 井 喜 一 郞. 木 村 貞ニ. 取締役 川 


舶課を 神 芦に 移 

改稱 す。 

現今 部長 早 川 

所有 船 九隻 

辰 あ 汽船 林 辰お 汽船 株式^社 

式會； M 


野 宗太郞 • 淺尾豊 一 

所有 船 十四 隻 總. 噸數六 萬 〇 百 十九 噸 

橋 は 汽船 株 橋 本 汽船 株式 會社 兵庫縣 武庫 郡 西 宮町ニ 號地千 百 七十 四 番地 ノ 一 

式會社 

橋 本 喜 造の 創立に 係り 佐 世 保 市 島瀨町 三十 五番 地に 設立し 後西 宫 町に 移 轉 

す。 橋 本 は 明治 二十 四 年よ， 9 海運業 を 開始し 長 崎に 於て 米國 砲艦 を 買 入れ 

改造して 瓊港 丸と 爲し 大阪. 鹿兒島 間の 定期 航海に 從事 せる 事 約 三年、 日淸戰 

役 後に 揚子江 航路に 從 事し 明治 三十 五 年獨逸 運送船 を 買 入れ 瓊浦 丸と 改稱 

し 芝罘. 浦 潮 航路に 從 事せ しむ。 爾來 幾多の 紆餘 曲折 を經て 現今の 橋 本 汽船 

株式 會社 となる。 同社の 姉妹 會社 として 橋 本 合名會 社. 橋 本 商事 株式 會 社. 橋 

本 汽船 合 名 會社等 あ， 5。 

創 立 大正 七 年 二月 

資本金 一千 五 百 萬圓、 大正 十 年 五月 十九 日 三百 七十 五 莴圓に 減資 

現今 役員 取歸役 社長 橋 本 喜 造. 取 締役 船舶 部長 「 ブ p 1 力 ー」 部 長 川瀬 俊 零 

取締役 西 正次郞 

所有 船 九隻 總噸ー 萬 七 千 四百 六十 六噸 

第五 章 大正 初期 及 欧洲 戰亂  二八 五 


神 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  ニス. -ハ 

兼 介 八 馬 兼 介 兵庫縣 武庫 郡 西宮町 

明治 二十 六 年獨逸 汽船 メリ タ號を 買 ひ 入れ 多 聞 丸と 命名した るを始 とし 海 

運 業に 從 事し 爾來續 々中古 外 國船を 買 入れ 主として 多 聞 丸と 名け 十八 多 聞 

丸に 及ぶ， 養嗣子 永藏の 時代に 至 b 益. -發 展す、 先年 物故し 現在の 八 馬 兼 介相續 

す。 多 聞の 外久保 丸. 大山 丸. 江 陽 丸. 臺灣 丸. 金 澤丸等 を 所有せ し 事 あり。 

所^ 船 六隻 一 萬 七 千 百 六十 嚼 

岡き；； S 株 岡 崎 汽船 株式 會社 祌 市 浪花 町 五十六 番地 

式 食 社 

岡 崎藤吉 個人 經營 事業の 全部 竝に 日本 西 廻 汽船 商會の 事業 を繼 承す。 

創 立 明治 四十 三年 三月 四日 

資本金 三十 萬圓、 大正 七 年 七月 七十 萬圓に 增資、 其 後 百 萬 圓に增 資す 

現今 役員 取 稀 役 岡 崎 藤吉. 岡 崎 忠雄右 丸英 一 

所^ 船 十隻 總嚼ー 萬 三千 八 百 五十 噸 

S 谷 株 鳩 谷 汽船 株式 會瓧 山 口 縣玖珂 郡 由 宇 村 

式せ 社 

出張所 神 戸 市 明 石 町 四十 七 番地 

螅谷德 三郞が 明治 二十 八 年頃よ b 經營 せる 個人 事業 を會社 組織に 改めた る 


ものに 係. 5、 小 樓. 伏 木 間、 小 樓.敦 賀 間、 根 室. 函 館. 伏 木 間. 小 樽. 七 尾 間、 仁 川. 長 崎. 三 角. 

鹿兒島 間、 大 連. 長 崎 • 三 角. 鹿 兒島間 定期 航路 を經營 す。 

創 立 大正 六 年 四月 

資本金 五十 萬 圓、 大 正 七 年 一 月 二百 萬圓 に增資 

現今 役員 取締役 社長 嶋谷德 三郞. 取締役 嶋谷武 次. 南 本 常 次郞. 羽 村 初太郞 

所有 船 十三 隻 總噸 一 萬 五 千 百 八十 噸 

深 川 汽船 株式 會社 本社 佐賀 市道 祖元町 

出張所 神 芦 市 浪花 町 二十 六 番地 

九州 佐賀の 事業家 深 川 喜 次郞の 設立に して 日 淸戰役 頃より 海運業に 手を染 

め 阪. 神. 大 川 方面 定期 航路 を營 み、 後 數隻の 貨物船 を 購入し 社外 船主と な b 、大 

正 二 年 二月 頃 印度べ ン ゴ！ グ 灣 方面の 事業 有望なる に 著 目し 所有 船 を 同 方 

面に 囘航 せ， 9、 深 川 は 其 後 深 川 汽船 株式 會社を 創立す。 

創 立 大正 四 年 四月 

資本金 二百 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 深 川 喜 次郞. 深 川 忠吉. 深 川 米 一 郞. 深 川辰藏 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  二八 七 


神 戶市史 ^錄ニ 砷戶海 MJ 五十 年史  二八 八 

所有 船五隻 總噸 三千 八 百 八十 七噸 

板 谷 商船 株 板 谷 商船 株式 會社 小 樽 區色內 町 

式會社 

出張所 神 芦 市 海岸 通 三 丁目 八番 屋敷 

板 谷 宫吉は 明治 二十 六 年頃 同志と 謀ら 汽船 魁 益 丸一 總 噸 

逍 沿岸 定期 航路 を營 みたる を始 とし 明治 三十 二 年 十一 

立し 明治 三十 五 年 米 山 丸. 彌彥 丸. 宮川丸 を 購入す。 日露 

の ニ隻は 海軍 御用 船と して 旅 順 閉塞 船に 使用 せらる。 

及 北 都 丸-チヨ ィ サン 丸. 稻 穗 丸. 大 曰 丸. 御 月 丸. 黑 姬 丸. 西 山 

點の函 館. 橫 濱. 伊 勢 灣 .阪. 神. 門 司 間 定期 航路 を 開始し 明治 

郵船 株式 會 社と 妥協し 同 航路 を廢 止す。 

创 立 明治 四十 五 年 二月 八日 

資本金 三十 萬圓、 大正 七 年 板 谷 合 名 會社を 合併し 百萬圓 に堦資 

現今 役員 取締役 社長 板谷宮 吉. 取 締役板 谷 眞 吉. 板 谷 順 助， 神 芦 駐在 松 本富藏 

所お 船 四隻 總噸ー 萬 二 千 九 百 六十 ー噸 

乾 合 名 * "社 乾 合 名會社 祌 S- 市 海岸 通 三 丁目 二番 邸 


一 〇〇) を 購入し 北海 

月 板 谷 合 名 會社を 創 

戦役 中米 山 丸. 彌彥丸 

二 代 目 米 山 丸. 彌 彥 丸 

丸 等 を 購入し 小 樽 基 

四十 三年に 至. - 日本 


乾 新兵 衞の 經營 な， 9。 

創 立 明治 四十 一. 年 四月 八日 

資本金 三千 圓  . 

現今 役員 代表社員 乾 新兵 衞. 乾 新 治 

所有 船 六隻 總嚼ニ 萬 二 千 四百 六十 三噸 

松 本 船舶 部 神 In- 市 南 逆 瀨川町  一丁目 五番 地 

日露 戦役の 頃よ b 海運業に 從事 せる 松 本源 七の 遺業 を 息 重 三が 繼承 せる も 

のにし て 汽船 鹰取丸 を 所有す。 

創 立 明治 三十 七 年 十月 

所， 有 船 一隻 總噸 一千 七 百 八十 八噸 

山 下 汽船 鑛業 株式 會社 神 ^市 榮町ニ 丁目 四十 七 番地 

明治 三十 二 年 山 下 龜三郞 は 合資 會社 橫濱 石炭 商會を 創立し 石炭. 贩 賣 を 業と 

す、 是れ山 下 汽船 鑛業 株式 會 社の 萠芽な b  、三十 六 年英國 汽船 ベン ベ ，ー ュ— 號 

(重 量 三 千 噸) を 買 入れ 喜 佐 方 丸と 命名し 海運業 を兼營 す、 翌 年 更に 英國 汽船 サ 

ン ダ 號 (重 量 三千 噸) を 求め 第二 喜 佐 方 丸と 稱 す、 其 後明 治 三十 七 八 年 曰 露 戦役 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  一一 八 九 


祌厂市 i 別銥ニ 神 戶海述 五十 年史  二 九 〇 

に 際し 海運業の 素地 を 作 り， 明 治 四十 三年 豊富 丸. 彰 化 丸 を 四十 四 年 八幡 丸 を 

買 收 し. 會 社の 組織 を 改め 山 下 汽船 合名會 社と 稱 し、 本 店 を 東京に 支店 を 神！ I； 

に 設 く. 歐 洲戰齓 に 際し 將來 發展の 一 策と して 大正 六 年 五月 石 炭. 船 舶を 分離 

し 東京に 山 下鑛業 株式 會社 を設 け. 神 に 山 下 汽船 株式 會社を 創立 し、 山 下 龜 

三郞 社長と なり、 常務取締役 鑄 谷 正輔. 取締役 營業 部長 畑 茂、 東京 支店長に 玉 井 

周吉 就任す、 爾來內 外 各地 三十 餘ケ 所に 支店 及 出張所 を g き 多數の 傭船 を爲 

し 活躍 す， 大 正 七 年臺潸 糖の 內地输 送 を 手中に 收め 之を樞 軸と して 內 地. 臺 灣 

間の 航路 を 開き 大正 九 年 十月 朝鮮 航路 を 開き， 十 年 三月 臺灣總 督府の 命令に 

依， 9、 汽船 ニ隻を 配し 基隆. 厦門. 汕頭. 香港. 海 口. 北海. 海防に 到る 二 週 一 囘の 定期 

航路 を 開始し 貨客 運搬に 從 事す、 同 年 七月 日. 米 航 路， 九 月 曰. 米. 濠 航 路、 內 地. 靑 島 

航路 及 小 樽 航路 を 開き 十 一 年 二月 天津 航路 を始 む、 大正 十 一 年 三 山 下纊業 

株式 會社を 合併し 山 下 汽船 鑛業 株式 會 社と 稱す。 

创 立 大正 十一 年 三月 十六 日 

資本金 三千 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 山下龜 三郞. 常務取締役 鶬谷正 輔. 常務取締役 畑 茂. 玉 井 


周 ず 伊 藤 好 三郞. 取締役 櫻 羽薰. 白城定 丁 林武平 

所有 船 二十 隻 總. 噸 九 萬 五 千 九 百八噸 

南洋 都 船 株 南洋 郵船 株式 會社 東京 市 京 橋 區木挽 町 十 丁目 七 番地 

式會社 

支店 神 芦 市 海岸 通 二 丁目 三十 番地 

緖明圭 三. 原 田 十 次郞. 板 谷宫吉 等の 出資に 成る 南洋 郵船 合資 會 社の 組織 を變 

更せ しものに 係る。 

創 立 大正 三年 十月 

資本金 百 五十 萬圓、 大正 九 年 五 百萬圓 に增資 

現今 役員 取締役 原 田 六郞. 松 本 良 太郞. 板 谷宮吉 

所有 船 四隻 總噸ー 萬 五 千 八 百八噸 

はは 會 社中 株式 會 社中 村 組 朝鮮 京 城府 南山 町 二 丁目 

村 組 

支店 神 ^ 市 明 石 町 三十 二番 地 

中 村 精 七郞の 創立に 係る。 

創 立 大正 五 年 十 一 月 

資本金 六 百萬圓 

第五 * 大正 初期 及 欧洲 戰亂  二 九 一 


裤 戶市史 別^ 二 醉戶 海運 五十 年史  二 九 一一 

現今 役員 代表取締役 中 村 精 七郞. 取締役 橫山鑛 太 郞禽淵 隣 治. 堀 井 源 作 

所有 船 十隻 總噸ニ 萬 五 百 二十 八嚼 

n 下 n 汽船 日 下部 汽船 株式 會社 神 芦 市 明 石 町 三十 一番 

株式 會社 

明治 四十 一 年 七月 日 下部 久太郞 の 創設に 係る 日 下部 合名會 社の 組織 を 大正 

六 年 九月 株式 會 社に 變更 せる ものにして. 大正 二 年 大正 丸 を 購入し 初めて 船 

主と な 漸 次 其 數を增 加 す， 現 在所 有 船の 多數は 大正 六 年 以降の 新造に 係る。 

創 立 大正 六 年 九月 

資本金 五 百 萬圓， 大正 九 年 十二月 二百 萬圓 に滅資 

現今 役員 取締役 社長 日 下部 久太 郞. 取締役 宮田彌 三郞. 堀 文治. 支配人 宫田榮 

所有 船 十五 隻 總噸ニ 萬 二 千 二百 二十 噸 

5 治 as 株 明治 海運 株式 會社 神 市 明 石 町 三十 二番 地 

式會社 

明治 四十 四 年 五月 小 柳 七 四 郎等の 創立に 係 b 當初 資本金 二十 一 萬 二 千 五 百 

囬を 以て 株式 會社 組織と する 計畫 なりし が 株式 引受 申込の 殺到に 依り 二十 

五萬圓 とせ. り、 創立 當初 六千噸 級の 英國船 二 隻買約 成立し 東海 丸. 西 海 丸と 命 


名す， 次で 四十 五 年 七月 英國船 インドラ ベリ 號を 購入し 南海 丸と 名け、 大正 七 

年中 東海 丸 及 西 海 丸を責 却し 五 年 二月 明 海 丸 を 新造し 同年 九月 之を國 外に 

賣 却 し、 六 年より 七 年に 亙 b 明 海 丸. 明 地 丸. 平 野 丸 及 明 光丸 を 建造す。 

同社 は 姉妹 會社 として 大 連に 大正 海運 株式 會社を 置き 汽船 四 隻總噸 數ニ萬 

二  ^'四百 六十 八噸を 有す。 

創 立 明治 四十 四 年 五月 

資本金 二十 五 萬 圓， 明 治 四十 五 年 四月 五十 萬圆 に增資 

大正 五 年 三月 一 日 百 萬 圓に增 資、 同 年 十二月 五 百萬圓 に堦資 

現今 役員 専務取締役 谷 口 茂 雄. 取締役 依田 治 作. 大野 市 太郞. 吉弘 素郞. 倉澤弘 

信 

所有 船九隻 總噸三 萬 九 千 三百 七十 四噸 

帝國 汽船 株 帝國 汽船 株式 會社 神戶市 海岸 通 十 番地 

式會社 

合 名 會社鈴 木 商店 船舶 部を繼 承した る ものにして 鈴 木 商店の 機關 なり。 

創 立 大正 五 年 九月 

資本金 百 萬 圓， 後 五 百萬圓 に增資  - 
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式 9^ 

社 »*\ 
船 
株 


神 戶市史 ^si  二 神戶 海運 五十 年史  二 九 四 

現今 役員 取締役 瓧長鈴 木 岩 次 郞. 取締役 芳川筍 之 助. 辻湊. 高 橋 半 助. 滴 井 a 松. 

佐 竹 員 治 

所有 船 十 一隻 總噸數 三 萬 二 千 六 百 八十 四噸 

勝 田 汽船 株式 會社 神 芦 市 仲 町 二十 七 番地 

同社の 前身 は 勝 田商會 にして 明治 三十 三年 三月 一 日 滕田銀 次郞の 創業に 係 

り外國 向き 運送 仲 次竝に 船舶 代理 を 業と す。 大正 元年 御代 丸 を 購入し 船主 

の 列に 入. 年 海 福 丸. 永代 丸. 興 安丸の 四 隻を買 取り 海 永 丸. 海祥 丸. 海 福 丸 三 

隻を 建造す、 大正 五 年 勝 田 汽船 株式 會社を 創立し. 所有 船竝に 業務 一 切 を 之に 

移 す、 勝 田 商 會は關 係諸會 社の 總括 事務 を 掌 る の み。 

创 立 大正 五 年 八月 二十 一日 

資本金 五十 萬圓、 大正 六 年 十二月 一 千萬圓 に增資 

大正 七 年 十 一 月 二 千 萬圓に 增資 

現今 役員 取締役 瓧長勝 田 銀 次郞. 常務取締役 村田彌 太郞. 門 司宗太 郞.靑 木 昔 

松 

所冇船 十隻 總噸六 萬 七 千 四百 八十 ニ嚙 


野 n 汽船 株 野 口 汽船 株式 會社 神！ H- 市 仲 町 三十 五番 地 

式き 钍 

明治 二十 九 年 秋田縣 土. 崎 に 設立 せられし 秋 田 汽船 株式 會社 解散の 後 を 襲 ひ 

たる 野 口 船舶 部の 後 身に して、 同 船舶 部 は 大正 元年 神 市 兵 庫 切 芦 町に 出張 

所 を 設け、 大正 七 年 六月 株式 組織と 改む。 創立 當時 汽船 八郞丸 一 隻を 所有せ 

しが 大正 七 年 平 戶 丸. 曰 勝 丸. 鹿 山 丸の 三 隻を瞎 入し 九 年 四月 日 勝 丸を賣 却し 

同年 五月 羽 後 丸 を 建造 し、 十 一 年 更に 英國船 J=nl を 購入し 御物 丸と 命名す。 

創 立 大正 七 年 六月 

資本金 二百 五十 萬圓、 大正 九 年 十二月 一 百 萬圓に 減資 

現今 役員 取締役 野 口 貴 平. 野 口 銀 平. 野 ロ德太 郞. 菅 野 末 吉. 箕 林 三 雄 

所有 船 五隻 總噸ー 萬 二 千百噸 

內田 汽船 株 內田 汽船 株式 會社 神 芦 市 仲 町 四十 五番 地 

.  大正 三年 七月 一 日 內田信 也が 神 市 前 町 十四 番 館に 內田信 也 事務所 を 創設 

し 海運業 を營 みしに 始ま -り. 三 年 十二月 十四日 其 組織 を 改め 內田 汽船 株式 會 

社と し 創立と 同時に 汽船 大正 丸 を 購入し 船主の 列に 入り、 四 年彥山 丸. 空 知 丸. 

愛 國 丸. 第 二 歐羅巴 丸 を 購入し. 歐洲 戰亂の 進展に 伴 ひ 新 船 を 建造し 或は 又 中 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  二 九 五 


神 戶市史 別錄ニ 神 戶海逑 五十 年史  二 九. K 

古 船 を 購入し 大正 八 年 五月に は 所有 船 十八 隻約八 萬噸に 達す。 同社の 最高 

湖 時 大正 四 年度 下半期に 於て は實に 六十 割の 配 當を爲 し 斯界に 異彩 を 放て 

b. 歐洲 戰亂中 同社 は 其 所有 船 福 井丸 を佛國 政府へ 御用 船と して 約ニケ 年間 

傭船 料 重量噸 當， 9 金 五十 圓 にて 傭船し 世界 海運 史上 新 記錄を 作れ. り。 

創 立 大正 三年 十二月 十四日 

資本金 二十 五 萬 圓、 大 正 五 年 二月 十日 五十 莴圓 に增資 

大正 六 年 七月 一 日 一 千萬圓 に增資 

大正 十 年 五月 十 一 日 二百 萬圓に 減資 

現今 役員 取締役 社長 內田信 也. 常 務 取締役 三 原 美 男. 取 締役八 木 負 次 

所有 船 六隻 總噸ー 萬 二 千 七十 四喷 

h 西 汽船 株 上 西 汽船 株式 會社 祌芦市 海岸 通 二  丁目 三十 番地 

式 食 社 

上 西龜之 助の 創立に 係 る、 上 西 は 明治 二十 七 年 日 淸戰役 當時佐 藤 勇 太 郞の佐 

藤 商店に 入り 社員と な h- 三十 八 年 九月 上 西 商店 を 設立し 大正 三年 十 一 月 十 

八日 組織 を 變更し 株式 會瓧上 西商會 となし 後上 西 汽船 株式 會 社と 改む。 

大正 九 年末 所有 船 七隻總 噸数 一 萬 五 千 八 百 二十 三噸に 達す。 


i  立 

資本金 

現今 役員 

所有 船 

株式 會； M 互 株式 會社互 光商會 

光 商 曾 

大正 二 年 四 

る ものにし 

外 十二 隻を 

基 間に 定航 

供し 貨客 の 

立 

資本金 

現今 役員 
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大正 三年 十 

一 百萬圓 . 

取締役 社長 上西龜 

ニ隻 總噸六 千 三 

神 卢市西 町 

月よ hv 河內 硏太郞 

て 二 年 四月 第一 二 琴 

購入し、 大正 二 年 四 

路を 開始し、 第三 琴 

運送 を營 む。 

大正 二 年 四月 

百 萬 圓、 大 正 七 年 八 

十 年 八月 五十 萬圓 

取締役 社長 河內研 

四 本 萬 二 

大正 初期 及 欧洲 戰軋 


月 寸 へ 曰 


之 助 

百 八 

三十 

平 丸 

月 よ 

平 丸 


月 一 一 


十六 噸 

四 番地 

營 せる 事業 を 五 年 六月 

を 購入 し、 其 後 八 年 十 一 

KV 大 阪. 神 宇 品. 門 司. 釜 

を廻航 せしめ 船腹 一 部 


株式 組織に 改めた 

月に 至る 迄 山 口 丸 

山. 元 山. 城 津. 淸津. 雄 

は 陸軍 運輸 部に 提 


百萬圓 に增資 

資 


太郞. 常務取締役 田 中 卯 三郞. 取締役 千 浦 友 七郞. 


二 九 七 


» 戶市史 刖 ss 二 神戶海 五十 年史  一一 九メ 

所有 船 四隻 總噸 一 萬 一千 百 六十 一 噸 

ぉ和汽 SS 株 東 和 汽船 株式 會社 神 市 海岸 通 二  丁目 二十 六 番地 

式 分化  . i  . , 

明治 四十 一 年 菊地吉 藏. 一二 宅駿 二の 兩 名が 創立 經營 したる 東 和 公司 を繼 承し 

大正 五 年 五月 十六 日 組織せ る ものにして 大正 七 年 十月 株式 會社津 田 商會を 

合 倂 す、 創 立當時 所有 船 三角 丸 一 隻 のみな り しが 漸次 新 船 を 建造し 又は 古 船 

を 購入し 姉妹 會社 として 大 連に 大連東 和 汽船 株式 會社 を經營 す。 

创 立 大正 五 年 五月 十六 日 

資本金 十 萬 圓， 大 正 七 年 一 月 一 千萬圓 に增資 

十 年 四月 五 百萬圓 に滅資 

現今 役員 取締役 社長 菊地吉 藏. 取 締役 S- 田 實. 松 下 市 太 郞. 玉 井 辰三郞 

. 所有 船 六隻 總哦ー 萬 二 千 四百 九十 噸 

は 式せ #9 株式 食 社松昌 洋行 東京 市 京橋區 銀座 三 丁目 十七 番地 

an 洋行 

神 戸 市 海岸 通 三 丁目 八番 屋敷 

枕木の 輸出に 闞聯し 海運業に 志 し、 其 後 開平 炭 輸入 を 企て 其 事業 を慷 張し 歐 

洲戰亂 に 入り 益-事業 を發展 す。 


暨畸 汽船 株 

式會社 


太 洋海遂 株 

式會社 


創 立 大正 五 年 

資本金 五 百萬圓 ， 

現今 役員 取締役 社長 山 本 唯 三 郞. 取締役 石黑 琢磨. 橫井辰 

所有 船 五隻 四千 六十 噸 

豊崎 汽船 株式 會社 神戶市 海岸 通 十二 番地 

豊崎昌 三郞の 創立に 係る、 大正 五 年 十月 第五 吉備丸 を 建造 

造 又は 購入 船 十 一 隻に 達す。 

創 立 大正 六 年 一月 

資本金 五十 萬圓、 大正 七 年 九月 三百 萬圓に 增資， 八 年 七 

船 所の 併合に 伴 ひ 三百 三十 萬 圓に增 資_ 十 年 十 

現今 役員 専務取締役 豊崎昌 三 郞. 取 締役阪 井 論 吉. 相 良 信 

所有 船 ニ隻 總噸六 千 一 百 一二 十八 噸 

太洋 海運 株式 會社 神，！ I； 市 京 町 八十 一 番地 

伊藤 長 次 郞. 伊 藤 長 藏. 伊 地 知 虎 逢. 石 田貞 二. 初 井奈 良 吉. 勝 田 

廣田保 等の 發 起に 依り 組織せられ 創業 當 初よ- 9 傭船 主義 

第五^ 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


したる を始 とし 建 


株式 會社 吉備造 

月 百 萬圓に 減資 


を 


^ 良 *宇 "雄 太 

以て 多數の 傭船 

二 九九 


WW 汽船 合： 

^食 社 


神！； I. は栊株 

式 會社 


神尸 市史 別 錄ニ 祌 戶海述 五十 年. a  一一  loo 

を爲し 盛に 活躍した b  、所 有 船 は 大正 七 年 六月 梅 丸， 七 年 十一月 第 

年 四月 賣 却)、 九 年 八月 神武 丸 を 購入す。 


厚田 丸 (九 


：圓 に增資 

百 五十 萬圓に 減資 

役 伊藤 長藏. 伊地知 虎彥 


創 立 大正 六 年 七月 

資本金 二百 萬 圓、 大 正 八 年 十 一 月 五 百- 

十 一 年 四月 二百 六十 六 萬 六 千 入 

現今 役員 常務取締役 石 田貞ニ .廣 田 保. 取締 

所有 船 ニ隻 總噸九 千 四百 一 噸 

村 尾 汽船 合資 會社 兵 庫 縣明石 郡垂水 村鹽屋 

大原 幾藏の 經營に 係る 門 司 出張所の 事業 を擔 任せし が後獨 立して 神 市榮 

町に 開業した る 村 尾 安藏の 事業な， 9。 

創 立 大正 六 年 九月 

資本金 十萬圓 

現今 役員 代表社員 村 尾 敏了福 田 五郎  - 

所有 汽船 福壽丸 總噸 一千 七 百 五十 五噸 

神！：； 枝 橋 株式 會社 神 戸市 東 町 百 二十 二番 


神 In- 棧橋 合資 會社 を改稱 せる ものにして 大正 四 年 汽船 播磨 丸. 泰 陽 丸 ニ隻を 

購入し 海運業 を 開始す， るに 至る。 

創 立 明治 十五 年 五月 

資本金 十六 萬圓、 明治 二十 三年 二十 萬圓に 增資、 二十 七 年 二十 五 萬 圓に增 

資， 三 十 年 五十 萬 圓に增 資、 四 十三 年 百 萬 圓に增 資、 大 正 四 年 六 百 萬 

圓 に增資 

現今 役員 取締役 社長 南鄕 三郞. 常務取締役 中 山 晋. 取 締役 神代 郁 之 進. 吉 田 喜 

1 郞. 五代 龍 作. 渡邊貫 丁 島 田 保 一 郞 

所有 船 五隻 總噸 一 萬 五 千 三百 九十 七噸 

^船 株 神 S; 商船 株式 會社 神 u; 市 海岸 通 二  丁目 六番邸 

式  <1B 社 

喜 久丸. 喜 美 丸. 擇捉丸 を 所有し. 姉妹 會社 とし て大 連に 日満 汽船 株式 會 社を設 

け 建 久丸を 所有す。 

創 立 大正 六 年 八月 

資本金 三百 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 滕田銀 次郞. 常務取締役 松 本 博 邑. 取締役 福井捨 了 松 井 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  111〇1 


紳 戶市史 別 錄 二 祌 a 海 連 五十 年史  三 o 二 

久男 

所お 船 三隻 總噸ー 萬 〇 四百 五十 四噸 

松 E 汽船 株 松 田 汽船 株式 會社 神 芦 市 海岸 通 二  丁目 六番邸 

式會社 

松 田 助 八 等の 創立に 係 .5、 大 正 十 年 四月よ， 9 小 檸. 新 S5! 間の 定期 航路 を經營 す。 

创 立 大正 六 年 五月 

資本金 十 萬圓、 大正 六 年 八月 五 百 萬 圆に增 資す、 九 年 十 一 月 二 ぼ 五十 萬圓 

に 減 資， 十 年 四月 百 二十 五 萬圓に 減資 

現今 役員 取締役 社長 河 西 庫治 郞. 取締役 塚 原 虎吉. 松 田 操 

所有 船 九隻 總噸七 千 八 百 十 喉 

新 s 汽船 株 新田 汽船 株式 會社 神 芦 市榮町 三 丁目 十二 番地 

式 食 社 

新田 仲 太郞の 創立に 係り、 造船業 を兼營 し， 大正 七 年 十 一 月 新田 汽船 合資 會社 

を 合併す、 大正 十 一 年 六月 同社 全盛期 は 所有 船 十 一 隻 此總噸 一 萬 九 千 七十 噸 

に 達す。 

創 立 大正 七 年 二月 

資本金 六 百 萬圓、 大正 七 年 六月 七 百 二十 萬圓 に增資 


岩 城商會 


大正 汽船 株 

式 食 社 


で 海運業に 志し 日露 

神月に 移り 鑣山 業竝 


七 年 十一月 一 千 萬圓に 增資， 十 一 年 七月 五 百 萬圓に 減資 

現今 役員 代表取締役 薪 田 仲 太 郞. 取締役 森 金 次. 新田 長稔 

所有 船 ニ隻 總噸ニ 千 七 百 四十 九噸 

岩 城商會 神 P 市 榮町ニ 丁目 四十 四番 屋敷 

岩 城卯吉 の經營 事業に して 身 を 芝罘の 石炭 商に 起し 次 

戰役 後に 至. 9 山 東. 満 洲 方面に 手 を 伸し 歐洲 戰釓に 入り 

に 造船 業 (大 阪 造船 所) を 兼 營 す。 

創 立 明治 三十 九 年 

所有 船 四隻 總噸九 千 七十 噸 

大正 汽船 株式 會社 神 戸市 明 石 町 四十 七 番地 

石 川 茂 兵衞. 伊藤 長 藏. 辻 村芳太 郞. 松 代 安太 郞. 前 川 淸 一 一. 福 

倍 權太郞 等の 創立に 係り 汽船 福利 丸 外 十 一 隻を 購入し 

代 丸、 三隻を 所有す。 

創 立 大正 五 年 三月 十六 日 

資本金 五十 萬圓、 大正 六 年 四月 七日 百 五十 萬圓 に增資 

第五 窣 大正 初期 及 歐洲戰 a  三 〇 三 


原 芳 次. 岸 本 信 太 郞. 高 

現今 萬國 丸. 福 丸 入 千 


神 戶市史 錄 1 一 砷戶 海運 五十 年史  三 o 四 

同年 十一 月 八日 五 百萬圓 に增資 、八 年 五月 九日  一二 百 五十 莴圓に 減 

資 

現今 役員 取締役 石 川 茂 兵衞. 辻村芳 太郞. 前川淸 二. 福 原芳次 

所有 船 三隻 總噸 一 萬 七 千 七 百 〇 五噸 

^^船 株 日本 汽船 株式 會社 神 芦 市 海岸 通 五番 地 

式 食 社 

同社 は 久原房 之 助 一 派の 經營に 依. - 創立せられ たる ものに 係る。 

創 立 大正 四 年 十二月 

資本金 五 百 萬 圆， 大 正 五 年 一 千萬圓 に增資 

現今 役員 取締役 社長 田 村 市 郞. 專 務 取締役 津村秀 松. 取締役 竹 內維彥 

所有 船 三隻 總噸ー 萬 四千 八 百 五十二 噸 

S 戶 汽船 株 神 戶 汽船 株式 會社 祌尸市 榮町通 二  丁目 十四 番 屋敷 

式 食 社 

永 田 章. 關 口 高次 等の 創立に 係る。 

創 立 大正 五 年 三月 

資本金 百萬圓 

現今 役員 取 耩役永 田 章. 關ロ 高次 由 中 卯 三郞. 伊藤 則 雄. 阪ロ覺 


所有 船 十隻 總噸 一 萬 六 千 八 百 六十 四噸 

山地 汽船 株 山地 汽船 株式 會社 神 芦 市 明 石 町 三十 二番 地 

式會社 

山地 土 佐 太郞の 創立せ る 明大 汽船 株式 會社を 大正 七 年 七月 十日 山地 汽船 株 

式 會敏と 改稱せ る ものな &。 

創 立 大正 五 年 八月 二十 八日 

資本金 五十 萬圓、 大正 十 年 五月 四日 二十 萬圓に 減資 

現今 役員 取締役 山地 土 佐 太郞. 山地 吉郞. 藤 岡 宇志 治 

所有 船 一隻 總噸ニ 千 百 六十 三噸 

高 野 汽船 株 高 野 汽船 株式 會社 神 芦 市 仲 町 三十 番地 

式會社 

高 野 進が 資本金 三十 萬圓を 以て 株式 會祉高 野 商會を 設立し， 海運業に 海上 保 

險仲立 業 を營み 大正 七 年 九月 資本金 を 一 百 萬 圓に增 資し 汽船 鹿 山 丸 を 購入 

し 高 野 汽船 株式 會 社と 改稱 せる ものな り。 

大正 八 年 四月 高 野 を 中心とし 別に. 太平洋 海上 保險 株式 會社を 設立し 高野汽 

船 株式 會社保 險部を 之れ に 移す。 

創 立 大正 六 年 八月 一日 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦 a  =10 五 


神 戶市史 剁錄ニ 神戶 海運 五十 年史  三 〇 六 

資本金 三十 萬圓、 大正 七 年 九月 一 百萬圆 に增資 

現今 役員 取締役 高 野 進. 阪ロ恂 丁 西 島 五 百 千 加 

所有 船 一隻 總噸 一 千 二百 八十 ！ 噸 

岡 田 汽船 株 岡 田 汽船 株式 會瓧 鳥 取 縣西伯 郡 境 港 

式 食^ 

出張所 神 B- 市榮町 五丁目 五十 番 屋敷 

岡田庄 吉. 岡 田信吉 等の 創立に 係 元 山. 雄 基 間、 若 松. 境 間の 定航 に從 事す。 

創 立 大正 六 年 八月 

資本金 三十 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 岡田庄 作. 專務 取締役 岡 田 信 吉. 取 締役渡 邊英吉 

所有 船 六隻 總噸ニ 千 六 百 九十 八噸 

祌港 汽船 株 神 港^ 船 株式 會社 神 芦 市 播磨町 十六 番館 

式^ 社 

小 曾根貞 松. 乾 鼎 了 直 木 三 郞. 澤 野 定 七. 岸 本 孝 太 郞. 澤 田龜之 助. 小 野 陽 之 助. 菅 野 

吾 一 等の 創立に 係， 9、 汽船 美 代 丸. 神 港 丸 を 所有す 

創 立 大正 六 年 九月 

資本金 二百 萬圓、 大正 七 年 九月 五 百萬圓 に增資 


現今 役員 専務取締役 乾 鼎 丁 常務取締役 岡 山喬. 取締役 小 會根貞 松. 直 木三郞 

所有 船 ニ隻 總噸 1 二 千 四百 五十 三噸 

合資 f 社英 合資 會社 英和 商會 兵 庫 縣明石 郡垂水 村鹽屋 

村 尾 安 藏の關 係 事業に して 村 尾 汽船 合資 會 社の 姉妹 會社 なり。 

創 立 大正 六 年 十月 

資本金 十萬圓 

現今 役員 業務 執行 社員 松 本 キノ 

所有 船 鳳 成 丸 • 最上 丸 總噸 四千 八 百 六十 噸 

臺薛 製糖 株 臺灣 製糖 株式 會社 臺灣高 雄 州 屛東郡 屛東街 歸來八 百 七十 三番 地 

張 所 神 戸市 柬尻池 

其 製 産品 積 取 便宜 上， 海 運 業 兼營を 試みた る もの、 一 にして 歐洲 

家の 一 傾向な り。 

明治 三十 三年 十二月 

百 萬圓、 現在 六 千 三百 萬圓 

取 綺役山 本悌ニ 郞. 武 智 y 道. 益 田 太 郞. 平 山 寅 次 郞-草 鹿砥祐 吉. 村 井 

大正 初期 及 欧洲 戰亂  一二  o 七 


式會社 

出 

荷主と して 

戰亂中 事業 

i  立 

資本金 

現今 役 員 

第五 草 


神戶市 i  ^錄ニ 钟戶海 a 五十 年史 

貞 之 助. 朝 吹常吉 

所冇船 三隻 總噸七 千 六 百九嚼 

古び s 紫 株 古河 鎩業 株式 會社 東京 市 麴町區 八重 

式會社 

出張所 神 芦 市 海岸 通 二 丁 

古河 家の 經營に 依る ものにして 船舶 

として 活動す。 

創 立 大正 六 年 十一月 

資本金 二 千萬圆 

現今 役員 取締役 社長 男爵 古河 虎之助. 専務取締役 吉村 万治郞 

所有 船 ニ隻 總噸五 千 五 百 八十 ー噸 

株式 會社 a 株式 會社濱 根 商店 神 K; 市 海岸 通 二  丁目 九十 七番 屋敷 

根 商店 

濱根岸 太郞の 創立に 係る。 

創 立 大正 六 年 十二月 

資本金 百萬圓 

現今 役員 取締役 濱根岸 太郞. 濱根忠 藏. 小 江 伊勢 之 助. 西 山 富 五郎 由 中 喜 勢 松 


-OA 


洲町  一 丁目 一 番地 

目 三十 三番 地 

部 を 神戶に 創設し 歐洲 戰亂に 入. 9 船主 


所有 船七隻 總噸ー 萬 百 六十 八噸 

株式 會社甲 株式 會社 甲斐 商會 神 芦. 市 榮町通 二  丁目 百 十 一番 屋敷 

斐 商會 

甲斐 綠 の 創立に 係る。 

創 立 大正 七 年 四月 

資： 本 金 五萬圓 

現今 役員 取締役 甲斐 綠 

所有 船 ニ隻 總噸 三千 七 百 八十 六噸 

株式 會社帝 株式 會社 帝國 製糖 汽船 部 東京 市 京 橋 區桶町 二十 二番 地 

國 製糖 汽船 

部  出張所 神 10- 市 東 尻 池前濱 

帝國 製糖 株式 會社 系の 設立に 係る。 

創 立 大正 七 年 五月 

資本金 十萬圓 

現今 役員 取締役 瓧長松 方正 熊. 専務取締役 牧山淸 砂 • 常務取締役 鹽崎成 男 

所有 船 二隻 總噸ニ 千 四百 七十 七噸 

山 1 汽船 株 山 一 汽船 株式 會社 東京 市日 本 橋 區北島 町  一丁目 三十 七 番地 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦亂  lllo 九 


IK 戶市史 別 玆ニ紳 s- 海運 五十 年史  1  一二  o 

式會社  支店 神 芦 市 榮町通 三 丁目 二十 九 番地 

山 下 一助 の. 創立 に 係る。 

創 立 大正 七 年 九月 

資本金 三百 萬圓、 大正 八 年 九月 二十 九日 百 萬圓に 減資 、十一 年 八月 四日 十 

萬圓に 減資 

現今 役員 取締役 社長 山 下 一 助 • 取締役 丹澤善 利. 山 下岩衞 

所有 船 三隻 總噸八 千 五 百 七十 哦 

太洋 汽船 株 太洋 汽船 株式 會社 神 S- 仲 町 二十 七 番地 

式 食 社 

日本 汽船 株式 會 社が 大 阪鐵ェ 所に 於て 建造せ る 大型 船 八隻を 同社より 買受 

け 勝 田 汽船 株式 會 社と 太 洋 海運 株式 會 社の 共同出資に 係り 後 勝 田 側に て 全 

部 を 引受く。 

創 立 大正 八 年 一 月 十八 日 

資本金 二 千萬圓 

現今 役員 取締役 社長 勝 田 銀 次 郞. 常務取締役 村田彌 太郞. 靑木昔 松 

所有 船 七隻 總噸五 萬 七 千 六 百 七十 嚼 


橘 谷 株式 會 橋 谷 株式 會社 神 B '市 下山 手 通 六 丁目 百 六十 六番邸 

橋 谷 合資 會 社の 事業 を繼 承す。 

創 立 大正 八 年 六月 一 日 

資本金 十萬圓 

現今 役員 代表取締役 橋 谷 巳之吉 

所有 船 ニ隻 總噸 四千 七 百 五十 四噸 

管 谷 株式 會 菅谷 株式 會社 祌 戸市 元 町 三 丁目 四百 二十 二番 地 

社 

菅谷雄 平等の 創立に 係 り、 汽船 第二 小 樽 丸 を 所有す。  ， 

創 立 大正 八 年 八月 五日 

資本金 五十 萬圓 

現今 役員 取締役 菅谷雄 平. 村 百 合 藏. 津 田 定次郞 

所有 船 一隻 總噸ニ 千 七 百 三十 九噸 

佐藤國 汽船 佐藤國 汽船 株式 會社 神^ 市 海岸 通 二  丁目 六番邸 ■ 

株式 食 社 

大正 三年 佐藤國 一 の 經謦を 大正 九 年 二月 株式 組織に 變更 せる ものな り 

創 立 大正 九 年 二月 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  =1 二 


神 戶市史 刖錄ニ  S 戶 海運 五十 年史  一一 ニェ 

資本金 十萬圓 

現今 役員 取締役 社長 佐 藤國了 取締役 鈴木敏 郞由 島 信 丁 中 村 正 巳 

所お 船 ニ隻 總噸五 千 四百 五十 九噸 

律 田 株式 會 律 田 昧式會 社 神 S- 市 海岸 通 二  丁目 二十 六 番地 

社 

津田 資郞及 律田靖 平の 創立な， り。 

創 立 大正 九 年 十月 

資本金 五十 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 津田靖 干 取締役 光藤 丘. 橫山正 雄 

所有 船 久滿加 多 丸 總噸千 三百 四十 三噸 

三 上 株式 會 三 上 株式 會社 祌 ia '市 海岸 通 三 丁目 二十 二番 地 

社 

三上豊 夷の 經詧に 係る  一二 上 合資 會 社の 事業 を繼 承せ る ものな，^。 

创 立 大正 十一 年 六月 

資本金 百萬圓 

現今 役員 取締役 三 上 淸ー郞 • 林 田 七郞. 伊藤 武治郞 

所お 船 紅海 丸 總嚼ニ 千 五十 三噸 


大阪 LL 於け 

る 船主 


合 名 會社尼 

崎 汽船 部 


永 121 一十 郎 


に十數 名に 過ぎ 

れ たる 故 を 以て 


す、 之 を 

ょ較& 


大阪に 於け る 船主と して 活躍せ る もの を擧 ぐれば 僅 

祌 芦に 比すれば 隣 市に 位せ.^ と雖も 海運 中心 市場 を 離 

寂寥の 慽 なきに 非す。 

合 名 會社尼 崎 汽船 部 大阪市 北 區富島 町 七 番地 

尼 崎 伊  一二郎 は 明治 十二 年 三月より 海運業に 從 事し漸 

有 し、 中 國、 長 崎. 鹿 兒 島. 播 州. 岡 山. 長 崎. 島 原、 宇 品 人 r 治、 岡 山 

し 後 之れ を 整理し 大阪 を基點 とする 朝鮮 線. 鹿 兒島線 

關 線. 岡 山 線 等の 六 幹線 及 字 品. 今 治 線、 藝. 豫 線、 岡 山. 高 松 

名會社 組織と なせ， 9。 

創 立 大正 九 年 五月 十三 日 

資本金 五 百萬圓 

現今 役員 代表社員 尼 崎 伊三郎 

所有 船 二十 四隻 總噸八 千 五 百 六十 三噸 

永 田 三十 郞 大阪市 西 區新炭 屋町百 五十八 番地 

永 田 三十 郞の 祖先 兵庫屋 三十 郞は元 祿ニ年 三月より 造船業 を 經營し 現代に 


次 多数の 小型 汽 

-高松 等の 各 航路 

-若 津 線. 中 國 線. 伊 

線の 一 二 支線 を經 


船 を 所 

を 開拓 

豫廻下 

營し合 


第五 章 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


三 1 1ll 


神 戶 市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  三 1 匹 

至る. 大阪に 於け る老 船主の 一 に 位し. 小型 汽船 所有者と して 特に 北支 方面に 

知らる" 

現今 役員 所長 永 田 三 十郞. 副 長 河 田 勝 治. 參 與 前野芳 造 

所有 船 二十 八 永 田 丸 總噸六 百 六十 四噸 

岸 本 汽船 株 岸 本 汽》 株式 會社 大阪市 西區南 堀 一江 五丁目 二十 一 番地 

式會社 

大正 元年よ b 五 年に 亙 b 外國 汽船 十四 隻此 總噸五 六、 六 八 九 噸を買 入れ 六 年 

に 至る 迄 機に 投じ 順次 殆んど 全部 を賣却 し、 六 年よ， 9 十 年に 及び 新に 建造せ 

しもの 十七 隻此 總噸四 八、 六 三 六噸、 外 二 隻總噸 六、 八 三 ニ噸を 購入す、 明治 二十 

七 年 神州 丸 購入 以來買 船， 新 造 合せて 五十 九 隻、 此 總噸 十七 萬 六 千 三百 四十 二 

噸 を算 す、 當 業者 中の 筆頭と 爲 すべ し .此 外 岸 本 一 族が 別に 經營 せる 姉妹 會社 

として 攝津 汽船 株式 會社 あり。 

創 立 明治 四十 一 年 十 一 月 

資本金 一 千萬圓 

現今 役員 取締役 社長 岸 本 兼 太郞. 岸 本 五兵 衞. 岸 本 鑑之助 

所有 船 十四 隻 總嚼五 萬 三千 五十 七噸 


攝津 汽船 株式 會社 大阪市 西區南 堀江 五丁目 

創 立 大正 八 年 十二月 

資本金 一 百萬圆 

現今 役員 取締役 社長 岸 本鑑之 助. 道 元 忠 右 

所有 船 六隻 總噸八 千 百 五十二 噸 

廣海 商事 株式 會社 大阪市 西 區江ノ 子 島東ノ 

廣海 二三 郞は 和船 時代よ， 9 海運業 を 以て 祖 

道. 內 地 間の 商 賣を營 み， 明 治 二十 年頃 他に 先 

式 會社を 創立し 海運業 全部 を 同社に 繼 承せ 

創 立 明治 四十 一 年 五月 

資本金 五 百萬圓 

現今 役員 取締役 社長 廣海 二三 郞. 取締役 副 

太 郞. 取締役 長 谷川 太郞 

所有 船 六隻 總噸ニ 萬 一千 八 百 四噸外 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戰 a 


十 一 番地 


衞 門. 松 村長 五郎. 米田豊 次. 高 橋 平 


町 

先 傳來の 家業と し、 藩 政の 頃 北海 

じ 汽船 を 所有 し， 近 年廣海 商事 株 

しむ。 


社長 廣海四 郞. 專 務 取締役 橫山彥 

に 五 千 三百 嚯型 - 

三 一 五 


神 戶市史 別 US  ニ神戶 海運 五十 年史  一一 二 六 

展田汽 S 株 原 田 汽船 株式 會瓧 大阪市 北區 中島 四 丁目 五番 地 

式^^ 

^田 十 次郞は 明治 二十 七 年 四月 海運業 を 開始 し、 三 十六 年 九月 造船 鐵 工業 を 

始め 四十 二 年 十二月 海運業 及 造船業 を 合併し 合資 會社原 田 商 行 を 設立し、 大 

正 五 年 四月 海運業 を 分離し 原 田 汽船 株式 會社を 創立 す、 原 田 商 行 時代に 於て 

大川 航路、 若松 航 路、 芝 罘. 安 東縣 航路、 芝 罘. 營 口 航 路、 芝 罘. 仁 川 航路 及靑島 夫連航 

路 を經營 したる が 小型 船 整理の 結果 何れも 廢航 せり、 明治 三十 九 年 四月 神 芦 

を起點 とし 門 司 經由靑 島. 芝 罘に 至る 航路 を 開き 臨時 營 口. 大 連に 寄港 す， 大 正 

三年 日. 獨開戰 の爲め 一 時 中止し 同年 十二月 再開す。 明治 四十 一 年 六月よ b 

下之關 を起點 とし 北鮮 航路 を 開きた る が 明治 四十 五 年 三月 朝鮮 郵船 株式 會 

社の 設立と 共に 同 航路 を 之に 讓る。 大正 二 年 二月 伏 木. 小 樽 直通 航路 を 開き 

たる も 大正 三年 八月 使用の 船 を徵發 せられた る爲 め廢航 す， 大正 十 年 十月よ 

h, 橫 濱. 靑 島 航路 を 開始す。 

創 立 大正 五 年 四月 

資本金 五十 萬 圓、 大 正 七 年 四月 二百 萬 圓に增 資， 大 正 十 年 四月 原 田 造船所 

を 合併し 三百 萬圆に 增資、 十 一 年 二月 百 七十 萬圓に 減資 


大家 商事 株 

式會社 


右近 商事 株 

式會社 


次 


現今 役員 専務取締役 社長 原 田 六郞. 取締役 長 崎 佐太郞 

所有 船 五隻 總噸. 八 千 六 百 二十 三噸 

大家 商事 株式 會社 大阪市 西 區幸町 通 二 丁目 

大家 七 平の 事業 一 切を繼 承し 會社 組織と なせり、 大家 は 

丸 外 七 八隻を 所有せ しが 現今 所有 船ニ隻 な， 9。 

創 立 大正 十 年 五月 

資本金 百 萬 圓、 後 二百 萬圓 に增資 

現今 役員 取締役 社長 大家 七 平 取締役 小 倉 小 七. 濱田鐵 

所有 船 ニ隻 總噸 四千 五 百 四十 一 噸 

右近 商事 株式 會社 大阪市 西 區西長 堀 北 通 五丁目 十四 番 

右近 權左衞 門 は 越 前 河 野の 出身に して 祖先 傳來 海運業 

めて 汽船 を 所有し 其 後日 露 戦役 を經 汽船 七 隻總噸 約 二 

• 事 株式 會社を 創立す。 

創 立 明治 四十 二 年 一 月 

資本金 二百 萬圓 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  三1 七 


津村嘉 寧 岩 中 松 之 助 


船主と して 古く 加賀 


を營み 日淸戰 役前始 

萬噸を 所有し 右近 商 


山 本 汽船 株 

式^ 社 


笠ぬ 商 * 株 

式會社 


紳 戶市史 別 SS  二 神 0 '海運 五十 年史 

現今 役員 取締役 右近 權左衞 門 卓瀨完 

所有 船 立 石 丸 總 

山 本 汽船 株式 會社 大阪 

日 淸戰役 後 間もなく 汽 

業を繼 承せ る ものに 係 

創 立 大正 七 年 二 

資本金 二 百萬圓 

現今 役員 取締役 社長 

所れ 船 四隻 總噸 

笠 原 商事 株式 會社 大阪 

笠 原 六 三郞の 創立に 係 

創 立 大正 六 年 十 

資本金 三十 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 

所有 船 四隻 總噶 


一二 一 八 

二. 右近 和 作. 右近 福 次郎. 武田 貞 之 助 

噸 三千 八 百 一 噸 

市南區 安堂寺 橋 通  一 丁目 十 番地 

船 一 兀山丸 を 買 取， り 海運業に 從 事した る 山 本 藤 助の 事 

り 鐵商を 兼營し 大阪に 於け る老 船主の 一 なり。 

月 


山 本 藤 助 

一 萬 六 千 六 百 八十 嚙 

市 西 區西長 堀 南 通 三 丁目 九 番地 

る。 

一 月 

笠 原 六 三 郞. 取締役 阿部 克 太郞. 益 田 好太郞 

四千 三百 七十 四噸 


小 野淸吉 小 野淸吉 大阪市 西區 中ロ 町  一丁目 

小 野 淸吉は 日 淸戰役 以前よ h- 造船業 を營み 日露 戦役 前 難 波 島に 船渠 を 設け 

戰役每 に 斯業 を擴 張す ると 共に 船主と な ，9. 所 有 船 を 小 野 丸と 命名し. 現に 十 

二. 十 四 • 十八 小 野 丸 を 所有す。 

所有 船 三隻 總噸 三千 三百 十二 噸 

E 中 汽船 纊 田 中 汽船 鑛業 株式 會社 大阪市 北 區空心 町  一丁目 三十 二番 地 

業 株式 會社 

田 中 省 三 個人 經營の 船. 舶業及 鑛山業 を 組織 變更し たる もの な b、 田 中 は 明治 

三十 四 年 第 一 福 山 丸 建造 以來外 十七 隻を 建造 又は 購入し 其 後 過半 賣 却し 現 

今 ニ隻を 所有す。 

資本金 百萬圓 

現今 役員 取締役 社長 田 中 省 三. 專 務 取締役 田 中 省 吾. 常 務 取締役 田 中仁吉 

所有 船 ニ隻 總噸五 千 三百 七十 四噸 

.0 洋 商船 株 白洋 商船 株式 會社 大阪市 西區北 堀江 通 四 丁目 

式會社 

宇田 友 四 郎等の 創立 に 係り 天 正 丸. 天 龍 丸 夫 武丸を 所有す。 

創 立 大正 十 年 十 二月 二十日 

第五 隼 大正 初期 及 欧洲 戦亂  11 二 九 


神戶 市. K;  錄ニ 神戶 海運 五十 年史  三 二 〇 

資本金 一千 二十 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 宇田 友 四郞. 取締役 野中 幸 右衞門 • 溝 淵辨助 

所有 船 三隻 總噸六 千 七 百 十七 噸 

林汽 i "株式 林 汽船 株式 會社 大阪市 西 區立賣 堀 北 通 六 丁目 二十 九 番地 

食 社 

林 竹 三郞の 事業 を繼承 創立せ る ものな， 9。 

創 立 大正 七 年 七月 二十日 

資本金 三百 萬圓、 大正 十 一 年 三月 二十 三日 一 百萬圓 に滅資 

現今 役員 取締役 社長 中 尾 直 太 郞. 取 締役 早賀卯 吉. 松 本 千代 助. 山 中 福 之 助. 寺 

西 富 次郞. 取締役 兼 支配人 豊 永政吉 

所有 船 五隻 總噸六 千 八 百 十五 噸 

潘ロ 汽 W 株 濱ロ 汽船 株式 會社 大阪市 西 區西長 堀 北逋三 丁目 

式 食 社 

濱ロ駒 次郞の 創立に 係る。 

資本金 三十 萬圓、 其 後 三百 萬圓 に增資 

現今 役員 取締役 社長 濱ロ駒 次 郞. 取 締役濱 口 卯 之 助. 濱 口 鹿 治 

所有 船四隻 總嚼五 千 九 百 六十 三噸 


浪速 汽船 株式 會社 大阪市 西區北 堀江 三番 町 三番 地 

森 平藏の 創立に 係り 宇 品 丸. 平 神 丸 を 所有す。 

創 立 大正 四 年 九月 

資本金 百 二十 萬圓 

現今 役員 取締役 社長 森 平藏. 取締役 朝 田 源藏. 藤 原茂吉 

所有 船 ニ隻 總噸七 千 三百 四十 六噸 

田 中 商事 株式 會社 大阪市 北 區北野 小 松原 町 三百 七十 番 屋敷 

田 中 末 雄の 創立に 係， 9 福 浦 丸. 平 龍 丸 を 所有す。 

創 立 大正 六 年 十 一 月 

資本金 三百 萬圓、 後 百 萬圓に 減資 

現今 役員 取締役 社長 田 中 末 雄. 取締役 高 橋 小 三郞. 成川圭 司. 宮田幸 平 次 

所有 船 ニ隻 總噸 四千 三百 三十 六噸 

原 商事 株式 會社 大阪市 西區 江^ 堀 北 通  一丁目 二十 一番 地 

原眞ー の 創立に 係る。 

創 立 大正 七 年 九月 二日 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂  三 一一 一 


祌 1^ 市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  一一 三エ 

資本金 五 百萬圆 

現今 役員 取締役 原 i 二. 専務取締役 原 萬 一 郞. 取締役 藤 力 雄. 柴田常 助. 江濱 

傳 兵 衞. 柴 田 具 二 

所有 船 六隻 總嚙六 千 二百 四噸 

S 商 SS 株式 靱 商船 株式 會社 大阪市 西 區靱北 通 二  丁目 四十 七 番地 

食 社 

金潷 仁兵衞 等の 創立に 係 b 五洋 丸. 加 賀丸を 所有す， 

創 立 大正 十 年 八月 

.秦 新 五郎 

丁目 二 十八番 地 

に 係 る， 


山科修 造. 勝 島芳松 


資本金 五十 萬圆 

現今 役員 取締役 金 澤仁兵 衞. 金 澤 S 之 助. 

所有 船 ニ隻 總噸五 千 百 九十 ニ噸 

山 SCS 株 山 科 汽船 株式 會社 大阪市 西區北 堀江 通 六 

式 食 I- 

山 科 藏 所有 汽船 を 以て 組織した る もの 

创 立 大正 五 年 九月 

資本金 十萬圓 . 

現今 役員 取締役 社長 山 科 幸 三郞. 取締役 


所有 船 色 丹 丸 總噸ニ 千 七 百 四十 四噸 

久原 商事 株 久^ 商事 株式 會社 大阪市 北 區中之 島 二 丁目 

式會社 

久原房 之 助の 設立 に 係る。 

創 立 大正 七 年 八月 

資本金 一 千萬圓 

現今 役員 取締役 社 長久 原 房 之 助. 専務取締役 中山說 太郞. 常務取締役 津村秀 

松. 佐 一 藤 市十郞 

所有 船 ニ隻 總噸數 六 千 三百 十噸 

相澤 汽船 IS 相澤 汽船 部 大阪市 西 區石田 町 二百 二番 地 

相 澤岩吉 個人の 營業 にして 造船 部 及 汽船 部 を經營 す。 

創 立 大正 七 年 十 一 月 

資本金 五 百萬圓 

現今 役員 相澤 岩吉. 支配人 金 谷 彌兵衞 

所有 船 七隻 總噸七 千 六 百 四十 八噸 

大信 汽船 株 大信 汽船 株式 會社 大阪市 北 區堂島 濱通ニ 丁目 十四 番地 ノ 一 

式 食 社 

笫五窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂  111 二三 


神戶市 *~  sss  二 神戶 海運 五十 年史  三 二 四 

礎 野良 吉 等の 創立に 係， り大阪 汽船 信託 株式 會 社と 稱 したる を 大正 十 一 年 十 

二月 二十 二日 社名 を大信 汽船 株式 會 社と 改む。 

資本金 五 百 萬圆、 大正 八 年 十一月 二十 六日 百 二十 五萬圆 に减資 

現今 役員 取締役 社長 佐 藤國丁 常務取締役 長尾景 信. 取 締役 鈴木敏 郞. 阪 口 托 

平 

所^ 船 ニ隻 總噸ニ 千 六 百 七十 八噸 

其 他の 船主 此外祌 B- に 於け る 船主と して は 高 砂 商事 株式 會社. 三洋 汽船 株式 會社. 千歲汽 

船 株式 會 社. 新 林 汽船 合 名會社 (三 林 直 祐). 株式 會社日 東 商 會. 山 本 汽船 部 (山 本 佐 

次 郎 S. 出 汽船 株式 會社 等相當 活躍せ， 9。 

大阪に 於て は 池 田 商事 株式 食 社. 武齋 汽船 株式 會社. 矢 吹 商店 金 川 汽船 株式 會 

社 等 あり。  . 

東京に 於て は 緒 明 圭造由 中鑛山 株式 會社. 栗 林 商船 株式 會社. 東京 海運 株式 會 

社. 日本海 運 株式 會 社. 樺 太 汽船 株式 會社. 北海道 炭礦 汽船 株式 會社. 村 井 汽船 合 

名 會 社. 中 村 万 之 助キ 代 田 汽船 株式 會 社. 淸 水 賞 太 郞、 北 海道に あ. 5 て は 金森汽 

船 株式^社. 小 熊 幸 一 郞. 藤 山 要吉. 犬上慶 五郎. 澤ロ 汽船 合資 會社. 株式 會社酒 井 


商 店. 合 資會社 佐 藤 商 會. 佐 藤泰次 郞山 崎 汽船 株式 會社. 栂崎平 太 郞、 北 陸地 方 


神戶 に 於け 

る 海 運プ o 


あ， o て は 馬場 合資き 

宇 和 島 運輸 株式 會 社- 

田隆 汽船 合資 會社、 九 

汽船 株式 會社、 大 連に 

钟 B' に 於け るブ P1- 

取引 を 爲すも の 卽ち老 

藤 商 店 (佐 藤 勇 太 郞). 日 祌 

仲 立 を 兼ぬ。 歐 洲戰亂 

戦前 同業者 三十 名な b 

彼. 等 も 船主と 等しく 堅 

る もの を 列記す ベ し。 

三 上 合資 會社 

合資 會社佐 藤 商店 

小 栗 合資 會社 


S 島 間 作. 萩 布 汽船 部. 北 洋 商船 株式 會 社、 中 國. 四 國 に 

_ 阿波 國 共同 汽船 株式 會 社. 株 式 會社八 木本 店. 秋 田 寅 之 

州に 於て は拆木 商事 株式 會社. 澤山精 八郞. 靑木 榮藏. 松 


は大連 汽船 株式 會社等 あ， 9。 

力 ー は 其 業務 內容 二三の 別 あ 

舖 として は 三 上. 谷 寧 小 栗 等 其 

海運 商會の 如き は 專ら內 外 船 

に 乘じ大 に 活躍し 彼等の 多數 

しも 戦時中 激增 して 百 十五 名 

實に 利益 を 保持せ る は 老舗の 

三 上豐夷 山 本 

佐 藤 勇太郞 佐藤國 

小 栗 松三郞 甲 斐 


,9。 主として 蓮 賃、 傭 船 

他大多 數は此 部に 屬 し- 

舶賣 買に 從 事し 傭船、 保 

は. S 前の 大收益 を 得た 

とな b 戰後 八十 名に 減 

側に 多し。 今 左に 主要 


ま 

助. 

の 


商 店 

商 店 

商 店 


山 本 乙 五 

佐藤國 

甲 斐 


な 


第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦亂 


1 き 一 ま 


神 戶市史 刖錄ニ 

株式 會社 谷 道 商店 

柏 木 合資 會社 

片野囘 漕 店 

大原 商店 

西 谷 囘漕店 出張所 

日 神 海運 商會 

吉 田 平 囘漕店 

入江 囘漕店 

井 上 合資 會社 

井田 商店 出張所 

西 川商會 

菅谷 商店 

藤 井 事務所 

竹 本商會 

後藤 商會 出張所 


神戶 海運 五十 年史 

谷 道 淸之助 

松 井久 男 

三 谷 雄次郎 

大原幾 造 

西 谷庄八 

福 原芳次 

吉田與 之 助 

入江 安太郎 

井上 國三郞 

伊澤 傳兵衞 

西 川莊三 

菅谷雄 平 

藤 井 潔 

竹 本 喜 三 

後藤 長 七 


上 地 合資 會社 

高 野 汽船 株式 會社 

二 宮 商店 

丸 山 商店 

福 原 商店 

太刀 川 海 運 株式 會社 

祌！ J1- 支店 

三 星商會 

木 下 商店 

松 尾 事務所 

池 田 囘漕部 

合資 會社 水 島商會 

岩 田 商店 

村 重 商店 

旭商會 

大 三商會 出張所 


1 ニニ 六 

上 地喜藏 

高 野 進 

二宮 純一 

丸 山 盛 一 

福 原 政治 

太刀 川 又八郞 

倉賀野 奏 

木 下 勢 三 

松 尾 小三郞 

池 田 浪三郞 

水 島重吉 

岩 田 可 盛 

赤松 武八 

大久保 鶴 治 


大阪其 他に 

於け る 海運 

プロ  I 力— 


宫 崎商會 出張所 

複壽逸 商店 

山地 四郞 商店 

奧村 合資 會赴 

靖 和商會 

播 磨商會 

田 所商會 

武田 商店 

大正 海運 合 名會社 

松 茂 洋行 神 ^支店 

泉  商店 


宮崎 伊太郎 

稷 壽 逸 

山地 四郞 

奥 村 寅太郞 

津田靖 平 

武本 平三郞 

田 所 岸太郞 

武田 米太郞 

白洲 純 平 

堤  昇 

泉 幸四郞 


三 

町 


榮 

東 商 

洋 商 

田 商 


店 

會 


合 名會瓧 彌 生商會 

道家 商店 


葛 岡  保 

伊東 最仲 

植村 彌太郞 

町 田 愛治郎 

川 島 精 三 

道家 權太郞 


海運 ブ 力 ー 中 擡頭せ る もの 大阪に 岡 崎 熊 吉. 谷 又 太 郞、 東 京 に 德 島 淸 松. 飯 

田隆 平. 凡卷修 三. 阿部 喜 三郞、 北海道に 鹽田囘 漕 店. 久 野武 三郞. 荒 井囘漕 店， 九 州 に 

巴 組 (中 野 金 次 郞). 野 村商會 (野 村 政 一 ). 北 市 屋囘漕 店. 新 盛舍. 喜久 屋商會 (松 本 梅 三郞) 

等 あ. 5。 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦亂  三 二 七 


大正 四 年^ 

至 七 年の 海 

M 市！ S 


神 戶市史 別錄ニ 神戶 海運 五十 年史 

運賃 市況 は 大正 四 年よ 6 漸次 上 押し、 五 年に 入， o 益. -昂 

九 州. 橫 濱の 如き 忽ち 二 圓. 一一 一 圆. 四 圓 以上 を實現 し、 六 年 に 

偶. -六年 九月 戦時 船舶 管理 令の 發布 あり， 稍. - 下押の 端 を 開 

至る も甚 しく 低落せ や. 近 海. 遠 洋共七 年に 入， 9 却て 暴騰 

け る 戦局 は獨. 埃 軍の 優勢 を持續 する 事 久しく、 海上に 於 

巡洋艦 通商の 要路に 出沒 し、 聯 合國の 軍事輸送に 一 大脅 

遇する もの 日 を 追うて 增加 し. 各 國に 於け る 新 船の 建造 

する 能 は や. 加 之巴奈 Kr 地峡 一 部崩壤 し、 爲 めに 同 運河 は 

九月よ， 9 五 年 四月に 及び 通航 不能と な， o、 太平洋 夫 西洋 

し. 船 股 益. -不 足を吿 げた ，り。 

東洋 方面に ありて は 露 軍の 唯 一 門1^ たる 浦 鹽斯德 に 

よ ，り 取需 船腹 蜩集 し、 異 常の 輻湊を 現した るを以 て、 歐 露 

克 く此大 輸送 を 全うする 事 能 は す、 五 年 夏期に 至り 貨物 

潮 向け 海路 輸送の 頓挫 を來 し， 講 和 正に 遠から ざる 可し 

め 五 年 七 入 月の 頃 一 時運 賃. 傭 船 料 は 低落の 傾向 を呈せ 


一 一三 八 

騰の度 を 進む。 例せば 

は十圓 以上に 達せ. o。 

きたりと 雖 も、 同 年末に 

を 告 げ た 、り。 大陸に 於 

て も 亦 其 潜航艇 及假装 

威を與 へ、 擊 沈の 厄に 遭 

は 到底 滅失 船腹 を 填補 

千 九 百 十五 年 (大正 四 年) 

間の 大迂 廻を餘 儀な く 

向け 北 米. 南 米. 印 度. 濠 洲 

に 通 やる 唯 一 の 鐵路は 

の大 堆積 を 生じ、 遂に 浦 

との 聲 漸く 起 ち、 是 が 爲 

しが、 秋季に 入り 更に 船 


腹の 需要 を 喚起 し、 再 び 高調 氣勢を 揚げたり。 大正 六 年に 入 b 歐洲交 戰國に 於 

ける 物資の 缺乏其 極に 攀し. 生 活 必需品 を 始め 凡ゆる 物資 を 東洋より 得ん とす 

る も 到底 海路の みに 依る 能 は す、 太 平洋を 橫斷し 陸路 北米 經由 をも擇 ばざる 可 

か らす、 特 に 同年 四月 北米 合衆國 が參戰 したる 爲め 東洋よ 5 北米 行 出 貨激增 し • 

六 年初 頭 日 本， 桑 港雜貨 運賃 七弗內 外な りし もの 同年 四月 二十 五 弗に 昇 b  、同 年 

末 五十 弗 を 突破し 、地中海. 大西洋の 現狀は 彼の 加奈陀. 太平洋 汽船の 一部 だ も 太 

平 洋上に 殘すを 許さ す 、全 部 踵を轉 じて 大西洋 方面に 向 ひし か ば. 太 平洋の 航海 

權は 全然 日本海 蓮の 獨占 する 所と なる。 

六年舂 聯合 國 政府 は 中立 國 船舶に 對し 傭船 料に 制限 を 加へ、 暴騰 を 阻止し 是 

を 調節 せんと 欲し、 日本 船 四十 二 志 六 片、 中 立國船 四十 七 志 六片を 最高 限度と し- 

傭 入れに 付て は 倫敦フ ァ —ネ ス. ク イジ ー 社を專 任す る 事 を 協約したり。 然れ 

ども 刻下の 大勢 は 此の 如き 人爲的 防止 策の 抑制し 能 ふ 所に あら す. 佛. 伊 兩國政 

府は 協約に 背き 偷敦 市場 以外に 於て 日本 船 及 中立 國船を 漁 b 、協 定率よ b 遙に 

高率 を 以て 盛に 傭船せ b。 東 洋. 歐 洲 航路 も 亦 頗る 盛況 を呈 し、 日 本 郵船の 如き 

は 定期 配船に 加 ふるに 臨時 大型 船 十二 隻を 以てせし も、 依 然 船腹 不足 を醫 する 

第五 隼 大正 初期 及 欧洲 戰釗  ー11 二 九 


砷 戶市史 ^錄ニ 神 111 海運 五十 年史  11 一三 〇 

能 は 中、 五 年 二百 志 内外 を唱 へたる 大 連. 歐 洲 運賃 は 六 年末に 入 b 實に九 百 志 を 

呼 ぶに 至る。 六 年 十 二月 中旬 露. 獨 の單獨 講和 成立 以來 露國 行軍 需品 輸送 杜絶 

した， 9 と 雖も， 米 兵の 戦地 派遣 益" 擴大 し. 之れ に 伴 ふ 米 國. 佛 國の 軍需品 輸送 旺盛 

を 極めし かば， 比較的 軟弱の 豫想を 以て 迎 へられた る 大正 七 年初 頭の 海運 界日 

を 重ぬ るに 從ひ 活躍 し、 七 月に 至り 大型 傭船 料 五十 圓を唱 へ、 東洋 よら 谷 方面 運 

賃も 依然 硬調 を 維持す。 殊に 地中海 諸 港に 向 ふ もの は 危險の 程度 愈-加 は る を 

以 て、 運 賃の 如何に 拘 はら 中 船腹の 獲得 容易なら す、 當 年初 頭 日 本. 馬 耳 塞 雜貨運 

賃 四百 乃至 五 百 志な， 9 しもの 八月に 及び 千 二百 志を唱 へ、 而も 荷主 間に 猛烈な 

るスぺ ー ス爭奪 行 はれたり。 

柬洋. 北米 運賃 も 七 年 三 四月の 交 硬調 を 保持した りしが、 偶 "日本よ， C 米國 へ の 

提供 船 十五 萬噸が 北米 行 货物を 一 時に 吸收 したる 結果、 五月 以降 稍" 引 緩の 姿と 

なり、 年初 五十 弗の 相場 は 四十 弗內 外に 低落 し. 年 末に 及び 船鐵 交換船 腹の 發航 

する 每に 運賃 低落 を 促 し、 其 後平 和 克復と 共に 急轉 直下 十 弗に 落ち たるま.' 年 

を閱 したり。 

Sllii 歐洲大 戰中竝 に 其 前後に 於け る 社外 船 配船 狀態 左の 如， し。 


主へ 一 、 總 噸数の 場 <fn は 媿噸 1 、〇oo 嘞 以上の 社外 R 物 船 ン 

i ご 一、 重量 嘞數の 場合 は 重量 二、 〇oo 噸 以上の 社外 M 物 船 /- 
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運賃 同盟の 起源 は 千 八 百 六十 八 年英國 クヰン ス タク ン より 紐 育 間 郵便物 運 

送受^ 入 礼に 當りィ ン マ ン會 社と キ ュ ナ 1* 卜會社 間に 一 種の 損益 共同計算の 

組^ を 協定した る を 濫鵃と 云 ふべ ぐ、 千 八 百 六十 九 年蘇士 運河 開通に 依り 歐洲. 

束 洋間 貿易の 發 達に 伴 ひ船會 社の 數 漸次 增 加し 勢 ひ 運賃 銃爭起 ら、 千 八 百 七十 

八 年 英國. 力 ルカ ッタ 間 往航 運賃 同盟 成立し， 次 で 左の 如く 順次 同盟の 成立 を 見 

るに 至れり。 

一八 七 九 年 歐洲 より 支那 往航 運賃 同盟 

一八 八 四 年 欧洲よ， り 濠洲 往航 運 K 同盟 


一八 八 六 年 歐洲 よ， 9 南阿 往航 運賃 同盟 

一八 九 五 年 歐洲 はり 西部 アフリカ 往航 運賃 同盟 

1 八 九 五 年 歐洲 よ， り 北部 ブラ ジ だ 往航 運賃 同盟 

一 八 九 六 年. 歐洲 より リバ プ レ ー ト 及 南部 ブラジル 往航 運賃 同盟 

東洋に 於て は 日本 郵船 株式 會 社の 孟買 航路 同盟 加入 を 以て 最初と す ■ 由來孟 

買よ. ^東洋へ の 航路に は、 彼 阿. 伊 太 利 郵船 及 埃 匈 P イド 三 社 互に 競爭を 避けん 

が爲め 合同 計算の 組織 を 以てす。 日本 郵船が 明治 二十 六 年 十 一 月 三 週 一 囘の 

定期 航海 を 開く や， 前 記 同盟 は 競爭を 始めた， 9。 然るに 明治 二十 九 年 日本 郵船 

が 欧洲 航路 を 開始す る に 際し 彼阿會 社よ， 9 交涉ぁ り、 同 年 七月 一 日 前記 同盟に 

加入す るに 至る。 爾來 世界 各方 面 主要 航路 は 何れも 皆 運賃 同盟の 組織 あら ざ 

る はなし。 左に 現今 神^ 港關係 主要 運賃 同盟の 成立せ る もの を擧 ぐべ し。 

歐洲 往航 延べ 戾し法 (Deferred  Kcbate  system) 

Ocean  Steam  Sluf>  Companv. 

Mutil  Lme. 

Ben  Lme. 
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» 戶市史 刖玆ニ 神 戸 海^ 五十 年史 

<  ニニ 1 Lse. 

Swedish  E.  A.  S.  S.  00. 

felt-ssagerles  Maritime? 

l)en】nsular こ ncintal ズ tciun  Navlsulon  conllrnny. 

Ellerman  Line. 

Shire  Line. 

Russian  K  A.  S.  S.  of 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

East  Aslisc  company. 

Norwegian  Africa  &  Australia  CP 

TL  S,  shipping:  Board  Emer ち- ncv  .Fleet  corl-oration. 

Lloyd  Tnestlnp 

Holland  Oost  ANle  Lijn. 

N2ngazlone  0u!n2.a】o  Italian? 


四 

〇 


Nord  Deutsche  tloyd. 

Hamburs:  America  tml や 

Aktien  Gesellscliaft  Hugo  Stinnes. 

； 濠洲 航路 延べ 苠し法 (Deferred  Rebate  system) 

Eastern  &  Australian  Steam  Ship  00. 

日 本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

太 洋海蓮 株式 會社 

孟買 航路 延べ 戾し法 (Deferred  Eebate  system) 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

Peninsular  Oriental  Steam  Navigation  Company. 

甲 谷 陀. 蘭 貢 航路 延べ 戾し法 (Defernjd  Bebate  system) 

日本一 郵船 株式 會社 

British  India  Steam  Navigation  Company. 
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神 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  一一 一四 一一 

Indo-cysna  Steam  Navigation  copsany. 

南 米. 南 阿 線 延べ 良し 法 (l)efemMl  Rebate  system) 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

上海 線 延べ 戾し法 (Deferred  Bebato  system) 

日本 郵船 株式 會社 

三菱 商事 株式 食 社 船舶 部 

漢ロ線 延べ 艮し法 (ueferred  Rebate  system) 

日本 郵船 株式 會社 

日淸 汽船 株式 會社 

三菱 商事 株式 會社 船舶 部 

0 湾. 南 淸線 延べ 戾し法 (l)eferrell  Rebate  system) 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

山 下 汽船 鑛業 株式 會社 


瓜 哇杭路 (大正 十二 年 二月 迄 現 拂戾し 法 Qash  Eebatc  System 

其以 *W  P ベ. 昆 しま Deferred  Ketate  system) 

日本 郵船： 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

南洋 郵船 株式 會社 

Java,  Ohina  Japan  Line. 

神 芦. 基 隆線 共同計算 (pool  system) 

神 In,. 靑 島 線 共同計算 (P き 1 system) 

神 I ^天 津線 共同計算 (pool  system) 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

祌 戶. 靑島 線に は 原 田 汽船 株式 會社加 名す。 

北米 往航 手 取 法 (Net  system) 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 
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神 戶市史 刖錄ニ 祌戶 海運 五十 年史 

東洋 汽船 株式 會社 

Admiral  Oriental  Li 一- -. 

Pacific  Mail  Steam  Ship  Co. 

colllsbia  Pacific  shipping  00. 

ot  一  utters  and  Barry  CP 

太平洋 旅客 運賃 同盟 

東洋 汽船 株式 會社 

<J:ui;uhan  pilciHC  Kailwav  Co. 

(7  other  Companies  of  United  states) 

日 本. 紐 育 運賃 同盟 手 取 法 (Net  system) 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

PBesc  Mail  B.  s.  00. 

Adnllml  Line. 


四 


北大西洋 及港灣 /極東 

Blue  Funnel.  ， 

Ncr ton  tiny. 

American  Oriental  Line. 


保證金 制度 (Bond  system) 


Furness  Withy  &  Co. 

.Barker  Line. 

； Dollar  Li. 

Kerr  stean】shlj>  00. 

Tampa-  Inter-Ocean  S.  S.  00. 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

東洋 汽船 株式 會社 

國際 汽船 株式 會社 

太平洋 復航 同盟 保證金 制度 (Bond  System 一 

Furuess  .withy  &  Co. 

第五 章 大 ffi 初期 及 欧洲 戦亂 


五 


W 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  =1 四 1 ハ 

日本-郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

東洋 汽船 株式 會社 

Cliina  MslI  S.  S.  Co. 

Dollar  IJSe. 

Canadian  Facinc  liauwf5  00. 

Java  Cliina  &  Jalmn  ijse. 

Ocean  steamship  Co. 

China  Mutual  Steam  Navifstion  0? 

Admiral  Oriental  Line. 

Pe5mc  Mail s.  S. 〇？ 

coluBbla  Pacinc  Hhlpplne-  oo. 

北歐 /極東 運賃 同盟 延べ 戾し法 (Deferred  Rebate  system) 

Nonl iX 二 ItscJS  L1--V 二 


對米 船腹 提 

供 


HamtRlrra-  Ansrlca  Line. 

日本 郵船 株式 會社. 

(I ひ other  campallles) 

歐洲 復航 同盟 延べ 戾し法 (Deferred  Rebate  System 

日本 郵船 株式 會社 

Ellernian  Line. 

(u  other  comjs-nlesl 

對米 船腹 提供に 關し遞 信 省の 發 表せ る米國 

戰 局の 進展に 伴 ひ 船腹の 不足 益 "急切 を 加 へ 

すして 賀易を 阻害 し、 內 は 日用品の 輸送 全から 

不足に 依る 困難 は 帝國の 痛切に 感知す る處な 

與國に 對し賣 船 及 慵船を 許可 し、 或 は 又 軍需品 

を 忍び 其爲し 難き を爲 したる もの 蓋し 尠 少な 

聯合 會議に 於け る， 帝國 政府の 誓 盟亦實 に此趣 

K は本國 政府の 訓令に 據 b 帝國 政府に 對し船 


との 交涉顦 末、 

-外は 重要 物産の 輸出入 圓 滑なら 

すして 物檟の 騰貴 を 誘致 し、 船 腹 

b と雖 も. 帝 國は 聯合の 誼に 從ひ 

の 輸送 を 援助す る 等、 其 忍び 難き 

り とせす。 大正 六 年 十一月 巴 里 

旨に 出づ。 七 年 二月 在 邦 米國大 

舶の 供給 を 懇請す。 這 は 帝國の 
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神 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  三 四 八 

深く 諒 とす る 所な b と雖 も， 援 助の 程度に 關し 篤と 考慮 を 要する もの あ， 5。 現 

在 本邦 大型 船舶 其 多く は 海外 定期 航路に 從 事し、 或は 帝 國竝に 聯合 與國 に對す 

る 必需品 輸送の 任に 賞 り、 或 は 叉旣に 聯合 與國の 傭 入に 係 り、 殘 餘の 若干 は帝國 

が內外 航路の 情 况に應 じ 臨機 必要なる 方面に 使用す る ものに 屬す。 殊に 最近 

佛國 政府より 軍需品 輸送の 希望 あ り. 是亦帝 國の 當に務 むべき 事業に 屬す。 如 

此 して 帝 國 政府 は 狀 勢の 許す 限 b 援助 を與 ふる 趣旨に 依& 重量噸 數 十五 萬 噸 

の 船腹 を 六 ヶ月 間米國 政府に 提供す る 事と し 其 引渡 期限 は 同年 四月 末日 迄に 

三分の 二 は 日本 を發航 せし むる 事. 傭 船 料 は 聯合 國 協定 傭船 料と 同率た る 事 其 

他 附帶の 條件を 具し 米國 政府に 提議した，^ 米國 政府 は此 提議 を 承認し 帝國 

の 好意に 對し大 に 感謝の 意 を 表し 玆に 契約の 成立 を 見る に 至る。 此 船腹の 分 

擔は 大體に 於て 所有 大型 船の 噸數に 比例し 先づ 日本 郵船 夫阪 商船 及 東洋 汽船 

三 瓧は約 三分の 二、 其 以外の 船主 は 約 三分の 一 を分擔 せしめ、 猶 船主の 分 擔を輕 

減せ しむる 爲め遞 信 省 所有 汽船 國後丸 を も 併せて 提供す。 其 船 名、 噸 數及 所有 

者 左の 如し。 

船 名  重量 嚯數  所有者 


彼 南 丸  八、 三 ニ五噸 

土 佐 丸  七、 六 八 〇 

蘭 貢 九  八、 三 五 〇 

吉林丸  五" 五三 〇 

仁 川 丸  五、 三 五 〇 

鳥 取 丸  九， 六 六 〇 

餳蘭丸  六、 四 四 〇 

阿波 丸  八、 〇 七 〇 

印度 丸  七、 九 八 〇 

瓜哇丸  七， 九 1 一 〇 

馬來丸  七、 一 〇o 

靜洋丸  一 〇、 二 七 〇 

波斯丸  四， 九 七 〇 

劍山丸  六、 一 七 六 

妙 義山丸  四 "五 二 〇 
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日本 郵船 株式 會社 

同 

大阪 商船 株式 會社 


東洋 汽船 株式 會社 

同 

三 井物產 株式 會社 

同 


四 
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駒 形 丸  四、 三 二 〇  山 下 汽船 株式 會社 

第二 小 樽 丸 四 ，〇 七 〇  同 

神 盛 丸  六、 八 一 〇  岸 本 汽船 株式 會社 

目 尾 丸  四 ，〇 〇 〇  同 

井手 丸  六、 六 〇〇  勝 田 汽船 株式 會社 

安宅 丸  五， 八 〇〇  辰 馬商會 

愛國丸  四、 七 二 〇  內田 汽船 株式 會社 

國後丸  六、 三 一 五  遞信省 

合計 二 三隻 一 五 〇 、九 七 六噸 


g 合 a 定率 前 記 郵 船. 商 船. 東 洋 汽船 三 社 は 聯合 國協 定率 四十 志 六片に 依， り 傭船 料の 支拂 

四十 志六片 

ひを受 くると 雖 も. 該 傭船 料率 は 本邦 市場の 相場に 比し 頗る 低 く、 社 外 船 は 其 損 

失尠 なからざる を以 て、 政 府は 社外 船に 對し 特に 一 ヶ月 重量 一 噸 に付き 金七圆 

五十 錢の 割合 を 以て 之が 補償 を與 ふる 事と せ， 9。 戦時 保險に 就ても 米國 政府 

の 賠惯價 格 は 本邦 現在の 船價に 比し 遙に 低き に 依， 5 其 差額に 對し 政府 は 別に 

戦時 海上 再保險 法に 依り 戦時 保 險ど附 せし むる 必要 を 認め. 該保險 料 は 政府に 


於て 負擔 し、 若 く は 之に 充てし むる 趣旨 を 以て 航路の 狀况 に應じ 一 ヶ月 重量 一 

噸 に付き 金 五 圓以內 を 支給す る 事と せり。 乘 組の 船員に 付て は米國 政府 をし 

て 一 定の救 濟法を 約せ しめたる 外， 各 船主 をして 出來 得る 限， 9 優遇 方法 を講せ 

しむる 事と せ ，5。 

日米 船 ® 交 米國は 大正 六 年 四月 六日 獨逸帝 國に對 し宣戰 してよ 、？、 擧 國 一 致戰 局に 當，^ 

換 

同月 二十 七日 先發隊 佛國に 上陸せ しが 二方 敵 潜航艇の 跳梁に 依 b 海上 輸送の 

困難 日に 益 "加 は， 9 船腹の 需要 焦眉の急 を訴 ふるに 至りし か ば、 內 國 造船 材料の 

供給 を 豊富に せんが 爲め 同年 七月 九日 鋼鐵 類の 輸出 禁止 令を發 布せ， 5。 八月 

二日 米國 大統領 ゥヰ ル ソ ン は 鐵材の 輸出 特許に 關 し同國 商務 長官に 左の 訓令 

を發 したら。 

一、 聯合 諸 國に對 する 總て の 船 積 は 更に 別段の 訓令 あるまで 何等 留保 又は 

制限な く 自由に 特許 を與 へらる ベ し、 伹 し 鐵 板. 銅 板. 銑 鐵. 鋼 屑 及 短 片銅を 除く. 

是 等の 物品に 對 して は當該 物品が 事 實戰爭 の 目的に 供 せら  >  か 若しくは 直 

接貢獻 すべき ものなる 場合に 限り 特許 を與ふ ベ し。 

一一、 鐵 阪. 鋼 ス トラ クチ ユラ ベシエ ー プ (structural  shape) 及 其 他 項目 中に 合 まる 
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神 戶市史 別錄ニ 紳戶 海運 五十 年史  三 五 二 

る 諸 品の 船 に對 して は 下記の 條 件に 據， 9 特許 を與 へらる。 

(ィ) 右 特許の 申請 は 八月 十日 又は 同日 前に 在 華盛頓 商務省 輸出 特許 部に 

送^す る を 要す。 

(0) 右 申請の 貨物 は 八月 十日 又は 同日 前に 製造 濟の 物なら ざる ベ から や。 

(ハ) 特許 は 船 積が 八月 十五 日 又は 同日 以前の 日附を 有する 鐵道 又は 船舶 

の 船荷 證券に 含まる ， 場合に 限 h- 有效 なる 事 を 指示す。 

此 訓令 は 外觀は 輸出 特許 令の 如くなる も 實質は 純然たる 具 體的鐵 鋼 類の 輸出 

禁止 令に して、 米 國鐵材 輸出 禁止の 報 我國に 達する や 俄然 解禁 要求の 烽火 は 先 

づ祌芦 市に 擧 げら れ， 直 に 全國に 波及 し， 解 禁 要求の 聲囂々 たる 輿論と なれ， 9。 

玆に 於て 川 崎 造 船 所. 大 阪鐵ェ 所. 一一 一井 物產. 鈴 木 商店の 四 社發起 者と な ら， 六 年 八 

月 六 曰 オリ ュ ン タル ホテルに 於て 以上 四 社の 外 三 菱. 淺 野. 祌 ^ 製 鋼. 原 田. 松 田. 小 

野の 各 造船 所， 高 田. 內 田 ま 淺. 增 田夫 倉. 米 井. 岩 井の谷 商 店， 大 阪 商 船. 東 洋 汽船. 日本 

郵 船. 勝 田. 山 下 其 他 海運業 者 等 合計 二十 六 社の 集合 を 催し、 一 圓體を 組織し 米鐵 

輸出 解禁 期成同盟 會と稱 し. 川 崎. 三 菱. 大 阪鐵ェ 所. 三 井. 勝 田. 山 下. 日 本 汽船. 鈴 木 を 

を實行 委員に 擧げ. 石橋 爲之助 を 幹事と し、 鈴 木 商店 內に假 事務所 を 設け 著々 實 


行の 步を 進めた. 9。 八月 九日 實行 委員 は 上京 政府に 陳情と 同時に 駐米 大使 佐 

藤 愛 磨 及 遣米 特使 石 井 菊 次郞に 電報 を發 し. 少 くも 旣約 品な りと も 解禁 ある 樣 

盡カ を依賴 し， 次 で 八月 十二 日 上京 委員 は 日米協 會々 長 子爵 金子 堅 太郞の 紹介 

を 得て 米國 代理大使 ポ ス ト ホ ヰ— ラ I を訪ひ 陳情書 を 提出 せら。 

東京 は 八月 十 一 日、 大 阪は 同月 二十 七日、 米鐵 輸出 解禁 期成同盟 會を 組織 し、 東 

京 は實行 委員 九 名、 大阪は 三 名 を 夫れ く 選定せ ，9。 

神 市 は 九月 一 日 午後 七 時 を 期し 湊川勸 業 館前廣 場に 於て 市民 大會を 開き- 

左の 決議文 を 可決し 米 國大統 領. 駐 日米 大使 及 日本 政府 各 大臣に 決議の 趣旨に 

依， 9 發電 せ， 5。 

決議文 

米國 の鐵材 輸出 禁止 は 神 芦 市の 繁榮に 影響す る 事 最大な 市 民 は 日米 

親交の 本義に 據 り、 米 國 政府に 考慮 を 求め 同時に 我當局 を督勵 して 速に 

解禁の 目的 を 達せん 事 を 期す。 

九月 一 日 神芦大 會以來 解禁 期成同盟 會及其 他の 圑體は 暫く 鳴 を靜め 形勢 觀望 

の 態度 を 執 し が. 久 しく 缺 員たり し 東京 駐紮 米國 大使と して p—_ フ ンド. モ リ 

第五 窣 大正 初期 及欤 洲戦亂  =1 五一 二 
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スは本 問題解決の 大任 を 帶び十 一 月 六日 著 任 し. 同 月 十七 日 政府 は 米 國に對 す 

る 铋材输 出 解禁の 交 涉を打 切る 旨發 表せり。 蓋し 政府と 政府との 間の 交涉は 

常に 正面 應對 なる を 以て 談判 一 度 行 詰れば 局面 轉換 の餘裕 なきが 故に 一 先づ 

正面 交涉を 中止 し • 民 間 直接 交渉の 端 を 啓く 事と なり "我 國の當 業者 は 各" 競 う て 

新任 米國 大使 モ リ ス に對し 日本 建造 船舶と 米國の 鐵材と 互に 供給 交換 せん 事 

を 提議 し、 各 種の 案 を 提出せ. 5。 然るに 此 運動 は 谷 社區々 にして 交涉 統一 を缺 

き， 我 國侧の 不利 益尠 か ら や、 終 に 聯合して 一 成案 を 作 b 、政府 を 通 じて 米國 政府 

に 交 涉を乞 ふ 事と な 大 正 七 年 二月 二十四日 鹽田泰 介 (三菱). 淺 野 良 三 (淺 野). 町 田 

豊 千 代 1 S. 今 岡 純 一 郞 (橫 濱). 金子 直 吉 (鈴 木). 西 川 莊 三： 日 本 汽 船) 等 は 遞信省 を訪ひ 

該 成案 を 提出せ， 5。 其 後 交 涉迂餘 曲折 を 重ね 大體の 協定 成. 5 たる を 以て 三月 

十五 = 淺 野 及-お 崎 (鈴 木) 等 モリス 大使 及ホ I ン 中佐と 會見 し. 國 務卿 ランシング 

へ 送るべき 電報 文案 を 決定 し. 互 に 記名 調印の 上 打電した-り。 其 結果 契約 成立 

し、 四 月 二十 三日よ b  二十 五日に 亙. o 調印す。 第一 次 造船 左の 如し。 

川 崎 造船所  四隻 重量 三 萬 六千噸 

帝^れ 船 株式^社 三隻 同 二 萬 二 千 三百 噸 


日本 汽船 株式 會社 三隻 同 

淺野 造船所  一隻 同 

浦賀 船渠 株式 會社 一隻 同 


萬 四千 二百 噸 

萬 一 千 五百噸 

六 千 八百噸 


次で 川 崎 造船所 は 更に 三隻の 追加 を. a- 込み 都合 七 隻六萬 三千 噸と なれり。 

此第 一 次 造船 は 何等 故障な く 撿査も 満足に 通過し 豫定の 通 b 引渡し を 了し 

本邦 を 出帆した， 9. 其 要領 左の 如し。 


同 

同 


船  名 

第二 十 大福 丸 

(ィ —スタ 1 ン サン) 

第二 十 一 大福 丸 

(ィ 1 スタ— ン シ 1) 

東 福 丸 

(ィ， I ス タ 1 ン クヰ 1 ン) 

盛 福 丸 

(ィ 1 スタ， I ナ 1) 

ィ 1 スト ウィンド 


重 量 噸 

九 ，〇〇〇 

九、 〇〇〇 

九、 〇〇〇 


ィ 1 ス トケ 1 フ 

ィ 1 スタ 1- リ ング 
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九 〇〇〇 

九、 〇〇〇 

九、 〇〇〇 

九、 〇〇〇 

大正 初期 及 欧洲 戦亂 


本邦 出 W 月日 

七 年 五月 十四日 

七 年 六月 八 日 

七 年 六月 廿 六日 

七 年 七月 二十日 

七 年 十月 廿 八日 

七 年 十 一 月卅日 

七 年 十二月 七日 


引渡 月日 

七 年 六月 十 日 

七 年 六月 廿 九日 

七 年 七月 廿 二日 

七 年 八月 十九 日 

七 年 十一月 廿 五日 

七 年 士 一月 廿 七日 

八 年 一月 二日 

2 五 五 


引揚 場所 

シアト^ 

桑 港 

シアトル 

桑 港 

シアトル 


同日 同 同 帝 
本  國 

ィ 明 下 第: r 第 丁 第 ** 

i よ 八よ 六よ 七 S 

ト 玄 タ典タ 霧タ舆 史 

f 1 福 1 島 1 福；;, i 
I ンンン w 

ト 丸 シ丸ク 丸キ凡 ^ 


二 紳戶 海運 五十 年史 

ング) 五 ，〇〇〇 


p クス) 

ョァ 丄 


同 ィ 1 スタ 1 ン ライト 

淺野 

ィ. I スト *ィ ン チア 、ノ 

第三 吉田丸 

合計 ー五隻 


六、 八 〇〇 

〇、 五 〇〇 

六， 八 五 〇 

六， 八 五 o 

〇、 五 〇〇 

1 、五 o〇 

六、 八 〇〇 


七 年 七月 三 日 

七 年 九月 十 日 

七 年 九月 廿 三日 

七 年 五月 三十日 

七 年 八月 十二 日 

七 年 十月 九 日 

七 年 七月 卅 一 日 

七 年 五月 廿 五日 


三 ま < 

七 年 七月 三十日 

七 年 十月 八 日 

七 年 十月 廿 日 

七 年 六月 廿 六日 

七 年 九月 四 日 

七 年 十月 廿 九日 

七 年 八月 廿 六日 

七 年 六月 廿 五日 


シャト^ 


同 

桑 


港 


タコマ 


十二 萬 七 千 八百噸 

船舶 十五 隻 重量 一 二 七、 八 〇〇 嚼に對 し， 米國 よ. 51 二 七、 八 〇〇 噸 の材枓 を 受取 

b 板材 一 封 度 三 仙 四 分の 一， 型材三 仙、 棒 材ニ仙 十分の 九、 桑 港 船側渡し 直 段を以 

て 支拂ひ 計算し. 船檟は 五月 渡し 重量 一 噸ニ六 五 弗、 六 月 渡し 二 六 〇 弗、 七 月 渡し 

二 五 〇 弗. 八月 渡し 二 四 〇 弗， 九 月 渡し ニニ 五 弗に て 計算す。 

第 一 次 契約 成立 當時ラ ン シ ン グ國務 卿の 電報 中旣に 第二次 契約の 暗示 を 認め 

たれば 引锫き 第二次 交涉に 入る， 大正 七 年 四月 十六 日米 國 大使 は 覺書を 金子 及 


淺 野に 交附し 

b 纏め 同年 五 

に 司 意し 直に 

す 工程 迅速に 

に 引渡したり 

船 名 

1、ィ，スタ|ン 

二、 同 

三、 同 

四、 同 

五， 同 

六、 同 

七、 同 

八、 同 

九、 同 

第五窣 


囘答を 求め 來れ， 5。 此に 於て 兩人 は關 西. 關 東の 加入 希望者 を 取 

月 一 日 モリス 大使 を 訪問し 第二次 交渉の 條件 は大體 米國の 提議 

契約 成立す。 玆に 於て 各 造船所 は大に 努力 し、 材 料の 遲 著に 拘ら 

進 み、 豫 定の 通り 左記 三十 隻 重量 二十 五 萬 噸餘の 建造 を 了し 完全 


造船所 重量噸 

. プリ ー ズ  浦 賀 六、 八 〇〇 

ガイド  撗濱 六， 三 〇〇 

ゲ 1\  浦賀 六、 八 〇o 

ム ー ン  川 崎 九 .〇〇〇 

ナイト  大阪 一 〇， 五 〇〇 

マリナ ー  同  一 〇、 五 〇〇 

マ ー チャント 淺野  一 二、 六 〇〇 

クラッグ  橫濱 六、 三 〇〇 

トレ ー ダ ー . 淺 野  一 二， 六 〇〇 

大正 初期 及 歐洲戰 a 


引渡 年月日 

八 年 十 一 月 十四日 

同年 十二月 九 日 

八 年 十二月 卅 一 日 

九 年 一 月 九日 

同年 一 月 十 一 日 

同年 一 月 二十 三日 

同年 二 月 六日 

同年 一 一 月 十 一 日 

同 年 一 一月 十四日 

一二 五 七 


引渡 場所 

桑 港 


シ ァ 

シ ァ 

桑 


レ 

ノ 


港 

港 


神 戶市. a 別 an 一  紳 

〇 、ィ 1 スタ一 ン-ォ1 シャ ン 


1、 同  ，ヘメ 

二， 同  パイロット 

三， 同  ゲヰ クタ ー 

四 • 同  クラ クン 

五. 同  グレ ー ド 

六、 同  ブラ ネット 

七. 同  ド— ン 

八. 同  アド ミ ラ 

九、 同  クラウド 

10、 同  メ イド 

二、 同  コ 1 スト 

一二， 同  グ レン 

一三-同  テンべ スト 


一四、 同 


海 a 五十 年史 

川 崎 九" 〇〇〇 

石 川 島 五、 〇〇〇 

帝 國  一 o, 五 〇o 

三 菱 八， 四 〇〇 

同  八、 四 〇〇 

內 田 八、 五 〇〇 

川 崎 九、 〇〇〇 

同  九、 〇〇〇 

大 阪 一 〇、 五 〇〇 

川 崎 九、 〇〇〇 

石 川 島 五、 〇〇〇 

撗 濱 六， 三 〇〇■ 

內 田 八、 五 〇o 

0 賀 六， 八 〇〇 

大 阪 一〇、 五 〇〇 


三 五八 

同 年 一 一月 十八 日 シアト^' 

同年 三月 九日 桑 港 

同年 三月 十日 シアト^- 

同 年 三月 十八 日 同 

同 年 三月 十九 日 同 

同年 三月 二十 三日 同 

同年 三月 二十四日 同 

同年 四月 九日 同 

同 年 四月 十五 日 同 

同年 五月 五日 同 

同年 五月 十日 同 

同 年 五月 十 一日 紐 育 

同 年 五月 十八 日 シ アト だ 

同年 五月 二十 二日 同 

同年 五月 二十 六日 同 


戦時 船舶 管 

現 令 


二 五， 同 

二 六、 同 

二 七， 同 

二八、 同 

二 九、 同 

三 o、 同 


イン。 ホ ー タ ー 三 井 

エキス。 ホ ー タ ー 同 

帝 國 

新 田 

藤 永 田 

浦 賀 


第 


ソ^- デァ 1 

テン。 フ〃 

ソ， ド 

合計 三十 隻 

次 交換の 場合 は 前記 重 量 


九、 一 〇〇 

九、 一 〇〇 

1 〇、 五 ひ 〇 

五、 五 〇〇 

六.、 三 oo 

五、 〇〇〇 

二十 五 萬 一 千 一 

五 一、 三 〇〇 噸； 


同年 六月 二十 三日 同 

同 年 七月 十六 日 同 

同年 八月 二日 同 

同 年 八月 十六 日 同 

同年 八月 二十 五日 同 

同年 九月 二十 三日 同 

百噸 

對し 材料 其 半額の 噸數を 受取 


り、 米國 太平洋 又は 大西洋 岸 一 港に 於て 鐵道 貨車 渡し 板材 一 萬嗍 に付き 七十 二 

弗 八十 仙. 型 材六 十七 弗 二十 仙、 棒 材六 十四 弗 九十 六 仙の 割合にて 計算 す、 船 檟 は 

重量 一 噸 に付き 一 七 五 弗の 割合にて 計算せ， 9。 

歐洲戰 亂は發 生 以來日 を 追うて 激甚と な ，9、 且其區 域 益 "擴大 せられ 歐. 米 船 舶 

の 減少 著しく 自然 本邦 海 蓮界は 隆盛に 赴 き、 運 賃竝に 船 價豫想 外に 暴騰 せんと 

し. 延 いて 國民 生活に 影響す る所尠 からざる を以 て、 大 正 六 年 九月 政府 は 戰時船 

舶 管理 含 を發 布し、 人爲 的に 本邦 船舶の 輸出 を 禁止し、 拉に 本邦 船舶の 外國 航路 
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祌 戶市史 ^^二 祌 戶海遝 五十 年史  一二. KO 

を抑鹏 し， 內 地 及 近海の 輸送力 を 助長 せん とす。 當時當 局 者の 同 法令に 對 して 

說く所 左の 如し • 

歐洲戰 亂の勃 發以來 撃沈の 厄に 遭 ひ 又は 世界の 通商 界を脫 退した る 各國船 

舶は其 噸數約 二 千 七 百 萬噸の 多き に 達 し、 然 も 歐. 米 諸國に 於け る 造船 能力 は 未 

だ 以て 其 減少 を 補 ふに 足ら や、 世界的に 船腹 不足 を來た し. 各國共 に 通商 賀易竝 

に 經濟上 甚大なる 影響 を 蒙る に 至れ. 9。 飜っ て戰爭 開始 後に 於け る 本邦 對外 

貿易 を 見る に、 軍需品の 注 文. 東 洋其 他に 歐洲品 輸入 杜絕 等に 依 b 本邦の 輸出 は 

著しき 增進を 示 し、 戰 前に 於け る 輸入 國は 一 躍して 輸出 國 とな ，0. 開 戦後 大正 六 

年末に 至る 期間に 於て. 輸出超過 額 實に十 一 億 六 千 萬 圓に達 し. 更 に 之 を 輸出 額 

に 就て 見る も 戰前卽 ち 大正 二 年の 輸出 額 は 六 億 圆臺に 過ぎ ざり しも の， 大 正 五 

年に 於て は 十 一 億 圆， 更 に 大正 六 年に 於て は 十六 億圓の 巨額に 上り 、戦前の 約 三 

！ S に 達した る を 見る。 斯の 如き 輸出入 貿易の 發展は 必然 出 貨の激 增を來 し- 而 

も 船腹の 不足 は 外國船 來航の 減少と 相俟って 益- 甚 しきもの あ り、 爲 めに 大正 六 

年初 夏の 交よ h- 逐日 騰^の 趨勢 を 促進し 來 りた る 船 價竝に 運賃 は 愈" 昂騰し、 他 

面 又 一 般 社外 船に ありて は 船舶 傭船 料の 高き を逐 うて 外國に 傭船せられ、 又は 


I 買 却 さる ， もの 頗る 多 

ば、 政 府は外 は 聯合 國と 

緩和し、 運賃 及 傭船 料 の 

爲め、 相當の 方策 を 講 す 

に 緊急 勅令 を 以て 戦時 

とする 所 は 船 政の 全權 

段の 目的 を 安全に 遂行 

, 戦時 船舶 管 

本 令 は 現 時 大戦の 影 

難 潞 運賃 暴騰 等 國際間 

に 際し 擀合 與國と 協同 

統制の 極めて 緊切なる 

れ たる ものな. 5。 其實 

適應し 寛嚴其 宜しき を 

に 伴 ひ轉變 常なら ざる 


く、 到 底 船腹 需要の 急を満 

共， 同籌畫 の實を 全うし 内 

暴騰 を 防 ぎ、 貿 易の 圓滑竝 

る こと 焦眉の 急務と なり 

船舶 管理 令 を 制定す るに 

を 一 に收 めて 遞信 大臣の 

せしめむ との 意に 外なら 

理令說 明 

響と して 世界 海運 界は未 

の 交通 及び 社會の 生存 上 

策應の 便宜 を 進め 內國民 

に 顧み 特に 應 急の 政策と 

施の 方法に 就て は 國際關 

得る を 期す る は 言 を俟た 

故に 其 施行の 範圍 程度 等 


た す 能 

は 本邦 

に國民 

たる を 

手中に 

さ り き- 


曾 有の 

に 容易 

經 濟の激 

して 緊急 

係の 趨勢 

すと 雖も 

豫め 局限 


る狀態 

ける 船 

の 安全 

大正 六 

し 船舶 

しめ 依 


波 

な 


ら 


及 


にあ. h- しか 

腹の 不足 を 

を 期せむ が 

年 九月 未遂 

管理の 趣旨 

つて 以て 前 


を 生 

ざ る 

を 防 

令 を 

國民 

二者 共 

す 可 力 


ら 


從て 運輸の 

搖を與 ふる. 

ん爲め 船 政 

て 制定せ ら 

洚 の狀浞 に 

戰 局の 推移 

ざる もの あ 
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祌 戶市史 刖錄ニ 神戶 海^ 五十 年史 


き 


て， 現 

時 局 

る も 


b  、今 其 各條广 

絕對的 禁止 第一 

貸借、 注文 其 他 如何 

止した る ものにし 

之れ を 決行す る は 

しの 契約 をな した 

の歸 ^なり。 

遞相 認可 權 遞信 大臣 

上 若しくは 軍事に 貢獻 

實審 W の 上 船舶の 海外 

立國へ 輸出す るが 如き 

航路の 制限 第三 條は 

のみ 航行し 日本 货 客の 

何等 我國に 莨獻す る 所 

に照應 したる 當 然の規 


槪 耍を說 示せん と 

條 乃至 第三 條は實 

なる 形式 を 論， やる 

に 世界 列阈槪 

對應上 止 む を 

のと 雖も 之れ 


の 許可 を 得た 

すべ き 場合に 

楡出を 特許す 

は 許可 を與ふ 

= 本 政府 は縱 

0 送 を 爲 さ ..， 


際 禁止 令 

を 須 ひ や 

ね 之れ を 

得ざる の 

を 外國人 

る 時 を 除 

於 て 遞 信 

るの 途を 

べきの 限 

令 外國人 

る 時 は、 事 


し 


實行 

處置 

に 引 

外し 

大臣 

開 き 

b, に 

に 引 

實外 


其內第 

外國輸 

しに 當 

b  、隨而 

す 二と 


なきもの なれ ば， 戰 時 中 之 を 

定 なり。 然れ ども 聯 合 與 國 


るは實 

共同 互 

る もの 

らざる 

渡す と雖 

國 人に 貸 

禁止す る 


1 き 1 

一 條. 第 

出 は 一 

, り 、我 國 

本 令 施 

を 禁 止 

際 聯合 

助の 精 

な り. 而 

ものと 

も、 單 に 

渡した 


ニ條は 

切 之れ 

も 亦自 

一丁， ffl こ 

する は 

神を以 

して 他 

外國港 

る i  HH- 


賣買、 

を禁 

衞上 

貴 渡 

當然 

て 事 

の 中 

問 に 

じ く 


は 輸出 禁止の 精神 


の 軍事上 援護の 意味に 於て 


聯合 國諸 港の 間の み 航行し 軍用 貨客の 運送に 從 

の 諒解に より 特許 を與 ふ. る は當然 除外例に 屬す 

の 揚子江 航路 線の 如き は 現に 外國港 間の みに 航 

に 依， 9 たる 航路 なれば 之れ を 除外す ベ き は 言 を 

委任の 範圍 第四條 以下 第 九條に 至る 各 條は總 

な， 9。 聯合 諸國 殊に 英國 等に 在りて は此 等の 條 

行し 委任 規定に 殘存 する もの 甚だ 少 から やと 雖 

に 列す ると 雖 も、 其 地位 狀勢大 に異る もの ある 

實 際の 必要に 應 じて 其 施行の 範圍 寛嚴の 程度 

局 對應の 政策 上 適當の 裁量た る を 失 はざる ベ 

運輸の 制限 第 四條は 日本 船舶に して 日本 港 

港 間の 貨客 を 運送す る爲め 日本 發著 若しくは 

すべ き 船腹 を滅 縮す る事實 あるに 當 、時 局 の 

港 間に 發著 する 貨客の 運送 を 禁止し 又は 制限 

送 利 通の 途を拓 く は 自衞上 若く は 策應上 止む 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦亂 


を 

し 


事す る 場合の 如 き、 兩 國 

べきな h.。 其 他日 淸汽 

行す と雖 も. 元 之れ 政府 

俟た す。 

て 主務大臣に 對 する 委 


頁 は 多く は 

も， 我 國に於 

以て 姑く 之 

强制處 分に 

外 國諸港 間 

合 諸 國が策 

策 上 必要 あ 

_ 以て 本邦 若 

得ざる の 政 


政府 間 

船會社 

命令 


決定的 強制 

て は 司 じく 

を 委任 規 定 

委任す る は 

に發 著す る 

應 上の 貨客 

る 時に 於て 

く は 聯合 國 

策 な 、り。 

111 さ 二 


の 

蓋 

を 


規定 

を 實 


止 め、 

し 時 

合 外 

收容 

夕 國 

客 運 


神 戶市史 別玆ニ 祌戶 海運 五十 年史  一一 一六 四 

運賃 强制權 第 五條 は 特定の 航路 を 指定し 又 特定の 價格を 指定して 航行 又は 

運送 を 命キる 者に は 其^ 域の 內 外に 亙， 9 其 範圔も 颇る廣 汎に亙 h- 法定 上 何等 

局限す る 所な しと 雖も. 其實 施に 關し 現實に 存在す る  一 二の 例を舉 ぐれば. 外航 

上に 於て は 一 の 聯合 與國ょ b 他の 與國へ 軍需品 又は 軍用 勞働 者の 輸送 を委托 

せられ 援助の 意眛を 以て 約諾す る 場合に 於 て、 船 舶 業者と 合意の 成立せ ざる 時 

にあ.^ て は 已むを 得す 命令 を 以て 之を强 制し 得る の途を 開き 置く の 要 あ b  、叉 

內航 上に 於ても 國家 又は 公衆の 生存 上 或 特定の 航路 を 開き 若しくは 或 特定の 

は 客 を 一 地方より 他 地方へ 輸送す る 必要 上 差 迫りた る 場合に 於て は， 亦 同 一 の 

^  S を 取ら ざろ 可から す。 是れ本 條の缺 如す 可らざる 所以な， 9。 

俽船料 制限 ^六條 亦其區 域の 內 外に 亙 b 其範 園の 廣汎に 亙る は 前 條と相 同 

じ。 而 して 其 適用 は必 すし も 前條と 關聯せ す， 單 獨 的に 内外 航 運の 傭船 料 又は 

運 贷に對 して 發 動し 得べ き は 論を俟 たす と雖 も、 前 條內外 二 例の 場合に 於て 其 

航海 又は 運送に 對 する 傭船 料 又は 運賃に して 船舶業 者との 合意 成立せ ざる 時 

は 勢 ひ相當 制限 を 定め 之れ を 決定せ しむる に 非 ざれば 其 運用 を 全うする に 由 

なし。 要するに 本 條も亦 前條と 同じく 聯合 國 との 策應上 若しくは 國家 又は 公 


衆の 生存 上 必要 止む ベ からざる 場合に 於て 之れ を 適用す ベ きものと す 

造船所 徵發 第 七 條は國 家の 必要 上 船舶 又は 造船所 を收用 若しくは 使用す る 

事 を 規定し 得る もの にして 徵發 令と 其 主旨 相 同じ。 現下 聯合 與國に 於て は 其 

國 籍に屬 する 船舶の 大部分 は收用 又は 使用 せられた、 りと 雖 も. 我 國に 於て は 未 

だ 決定的に 之 等の 大部分 を收用 使用す るの 必要 を 認めす。 故に 必要 止む を 得 

ざる 場合に 限 り、 之 れを 適用し 得る の 權カを 行政 處 分に 委任す る 事に 止めた.^ 

其徵發 必要 船舶 收用 使用に 於て は 現下の 形勢に 照し 甚だ 稀なる が 如しと 雖 

も、 戰 局 進展の 須要 上我國 船舶 を 以て 聯合 與國 軍事上の 輸送 を 援助す るの 必要 

ある 時に 當 、り、 船 舶 業者と 合意 成立せ ざる 場合に 於て 勢 ひ 之れ を 適用せ ざる を 

得ざる ベ く、 造 船 所の 收用 使用に 至りて は是亦 時局の 必要 上 聯合 與國と 協同 造 

船の 計 畫を樹 つる 等の 事 あるに 當り 其收用 使用に 關し 造船所と 合意 成立せ ざ 

る 場合に 於て は、 勢 ひ 之れ を强 制する に 非 ざれば 以て 策應の 目的 を 達成す ベ か 

らゃ。 而 して 船舶 又は 造船所 使用 收 用に 當， 9 現に 之れ に屬 する 船員 又は 操業 

者 を 其 儘 傭 使す る を 必要と する 場合に 於て は 之れ を 供用せ しむる 途を 開け. 9- 

之れ 本條の 規定 を 要する 所以な り， 

笫五窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂  三 六 五 


祌戶 市お 刖玆ニ 神 C- 海運 五十 年史  三. K.K 

補助 船處 S 第 八條の 遠洋航路 補助 法に 依る。 命令 航路に 馬す る 船 

に 特定し ある 條 項の 外 當然本 令の 適用 を受 くべき は 論 を 俟 たやと 雖 

命 分 航路 は 大體上 旣に帝 國議會 の 協 贊を經 たる 豫算及 年限の 範園內 

れを 維持 繼耮 する の 考案な り、 其 理由 は 現在の 命令 航路 は 平時 船檟の 

糜なる 時の 計算に 基き 成立した る ものなる に 依り 恰も 傭船 料の 最廉 

、り、 傭 入れ を 約した る 船舶 は 由って 生すべき 運賃 も 亦 格別に 低廉なる 

如 く. 他 の 自由 航路に 比すれば 槪ね 半額 以下の 運賃に 限定 せら れ. 之 れ 

贸^ 上 現に 公衆の 受 くる 利益 は實に 鮮少に あらや。 今 之れ を 解除す 

受命會 社に 利益 を與ふ ベ き も. 公 衆 は 損害 を受く る ものなる を 以 て、 海 

之れ を存 殺す る は！：：； に 必要の 處置 たる に 由るな り。 

歐航 補充 船 旣に 之れ を存锫 するとせば 因って 生すべき 

め ざ るべ からす。 歐洲 航路に 於て は旣 に八阪 丸. 宮 崎 丸の 

失 ひた， り。 同 一 資格 船 を 以て 之れ を 補充す る こと 旣に難 


保證 する 能に す。 况んゃ 內外航 も 船腹 調節 上 之れ を 伸縮 


障碍 は 之が 排 

如き 最高級の 

し。 今後 被害 

按排す るの 必 


h,。 故に 戰時 中に 限、 り 稍，. 低級の 船舶と 雖も之 


命令 航路に 充當す 


は該法 

，現在の 

於て 之 

めて 低 

るに 當 

得る が 

*c り て 

は 寧ろ 

政策 上 

除に 努 

良 船 を 

なき を 

要に 迫 

る の 涂) 


を 開く の耍 あ， 5。 

乗組員 保護 第 九 條は戰 地 

の 生命 健康に 對 する 保護 若 

助 料の 支給 方 等の 施設 を 命 

の 設備 を 命 やる 等 努めて 危 

其 施行 期間 第十條 以下 谷 

瞭 特に 說明を 加 ふるの 要な 

し。 本 令 は戰時 中に 於け る 

からす。 戰爭は 講和 を 以て 

あ、 りて は 講和の 瞬間に 於て 

國の 例に 於て は 多く 講和 後 

に 於て は 一 年に して 平時に 

戦時 船舶 管理 舍 

第 一 條 日本 船舶 は 遞信大 

を 所有し 得ざる 者に 讓渡 


卽ち 危險區 域に 發 


く は 死傷 

若しくは 

防止の 途 

る ベ し。 

別法 令な 

想す ベ き 

ちに 平和 

年若し く 

する 事に 


者 等 あ 

必要の 

を講せ 

, "？ィ 

维け W 

る を 以 

は 論 を 

の狀態 

は 二 年 

適 當 な 


臣の 許可 あ， 9 たる 

し 貸 渡し 擔保 に 洪 


著す る 我 船舶に 對 しその 乘組員 

,9 たる 時に 於て 手當 若しくは 扶 

場合に 於て は 武装 又は 無線電信 

しめんと する にあ 、り。 

期日 及び 經過法 等に して 一 目 明 

各 項 に 於て 一 言 附 加の 要 ある ベ 

て、 戰 時 中の 定義 を 限定せ ざる ベ 

俟た ざれ 共、 斯 る 世界的 大戰亂 に 

に復歸 する こと 固よ-り 難し。 各 

を 以て 限度と なすに より て、 本 令 

る 限度 を 認め 各 規定せ り。 

場合 を 除く の 外 之れ を 日本 船舶 

し 又は 引渡す 事 を 得す 製 造. 中 の 


第五 章 大正 初期 及歐 洲戰亂  一二 六セ 


紳 戶市史 別 錄 二 神 G- 海運 五十 年史  S 六 八 

船舶に 付 亦 同じ 

第二 條 遞信 大臣の 許可 ありた る 場合 を 除く の 外 日本 船舶 を 所有し 得ざる も 

の ， 注文に 依、 り 船舶 を 製造す る 事 を 得す 

第三 條 日本 船舶 は 政府の 命令 又は 遞信 大臣の 許可 ありた る 場合 を 除く の 外 

外 國諸港 間の 航行に のみ 從事 する 事 を 得す 

第四條 遞信 大臣 は 日本 船舶に 對し 外國の 一 港より 外國の 他の 港に 至る 旅客 

又は 貨物の 運送 を 禁止 又は 制限す る こと を 得 

第 五條 遞信 大臣 は 日本 船舶に 航路 を 指定して 航海 を 命じ 又は 特定の 旅客 若 

しく は货 物の 運送 を 命す る 事 を 得 

第六條 遞信 大臣 は 日本 船舶に 對し連 送賃を 制限す る こと を 得 

第七條 遞信 大臣 は 相當の 補助金 額 を 定め 日本 船舶 造船所 又は 造船に 要する 

材料 器具 機械 を收用 又は 使用す る こと を 得 造 船中の 船舶に 付き 亦 同じ 

前項の 場合に 於て 遞信 大臣 は 船舶 又は 造船所と 共に 其 船員 又は 操業 者 を 供 

用せ しむる 事 を 得 

遠洋航路 補助 法 第 十 一 條 第三 項 及第 四 項の 規定 は 第 一 項の 補償金 額に 對し 


不服 ある 者に 付 之 を 準用す 

第八條 遞信 大臣 は 遠洋航路 補助 法に 依 

付き 別段の 規定 を設 くる 事 を 得 

第九條 遞信 大臣 は 日本 船舶に 對し 船員 

認 むる 事項 を 命 やる 事 を 得 

第十條 第 一條 乃至 第三 條の 規定に 違反 

逢 反した る 者 又は 第 七條の 規定に 依る 

は 二 年 以下の 懲役に 處す 

第 十 一條 第 四條の 規定に 依る 禁止 若し 

の 規定に 依る 命令に 違反した る 者 は 一 

金に 處す 

第 十二 條 第 六條の 規定に 依る 制限 を 超 

以下の 懲役 又は 三千 圓 以下の 罰金に 處 

超えた る 部分 は 之れ を沒收 

とき は 其 廣 格 を 追徵す 


る 


の 


し 


保護 叉 は 

た る 者、 第 

用 使用 若 

よ .讳， 艮 ： 

年 以下の 

て 運送 賃 

■ 前 項の 場 


に 使用す る 船舶の 資格に 

船舶の 設備に 關し 必要と 


す、 若し 其 全部 又は 一 部 


五條の 規 

しく は 供 

違反した 

懲役 又は 

を 領收し 

合に 於て 

を 沒收す 


第五 章 大正 初期 及 欧洲 戦亂 


定に K る 命 4" に 

用 を 拒みた る 者 

る 者 又は 第九條 

五千圓 以下の 罰 

たる 者 は 三 箇月 

運送 賃の 制限 を 

る こと ss はざる 


神 戶市史 別玆ニ 神戶海 遝 五十 年史  一二 七 〇 

第 十三 條 本 令に 依る 遞信 大臣の 職務 は 朝 鮮. 臺 潸 又は 闢東 州に 在 b て は 朝鮮 

總 督.臺 潸總督 又は 關 東都 蝥、 遞 信 大臣の 監督 を 承け 之れ を 行 ふ 

附 則 

本 令 は 大正 六 年 十月 一 日よ， 9 之れ を 施行す 

本 令 施行の 際 現に 日本 船舶 を 所有し 得ざる もの に 貸 渡し 若しくは 擔 保に 供す 

る 日本 船舶 又は 外 國諸港 間の 航行に のみ 從事 する 日本 船舶に 付て は 本 令 施行 

後遲滯 なく 遞信 大臣の 許可 を 申請すべし. 日本 船舶 を 所有し 得ざる ものに 擔保 

に 供す る 製造 中の 船舶 又は 其 注文に 依 b 製造す る 船舶に 付亦间 じ、 本 令 は 講和 

條約 調印の 日よ. 5 一  年を經 過した る 時 は 其 效カを 失 ふ 

管理 令 施行規則 

第 一 條 戦時 船舶 管理 令 第 一 條の 規定に 依る 許可 を 受けむ とする 者 は 其 事由 

及 左の 事項 を 記載した る 申請書 を遞信 大臣に 差 出すべし 

H 船舶の 種類、 名稱及 總噸數 

二 譲 受けむ とする 者 借 入れむ とす る 者、 抵 當 權を收 得せん とする 考叉 は 引渡 

し を 受けん とする 者の 國籍 住所 及 氏名 又は 名稱 


1  ヒ 

则 


第二 

由 


糊 

し 


賣買檟 格、 賃 貸 料又擔 保す ベ き 

契約の 日 附及貸 渡しの 場合に 

は 債務の 辨濟期 

船舶 引渡しの 時期 及 場所 

前 各 號の外 特殊の 事項 を定む 

第 一 號の 事項の 種類 及 資格， 機 

ェ 月日 竝に. 竣工 年月日と す 

條 戦時 船舶 管理 令 第二 條の 

及 左の 事項 を 記載した る 申請 

前條 第二 項に 揭 ぐる 事項 

注文 者の 國籍及 住所 及 氏名 又 

製造 引受 價格 

前 各項の 外 特殊の 事項 を定む 

項の 許可 を 受けた る もの は 其 

を 了. 9 たる 時 は 其 都度 之れ を 


債權額 

あ， 5 て は 其 期 間、 擔 保に 洪 する 場合に あ， 5 て 


ると き は 其 事 項、 製 造 中の 船舶に 付て は 前項 

關の 種類、 計畫總 噸數、 計畫實 馬力、 計畫 速力、 起 

規定に 依る 許可 を 受けん とする もの は 其 事 

書 を遞信 大臣に 差 出す ベ し 

は名稱 

る 時 は 其 事項 

船舶に 付き、 龍 骨の 据付， 進水、 試運轉 又は 引渡 

遞信 省に 屆出づ ベ し 


第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂  一 11 七 一 


；總 噸数 


祌 戶 市 史 剁玆ニ 神戶 海運 五十 年史 

第三 條 戰時 船舶 管理 令 第三 條の 規定 

及 左の 各項 を 記載した る 申請書 を遞 

； £ 船舶の 種類 名稱及 

II 豫定 航路 

0 航行に 從事 する 期 

§ 運送 賃 

五 船舶の 全部 を 以て 

所 氏名 又は 名稱竝 

前項の 許可 を 受けた 

省に 屆出づ ベ し 

第四條 外國の 一 港よ 

本 船舶の 所有者 は 前 

• 但し 政府の 命令に 依 

た る 場合 又は 近海 航 

前條^  二 項の 規定 


運送契約の 目 的 

に 傭船契約 書の 

る 者 は遞信 大臣 


り 他の 港に 至る 

項 各號の 事項 を 

る 場 合、 戰 時 船舶 

路 のみ を 航行す 

は 前項の 場合に 


に 依る 特許 

信 大臣に 差 


を受 

出 す 


と 爲す 場合 

寫 

の 指定す る 

旅客 又は 貨 

遞信 省に BI 

管理 令 第三 

る 場.！? 口 は此 

之 を 準用 す 


出 


一一 一七 二 

けんとす る 者 は 其 事由 

ベ し 


に 在 


りて は 傭船 者の 國 鐯. 住 

b 航 運の 槪况 を遞信 

連 送 を爲さ ん とする 日 

ベ し 

規定に 依る 許可 を 受け 

に 在らす 


大 


第 五條 遞信 

航海 を爲さ 

定 して 當該 

遞信 大臣 に 

爲さ しめん 

及 員 數、 貨 物 

し 

第六條 遞信 

運送 賃を 制. 限 

し 又は 當該船 

第七條 總噸數 

は 左の 事項 

伹し 造船 獎 

二) 造船所の 

(二) 工場 船臺 

第五 草 


大臣に 於て 戦時 船舶 管理 令 第 五條の 規定 


むる 時 は 航路の 起 點、 終 

舶の 所有者に 命令す ベ 

て戰時 船舶 管理 令 第五 

する LJ き は 船 積 陸 場げ 

付て は 其 種類 及 數量を 


點及 寄港地 竝に 

，ふ 

條の 規定に 依り 

の 場所 及 時期 竝 

指定して 當該船 


に 依 b 航路 

航海の 期間 

旅客 又は 貨 

に 旅客に 付 

舶の 所有者 


令 第 六條の 規定 

は 運賃の 最高 格 

し 

し 得べ き 設備 を 


に 依 h- 日本 

を 指定して 


臣に 於て 戦時 船舶 管理 

せし むる 時 は 傭船 料 又 

舶の 所有者に 命， 令 す ベ 

千噸 以上の 船舶 を 製造 

を遞信 省に IB 出づ ベ し 

勵 法に 依り 届出た る 場 

位置 

及 船渠の 設備 

大正 初期 及 欧洲 戦 a  三 七 コ一 


を 指定して 

及 度 數を指 

物の 運送 を 

て は 其 等級 

に 命令す ベ 

船舶に 對し 

之れ を 告示 


有する 造船所の 所有者 

■& は此限 ，5 に 在らす 


神 戶市史 刖錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  三 七 四 

(三) 船體及 機關を 製造す る に 必要なる 機關の 種類， 數及カ 

前項の 届出 事項に 變更 ありた る 時 は 其 旨 を 届出 づ べし 

第八條 總噸 數千噸 以上の 船舶の 製造に 著 手した る 者 は 第二 條各號 の 事項 を 

遞信 省に 届出 づ ベ し 

但し 造船 獎勵 法に 依り 届出で たる 場合 及戰時 船舶 管理 令 第二 條の 規定に 依 

り 許可 を 受けた る 場合 は此 限， 9 に 在らす 

第二 條 第二 項 及前條 第二 項の 規定 は 前項の 場合に 之 を 準用す 

第九條 遞信 大臣に 於て 戦時 船舶 管理 令 第 七條の 規定に 依る 收用 又は 使用 を 

爲 さんと するとき は 船舶に 付て は 引渡しの 時 期. 材 料. 器 具、 機 械に 付て は 引渡 

の 時期 及 場所 竝に 種類 及 數量を 指定して 當該 船舶 造船所 又は 物件の 所有者 

に 命令すべし 

前項の 場合に 於て 船舶 又は 造船所と 共に 其 船員 又は 操業 者 を 供用せ しめん 

とするとき 其 旨 を當該 船舶 又は 造船所の 所有者に 命令す ベ し 

第十條 遞信 大臣の 吿示 又は 指定す る 危險區 域 を 航行す る 日本 船舶の 所有者 

は 豫め其 乗組員に 對 する 給與 方法 を 定め 之 を遞信 省に 届出 づ ベ し 


第 十 一 條 本 令 中 船舶 所有者に 關 する 規定 は 船舶 借 入 人に 之 を 準用す 

本 令 中 船舶 所有者に 對 する 命令 は 商法 第五 百 六十 六條の 規定に 依り 船長の 

權 限に 屬 する 事項に 付て は當該 船舶の 船長に 之れ を發 する こと ある ベ し 

第 十二 條 第二 條 第二 項 第三 條 第二 項 第四條 第七條 第八條 及第 十條の 規定に 

依る 屆出を 怠， 9 たる 者 は 三 箇月 以下の 懲役 又は 百圓 以下の 罰金に 處す 

本 令 は 戦時 船舶 管理 令 施行の 日より 之れ を 施行す 

第 一 條 乃至 第三 條の 規定 は 戦時 船舶 管理 令 附則 第二 項の 規定に 依り 許可 を 

申請す る 場合に 之れ を 準用す 

戦時 海上 保 歐洲 戰亂勃 發以來 海上 危險の 程度 頓に增 加す。 此救濟 方法と して 大正 三年 

險 補償： S-1 

W 保險法 九月 十二 日 戦時 海上 保險 補償 法， 同 施行規則 發布 せら れ， 日 本の 保險 業者 又は 外 

國保險 業者の 日本に 設けた る 支店 事務所 若しくは 代理店が 主務 官廳の 定めた 

る 海上 保險 料率 以下に 於て 保險 契約 を爲し 戰爭に 依り 生じた る 損害 を 填補し 

たる 時 は 政府 は保險 業者に 對し 其塡補 額の 一 部 を 補償す る こと , なれり。 其 

補償 を受 くる 事 を 得べき 保險の 目的 は 日本に 船籍 を 有し 主務 官廳の 定めた る 

第五 草 大正 初期 及. 欧洲 戦亂  三 七 五 


祌 戶 市史 別 玆 二 祌戶 海運 五十 年史 

航路の 航海 を爲す 船舶 (但し 政府に 徵用 せら 


け 叉 は 之に 對し船 

本より 轅 出し 若し 

戰 局の 擴大 と共に 

保 險 法、 同 年 八月 二 

戰時 海上 保 險柿償 

擴大に 伴ひ屢 "改正 

日. 六 年 十二月 十四 

れも農 商務省 告示 

せば 左の 如し。 

一 內 地と 朝 


三 

五 


桟ゴ と. Bf. 

臺 灣. 朝 鮮 

內地. 朝鮮 


舶の 全部 を以 

く. 1^  flf 人す る 

海上 危險倍 々 

十八 n 同 法 施 

法竝に 再保險 

せらる。 大正 

日. 七 年 | 月 三 

を 以て 定めら 

鮮. 臺 灣. 樺 太 間 

0.0  0 問 

間 

內 地. 朝 鮮. V.S 灣 •： 

.0 货. 樺 太と 浦 


增 加す 

行 規定 


一二 七 六 

外國 政府 若しくは 外國 人に 货附 

て 運送契約の 目的と 爲 したる 場合 を 除 く) 及 日 

積 荷 又は 上記の 船舶に 搭載す る 積 荷と 爲せ. -。 

る爲め 大正 六 年 七月 二十日 戦時 海上 再 

の 發布ぁ ，5. 戰 時 海上 保 險法廢 せらる。 

0 保險 料率 は戰 局の 進展と 危險區 域の 

月 十二 日、 六 年 九月 十四 日、 六 年 十月 十三 

七 年 五月 二十 五日、 七 年 十 一 月 十八 日 何 

大正 七 年 十 一 月 十八 日 改正の 料率 を 示 

0 


に 依 

年 九 

1 日. 

- 今 


樺 太. 浦 潮. 露 領 沿海州 諸 港 間 

潮. 露領 沿海州 諸 港 間 


五 

五 


錢 

錢 


六 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と 澳門 以西 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 

謹) 間 .  五 餞 

七 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關東 州と 新嘉坡 以西、 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 

八 


ほ  1 


含む 

內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と 蘇 士經由 ジブ ラ k タ y 以北 歐洲 大陸 沿 

岸 (c^si^ii) 諸 港 ® に 英國 (む-^ チ。 §I^iy 諸 港 間、 r パ- 以北 


ハ^ウ ヰ， ンチ 

に 至る 英國諸 港 以外に 付て は ドン  」ヽ レ 1 

-パ I 海峡 通 通の もの.^ 除く  )  .K  Jr 

九 同上 喜 望峯經 由の もの  三十 餞 

O 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州 と英國 (_UW^KS^i，) 間 (蘇 士經 由) 

七十 五錢 

1 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 本關 東 州と 力 レ ー 以北 ス タウ バ ンガ ー に 至る 歐洲 

大陸 沿岸 諸 港 間 (I 難 個 s 麵ほ 其) (蘇 士經 由)  九十 錢 

1 一 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と 蘇士 以南 ガ ル ダ フ キ 岬に 至る 亞弗利 加 

沿岸 諸 港 間  五 餞 

三 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と ガ ル ダフ ヰ 岬 以南 ケ ー プ タク ンに 至る 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  1 二. t 七 


神 戶市史 ^ss  二 神戶 海運 五十 年史  三 七 八 

, 亞弗利 加 沿岸 諸 港 (ひ= な 錢ヒ 間  五 錢 

四 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 本闊 東 州と ケ ー プ タク ン 以北 ジブ ラ ダタ ^'海峡に 

至る 亞弗利 加 沿岸 諸 港 (！： なじ^ S ケ) 間  五 錢 

五 内地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 腸 東 州と 瓜哇 (^^^Mse ス マ トラ (""^お 

^て アリン ビン Js に) 豪州へ ノ I スゥ H スト 岬より リ ユン 33  E  «x 

至る 沿岸 及 其 l&s  、一 .a お I- ウイン 岬に 至る 西 沿岸 、 "ft  玉  翁 

六 內地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と -ー ュ ー ギ -ーァ (H) 濠洲 (MK^al^ 

ゆ 除) 新西蘭. 佛 領 -ーュ ー カレ ド- ーァ. ビス マ ー ク群 島. ソ & モン 群 島. フ 

イジ ィ 群島. サ モア 群島. ソ サイ チイ 群島 間  五 錢 

七 內 地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と 瓜 桂 ス) ス マトラ (U 化 n 

隱靈 匿お 5 ボ ^ ネ ォ， 其 他蘭領 東印度. 濠洲 (； ； に" 諸 

港 問  五錢 

八 內地. 朝鮮. 臺湾. 樺 太 .闆 東 州と 呂宋島 間  五 錢 

九 内地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と 比律賓 群島 間  五 錢 

〇 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と。 フレ ザント 島. ォ —シ ヨン 島 • マリアナ 群 

島. 力 "リン 群島. マ ー シャル 群島 間  五 錢 


J 餞 餞 
諸 


三 內地. 朝鮮. 


四 

九 


內 地. 朝 鮮 

諸 港 間 


內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 闊 東 州と クリスマス島 • マカテア島 間 五 餞 

內 地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と 布哇間  五 餞 

灣. 樺 太. 關東 州と 加奈 太. 北米 合衆國 太平洋 沿岸 諸 港 間 

(直航) 五 餞 

(布 哇經 由) 五 錢 

灣. 樺 太. 闘 東 州と 墨 西 哥及其 以南の 亞米利 加 太平洋 沿岸 

五 餞 

ジブ-ノレ ノタダ 以北 歐洲 大陸 諸 港 (^； ^きき^ iit) 英國 (お 口お？ 

ン Ll 至る 束ノ 者 §  HI  i  offl へド— パ I 以北 ハかゥ ヰ ツチに 至る 英國諸 港以ン  三 h  i 

海岸 ^除く) 爵湾ォ 互- ft  I 外 LL 付て はド -パ- 海峡 通過の もの^ 除く  )  三 II 

香 港. 呂 宋島間  五 餞 

香港. 比律賓 群島 間  五 

澳門 以西 新 嘉坡に 至る 亞細亞 大陸 沿岸 諸 港と 呂宋島 間 五 

亓 M  。お .- き、 クャ バヘク ドょ リサ ウス ノス マ トラ、 バン ダカ リスよ リコ タラ ジャ. * 經 

菊 坊と 仄咩 (岬に 至る 南 沿岸^ 除く  、ス マ ラ I プリン ビングに 至る 沿岸 及 其 諸島 

港 間  五 餞 


0 新嘉坡 と瓜哇 (I; 


ジャバ 广 -ソド よ リ サン 

ス 岬-」 至る 南 沿岸」 


ス マ 


ラ 


バ ン ダカ" ス. *り づ タラ ジャ. V4- 綞て プノ 

リン ビング に 
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神 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史  一 一一 八 ◦ 

五 餞 

一 -.4  S  、クャ バヘク ド. r* リサ ウス ノス マト, 7  、 バン ダカ V スょリ "タラ クヤ^ 鸫て プノ  §  ««. 弗 

一 瓜时 (岬に 至 ろ 南 沿岸 vi- 除く  )  - ノ マ トラ I リン ビングに 至る 沿岸 及？！； SS 島^ 除く」 菊 pa*  f 

領 一一 ュ ー カレドニア. ビス マ ー ク群 ft. ソ& モン 群島. フ ィ ジ ィ 群島 *サ 

モア 群争ソ サイ チイ 群島 相互 間  五 錢 

二  -ーュ ー ギ -ーァ (随^な) 濠洲 ね g^us" ン) 新西蘭. 佛領 -ーュ ー カレ 

ドー ーァ. ビス マ— ク群島 • ソ" モン 群島. フ イジ ィ 群島. サ モ ァ群島 *ン サ 

ィ チイ 群島 相互 問  五錢 

一二  i  4£  、 ジャバ ヘッドよ リサ ノス f> ト,, r ハング カリスより コ？ フクヤ^ 钰て. u=  、ノ  I スゥ * ス 

三 ^ほ 一 ウス 岬に 至る 南 沿岸、 ス マ トラ 广ァ "ン ビングに 至ろ 沿岸 及 其 諸島 y- _a  I ト 岬より" ュ 

_ l^^s 相互 間  五錢 

.£  、ジャ バヘク ドょ リサ ウス ノス マ .、| -7  r ハング カリスよ リコ タラ^ ヤ^ 鉉て. フン *s レネす 

^ は (岬-」 至る S 沿岸^ く  、ス マトラ I リン ビング：， LSI る 沿岸 及 其 諸島^ 除く  、 オノ ォ.^ 

其 他の 蘭領 東印度. 康洲 (；： に，ば；； 精れ^ 諸 港と-一 ュ， "ギ -ーァ (5i 

く) 濠洲 (ぉ^ ね l^ul") 新西蘭. 佛領 -ーュ ー カレ ドー 一 ァ. ビ ス マ 1 

ク 群島. ソ n モ ン群 島. フ イジ ィ 群島 *サ * ァ 群島. ソ サイ チイ 群島 間 

五 餞 

&  ^圭へ ゥャパ へ クド より サゥ 7 ニス マ ト -7 「 ハング カリスより n タラ ジャ^ 經て プン^ レネ ォ 

HS  ^  P パ S に 至る 南 沿岸^ 除く  ) ス マトラ I リン ビングに 至る 沿岸 及 其 諸島 な 除く /- オノ  3 ヌ 


其 他蘭領 東印度. 濠洲 (J- ：: お-； 1KI ね S) 諸 港と 濠洲 (ド： お^ IS ュ) 

t  、， シャ バヘク ドょリ サン； マ トラへ パン 圹 カリスより コタ ラジャ^ 經てン Bg 

es E- (ウス 岬に 至ろ 南 沿岸、 -ノ マ トラ, プリン ビングに 至る 沿岸 及 其 諸島 j 

五 錢 

三 六 -ーュ I キュア (闘 1) 濠洲 (i^lsli^s" ン) 新西蘭. 佛領 -ーュ ー カレ 

、ド -ー ァ. ビ スマ ー ク 群島- ソ ロモン 群島. フ イジ ィ 群島. ナ モ ァ 群島- ソ サ 

ィ チイ 群島と 瓜哇 (=1 は^ | お ス マ ト ラ (.ug お； S お；^ て) 

濠洲 (X ひ 間  五 錢 

三 七 營 口より 澳 門に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (13 新嘉坡 と瓜哇 (K 

沿岸^ ン, f  !y  ,  ,7  、 バン ダカ リスよ リコ タラ ジャ^ 經て アン =fl へョ I ク 岬より ノ  I スウェー as 

除く  j スマ トラ (リシ ビングに 至る 沿岸 及 其 諸島^ 除く j 浸效 (スト 岬 Li 至る 北西 沿岸 jBS 

五 錢 

三 A 比律賓 群島 ト瓜桂 お^ ス) ス マ トラ。^^;^^ お JSS 

S ボ て ォォ、 其 他の 蘭 領東印 度. 濠 洲 (！^ 間 五 錢 

三 九 比律賓 群島と -1 ュ ー ギ -ー ァ (H) 濠洲 削 itsw ン) 新西蘭. 佛 

領, 一 ュ ー 力 レ、 ド 一一 ァ. ビ ス マ ー ク 群島. ソ P モ ン群島 .フ イジ ィ 群島 *サ 

モア 群島 ソ サイ チイ 群島 間  五  餞 
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四 〇 


四 


四 一 


四 三 


四 四 


四 五 


W 戶市 * 別 JS  二 祌戶海 S 五十 年史  三 八 二 

比 律 賓-瓜 桂 aui^su) ス マ ト ラ Gusus^r ャ きて) 濠洲 

へノ  I スゥ H スト W- より リ ユン aj  , 

,1 ウィン 岬に 至る 西海岸 、BE  五錢 

香港 叉 は新嘉 坡とプ レ ザ ン ト島. ォ ー シ ョ ン島. マ リア ナ 群島. マ ー シ 

ャ 〃群島. 力 P リン 群島 間  五 錢 

比律寶 群島と ブ レ ザ ン ト 島. ォ ー ショ ン島 • マリアナ 群島. マ ー シャ^- 

群島-力 P リン 群島 間  五 錢 

フレ ザント 島. ォ .1 シ ョ ン島. マリアナ 群島. 力。 リン 群島. マ— シャル 

群島 4 瓜 暴 K き" ス) ス マトラ ^-^n^ii^ ボ 

, ネ ォ， 其 他蘭領 印度. 濠洲 (；！ ： に"^ |^) 諸 港 間 五 餞 

フ レザ ント 島. ォ ー シ ョ ン島. マ リア ナ群 島. 力 "リン 群島. マ ー シャ , 

群島. マ 力- ズァ & と 一一 ュ 1 ギ -I ァ へ， 頜 1*)  W へ ョ-ク 岬よ リリ ュ- ウイン ン ^  S 

I  i>  -  7  , 除く  、  S お v 岬に 至る 北， a 沿岸〜 除く 」 菊 西 

蘭. 佛領 -ーュ —カレ ドー ーァ. ビス マ ー ク 群島. ジ p モ ン 群島. フ イジ ィ群 

島. サ モア 群島. ジ サイ チイ 群島 間  五  錢 

ブレ ザント 島. ォ —ショ ン島. マリアナ 群島. カロ リン 群島. マ ー シャ ダ 

群島 • マカテア島 諸 港 相互 間  五 餞 


四 六 布哇 とプレ ザント 島. ォ —シ ョ ン島. マ リ アナ 群島. 力 。リン 群島. マ ー 

シャル 群島 間 -  五 錢 

四 七 布哇と クリス マ ス島. マ 力 テア 島. フ イジ ィ 群島- サ モア 群 島 *ン サ イチ 

ィ 群島 間  五 錢 

四 八 布哇と 北米 合 衆 國及其 以北の 亜米利加 太平洋 沿岸 諸 港 間 

五 餞 

四 九 布 哇と墨 西哥及 其： 以南の 亞米利 加 太平洋 沿岸 諸 港 間 五 餞 

五 〇 北米 合 衆 國及其 以北の 亞米利 加 太平洋 沿岸 諸 港 相互 間 五 餞 

五 一 墨 西 哥及其 以南の 亞米利 加 太平洋 沿岸 諸 港 相互 間 五 錢 

五 二 墨 西 哥及其 以南の 亜米利加 太平洋 沿岸 諸 港と 北米 合 衆 國及其 以北 

の 亞米利 加 太平洋 沿岸 諸 港 間  五 餞 

五三 ジブ ラ k タ レノ 以北 、欧洲 大陸 諸 港 (5^51 き si j きい) 英國 (お 

諸 港 i 英國 (Kttpgsr) 諸 港 間  四十 五 餞 

五 四 新嘉坡 より 蘇士に 至る 亞細亞 大陸 (IgJ 沿岸 諸 港と ス マト ラ. 瓜 哇. 

"KAKL  、ョ ー ク辦ょ リリ ュ —ウノ  广 L  も X 

濤效 I イン 岬に 至る 北西 沿岸 j  3  も 
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五 五 

五六 

五 七 

五八 

五 九 

六 〇 

六 一 

六 二 


戶市史 別 SS  二 神戶 海運 五十 年 *  三 八 四 

營 口より 新 嘉坡に 至る 亞細亞 大陸 沿岸 諸 港 と蘭領 東印度 

(ほ^^い) 英領. ホ レノ ネオ 間  五錢 

營 口より 澳 門に 至 る 亞細亞 大陸 沿岸 諸 港 85^^) と 北 合衆國 太平洋 

沿岸 諸 港 間  五錢 

營 口よ， o 新 嘉坡に 至る 亞細亞 大陸 沿岸 諸 港 嘉) と露領 沿海州 

諸 港 間  五錢 

ジ ブ ラ \ タ レノ 以北 欧洲 大陸 沿岸 諸 港 (ひ^は^ ど 英國諸 港と 和 

蘭ナ 抹. 瑞 典. 諾 威 (：： おおけ) 諸 港 間 は) 

ガ \, フ ヰ 岬 以南 喜 望峯に 至る 亞弗利 加 東海 3- 

相互 間 

喜望峯 以北 ジ ブラ クタ ル 海峡に 至る 亞弗利 加 大西洋 沿岸 諸 港 (^§ 

UJJr) 相互 間  パ- 五 錢 

內 地. 朝 鮮& 灣. 様 太. 關東 州と 安東よ， 5 澳 門に 至る 支那 沿岸 諸 港 (51 

五 錢 


ニ圓 二十 錢 

マ 55- がスカ か マ 

ゥ リチュ ス島, 5- 含む 


五 


あ 


V 


內 地 • 朝 0.0 灣 ，樺 太. 關 東 州と カレ— 以北 スタ クバ ンガ ー に 至る 歐洲 


六 三 


六 四 

六 五 


六 六 

六 七 

六 八 

六 九 


大陸 沿岸 諸 港 間 (SJig (喜 望峯經 由)  六十 錢 

內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺. 本關 東 州と ジ ブラ ルタ ル 以北 欧洲 大陸 沿 岸 ($ス U 

バ ゾが— に 至) 者 § 立 - , 、ハ ^ゥヰ クチ 以北 アバ —デン 者 §  as  、ド— バ ，以北 ハ ^ゥ ヰ- ソ 

る 沿岸.^ 除く /-  aw  ^  J  I  ^  T 1 シに 至ろ 束 海岸^ 除く、  as ぎ BE  ,チ に 至る 英國^ 港 以外- IL 

覿ぉぉぉ 峡) (巴 奈馬經 由)  二十 餞 

內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と カレ ー 以北 ス タク パ ンガ —に 至る 歐洲 

大陸 沿岸 諸 港 間 (giisg  (巴 奈馬經 由)  五十 餞 

內 地. 朝鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と カレ， I 以北 スタ クバ ンガ— に 至る 歐洲 

大陸 沿岸 諸 港 經由ス タク パンガ ー 以北 歐洲 大陸 沿岸 諸 港 間 (lis 

雜 ル)( 巴 奈馬經 由)  A 十 餞 

同上 (蘇 士經 由)：  一圓 二十 餞 

同上 (喜 望峯經 由)  九十 錢 

力 レ ー 以北 ス タウ- パ ンガ— に 至る 欧洲 大陸 沿岸 諸 港 相互 間 (lg 細 | 

？ン  一二 十 錢 


內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關東 州と ポ， 'トセ ッド 以西 チュ 一一 ス港 お， ^ い 

至る 亞弗利 加 地中海 沿岸 シシ- —島 (き は | お 盼ぼ) 及 マ ルタ島 諸 
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神 戶市史 別 ssni 祌戶 海運 五十 年史  三 八 六 

港 間 (蘇 士經 由)  十五 餞 

七 o 內 地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と チュ -ー ス港 G^ty 又は 伊太利 ぉきナ) よ 

，り ジ ブラ \ タ ダ 海峡に 至る 地中^ 沿岸 竝に シ シ リ ー 島 ("きむ, お "われ 


七 一 

七 二 

七 三 

七 四 

七 五 

七 六 


岸) 諸 港 間 (蘇 士經 由)  三 十 錢 

チ ュュス 港 (iy^) 又は 伊太利 (^ナ ) よ b ジ ブラ レノ タレ ノ 海峡に 至る 

地中海 沿岸 竝に シシリ ー 島 (1^ 綱：^^: ナ) 諸 港 相互 間 十五 錢 

內地. 朝 鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と 蘇 士經由 巴 奈馬蓮 河 (i^s) 以北 亞米利 

加 東海岸 諸 港 (§1 籠) 間  三 十 錢 • 

1 二？，，  7 レ，， - レ. A こ 允：； fl へ カレ- W 北ス タウ バ ゾゲ 至る 大陸 沿岸 及ハ * ウノり 者 

同上 ジフラ ルタ ルぉ北 KI:  ヰ クチ 北 アバ-ディ- ン： ，1 至る 英國 東海岸^ 除く、  e 爵 

ifsJH に 3  t» り、 ド I パ- 以北 ハル ゥ丰 ツチに 至ろ 英國諸 港以)  i  t  0 

港を經 由す る もの r 外に 付て に ド-バ _ 海岸 通過 s むりん 除く  )  ノ. 1 ^ 

內 地. 朝 鮮，. 臺 湾. 樺 太. 關東 州と 蘇 士經由 B 奈馬運 河^? 以 南 亞米利 

加 東海岸 諸 港 間  三 十 餞 

1 . • ' , - 1, , j  4«J  w  、カレ.： 以北 ス タウ パンゲ-に 至る 大陸 沿岸 及ハか ウノり 者 

同上 ジフラ ルタ 户 も 北 Ik  ヰ- ソチ 以北 アバ-ディ I ン に 至る 英國柬 海岸， 4- 除く c  f 

き- a  りへ ド-パ 北ハ？ リヰ ツチ-」 至る 英！： ^港以  一  T>  4> 

港を經 由す る もの (外に 付いて はド I パ- 海峽： g- 過 SI- s^- 除く /-  /  4  0 

內 地. 朝 鮮ま 湾. 樺 太. 關柬州 ふ 巳奈馬 經由 巴奈馬 運 河 以 北^ 米 


利 加 東海岸 諸 港 間  五 餞 

七 七 內地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と 巴 奈馬經 由 巴奈馬 運河 (if  1^1 以南 亞米 

利 加 東海岸 諸 港 間  五錢 

七 八 內地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と 喜 望峯 及ジグ ラル タ ル 以北 歐 洲おズ ゆ 

パ ン が-に 至る 大陸 沿岸 及 ハ かゥヰ クチ 以ン り 者 巷 1 4«、fn  fes 馬 軍 一 & ヘ^^ 5 以 匕 S 衣 

北 アバ-ディ. 'シ に 至る 英國 東海岸^ 除く j  «  f  ^  f  s  E  *a  B^'  a  f , 河ん，. 含む、 お IT  3 え 

口  JBd  J#;.w-*a 巷/西 印度 諸ン バ- 以北 ハヤ ゥ ヰ- ソ け-」 至る 英國^ ^以) 丘 4« 錢 

禾カ 凍淘 3I«:;WE 雜^ 島^ 含む」 BE (外に 付いて はド— パ— 海峡 通過の もの，. J- 除く、  3  i  § 

七 九 內 地. 朝鮮. 臺灣. 樺 太. 關東 州と 喜 望 峯及ジ ブラ ルタ ル 以北 歐洲 (^7>§ 

パ  > 'が- に 至る 大陸 沿岸 及ハ シゥ ヰ- ソチ以 一り 者， 1KH  far  fei  E? 軍 一 可へ 巴 ま！! 運" -以 ^  E  R 

北ァパ _ ディ， V」 至る 英國 東海岸^ 除く  y-G 篛湾齄 .HHJ*kBl;3  河^ 除く」.^ ず ？  ^ 

= '口  J«.> 】a- f  fc&  as へ ド-バ I 以北 ハかゥ ヰ、 ンチに 至ろ 英國諸 港以ー  £  .11 淺 

禾加 東海岸 諸雜 BE  (外に 付いて は ド_バ I 海峡 通過の..；， のな 除く」  m 11 

AO 巴 奈馬蓮 河 (配 f 額) 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 ぎと 巴奈馬 經由呂 

宋島間  五  餞 

八 一 巴奈馬 運河 以南 亜米利加 東海岸 諸 港と 巴 奈馬經 由 呂宋島 間 

五 錢 

A  二 巴 奈馬蓮 河 (ま ss」) 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 (§lss) 相互 間 」 

■  五錢. 
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神 II. 市史 刖 錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  一一 一八 八 

八 三 巴奈馬 運河 gflg 以南 亞米利 加 東海岸 諸 港 相互 間 五 餞 

八 四 B 奈馬 運河 (1% さ 以北 亜米利加 東海岸 諸 港へ 頭 ジ ブラ メタル 以北 

W: 、カレ-以北 ス タウ バ シ が-に 至る 大陸 沿岸 及ハ * ウノ  f  t&  RJ  7- バ —以北 ハ かゥ牛 ツチに 至る 

躍お I ヰ ツチ 3 北ァパ I ディ I ビ」 至ろ 英國朿 海岸^ 除く」 #  am. 一英 國諸港 以外-」 付て は ド-バ ー 海 

峽 通過の..^  二  41  i 

の *J- 除く  )  二 11 梦 

巴奈馬 運河 (gfig 以 南 亞米利 加 東海岸 諸 港と ジブ ラレ ノ タル 以北 歐洲 

へ カレ-以北 ス タウ.！： ゾ が-に 至る 大陸 沿岸 及ハ シゥン f  f  a?  7 - I 以北 ハ かゥ中 クチに 至ろ 英國 se 

I ヰ ツチ 以北 アバ I ディ I ン Li 至ろ 英 國贞. 海岸ん-除く」 i 湾 BE  \ 港 以外に 付て はド _ バ- 海峡 通過の もの 

3  二十 錢 


八 五 


八 


レ、 


八 七 


八 八 


巴奈馬 運河 (H ^お 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 (nil ぎと チ ュ -I ス港 

おせ 又は 伊太利 おわ ナ) より ジブ ラ レノタ ル 海峡に 至る 地中海 沿岸 竝 


チ 1 

二 ス 


シシ y  — 島 ナ) 諸 港 間  十五 餞 

^  ^  M 運 河 以 南 亜米利加 東海岸 諸 港と チュ -ー ス 港 义 は 

伊太利 ナ) より ジ ブラ ルタだ 海峡に 至る 地中海 沿岸 竝にシ シリ ー 

島 ナ) 諸 港 間  十五 餞 

巴奈馬 運河 (騄 S) 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 (SIAST 英國 (お 口， お？ 

ii3 諸 港 間  三十 五錢 


A 九 巴奈馬 運河 (配 fis) 以南 亞米利 加 東海岸 諸 港と 英國 uiu 口 sss^i—) 

諸 港 間 ，  三十 五錢 

九 o 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關東 州と 喜 望 峯經由 巴 奈馬蓮 河 (漂 M) 以 北 亞米利 

加 東海岸 諸 港 (gl5g) 間  五錢. 

九 一 內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州 i 喜 望 峯經由 巴奈馬 運河 (3^ 以 南 亞米利 

加 東海岸 諸 港 間  五錢 

九 二 巴奈馬 運河 (gg^ ぎ 以北 s 米 利 加 東海岸と 亞弗利 加 西海岸" |^) 諸 港 

間  五錢 

九 三 巴奈馬 運河 (gfig 以南 亞米利 加 東海岸と 亞弗利 加 西海岸 諸 港 

間  五 餞 

九 四 營 口よ， 9 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 嘉) と-一 ュ ー ギ 一一 ァ (H) 

濠洲 (l^islii^u ン) 新西蘭. 佛領 -ーュ ー カレ ド- ァ. ビ ス マ ー ク 群島. 

ソ 。 モ ン 群島. フ イジ ィ群 島 *サ モ ァ 群島 *ソ サイ チイ 群島 間 

五 餞 

九 五 同上 大陸 沿岸 諸 港 (lis) と 濠洲 瓜哇 (お Kils 

第五 聿 大正 初期 及 欧洲 戦亂  九 


九 七 

L  fvv 

力 ノ 

九九 

一 oo 


神 戶市史 ^^二 祌戶 海運 五 卜年史  三 九 o 

^喃) ス マ トラへ： ハング カリスよ リづ タラ ジャも 綞てン _fl  £  «s 

沿岸/ ク 一 ラマ プリシビン^に ま. る 沿岸 及 其 諸 a  ^  Dm.  玉  錢 

九 六 新嘉坡 より 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (I 偽 お L>j と-一 ュ— ギ -ーァ (I 

3 濠洲 (や：^ I5si4^ ぃン) 新西蘭. 佛領 -1 ュ— カレ ド _| ァ. ビ ス マ 1 

ク 群島. ソ C 乇 ン 群島. フ イジ \- 群 島. サ モア 群島 *ソ サイ チイ 群島 間 

五 錢 

同上 大陸 沿岸 諸 港 洲 (：；； お i_ は Isrv) 瓜 桂 (K^^K ちス マ ト 

ラ、 バン グ カリスよ リコ タラ ジャ， 4- 經 てン, a  i  «* 

-ノ, アリン ビングに 至る 沿岸 及 其 諸島 、 I  錢 

營 口より 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (Imgj 相互 間 五 錢 

新 嘉坡ょ .5 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (飾 噴繊： Jl^^) 相互 間 

五 錢 

^口より 新 爲坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (?§ 嘉) と 喜 望 峯經由 ジブ ラ レノ 

タ^ 以北 歐洲 大陸 沿岸お：： 諸 港 K 英國 U  ^0M0^ 

あ 巷 =3  <^:— バ I 以北 ハヤ ゥヰ ツチに 至ろ 英國諮 港 W ン  三 卜 き 

も A  K ^外に 付て は ド，' パ —诲峽 通過の もの^ 除く  )  三. h 翁 

一 ol 新翁坡 より 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (^u^ 錢) と 喜望峯 經由ジ ブ 

ラ〃 タル 以北 欧洲 大陸 沿岸 (仃： ^^おお) 諸港拉 に英國 


ゾ に 至る 東ノ  f  i  Bfl へ ド-バ ，以北 ハ， ゾゥヰ ツチに 至ろ 英國諸 港以ン  三 41  0 

海岸^ 除". -諸 港"^, 外に 付て はド. -バ- 海峡 通過の ものな 除く  )  三. T  ^ 

10 一一  營 口より 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (職 ||-^) と蘇士 贝南ケ ー プタ クン 

に 至る 亞弗利 加 沿岸 諸 港 (^ほ^^:) 間  五 錢 . 

1 o 一一 一  新嘉坡 より 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (i. 盘繊： 51れ む 錫) と蘇士 以南 ケ—. フ 

タウンに 至る 亞弗利 加 沿岸 諸 港 (^t^g^:) 間  五 錢 

一 o 四 營 口よ， o 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (1^1) と 巴奈馬 運河 (s§) 以 

； 北 亞米利 加 東海岸 (^籠) 間 (蘇 士經 由)  三 十 餞 

一 o 五 同上 (巴 奈馬經 由)  五 錢 

10 六 新嘉坡 より 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 が；.^) と 巴奈馬 運河 (gls 

お 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 (glgl) 間 (蘇 士經 由) 三 十 錢 

10 七 同上 (巴 奈馬經 由 一  五 餞 

1 OA 營 口よ b 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (,ぉ嘉) と 巴 奈馬運 河^ f ^5!) 以 

南 亞米利 加 東海岸 諸 港 間 (蘇 士經 由)  三十 餞 

10 九 同上 (巴 奈馬經 由)  五 餞 

二  o 新嘉坡 よ， 5 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (gfus^ 錫) と 巴奈馬 運河 (§15 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰 a  三 九 一 


神 戶市史 別 58  二 神戶 海運 五十 年史  三九ヒ 

ほ 以南 亞米利 加 東海岸 諸 港 間 (蘇 士經 由)  三 十 餞 

二 同上 (巴 奈馬經 由)  五錢 

ニー  煢 口よ， -新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (If き g 嘉) と 喜 望 峯經由 巴 奈馬運 

- 河 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 間  五 餞. 

ニー 一  新嘉坡 より 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (i^l^gf 親) と 喜 望条經 由巴奈 

M  0 河 (If  <1ぎ 以 北 亞米利 加 東海岸 諸 港 ぎ 間五錢 

一四 ぬ 口より 新 嘉坡に 至る 大陸 沿岸 諸 港 t^sj と 喜 望 峯經由 巴 奈馬運 

河 (iff!) 以南 亞米利 加 東海岸 諸 港 間  五 錢 

一 丑 新 嘉坡ょ ，9 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (f、^:sf べむ錫) と 喜 望峯經 由巴奈 

馬 速 河 さ 以南 亞米利 加 東海岸 諸 港 間  五 餞 

二ハ .ホ —トセ ッ ド3 西チ ュ-ス 港 に 至る 亞弗利 加 地中海 沿岸 シ シ 

： リ ー 島 (^^ね^^ iw) 及 マ ルタ島 諸 港 相互 間 (11) 十五 餞 

一七 巴汆蹈 M 河 (gfsg) 以北 亞米利 加 東海岸 諸 港 (slsg) と. ホ ー トセ ッド 

以西 チュニス 港 Gyl い) に 至 る 亞弗利 加 地中海 沿岸 シ シ リ 1- 島 (" ズ f 

お 及 マ ルタ島 諸 港 問  三十 餞 


A 


九 


〇 


二 


巴奈馬 運河^ f| ほ) 以南 亞米利 加 東海岸 諸 港と ポ ー トセ ッド 以西 チュ 

一一 ス 港 (お 4 い) に 至る 亞弗利 加 地中海 沿岸 シ シ y  — 島 (き は I ね S おお) 

及 マルタ 島 諸 港 間  三十 錢 

內 地. 朝鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州. 蘇 士 運河 經 由ボ- トセ ッド間 

.  ； 十 餞 

內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太. 關 東 州と 北米 合 衆 國及其 以北の 亞米利 加 大西洋 沿 

岸 諸 港 經由ジ ブ ラ ル タ レノ 以北 歐洲 大陸 沿岸お" い u^^l ヒ諸 港竝に 

宾 M へハ. ^ゥヰ クチ 以^ ァ パ 1 sf 巷 la へド I バ， W 北 ハかゥ ヰ- ソチ に 至ろ 英 SS 港 a ン ET-  .-Ai  ev  S 

戔 E  I ィ - ン-」 至る 東海岸^ 除く」 爵 ？ Si  BE 广外 に 付て は F  ，バ - 海峡 通過の もの， 除：：；、 ) 巴.^！ ^經 

由)  二 十 錢 

新嘉坡 よ、 り 蘇士に 至 る 大陸 沿岸 諸 港 (脑 蔼繊： 錫) とボ ー トセ ッド以 

西チュ -ー ス港 (SH い) に 至る 亞弗利 加 地中海 沿岸 シシリ ー 島 ("か^^ 

灘^ 及 マ だ タ島諸 港 間 (蘇 士經 由)  十五 錢 

新嘉坡 よら 蘇士に 至る 大陸 沿岸 諸 港 (飾礓 1れ§ おむ 錫) と蘇士 運河 經由ポ 

1 トセ ッド間  十 餞 

件の 海上 保險 料に して 五 餞に 満たざる 場合に 於て は 前記の 制限に 拘は 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦亂  一 二 till 


造^ * の 勃 

興 


神戶市 史 ^JaM 一  神戶 海運 五十 年史  三 九 四 

ら ゃ五錢 とす 

到達 港 又は 陸揚 港が 二 以上の 港に 付き 選擇 によ- 9 て 定まる ベ き 場合に 於 

ける 海上 保 險料は 各 航路 中 最も 高 き. 海 上保險 料率に 依る。 

内 地. 朝 0.0  0.0 太 又は 闊東 州より 鲩 出し 若 は 之に 輸入す る もの 又は 其 相 

a 間に 输送 する ものに 非ざる 積 荷に 付て は 其 海上 保險 料率 は 之 を 二倍と 

ジ 9 

海運業の 旺盛に 伴 ひ 造船業 頓に 勃興し 大正 四 年初に あ， りて は 一 千噸 以上の 

造船 臺を 有する もの 長 崎. 神 芦の 兩 三菱 造船 所. 川 崎 造 船 所. 大 阪鐵ェ 所. 藤 永 田 造 

船 所. 小 野鐵ェ 造船 所. 浦 賀船渠 株式 會 社. 東 京 石 川 島 造船 所. 横 濱船渠 株式 會 社. 松 

足鐵ェ 所. 栃 木 造船所 等な， 5 し が、 各 造船所 共 一 齊に 事業 を擴 張した るの みなら 

す， 多数 造船所の I 設を 見る に 至. 9. 大正 六 年末に 於け る 一 千噸 以上の 造船 臺を 

有する もの 四十 三 箇所 を算 す。 

臺 

三^ 造船 株式 會 社長 崎 造船所  七 

同  砷 戸 造船所  三 

株式 會社川 崎 造船所  七 


株式 會社大 阪鐵ェ 所 

同 因島 工場  - 

浦賀 船渠 株式 會社 

株式 會社 東京 石 川 島 造船所 

小 野鐵ェ 造船所 

藤 永 田 造船所 

帝國 汽船 株式 會社播 磨 造船所 

同 鳥 羽 造船所 

松 尾 鐵ェ所 

栃木 造船所 

函館 船渠 株式 會社 

株式 會社淺 野 造船所 

內田 造船所 

橫濱 船渠 株式 會社 

東京 工業 株式 會社 造船所 

笫五草 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


神 戶市史 ^Isnl 神戶 海運 五十 年史  三 九 六 

株式 會社新 潟 鐵ェ所  一 

栢澤 造船所  三 

宮城 屋 船舶 部 造船 工場  三 

株式 會社 大阪 造船所  四 

浪速 造船 鐵ェ所  二 

新 堂 造船所  一 

新田 造船所  三 

富田屋 船舶 部 原 造船所  一 

千歲 造船所  二 

關西 造船所  四 

株式 會 社吉備 造船所  四 

合 名會瓧 大正^ 船 所  三 

松 田 汽船 株式 會赴 造船 部  二 

藤 問 造船所  二- 

株式 會社旭 造船所  一 


合資 會社原 田 造船所  二 

木津川 造船所 .  二 

大阪 窯業 株式 會社 造船 部  二 

大原 造船所  一 

^藻 島 橋 本 造船所  二 

三 井物產 株式 會社 造船 部 玉 工場  三 

備後 船渠 株式 會社  二 

株式 會社吉 浦 造船所  三 

江 浦 造船所  一 

株式 會社深 川 造船所  一 

& 大正 元年 大正 元年より 同 十 年に 至る 汽船 建造 數及總 噸馼表 左の 如し。 

至 同 十年汽 

船 建造數  年次  隻數  總 噸数 

大正 元年  一七 〇  四 三 ，〇 一 三 

二 年  一  一二  五 四， 九 五 〇 

三年  八 五  五八， 八 四 六 

第五 章 大正 初 助 及 欧洲 戰亂  三 九 七 


木造 汽船 ぱ 

造旺& 


神 戶市史 別鉉ニ 

四 年 

プ 

十 


神戶 海運 五十 年 & 

七三 


年 

年 


三 九 A 

七 八、 九 一八 

一 三 八、 〇 一 一 

二  二 六、 八 四 三 

五 九 八、 六 九 1 

六 三 六、 二 七 一 

四 八 六、 九 八 四 

二 一 六、 八 四 〇 


九 三 

一 九 六 

五 一 六 

三 二三 

ニニ 九 

一三 二 

欧洲 戰亂中 造船 材料 鋼鐵の 不足 は 木造 汽船の 建造 を 促した るの みならす、 船 

腹の 需要 頗る 熾烈と な b  、凡 ゆ る 材料 を 以て 建造せ る 苟も 船腹と 名け 得べ きも 

の は 粗製濫造の 如何 を 吟味す る 暇な く、 殆 ど 世界的 風潮と して 造船業の 勃興に 

伴 ひ 木造 船の 建造 頗る 旺盛に 赴きた る亦怪 むべ きに あらや。 日 淸戰役 前後 東 

京 品 川 轱明菊 三 ffi が觀昔 丸と 命名し 總哂數 千 五百噸 型の 木造 船 數隻を 建造せ 

し は 日本海 運 史上の 一 記 錄と云 ふべ く， 其 後絕 えて 大型 木造 船 を 建造せ る 者な 

か り しに， 偶.. 歐 洲戰齓 は 此變態 を 齎らし 來れ り。 今 試に 大正 五 年より 八 年に 宝 

る 木造 汽船の 建造 を 見る に 左の 如し。 


千千 

啦 B 顿 
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滿上 
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年 
次 
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% 
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1 
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數 

幼 

！ 

A 
E 

噸 
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O 

年 

隻 
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% 
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正 

總 

二 

q 

/v 

噸 

數 

年 

二 

リ 

五 
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年 

一 

四 
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九 

七 

A 

噸 
數 

隻 

大 

數 

正 

總、 

パ 

噸 

八 

數 

年 

由 此觀之 大正 六. 七 年 は 我 邦に 於け る 木造 汽船 建造 空前の レ コ ー、 ドを 作れる の 

みなら す、 或 は 絶後の 出來 事と なすべ き 乎。 

ト 。ラ I 船 一時 勃 奥せ し 「ト D ラ ー」 業 は競爭 激甚の 爲め 採算 不引 合に 陷り、 「、、トリ フ タ 1J 

の 改造 

を計畫 せし もの さ へ あ ，0 と雖 も， 「ト p ラ ー」 の 蹉跌に 伴ひ實 現す る に 至ら す、 歐 洲 

戰亂に 入り 「ト U ラ J 盛に 英. 佛 等に 賣 却され、 船腹 缺乏に 際し 小型 貨物船に 改造 

績々 行 は れ， 船 體を 分割し 延長され たる もの 多 く、 其 主要 船 名 左の 如し 

松 菊 丸 (總噸 四 五 四)、 第一 長 崎 丸 (總噸 六 〇 二)， 第二 長 崎 丸 (總噸 六 〇 三)、 大 

福 山 丸 (總噸 四 五 一)、 大黑山 丸 (總噸 六 八 八)、 大日 山 丸 (總噸 五 四 四)、 大雪 山 

丸 (總噸 四 四 九)、 大白 山 丸 (總噸 四 六 六)、 第二 眞盛丸 (總噸 五三 二)， 第二 有 田 

丸 (總噸 五 二 六 r 福利 丸 (總噸 五一 一)、 大安 丸 &噸四 七 or 第一 博 多 丸 (總嚼 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  一二 九九 


外 M 中古 船 

の 輸入 


神戶市史 ^as  二 神 戶海 運 五十 年史 

四 六 五)、 第 十一 博 多 丸 (總噸 四 七 七). 祝 丸 (總噸 四 七 五へ 

九)， 第二 海 王 丸 (總噸 四 四 八) 

歐洲戰 亂に入 ，Q 間も無く 其待續 期間 は 各 海運 國の 疑問と 

年の 久しき に 亙り 且つ 世界 全土に 影響 を 齎らし 來る ベ きも 

く. 我 國に ありても 漸く 大正 四 年頃に 至り 戰亂持 镄 の見据 を 

先 船檟の 昂騰 を豫 想し、 此に 於て 中古 外 國船を 輸入した， o。 

大正 五 年 以來输 入船 

船 名 船 材原名  總噸數 

安心 丸 鋼 Colon  一、 五三 〇 

第五 雲海 丸 鋼 Rolsrt  collar 五、 三 五六 

第二 萬 盛 丸 鐵 Enissey  1 . 六 六 七 

澤  丸鋼 Machino  二、 五 七 八 

仁 陽 丸 鋼 Halaillu  Dollar  一、 二 四 四 

信 貴 山 丸 銅 py.  Pesqcira  二、 八 二八 

山 王 丸鋼 Ilatasu  三. 五 五八 


四 〇〇 

第三 祝 丸 (總噸 四 九 

せる 所に し て. 五 筒 

のと 考 ふるもの 少 

付く る 者 現 は れ、 目 


建造 年 

一、 八 九 二 

、九 一 一 

、八 七 〇 

、八 九 〇 

、九 o 三 

、八 九 二 

，八 九九 


菅 野合 名 會社 

中 村 樯七郞 

日 下部 合 名會社 

大澤 德太郞 

岩 城商會 

橋 本 汽船 株式 會社 

古河 合 名會社 


永 田 丸 鋼  Hulduol-e 

泰山 丸鋼 Hayle  wank 

さかき 丸. 木  Seward 

以智丸 鋼 Volga 

ぺる しゃ 丸  鋼  peri 

しべ， o あ 丸 鋼  Siberia 

これ や 丸 鋼 Korea 

神 海 丸 鋼  Yucatan 

伏 木丸鐵 sikigg 

第 十六 共同 丸 鋼 Tyl.ian 

第 十五 共同 丸 鋼 Buliarra 

海 外資 却 船 日本海 蓮 力が 歐洲 戰齓 中危險 

事に して、 初め 運賃 積 竝にタ ィ ム 

件複雜 となりた る 結 果. 遂 に 賣 買 

正 五 年より 十 年に 至る 六箇 年間 

要なる もの を擧 ぐれば 左表の 如 

笫五 * 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


三、 三 一 五  一、 八 八 九 永 田 三十 郞 

三、 二 九 八  一， 八 九 八 橋 本 汽船 株式 會社 

九 七 一  一、 九 〇〇 永 田 章 

一， 二三 八  一、 八 八 八 三 林直祐 

四、 三 五六  一 、八 八 一  東洋 汽船 株式 會社 

一 一、 二八 四  一、 九 〇一  同 

1  一、 二 七 六  一、九〇一  同 

二、 八 九 〇  一、八九〇 岸 本 汽船 株式 會瓧 

一、 三 三 〇  一、 八 八 九 太 湖 汽船 株式 會社 

一 、四 七 七  一 、八 九 〇 阿波 國 共同 汽船 株式 會社 

1 、七 一七 一、 八 九 〇 同 

區域 航行の 需要 起り たる は 特筆す ベ き 一 出來 

チ ャ ー タ ー の 形式に て 供給され た， 5 と雖 も、 條 

契約 を 見る に 至れり。 今 國外賣 却 船と して 大 

輸出 總量は 其 正確なる 數を知 b 難しと 雖 も、 主 

し。 

四 o 1 


祌 戶市史 

大正 五 年中 

船 名 


^玆ニ 祌 B- 海 g| 五十 年史 


四 o  二 


海 

元 


祐 

泰 


大 

江 崎 

^ 船 - 

明 海 

手 宫 

霧 島 

大正 六 年中 

船 名 


丸 

丸 


重量噸 數 

四， 七 五 〇 嘲 

五、 三 〇〇 

五、 〇〇〇■ 

五， 〇o〇 

二， 一四 七 

五、 六 〇o 

五、 二 〇〇 

五 ，〇〇〇 

五 ，〇〇〇 

五、 〇〇〇 

四， 四 〇〇 

三、 五 oo 

重 嗨數 


賣 價 

十四 萬 五千圓 

十七 萬 五千磅 

百 八十 五萬圓 

百 九十 萬圓 


百 七十 萬圓 

十九 萬  一二 千磅 

十九 萬千磅 

二十 萬 五千磅 

十 萬 五千磅 

十 三 萬 圓 

責 


賣 生 

勝 田商會 

株式 會社互 光商會 

東 和 汽船 株式 會社 

山 本 藤 助 

= 本 汽船 株式 會社 

川 崎 造船所 

東 和 汽船 株式 會社 

日本 汽船 株式 會瓧 

橋 本 汽船 株式 會社 

明治 海運 株式 會社 

北海道 炭礦 汽船 • 會社 

原 田 汽船 株式 會社 


買 主 

西班牙 人 

外 商 

英國人 

同 

同 

諾 威人 

同 

同 

西班牙 人 

外 商 


賣 


主 


買 


主 


川 崎 新造船 

同 


同 

吳 

吉 


海 丸 

山 丸 

田 丸 

增田 新造船 

五雲 海 丸 

七 吉備丸 

松 田 新造船 

仁 陽 丸 

五 吉備丸 

拆木 新造船 

淺野 新造船 

播磨 新造船 

三菱 新造船 

第五 草 


二  rooo 噸 型ニ隻 

lo, 三 oo 噸 型ニ隻 

九、 ooo 噸 型八隻 

五 • 一 〇〇， 

五、 一 五 〇 

九、 〇〇〇 

六、 八 〇〇 

八、 八 〇〇 

一 、六 五 〇 

1 ，六 〇〇 

二、， 一  oo 

一 、六 五 〇 

一 、二 〇〇 

1 二 ，〇〇〇 

一 二、 〇〇〇 

1 〇：〇〇〇 

大正 初期 及 歐洲戦 


重量 1 噸  一一 W 

四 〇 磅 

四 〇 磅 

四 〇 磅 

二 百萬圓 

百 十四 萬圓 

四七磅 

四八磅  一 二 志六片 

四 百 十七 萬圆 


四 


七 


六 

六 


十 

〇 


〇 

萬 

〇 


Tn ュ 


=■ 崎 造 © 所 

同 

中 村 精七郞 

橋 本 喜 造 

山 下 汽船 株式 會社 

增田賀 易 株式 會社 

中 村 精七郞 

豊 崎 昌 三 郞 

松 田 汽船 株式 會社 

田， 中 省 三 

豊 崎 昌  一二 郞 

拆木 汽船 株式 會社 

淺野 造船所 

播 磨 造. 船 所 

三 菱 造 船 所 


フワ— ネス， 

タイ クイ 

同 

佛國 政府 

外 人 

英 人 

フヱ デラ^ スチ 

ナビ ゲ— シ ヨン 

外 商 

弗 國 

外 商 

支那 人 

佛 國 

英 國 

英國 政府 

同 


四 011. 一 


紳 戶市史 

神國丸 

關東丸 

神 海 丸 

二 雲海 丸 

大西丸 

神洲 え 

六 眞盛丸 

千代 丸 

大正 七 年中 

帝國丸 

淺間丸 

八 吉備丸 

九 吉備丸 

大正 八 年中 

十吉備 丸 

淺野 新造船 一 


別錄ニ 神 e- 海運 五 

六、 二 「〇， 六 

六， 二 〇〇  六 

三、 二 〇〇  百 

六， 二  o〇  七 

五、 〇〇〇  七 

一、 <p 五 o  四 

九 二 五  三 

一， 八 〇〇  六 


七、 三 〇〇 

六、 七三 o 

二、 三 〇〇 

二、 三 〇o 

三、 〇〇〇 

一 、〇〇〇 


六 

三 


十年史 

〇 〇 

〇 〇 

九十 萬 

六 〇 

〇 〇 

十 一 萬 

十 三 萬 

十六 萬 

四 

o  o 

〇 〇 


二 〇 圆 

五 に 圓 


ffl 岸 本 商 

圓 同 

圓 內田 汽船 株式 會社 

圓 松昌 洋行 

圓 澤ロ 汽船 會社 

圓原眞  一 

圓 緒 明圭造 


石- 


四 〇 四 

會 佛國 郵船 會社 

外 商 

佛國 政府 

淸 商 

政 記 公司 

外 商 


山 下 汽船 株式 會社 

東 和 汽船 株式 會社 

豊 崎 昌 三 郞 

同 


佛國 政府 

同 

同 


豊 崎 昌三郞 佛國 政府 

淺野 造船所 佛國 郵船 會社 


十五 吉備丸 


大 


大 


丸 

丸 


連 

開 平 

二 萬 世 丸 

幸  丸 

武陽丸 

愛國丸 

霧 島山 丸 

まやち 丸 

百合 丸 

和 田 丸 

第五 章 


四、 六 〇〇 

六、 一 oo  . 

六 さ 二 

六、 五 o〇 

1 ，八 三 〇 

三、 五 〇 九 

四、 〇〇〇 

三， 一 〇〇 

三， 六 ニー. . 

四、 u〇〇 

四、 七 二 〇 

七. 三 8 

六 ，〇〇〇 

1 、〇〇〇 

四、 五 〇〇 

大正 初期 及 欧洲 戦亂 


六 〇 圓 豊崎 昌三郞 

〇 五圓 岸 本商會 

八 〇 圓 喜藤與 一 

三 一 圓 勝 田 汽船 株式 會社 

七 〇 圓 目 貫 商事 會社 

八 〇 圓 內田 汽船 株式 會社 

四 〇 圓 松昌 洋行 

八 〇 圓 日 下部 久太郞 

七五圓 神^ 棧橋 株式 會社 

五 磅 山 下 汽船 株式 會社 

〇 磅 內田 汽船 株式 會社 

五 〇 圓 小 熊 幸 一郎 

七 磅 北海道 炭礦 汽船 會社 

八五圓 鈴 木 商店 

三 〇 圓 村 井 汽船 株式 會社 


佛國 政府 

比律賓 

マドリガ^ 

支那 人 

フィ ガラス 

政 記 公司 

諾 威人 

同 

佛國人 

諾 威人 

^  人 

外 商 

伊太利 人 

西班牙 人 

外 人 

伊太利 人 


四 o 五 


神戶市 

大正 九 年中 

東海 丸 

二 南洋 丸 

旭  丸 

廿七永 田 丸 

1 厚田 丸 

三 南洋 丸 

鈴 木 新造船 

ニ吉田 丸 

大海 丸 

大雄丸 

淺野 新造船 

三 田 丸 

海 永 丸 

一松 昌丸 (木) 


史 ^珐ニ 神 I！ 海運 五十 年史 


四 o 犬 


六， 二 五八 

I  、七 六 八 

四、 一 〇〇 

1、0 五 〇 

四， 二 〇o 

一， 八 九 三 

三、 五 o〇 

六 、八 1 〇 

八， 五 七 九 

八、 八 二 五 

八 ，〇〇〇 

三、 〇 八 〇 

八， 八 四 五 

一、 一 五 〇 


三 五 磅 

二 〇 〇 圓 

二 〇 〇 圓 

二十 三 萬 五千圓 

五十 萬圓 

七十 萬留比 

三 二 〇 圓 

三 二 磅 

ニニ 一 一圓 五 〇 錢 

ニ五磅 一 〇 志 

二 六 磅 

一 六ニ圓 

二 五 磅 

二  ニ圓五 〇 錢 


明治 海運 株式 會社 

山 下 汽船 株式 會社 

同 

永 田 三十 郞 

佐 藤 松太郞 

山 下 汽船 株式 會社 

鈴 木 商店 

山 下 汽船 株式 會社 

內田 汽船 株式 會社 

同 

淺野 造船所 

田隆 汽船 株式 會社 

勝 田 汽船 株式 會社 

松昌 洋行 


外 商 

英 人 

白 耳 義人 

支那 人 

外 人 

プリ チクシ ュ 

ィ ン デャ 汽船 會社 

外 商 

チ H クク 

スロ バンク 

和 蘭人 

外 商 

政 記 公司 

和 蘭人 

外 商 


南洋 獨領 K 

島 占領 


大義 丸 

福 井丸 

廿五永 田 丸 

六 土 佐 丸 (木) 

大正 十 年中 


五， 四 五三 

五、 九 五 〇 

五 〇〇 

四 五 〇 


竹 野 


干 

五 


珠 

長 


丸 

丸 


噸 


十 


八 磅 

六 磅 

1 萬 三千 圓 

萬 五千圓 


八 

十 


一 、六 〇〇 

六、 〇〇〇 

二、 一  〇〇 

三、 二 〇〇 

一、 七 一七 

七 八 三  — 

三、 五 〇〇  I 

日獨 開戰當 初よ. 9 南洋 方面に 

洋 艦隊 「シャ^' ンホ ルス ト」. 「ク ナ ィ 

ば、 帝 國叁戰 後 直に 山 屋中將 を 司 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


内 田 汽船 株式 會社 

同 

永 田 三十 郞 

土 佐 運輸 株式 會社 


同 

支那 人 

同 


〇 圓 東京 海運 株式 會社 支那 人 

〇 圓 神 戶棧橋 株式 會社 西班牙 人 

萬 圓 橋 谷 八重 支那 人 

〇 圓 辰 馬 汽船 株式 會社 同 

一 萬 圓 東京 伊藤 商事 會社 同 

淸水 賞太郞 同 

松 田 汽船 株式 會砒 同 

遊 戈せ る獨逸 軍艦 竝に膠 州灣ょ b 脫 出せる 東 

ゼ ナ ク」. 「ラ ィ プチ ッ ヒ」 等 所在 詳 かなら ざり しか 

令官 とし 金 剛.筑 波. 鞍 馬 よら 成る 一 戰隊は 分遣 

四 o 七 


神 戶市史 ^玆 二 紳戶海 運 五十 年史  四 〇 八 

され 太平洋 方面 航路の 保安 及 索敵に 當れ， 9。 後 鞍馬. 筑波. 淺間 及第 十六 驅逐隊 

よ b 成る 第 一 南 遣 支隊 (司令官 栃內 中將) は 索敵の 爲め 大正 三年 九月 十四日 橫須 

贺を發 し. 同 月 二十 八 曰 午前 「マ ー シャル 群 島/力 "リン 島」 の 南方に 達 し-先 づ驅逐 

隊を 放ちて 「ャ \— ト 島」 外 を 偵察せ しに 敵影 を 見 ざ りし を以 て. 枝 隊は翌 二十 九 

日 早朝 「 ャ ル ー ト島」 に 到 著 し、 直 に 陸戦隊 を 揚陸せ. 9, 島民 は 何等 抵抗 を 試む る 

ことなく 降伏した る を 以て、 武器 彈藥官 文書 を押收 し、 十 月 三日 を 以て 同 島の 占 

領を 布告す。 同 島に 抑留され たる 英國 商船 「ェ ン ビ ュ ー マ ー 號. -を 解 放 し， 神 B- の 

塚 本兼吉 なる 者 同 島に 拘禁され 居る を發 見し 之 を 救 ひ 出せ， 9。 塚 本 は曩に 「シ 

1. 一一 ッケ ^'商 會」 代 表 者 r シ 1 ホ , ス タイ ン 」 に 使嗾され 同 島に 派遣され たる 者な 

,9。 十月 五 曰 「ク サ ィ., 島 を， 七 曰 に は 「ァ ンガ クル 島」 を. 次 で 「ボ ナ ぺ 島」 を 占 領 し、 「東 力 

P リ ン」 群島 は事實 上帝 國 海軍の 掌 裡に歸 す。 同 十 一 日に は 更に 進ん で 「ト ラ ッ 

ク 群島」 を 占領す。 又 第 一 南 遣 枝隊と 橫須賀 鏔守府 間の 通信 中繼に 任じた る 軍 

壏香取 は 十月 十四日 早朝 「マ リ ァ ナ群 島」 首 廳 所在 地 「サ ィ パン」 を 占領せ， 5。 薩 摩. 

矢 矧及平 B 'よら 成る 第二 南 遣 枝隊 司令官 山路 中 將) は 十月 一 日 佐 世 保を發 し、 無 

抵抗に て 無線 及 有線電信 局 其 他 官廳等 を 占領したり。 之よ， 5 先き 同 島に 潜伏 


汽船 井！ a 丸 

の. 捕瘦 


汽船 瑞茂號 

の 拿捕 


せ し獨國 

は 七日 夕 

占領し 

大正 

近 ソン 

同船 は 

し 上海 

獨 逸人 

たる 

を訴 へ 

宣 吿 せ 

果なし。 

船 一隻の 

神 港 

1 二 年 九月 


所 


共 


ら 


測 量 船 「プ ラ ネット」 は帝國 軍艦 を 見る や 直に 自沈せ， 9。 

刻 麾下の 一 艦 を 「.パ ラ ォ 群 島」 に 急派し 之 を 占領 し， 次 

に 赤道 以北の 獨領 南洋諸島 は 一 兵 を 損する ことな 

年 十 一月 十四日 大阪 井口 久米吉 所有 汽船 井呂 丸 (總 

ャ ク岬 沖合に 於て 佛國 驅逐 艦の 拿捕す る 所と な，^ 

ケ 年間 上海 海洋 社に 傭船され • 十月 二十 三日 大阪港 

向 ひ、 十 一 月 二日 上海 を 發し盤 谷に 向け 航行の 途に 

有の 小銃 彈藥 を搭 載し、 叉 漢ロ 駐在 獨逸 領事 ハイン 

疑に 依，？ 拿捕せられ たるな b。 船主 井口 は 上海 日 

後 幾多の 祈 街 を 重ねた る も、 同 船 は佛國 高等 捕獲 審 

れ、 其 後 船主 井口 は 解放に 對し 必死と なり 運動 を 持 

歐洲戰 亂中邦 船に して 拿捕の 上 沒收の 運命に 遭遇 


み。 

附近に 於て 監視の 任務 

十五 日 午後 二 時紀淡 海： 


あた b たる 驅逐艦 初 春 (艦 

警戒 中、 熊 野 沖 方面よ り 進 


愛 に 

で 「ァ ン 

く 我 掌 

噸六六 

柴棍に 

に 於て 

あ， 9 し 

ッ なる 

裣 

一 T- 


斤 - - 

し た 


る 


於て 司 4 "官 

ガク〃 島」 を 

裡に歸 せ. 9。 

八) は 柴棍附 

抑留 せらる。 

受渡し を 了 

ものなる が、 

者乘 船し 居 

於て 沒收 を 

.o と 雖も效 

もの 實に本 


第五 章 大正 初期 及 欧洲 戦亂 


德 田 少 佐) は 大 正 

し 來れる 一 怪商 

四 o 九 


神 戶市史 別錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  四 一 〇 

船 を 認 め、 臨 檢の 結果 直に 之 を 拿捕し 神^ 港に 曳き 來れ り、 同 船 は 北 支那 沿岸 航 

路に從 事せ る 獨逸漢 堡亞米 利 加 汽船 會社 所屬 船端 茂號 slimow 總噸 一、 八 五 七， 船 

長獨 逸人 フィリップ. フォ ン. ビ リグ リ ム) にし て、 八月 九日 南洋 ガ ァ ム 島 附近の 獨領 

パ ガン を發 し、 八 丈 島 沖 を 航行 中十數 日間 風波に 惱 まさ れ、 紀 州 沖に 漂流せ る も 

のなる が、 十 六日 佐 世 保に 廻航を 命せられ 船長 以 下 (獨 人 七 名、 支 那人 四十 四 名) は 

二十 六日より 佐 世 保 捕獲 審檢 所に 於て 公式 審問の 結果、 載貨 石炭 千 五 百噸、 機械 

油 六十 樽と 共に 沒收 に决 し、 乘 組 員 は 同月 三十日 及 十月 一 日 悉く 释放 せらる。 

瑞茂號 は 戦役 中 我 沿岸に 於て 拿捕せられ たる 唯 一 の 敵 船に して， 友 島 丸と 命名 

し 戦時中 特務 船と して 使用せられ、 後日 淸 汽船 株式 會社 之を讓 受け 巴 陵 丸と 名 

け 沿岸 航路に 使用せ， 9。 

支那 仰 SSS 大正 六 年初め 支那 對獨 澳國 交斷絕 せんとす る や、 三 菱 船舶 部は厦 門、 汕 頭 及 上 

1? 船： 分 

海に 抑留され たる 左記 獨國 汽船 九隻、 埃國 汽船 三 隻を借 受け 船腹 調節の 一 助た 

らし めんと せし が、 支 那 政府に 於て は 支那 海軍 部 管理 租船 監督 署 (Chinese  Govern- 

ment Steam  Spip  Administration) を 上海 へ 設け 直接 外國 人に 貸 下 をな さや， 抑留 船 

全部 を 張 赛に貸 下ぐ る 事に 決定せ り。 同人 は 同年 八月 上海に 於て 大達輪 船 公 


司 新航業 組合 を 組織 

理に 必要なる 入渠 船 

同 公司の みに て は 手 

を 求め 求れ， 9。 三菱 

し、 之 が 修理 蓮 用の 街 

各國 政府に 於ても 之 

政府に 再庸船 せらる 

て 同 輪 船 公司 は 創業 


したる が、 貸 下船 操縦に 要する 船員の 雇 入， 保 險 契 約、 船 舶 修 

舶轉貸 其 他 運用に 關し專 門の 技術 知識 を 要する もの 多く、 

廻り 兼ぬ るに 付 き、 三 菱に對 し 協同 經營の 趣旨に 由り 援助 

に 於て は 其 請 を容れ 直に 多 敷の 社員 及 船員 を 上海に 派遣 

に當 らしむ。 後 船腹の 拂底其 極に 達せし 爲め 反獨澳 協商 

が 借 入 を 希望す る 事 切に して、 一 部分の 汽船 は 日. 英. 米. 佛. 伊 

, に 至 ら、 內 日本 政府の 借 入船 は 華 丙. 華 戊. 華 壬の 三隻 にし 

ニケ 年後 卽ち 大正 八 年 八月 支那 政府に 全部 返 船し 解散せ 
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冬季 揚子江 減水 中 大冶鑛 石 運搬の 便宜上. 大正 六 年 支那 

萬 坪 を 割し 貯鑛 所を設 け、 曳 船 三隻及 銅製 大脬八 隻を備 へ- 

來る鑛 石 を 一 時此處 に貯藏 し， 夏季 は大冶 積、 冬 季は蕪 湖 積 

大正 八 年 三月 大 冶より 兼 二 浦に 鐵鑛の 運送 を始 む。 输 

大正 八 年お 二 七、 o 〇 〇 

大正 九 年  四 〇，〇 〇 〇 

大正 十 年  五 〇，〇 〇 o 

大正 十 一 年 二 五、 三 〇〇 


四 一 二 

三， 〇A〇 

一 1、 六 六 〇 

二、 八 〇〇 

一 、九 〇〇 

1 、九 〇〇 

九 〇〇 

九 〇〇 

安徽 g 蕪 湖 

_絕 えす 大 冶 

にて 若松へ 

送 量 左の 如 


同 

に 土 

よ ，り 

運 搬 

し。 


地 二 

運び 


大正 七 年 以來兼 二 浦 製品の 內地 各方 面に 運搬 せらる 、 もの 左の 如し。 

大正 七 年 ほ 四-一、 五 七七ぽ 

大正 八 年  五 四、 四 〇 一 

大正 九 年  六 三、 三 一 〇 

大正 十 年  六 三、 九 四 八 

大正 十一 年 一 〇〇、〇 六 七 

邦 船に して 敵國 側の 谮水艇 襲撃 等の 爲め擊 沈の 厄に 遭 ひたる もの 大正 四 年 

より 七 年に 至る 四 年間に 於て 三十 三隻此 總噸數 十三 萬 四千 九 百 六十 五 噸に達 

したる が、 此內 日本 郵船 株式 會社 船、 八阪 丸. 宮崎 丸. 常 陸 丸. 德山 九. 平野 丸 等の 如き 

は 比較的 優秀 船に 屬 し、 社 外 船に あ， 9 ても當 時相 當 活動の 餘カを 有せる に拘ら 

す擊沈 せら る、 此 等 は 多く 保 險に附 せる もの 或は 船價 の保證 あ， 9 たる 爲め 保險 

金 保 證船價 を 受領せ る も， 我 國 海運 界に 取りて は 多大の 損失と 云 ふべ し。 只乘 

組 海員の 死傷 尠 なかり し 一 事 不幸 中の 幸と 爲 すべし。 
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大正 六 年 十四 隻 

大正 七 年 七 隻 

行衞 不明 二 隻 


六， 六， 1 1 

總噸數 


戶 海運 五十 年史 

地中海 シ シリ ー 島 沖 

紐 育^ 距る 北東 約 二百 海里 沖 

アイ ダラ ンド 南方 沖 

南支那海 アナバ ゾ島 附近 

力 9 ビアン 海 rssH '二度 二十 

五分、 西 g 八十 一 度 二十 八 *0 

米 國ゼ スト ン英國 

マン チ H スタ —間 

孟買沖 三十 哩 

1 三 四、 九 六五噸 


II、 10 五、 一四  一二 圆 

四、 ニニ 一、ooo 圓 

三， 九 六 七， ooo 圓 

1 、八 oo、ooo 圓 

四 七 二， 三 八 o 圓 

無 シ 


四 1 丄ハ 

株式 會 社松昌 洋行 

日本 郵船 株式 會社 

同  社 

原 田 汽船 株式 會瓧 

岸 本 汽船 株式 會瓧 

株式 會社 松昌 洋行 

中 村 精七郞 


總唏數 二八， 一 八 一 嚙 

同 一 六、 o 七五噸 

同 四 九、 三 五八 噸 

同 三 六、 七 八ニ喷 

同  四、 五六 九喷 


戦 * 船 g 損 歐洲戰 釓中其 所有 船の 戦禍に 罹り 喪失 又は 抑留の 損害を被む りたる 船主 中 

日本 郵船 株式 會社を 除き 原眞 一. 原 田 汽. 船 株式 會 社. 村 井 汽船 合名會 社. 岸 本 汽船 

株式 會 社. 大澤德 太 郞. 神棧 汽船 株式 會社. 茂井壽 夫. 株式 會社 松昌 洋行. 南滿洲 汽船 

株式 會社. 帝國 汽船 株式 會社. 山 下 汽船 株式 會社. 大正 汽船 株式 會 社. 白洋 商船 株式 

會 社. 永 田 三十 郞. 田 中 合資 會 社. 中 村 精 七 郞. 乾 合名會 社. 合 資會社 辰 馬 商 會. 辰 馬 汽 

船 合資 會社. 橋 本 汽船 株式 會社. 橋 本 喜 造 等 二十 一 名の 船主 は 大正 七 年 十 .一 月 臨 

時 船舶 損害 調査 會を神 1 ^商業 會議 所內に 組織 し、 金 子直吉 を 委員長に、 鑄 谷 正 輔. 

小川 鶴 二. 西 川 莊三右 橋 爲之助 等 を 委員に 推し、 損害 金 交 附に關 し 政府に 對 する 

交渉 を 一 任し、 大正 七 年 十二月 船舶 損害 上申書 を遞信 省經由 講和 全權 大使に 提 

出す。. 八 年 六月 二十 八日 獨逸國 と 平和 條約 調印せられ、 次いで 九 年 五月 十日 外 

務 省令 を 以て 同 平和 條 約に 該當 する 損害 を 受けた る帝國 臣民 は 地方 長 官を 0 

由し 外務大臣に 申 吿を爲 すべ き 旨 公布せられ たる を以 て、 同 月 兵 庫 縣廳を 經、 正 

式の 申 吿を爲 し、 十 年 三月 內閣 總理. 大 藏. 外 務. 遞 信の 各 大臣に 對 し、 被 害 者に 交 附 

せらる ベ き 補償金に 闊し 法令 を 制定し 適當の 方法 を 以て 損害 を 補償 せられん 

事、 若 し 現金 支拂 不可能な， 9 とせば 獨逸國 の支拂 年賦と 同 一 年限 內に 償還 せら 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戦  a 一七 


祌 尸市& 刖錄ニ 紳戶 海運 五十 年史  四 1A 

る ベ き 公債 を發 行交附 せら れん 事 を 請願し， 十 年 六月 再び 內閣 總理 大藏. 外務. 遞 

信の 各 大臣に 同樣 請願 を爲 し， 同 時に 公債の 發行は 財界の 都合 上 若し 困難の 事 

情 ありと せば 獨 逸の 發 行に 係る 公債 其 物 を交附 せられん 事 を 請願せ り。 同會 

の 所 屬會員 中 辰 馬 汽船 合資 會社 は獨 檻の 爲め其 所有 船 ハドソ ン 丸が 南米べ k 

ナ ンブ コ に 抑留せられ 後釋 放された る も 抑留 損害を被 & たる もの なれ ば、 之 を. 

合 はせ て 被害者 二十 一 名に 上 り、 被 害船數 二十 九 隻， 重 量 十四 萬 七 百 四十 五 噸， 損 

害總額 一 億 三千 四百 七十 五 萬 二 千 七 百 四十 七圓 七十 六 錢に達 す" 

海上 保險 S 海上 保 險業は 海運業と 等しく 明治 初期よ， り 漸次 發達 し， 曰 淸. 日 露兩戰 役に 依 

b 大に 進展 し、 次 で歐洲 戰亂を 以て 大成せ る ものな、 り。 明治時代に 於て は 銀行 

業者 中 船舶 を 普通 商品の 如く 擔保 として 金融 を 計る もの 少 ぐ， 小 船主 は 大に困 

難 を 成 じたり し が、 海 上保險 業者 玆に著 目 し， 船 舶に對 し 各種の 形式 を 以て 金融 

の 道を講 せし は 自家 營業 上適當 なる 副業に し て、 海 運. 保 險兩々 相俟って 互に 達 

成 す， 特 に我國 社外 船が 海上 保險 業者の 援助に 與， 5 たる 一 事 海運 史上 閑却す ベ 

から や。 東京 海上 保險 株式 會 社 • 帝 國 海上 保險 株式 會 社-日本 海上保険 株式 會 社. 

大阪 海上 保險 株式 會 社. 神 H; 海上 保險 株式 會 社の 如き は 最も 古： 斯界の 巨擘と 


云 ふ 可し。 今 玆に各 海上 保險會 社の 大要 を 列記す。 

東京 海上 火 東京 海上 火災 保險 株式 會-社 

災保險 株式 

會社本  店 


現 


芦 支店 

立 

立當 時の 役員 

時の 役員 


神戶 支店長 


資 


本 


年ん 月 一 日 開業 


第五 草 


東京 市 麹 町 區永樂 町  一丁目 一 番地 

神 芦 市榮町  一二  丁目 十八番 地 

明治 十 一 年 十二月 十二 日 設立 免許 同 十 

頭取 蜂須 賀茂昭 

取 歸役會 長 末 延 道 成. 專 務 取締役 各務謙 吉. 平 生釩三 郞. 取 締 

役 男爵 園 田 孝 吉. 佐 々木愼 思 郞. 阿 部 泰 藏. 桐 島 像 丁 間島與 喜 • 

山 成喬六 

小 菅金造 

金 六十 萬圓 明治 二十 三年 十一 月 十四日 百 二十 萬圓に 增資， 三 

十 年 七月 三十日 三百 萬圓に 增資、 三 十二 年 六月 十日 百 五十 

萬 圓に減 資， 三 十九 年 四月 二日 三百 萬 圓に堦 資、 四 十五 年 四 

月 五日 四百 萬 圓に堦 資、 大 正 四 年 十月 二十日 一 千 五 百萬圓 

に 增 資、 十 年 四月 二十 八日 三千 萬 圓に增 資 (全 額拂 込濟) 

大正 初期 及 欧洲 戦亂  四 1 九 


祌 H. 市史 uss 二 神戶海 as 十年史  mlo 

沿  革 明治 二十 九 年 六月 一日 大阪 支店、 同 三十 一年 二月 四日 神 芦 

支店 設 置、 大 正 三年 二月 十四 曰 運 送、 火 炎， 自 動 車 保險を 兼業 


屯 京 《災保 東京 火災保険 株式 會社 

險 株^^社 

店 


本 

申 


i 


S- 支店 

立 

立當 時の 役員 

時の！ ^員 


神 S- 支店長 

資本金 

沿  革 


東京 市日 本 橋 區北鞘 町 一 番地 

神 B- 市 榮町ニ  丁目 三十 九 番地 

明治 二十 年 七月 二十 三日 

取締役 社長 折 田 正 介 

取締役 社長 安田 善 雄. 取 締役 副社長 男爵 長 松 篤 裴. 常 務 取締 

役 小 松林 藏. 同 新井智 三郞. 取締役 男爵 武 井守 正. 同 安 田 善 助. 

同 安田 善 五 郎. 同 松 本佐藏 

加 藤 久四郞 

二十 萬 面、 明 治 二十 六 年 六月 百 萬圓に 增資、 二十 九 年 六月 五 

百 萬 圆に增 資、 四 十 年 一 月 一 千萬圆 に增資 

明治 四十 年 一 月 海上 運送 保險業 を兼詧 し、 商號を 東京 火炎 


改め， 大正 二 年 九月 東京 火災 保險 


帝國 海上 運 

送 火災 保險 

株式 會社 


大阪 海上 火 

災保險 株式 

會社 


帝國 

本 


現 


資 

大阪 

本 


海上 運送 保險 株式 會社 

株式 會社 と改稱 す。 

海上 蓮 送 火災 保險 株式 會社 

店 東京 市日 本 橋 區北鞘 町^ 番 

神 戶巿榮 町 三 丁目 十三 番地 

明治 二十 六 年 十 一 月 五日 

武 井守 正 

取締役 社長 安田 善 五 郞. 常 務 

正. 村 瀨春 雄. 千々 岩英 一 . 安 田 

中 川 銑三郞 

三百 萬圓、 大正 ■ 七 年 五月 十五 日 一 千萬圓 に增資 

株式 會社 

大阪市 西區 川口 町 十 番地 

神卢市 海岸 通大阪 商船 ビ ルディ ン グ內 

明治 二十 六 年 十 一 月 


^支店 

立 

立當 時の 役員 

時の 役員 


取締役 古門 林 太 郞. 男 爵武 井守 

善衞. 三宅龜 三郞. 岩 崎 恒三郞 


芦 支店長 

本 金 

海上 火炎 保險 

店 

戶 支店 

立 
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四 二 1 


神 戶市史 ^  0 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

祌芦 支店長 

資本金 


革 


二 神戶海 a 五十 年史  四 ニニ 

瓧長增 田 信 之 

取締役 社長 多羅 尾 源 三郞. 專務 取締役 淺井 義啁. 取締役 範多 

龍 太 郞. 喜 多 又藏. 木 村 淸. 伊 賀 歌 吉 

岸 田 幸 雄 

1 百 二十 萬 圓、 明 治 二十 八 年 四月 六十 萬 圓に滅 資、 三 十九 年 

十一月 一 百 萬 圓に增 資、 大 正 五 年 三月 五 百 萬 圓に增 資、 大 正 

七 年 七月 一 千萬圓 に增資 

奮 商 號を大 阪保險 株式 會社、 大阪 火災 保險 株式 會瓧、 大阪火 

炎 海上 運送 保險 株式 會 社と 稱し、 當初は 海上 竝に 火災 保險 

を經營 せし が 明治 二十 八 年 四月 海上 保險の 業務 を廢 し、 專 

ら 火災 保 險を營 むに 至 り 明治 三十 九 年 十 一 月 海上 運送 保 

險兼營 を企畫 し、 四 十 年 二月 其 免許 を 受け 爾來陸 主 海從の 

方針の 下に 業務 を經營 し、 大正 五 年 三月 株主に 大變動 を 生 

やる に 及び 幹部 を 一 新し 商號 を大阪 海上 火災 保險 株式 會 

社と 改め 其 主力 を 海上に 集注し 大正 五 年 九月 英國 倫敦の 


老 鋪セド クイック. コ リンス 商會 (sedgwiek  Collince  &  Co.,  L-td) 

を以で 特約 代理店と 定め 內地 保險 業者と 相互 間に 海上 竝 

に 火炎 再 保險受 授に關 する 特約 を 締結せ. o 

神 戸 支店 は 明治 二十 六 年 十二月 十五 日 祌芦市 兵 庫 宮內町 

に 開設せられ しが 二十 八 年 五月 十八 日 支店 廢 止と 共に 爾 

來 出張所. i して 業務 を營 む、 大 正 七 年 五月 二十日 更に 支店 

と な り、 神 芦 市 前 町 十八番 地を營 業 所と 定め 大正 十一 年 七 

月 海岸 通 五番 地大阪 商船 ビ ル、 ディ ング に移轉 す" 

H 本 海上 火 日本海 上 火災 保險 株式 會社 

災保險 株 

會社  本  店 大阪市 西 區江芦 堀 北 通  一丁目 二十 五番 地 

祌^ 支店 神 市 榮町ニ  丁目 

創  立 明治 二十 九 年 三月 

創立 當 時の 役員 社長 廣海 二三 郞. 渡 邊尙. 右近 權左衞 門 

現 時 の 役 員 取締役 社長 右近 權左衞 門. 取締役 副社長 右近 和 作. 常務 取締 

役 右近 福次郞 入 十 島 五 郞右衞 門. 取締役 八 木 千 之 助 • 中 村 三 

第五 萆 大正 初期 及 欧洲 戦亂  一一 ュ 


祌戶 市史 


祌 B- 支店長 

資本金 

沿  革 


Ks^l 橫 ^火災 海上 保險 

h 保險 株式 


會社 


本 

祌芦支 


刽立當 時の 役員 

現 時の 役員 


刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史 

之丞 

水 谷 誠 造 

三百 萬圓、 大正 七 年 十月 一 千 萬 

創立 當 時より 海上. 火災 及 運送 

火災 保險を 中止し 大正 八年以 

在 海上. 火炎 及 運送 保險 業を經 

店 を 設置し 名 古 屋. 福 岡 其他內 

店 を 有す。 

株式 會瓧 

橫濱市 本 町 五丁目 七十 番 

祌 U; 市 播磨町 十七 番 

明治 三十 年 十月 

富 田 鐡之助 

取締役 社長 井阪 孝. 専務取締役 

若 尾 幾 造. 原 富 太郞. 溢澤義 一. 小 


四 二 四 


店 

立 


に 增 資 

保險業 を 

再び 火災 

し. 東京. 神 

及 海外 樞 


經營 せし が 一 時 

保險を 開始 す， 現 

戸. 横 濱. 上 海に 支 

要の 都市に 代理 


錦 P 右 門. 取 締役 大濱忠 三郞. 

野 哲郞. 杉 田 大藏. 吉井祧 麿 


神 芦 支店長 龜井 捨次郞 

資本金 五 百 寓圆、 大正 九 年 七月 七 百 五十 萬圓に 増資. 大正 九 年 三月 

1 千 二百 五十 萬圓 に增資 

沿  革 創立 當 時より 火炎 保險業 を營み 明治 三十 九 年 九月 海上 保 

險 を兼營 す。  , 

神 芦 支店 開設 明治 三十 二 年 九月 

共同 火災 保 共同 火炎 保險 株式 會社 

險昧式 fri 钍 

本  店 大阪市 北 區曾根 崎 上 二 丁目 九十 六 番地 

神 戶 支店 神 B- 市 榮町四 丁目 二十 二番 地 

創  立 明治 三十 九 年 六月 

創立 當 時の 役員 社長 田 邊貞吉 

現 時の 役 員 取締役 社長 田 所 美 治. 常務取締役 廣瀨耕 治. 取締役 廣瀨鐵 太 

郞. 坂 野 兼 通. 杉 山喬. 山ロ玄 洞. 鈴 木 梅 四郞. 廣海 二三 郞. 森本淸 

兵衞 

神^ 支店長 橋 本 虎次郎 

第五 韋 大正 初期 及駄 洲戦亂  四 二 五 


祌_レ 海上？？ a 

送 《災 保險 

株式 食 社 


^洋 海上 保 

險 《 式會社 


資 


神戶 市史 

本 


刖錄ニ 祌 戶 海運 五十 年史 


四 二. K 


神 海上 運送 火災 保 

本  店 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 


資 


本 


金 五 百萬圆 大正 九 年 二月 一千 萬圓 に增資 

革 大正 元年 九月 海上 保 險部を 增設し 現今 火 災. 海 上. 運 送. 傷 害 

の 谷 保險業 を兼營 す。 

險 株式 會社 

神 市 明 石 町 二十 九 番地 

明治 ral 十 年 四月 

社長 岡 崎藤吉 

取締役 社長 岡 崎 藤 吉. 副 社長 田 中 省 三 • 常務取締役 三 木 三 郞. 

取締役 伊藤 長 次 郞. 辰 馬 吉左衞 門. 岸 本 兼 太 郞. 百 崎 俊 雄. 吉 田 

長 敬 • 支 配 人 小島 豊俊 

金 五 百 萬圓、 大正 九 年 九月 一千 五 百萬圓 に增資 

革 海 上. 運 送. 火 炎の 各 保險業 を兼營 す。 


東洋 海上 保險 株式 會社 

本  店 東京 市 麴町區 永樂町 

祌 芦 代理店 神 戸 市 榮町三 丁目 


丁目 一 番地 


立 


創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

神 I ^代理店 長 

資本金 


沿 


革 


明治 四十 一 年 五月 四日 

社長 專務 取締役 杉 井說造 

取締役 社長 下坂 藤 太郞. 常務取締役 日向 利 兵衞. 土屋豊 吉. 永 

井 好 信. 松 方 五郎 

伊藤 傳 右衛門 

五十 萬圓、 明治 四十 三年 五月 一 百 萬圓に 增資、 大正 五 年 二月 

三百 萬圆 に增資 

創立 當時は 帆 船 # の 船體及 貨物の 保險 契約の みな りしが 

社名 を帝國 帆船 海上 保險 株式 會 社と 稱し 明治 四十 三年 五 

月 社名 を 變更し 一 般 海上 保 險業を 開始し 大正 七 年 十月よ 

b 火炎 保險 を兼營 す。  . 

株式 會社 

東京 市 京 橋 區南金 六 町 十五 番地 

神 戶 出張所 神 市 元 町 七 丁目 十五 番地 

創  立 明治 四十 四 年 五月 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  四 二 七 


中央. 《災 傷 中央 火災 傷害 保險 

害保險 株式 

會社本  店 


神 尸 市史 別 錄 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

舯 S- 出張所 長 

資 本. 金 


沿 


革 


二 神戶 海^ 五十 年史  四 二八 

社長 粟津 淸亮 

取締役 社長 鲇川義 介. 取締役 副社長 森 本邦 治郞. 取締役 貝 島 

健 治. 藤 田 政 輔. 飯 田 新 七. 日 比 谷 祐藏. 赤松 治 部 

小 泉信彥 

1 百 萬 圓、 大 正 七 年 六月 二百 萬 圓に增 資， 大 正 九 年 五月 五 百 

萬圓に 增資 

創立 當時 日本 傷害 保險 株式 會 社と 稱し 大正 七 年 六月より 

傷害 保 險を營 み、 火 炎. 海 上. 運 送 保 險は再 保 險を專 業と す、 大 

正 八 年 十 一 月 社名 を 日本 傷害 火炎 海上 保險 株式 會 社と 改 

稱、 十 一 年 三月 更に 中央 火災 傷害 保險 株式 會 社と 改稱、 火災 

保險を 主と し 傷 害. 海 上. 運 送 を兼營 す。 


日 淸 《災海 日淸 火災 海上 保險 株式 會社 

上 保険 株式 

食 社  本  店 大阪市 西 區土佐 掘 裏町 三十 五番 地 


祌戶 駐在所 

<W  立 


神月 巿加納 町 二 丁目 四十 七 番地 ノ 

明治 四十 四 年 十二月 


第一. «災 海 

上 再 保險株 

式會社 


創立 當 時の 役員 

現 時の 役 員 

神 芦 駐在所 長 

資本金 

沿  革 

第 一 火炎 海上 再 保 

本  店 

神 10- 出張所 

J  立 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

神^ 出張所 長 


社長 岸 本 五兵 衞 

取締役 社長 岸 本 兼 太郞. 常務取締役 猪 飼 九 兵衞. 取締役 吉田 

長 敬. 道 元 忠右衞 門. 岸 本鑑之 助. 岸 本正淸 

淸水郡 造 

一 百 萬 圓、 大 正 五 年 二月 二百 萬圓 に增資 

創立 當 時よ， 9 海外に 賣 出さる 、 再保險 防止の 目的 を 有し、 

本邦に 於け る 再保險 業の 嚆 矢な， 9。 

險 株式 會社 

東京 市 麴町區 八重 洲町  一 丁目 一 番地 

神^ 市 榮町四 丁目 十一 一 番地 ノー 

大正 六 年 一 月 

社長 坂田實 

取締役 社長 柳莊太 郞. 取 締 役渡邊 修. 志 賀 直 溫. 伊 藤 耍 藏. 山 田 

敏行卞 鄕傳平 北 川與平 

大谷義 雄 


第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


四 二 九 


紳 B '市史 別 sni 祌戶^ 運 五十 年史  四-一 〇 

資 本 金 五 百萬圓 

沿  革 創立 當 時よ， 9 海上 及 火災の 再 保 險を專 業と したる も 大正 

十 一 年 を 期し 火災 保險の 直接 契約 を 開始し、 同時に 海上 保 

險を 一 時 中止す。 

災海 日 章 火災 海上 再保險 株式 會社 

上 pf- 保^ ！ゅ 

式會社  本  店 東京 市日 本 橋區元 四日 市町村 井 銀行 ビル、 デ イング 三階 

神^ 駐在所 神 芦 市 磯上通 三 丁目 二番 地 

創  立 大正 六 年 一月 

創立 當 時の 役員 社長 男爵 前島彌 

現 時の 役 員 會長 男爵 前 島彌. 專務 取締役 曾我祐 邦. 取締役 森 盛 一 郞. 西 尾 

謙吉. 村 井 五郎 

砷 BS 駐在所 主任 園部贞 雄 

資 本 金 二百 萬 圓 

沿  革 創立 當 時より 海上 保險を 兼營す 

s»±k 扶桑 海上 火災 W 險 株式 會社 


災保險 株式 

會社 


本 


日 東海 上^ 

災保險 株式 

食 社 


P 支 


店 

立 


創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

神 In- 支店長 

資本金 

沿  革 

日 東海 上 火災 保險株 

本  店 

ま  立 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 


東京 市 麴町區 有樂町  一丁目 一番 地 

神 戶市榮 町 三 丁目 六 番地 

大正 六 年 十二月 

社長 加 藤 正義 

取締役 社長 加 藤 正 義4 務 取締役 松 木 鼎 三郞. 取締役 小 倉 正 

恒牟 生埶三 郞. 森 村 開 作. 坂 野鐵次 郞. 島 村淺夫 

小山 卓次郞 

一千 萬圓 

大正 八 年 十二月よ b 火災 及 運送 保險を 兼營し 扶桑 海上 保 

險 株式 會 社と 稱 したる を 扶桑 海上 火災 保險 株式 會 社と 改む。 

式會社 

神 芦 市 海岸 通 二  丁目 二十 六 番地 

大正 六 年 十二月 一 日 

専務取締役 戶田實 

専務取締役 芦田 實. 取 締役菊 地 吉 藏. 三 木 三 郞. 蘆 田作 太 郞. 永 


第五 草 大正 初期 及歐 洲戦亂 


四 三 


祌 戶市史 刖錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  四 三 二 

田 章 

資 本 金 二百 萬圓 

沿  革 創立 當 時より 海上 及 火災 保險 を兼詧 す。 

巾 外海 上 火 屮外 海上 火災 保險 株式 會社 

^^險 株式 

食 社  本  店 大阪市 北區 安治川 上 通  一丁目 五番 地 

祌芦 駐在所 尼 崎 汽船 部 神 支店 內 

创  立 大正 七 年 四月 四日 

創立 當 時の 役員 社長 尼 崎 伊三郎 

現 時の 役 員 取締役 社長 尼 崎 伊三郎. 常務取締役 西川豊 四郞. 取締役 高 田 

久右衞 門 • 金 澤 仁 作 .靑 木 磐 雄 • 中 居 包 時 

神 R; 駐在所 員 安宅 定 

資 本 金 一 百 萬 圓， 大 正 十 一 年 七月 二百 萬 圓に增 資 

沿  革 海上 及 火災 保險 を兼營 す。 

大束 海上. K 大東 海上 火災 保險 株式 會社 

災保險 株^ 

食 社  本  店 大阪市 北 區北野 角 田 町 三 西 二十 五番 地 


神 In- 支 店 祌 m- 市 海岸 通 十二 番地 

創  立 大正 七 年 六月 二十 六日 

創立 當 時の 役員 社長 右近 和 作 

現 時の 役 員 取締役 社長 右近 和 作. 専務取締役 北田彥 三郞. 取締役 八十 島 

五 郞右衞 門. 鈴 木 庫太 郞. 奧 田 穰 

神^ 支店長 平 井晴治 

資 本 金 二百 五十 萬圓 

沿  革 大正 七 年 九月 一日よ， 9 營業を 開始す。 

朝日 海上 火 朝日 海上 火炎 保險 株式 會社 

災保 險昧式 

會社  本  店 神^ 市 京 町 A 十二 番地 ノニ 

創  立 大正 七 年 八月 

創立 當 時の 役員 取締役 社長 窪 田四郞 

現 時 の 役 員 専務取締役 草 場 茂 了 取締役 岡崎忠 雄. 小 曾根貞 松. 小島 豐 俊. 

川 嶋 稅. 稷 竝 充 造. 對 馬 一 一 郞. 山 田 實史. 平 出 定士ロ 

資 本 金 一千 萬圓 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 L? 亂  四三コ 1 


祌戶 市. ffi 別 二 神！；：' 海運 五十 年史  四 三 四 

沿  革 主として 海上 保險業 を經營 す。 東京. 大阪兩 地に 支店 を設 

置し 大正 八 年 十月 火災 保險を 兼營し 社名 朝日 海上 保險株 

式 會社を 朝日 海上 火災 保險 株式 會社， と改稱 す。 九 年 二月 

窪 田四郞 社長 を辭し 顧問 櫓 崎 猪太郞 取締役 社長に 就任し 

同時に 常務取締役 草 場 茂 一 専務取締役 となる、 大正 十 年 五 

月栴 崎の 辭 任に 依り 草 場 之 を 襲 ひ 大正 十 年 八月 資本 系統 

の 變動ぁ b 窪 田 四郞を 始め 內田信 也. 上 西龜之 助. 四 井 喜 一 

郞. 前 田 米藏. 河原 寧 滕田銀 次 郎等 取締役 を 退き 神 田鐳藏 一 

派 之に 代り、 本店 を 東京 市に 移す、 更 に 同年 十二月 岡 崎 系の 

買收 する 所と な b 、十 一 年 一 月 本店 を 神 S- 市に 移し 同年 十 

乃 よ ，5 運送 保險を 兼營 す。 

大和 海上 保 大和 海上 保險 株式 會社 

晚 株式 會社 

本  店 大阪市 西 區靱北 通 四 丁目 十 番地 

神 芦 出張所 祌^ 市 元 町 三 丁目 四百 二十 一 番地  • 

创  立 大正 七 年 十月 


創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

神^ 出張所 長 

資本金 

大正 海上 火 大正 海上 火災 保險株 

災保險 株式 

會社 


本 


^ 支 


店 

立 


創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 

神 la- 支店長 

資本金 

沿  革 


社長 深 川 喜次郞 

取締^ 社長 深 川 喜 次郞. 専務取締役 高瀨 繁吉. 常務 取 締役岡 

崎 七 八 二. 取締役 堤淸六 • 板 倉 永 助. 天 野觼次 

靑山忠 二 

二百 萬圓 

式會社 

東京 市日 本 橋區本 皮屋町 五番 地 

祌芦市 海岸 通 三 丁目 二十 六 番地 

大正 七 年 十月 二十 一 日 

取締役 會長 飯田義 一 

取締役 會長 飯田義 丁 専務取締役 平生 釩 三郞. 取締役 原 富 太 

郞. 山 本悌ニ 郞. 小 田 柹捨次 郞. 齋 藤浩介 

飯沼剛 一 

五 百萬圓 

營業 本部 を 神 In- 市 海岸 通 三 丁目 二十 六 番地に 置く。 


第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


四 三 五 


SI せ 海上 保 

險 株式 會社 


太平洋 海上 

災保險 45 


神 戶市史 刖ほニ 神戶 海運 五十 年史  四  一二 六 

攝律 海上 保險 株式 會社 

本  店 大阪市 西區 川口 町 十 番地 

创  立 大正 八 年 二月 

社長 竹 內直哉 

取締役 社長 竹內直 哉. 專務 取締役 淺井 義啁. 取締役 山 田穆. 村 

田 省藏. 太 田正躬 

二百 萬圓 

險 株式 會社 

神 芦 市 仲 町 三十 番地  - 

大正 八 年 三月 

社長 瀧 川辨三 

取締役 社長 瀧 川 辨三. 專務 取締役 高 野 進. 取 締役中 村 準 策. 淺 

尾豊 了 福原芳 次. 伊 藤 俊 介 

二百 萬 圓， 大 正 十 年 十月 三百 萬圓 に增資 

大正 十 一 年 四月 瓧名を 太平洋 海上 火災 保險 株式 會 社と 改 


創立 當 時の 役員 

現. 時の 役 員 

資本金 

太平洋 海上 火災 保 

木  店 

<s  立 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 


資 


本 


金 

革 


稱 し、 新 に 火災 保險 を兼營 す、 歐 洲大戰 中 戦時 保 險， 木 船船體 

保 險、 鋼 船に 關 する 保險者 責任の 最も 廣汎 なる 條 件に 依る 

船 體保險 等 を 日本 船主 及 荷主の 爲 め倫敦 市場に 直接 附保 

する の 端 を 開きた る 高 野 汽船 會社 海上 保險 部の 事業 を 中 

心と して 設立せられ たる ものな， 9。 

三菱 海上.^ 三菱 海上 火災 保險 株式 會社 

災 a 險 株式  . - 

會社  本  店 東京 市 麴町區 八重 洲町ー 了 目 一番 地 

祌 支店 神^ 市 相 生 町  一 丁目 十 番地 

創  立 大正 八 年 四月 

創立 當 時の 役員 取締役 岩 崎小彌 太. 串 田 萬 藏. 木 村 林次郞 

現 時の 役 員 取 歸役會 長 串 田 萬藏. 常務取締役 木 村 林 次郞. 取締役 岩 崎 小 

彌 太. 江 口 定 條. 菊 地 幹 太 郞. 各 務 謙 吉. 奧 村 政 雄. 支 配 人 龜山俊 

藏  一. . 

神 戶 支店長 鈴 木康道 

資 本 金 五 百 萬 B 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  四 三 七 


神 戶市史 別 SS  二 神戶 S 運 五十 年史  四 三 八 

沿  革 同社の 基礎 は 三菱， 合資 會社自 保險に 端を發 し， 明治 三十 年 

頃 三菱 合資 會 社に 於て 海上 火炎の 自保險 を 開始し 一 時 中 

絕の 姿と な &、 越えて 大正 二 年 合資 會社 庶務 部長 木 村久壽 

彌太當 時の 積立金 を 利用し 同 庶務 部に 保險 課を設 く、 三 菱 

合資 會社 事業の 擴 張に 伴 ひ 其 各部 は獨 立して 銀行、 鑛 業、 商 

事、 造船 各 株式 會社 とな b 、倉庫、 製紙 其 他 三菱 關 係の 事業 增 

加せ る 結果 自保險 にて 全般の 保險を 取扱 ふ 事 至難と な.^, 

大正 七 年 九月 岩 崎小彌 太. 木 村 久壽彌 太. 江 9 定 條. 串 田 萬藏. 

青木 菊 雄 未 村 林 次郞. 各務 謙吉. 奧村政 雄 等發起 人となり、 三 

菱 海上 火災 保險 株式 會社を 設立す、 大正 九 年 八月 二十日 大 

阪 支店 を 新設し 田 中 卯 一 郞 支店長に 任じ 大正 十 一 年 十 一 

月 一 日 神 S- 支店 を 新設し 從來神 B- 代理店た. -し 三菱 商事 

株式 會社祌 B- 支店の 保險 業務 一 切を繼 承し 鈴 木康道 支店 

長に 1 ^す。 

大 Wat 上 大福 海上 火災 保險 株式 會社 


災保險 株式 

會社 


辰 馬 海上 众 

災保險 株式 

會社 


本  店 

神 R 支店 

f  立 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役 員 

神戶 支店長 

資本金 

沿  革 

辰 馬 海上 火炎 保險 

本  店 

神 戸 出張所 

創立 當 時の 役 員 

現 時の 役員 


大阪市 東 區內本 町 二  丁目 

神 S- 市 榮町三 丁目  . 

大正 八 年 四月 十五 日 

社長 男爵 川 崎 芳太郞 

取締役 社長 松 方正 雄. 専務取締役 有 村 丈 次郞. 取締役 男爵 岩 

倉 道 倶由 中 常 德. 松 方 義 輔. 鹿 島 房 次 郞牟 生^ 三郞 

川 島 右次 

五 百萬圓 

大正 八 年 五月 一 日 神 ^支店 開設 

株式 會社 

兵庫縣 武庫 郡西宮 町三號 地の 千 八 百 八 十八番 地 

神 戶市明 石 町 四十 七 番地 

大正 八 年 八月 三十 一 日 

取締役 社長 辰 馬 吉左衞 gZ 

取締役 社長 辰 馬 吉左衞 門. 常務取締役 伊藤 俊 介. 四 井 喜 一 郞. 
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神戶 市お 

神 S- 出張所 

資 本 

沿 


太平. K 災海 太平 火災 海上 保 

上保險 株式 

せ 社  本 

神 出張 


创立當 時の 役 

現 時の 役 


祌 B- 出張所 

赍 本 


刖？ S  二 神戶海 ^五十 年史  四 四 o 

取締役 辰 馬 勇 次 郞. 淺 尾豊 丁 川 野 宗太郞 

長 石山 淸 

金 二百 萬圆 

革 海上 保險は 主として 束 京 海上 保險 株式 會 社と 聯絡し， 再 保 

險を專 業と す、 火 炎 保險は 同社 役員の 物件 而已 を附 保す。 

險 株式 會社 

店 東京 市 麴町區 內幸町 一丁目 

所 神 市 榮町六 丁目 二十 三番 地 

立 大正 八 年 九月 

員 社長 村 井 貞之助 

員 取締役 社長 村 井 A 之 助. 副 瓧長 左右 田 棟 丁 常務取締役 岡 本 

次 三 郎. 取 締役內 野 五郎 三. 芝川榮 助. 阿 部 市 太 郞由 村 新 吉. 阿 

曾菊藏 

長 春 藤 作 之 助 

金 五 百萬圆 


大日 本^ 災 

海上 再保險 

株式 會社 


新 日本.^ 災 

海上 保險株 

式會社 


大日 本 火炎 海上 再 

本  店 

神 In 駐在所 

i  立 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役 員 

祌卢 駐在所 長 

新 日本 火炎 海上 保 

本  店 

神 戶 出張所 

*  立 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 


保險 株式 會社 

大阪. 市 東 區北濱 二 丁目 二十 七 番地 

神 芦 市 湊川町 六 丁目 百 九 番地 

大正 九 年 三月 

取締役 廣海 二三 郞. 山 ロ吉郞 兵 衞. 岩 井 勝 次 郞. 竹 尾 治 右衛門. 

森本淸 兵 衞 

取締役 社長 森本淸 兵衞. 専務取締役 三澤 豐彥. 取締役 廣海ニ 

三 郞. 山 口 吉郞兵 衞. 岩 井 勝 次 郞. 竹 尾 治右衞 門. 坂 野 兼 通 

有 井 健 馬 

險 株式 會社 

東京 市 麴町區 有樂町  一 丁目 三番 地 

神^ 市 元 町 六 丁目 三 十八番 地ノ  一 

大正 九 年 八月 二 日 

社長 伯爵 柳 原義 光 

^締役 社長 伯爵 柳 原義 光. 專 務 取締役 金 光庸 夫. 取 締役 支配 
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紳 戶市史 別 錄ニ 神戶 海運 五十 年史  四 四 一一 

人 S 村 周藏. 取締役 橫 山正躬 

祌 III 出張所 長 加 納淸藏 

資本金 五 百萬圓 

沿  草 大正 十 年 一月より 火災 保 險業を 開始せ る も 海上 保 險業は 

未だ 開始せ や。 

束洋 火災 海 東洋 火災 海上 再保險 株式 會社 

上 再 保 ま 株 

式會壯  本  店 大阪市 西區 江戸 堀 南 通  一丁： H 十一 番地 

创  立 大正 九 年 十 一 月 二十四日 

創立 當 時の 役員 社長 安田 善 雄 

現 時の 役員 取締役 社長 安田 善 雄. 常務取締役 中島 惣次. 取締役 安田 善 助. 

男爵 長 松 篤 業 • 小 松林 藏 

資本金 五 百萬圆 

沿  革 海上 保險は 未だ 經營 せす。 

sa 海上 火 祌^ 海 上 火災 保險 株式 食 社 

災化險 株式 

會 s  本  店 大阪市 東 區淡路 町 三 丁目 二十 番地 


倉庫業 


森 本 倉庫 株 

式會社 


^  立 

資本金 

創立 當 時の 役員 

現 時の 役員 


業の 繁榮と 共 

は 貨物 取扱の 

倉庫業が 

豪 は績々 

られ たる 

テ ベ ド ァ 

の 大要 を錄せ 

森 本 倉庫 は 

商賣を 開業せ 

第五 箄 


商 一 

輕減 

し て 


領 せ 

し、 ス 

る 補 


之れ 

觀 な 

1 を 

云 ふ 

ん。 

明治 

る に 


大正 寸年 八月 

三百 萬圓 

社長 岸 本 五兵 衞 

取締役 社長 岸 本 五兵 衞. 常務取締役 岸 本 正淸. 取締役 猪 飼 九 

兵衞 

に 貨物 集散の 頻繁なる は 勿論に して 之に 伴 ひ 其 取扱 費用の 

便宜と 相 待ち 自然の 要求なる のみなら す、 金 融の唯 一 機關と 

界に 於て 漸次 重要視 せらる ， は當然 なり。 明治 二十 年頃よ 

に 手を染 むる に 至， 9、 神 海岸線の 大半 は 倉庫業 者の 手に 占 

きに あらす、 特に 近年 港灣の 改修と 共に 海陸 連絡の 施設 完成 

も兼營 す、 實 に 倉庫業 者 は 一 面賀 易の 鍵 を 握り 海運の 必要な 

も 過 言 にあら す。 今玆に 創立 年月の 順序に 依 b 各 倉庫 會社 

三年 頃より 森 本 六 兵衞が 自己 所有地に 倉庫 を 建設し 貸 倉の 

始る。 爾來 漸く 發展し 明治 三十 三年 森 本 合 名 會社を 組織し 


大正 初期 及 K 洲戰亂 


四 四 一二 


神 戶市史 刖錄ニ 神 尸 海運 五十 年史  四 四 四 

其 一 部の 事業と して 倉庫業 を經營 し來 ちしが， 大正 八 年 十月 資本金 二百 萬圓を 

W て 森 本 倉庫 株式 會社を 設立す。 森 本 合 名會社 所有の 小野濱 土地 建物 を繼承 

し 取締役 社長に は 森 本 六兵衞 就任す、 最近 其 所有 坪數を 調査す るに 左の 如し。 

倉庫 土地 約 二 萬 五 千 坪 

煉 S 造 倉庫 竝に 上屋 約 一 萬 七 千 坪 

三菱 株 三菱 倉庳 株式 會 社の 前身 は 東京 倉庫 株式 會社 にし て、 明治 二十 年 四 の 創立 

式 食 社 

にか、 る。 兵 庫 支店 を 開 業せ し は 明治 二十 九 年 十月 一日な b、 當 時 取締役 は莊 

田 平 五郎. 二 橋 元 長. 阿部 泰 藏. 寺 西 成 器. 末 延道成 等な， 9。 大正 七 年 三月 一 曰 三菱 

倉庫と 改稱 す。 現今の 重役 は 取締役 會長串 田 萬 藏. 常 務 取締役 谷 本 伊太 郞. 加 藤 

義之 助. 取締 役 岩 崎小彌 太. 木 村久壽 彌 太. 江 口 定 條. 三 橋 信 三 な り。 - 

歐洲戰 役 中 及 平年に 於け る 取扱 货物 概算と 主要なる 荷 扱 噸數を 示せば 左の 

如し。 

船內 荷役  孵 船荷 役 上屋 荷 役 (荷捌) 貨車 荷役 

大正 七 年 一、 七 七 四、 七 九 〇 1,0 四 五、 八 五 七 一、 〇 九 五、 四 三 〇 二 〇 八， 六 六 三 

同 八 年 一, 六 六 九、 七 ニニ 九 六 五、 七 八 二  一、 二 九、 四 三 O  1 九九、 六 三 〇 


同 九 年  一、 二 九 二、 八 四 七 七 ニハ， 五八 九 九 二， 八 ニニ  一 五 七、 四 九 〇 

同 十 年 一、 〇 二八、 七 o 九 四 八 九、 三 二 四 六 八 九、 四 〇 一  一九 五、 〇 五一 

同社 は ス-ズ ベ ドア ー を も兼營 せる ものにし て 、艘. 小 蒸汽等 所有 船 を 使用 し、 倉 

橋 組 (倉 橋 武 三). 闊 吉 組 (吉 井 鐵 四 郞). 天 晴 組 (坂 井 八 郞) 等 より 人夫 を 供給せ しめ、 濱仲 

仕 は 左記 & 場所々 屬 の 「組」 よ り 供給せ しむ。 

高 濱。 丸 友、 九十 九、 丸 要、 个、 丹 吾， 高木、 石 川、 丸 兵、 三 好、 山野 井、 

藤 高、 鶴 一、 長 田 

和 田。 吉井， 坂 本、 神 R、 兼、 常、 朝鮮、 山 本、 相 川 

島 上。 若葉、 山 本、 森 本、 天 野、 伊原、 熊 谷、 柳 

波止場。 上、 仲、 大濱 

小 野。 上、 仲、 棉花 

海陸 設備 槪耍 左の 如し。 

陸上 

、荷捌 上屋 五 棟 

倉 庫 四 一 棟 


六、 八 五 〇 坪 

一 〇、 九 一 〇 坪 


第五 萆 大正 初期 及 欧洲 戰亂 


四 四 五 


高 濱 


舯 戶市史 別錄ニ 神戶 海運 五十 年史  四 四 六 

岸 壁 延長 二、 C 八 二 尺、 水深 干潮 面 下 二 七 尺 

一 萬 噸級航 洋船ニ 隻及八 千噸級 航洋船 一 隻を 同時に 維 繋し 


/荷 

倉 

"大 


重機 敷 

捌と 屋 

棧 橋 


島 上 


小 野 


得 

十五 噸捲 一 

一 三楝 

三 二 棟 

突出 六 〇 〇 

1 ノ千 嚷菘矿 

一 噸半捲 

五楝 


,起 重機 數 

一倉 庫 

一同 (借 庫、 

一倉 庫 一 〇 棟 

パ同 (借 庫) 

波止場 神 戸 税關 突堤 上屋 

第 一 突堤 B 號 


臺、 三噸捲 八臺、 一 噸半捲 四臺、 合計 I 三臺 

七、 四 ニニ 坪 

九， 七 七 八 坪 

尺、 水深 干潮 面 下 二 七 尺 

洋船 ニ隻を 同時に 維 繋し 得 

一 六臺 

五 四 六 坪 

六、 五 〇 〇 坪 

一、 九 二 四 坪 

四， o 五 〇 坪 

一、 〇 〇 八 坪 


兵 庫 倉康株 

式會社 


住友 合袞會 

社 倉庫 


第 四 突堤 o、p 號 

海 上 

小 蒸 汽船  九隻 

0 船 ニニ 〇 隻 

起重機 船  三隻 

兵 庫 倉庫 株式 會社は 明治 


1、 二 六 〇 坪の 専用 許可 を 得 

三 三 〇 噸 

七、 一 一  三噸 

噸捲及 一 噸半捲 

十五 年 八月 兵 庫 鍛冶屋 町に 設立 せらる。 


資本金 


七十 萬圓 にし て、 當 時の 重役 は 専務取締役 安藤 行 敬. 取 締役 澤野定 七. 喜 多 伊兵衞 

な， り。 現在 重役 は 専務取締役 社長 新田 茂 兵 衞. 常務取締役 新田 茂 助. 取締役 赤 尾 

福 松な， 5。 所有 倉庫 三十 六 棟に して 百七戶 前、 此 坪 數ニ千 七 百 八十 五坪 六合に 

當 る。 

住友 倉庫の 創立 は 明治 三十 二 年 七月に して、 大正 十 年 二月 住友の 組織 變 更に 

より 住友 合資 會瓧 倉庫と 稱 する に 至れ， 9。 資本金 一 億 五 千萬圓 にし て、 神 S- 支 

店 設立 は 明治 三十 二 年 七 月、 兵 庫 東 出 町 二  丁目に あ り、 現 在の 支店 支配人 富田武 

彥 にして 東 出 町に は 約 三百 五十 坪の コ ン タヅ ー ト造 三階 建 倉庫 を 有す。 海岸 

通に 約 四百 十 坪 の 煉^ 造 三階 建 倉庫、 奮 居留地に 約 六 百 坪の 煉 S 造 二階建 倉庫 

第五 草 大正 初期 及 欧洲 戰亂  四 SI 七 


祌戶市 *  ^ss  二 神戶 海運 五十 年史  四四ヌ 

を 使用す。 其他煉 亙土藏 倉庫に は處々 に 防火壁 を 設け， 荷役 は 倉庫 直屬の 仲仕 

を 使役す。 倉稟 派出所 左の 如し。 

東 出 町 倉廩  川 崎 町 倉廩 

海岸 通 倉廩  京 橋 出張所 

出 在家 町 派出所 

大正 十一 年 九月 末 現在  九月 末 現在 保管 貨物 殘高 

倉庫 建坪  四、 二三 六、 六 五一 個数 三 五 二、 三 五八 個 

素 家 建坪  二 四 六、 九九 七 價格 七、 九 八 六、 四 六 一 一四 

住友 合資 會社 はもと 住友銀行が 擔保品 管理の 目的 を 以て 設けられ 明治 三十 二 

年 七月 銀行^と 分離 獨 立して 住友 倉庫と 稱し 一 般 倉庫 を 開始した る ものな り。 

祌^ 支店 は 銀行 附愿 の當 時より 開設せられ、 爾來 業務の 發展に 伴 ひ 私設 保稅倉 

庫 を增設 し、 私 設假置 場 竝に驗 出入 上屋 を 設け 簡便に 通關 事務 を 取扱 ひ、 又 大正 

七 年 四月 運送 部 を 併置 し、 數 隻の 曳船 汽船 及 数十 隻の脬 船 を 使用し 本船 貨物の 

荷捌^ 他 阪. 神 間竝に 市內の 貨物 運送 及び 曳船 業 を兼營 す、 更 に 最近 砷 税關第 

三 第 四 突堤の 背面 約 三千 坪の 土地 を大藏 省よ， 5 借り受け 倉庫 建築の 豫定 な. -。 


川 西 倉庫 株 川 西 倉庫 株式 會社は 明治 三十 六 年 六月 川 西 淸兵衞 が 兵 庫 港 集散 貨物の 保 an 

着 社 

を 目的と し、 川 崎 町 所在の 倉庫 約 五 百 坪 を 以て 倉庫業 を 開始せ し を 第 一 著步と 

し、 船大工 町 倉庫 を買收 し、 其 後日 本 郵船 株式 會社內 地 航路 輸入 貨物 荷捌 を 引受 

け、 大正 二 年 兵 庫 運輸 株式 會社 を買收 し、 其 艘船業 一 切を繼 承し 合資 會社川 西 商 

店 の經營 とな. せ る ものな り。 大正 七 年 川 西 商事 株式 會社 創立 せら れ、 資本金 二 

百 萬 圓、 社 長 川 西 龍 三. 常務取締役 藤 原 多 民 治. 相 談役川 西 淸兵衞 就任 し、 川 西 商店 

を繼 承す。 次で 東 尻 池 村字大 竹に 約 一 萬 二 千 坪の 土地 を 買收し 順次 倉庫 を 建 

設 し、 兵 庫 驛內に 線路 を 延長して 海陸 連絡 を 計 b 、新に 鐵道 貨物の 取扱 を 開始し、 

神 芦 税關構 內第四 突堤 根本に 倉庫 を 建設し 業務 を擴 張す" 大正 十一 年 七月 社： 

名 を 川 西 倉庫 株式 會 社と 改稱 す。 

束 神 倉庫 株. 東 神 倉庫 株式 會社神 S- 支店の 創立 は 明治 四十 二 年 十月 十 一 日. 資. 本 金 創立 當 

式會社 

時 二百 萬圆 全額 拂込 濟、 大 正 十 一 年 十月 現在 五 百萬圓 全額 拂込濟 な り- 創 立當 

時の 重役 は 取締役 社長 三 井元 之 助 • 取締役 波 多 野 承 五 郞. 林 健なる が、 現在 重役 は 

取締役 社長 三 井 毒 太郞. 取締役 奥衬 久郞. 門 野 練 八 郞. 林 健. 福 井 菊三郞 な&。 

東祌. 倉庫 株式 會社は 三 井家 直營 事業の 一 にして 明治 四十 二 年 十月 三 井 銀行 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  affl*- 
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の 組織 變更と 同 時に 同行より 分離 獨立 し， 東 京. 神 "門 司の 三ケ 所に 支店 を 設置 

す。 乃ち 三 井 銀行 小野濱 倉庫 は東祌 倉庫 株式 會社神 支店と 改稱 し、 普通 倉庫 

竝 に保稅 倉庫業 を 營み來 りしが、 大正 四 年 七月 神 芦 梭橋 株式 會 社と 共同し 繋船 

及 本船 荷役 其 他 海陸 聯絡 貨物 揚卸竝 に 運送業， 通關 事務 等 を兼營 し、 次で 大正 六 

年 九月 右 共同 經詧 事業 全部 を買收 し、 同 時に 小 野濱に 於け る埋立 工事の 完成す 

る あ り. W 來 諸般の 設備 漸次 整齊 したる のみなら す， 繫船 岸壁の 使用 は 益 "其 利 便 

を發 揮せ り。 現に 海上に 於て は 大正 運輸 株式 會 社、 陸 上に 於て は 株式 會社三 共 

組 其 他の 專屬 荷役 機關と 共同 聯繋 しつ , ある を 以て、 倉庫 內 外の 荷役 能力 大に 

舉 る" 

設備の 槪要 左の 如し。 

所有地 坪數 

在 來 地  一二、 一 一 五坪 〇 三 〇 

埋立地  九、 三 七 六 坪 六 五 七 

計 ニー， 四 九 一 坪 六 八 七 

借地 坪數  一 九、 七 九 五坪 九 五八 


第 一 

所有 

煉 

右の 

Is}* 月 

專 用 

構內 

埋立 

坪 


第二 突堤 借 入豫定 


七、 五 〇 二 坪 三 二 五 


茏 造 

建 物 


內 

稅 倉 

鐵道 


屋 


軌 條 

地 (小 野濱町 


五哩 

昏 也 一 


二、 七三 七 坪 六 五 

三， 九 六 六 坪 八 八 

一， 八 ニニ 坪 二 六 

四 六 一 坪 〇 六 

八， 九 八 七 坪 八 五 

二 、四 八 八 坪 三 三 

〇， 六 五三 坪 九 二 

十六 鎖 五十 節 

三 鎖 五十八 節 

十九 鎮 二十 一 節 四 


九、 三 七 六 坪 六 五 七 
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玉 


紳 戶市史 刖錄ニ 紳戶 海運 五十 年史 

上 星  五、 六 九 六 坪 六 八 八 

槃船 岸壁  一六 九 間 五 五 

此 水深 干潮 面 下 三十 呎 

七 五 間 四 一 


四 五 二 


荷揚 場 

所有 船舶 

小 蒸 汽船 小 野 丸 

小 蒸 汽船 布引 丸 

同  關門丸 

I 重 伶.^ J 

連絡 機關 

大正 運楡 株式 會社 (海上) 

資本金  二百 萬圓 

所有 船舶 

小 蒸 汽船 二十 隻 

^ 船 四百 九隻 


二十 七 噸八六 

百 十九 噸 〇 九 

十五 噸 

三 噸 揚ニ隻 


九 百 二十 三 噸七六 

二 萬 八 千 三百 八十 五噸 


右 は 同社が 資本金 全額 を 出資し 海上 荷役 機關 とせる ものな り。 

株式 會社三 共 組 (陸上) 

資本金  二十 萬圓 

定傭 人夫  約 三百 名 

荷馬車 數  三十 臺 

右 は 同社 過半 數 出資の 專屬勞 働 機 關な， 9。 

上 組 合資 食 社 東 神 部 (陸 上) 

資本金  六十 五萬圓 

定傭 人夫 (東 神 部 專屬) 約 百 名 

荷馬車 数 (同)  五十 臺 ， ■ 

起重機 船 (大小)  五隻 

右 は 同社の 主力に して 同社 東部の 勞 働に 從 事せ る ものな. 5。 

綿花 組 (陸上) 

右 は 明治 三十 八 年 同業 棧橋 組よ b 分離し 日本 棉花 株式 會 社の， 專屬 荷役 機關 

とならた る ものにし て、 棉 花 を 主と し 其 他 一 般 貨物 を 取扱 ひ 基礎 堅く 定 傭人 

第五 窣 大正 初期 及 欧洲 戦亂  四 五一 二 


神戶 * お ^錄ニ 神戶 海運 五十 年史  四 i 四 

夫 八十 名 內外を 置く。 近き 將來の 施設と して 海陸の 連絡 を 一 層 完璧なら し 

めんが 爲め、 東部 埋立地 上に 於て は 旣設專 用 側線の 外 更に 約 十三 鎖の 線路 を 

增 設 し. 其 海岸 終 點に百 五坪の 鐵筋 混凝土 貨物 揚卸 場を設 け、 輸 入陸揚 貨物 貨 

ポ 送の a 速と 荷役 賃の 節約と を 期せん と し， 今 や 其 施工 を 急ぎつ 、 ある^, 

西部に 於て は 第三 突堤 根元 政府 臨港 鐵道 線よ， 9 上屋 內に專 用 側線 引 込の 企 

圖を 有し 遠から す 起工の 事と なる ベ く 其 竣工の 曉は 東西 各 構內を 通じ 貨車 

の 運 输迚絡 は 一 層 便宜 を 加 ふべ し。 


第 六 章 歐洲 戰亂と 大正 十一 年 迄の 海運 / 

休戦 後の 市 休 戰條約 締結 以來 英. 米 兩國は 忽ち 自國の 貿易 挽囘と 海運 擁護 策 を 立て、 直接 

況 運賃 間接に 我 海運 を壓 迫し、 加 ふるに 運賃 は 大正 八 年中 漸次 下落の 行程 を迪 る。 九 

年 を迎へ 貿易の 不況と 共に 歐. 米 財界 漸く 險惡 とな， りし かば. 我 海運 界も愈 C 疲弊 

の 色を呈 し、 繁船績 出前 途暗儋 たる 光景 を演 す。 特に 大型 船 は 海外に 於て 需要 

を 失 ひ、 困窮の 餘り 近海に 割込み 來り、 爲 めに 小型 船 打撃 を 蒙る 事甚 しく、 運賃 日 

を 追 ひ 下 甲す る 一途の み。 偶" 鈴 木 商店 は 英國. 佛國 • 伊國に 食糧 賣 込み を 企て 九 

年よ h- 十 年に 亙 b 大連の 豆. 雜穀、 瓜哇の 砂糖、 北米 西海岸の 小麥 輸送 を 始め， K ラ 

ィ ン 大型 船 を此 等方 面に 配船す。 山 下 汽船 も 大正 十 年 六月 頃 印度 鐵道ス トラ 

ィキ の爲め 一時 甲谷陀 方面よ， -孟 買に 出炭 閉塞せ し 結果、 九州 炭 十餘萬 噸の輸 

送 を 請負 ひ 多數の 傭船 を爲 したり。 此等は 皆當時 船腹 消化の 好材料と 云 ふべ 

ノ  o 

十 年 春よ， O 十一 年に かけ 北米. 加奈陀よ， り 本邦に 木材の 輸入 旺盛と な b. 大型 

第六窣 欧洲 戰亂と 大正 十一 年 迄の 海運  四 五 五 


.  钟 戶市史 ^錄ニ 神戶 海運 五十 年史  四 i.u 

船の 之に 從事 する もの 增 加し、 一 千ボ ー ドメ シ ュ ァ I 十 弗より 十六 弗に 上進せ 

し は不浞 中の 一 活路と 云 ふ ベ く、 爲 に 近海 は 自然 小康 を 得た る觀ぁ ，5。 其 後 財 

界 一 層 不況に 倾き 社會 一 般 に物檟 調節 耍 望の 聲 喧しく， 志士 相 謀， 9 各種の 計 塞 

を 廻らす と雖 も、 物 檟 依然として 低落せ す-一 面 國內不 景氣の 長引く に從ひ 財界 

に對 する 世人の 揣摩 臆測 益. -甚し く、 其 結果 銀行 預金 取 附け頻 々として 起 b, 一  時 

財界の 動 搖を來 たす。 此 時に 當. ^銀行業 者 は 船舶に 對 する 債 權 保全 を 考慮し， 

抵當 物件の 整理 を强 要するに 依り， 船主 は 不得巳 船舶 を投 出し、 所謂 處分 を爲し 

たる もの 尠 からす。 囘顧 すれば 成金 者 流の 謳歌 も 今 は 唯槿花 一 朝の 夢と 化し 

たるの みなら や、 却 つて 戰 前よ. ^ 身上 一 段の 缺陷を 生 じ， 大 戰に對 し 寧ろ 怨 言 を 

放. つもの さへ あ hs。 

本來 貨物の 出 廻りに 比し 船腹の 過剩 なる は 海運 不振の 最大 原因に して、 特に 

逯^ 航路 出 貨の變 動 は 忽ち 大型 船腹に 影 饗す. 十一 年 冬季 を迎 へて 大型. 船 は 亦 

々小型 船と 近海 航路に 相 錯綜し 運賃 更に 低落す、 十 一 年末 我 邦 大型 傭船 料 相場 

重量 一 噸 一 圆 二三 十鈸を 示す， i 雖も只 名目に 過ぎ やして 傭船 容易に 成立せ す、 

s*s 船主 は 手 を 拱ねて 天命 を 待つ が 如し。 斯 くして 折角 旺盛 時に 赢ち 得た る 神 5- 


マ 1>  ケ ッ トは 漸次 中心 を 離る 、 觀ぁ 

哉 全く 氣迷 ひ狀 態に 陷 れ^。 戰亂に 

船主の 隠退 機に乗じ 持 船 を 整理し 斯界 を 引返し 

に 及んで は 上 西 汽船 株式 會社 長上 西 

船 株式 會 社に 賣 却し 再興の 時機 を 待 

に 自發的 整理 手段 を 執， 9 たる 者な，^ 

. 繋船 策 其 他 不況 對策を 講じ つ、 十一 

年 四月に 及び 百 三十 五隻 二十 四 萬 ニー 

唱へ 績々 市場に 出現す る に 依 ，9、 金融 

舶を脊 負 ひ 込める も の、 船 價の 平均 を 

立し 十 年 秋より 十 一 年 十月 頃 迄內地 

七隻 重量 二十 八 萬 二百 五十八 噸に達 

實に 奇怪なる 變 態な ，9、 此 輸入 以來海 

し、 大型 中古 船 重量 一 噸十圓 見 當卽ち 


,9。 . 蓋し 此狀態 は 何れの 日に 囘復 すべき 

入， 9  _ て 間もなく 神 S- にあ， O て船檟 昂騰の 

たえ 者 盛 奥 商 會成瀨 正 行 あ， O と雖 も. 戰後 

龜之助 所有 船 元 明 丸. 元 中 丸 ニ隻を 日本 郵 

つ 事と なれり。 此兩者 は 海運 界に處 する 

多數 社外 船主 は 斯界 強弱の 取捨に 苦み， 

年： を 越えたり。 大正 九 年 以來の 槃船は 十 

千： 噸 餘に達 す， 折 柄 外 國賣船 非常の 安直 を 

緩慢 を覺 ゆる も の、 又 は 戰 時. 中 高 檟 なる 船 

保たん 爲め. 頓に買 人氣を 生じ 賣買 著タ成 

に 於て 夫れ く 受渡し を 了した る數 四十 

す、 十 二 年に 入 更に 數隻 輸入 を 見た る は、 

運界 益" 不況に 入 、り、 其 後 外 國賣船 亦々 下落 

解き 船 直 段を吿 ぐるに 至 ，9、 前 年來 船主の 

船 表竝に 大戦 前後の 運賃 及 傭船 料 高低 表 


貢 船 思惑 蹉 買皓 思惑 は 全然 蹉跌せ り。 今 左に 繋 

第六萆 歐洲戰 a と 大正 十 一 年 迄 s '海運  四 五 七 


一四 七 八 七 二 四 八 五 五 四 四, 

r:  A  H  £  i  A  A  ^ 」 三' O  - 

六 九 〇〇〇 五 〇 三 〇 三 一 〇 

〇〇〇〇〇'〇〇〇〇 八 五 五 


九 八 九 八 九九 九 八 九 九 入 八 

〇九〇 九 〇〇一 九 〇〇 九九 
二 七 六 九 八 六 〇 六 五 五 


)し 


四一 四 四 七 四 一三 〇 二 五六 

ま〇〇'五七ニ五五〇五五五 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇oo  〇〇〇〇〇〇〇〇 

谤 


重量噸数 製造 年 


S 戶市史 刖錄ニ 神戶 海運 五十 年史 

と 船價の 趨勢 を 示す。 

最近 輸入 船 表 

船 名  原 名 

春 華 丸 Clan  Macfadyen 

神州 丸 Clan  sutberkn-1 

六 雲海 丸 Venus 

第 一 厚田 丸 Stmd  Shol ョ 

菊 桐 丸  。o】。t-arla 

天 正 丸  Melorse  Al_l-ey 

ひよ ど .9 丸  Polcrest 

長 一幅 丸  Pendragon  Castle 

迚久丸 Itaura 

第 T 八 多 丸 

明 石 丸  Khosrou 

天祐 丸  Beatrice 


四 五 A 


買 入價格 


買 主 

山 本 商事 株式 會社 

吾妻 汽船 株式 會社 

中 村 組 

佐 藤 正 男 

乾 新兵 衞 

酒井秀 次 

關ロ進 次 

津 田 株式 會社 

日滿 汽船 株式 會社 

八馬蒹 介 

村 尾 造船所 

土 佐 運輸 株式 會社 


正 元 丸 pencisely 

極東 丸 Manica 

* 一海 允  oristano 

北洋 丸  Clan  Macdonald 

敬義丸 Magician 

洋仁丸 Tactician 

南光 丸  Wigmore 

東 光丸 Tullamore 

西 光丸  Fullmore 

曉 光丸 Tamaqua 

北光 丸 Castellano 

御影 丸 Irae 

御物 丸  Tura 

白 丸  Itola 

淺間丸  Inveric 

第 六 草， 欧洲 戦亂. i 大正 


五、 一 五 〇 一九 一〇 

六、 五 〇〇 一 九 〇 一 

七， 五 〇〇 一九 一一 

七、 四 五 〇 一八 九 三 

七、 五 〇〇 一八 九 六 

一 〇、〇 八 五 一 九 〇〇 

七， 八 〇〇 一九 一八 

七， 八 〇〇 一九 一六 

七、 五 〇〇 一九 一六 

八、 一 五 〇 一九 一 〇 

八， 三 〇〇 一九 一八 

三、 五 七 〇 一八 九 七 

五、 三 〇〇 一 九 〇 三 

八、 一二 〇 一九 o〇 

七、 四 〇〇 一 九 〇 一 
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歐 洲戰亂 以前 重量 五 千噸型 中古 船價 三十 萬圓內 外の もの 大正 五 年 一 躍 十倍 

して 三百 萬 圓內外 を唱へ 、愈" 進 んで 底止す る 所 を 知ら す、 政 府は 大正 六 年 九月 戰 

時 船舶 管理 令を發 布す るに 至れ， 9 と雖 も、 船 價 依然として 低落せ す、 却 つて 上 押 

し、 大 正 七 年に 入， 5 新造船 重量 一 噸當， 9 八百圓 以上に て賣 買せ しもの 多 く、 更 に 

進んで 一 千 圆の聲 を 聞く に 及べ り。 大正 七 年 十 一 月 休 戰條約 成立す る や 形勢 
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神 戶市史 was  二 神 戶！ 五十 年史  ra 七 〇 

漸次 軟化し. 大正 八 年 春 崩落 を吿 げ、 大 型 船 五 W 圓 を 破 八 年末に. に 三百 圓 とな 

る。 此狨 亂中實 際に 取引せられ たる 最高 船價は 汽船 第 一 久美愛 丸 (前 名 第三 吉 

倔 丸 大正 六 年 六月 大阪小 野 造船所 建 造) な り。 大正 六 年 八月 二十 九日 百 六十 萬 

圆 にて 賣買 契約 成立 し、 同 年 九 三十日 受渡 を 了 す， 賣 主 豊崎昌 三 郞、 買 主 組合 汽 

船 株式 會社 にして 船 檟はラ ン プ サ ム なりと 雖 も， 重 量 一千 六百噸 なれば ー哦 一 

千 M の 割合と な .5, 我 國に 於け る 最高 記 錄と云 ふ ベ く， 或 は 世界に 於ても 是れを 

g 前の 船 價と云 ふ ベ きか、 本船 は 其 後 測度 改定の 結果 重量 千 七 百 五十 噸 となれ 

大正 三年より 十 一 年に 至る 每年 最高 及 最低の 賣買船 價表を 左に 揭ぐ。 
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兵 庫 述河買 大正 入 年 十二月 兵 庫 運河 株式 會社 所有 敷地 十二 町 二 反 八 畝 十 一 步ぶ刈 藻 島 一 

香の 二 新開地 七 反 三 畝 二十 三步、 同 二番の 二 新開地 九 畝 十八 步、 外に 建物 三楝及 

會 社の 事業 竝に是 に附帶 一 切の 物件 及權 利を擧 げ、 六 十 萬圓を 以て 祌 II； 市に 買 

收 せら れ、 市 營 事業と なれり。 

新 川より 東 尻 池 船 溜 迄 本線 延長 六 百 四十 間 • 水 幅 二十 一間、 深さ 干潮 水面 六尺、 

船 溜よ b 兵 庫 停車場 構 內西端 迄 支線 延長 四百 二十 間、 水 幅 二十 一 間、 深さ 干潮 

. . 水面 四 尺。 

船 溜よ b 東 尻 池 海岸 延長 二百 間 水 幅 二十 八 間 深さ 干潮 水面 八 尺。 
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神戶市 a~  ^Js  二 神 戶海莲 五十 年史 

船 溜 面^ 1 萬 坪、 深さ 干潮 水面 六尺" 

此 運河 開 憨以來 商工業の 發 達に 連れ 之 

此 附近 各種 製造 工場 年 を 追うて 繁榮し 

汽船 平 5 丸 歐洲 大戦に 際し 土 耳 古兵 一 千 餘名は 

利亞 に收容 せられた りし が， 露 國政 變以來 彼等 を 顧みる 者な (.# 十字 社に 相當 

する 君府赤 新月 社 は 輸送費の 一 部 を負擔 し、 駐 日英 大使 を經て 輸送 方 を 我 政府 

に 懇請し 来れ.^。 政府 は 之 を容れ 陸軍省 をして 其 任に 當 らしむ る こと  >  なり、 

太洋 汽船 平明 丸 (總 喷 四、 三 六 四 船長 田 村 一 得) 傭 船せられ、 陸軍 側よ， 9 步兵 中佐 津 

村 譫吉. 軍醫 少佐 中 村 競 .參 謀 大尉 吉田 蒽乘 組み、 土 耳 古人 一 千 十二 名 を 搭載し， 君 

府に 向け 大正 十 年 二  =C  二十 三日 午後 四時 浦 鹽斯德 を 出帆 し. 同 年 四月 五日 午前 

九 時 地屮海 東部 「多島海」 ミ チレ -I 島 附近に 到る や、 希 臘驅^ 艦 「ァ ィ」 號 に 停船 を 命 

せらる。 希臘は 一 週日 前よ， 5  土 耳 古 r ケ マ タパ シャ」 軍 i 交戦 中の 故 を 以て 土 耳 

古人 を 希 臘侧に 引渡す べしと 强耍 すと 雖 も. 此 土 耳 古人た る ゃ英佛 諒解の 下に 

沛^に 於て 解放せられ たる 非戰鬪 員なる のみなら や， 日 本 政府の 命令に あら ざ 

る 限， 9 引渡す ベ きに あら す. 解 決の 爲め 「ミ チレ -I 」 港に 囘航 し、 各 本國 政^ 又は 大 


四 七 二 

を 利用す る もの 水陸 共に 益 加 し、 特 に 

面目 を 一 新せ り。 

俘虜と して 六ケ 年の 久しき に 亙.. 5 西 比 


使 等に 電請した る も 四 ヶ月に 亙 b 容易に 決せす、 悲觀 の末發 狂者 又は 自殺者 を 

生じたり。 時 恰も 同船 所有者た る太洋 汽船 株式 會社々 長 勝 田 銀 次郞歐 洲滯在 

中に して 百方 盡 力す る處ぁ ，9、 遂 に 「ゼネ ごに 於て 開會 中の 國際 聯盟 會議の 問題 

となり、 大使 石 井 菊次郞 委員長た る關 係よ b 人道 上カ說 して 止ます、 駐英 大使 林 

權 助. 駐 伊 大使 落 合 謙 太 郞もカ を 合せ 谷國の 同情 を 得、 遂 に國際 聯盟の 名に 於て 

希 軍 赤十字社の 手に 引渡す 事に 決 し、 四 百 名 は 八月 六日 希臘 汽船に て 君 府に送 

還 し、 六 百 名 は 十月 十九 日 平明 丸に て 伊太利 「 ァ シ ナラ」 島に 輸送 し、 在 伊太利 萬國 

赤 十. 字瓧 委員に 引渡せり。 抑留 以來百 六十 餘日 を閱し 漸く 本船の 解放 を 見， 滯 

船 料 賠償 を 得て 解決した， 9、 其 間 辛苦 慘儋 名狀す ベ か らす、 殊に チブス 發 生し、 吉 

田 大尉 外數名 之に 襲 はれ、 火夫 森 岡 某 病死し、 船長 田 村 一 得 も 同年 八月 二十 八日 

盲腸炎に 罹， 9 雅 典市ェ バ ンゲリ ス モ ス 病院に 入 ，9、 療 養 僅かに 六日 間卽ち 九月 

三日 午後  一二 時 雅典市 郊外 一 片の 墓標 を殘 して 客死す。 

木造 船の 整 一時 流行 旺盛 を 極めた る 木 船 建造 も 戦後 斯界の 形勢 萎靡 不振に 陷 るに 當ら 

理 

て 木 船 特に 比較的 大型 船 (重 量 千噸以 上) は 荒天 波浪の 航海に 堪 へざる もの 簇出 

し、 保 險關 係よ、 り 船主の 困憊 漸く 甚 しく 或は 捨賣直 段 を 以て 賣却 する も の、 或 は 
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完全なる r ェ ン デ ン. ボイ ラ ー」 を 引 揚げ 船 體其物 を 委棄せ る もの さ へ 現 は れ， 或 は 

航海 中 難破し 自然淘汰の 狀態 にて 整理 を吿 げたる もの 尠 からす。 左表 は 其. 推 

移 を 物語る に 足る ベ し。 

木 船 表  木 船 賣買表 

大正 七 年 

船 名 

常 磐 丸 

稻葉丸 

七 萬 盛 丸 

大正 八 年 

平安 城 丸  一、〇〇〇 壹噸 

石 川 島 新造 

高 知 新造 


浦 S- 新造 

顧 光丸 

吉浦 新造 第五 

松昌 丸， 住 吉 丸) 


重量噸数 

二  8 

1 ,〇〇〇 

1 ,〇〇〇 

1 、〇〇〇 

一 、五 〇〇 

1 、四 〇〇 

二  0〇 

500 


賣買檟 格 

一一 十二 萬圓 

二十 七萬圓 

四十 ニ萬圓 

四 八，； 圆 

三 〇 o 圓 

三 〇 〇 圓 

三 六三圓 

五三 二. a 


買 主 

常 磐 汽船 株式 會社 

增田星 

支那 人 

佐 渡 商船 株式 會社 

松昌 洋行 

三 榮 組 

渡 邊榮造 

丸 二 汽船 合資 會瓧 


大正 九 年 

豐 前 丸 

海國丸 

大正 十 年 

第一 松昌丸 

大正 十 一年 

海嘉丸 

第 八 土 佐 丸 

六 甲 丸 

福 知 山 丸 

新聞 丸 

第 十六 霧 島 丸 

新 和歌 浦 丸 

六郞丸 

第 十五 霧 島 丸 

第 六 草 


，o 五 Q 

、一 五 〇 

、一 五 O 

、六 〇〇 

、一 五 〇 

、o 五 〇 

、〇 五 〇 

、五 五 〇 

、〇〇〇 

.、 一 〇〇 

、六 〇 二 

、四 二 五 


五五圓 

九 1 圓 


〇 


ニニ 圓五 〇 

二 〇 圓 

一 〇 圓四 〇 

二 九 圓五七 

一 六圓 

一二 圓 

ニ五圓 

三ニ圓 

一 七圓五 〇 

二八 圓 


欧洲 戰亂と 大正 十 1 年 迄の 海運 


喜 藤 汽船 株式 會社 

中 川 海運 株式 會社 

支那 人 

開運 汽船 株式 會社 

尾 崎 汽船 會社 

飯 野寅吉 

尾 崎 汽般會 社. 

中 村 組 

南 連 輸航會 社 

飯 島寅吉 

村 尾 汽船 合資 會社 

中 島 _ 音 士  a 
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神戶市 *~ 刖錄ニ 神 戶海莲 五十 年 *~  四 七 六 

平洋丸  一、 五 五 〇  二 萬 ニ千圓  齋藤 千次郞 

多摩川 丸  一、〇〇〇  ニ五圓  雜賀繁 松 

重量 千噸 以下の 木 船 賣買は 相 當多數 に 上り たれ ども 之 を 省略 す、 此 表に 依つ 

て 見れば， 大正 八 年吉浦 新造の 第五 松昌 丸 (住 吉 丸) 重 量 一 噸五百 三十 ニ圓 にして 

木船賣 買の 最高記録なる ベ く， 十 一 年 第 八 土 佐 丸 重量 一 噸十圓 四十 錢は 最低 記 

錄 なる べし。 卽ち八 年 は 木造 船價の 最高潮 時に 達した る ものに して、 爾來九 年 

よ、 り 十 一 年に 及び 時を經 るに 隨 つて 木 船の 低落 殆んど 底止す る 所 を 知らざる 

の狀 一 目 瞭然たら。 

海 州； sas 歐洲 戰亂中 運賃 暴騰の 時代 は 海 州鹽猜 取. り 一 時 邦 船の 跡 を 絶ちた りしが、 其 

後 再び 邦 船の 輻湊を 見る に 至 ち， 荷 役の 如き も三ケ 所の 棧橋 にて 直 積 を 爲すを 

得. 八 時間 に 二 千噸を |« 取. 9 たる レ コ ー ド を 有す。 鹽の 生產は 年額 大約三 十 萬 

噸 にし て、 其 內 七 人 萬 S" は 支那 ジャ ンクの 便に 依る も， 他 は 全部 邦 船の 輸送す る 

所に 係 り、 大 正 十 一 年の 如き 邦 船の 定航 せる もの 二十 五隻 重量 約 四 萬 嚼を算 す" 

喫水 高潮 時 十八 呎六 吋なる が 十七 呎を 適當 とす。 大正 九 年 十月 三 井 船舶 部が 

汽^ 三 長 丸 (總噸 ニニ 五) を 海 州 十二 威に 就航せ しめたる は 多分 同社と しての 


ポ一ト +-ク 

ド鹽稜 取 


西班牙 镍積 


濠洲 羊毛 糨 

入 


第一 船なる * へし。 

大正 十 年 四月 汽船 廣東丸 (總噸 二、 五 六 六) に て 「ボ 

る を 初と す。 

大正 十 年 三月 汽船 萬榮丸 (總嚼 二、 七 六 八) に て 初 

濠洲 羊毛の 輸入 は 大正 年代に 入， 5 大に增 進す， 

輸出 禁止 を發 布せ し爲 め、 特に 日本 政府 交渉し. 第 

十七 袋、 第二 囘 大正 八 年 二 萬 三千 八 百 十八 袋、 第三 

袋の 分讓を 受けた， 5。 大正 十 年 十月よ， 9 大正 十 

十 一 萬 二 千 四百 〇 六袋此 運搬に 從事 せし 船會社 

日本 郵船 株式 會社 

大阪 商船 株式 會社 

山 下 汽船 株式 會社 


ィ 1 スタゾ H ン 5r ォス 

トラ リア シ 汽船 會社 


<P 計 

第六牮 欧洲 戰亂 


大正 十 


七三、 九 七 八 

二八、 ニー 一  七 

九 六 七 

九、 一四 四 

一 一 一一 、四 〇 六 袋 

年 迄の 海運 


1 トセ ッ ド J 鹽を我 邦に 輸入 せ 

めて 西班牙 鹽を我 邦に 輸入せ 

偶々 歐洲 戰亂に 際し 英國 政府 

一 囘 大正 七 年 二 萬 四千 五 百 九 

囘 大正 九 年 二 萬 〇 三百 二十 六 

一 年 九月に 至る 一 ケ 年間 輸入 

の內譯 左の 如し。 
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印棉 W 取旺 


神 戶市史 ^aM 一 

明治 四十 五 年の 輸入 二 

近來 印棉の 我 紡績 界 

取 船 を 見る に 其 總數百 

二 萬 五 千 六 百 二十 ニ噸 

取の 來歷を 顧る に、 日本 

島 丸 (總噸 三、 二 七 六) を 第 

め 四 切 比の 割 屍 をな し" 

事と なれり。 今日に 至 

行事の 一 にし て、 日本 郵 

数名の 代表 委員 を 選定 

に ra: . り 多少の 高低な き 

H よ り， 彼 阿 汽船 澳甸 P 

一 ； 日より 大阪 商船 

な. 9, 之が 招 収に從 事し 


神戶 海運 五十 年史  四 七 八 

萬 五 千 袋に 比し 大約 五倍の 增加 なりと 云 ふ ベ し。 

に 需要 せらる , もの 漸く 旺盛に して、 大正 十 一 年度の 積 

二十 二 隻積取 棉花 百 五十 一 萬 四千 三百 六 俵 此噸數 四十 

に 達 し、 邦 船 消化の 一 大勢 力な り、 其 今日に 至れる 印棉 積 


郵船 株式 會 社が 明治 二十 六 

_ 船 と し、 大 日本 紡績 聯合 會 

後明 治 二十 七 年 十月 二十 八 

る 迄紡緖 聯合 會對 船會 社と 

船 會社を 主として 積 取 船の 

し 年々 運賃 を 協定 す. 輸 入 印 

にあら すと 雖も 左表の 示す 

イド、 伊太利 郵船 等 加入し， 之 

會社も 亦 之に 加盟し、 社外 船 

たる もの 少 からす。 我 紡績 


年 十 一 月 七日 神 戶 出帆の 廣 

と 契約し 運賃 十七 留 比と 定 

日 以後 五留 比の 割戾 をな す 

の 運賃 協定 は 我 海運 界 年中 

代表者と し 紡績 會社 側より 

棉の數 量 は 戦時 其 他の 事變 

が 如し、 明治 三十 九 年 七 ほ 一 

が 積 取に 從 事す。 大正 二 年 

にあり て は 郵. 商 船の 傭船と 

業が 今後 支那に 其 工場 を 移 


す 事 ありと する も、 此 方面に 對 する 印棉 積 取 は 前途有望の 一 事業なる べし。 


印棉 輸入 表 

年 度 


明治 

同 

词 

同 


一十 七 年 

一十 八 年 

一十 九 年 

一 十 年 

一十一 年 

一十 二 年 

一十三 年 

一十 四 年 

一十 五 年 

一十 六 年 

一十 七 年 

一十 八 年 

一十 九 年 

^六 章 


隻 數 

一 四 

一八 

三 八 

六 九 

五六 

六 七 

三 六 

五三 

六 四 

五 七 

六 〇 

六 一 

五 一 

欧洲 戦亂 と 大正 十 


俵 數 

一 一  一、 二 五三 

一 四 五、 七 九 四 

三 二 九、 四 八 六 

四 二  o、 六 八 四 

四 三 六、 七 四 三 

五 七三、 六 〇 六 

一 九 〇、 八 二 九 

四 四 五、 九 一 八 

五 五 九、 八 〇 八 

四 四 四， 四 六 六 

三 1 八、 九 一 六 

六 六 六， 七 四 四 

四 八 一 、九 四 四 


二八、 二 一  五 

三 七、 七 四 五 

八 五、 六 七三 

〇 九、 六 四 八 

一 三、 七 〇 三 

四 七、 四 五八 

四 八， 五 五 九 

一 八、 四 三 〇 

五 二、 五八 七 

二 〇、〇 四 三 

八 五、 三 九 六 

七 九， 四 七 六 

三 一 、七 九 五 


年 迄の 海運 


四 七 九 


祌戶 市史 S 錄ニ 

明治 四 十 年 

同 四十 一年 

同 四十 二 年 

同 四十 三年 

同 四十 四 年 

明治 四十 五 年 

大正 元年 

大正 二 年 

同  三 年 

同  四 年 

同  五 年 

同  六 年 

同  七 年 

同  八 年 

同  九 年 

同  十 年 


祌戶 海運 五十 年史 

九 四 

八 四 

〇 八 

〇 五 

九 七 

〇 八 

二 〇 

O 五 

1 五 

四 一 

一 五 

九 一 

二 〇 

四 三 

二 一 


六 六 七， 四 五 七 

四 四 五， 二 四 三 

六 九 三、 九 六 一 

九 二八、 三 ニニ 

七 〇 九、 八 八 三 

九 七 一、 ニー  四 

、 _ 八 九， 七 二八 

、〇 九 一、 一 二 四 

、三 二八， 四 六 五 

、六 八 〇， 三 五八 

、三 八 二， 五 七 四 

、〇 九 六， 二 四 三 

、 一 四 二， 九 六 六 

、三 八 六、 一六 三 

、三 一 九、 九 六 〇 


四 八 〇 

一八 〇 、一二 五 

一 二 〇、 六 三 四 

1 八 六， 五八 三 

二 四 八， 九 五 四 

一 九 〇，〇 三 九 

二 六 「六 四 二 

三 二 四、 o  二 九 

二 九 六， 九 八 一 

三 六 三、 八 九 一 

四 六 一 、七 四 三 

三 八 〇，〇 七 九 

三 〇〇 、八 一 一 

三 一 1、ニ五〇 

三 八 〇、一 四 四 

三 六 七， 八 一 〇 


同 十一 年  一二 二  一 、五一 四， 三 〇 六  四 二 五、 六 ニニ 

計  二、 四 三 一 1i  ニニ， 六 七 四、 一 五八 後  八、 八 五 七. 三 八四噸 

鐵島遮 湖 纏 鐵島及 遮 湖 纊石積 取 は 明治 三十 九 年頃 中 村 組が 朝鮮 宮內 省より 特許 を 得、 積 

S 積 取 

取た る を 始めと す。 其 後 積 取 額 漸次 增加 し、 大 正 十 年中に は 十 萬 九 千 噸. 十 一 年 

中には 四 萬 八 千 噸を積 取りた， 9。 八幡 製鐵所 需要 堦 加す るに 連れ 社外 船々 腹 

消化の 一 材料た る を 失 はす。 

沿海州、 樺 沿海州 木材 積 取は歐 州戰亂 以前 社外 船に て 「ィ ン ぺ ラト ご 方面よ， 5 濠洲 行 木 

太 木材 椅取 

材積 取に 從事 したる こと あ b と雖 も， 旺 盛 を 極めた る は 大正 十 年以來 にして、 特 

に 日本 內 地の 輸入 は 同年より 始る。 建築 製紙 原料. 函材に 供 せらる。 大正 十一 

年に 至， 9 て は 大型 船 積 取に 從 事し、 船腹 消化の 一 資料と なれ， o。 其 轍 出額 は大 

正 十 一 年 約 百 八十 三 萬 二 千 石に し て. 之 に 配船せられ たる 船數百 八十 一 隻と唱 

へらる。 三 井 船舶 部 は 大正 九 年 十月 十六 日 汽船 東 星 丸 をィぺ ラト ルス カャ附 

近フ -I 1 ナ 入口に 廻航 せしめ、 天津 揚松中 丸太 三千 三百 七十 九 石 を 運賃 三百 九 

十圓 にて 運送 し、 十 年 八月 第二 福 井丸 を廻航 せし め、 横 濱揚 丸太 四千 九 百 五 石 を 

運賃 百 七十 五圓 にて 輸送せ， 5。 樺 太 木材 は 蝦夷松. トド 松ーパ ルプ 原料の みに て 

第六窣 欧洲 戰亂. i 大正 十一 年 迄の 海運  四 八 一 


祌戶 市お 別 si  二 祌戶 海運 五十 年史 


三 社 以外の 


も每年 三十 萬 石に 達す) に 

之に 配船せられ たる 船 数 

蟲害を 蒙り 枯 損する もの 

千 萬 石の 丸太材 を 出材し 

我阈 社外 船に して 定期 

東洋 汽船の 三 社 船 を 除き 

は 補助 無くして 定期 航路 

社外 船 定期 航路 

南洋 航路 (瓜哇 線) 

上 海. 漢 口 線、 漢 口. 宜 

朝鮮 西海岸 線 

大 迚. 安 東. 天 津 線， 大 迚. 秦 皇 島 線， 天 津.大 迚. 靑 島. 

上 海 線， 大 ¥0  口 線、 大 迚. 柳 樹 屯 線， 大 迚. 貌 子 窩 

線 、せ ^丄 海 線、 靑 is. 海 州 線、 大 速. 香 港 線 

北米 航路 


四- <ニ 

して、 大正 十 一 年 約 二百 四十 一 萬 四千 石の 輸出 あり。 

は 三 百 六十 八隻 なり。 樺 太 森林 は 大正 九. 十 年に 亙 り 

多き によ り、 樺 太 廳は十 一 年度よ， o 官行 伐採 を 行 ひ 一 

-、 此他 被害 森林の 一 部 を 立 木の 儘拂 下ぐべし。 

航路に 配船 せらる、 もの 尠し。 今日 本郵 船. 大 阪 商船. 

たる 船主に して. 國庫 若しくは 地方 廳の 補助 を 受け 又 

に從 事せ る 主要の もの を擧 ぐれば 大略 左の 如し。 


昌 锒、 漢 口. 湘潭線 


南洋 郵船 株式 會社 

日淸 汽船 株式 會社 

朝鮮 郵船 株式 會社 

大連 汽船 株式 會社 

三 井物產 株式 會社 船舶 部 


臺 灣. 海 防 線、 臺 

日 米. 濠 洲 航路. 

朝鮮 航 路、 漢 口 

函館 *ぺ ト パ 

內 地 線、 小 撙.內 

靑 島. 上海 線、 上 

函 館. 散 江 線、 函 

線， 伏 木. 久春內 

靑島 航路 (橫 濱_ 

朝鮮 線、 鹿兒島 

岡 山 線、 宇 品. 今 

北韓 航路 

阪. 神. 九州 線 

小 撙. 伏 木 線、 小 

七 尾 線、 仁 川. 長 

第六窣 


灣 線、 靑 島 線、 天 津 航船、 日米 航 路， 

■ 小 樽 航路 ， 

ブ P フス ク 線. 室 蘭. 內 地 線、 釧 路- 

地  線、 橫 濱. 天 津 線、 北 海 道. 上 海 線. 

海. 天津 線、 靑島. 內地線 

館. 安 別 線、 小 樽. 泊 居 線、 函 館. 尼 港 

線、 大 阪. 樺 太 線， 靑 森. 室 蘭 線 

-靑島 線 、阪. 神. 靑島 線) 

線、 若 津 線、 中 國線、 伊豫 廻下闢 線、 

治 線、 藝豫 線、 岡 山. 高 松 線 


樽. 敦 賀 線、 根 室. 函 館. 伏 木 線、 小 樽， 

崎， 三角. 厘， 兒島緣 ，大 籠 崎. 三 角. 

欧洲 戦亂と 大正 十 一 年 迄 s '海運 


山 下 汽船 鑛業 株式 會社 

三菱 商事 株式 會社 船舶 部 

栗 林 商船 株式 會社 

株式 會社 日華 協 信 公司 

北 日本 汽船 株式 會社 

原 田 汽船 株式 會社 

合 名 會社尼 崎 汽船 部 

株式 會社互 光商會 

深 川 汽船 株式 會社 

島 谷 汽船 株式 會社 

四 八 三 


神 戶市史 ^ss 二 神戶海 a 五十 年史 

鹿 兒島線 

小 松 島. 兵 庫 夫 阪線、 北 支那. 朝鮮 沿岸 航 路， 大 連. 

芝 罘. 仁 川 線、 大 連. 芝 罘. 靑 島 線 

宇 和 島. 大 阪 線、 大 阪. 四 國 線、 別 府. 宇 和 島 線 

伊豆 諸島 線、 三 宅 島 線， 神 津 島 線， 御 藏 島 線、 大 島 

線， 東 京 湾 內房州 線 

潢 須 賀. 橫 溶. 門 司. 小 笠 原. マリアナ 群島 線、 カロ 

リン 群 &• マ ー シャ^' 群 島. 英 領ュ ユウ アイラ 

ン ド. 英領 ギ \ バ— ト アイラ ンド 線， 西 力 "リ 

ン 辟 0.0 領セレ ベ ス島線 

長 崎. 玉 ノ 浦 線、 崎. 五 島. 佐 世 保 線、 長 崎. 佐 世 保- 

平 B- 線， 長 崎. 野 母 線、 長 崎. 牛 深. 放 島 線、 長 崎. 島 原 

線， 長 崎. 宇 久 線， 早 岐. 平 ^小 値 贺 線、 福 江 .鲷 ノ 沛 

線， 大 島. 楠 久 線， 板 ノ 浦 卓 岐 線. 佐 世 保. 富 江 線， 佐 

世 保. 松 a 線お § 木 線、 島 原. 三 角 線， 小 寧 茂 木 


四 八 四 


阿波 國 共同 汽船 株式 會社 


宇 和 島運输 株式 會社 


東京 灣 汽船 株式 會社 


南洋 貿易 株式 會社 


九州 汽船 株式 會社 


線、 口  ノ津. 四ッ山 線、 三 角. 牛 深 線、 三 角. 茂 木. 小 濱 

線、 三 角. 米 津 線、 大 川. 米 津 線、 觝 津. 阿 久根 線、 大川 

水 俣 線、 鹿 兒 島灣內 線、 鹿 兒 島. 種 子 島 線 

小 撙. 佐 度. 新 潟. 伏 木 線、 勘 察 加 航路 

元 山. 雄 基 、境. 闘 門、 境 夫 連 線， 境. 元 山， 境. 签 山、 若 松. 

舞 鶴、 若 松. 伏 木 線 

阪 .神. 靑島線 

小 樽. 新渴線 

鹿 兒 島. 大 島 各 島 間 

大島各 島 航路、 各 離島 線、 五 箇島 線、 十 島 線 

越 佐 航路 線 

函 館. 根 室 線、 小 樽 .斜 里 線 

小 檎. 稚 内 線、 函 館. 瀨 柵 線、 函 館. 小 樽 線 

石 狩 川 線 

函 館. 日 高 線、 函 館. 釧 路 線 
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澤 口 汽船 合資 會社 

岡 田 汽船 株式 會社 

小 栗共濟 汽船 株式 會社 

松 田 汽船 株式 會社 

大島 汽船 株式 會社 

大洋 商船 株式 會社 

佐 渡 商船 株式 會社 

北洋 商船 株式 會社 

藤 山耍吉 

藤 原由 松 

金 森 商船 株式 會社 

四ス五 
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根 室 近海 線 

小 笠 原 谷 離島 間 (母 島. 姪 島 線) 

父 島. 弟 島 線 

父 島 .a- 島 線、 父 島 .聋 島 線 

隱岐國 線 

沖繩各 離島 線 

九 州. 壹 岐. 對 島 線 

長 崎. 五 島 間 

內 地.^ 潮 斯德. 朝鮮 東岸 線 

北海道 航 路 (函 館. 網 走キ 島 線) 小 搏.斜 里 線 

佐渡國 線、 佐 渡 甲 線) 

淡 路國線 

阪. 神. 淡 路 線 


四 八 六 

根 室 海運 合資 會社 

前 田  衞 

淺 沼 丈 之 助 

佐 藤福吉 

隱岐 汽船 株式 會社 

國頭 運送 株式 會社 

對島 商船 株式 會社 

五島 汽船 株式 會社 

北陸 汽船 株式 會社 

北海 郵船 株式 會社 

新 潟 汽船 株式 會社 

播淡 聯絡 汽船 株式 會瓧 

攝陽 商船 株式 會社 


S お^ 船せ 

社の 活勉 


朝鮮 郵船 株式 會社は 明治 四十 五 年 三月 創立 以來 朝鮮 沿岸 十餘線 を經營 した 

るが， 更に 朝鮮 西 岸 (き I 間) 線. 淸 津. 敦 贺 線 、釜 山. 浦 潮. 關 門 線、 雄 基. 關 門 線、 新 義 州. 阪- 


日淸 汽船 會 

社の 活動 


川 崎 汽船と 

國際 汽船の 

創立 


神. 線、 朝鮮. 北 支那 線、 仁 

六 千 五 百 九十 三噸を 

に し て. 本店 を 朝鮮 京 

日淸 汽船 株式 會社 

潭線、 漢 口. 常德 線、 鄱陽 

を經營 したる が、 大 正 

江 浦 線の 小 蒸 汽船 航 

岸 線 を 開始、 十 一 年 四 

萬 四千 百 五十二 噸， 外 

竹內直 哉. 專 務取綠 役 

にして 本店 は 東京 市 

川 崎 汽船 株式 會社 

中. の 重量噸 九 千 一 百 

社 及國際 汽船 株式 會 

當分 復航に 限 り、 極 東 


川. 靑 争大 連 線 を 開始 し、 盛 に航 運に 

有 し、 役 員 は 取締役 原 田 金 之 祐. 松 崎 

城府 南 大門 通 一 丁目に 置く。 

は 明治 四十 年 三月 創立 以來上 海. 漢 

湖 線、 上 海. 蘇 州 線、 上 海. 杭 州 線、 蘇 州. 杭 

四 年 四月に 至 b. 上海. 蘇 州 線、 上 海. 杭 

路を廢 止 し、 七 年 A 月大 阪. 漢 口 線 を 

月 宜 學重 慶線を 開始し 盛に 活動せ 

に 小 蒸 汽船 十三 隻 四百 十四 噸を所 

森辨 治郞. 取締役 堀 啓 次郞. 深 尾隆太 

鎪町區 有樂町  一丁目 一番 地に あり 

は 川 崎 造船所 系の 創立に 係 造 

噸型 汽船 十 一 隻を 出資の 目的と し- 

社. 川 崎 造船所 三 社 提携の 上、 共 通 の 


從 事す、 所有 船 七 隻總噸 

時 勉. 川 田 治 了 石垣 孝 治 

口 線、 漢 口. 宜 昌線、 漢 口. 湘 

州 線、 鎭 江. 淸 江 浦 線 航路 

州 線、 蘇 州. 杭 州 線、 鎮 江. 淸 

開 始. 九 年 十月 南 支那 沿 

b。 現 時 二十 隻總噸 四 

有 し， 役 員 は 取締役 社長 

郞. 荻 野 元 太 郞. 角 田隆郞 

船 所に 於て 建造 及 建造 

大正 十 一 年初め より 同 

下に 一 筒 年 九隻を 以て 


運賃 同盟に 加入 し、 北 米に 於ても 巴奈馬 運賃 同盟に 加入す。 
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神 E- 市史 別 s«  二 祌戶海 S- 五十 年史  W 八 八 

便宜上 前記 三 社 を K ライ ン と總稱 す。 川 崎 汽船 は 大正 八 年 四月 十日の 設置に 

係， 9 資本金 二 千萬圆 にして， 現今 役員 は 専務取締役 社長 松 方 幸 次郞. 取締役 野 元 

驍、 廣 瀨满 正. 藤井總 太郞. 山 本 盛 正. 永 留小三 郞. 有 森 新 吉. 三 浦 夙與. 奧山義 了 理事 安 

部 正 也な、 所有 船 八 隻此總 啳四萬 六 千 九 百 三十 五嚼 にして 此外川 崎 造船所 所 

お 船 重量噸 九 千 一 百 噸型十 一 隻， 九 千 七 百囉型 八隻， 二 千 六 百噸型 一 隻の 運用 を 

掌 る。 

國際 汽船 株式 會社は 川 崎 造船所 を 中心とし 全國 大船 主 所有 船の 一 部 を 出資 

め II；？ として 亂立し *  N--rtl  一 Atl.iultic  1-ar  past  COEerellce  anil ひ tnl-ts,  CMiina  iul(l  Japan  out- 

ward freight  c-si.-.mlcc に 加入す。 我國ッ ラ ム パ ァ  C して は 恐らく 社外 船の 代表 

的大會 社と 云 ふ 事 を 得べ く-創 立 は 大正 八 年 七月 一 日に して 戰亂 後の 特筆す ベ 

き 一 大企業な b。 其 資本金 一 億圓 にして. 現今 役員 は 取締役 社長 松 方 幸 次郞. 取 

締役會 長 金子 直 吉. 常 務収締 役 安部 正 也. 四 本 萬 I 1. 取締役 橋 本 喜 造. 高 畑 誠 丁 中 山 

說 太郞. 內田信 也. 野 元 驍山下 貌三郞 • 松 方正 雄. 淺野 R 三. 廣瀨 S 正 な り。 汽船 五十 

八^ 此總噸 三十 一 萬 二 千 四十 一 噸を 所有 し. 主 として 外 國諸港 間に 配 船. 盛 ん に 

hi  ® す 


靑島 航路 殷 靑島 航路 は 原 田 汽船の 開拓 以來 大正 三年 十二月 大阪 商船 は 汽船 大信 丸 (總 噸 

眼  - 

一、 二三 八) を 以て. 日本 郵船 は 大正 四 年 一 月 汽船 山 東 丸 (總嚼 一、 九 五八) を 以て， 各 < 第 

一 船と し 大阪を 出帆せ し め、 同 航路 を 開始す。 大正 五 年 一 月 前記 三 社 同 航路の 

協定 を 形成 し， 該 航路 を獨 占す るに 及 び、 靑 島 在留邦人 荷主 間に 其 橫暴を 憤る 者 

現 はれ. 就中 三等 乘 客に 對 する 前記 各-社の 取扱に 對し 非難の 聲 漸く 喧しく、 大正 

十 年 六月 在留邦人 間に 山 東 同盟 汽船 株式 會 社なる も の 起， 9、 三 社に 對抗 して 氣 

勢 を 揚げ 不積 同盟 を 作 り、 別 に 同 航路の 經 營に當 る。 小 栗 松 三 郞之を 後援 し. 同 

月 緒明圭 造を說 き、 其 所有 汽船 嘉代丸 (總 噸 一一、 〇 二 六) を 同社に 傭船せ しめ、 同時に 

同社 は露國 義勇 艦隊 所屬 汽船 シン ビ リスク 號 (總噸 一一、 六 四 六) を 傭船し、 同年 十月 

末 更に 志 賀浦丸 (總噸 二、 一 一  九) 及び 露國 義勇 艦隊 所屬ィ ン ジ ギ , カ號 (總噸 二、 三 

三 六) の ニ隻を 配船し， 都合 四隻 を廻航 せし めた る が， 大正 十 一 年 一 月露國 義勇 艦 

隊所屬 船 を 取扱 ひ 居た る 日本海 上 倉庫 會 社の 破綻と 共に イン ジギ ルカ 號を廢 

航 し、 同 年 三月 シ ンビ リ ス ク號を も 解 傭した. 9。 同月 嘉代 丸が 他に 賣 却せられ 

たる を^て 小 栗 は 代 船と して 汽船 神宫 丸 (fl 噸ニ、 七 七 六) を 購 入 し， 志 賀浦 丸と 二 

隻を 以て 同 航路の 經 營に當 る。 各 船 寄港地 は大 阪. 祌 ぞ宇 品. 門 司に し て、 復 航 宇 
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駐屯 兵^ 揚 

ねヌ *r 


n 本船. His 

麗會 
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^は 荷物の？ 8 合に 依， 5 臨時 寄港と す。 同年 十 一 月 志賀浦 丸に 代 ふるに 村尾汽 

船 所れ 船 明 石 丸 (總噸 三、 八 三 二. ど 以てしたり。 是 より 先き 山 下 汽船 は 汽船 泰陽 

丸 (德噸 二、 六 二八) 祌海丸 1 嚼四二  二 六) 及 東鄕丸 (總噸 三，  一 O 七) を 以て 隨時 橫濱. 靑 

航路に 配船した るが、 同年 十 一 月 前記 嘉代丸 を 傭船し， 大阪. 靑島 航路に 配船し， 

同年 十月 浦 潮斯德 駐屯 軍隊 撤退の 結果、 十一月 御用 船 十 餘隻解 傭の ため 貨客船 

の 船 操 上 著 眼す る 所と なり， 大正 十二 年 一 月 栗 林 商船 は 所有 船 神卢丸 (總噸 二、 九 

二三) 及 傭船 御影 丸 (總 噸ニ、 七 六 二 を 以て 靑島 航路に 割込み 原 田 汽船 は 寧 靜丸修 

中 代 ふるに 膠 州 丸 (總 噸 「九 二 〇} を 以てするな ど、 大 正 十 一 年末よ h- 十二 年初 

に 於け る靑 岛 航路の 殷賑 亦 察すべき なり。 

W 湖 斯德及 西 比 利 亞內地 駐屯 兵 引 揚输送 は 大正 十 一 年 十月よ ち 十 一 月に 亙 

b 行 はれ， 之に 提供され たる 御 S 船 は 樺 太 丸. 萬 世 丸. 熊 本 丸. 福 岡 丸. 色 丹 丸. 東 鄉 丸- 

京 都 丸. 梅 丸. 光 文 丸. 明 石 丸. 臺 北 丸. 御影 丸 等に して， 靑島 駐屯 兵引揚 輸送 は 大正 十 

一 年 十二月よ. り 十二 年 三月に 亙 b  、熊 本 丸. 明 石 丸. 福 岡 丸. 色 丹 丸. 弘 濟 丸. 梅 丸 等 御 

用船と して 使用せられ たり。 

明治 四十 三年 頃より 日本 船主 同盟 會準會 員 中 脫會を 主張す る もの 生 じ、 爾來 


年々 其氣分 濃厚と な-り、 同 會に對 し 分離の 建議 を爲 すに 至 遂 に 大正 二 年 十月 

二十 五日 定時 聯合 總會に 於て 準會 員の 無條件 分離 を 議決 し、 船 主の みの 圑體と 

化 し、 新 に 所 屬扱店 規定 を設 け， 大 正 三年 一 月よ b 之を實 施す る 事と な b. 有 志 扱 

店 をして 信認 金 一 千圓を 納めし め是を 專屬扱 店と 稱す。 其 後 東部 船主 中の 重 

鎭 緖明圭 造の 如き は 所有 船舶の 大半 を賣 却した る に 依 り、 東 部は槪 して 振 は ざ 

るに 反し 西部 は 年々 噸數增 加 し、 就 中 神 R は 俄に 頭角 を 現 はし 氣勢潑 刺た る も 

の あ り。 大正 五 年 八月 十四日 西部々 會は 東西 兩部 聯合の 上 東部 を神戶 市に 移 

す ことに 決議 し， 東 部 は 同月 二十 八日 部會開 會、 西 部の 決議 を 承 認 し. 東 西 兩部合 

倂を 見る。 同年 十月 五日 同 會は神 芦 市 浪花 町 十四 番地に 移轉 す。 過去 數 年の 

推移 は 同會內 外の 空氣を 一 掃し， 先年 來同會 反對の 位置に ありし 上 西 龜之助 等 

も 船主と して 入會 する 事と な り、 和 氣靄々 たる 一大 圑體 となれ り。 大正 六 年 五 

月 十五 日 臨時 總會は 所 屬扱店 規定 を撤廢 す。 

近海 航路 區域定 限 範圍擴 張 運動 は 明治 四十 年 請願した る を 始めと し， 大正 二 

年 及 四 年 更に 請願し、 八 年に 入り 最も 熱烈に 運動した る 結 果、 政 府は 同年 六月 遞 

信 省令 を 以て 之 を 改正 し、 同 年 七月 一日よ ら實 施す るに 至る。 其區域 左の 如く 
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紳 戶市史 刖錄 二 祌戶 海運 五十 年史  四 九 二 

慷大 せられた る 一事 は我國 海運 發展上 注目す るに 足る。 

ff-itt-*^  一  S 束經百 十三 度より 百 七十 度 

^^■0  一  B- 北緯 二十 1 皮よ リ 六十 三度 に 至る 線內 

£ せ i«  二  b3 東經 九十 五 度より 百 七十 五 度 

ss&f  二  rasi 南緯 十 一 度よ リ 北緯 二十 七 度 に 至る 線內 

大正 九 年 三月 十二 日 第三 囘國際 勞働會 議に參 列すべき 船主 侧 代表者 及 顧問 を 

選出し 竝に同 會議々 案に 付き 協議す る爲 め同會 理事 主催の 下に 會 員外の 大船 

主 及關西 汽船 同盟 會々 員 等 を祌^ 市 下山 手 通 五丁目 海運 倶樂 部樓 上に 招集し、 

船主 大會を 開催 し • 其 後數 次の 會合を 重 ね 、多数の 意見と して 時代の 趨勢 は 今や 

社 船. 社 外 船の 墻壁を 許さ や. 速に 統 一 的 船主 函體を 設立す る 必要 あ b とし、 玆に 

舊社 船方 面を勸 誘し， 終に 同年 四月 日本 郵船 株式 會社. 大阪 商船 株式 會社. 三 井 船 

舶部. 三菱 商事 株式 會社 船舶 部の 加入 あら、 五月 東洋 汽船 株式 會社も 加入す る に 

B 本^ 主 協 至れり。 次で 同 =M 一十一 B 總會の 決議に 依， 9, 日本 船主 協會と 改稱し 五月 二十 

せ 

1 日 總會に 於て 左の 理事 竝に 監事 を選擧 す。 

理事 八^ 兼 介 

同 橋 本 汽船 株式 會社川 瀨俊繼 

问  日本 郵船 株式 會社黑 川 新次郞 


同 東 和 汽船 株式 會社菊 地吉藏 

同 東洋 汽船 株式 會社島 田義治 

同 大阪 商船 株式 會社島 村幡彥 

同 岡 崎 汽船 株式 會社岡 崎忠雄 

同 勝 田 汽船 株式 會社勝 田 銀次郞 

同 辰 馬 汽船 株式 會社四 井 喜 一 郞 

同 上 西 汽船 株式 會社上 西 龜之助 

同 內田 汽船 株式 會社內 田 信 也 

同 山 下 汽船 株式 會社鑄 谷正輔 

同 株式 會瓧互 光 商 會河內 硏太郞 

同 岸 本 汽船 株式 會社岸 本 兼太郞 

同 三 井物產 株式 會社川 村 貞次郞 

監事 乾 合 名 會社乾 新兵 衞 

间 日 下部 株式 會社宮 田 榮次郞 

同 三菱 商事 株式 會社 粟屋 七郞 
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監事 島 谷 汽船 株式 會瓧島 谷武次 

大正 九 年 七 H 近藤廉 平を會 長に 選定 し、 九 月 組織 を變更 して 社圑 法人の 認可 を 

得た， 9。 大正 十 年 二月 近藤廉 平の 死歿に 依， り大阪 商船 株式 會社々 長 堀 啓次郞 

を會 長と し. 同 年 四月 總會の 決議に 依 b. 個 人と して 堀 啓 次郞を 改めて 會長 とす。 

大正 九 年 六月 十五 日 左記 名 譽會員 を 選定す。 

名 譽會員 泰 豊助 近 藤廉平 堀 啓次郞 若宮 負 夫 

內 田嘉吉 野 田 卯太郞 淺野總 一郎 

大正 十 年 四月 二十 二日 總會に 於て 役員 を 改選 し、 前 記 以外 理事に 堀 啓 次 郞. 國 際 

汽船 株式 會社 阿部 正 也. 帝國 汽船 株式 會社 勝屋利 秋. 三菱 商事 株式 會社早 川 茂 三、 

監事に 神 桡橋 株式 會 社中 山晋. 明治 海運 株式 會社谷 口 茂 雄 就任し • 大正 十 一 年 

五月 二十 五日 總會に 於て 役 DE (改選 を 行 ひ， 前 記 山 下 汽船 雜業 株式 會社鑄 谷正輔 

に 代， り 畑 茂 理事に 就任 し、 同 年 九月 二十 七日 上谷镫 を專務 理事に、 十月 十 一 日宮 

崎 正則 及 前 田利定 を名譽 會員 とす。 

神戶 明治 三十 四 年 十月 日本 船主 同盟 會 設立 以来 船舶 代理店 竝に 海運 ブ " ，力 ー 

は 一 般 に準會 員と して 同 會に屬 せし が. 爾 來 斯業の 發 達と 世 運の 發展に 鑑み、 準 


會員は 数年に 亙. 5 獨立 せん 事 を 交渉す。 氣運 漸く 熟し 大正 三年 五月 十六 日 佐 

藤 勇 太 郞. 三 上 豊 夷. 勝 田 銀 次 郞. 谷 道淸之 助. 小 栗 松 三郞. 山 下龜三 郞. 福 原 芳 次. 上 西 

龜之 助の 八 名發起 人と な ら、 神 市 北 長狹通 五丁目 神戶 海運 俱樂 部に 於て 神 II； 

海運業 組合の 創立 總會を 開催 す、 出 席 者 左の 如し。 

三 上 合資 會社 勝 田商會 谷 道 商店 佐 藤 商店 山 下 汽船 合 名會社 小 栗 

囘漕店 上 西商龠 日 神 海運 商會 ^田 商店 山 本 商店 福 井商會 大原 

商店 岩 城商會 井上 囘漕店 阿部 商店 松 本 商店 水 島商會 柏木 囘漕 

店 合計 十八 名 

組合 規約 案 を 決議し 同時に 左の 役員 を選擧 す。 

組合 長 佐 藤 勇  太 0 

副 組合 長 上 西 龜之助 

評議員 一一 一 上 合資 會社、 日 神 海運 商會， 勝 田 商會、 谷 道 商店、 小 栗 

囘漕 店、 山 下 汽船 合名會 社、 中 園 囘漕店 

會計 監督 三 上 合資 會社 

其 目的 は 斯業の 發 達を圖 ら、 營 業 上の 弊害 を 矯正 し、 相 互の 利益 を墦進 し， 信 用 

第六窣 欧洲 戰亂と 大正 十一 年 迄の 海運  四 九 五 


神 戸市 史 刖 sa  二 祌戶海 M! 五十 年史 

を 保持す るに あ b  、事 務所を 神^ 市 北 長 狭 通 五丁目 海運 俱樂 

正 三年 欧洲 戰亂 東洋に 波及 し、 獨 逸 軍艦 邦 船 を 抑留 拿捕す る 

拒絶 せら れ， 海 外爲替 作用の ffl 止と な り， 對 外 貿易 上 多大の 脅 

年 八月 八日 外務大臣に 陳情す。 同年 九月 十一 日 陸海 軍 御用 

船に 對し 支^ を與 へざる 樣參考 資料と して 民間 傭船 表 を 作 

出す。 四 年 五月 五日 前例に 依り 更に 傭船 表 を 提出 し. 東 京 に 

を 認め， 之 を 太刀 川 又 八 郞に嗨 ^し， 五 年 二月 ァ フ リカ 沿 岸 に 

出沒 する に 依り 其 行動 を 迅速に 報知 せられん 事と 三月 支那 

邦 船 を 臨儉し 迷惑 少 からざる 旨竝に 八月 印度 政廳の 乾舷 檢 

救濟 法を講 せられん 事 を 其 筋に 陳情す。 

六 年 七月 六 H 役員 改選 を爲 し， 組合 長に 上 西龜之 助. 副 組 合 

す。 當時 組合員 三十 三 名な b しが. 同年 七月 以後 新に 加入す 

日に 至 h- 百 名に 達す。 同年 八月 米國 政府が 鐵の 輸出 を 禁じ 

3. 態容 易なら すと し、 組 合 は 日本 船主 同盟 會 と共に 主催者と 

砷 尸 市诹訪 山武德 殿に 於て 米鐵 輸出 解禁 期成 海運業 者大會 


四 九. K 

部內に 設置す。 大 

爲 め 海上 保險 契約 

威 を 蒙る に 依 同 

船の 徵 用が 民間 傭 

り 陸 海軍大臣に 提 

組合 代表者の 必要 

武装せ る獨逸 商船 

海に 在る 英 艦が 屢" 

査勵 行に 關し應 急 

長に 西 川莊三 當選 

る 者續 出し、 九月 五 

た る に 依. 9、 時節柄 

な 同 月 二十四日 

を 開催し、 川 村貞次 


郞を會 長に 推擧 し、 神 芦 市民に 檄 すると 共に 左の 決議 を爲せ り。 

決議文， 

今囘米 國か實 施した る鐵材 輸出 禁止 は我國 諸般の 商工業に 及 ほす 影響の 尠 

少なら さる こと は 言 を 要せ す， 就 中 造船業の 如き 米鐵 供給 を 基礎と して 經營 

する もの なれ は 其 杜絕は 忽ち 造船 能力の 停止と な b  、我 海運 界は爲 めに 甚大 

の 打擊を 蒙る に 至る へ し、 加 之其餘 波と して 或は 日米 航路 若く は 聯合 諸國の 

輸送力 を 減退せ さる や 憂 ふる 所な "9、 蓋 し此 法令の 發布は 米 國の戰 局 上巳む 

を 得さる に 出て たる こと は諒 とする も 我 海 蓮 業者 は 交 戰以來 多數の 船舶と 

海員 を 撃沈の 爲め 犠牲と し、 今 猶國 情の 許す 限， 9 諸 國の爲 め 御用 船と して 提 

供し 且 現下に 於ても 聯合 軍政府の 爲め 幾多の 新 船 を 建造し つ あるに 顧み 

す、 忽 然而 かも 締盟 友邦た る 我 國に之 を 適用した る は 遺慽の 極に して 其眞意 

を 疑 はさる を 得さるな，^' 

愛に 我 海運業 者 は 大會を 開催し 米國 民に 對し我 誠意と 實 情の ある 處を 披瀝 

し 其 反省 を 促す と-同 時に 我 當局を 督勵し 速に 此 禁令 適用 除外の 目的 を 遂行 

し 益-日米 國交 親善の 實を擧 けん 事 を 期す。 

第 六 章 ^洲 戰飢と 大正 十 一 年 迄の 海運  四九セ 


本 


村 


子 


祌 戶市史 刖玆ニ 神戶 海運 五十 年史 

次で 左記 實行 委員 十五 名 を選擧 す。 

谷正辅 

喜 

貞 次 

銀 次 

硏 太 

龜 之 

勇 太 

吉 


四 九 八 


鑄 

內 

1 两 


田 

內 


田 


西 


阪 本 

佐 一 

菊 


造 

吉 

也 

藏 


冚下 汽船 株式 會社) 

(橋 本 汽船 株式 會社) 

(三 上 合資 會社) 

(岡 崎 汽船 株式 會社) 

(三 井物產 株式 會祉 船舶 部) 

(合 名 會社鈴 木 商店 船舶 部) 

(勝 田 汽船 株式 會社) 

(株式 會社互 光 商 會} 

(內田 汽船 株式 會社) 

(株式 會社上 西 商會) 

(株式 會社曰 神 海運 商會) 

(三菱 商事 株式 會社 船舶 部) 

(合資 會社佐 藤 商店) 

(東 和 汽船 株式 會社) 


四 井 喜 一 郞  (辰 馬 汽船 株式 會社) 

六 年 九月 十七 日 船舶 管理 分に 關し神 芦に 於て 全 國海蓮 業者 大會を 開催す 4 準 

備 委員と して 組合より 上 西龜之 助. 西川莊 三. 滕田銀 次郞. 福井捨 一、 船主 同盟 會ょ 

ら 岡崎忠 雄. 內 田 信 也. 鑄 谷 正 輔. 四 井 喜 一郎 を 選定す。 當曰 北海 道. 東 京. 橫 濱. 四 日 

市. 北 越. 大 阪. 神 芦. 下 ノ 閥. 門 司. 長 崎よ， り 來-會 する 者 約 二百 名、 上 西 龜之助 議長と 

な b 決議案の 起草 を 諮， 9、 起草 委員 を 指名し、 満場 一 致 を 以て 左記 決議文 を 議決す。 

決議文 

今や 將に發 布 を 見ん とする 船舶 管理 令 は 我 海運業に 甚大なる 打 擊を與 へ 其 

餘波延 い て 經濟界 を攪亂 する の 虞 ある を 以て 全國 海運業 者大會 は當局 をし 

て 其 運用に 萬 遺漏な からし めん 事 を 期す。 

實行 委員  岡 崎 汽船 株式 會社 

山 下 汽船 株式 會祉 

內田 汽船 株式 會社 

辰 馬 汽船 株式 會社 

岸 本 汽船 株式 會社 

第六聿 欧洲 戦亂と 大正 十一 年 迄の 海運  四 九九 


神 戶市史 別錄ニ 紳戶海 運 五十 年史  i〇〇 

東 和 汽船 株式 會社 

勝 田 銀次郞 

福 原芳次 

西 川莊三 

田 中 省 三 

橋 本 喜 造， 

上 西 一 龜之助  ■ 

问" 十九： n 實行 委員 會を開 き. 上 西. 勝 田. 福 原. 菊 地. 四 井 等 上京し， 二十 一 曰 及 二十 

二  n に涉， 5 當局 者に 會見 陳情す る 所 あ り， 猶 其 後 四 井. 西 川 を 上京せ し め、 便 宜 上 

臨時に 管理局 支局 を 神卢に 設置 せられん 事 を 要望した b しが 功 を 奏せす。 大 

正 六 年 十月 十日 戦時 船舶 管理 令に 關 する 事務 取扱 規定 を 設け. 西 川 莊三を 主任 

と し. 便 宜上 東京 海運業 組合 內に 出張所 を 置く。 同年 十月 十五 日港灣 調査 會規 

定を 設け 港 灣に關 する 調査 を爲す こと , な し. 各 船主に 屬 する 監督 船長 及 其 筋 

の 技術 家 都合 十二 名 を嗯託 委員と し、 先 づ川西 淸兵衞 よ b 兵 庫縣に 出願せ る 兵 

^中， は 水面 埋立， 合資 會社川 西 商店 の 出願に 係る 兵 庫 東 川 崎 町 沿岸 水面 埋立， 川 


崎 造船所の 出願に 係る 神 戶市葺 合 脇 濱町地 先 公有水面 埋立 工事 設計 變更追 願 


及 東 川 崎 町 二 丁目 同社 工場 內 介入 水面 一 部 埋立等 調査 

休 戰條約 成立 以後 旣に 講和 期に 入り 戦時 船舶 管理 令存 

十二月 二十 一 日當 局に 對し 速に 管理 令の 撤廢 せられん 

月 役員 を 左の 如く 改選す。 

組合 長  勝 田 銀次郞 

副 組合 長  西 川 莊 三 

大正 九 年 八月 十四日 海岸 通 京 橋より メリ ケ ン 波止場 

勝 田 銀 次 郞及上 西 龜之助 を 上京せ しめ 當 局に 陳情す る 

日 船舶 取扱 代理店 手數料 規約 を 制定 し、 十 一月 一日より 

市の 依頼に 依り 神 戸市 史別錄 海運 史 編纂に 著 手し 左の 

鑄 谷 正 輔右 田貞 二. 井上 國三 郞. 畑 茂. 曰 本 郵船 株式 會社 

純 丁 岡 崎 藤 吉. 勝 田 銀 次 郞. 川 村貞次 郞. 川 野 宗 太 郞. 河 內 研 

甲 斐 綠. 吉 田與之 助. 吉 田 幸 次 郞. 谷 道淸之 助. 太 刀 川 又 八 郞- 

中 卯 三 郞. 津 田靖 平. 都 竹 要 次郞. 榴崎猪 太郞. 中 井 昌 雄. 內 田 


を囑 託す。 七 年 十一月 

置の 必要 を 認 め や、 同 年 

こと を 請願す。 九 年 四 


に 至る 地 先 利用に 關し 

所 あ b, 同 年 九月 二十 九 

實 施 す、 同 年 十二月 神 B- 

委員 を囑 託す。 

神戶 支店. 西川莊 三. ニ宫 

太 郞. 川 瀨 俊 繼.賀 屋祐 幸. 

武本平 三郞. 竹 本 喜 一,1 一由 

信 也 丄西龜 之 助. 大原幾 


第. K 草 欧洲 戦亂と 大正 十一 年 迄の 海 蓮  iol 


神 戶市史 別 ss  二 砷戶 海運 五十 年 史  五 oil 

藏. 小 栗 松 三 郞. 大阪 商船 株式 會社神 芦 支 店. 山 地 土 佐 太郎. 松 井久 男. 松 尾 小 三 郞. 松 

本 博 邑. 福 原 芳 次. 福 井捨 了 高 野 進. 佐 藤 勇 太 郞. 佐 藤國 丁 佐 伯 俊 太 郞. 木 下 勢 三 • 菊 地 

吉藏 • 三上豊 夷. 三上淸 一 郎. 三 谷 雄 次郞. 三菱 商事 株式 會社 船舶 部 • 三 原 美男. 四 井 喜 

1 良 

上 西 龜之助 を 委員長 に、 福 原 芳次. 槽崎猪 太 郞を副 委員長に、 其 後川 瀨俊寧 田 中 

卯 三郞丄 西龜之 助. 三上淸 一 郞を 特別委 員に 囑 託す。 

十 年 四月 組合 役員 左の 通， 9 改選す。 

組合 長  勝 田 銀次郞 

副 組合 長  福 原 芳 次 

十 年 四月 二十 九日 株式 會社神 ^ 海運 集會 所に 對 する 交渉委員に 勝 田. 福 原丄 

西. 錄谷を 推し 其 特別 調査 委員と して 田 中 卯 三郞. 石田貞 二. 三上淸 一 郞. 川瀬 俊繼. 

西 川莊三 を推擧 す， 同 年 五月 十日 臨時 組合 總會を 開き 株式 會社神 芦 海運 集會所 

事件 を 評議員 會に 一 任す る ことに 決 し， 同 年 八月 二十 九日 定款 を 改正し 組合員 

は 株式 會社神 B- 海運 集會 所の 正會 員た る こと 、 し、 同 年 十二月 十九 日 更に 定款 

を 改正し 組合員 は 神 S- 海運 俱樂 部の 正會 員た る こと を 要する こと ， なれ. 9。 


十 一 年 二月 十日 營業 稅廢止 運動に 關し 神^ 實業 組合 聯合 會に參 加 す、 同 年 三月 

二十 二日 組合 臨時 總會に 於て 上 西 龜之助 由 中 卯 三郞. 三 原 美男. 佐藤國 了 川瀬 俊 

繼等 委員と なり 調査 を 完了した る 神 芦 海運業 組合の 制定に 係る 定期 傭船契約 

證 書式 を 議定す。 同年 四月 十五 日日 本船 主 協會と 各圑體 所屬會 員の 擁護 及 制 

裁 共助の 協約 同日 東京 海運業 組合と 各 組合員 擁護 及 制裁 共助の 協約 を 締結す。 

十 一 年 四月 二十 七日 組合 役員 改選、 左の 如く 就任す。 


組合 長 

副 組合 長 

同 

會計 監理 者 

評 議 員 


石 

上 


田 銀 次 

原 芳 

田 貞 

西龜之 


二 宫 純 

西川莊 

田 中 卯 三 
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次 

三 


五 01 一一 


神 戶市史 別錄ニ 神 戶海逑 五十 年史 

竹 本 喜 

井 昌 

藤  圃 

藤 勇 太 

原 美 

上 淸 一 

菔勇太 

田 負 


仲裁 委員長 

仲裁 委員 


中 

石 


一二 


茂 

三 


西川莊 

默&银 さ .B 

上 西 龜之助 

高  野  進 

三 上 淸一郞 

十二 年 四月 六日 運送契約 書 を 議決 制定す。 


祌港海 蓮 組合 は 大正 十 一 年 八月の 創設に して， 兵庫縣 下に 營業所 を 有する 海 

業者 を 以て 組織 し、 其 目；^ は祌卢 海運業 組合と 大同小異 なれ ども 其 基礎 未だ 

固なら す。 

神 戸 海運 倶樂部 は 明治 四十 二 年 神 P 海運業 有志の 社交 機 閥と して 會員 組織 

以て 北 長狹通 五丁目に 創立せられ、 日 船倶樂 部と 稱 し， 後 神 芦 海運 俱樂 部と 改 

大正 五 年に 入り 會員を 株主と して 株式 會社を 創立す るの 議成 b  、大 正 五 年 

月 二十 六日 創立 總會を 開き 役員 を 選擧 す。 最初 資本金 七萬圓 の豫定 な， 9 し 

一 萬 五 千 圆宛ニ 囘增資 し、 資 本 金 總額を 十 萬圓と し、 大 正 六 年 九月 一 日 下山 手 

通 五丁目 十七 番地に 於け る 新築 竣工と 共に 同所に 移れり。 會社は 建物 を 利用 

せしめ. 神 In 海運 俱樂 部の 經營は 幹事に 一 任す。 創立 當時會 社の 役員 は 取締役 

勝 田 銀 次郞丄 西龜之 助. 山下龜 三郞. 井田 亦 吉. 三 上 豊 夷. 岡 崎 忠 雄. 岩 城 卯 吉、 監 査 役 

谷 道淸之 助. 佐 藤 勇 太 郞. 福 原芳 次に して、 現今 役員 取締役 勝 星 利 秋. 早 川 茂 三 夫 石 

七 郞. 畑 茂. 岡 崎忠雄 • 河 內硏太 郞. 勝 田 銀 次郞. 上 西龜之 助. 菊 地 吉藏、 監査役 西川莊 三. 

佐 藤 勇 太郞. 三上淸 一 郞な， 9、 祌. S- 海運 俱樂 部， 現今の 役員 は 常務 幹事 竹 本 喜 三. 野 

田 啓 太郞. 幹事 畑 茨. 二宮 純 一 . 近森晴 海. 岡 田 信吉. 勝 田 銀 次郞. 松 本 博邑. 高 野 進. 佐 藤 
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神 港 海運 組 

合 

蓮 
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祌戶 海^ 俱 

樂部 
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む- 
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神 戶市史 刖玆ニ 神戶 海運 五十 年史  丑0六 

國 一 な り。 

海軍省. 遞信 省. 日本 郵船 株式 會社 及大阪 商船 株式 會社 等の 首唱に 依 り、 明治 三 

十二 年 十 一 月 十五 日 創立 發起人 總會を 華族 會 館に 開き 會則を 議定 し、 有 栖川宫 

威仁 親王 殿下 を總 裁に 推戴 し、 同 時に 評議 員 を 選 定 し、 明 治 三十 三年 一 月 十二 日 

事務所 を 東京 市 麹 町 區內幸 町  一 丁目 五番 地に. 設置し、 三十 四 年 二月 二十 一 日 之 

を社團 法人と 爲す。 同會は 明治 三十 七 年 二月 B 露 戦役に 際し 定式 總會に 於て 

假装 巡洋艦 建造の 計畫に 努めん こと を 決議 し、 同 年 九月 帝國 義勇 艦隊 建設 要綱 

を發表 し、 全 國に涉 b 委員 を 設け、 義金 募集に 著 手 し. 官 憲のカ を 藉り塞 村 僻邑に 

至る 迄 極力 義金の 勸 誘に 盡し. 多額の 資金 を 得. 三十 九 年 第 一 艦と して 「さくら 丸」 

を， 翌 四十 年 梅 香 丸 を、 大正 二 年 二月 榊 丸 を 建造 し • 梅 香 丸. さくら 丸 共に 快速船な 

る も， 石炭 消費量 莫大 なる よ b 殆んど 平時の 運用に 窮す。 大正 元年 九月 二十 三 

B 梅 香 丸 は 門 司に 於て 沈沒 し、 乘 組 海員の 失態な りと して 世論 囂々 たりし が， 審 

0 の 結果 造船の 不備と 決定し. 引揚の 後長く 繋船し 後 遂に 解 撒す。 さくら 丸 は 

日 下部 久太郞 と責買 商談 あ ，9 たるに 拘ら す協會 側に て は 他に 賣 却した b とて 

日 下部よ b 理事 有 地 品 之 丞. 舟 木 練 太郞を 相手取り 訴訟 沙汰と な b しも 日 下部 


の 敗訴に 歸し、 株式 會社 太洋商 會に賣 却され、 五洋 丸と 改名し、 後靱 商船 株式 會社 

に轉賣 せらる。 榊 丸 は 今尙ほ 南満 洲鐵道 株式 會 社に 傭船 中に し て、 大連. 靑 島. 上 

海の 三角 航路に 從 事す。 義勇 艦隊 は 大正 十 一 年 一 月 艦隊 部 を廢止 し、 專 ら 船級 

事業に 盡カ する こと  >  なれ. 5。 大正 八 年 七月 英. 米. 伊 三國の 船級 協會と 聯盟 規 

約 を 締結 し、 四 國 船級 協會 聯盟 成立す る に 及 び、 邦 人の 手に 經營 せらる ， 全く 世 

界的 船級 協 會を實 現す るに 至る。 是ょ ，9 先， 大正 三年 七月 遞信省 造船 材料の 試 

驗證 明に 關 する 事業 經營を 認可せられ たるが、 九 年 六月 遞信 大臣よ， 5 船級 協會 

として 船舶 檢査 法規に 依る 貨物船の 檢査竝 に 旅客 船 一 部分の 檢 査に從 事す る 

こと を 許さ れ、 更 に 十一 年 二月 船舶 満船 吃水 線 指定に 從事 する こと を 許可 せら 

れた， 5， 同年 三月 同じく 關東 長官よ.^ 關東州 在籍 船 撿査に 闢し遞 信 大臣の 許 

可 あると 同樣檢 査に從 事す る こと を 許さ れ、 橫 濱. 大 阪. 神 ぞ 長 崎の 各樞 要地に 出 

張 所 を 置 き、 廣 島縣 因島に 駐在員 を 派遣 し、 北 海道に も 技師 を 置 き、 業 務に從 事し 

つ、 あ， 9。 現今 役員 は 理事長 ェ學 博士 男爵 斯波忠 三 郞.理 事 伊東 米 治 郞土學 博 

士今岡 純 一 郞. 加 藤 正義. 各務 謙吉. 依田 光二. 梅村貞 明. ェ學 博士 男爵 古市 公威 土學 

博士 藤島範 平 湯 河 元 臣. 監 事 緖明圭 造 • 茂 木 綱 之、 祌 戸 出張所 長 は 宫廻惣 太郞な り。 
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神 戶市史 ^sg  二 祌戶 海運 五十 年史  ioA 

B 本 an 接 ：《 本 海 掖濟會 は 明治 十二 年 十二月の 創立に 係 .9、 其 目的と する 所 は 下級 海 

is- 食 

員の 養成 保護に あり。 由來海 負の 風紀 往々 不良に 流る 傾向 ある を 以て 之が 矯 

正に 任じ， 一 定の 寄宿 所を設 け、 低 廉の 料金 を 以て 海員 を 宿泊せ し め， 貯 金 を獎勵 

し、 良風 を 鼓吹せ ん とす。 十八 年 三月 神！ 1； 市 東 川 崎 町に 同 會横濱 海員 寄宿 所 神 

S- 支所 を 設け、 二十 年 七月 祌^ 海員 寄宿 所と 改. 稱す， 二十 九 年 十二月 高等 海員 養 

成 所 を 設置し、 一般 海員 中 思想 堅實 にして 海上 實 地の 經歷を 有し 將來 高等 海員 

に 適する 者 を 選擇し 高等の 學 術を授 く. 三 十 一 年 四月 海員 寄宿 所 を 事務所と 改 

稱す、 同 三十 三年 仁 全 病院と 特約し、 同所に 其附屬 病院 を 置く、 三十 八 年 六月 神 In- 

* 務 所を祌 In 出張所と 改稱 t  ，三 十九 年 十二月 出張所 を 榮町六 丁目に 移 轉し高 

等 海員 養成 所 を も 之に 移し、 大正 三年 十 一 月 東 川 崎 町  一 丁目に 新築 移轉 し附屬 

病院 を 設^す。 同 會は總 裁に 伏 見 宮博恭 王 殿下 を 仰 ぎ. 役 員 は 理事長 塚 原 周 造- 

理事 石橋 甫. 加 藤 正義. 内田嘉 吉. 梅 村 貞明. 近 藤 常 松. 伊東 米 次 郞. 堀 啓 次郞. 茂 木 綱 之. 

山 根 武亮. 淺野總 一 郞. 監事 須田利 信. 藤田經 孝， 祌 B- 出張所 長 小 西 信 道な り。 

帝 S 水 K 救 帝國 水難 救 濟會は 明治 二十 二 年 十 一 月 三日 創立せられ、 三十 一 年 之 を 社團法 

1^ 會 

人と なせる が. 海 上に 於け る 生命 財産の 遭難 を 救助す る を 以て 目的と し、 其 實 行 


神戶 海運 集 

會所 


のた め帝國 沿岸の 難所に 救難 所 又は 其 支所 を 設立 

備す。 二十 二 年 多 度 津及興 居 島に 救難 所 を 設けた 

所 及 支所 合せて 七十 餘筒 所、 救 難 組合 三十 餘 箇所に 

株式 會社神 ^海運 集會所 は歐洲 戰亂中 本邦 海運 

市 は 恰も 其 中心と な hv、p ン ド ン 海運 市場と 相俟ち 

に 至 從 來の 如き 取引 方法と 習慣に て は 到底 進步 

ざる を 以て. 倫敦ボ だ チック. ェ キス チ M ン ジの 組織 

引 方法 を 刷新し， 以て 國際 的競爭 に備 へ ん爲 め、 三 井 

心に 調査 硏究を 重 ね、 遂 に 大正 十 年 十月 六日 同所の 

月 十 一 曰 を 以て 開場す。 

同所 は 各 船 主. 荷 丰保險 業者 及祌^ 海運業 組. 合 員 

海運 情浞を 迅速に 報道 し， 會 員 日々 の 商取引に 便す 

け、 諸 般の 設備 を 施す。 是れ實 に 世界 有數の 海運 取 

界海 蓮界に 於け る 重要なる 地步と 使命と を 有する 

當 時の 役員 左の 如し。 
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し、 之が 救助 員 救難 器具 を設 

る を始 とし、 全國に 亙 b 救難 

達 せ ，9。 

業が 異常の 發 展を爲 し、 神 P 

て 世界の 大勢 力 を 形成す る 

せる 斯界に 順應 する 事 能 は 

に 傚 ひ、 東 洋に 於け る 海運 取 

船舶 部長 川 村 貞次郞 其 他 熱 

創立 を 見る に 至 り、 同 年 十 一 


を 以て 會 員 と し. 世 界 各地の 

る爲め 宏大なる 取引 場を設 

引場た ると 共 に、 我 神 In- が 世 

事 を 裏書せ る もの な . り。 
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東洋 汽船 株式 會社  島 田義治 

內田 汽船 株式 會社  內田信 也 

海運 勞@ 問 一 般勞働 運動の 進展と 共に 海運 社會 問題 は 漸く 擡頭せ る が、 大 正 十 年 九月 末 

に 於け る我國 海員 現在 數は 船員 手帳 受有 者內 外人 を 通じ 三十 五 萬 八 千 八 百 八 

十三 人に 達し、 海 技 免狀受 有者內 外人の 合計 四 萬 五 千 三百 六十 八 人に 及ぶ、 勞働 

問題の 發生亦 止む を 得ざる ベ し。 今後 果して 如何に 推移す る や は 未だ 容易に 

逆睹 する を 許さす と雖 も、 歐 洲戰亂 を 一 區劃 とし 海運 界の涫 長 は 遂に 從來 我國 

の 卓越せ る溫情 主義 若しくは 主從關 係の み を 以て 到底 率 ゆる こと 能 は す、 加 之 

海 員 協 會. 海 員 組 合. 統 一 協 會、 其 他の 團體が 船舶 職員 竝に 普通 海員の 利益 を 擁護 

する ため 活動 を 始め、 海員 掖濟會 が 國際勞 働 會議の 結果 海員の 媒介 事業 を擴張 

したる 等、 圑 體 行動と して 當然の 使命と 見るべし。 勞働時 間. 從 業者 年齡の 制限. 

給食 料. 保 險. 恩給 等， 恰も 陸上 勞働 者の 生活と 等しく 船主 對 海員 間 幾多 解決す ベ 

き 事件 前途に 橫 はりつ ， あり、 更に 進んで 此等 海員が 衆議院議員 選擧に 對し國 

民と して 參與 する 權利を 欲求せ る 等、 紆 餘 曲折 を經- へき 事件 簇出 せんとす。 船 

主 側 も 結局 今日 迄の 如く 海員に 對し 個々 の 協定 を遂ぐ ベ きに あら す、 資 本家 側 
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鉀 戶市史 CTanl 祌戶海 五十 年史  五 ニー 

の 怠 見 は 其 圓體— 船主 協會— を^ じ實 際に 於け る 海運 社會 問題の 解決に 努力 

する こと , なる v し *- 

B 本 海 =s 日本 海員組合 は 大正 十 年 五月七日 神 芦に 於て 設立 せら る. 普 通 海員 二十 三團 

合 

體の 合同に し て、 其 目的と する 所 は 海員の 節制 的 訓練 を 經、 ® 體 精神 を 涵養 し、 海 

員 共同の 利益 を 擁護 增進 し、 以 て 地位の 向上 及 生活の 安定 を 期せん とする にあ 

,9。 主たる 事業 は 最近 遞信 省の 許可 を 得て 船員 職業の 無料 紹介 を 開始 し、 目 下 

神戶 本部. 橫. お 支部 及 門 司 事務 取扱 所に 於て 從 事し つ、 あり。 老 船長 組合 長植 

崎 猪 太郞は 首て 在船當 時に 於け る 海員の 勸勞を 深く 德と し， 謝 恩 の 意味に 於て 

本 事業に 關係 する に 至れ. 9。 副 組合 長 は龜井 司、 橫濱 支部 長 は濱田 國太郞 な， 9。 

海 友 婦人せ 海 友 婦人 會は 大正 十 一 年 十 一 月 十 一 日 神 6- に 設立せられ たる 海員 主婦の 圑 

體 にし て、 其 目的と する 所 は 平素 主人 不在 勝の 家庭に 於け る 主婦の 責任 を自覺 

せ し め， 會 員の 修 養、 家 庭 經濟の 安定 竝に 相互 救濟 にあ り、 會 長槽崎 タケ 子. 副 會 長 

野 口 イワ 子. 幹 事 長 木 村 フジ 子な. 9。  . 

海洋 統一 a 海 汴铳 一 協 會は松 尾 小三郞 等の 主唱に より 船員 使命の 貫徹、 資本家 對 船員の 

協調" 性の 向上 竝に 技術 練磨， 船員の 生活 安定、 勞働率 增進、 國際 共通 法規の 制定 


を 期す る を 綱領と し、 之 に關 する 業務 を經營 する の 目的 を 以て 大正 九 年 十 一 月 

祌芦市 神 港倶樂 部に 於て. 創立 總會を 開き、 海洋 勞資 協調 會と稱 し、 本 部 を 神 芦 市 

に、 支部 を橫 濱. 大 阪. 門 司. 若 松 其 他 全國樞 要の 港灣 十八 箇所に 置く。 十 年 四月 神 

In- 市に 於て 發會 式を擧 げ， 海 洋統 一 協會 と改稱 す. 現 時 役員 は 會長松 尾 小 三郞. 

總務高 橋 熊 ず 顧 問 草 鹿 甲子 太郞 にして 理事 三十 五名 を 置け， 5。 

*  — レン  海員の 紹介 周旋 は 海員 協會 主として 高等 海員 を、 日 本 海員 掖濟會 主として 下 

級 海員 を 寄宿せ しめ 兼ねて 其 紹介 を 業と す。 此 種の 業務 を營む もの 簇出し 之 

を 「ボ 1 レ ン. -と稱 す、 恐 ら ぐ 「ボ ー ディン グ ハウス」 の轉 訛せ しもの なるべし。 神 3- 

の 外， 橫 濱. 大 阪. 門 司 等の 各 港に 於て 相當 勢力 を 占む るに 至 ，5、 弊 害 亦 之に 伴 ひ、 取 

雜上 閑却す る を 許さ ゾ る こと , な b、 兵 庫縣 にあり て は 大正 十 一 年 四月 以降 此 

等 を 職業 紹介 業者 取締 規則に 準據し 取締る に 至れり。 國際勞 働 會議の 結果 遞 

信 省竝に 船主 事業と し， て 無料 紹介 を爲 すべ き 規約に 基き， 目下 日本海 員 掖濟會 

之れ が 衙に當 b  、日 本 海 員 組合、 海 洋統 一 協會 等も此 事業に 著 手 し、 隨 て 「-ホ ー レン J 

の 勢力 漸く 衰微し つ ， あ. り。 

神 0 海 8: ホ 祌 U; 海員 ホ， ム は覺前 政藏の 唱道に よ. o、 基督 敎 主義に 基き 海員の 感 化. 慰 勞 
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S パ市 史 別 SKM 一  神戶海 a 五十 年史  il 四 

及 救濟を 目的と し 寄宿 舍を 設け， 海員 及 海員 志望者 を 宿泊せ し め、 就 職の 紹 介、 共 

濟資 金の 積 立、 海 員 慰 問、 海 员 相互の 親睦 を圖 るた め 大正 五 年 九月 創立 せら れ、 更 

に 海運業 者の 援助 を 得て 事業 を擴張 し、 七 年 五月 救濟 所の 認可 を 得、 九 年 九月 新 

築の 落成と 共に 神 芦 市 平野 湊山 町に 移れ り。 現今 役員 は會頭 監督 ヒ ュ. ゼ！ フ 

ォス、 專務 理事 覺前 政藏. 理事 岡 崎忠雄 丄 ソ. ケ ウテ ルク ュ V 主事 鈴 木 謙 三な り， 

海 * 机 由來神 芦に 於て 船舶 又は 貨物に 對し 第三者の 技術的 檢査 鑑定 等 を 要す る 場 

合 

合正當 の機關 な く、 僅 かに 外 國保險 者の 選定せ る 外人 檢査員 あるの み」 此缺陷 

を 補 はん 爲め、 松 尾 小 三 郎等 主唱の 下に 相當の 經歷を 有する 船 -挂 、機 關長及 海事 

に關 する 相 當の學 識 を冇 する 技術者 を 一 團 として， 大正 二 年 二月 十 一 日 を 以て 

神 la- に 日本海 事 組合 創立 せら れ、 三 年 三月 社團 法人の 認可 を 得、 左 記 項目の 業務 

に從 事す。 

船舶 入港 時の 艙口、  物の 積 付 及現狀 檢査， 

^ 險 物. ま 量 品 其 他 貨物の 精 付 檢査及 監督， 

船 體 •： む 機. 汽 罐 の現狀 損傷 檢査， 

海 難. 救 助. 共 同 海損に 閼 する 調査、 


« 船の 現 狀、 遭 難檢査 鑑定、 


五 

よ 


大連 海務協 

會 

主 

を 


船舶 受渡の 際に 於け る殘炭 殘水撿 

貨物 損傷の 現狀竝 原因 程度 鑑定、 

貨物 の 荷 造 • 荷 姿 檢査、 

貨物の 見本 採取， 其 他 一 般 海事に 關 

鑑 定. 監 督. 仲 裁. 調 査-設 計. 精 算. 助 言. 貨 

年 一 月 貨物 檢才卽 も 「ス クオ I ン. メ 1 

貨物 檢量 所の 業務 を繼 承し、 神 ぞ大阪 

- 四日 市に 派出所 を 置 き、 貨 物檢 才に從 

り 下關に 於て 檢査の 外 鑑定 業務 を 開 

任せし が， 七 年 十月 定款 を 變更し 組合 

大連海 務協會 は 明治 四十 二 年 四月 十 

唱の 下に 大速 港に 來往 する 船舶の 船 

以て 組織せられ たる 大連海 友 會に始 

埠頭 事務所 長 榷崎猪 太郞松 尾の 後 を 


査、 


する 檢査、 

物の 撿 才. 檢 量、 

ジ ユア—」 の 業務 を 開始 し， 七 年 十二月 共 

-名 古 星. 橫 溶. 東 京. 下 關に 出張所 を， 門 司. 勝 

事 し、 七 年 十二月より 橫濱 に、 十 一 年 九月 

始す。 創立 以來松 本 安藏 組合 長と して 

長 を廢し 田上鄉 吉專務 理事に 任す。 

日時の 關東 都督 府海務 局長 松 尾 小三郞 

員竝に 在住 船員 を 慰藉 救濟 する の 目的 

、り、 同年 十月 一 日關東 都督 府海務 局長、 満 

承け & 長と な り、 大 連 港の 進 蓮に 隨ひ銳 


第. 一 ハ 隼 欧洲 戦亂と 大正 十一 年 迄の 海運  玉一 玉 


スォ —ンメ 

ジ エア ラ— 


海卞委 c; 食 


神 戶市史 別錄ニ 神 戸 海運 五十 年史 

意 龙務の 刷新 改善 を圖 り、 大 正 二 年 二月 其 組織 を 革め 公益 社 

海務 協^と 改稱 し. 大迚 港に 於け る 海事 補助 機關 として 活動 

杏 及 货物檢 杏 を 行 ひ. 又 海損 精算 事務 部、 海事 仲裁 鑑定 部. 海員 

海員 講習 部. 雜誌部 等 を 置く。 神^に 假 事務所 を 設け、 大迚籍 

郞副會 長來村 琢磨、 祌 B- 假 事務所 主任. 檢査員 富 

る 「ス ォ ー ンメジ ユア ラ —」 の 事業 開始 は 明治 三 

行 貨物に 對し檢 才を爲 す、 船 長ュ！ シ！ スマ— 

近頃 米 國其他 諸 外國行 貨物に 對 し外國 人の 檢 

此 事業に 著 手し、 特に 船主、 荷主 間內 外貨 物の 才 

才人の 撿査 裉吿は 次第に 重要視 せらる , に 至 

は 大正 九 年 五月 勅令 第 kn 三十 號を 以て 官制 を 

、海事に 關 する 事項に 付 其 諮問に 應じ 意見 を 

田 利 定. 副 會長遞 信 次官 若宫貞 夫 .委 員 埴原正 ま 

梳 甫. 坂 本 丁 內田嘉 吉. 寺 野 精 丁 斯波忠 三 郞. 武 田 秀 雄. 吉井幸 藏. 湯 河 

郞. 今 岡 純 一 郞. 山下龜 三郞. 內田信 也. 塚 原 周 造. 堀 啓 次郞. 栂崎 猪太郞 


會長村 井 啓 次 

神 S- に 於 

主として 歐洲 

其 銜に當 る。 

組合に 於ても 

じたる 場 合. 儉 

海事 委員 會 

の 監督に 屬し、 

長遞信 大臣 前 

郞. 井 出 謙 治 右 

元 KH. 松 方 幸 次 


五一 六 

圑 法人と なし 大連 

し、 檢査部 は 船舶 檢 

慰藉 部、 海 員救濟 部， 

船舶の 檢査を 行 ふ。 

山 久米吉 なり。 

十九 年 十月に して、 

ト (capt.  A.  C.  smart) 

才人 以外 日本海 事 

量に 關し 紛議 を 生 

れ り 

定 め ら れ、 遞 信 大臣 

申す るに あ.. 9。  & 

由中郤 吉. 兒 島惣次 


淺野總 一 郞. 山 脇 武夫. 渡邊嘉 一. 川村贞 次郞. 金子 直 吉. 岸 本 兼 太郞. 原 田 金 之祐. 末 永 

一 三. 勝 田 銀 次郞. 四井喜 一 跟. 山 岡 順 太郞. 原 田 六郞. 伊東 米 治 郎等な り。 

港 港灣協 會は內 地. 朝 鮮. 臺 灣. 樺 太 .靑 島. 關 東 州 各地 多數 官民 有志の 發起 によ b 大 

正 十二 年 一 月 二十 九日の 創立に して、 港灣 政策 を 攻究し、 港灣の 修築 及 海陸 連絡 

設備の 完成 を 促進 し、 港 灣 利用の 方法 を 改善す ると 共に 港 灣關係 者 間の 聯絡 懇 

親 を 圖るを 以て 目的と す， 港 灣に關 する 事項の 調査 硏 究、 資 料 蒐 集、 講 演 會、 講 習 會、 

展覽會 開 催、 圖 書及會 報の 刊 行、 關 係當 局の 諮問に 應じ當 局に 建議 を爲 すべし。 

役員 は 會長水 野鍊太 郞、 副 會長 古市 公 威. 堀 田 貢、 理 事 松 本 重 威. 宫 崎 淸 則. 中 川 正 左. 

和 田豊治 • 犬 塚 助 次 郞. 鶴 見左吉 雄. 永 井 松 三. 長 谷川 久 了 永 井 金 次 郞. 原靜 雄. 池 田 宏. 

關 丁 渡 邊勝三 郞. 石 橋爲之 助. 藤 山 雷 太. 稻 畑 勝 太 郞. 井 阪 孝. 瀧 川 儀 作. 上 谷 續. 藤 村 重 

道. 山 下 巿 助. 勝 田 銀 次 ゆ 中 野 金 次 郞. 島 安 次 郞右 井 徹. 深 尾隆太 郞. 松 方 幸 次 郞. 淺 野 

良 三. 川村貞 次郞. 鑄 谷 正輔. 四 井 喜 一 郞. 岸 本 兼 太郞. 石 田 貞 一一. 末 永 一 三. 菊 地 吉藏. 內 

田 信 也. 松 本 良 太 郞. 岡 崎 忠 雄. 橋 本 喜 造. 水 梨 岩 太 郞由 中 卯 三 郞. 谷 本 伊太 郞山 本 五 

郞. 奥 村 久郞. 內海靜 太郞. 岡 田 脩. 左右 田 信 ニ郞. 川西寵 三. 潞澤篤 二. 松 下奈良 三郞. 安 

川 雄 之 助 .一 一 一 宅 川 百 太 郞. 芳 川 筍 之 助. 濱 田 彪. 磯 村豊太 郞. 麻 生 太 吉. 原 田 i 介. 中 山 秀- 
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s 戶市史 別錄ニ 神戶 海運 五十 年史  ilA 

三郞. 松 波 仁 一 郞. 河 津暹. 廣井 勇. 堤 正義. 梅 野實. 櫓 崎 猪 太郎. 太 田 丙 子郞. 武田良 太郞. 

比 田 孝 丁 犬 上慶五 郞. 丹 羽 鋤 彥. 直 木偷 太郞. 大 和田莊 七. 北山 一 郞. 坂 口 平兵衞 な り。 

海享 工業 會 船舶の 增 加に 伴 ひ 海難 も 亦 其 率を增 加せ るよ b  、海 事 工業 會瓧の 新設 を 見る 

一 IV 

に 至れり。 今 其 主なる もの は、 

東京 サ だゲ ュ ー ジ 株式 會社 

本  店 東京 市 丸ノ內 東京 海上 ビルダ イング 內 

釗  立 大正 六 年 三月 

攀 

資本金 六十 萬圆、 大正 七 年 五 H: 九十 萬圓に 增資、 九 年 四月 百 八十 萬圓 

に 增資 

創立 當 時の 役員 取締役 會長茂 木 銅 之 • 取 締役 谷務謙 吉. 平 生^ 三郞 

現 時の 役員 取締役 會長茂 木 銅 之. 専務取締役 森 貞範. 取締役 谷務 謙吉. 平生 

^三 郞 

所有 救助船 吾妻 丸 (總嚼 四 二 〇) 一隻 

日本海 事 工業 株式 會社 

本  店 大阪市 西區江 B- 堀 上 通  一丁目 十九 番地 


創  立 大正 六 年 三月 三日 

資 本 金 五 百 萬 降大 正 十 一 年 二月 百萬圓 に狨資 

創立 當 時の 役員 取締役 社長 千 浦 友 七郞. 取締役 竹內直 哉. 永 井 好 信 山 科 鱧藏. 松 

田 助 八. 田 中 省 三. 愛甲 兼 達 

現 時の 役員 取締役 社長 井上 虎治. 専務取締役 德重三 郞由中 省 吾 

沿  革 山 科 海事 工業. 松 田 海事 工業. 三菱 造船所 海難救助 部 を 合一し 

て 組織 し、 東 京. 門 司. 函 館. 小 樽に 出張所 を 有す， 

所 有 救 助 船 魁 丸 (總噸 一 八 七) 第二 魁 丸 (總噸 二三 二 大浦丸 (總噸 六 七 二) 比 叙 

丸 (總噸  一 二 六) 四 隻 

帝國 海事 株式 會社 

本  店 祌^ 市 北 長 狭 通 五丁目 七十 七番 屋敷 

創  立. 大正 八 年 四月 

資 本 金 五十 萬圓 

現 時の 役 員 取締役 長 谷川 源 太郞. 長 谷川 爲藏. 淺堀 安太郎. 平 出 定吉. 松 下 幾 

太 郞. 岡 田 音 吉. 上 領 純 一 

第 六 草 欧洲 戰亂. i 大正 十 1 年 迄の 海運  五一 九 


紳戶市 史別錄 二 神 戶海述 五十 年史  玉 二 o 


WW*?  IS 盟 
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所有 船 救助船 來島丸 (總噸 六 六 

輕丸 (總噸  一、 二八 〇) 

東洋 海事 工業 株式 食 社 

本  店 . 大阪市 西 區江芦 堀 北 通 

創  立 大正 八 年 八月 一日 

資 本 企 五十 莴圓 

现 時の 役 員 取締役 社長 奥 田穰. 常務 

所有 救助船 大ね 丸 (總 噸 一九 八) 一隻 

等に して 此外三 井 造船 部に ありても 救助 

救助 工事に 從 事す。 

歐 洲大戰 は我國 海運業 を 刺戟し 未曾有 

は 俯船界 の習惯 を惡化 し， 契 約當事 者に し 

恥ぢ ざる もの あるに 至 hz 主 要の 傭船 者 中 

する 正當 なる 權 利を擁 謹し 海逑 業の 發達 


A0 訪丸 (總囉 二 九 〇) の ニ隻及 汽船 津 


四 丁目 六番 


取締役 蓝澤 德榮. 取締役 阪井 諭 吉 

船 海 元 丸 (總噸 三 二  二 を 所有し 遭難 船 

■ 

の 隆盛 を招來 せ， 9。 當時 船腹の 霜耍 

て悖德 背信の 行 爲を敢 てし 恬 として 

川村貞 次郞. 等 主唱 者 と な 夂 傭船 に 關 

に 資す る」 の 目的 を 以て 大正 六 年 二月 


七 n 發起 人相 會し 傭船 者 同盟 會を 設立 す. 會 員 左の 如し。 


三 井 物産 株式 會社， 船舶 部  三菱 合資 會社營 業 部 

日本 郵船 株式 會社  北海道 炭礦 汽船 株式 會社 

東洋 汽船 株式 會社  大阪 商船 株式 會社 

. 鈴 木 商店 船舶 部  增田賀 易 株式 會社 

古河 商事 株式 會社神 芦 船舶 部 南 滿洲鐵 道 株式 會社 

本會 創立 後 二三の 悖德 者に 對し警 吿、 取 引拒絕 等の • 制裁 を 加 へ， 爲 めに 傭船 界は 

從 來の惡 習慣 を 一 掃し 互-に 緊張 し、 眞 摯 なる 取引 を 見る に 至れ， 9。 

天 華 洋行の 天 華 洋行 は 本店 を 東京 市 京 橋 區南鍋 町 に、 支 店 を 上 海. 漢 口. 宜 昌. 重 慶. 奉 天. 大 連. 

Jul 動 

京 都. 大 阪. 祌 In 等に S き， 大 正 十 年 五月 頃よ り 海運業に 手 を 染めた る が、 初 め對支 

貿易と 製造 工業 を 目的と し姬路 市外 竹 森 工場に 於て 盛に 靴 を 製造 す、 所 謂 天 華 

靴な り。 而 して 雜貨を 支那 四川 方面に 販賣 する 便宜上 上海 江 南 船渠に 聽 天. 行 

地. 譴 法. 宣 慈 等 四隻の 淺屹水 汽船 を 注文し、 鼓ェ後 重慶に 航行せ しめ、 猶多數 の 傭 

船 をな し， 阪. 神丄 海 航路 及 楊子 江 遡 江を始 む、 一 時 航路の 關 係より 日本 郵船 株式 

會社 及日淸 汽船 株式 會瓧を 脅威す るに 至れり。 同 洋行の 幹部 は 渡邊薰 美. 岡 田 

文 次. 眞 柄 金 次. 川 島 精 三. 松田義 樹. 松 尾忠次 郞. 松 田 万 太 郞. 橋 口 半 次 郞. 江 口 莊次郞 

第 六 草 欧洲 戦亂と 大正 十一 年 迄の 海遝  五 ニー 


神 戶市史 ^錄ニ 神戶诲 ：； 五十 年史 


五 ニニ 


等な 


北米 人^ 班 


太平洋 上の 

ほ i 


米國 大陸 鐵道諸 會瓧と 本邦 船舶の 貨客 速 絡の 轍 送 契約 は 明治 二十 九 年 三月 

し 

阪 


東洋 汽船 株式 會 社が 南太平洋 

同年 七月 日本 郵船 株式 會社は 

商船 株式 會社 はシ 力 ゴ ミ 水 ク 

n 木 郵船 は 四十 一 年 北太平洋 

セ ン ト. ホ ー ル 鐵道會 社と 契約 

廢し、 西 太平洋 鐵道會 社と 契約 

に 南太平洋 鐵 道及ァ チ ゾ ン-ト 

正 十 年 加奈陀 太平洋 鐵道及 加 

太平洋 航路 は歐 洲戰亂 前よ 

釓に 入りて 一 層 船腹 缺乏の 機 

を榷 得せし と雖 も， 戰 亂收 て 


鐵道 株式 會 社と 契約 締結 を爲 したる を 始め 

大北 鐵道會 社と 契約す。 其 後 四十 一年 四月 

ォ キ ！ァ ンド. セ ン ト^—  \ 鐵道會 社と 契約 

鐵道會 社 と. 四 十 三 年シカ ゴ. ：、 ル クオ キ ！ァ 

す。 東洋 汽船 會瓧は 其 後 南太平洋 鐵 道の 契 

し， 大正 三年 西 太平洋 鐵 道の 契約 一 部 を 解除 

ボカ. サン タフ ヰ ー 鐵 道と 契約す。 日本 郵船 

奈陀ナ シ ョ ナ ル鐵 道と 貨物 連絡 輸送 契約 を 


大 

し- 


，, 

を 

大 

結 


•e- 日本海 運の 獨占 場と 見る ベ きものな， ns しが. 

に 乘 じ、 其 地 步を固 う し， 根 柢 漸く 成り 優越の 

後米國 船舶 院の 配船 區域を 太平洋 上に 選定す 


位 

に 及び、 一面 英國 系の c  p  P3. 亦 船腹 餘桦を 得、 「... ンク— バ —東洋 航路 を 囘復す る 


パ 


ヒプ ゥブ 
ァレ ヰレ 


號: 


ク プ 

フ 

せプ 

マプ 

ず寸 

タブ 

マプ 

1) レ 

ヰ 

フ レ 

^ レ 

ラ レ 

ャ レ 

ゲレ 

I シ 

ク 

V シ 

キ シ 

V シ 

9 シ 

y シ 

プデ 

ク 

1 デ 

ンデ 

ト デ 

ソ デ 

ンデ 

ラ ン 

ソ ン 

レ ン 

號ン 

y ン 

號ン 

に 當 り、 我 日本 郵船 株式 會 社. 東 洋 汽船 株式 會社. 大阪 商船 株式 會 社の 同 航路 各定 

期 船 は 船 型、 速 力に 於て 殆んど 劣敗 者の 破目に 陷り收 拾すべからざる に 至れ， 5。 

今米國 船舶 院の航 運に 當れる 「アド ミラ ぐ ライ ン / パ シフヰ ックメ ー ル J と 「力 ナ デ 

アン. パシ フヰッ クレ— ルクェ ー」 の 配船 明細 を 示せば 左の 如し。 


船 名  總噸數  建造 年  速力 

ァ ド ミ ラ ラ ィ ン (シ ァ ト 亇 馬尼剌 線) 

ト  一四 、一八 七  一九二 1  一八 

£  一四、 一二三  一九二 一  一六 

ト  一四， 二 九  一九二 一  一六 

け號  一四、 ニー 七  一九二 一  一六 半 

t 號  一四、 一七 四  一九二 一  一八 

メ ー ぐスチ ー ムシ ッ. フ. コン パ 一一 丄桑 港， 馬尼剌 線) 

t ド號  一四、 一二三  一九二 一  一七 半 

^  一四、 ニー 七  一九二 1  一七 半 

ト  一四、 一二三  一九二 一  一七 半 

第六窣 欧洲 戰亂 -i 大正 十一 年 迄の 海運  五 11  一二 


神 戶市史 別 sa  二 神戶 海運 五十 年史 


ブ レシ デシ ト 

?  > '力 —ン號 


プ 


シデ ン 

ト 號 


カナ デ アン- 


H ンプレ ス*ォ プ 

H  I シァ珐 

h ンプレ ス-ォ r 

カナダ 铍 

H ンブレ ス プ 

i  - ゾァ被 

H ンブ 

ォ-ス 


一四 、ニー 七 

1 四、 一 二三 

シフ ヰック *レ 1 ルゥ ェ In ン 

一六、 九 〇 九 - 

一 五， 八 五 七 

I 六， 八 1 〇 


tjr 號 ニー、 四 九 八 


獨， 9 客船に 於て 我 邦 は 優秀 船 を 有せざる 

米國侧 「ス トラ ザ， ス. ァ ンド. パ リ ，」、「 コ b ンビ 

-I 1/ ダ ラ I- フ イン/アメリカ ン* アンド • マ ンチ 

シ ッ プ*ラ ィ ン / タ ンパ. インタ 1 ォ— シァ ン*ス 

ン. ラ ィ ン 」 其 他英國 系の 「ブ リュ ー フワ ンネケ 


五 二 四 

一九二 一  一七 半 

一九二 一  一七 半 

パ -I 丄シ ァ ト ^香港 線) 

一九二 二  一八 

一 九 〇 六  一 八 

一九二 二  ニニ 

一九 一四  ニニ 

の み な ら や 貨客 船. 貨 物 船に 於ても 

ァ*パ シフ ヰック • シッ ビング. コ ンバ 

ュ リア ン 1 フィン」 「バ 1 パ 1 ス チ 1 ム 

チ— ム シップ -コ ンパ -1 1/ ィ ス ミ ァ 

ライ ン」 等 何れも 快速に して 比較的 


經濟船 を 廻船し 我 邦貨 客船 竝に 貨物船 亦 自然 此 等に K 倒せら れんと しつ , あ 


汽船 動力の 


航^の 發 送に 伴 ひ 汽罐の 改良 盛に 行 はる , に 至 ，9、 東 洋 汽船 株式 會； は 其 所 


船 


屬船 大部 を 重油 內燃 装置と し、 國際 汽船 株式 會 社. 川 崎 汽船 株式 會社. 川 崎 造船所 

等の K らいん は 已に那 威 丸. 豊 橋 丸. ベ るぎ ー 丸. おれ ごん 丸. ば しふい く 丸. た. い ん 

丸. び く， .」 . ^あ 丸. あ とらん ちつく 丸. 富 士 丸. ベ に す 丸. の —ふお—  く 丸. ば るち も あ 

丸 • う  >ん 1 る. \9 丸 • ベ るふ あすと 丸. も んと， O  .1 る 丸. さん ふらんし す こ 九 • ね ー ぷる 

丸の 十七 隻は 重油 装 S に 改善 し、 け ー ぷ たうん 丸. ふ らんす 丸. あ で ん 丸. 與 福 丸 の 

四隻は 改良 中に 屬し、 三 井 船舶 部所 有 船 にあ， 5 て は 伊吹山 丸、 辰 馬 汽船 會瓧 に あ 

、りて は 織 殿 丸已に 重油 装置に 改めら る。 這 は 社外 船 發展の 一 新 傾向な. 5 とす。 

今後 神 ^港 附近に 重油 タ ン クの 設備 成， 9 自由に 原料 を 供給し 得る に 至ら ば、 汽 

罐 装置の 改善 は 益 "行 はる、 に 至るべし。 

客 船. 貨 客 船. 貨 物 船の 外 特種 船の 建造 も 亦 近年に 至ら 漸く 盛と な b  、冷 藏庫船 

に は 日本 冷藏 株式 會社 所有 大白 山 丸 (總噸 四 六 六). 日本 冷藏 海運 株式 會社 所有 第 

二 海 王 丸 (總 噸 四 四 八). 葛 原 猪 平 所有 海 幸 丸 (總 噸ー、 五一 五 )- 幸 光 丸 (總 噸ー、 五一 〇> 江 

浦 丸 (總噸 六 五 五). 帝國 汽船 株式 會社 所有 大東丸 (總噸 二、 〇〇〇)、 此外波 蘭 土人 チ ン 

メルマン (Zimmerman-) 名義と なれる ものにして 其 實大倉 組の 配船に 依る 「ハ ナ 

メット 號」 (緦 噸 m  、三 六 七) あ り、 本船 は 我 邦 冷 藏庫船 の 最大 型なる ベ し。 

第六窣 欧洲 戰亂と 大正 十 一 年 迄の 海述  五一 1i 


祌 戶 市史 ^鋅ニ 紳戶海 十 年 史  五 二 六 

タ ン ク 船に は 旭 石油 株式 會社 所^ 橘 丸 (總 噸 八、 八 o 〇). 满 珠 丸一 總 噸八 * 一  〇 ◦). 干 

珠丸 (總嘞 八 八 oc> 寶鈴丸 (總嗯 八 00)、 此 外海 軍所屬 に^ 堵 (排水 噸 一 九 七 〇). 野 間 

(排水 噸ー 一 、 四 oo). 知 床 (排水 嚯 一 五、 四 〇 C). 襟 裳 (排水 噸 一 五， 四 〇〇)• 佐 多 (排水 噸 一 

五. 四 c5o> 尻 矢 (排水 噸 一 五. 四 〇〇> 石廊 (排水 噸 一 五、 四 〇 〇)• 鶴 見 (排水 囉 一 五. 四 〇〇). 

神 威 (排 水噸 一九. 五 〇o). 能 登 呂_ ：排 水噸 一 五、 四 〇 いや 洲 埼； 排 水 噸 九， 八 〇〇)豳 芦 (排 水 

噸 一 五、 四 〇 〇) 等 あ り" 「ゲ ー ブ ^船に は 遞信省 所有 小 笠 原 丸- 總 噸 一 、三 九 一 一). 沖 繩 

丸 (總囉 二、 一  七 八) 夫 阪鐵ェ 所 建造に 係る 南洋 丸 (囉數 未詳) あ り、 燈臺 巡邏 船に は羅 

州 丸 (總噸 二， 三 四 二) あ. 5。 

神 nfe 等 商 . 砷ョ 高等 商 ©學 校 は 男爵 川 崎 芳太郞 が 先代 川 崎 正藏の 遺志に 依り 高等 海員 

船學权 

卷 成の 目的 を 以て 金 百 二十 萬 圓を投 じ、 大 正 五 年 評議員 数名 を 擧げ其 魚 立經營 

を 委嘱し、 後 之 を財阒 法人と 爲す。 大正 六 年 九月 甲種 商船 學校 設立の 認可 を 得、 

私立 川 崎 商船 學校 と稱 す。 大正 七 年 二月 校舍 建築 一 部 竣工 を吿 ぐる や、 伊東 治 

三郞に 校長 を 嘱託 し、 三 月 生徒 募 集， 四 月 授業 を 開始す。 大正 八 年 六月 伊藤 校長 

を 辭 し， 藤 井 治三郞 就任す。 資本金 百 二十 萬 圓は鼓 初 金 九十 萬圓を 維持費と し、 

三十^ 圆を 創立^; としたる も、 校 舍の 建築 附屈建 物、 敎 具 其 他 設備 を 整 ふるに 當 


大阪府 立 高 

等 ®ass 成 

所 


- りて 資本 不足 を 生 じ、 更 に 六十 萬圓を 

に 依る 高等 商船 學 校と 爲 し、 其 目的 達 

當時 政府に 於ても 高等 商船 學校 設立 

更に 百 五十 萬圓を 基本 金と して 之れ 

と を 出願した、 り。 川 崎 は 不幸 病に 罹 

十二 日 文部省 直轄 神 B- 高等 商 

壬 す 

府立 高等 海員 養成 所 は 大正 六 

立案に 係り 亡父 原 田 十 次郞の 

營 せられん 事 を 懇請し ：，- るに 

六 年度 事業と して 建設す る 事 

り、 地 を 大阪市 西區 築港 四條通 


年 八月 

校長に 

大阪 

六郞の 

於て 經 

て 大正 

事と な 

四月 竣 

たるが 

四百 二 


創立 * に 追加す。 川 崎 は 之 を 專門學 校 令 

成 を企圖 し、 同 年 十 一 月 政府に 禀請せ しが、 

の議 ありた る を 以て、 維持費 九十 萬 圓の外 

に 加へ、 設備 一 切を擧 げ， 政 府に 寄附 せんこ 

り、 志 半に して 逝去し、 嗣子 武之 助に 及び 九 

船學 校と 改稱 し. 海 軍 豫備中 將永田 泰次郞 

年 一 月頃 大阪原 田 汽船 株式 會社々 長 原 田 

遺 志 を繼承 し， 資 金 を 寄附し， 大阪府の 手に 

依り、 大阪府 は 大正 六 年 六月 臨時 府會に 於 

に 議決し、 大阪市 所有 土地 を 無償 借 入る ， 

に 相し、 直に 工事に 著 手し、 大正 八 年 

十 萬 圓、 都 合 二十 五 萬圓を 寄附し 


丁 目 

成す。 原 田 は 建設費 金 五 萬 圓、 基 本 金 

、建設費 追加 竝に 八. 九-十. 十 一 年度 經常費 不足 額塡 補と して 更に 金 四 萬 千 

十九 圓を 寄附す。 同校 は 大正 八 年 四月よ、 り 授業 を 開始 し， 主 として 地方 

第六章 欧洲 戰亂と 大正 十 一 年 迄の 海運  五二七 


神 II. 市史 ^錄ニ 神 戸 海 g! 五十 年史 

商船 ffi- 校 出身^に して 上級の 學術を 修得 せんとす る 者及特 

の 專修を 志す 者 を 養成す。 是全 

な .9。 

泡 洋氣. ass 海洋 氣象臺 は 海運業 者の 寄附に 

る 爲め神 市 宇治野 山に 建設 せら 

費 二十 二 萬 五 千 八 百 八十 圆十 一 錢 

年 八月 事業 を 開始せ， 5。 更に 附屬 

附に 依り 建設 せらる， 建設費 十三 萬 

起工し、 十 一 年 八月 竣工 を 告げ 十二 

て氣象 部は氣 象の 通 報. 調 査. 觀 測 を 

は 潮汐. 潮流. 海水の 調査 及 海中 物理 

毎年 刊行し つ 、あり。 臺長 は理學 博士 岡田武 松な ち。 

英 a  。イド 英國 n イド は 明治 十二 年 神 B- に 始めて 開業し 英人ゼ —ム ス i 

EPe き n) 檢杏 H に囑 託せら れ、 四 十 年 春 迄 引 績き船 铰檢査 に從事 

員 は 本社よ h- 給料 を 受け 个、 规 定檢査 料の 幾 割 を 自己に 收得 し、 餘 


近年の 狀 勢に 鑑み 斯界の 要求 

依， 5 歐 洲戰亂 中の 海運 旺盛 を 

る、 寄附 金額 二十 三 萬 三千 五 百 

なり。 大正 八 年 四月 起工， 九 年 

として 無線電信 所 も 十四 萬 三 

四千 二百 五十二 圓 一 錢 なり。 

月 無線電信 開通す。 海洋 氣象 

行 ひ. 天文 部 は 檢定及 太陽 觀測 

的 研究 をな し、 地球 磁力 部は觀 


五 二  A 

一 科 又は 数 科目 

應する 所以 


永久に 記念す 

圓 にして 建設 

四月 竣工し、 同 

千 三百 ffl の 寄 

大正 十 年 十月 

臺の 事業と レ 

を 行 ひ、 海 洋 部 

測 及 偏 角圖を 

ラ — ン f J.anss 

す。 囑 託撿査 

は英國 本社に 


納入す。 エラ ー トンの 後 を 襲 ひし は 本社よ， 9 派遣され たる ェ. li ぐジョ ー ン 

ス (A.  L.  Jones) なり。 ジ ョ ー ン ス の 如き 本社 所 屬の檢 査員は 本社よ り 給料 を受 

け、 檢 査料は 全部 本社に 收 得す。 現今 神戶に 於け る撿査 員はジ ョ ー ン ス の 外、 Dr. 

George,  Webster,  S.  I.  Preston.  Alex.,  Watt.  ffi.  D.  Buchanan.  Y.  Jo. 都合 六 名な， 5。 

佛國. ヴ H" 佛國ヅ ュ リタ ス は 明治 十四 年 神 U; に 始めて 開業 し、 獨 商工！ マ ャ ー 商會を 代 

理 者に 任す。 代理者 は隨 意に 撿査 員を囑 託する 權能 を附與 せら れ， 規 定檢査 料 

の 二割 五分 は 代理 者、 五 割 は檢. 査 員、 1 一割 五分 は 巴 里に 於け る 本社の 所得と す。 

檢査 員と して キ ャブ テ ン. パ ー デ ス (capt.  wurdis) 及 ュ 1 力— ビ ー (A.  Kirljy) 常に 從 

事せ り。 歐洲 戰齓に 至る 迄 マヤ— 商 會引續 き 代理者た りし が、 戰 亂に 際し 轉じ 

て ヱ I 力， I ビ ー 代理者と な b 撿査員 を 兼ぬ。 

プリ チクシ 「プリ チッ シュ. コ 1 ポレ. I シ ヨン 」 は英國 「グ ラ ス ゴ 1IJ に 於て 設立せられ たる も 

ュ -コ I ポレ 

-シ ョ，； s のにし て， 商 船 法に 基き Board  of  Trade よ 乾舷 標記 を附 し、 且 證 明す る權能 を 附 

與 せらる。 神 戶 に 於て は兩 三年 前帝國 海事 協會 神^ 出張所 其 業務に 當る。 

汽船 關 係の 開港 以來神 S- に 於け る 在留 外國 人中 最も 早く 船舶 輸入 を 爲^ たる は ィ—. ェ 

^'國 、せ- - 

代理業者 ー チニ ンタ ー(E.  w.  Hunter) 及ェ ー チ. リ！ オル (H.  Beynell) 等 にして 其 後日 淸戰役 頃 

第六窣 欧洲 戰亂と 大正 十 一 年 迄の 海運  五 二 九 


W 戶市史 刖錄ニ 胂戶 海運 五十 年史  五三 o 

に 至， o 船舶 賣買 を爲 せる は 彼阿會 社. ド ッ ドウ ュル商 會 (當 時 支配人 p  J.  Melhuisl 一) 

コ ー ンス商 會 (當 時 支配人 S.  GoodiBon) なり。 其 他日 露戰役 頃よ， 9 傭船 界に活 

動せ るはサ ン マ 1 ス商 會のィ ！ ェ -I チ. サ ンマ 1 ス (F  H.  sissies) 拉にセ I ぐフ 

レザ— 商 會のィ ！ゼ ！リ ボ J.  Libeaud) に し て、 海 上保險 業者と して 活動せ る 

はコ ー ン ス商會 支配人 ビ 1 ェ ル. ス ベ ン ス (つ- に spence) な b。 

大正 十 一 年 九月 彼 阿 汽船 會社及 M 代理店 『 ブ ラオ ン」 商會 閉鎖の 報傳は る や、 海 

運. 貿 易 業 方面に 一種 寂寞の 感を與 へた， 9。 彼 阿 及 U は P1 ド- インチ ケ ー プ (L0 

rd,  Inchcape) 主宰の 下に 兩 三年 前旣に 合併 せられた， 9 し が、 日 本に 於て は 今囘始 

めて 實 行せられ、 マ ツキ ンノ ン* マ ッケ ンデ ー 商會 (Mackinnon,  Mackenzie 〇0.) の 手に 

移る。 。，ド .ィ ンチケ ー ブは 元來マ ッ キン ノ ン. マ ッケ ンデ— 商 會の老 社員に 

し て. 同 商會は 多年 英領 印度 汽船 會 社の 代理店 を營み 來れ， 9。 是迄神 S 'に 於け 

る 彼 阿會社 支店 支配人た h- しァ ー ル. ィ！ コ ヅ へ バ 13.  E.  Kozhevar) は今囘 マツ 

キ ン ノ ン. マ ッケ ンデ— 商會神 B- 支店 支配人と なる。 而 して 會社は 彼 阿 S の 外 

ァ. フカ i ライ ン及東 濠 汽船 を も 代理す。 

彼 阿 汽船 會社は 最も 早く 本邦に 手 を 染め 明治 元年 外輪 車 汽船 ガ ンデ ス (Ga.l. 


ges 總噸 一， 一九 〇)、 其 他 總噸七 o〇 乃至 一， 六 八 二 噸九隻 を 配船して 一時 相當の 

活動 を爲 したり。 明治 元年 一 月 神 戶 開港 せら れ、 同 年 十二月 同社 汽船 ァゾ フ號 

(Azof 總噸 七 〇〇)、 始 めて 神 B- に 入港す。 當時神 S- の 代理店 はァ ス ピナぐ nl ン 

ス商會 なりし が、 後 モ リャ ンニ ィ マ ン となる。 明治 九 年 三月 香港 橫濱線 は 神 S- 

に 寄港す る 事と なり、 明治 二十 一 年 支店 を 神月に 設立し. 三十 六 年 神 卢 支店 は 日 

本に 於け る 本店と な ，9, 橫 濱 支店長た. ^しァ ルフ レ ッド. ク ー レ—  (Alf.  woolley) 神 

芦に 轉 任す。 ク ー レ ー は英 人間 公私 共 重要なる 位置 を 占 め、 英國人 協會. 外國商 

業 會議所 竝に神 芦 倶樂 部の 各會 頭に 歷 任し， 大に盡 す 所 あ b しが、 大正 九 年末 神 

芦に 於て 遂に 死歿す。 

ブラ オン (H.  St.  Jton.  wrowne.) は 愛蘭 土の 產、 明 治 元年 神^ 開港 當年神 卢に來 る 

外商 先驅 者の 一  <  なり。 神 5- にブ ラオ ン商會 を 設立 し. 澳 太 利 o イド 汽船 及ァ 

。フカ！ ラインの 代理店 を 兼 ね、 輸 出入 を 業と す。 ブラ オン は 資性 溫 順、 雄 略 あ， 9， 

商人と して 常に 範を垂 る、 店員 其 配下に 在る を德 とす。 舊 居留地の 爲め盡 す 所 

凝 少なら や、 明治 五 年 治 外法 權 時代 資本金 三十 萬 弗を以 て 小 野 濱に兵 庫 S 斯會 

社 を 創立 し. 居 留 民の 便利 を 計 り、 之 を 神^ 市街に 延長し 市民の 便に 供 せんとし. 
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規^ 外 w 

is.  m  b«  m 
n  n 船 m 
及 の 亂 
新 航 \k 


神 戶市史 刖錄ニ 紳戶 海運 五十 年史  五一 ニニ 

幾年に 亙， 5 官憲と 折 街し 効 を 奏せす と雖も 勇往 屈せ す、 遂 に 成功す るに 至る。 

#p 惧樂 部の 如き も 其 經營に 關し大 に 努力し • 存立の 基礎 を 築き上げたり。 舊 

居留地 サイド クオ ク 改築な ど 其 他 公共の 爲め盡 す 所 頗る 多 し， 在 留 外人 皆 之 を. 

徳 とす。 明治 三十 年 病に 罹 b, 遂に 同年 九月 五日 神 E- に 於て 死歿す。 彼の 三十 

年 問名譽 ある 歷史 は實に 特筆す るに 餘 h 'あ， 9。 其 後 同 商會は 組織 を變更 し， ギ 

ル (E. 11. Gill.) 主宰 の 下 に 依然 業務 を 持 續 し. 明治 四十 ニ年ギ ル 歿後 ズ ラ オンの 

甥バ ー -1 IP  M.  wirnie) 其 後 を 襲 ふ。 其 頃 英領 印度 汽船 會 社の 代理店 を 引受け- 

爾來大 に 力 を 海運に 注ぎ， 兼ねて 石炭、 保險 業に 從 事せ しが、 大正 十一 年 彼 阿 M 兩 

社 合併に 際し ブ ラ ォ ン商會 遂に 解散せ り。 

歐 洲戰亂 平定 後外國 汽船 會 社の 我 邦に 對し 航路 囘復 若く は 新規 經營に 著 手 

する もの 少 からす。 其 内 著名なる もの を擧 ぐれば 左の 如し。 

Canadian  Pacific  steamsluj-  company.  Ltd. 

Branch  o^s. 

r-eninsular  Oriental  Steam  Navigation  Company.  Ltd. 

British  ludia  Steam  Na-VJgatlon  Company,  ttd. 

AT-car  Line. 


Masterll  and  Australian  ^teamsnu>  company.  Lxa. 

Ttie  Blue  Funnel  Line.  Ltd. 

Cliina  Mutual  ^team  Navigation  company.  Ltd- 

Butter/teld  and  svowf  j4 ぬ ants, 

wodwell-castle  Lane. 

Ijancasjilre  W111J> で mg  company. 

East  Asiatic  C0mj>an\-  01 〇OJ>er5agen 

Norwee-ia 口  Africa  &  Australia*  Line. 

13a  nit  Ijine,  !jta, 

American  &  onentai  lime. 

DodlGdl  &  00.  Agents. 

Indo  〇Ilina  Steam  Navigation  company.  Ltd. 

Glen  and  Shire  IJines,  Joint  ^ervlse  of  steamers. 

Jardi さ e  Matheson  00.  A(Je7ds, 

Ellerman  and  Bucknall  Steamship  company,  dutd. 

Istlimian  steamship  tme? 

Sale  §d  Framr  Ltd.,  Agents, 

The  Swedish  Slast  Asiatic 〇？,  Ltd.,  oi  Gothenburg. 
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も 


神 戶市史 刖玆ニ 神戶 海運 五十 年史  五三 四 

Loyd  Triestinp  N.  PJ  of  "Trieste. 

The  Navigazione  G な Israle  Italian?  of  Genoa: 

cipania  Trissatlantic  de  Barcelona, 

Samwl  Samuel  <i.  00.  tjtdj き sis. 

Ben  IJme. 

PHnce  Line,  Far  East  Service 

ivlessageries  Maritimes  de  France. 


&  00 J  AaeTtts. 

Shewa さ Tomes  &  Gf  .Aaents. 


paclpc  tlall  steamship  company. 

Admiral  Oriental  Line. 

Columbia  Pacific  shipping  Company. 

pacinc  ia 日 ship  company. 

(An  operlating  U.  Government  ships) 

Branch  ojkes. 

Barber  Steamship  Lines. 

Admiral  Ovierdai  Line.  J ^ヨ ds. 

Dollar  IJlne* 


不 

對 

； ft 


Java,  clllna,  Jap&n  II5e. 

united  Netherlands  Navigation  Qo. 

(Holland  East  Asia  Jtnel 

Hamburg  Amel.lKa  Line. 

Norseutscller  Lloyd,  Bremen. 

Hugo  Stmnes  Lmlen. 

海運 界倍々 沈 衰に陷 りたる 

を 得ざる に 至 卩、 日 本船 主協會 

種 案に 就き 研究 を 飴む。 二) 强 

六 箇月と 定 め， 狀 浞に應 じ 更に 

三 割 旅客 船の 七 分 五 厘 を 繋船 
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Branch  OAS. 

Branch  <&ice. 

J.  p  J.  L§e,  AaerUs. 

o.  Illes  &  QOJ  Agents. 

K.  .Ahrens  s  Co.,  Agents. 

F.  HOJ-msm  ft;  Co.,  Jaents. 

よ、 り 斯業 者 は 其 不況に 處 する 對策を 考究せ ざる 

の 如き 大正 十 一 年 七月 二十日より 委員 を 設け 各 

制 的 共同 槃船 案に し て. 其 要旨 は繫船 期間 を先づ 

之 を繼績 する こと  >  し. 繋 船 委員 を 設け 貨物船の 

せしめ-船舶の 大小より 生す る 割 當噸數 以上 若く 

年 迄の 海運  五三 五 


神 戶市史 

は 以下の 繫船 

負澹と し. 其 期 

區內に 第二 區 

の 船舶の 外國 

おく は 近海 第 

せしめざる こ 

褅惯金 を交附 

なり。 (三) 世界 

噸 以上の もの 

迄 各國に 於て 

總噸數 一 噸に 

せしめ、 一 噸に 

上の 運航 船舶 

り 借 入れ 漸次 


刖錄ニ 祌戶 海運 五十 年史  五三 六 

噸数に 對し 交附金 又は 賦課 金 を 定め， 收支 決算 は 日本 船主 協會の 


間內に 於け る 船舶の 輸入 を 防止 せんとす るに あ 

航行 資格 船 を 運航せ しめざる 主旨に し て、 總 噸 數 

よ り 輸入 せらる  >  も の、 本 邦に 於て 新造 せらる 、 

ニ區 航路の 資格 を 有する もの をして 近海 第 一 區 

と 、 し、 現 在 近海 第 一 區 就航 中の 上記 船舶 を 繋船 

する こと、 し、 資 金 は 三千 五百噸 未満の 船舶に 對 

的 共同 繋船に して、 現に 航 運に 從 事せ る 世界の 船 

、中 其 四 分の 一 以上 を 現 今 (大 正 十一 年 八 月) 運 賃 

船齢の 古き ものよ. 5 順次 繋船せ しめんと する も 

付 一 個 月 二 志の 交附 金を與 へ、 現に 繋船 中の 船舶 

付 一個 月 一志 を交附 する こと、 し、 交 附金 負擔は 

より 醵出せ しめんと す、 以 上の 交 附金は 十 個 年賦 

船主よ， 9 徵收 返還す る ものな， 5。 (四) 第 一案の 修 


きものに し て， 其 要旨 は 適用の 範圔 を總噸 三千 五 百噸の 船舶 


b。  (二) 近海 第 一 

三千 五百噸 以上 

もの 及 遠洋航路 

內の營 業に 從事 

したる 時 は 之に 

し 賦課す る もの 

舶中 總噸數 一 千 

の 倍額に 達する 

の， 此 繋船に 對し 

は 其 儘 之 を績行 

總噸數 一 千噸以 

にて 所屬 政府よ 

正 案と も 云 ふ ベ 

有 者に 限定す る 


世界 海運 界 

に 於け ろ 神 

戶の ft 歩 


噸數 

る >  J 

を 

會未 

課金 

國 

消耗 

邦 船 

員 の 

は歐 

日 な 


，除外 船中に 總 

の 大小に 應じ 

と， 繋 船す ベ き 

撤廢し 賦課 金 

加盟 船 及， 外 國 

に對 する 責任 

に 可能性 あ る 

品 節 約、 保 險 額 

の 海外 賣却幷 

調査、 保險プ レ 

減 少、 給 食料の 

主 谷 筒 人 の 問 

B- を 中心とせ 

洲戰亂 平定 後 

く、 從 つて 我 神 


噸數 一 千噸 未満の 船舶 を 

大 なる ものに 重 く、 小 な る 

船舶 は 近海 第二 區 以上の 

の 算定 法 を 修正せ ざる に 

船に 對 する 制裁の 困 難、 實 

等嵇々 支障 頻發 し、 人爲的 

もの，.， j して 船員 定員の 制 

幷に プレミアム 引下 げ、 船 

に 解徹、 船舶 大合 同等 諸 案 

ミ ァ ム 引下 交 涉， 修 耩撿査 

低下 等 は 決定せ るが 如く 

題に 殘 し、 兎 に角此 航運經 

る國內 海運 は 依然として 

外 國 定 期 船、 貨 客船、 貨物船 


加 ふるこ と， 繋 船 率 を 所有 船舶 合 針 

ものに 輕 く， 最 高 五 割 最低 一 割と す 

航路に 限る こ と、 其 他 船齢に よる 區 

あり。 然れ ども 此等諸 案 は 船主 協 

行に 伴うて 生やる 障 碍. 交 附 金及賦 

調節 は 面白から やとし 遂に 實 現せ 

限， 給食 料の 整理、 焚 料 石炭 共同 買 入、 

舶修 縫の 簡 易. 押 石 押 噸の矯 正、 中 古 

を 研究 し. 此 消極的 方針の 内 涫粍品 

の 簡易 措置 等 實行を 可決 し， 乘 組 定 

亦 決定せ ざるが 如 く， 瞹 眛 模糊の 內 

費の 經濟 を實 行す る 事と なれり。 

其 勢力 を 失墜せ すと 雖も、 外國 航路 

等續々 航路の 囘復に 努め、 殆 んど箏 


R 海運 界は應 接に 遑な し. 歐 洲戰亂 中 神 HI が 折角 海運 市場と 
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神 戶市史 別錄ニ 神戶 海運 五十 年. K  五三 八 


して 赢ち 得し 世界的 勢力 は 若し 今日の 儘 推移せば 遠 か 

らん も 計り 知る ベから す。 特に 太平洋 上の 客船に 至つ 

益" 頻繁と な， 9、 日本 郵船. 東洋 汽船 夫阪 商船 は 競 爭場裡 よ 

す。 刻下の 情勢 は 世界的 波動に 因る ものにし て、 元 よ h. 

する 所に あらす。 今や 斯界 は大々 的 海 蓮 國策を 要望す 

手傍觀 何等 爲す所 を 知らざる が 如 く、 海 運 業者 は 遙に歐 

成 行 を 模索し 空しく 暗雲 裡に 彷徨す るの み。 


らゃ其 面目 を 失 ふ に 至 

て は外國 優秀 船の 往復 

り將 に驅逐 せられん と 

國 內的畫 策の 能く 支 待 

と雖 も， 政府 民間 共に 拱 

米の 天地 を 望み 前途の 


K 祌 B-  ^は^ 洋 海運 羿 に 於け ろ 中心地に して 今や 世界新 業の 連 頷^ 形造れる ものと 云 ふ 

事^ 得べ し。 旣に然 らば 神戶が 日本 諸 港の 诲運 に對し 主要の 地步^ 占む  >っ は更 めて 論す 

る 迄 もな し 神戶 海運 史^ 述 ぶる- U 赏リ 自然 我 國诲運 史^ 說く 事と なる べき は其處 なり。 

更に 進んで 朿洋 海運 史^ 語る も 亦 何の 不可 もらん 哉し に 我 組^に 於て 神戶 市役所の 囉 Si 

に 依 リ祌戶 海運 五十 年史編 業 ^引受く 神戶 海運 史は B 本 海運 史の 全部に もらす とす 

る も 其 大部分な りり 是 H 際 上の 推移に して 必す しも 壯 語に もらす- 

本文 は 三上淸 一 郎， 川 0  ^ 繼. W 中 卯三郎 se 氏と 予と 特別委 B: とな リ直掊 編 S; の 任-」 ％ る. 

此外 組合より 依 g したろ 委 a: 四十 五 名. 谷 正 輔. 石 田桌 二. 井上 國三 ¥ 畑 茂. B 本 都 船 株式 會社 

祌戶支 西 川 莊 三. 一 一宫純 一 .S 崎 藤 吉. 勝 田：銀 次 •¥ 川 村 e: 次 郎. 川 野 宗 太 郎. 河 內研太 郎. 賀 屋祐 幸- 


甲 裴 綠. 吉 田 與 之 助. 吉 田 幸 次郧. 谷 道淸之 助-太刀 川 又 八 郎.武 本 平 三 郧. 竹 本 喜 三. 津 田靖 平-都 竹 要 

次 郎. 潜 崎锗太 邵. 中 井 an 雄. 內 & 信 也. 大 原 幾 造. 小 栗 松 三 大 阪 商船 株式 會社 祌戶支 店. 山 地 土 佐 

太郎. 松 井久 男. 松 g 小 一一 一 郎. 松 本 博 邑. 福 原 芳 次. 福 井 捨 一 . 高 野 進. 佐 0 勇 太郎. 佐藤國 マ 佐 伯 俊 太郎. 

木 下 勢 三. 菊 地 吉藏. 三上豐 夷. 三 谷 雄 次 郎. 三菱 商事 株式 會社 船舶 ゆ 三 原 美 學四井 喜 一 郞の W 氏 


あり^ 直接 間接 LL 援助^ 與 へ られれ ろ は 深く 感謝す る 所な リ" 

何れも 我 組合の 評 a  B1 にして 且 所瑶會 社に 於け る 事業 經昝ぉ 

ベから ざる 間に 或は 記述に S 頭し 或は 材料 蒐集に 奔走 し， 若 く 

にもら すと 雖. t 猥 リに委 al 長 の 名^  して 大綱 VJ- 記憶に 迪 る- 

する  箇所な  きに  もらす  と雖も  之^  全うする  事  能  はす。  編輯の 

爲め 一 の 事項 は 成ろ ベく 一 箇所に 整頓 ぱん事 ^欲した る も 止 

たる もの もろは 深く 遠憾と a ざる 事^ 得す。 幾多 先 K 諸氏の 

料に 供 しれる 點亦其 好 怠 ^謝なざる ベから す。 今上 梓に 際し 

神戶 海運業 組合 事務所 樓 上に 於て 


就中 前記 予等四 名の委 具 は 

なリ 日々 の 業務 多忙 名狀す 

は 訂正 Li 努力す。 予 自ら 其 任 

- 期 B 切 迫、 今 一 段の 精練^ 要 

體裁 年代に 依る， 4- 原則と せし 

む^ 得す 數 箇所 LI- 分割せられ 

著 書 等， 其 々 許諾な 得て 參考資 

玆 U 1 言 か 0 ぶ。 


神戶 海運 五十 年史編 纂 委員長  上 西 龜 之 助 


第六窣 欧洲 戦 凱と 大正 十一 年 迄の 海莲  五三九 
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神戶 港外 國 貿易の 變遷 

第 一 章 外 國賀易 額の 消長 

一 貿易 價額 

明治 元年よ 神 B- の 開港 は慶應 三年 十二月 七 旦西 曆 一八 六 八 年 一月 一日) なる も、 當 時 維新 

り 大正 七 年  ， 

に 至る 外國； 騷亂の 際 なれ ば、 實 際 神^に 於て 貿易の 開始され し は、 翌慶應 四 年萌 治 元 年) 一 一 月 

貿易 價額 

(西曆 一 八 六 八 年 三月) 頃より な， 5 しな， 5。 是ょ， 5 大正 七 年に 至る 五十 一 年間、 神 

芦 港の 外國 貿易 檟額は 左表の 如し。 

神 芦 港外 國賀易 額 累年 表 
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備考 明治 六 年 W 後 大正 二 年 迄の 計 a は 大藏省 編 S 「大 日本 外 HH 易 四十 六 年 a 照 表 S 明 

治 元年 至大 正 二 年 V し據 リ. 大 正 三年 以後 同 七 年 迄 は 各 年の 「大 B 本外國 貿易 年 表」 •」 據る。 明 . お 

元年 乃 s 同 五 年の 計 數は前 記 「四 十六 年對照 表 じ 無く. 「祌 戶稅翻 沿革 史」 に は 明治 五 年の 抹計. * 

SS ぐるむ 四 年 以前 ,5- 缺き. 「神 戶 開港 三十 年 史」 に は 五 年 以前の sal 易 額 不明な リ として 載 ぜざリ 

し が. 偶" 神戶 稅 Si  ^玆中 に 「自 明治 元年 至 同 五 年 神 戶港稅 閼铳計 表」 と 通せ る古寫 本^ 赘見 し. 毐 

ら 之れ^ ** 礎と し て. 外 に 版本 一 關稅棄 0.0 十 一」 及-び 各閒漭 場椽出 入物 OS 表 (明 治 四 辛 未 及び 明 

治 五 壬 申 年)」^ 參 按 して 上 si© 表^ 作成 ぜリ。 佝し 明治 六 年 以後の 計數に 於て は 上 Si 「四 十 六 

年對照 さの 外 .S- 治 六 年 « 後 十四 年 迄 は 「大 日本 各港桧 出入 物品 表」 若 く は 「大 B 木 各港镜 出入 半 

年表.， 等 あり. & 等 各 年表の 計 扱と 「四十 六 年 a« 照 表-と は 夫々 小異 もり， 又 明治 十五 年 以後 は 各 年 

の-. 大 B 本 外 國贸易 年 表」， 《- る も 同 十八 年 迄の^ ぉ計& は 「四 十六 年對照 表」 と 亦必ら すし も 同じ 

からす， 然れ ども 「s 十六 年 對照表 あ 計 SS は大 ff 省 に 於て 後年 相 S のま 由に よりて 更正 ぜら 

れ しものと 考 ふる.^ 以 暂 らく 之 從ふ、  > と - ぜリ。 

以上の 铳計表 を 基礎と して 考 ふれ ば、 神 芦 港の 外國 貿易 は 明治 十 年頃 迄は输 

く  *. ノぉ 

出入 共 五 百萬圆 に丄ら す. 總 額 九 百萬圆 以下 な 5 し に-明 治 十 一 年 以後 同 十九 年 
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迄 は 輸出入 共 五 百萬圓 以上 壹千 萬圓に 近く 總額貳 千萬圓 に垂ん とし、 二十 年よ 

り は 輸出入 額 共に 壹千萬 圓を超 え、 總 額貳 千萬圓 以上と な り， 累 進して 二十 八 年 

に は 總額壹 億圓を 超過した る も、 此 期間より 輸出入 額の 差額 顯著 とな り、 輸 出 は 

約 壹千貳 百萬圆 乃至 叁千八 百萬圓 なりし に， 輸 入は貳 千萬圓 より 六 千萬圓 以上 

に 及びた，^。 此 輸入超過の 趨勢 は 神 lil 港外 國賀 易の 特色と な り、 最 近 迄 殆んど 

全く 例外 を 見す。 而 して 三十 三年に は總額 貳億圓 以上と なり、 三十 八 年に は參 

億 圓を拔 き、 大 正 元年 以後 同 七 年の 間に 於て 四億圓 乃至 十三 億圓 となる の大增 

進を來 したり。 

外國 貿易 ® 今 過去 五十一 年間に 於け る 賀易堦 進の 跡 を、 明 治 元年 を 基準と して 每五 年間 

額增. g 率 

を 比較す るに 其 增加率 左表の 如し。 


神 港外 國 貿易 檟額增 加 率 表 
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sttwo 以上 は 上記の 累年 表 を 基礎と し て. 祌 B- 賀易價 額の 計數 上の 變動を 示す も の 

不正 砣 

なれ ど も-仔 細に 之を考 ふるに、 上記の 累年 表なる もの は. 必 らゃ しも 正確に 砷 


賀易增 進の 跡 を 示す ものに 非ざる を感 せざる を 得す。 蓋し 上記の 累年 表なる 

も の は、 勿 論 累年 貿易 額の 變 遷を徵 する に 足る 官府の 統計 なれ ど も. 之 が 統計 作 

成の 跡 を 討ぬ る に、 或 は 時期に よ b 統計 編 製の 不備な ，9 し 時 あ り. 或 は 統計表の 

基礎に 變 化を來 せし こと あ り、 或 は 貨幣 制 度. 銀 檟の變 動 及び 之 等に 伴 ふ 一 般物 

價の 騰落 等に よ b、 決 して 貿易 額 變遷の 實相を 正確に 比較し 得る ものに 非す。 

今 試みに 明治 初年 以來 神^ 外 國賀易 表 作成 上の 變遷 に關 する 重なる 事項 を 列 

擧 すれば 次の 如し。 

(二 明治 元年より 同 五 年 迄 神^の 外國 貿易 は 專ら兵 庫縣の 所管に して， 從て 統計 

事務 は 兵庫縣 運上 所に よ. 9 て 作成 せられし も、 當 時稅關 創設の 際にして 吏員 

統計 事務に 慣れ す， 內 外商の 申告 亦 信じ 難 かりし か ば， 其 計數は 甚だ 不正確な 

,5 しなり。 從て當 時 兵 庫 駐在の 英國 領事の 如き は 各 年本國 へ の 商業 報告に 

は 運上 所の 統計より は、 寧 ろ 當時兵 庫 及大阪 在住の 外人 商業 會議 所作 成の 統 

計 か、 或は 當 時の 外字 新聞た る ffiiogo  News. 及 び Hiogo  and  Osaka  Herald. 所載の 推 

定額 を 實數に 近き ものと して 報告したり。 今 試みに 之 等の 報 吿を揭 ぐれば 

左の 如し。 

第 一 草 外國 貿易 額の 消長  九 
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備 考 (-o-llmcrclal  Kepo ュ s  from  Her  Majesty-S  Consuls  in  .Tapan,  18G8. 同 報 き- 18 き— 70. 司 報 告 .1870171. 

The  Japan  Chronicle,  Jubill-P  N13! 一- er 1868—128. に據 る。 明治  ー5 年-」 於 + 'る 弗 B  t  5¥  ga 賈なれ ど 

も *a 時の 四 « と 大差な し。 此他 明治 二 年度 英 國 領事の 報告-. i は. 同年 條約國 以外た る 支那 人 

との 取 引 一 沿 岸贸 易.. s 含み.：.： る もの か) 約 三百 萬圆， 4-  S- ぐ。 

而 して 此 貿易 統計の 不確實 なること は、 明 治 五 年 統計 事務が 兵 庫縣廳 より 

大藏 « の 神 S- 稅關に 移， 9 し 後と 雖も尙 ほ存績 せし が 如 く， 明 治 十 年 (西 曆 一 八 

七 八 年) の 英國 領事 報告に 於て は、 税 關の 統計 を 信す ベ からすと 記載した， 9。 

ラ ー ト ゲン は 其 著 「日 本の 經濟及 財政」 (K.  Rathgs,  Japans  Volkswirtsdiaft  und  Staats 

haushalt,1891.: に 於 て、 日 本の 外國 貿易 統計 は、 「槪 言 せば  一 A 八^ 年， 明 治 二十 年) 以 


前に 於て 輸出 額 は 稍： 信賴 すべき も 輸入額 は 信す ベから す」 と 云へ る こと は、 亦 

神 S- の 貿易 額に も當っ る こと を 得べ し。 

要するに 諸種の 硏究 によ， 5 て 判 すれ ば、 明 治 元年 以後 同 二十 年頃に 至る 官 

府の 統計表の 計數 は. 其 作成の 根據ょ b 見て、 必ら すし も 正確な， 9 と 云 ひ 難し。 

唯 其 差 誤の 幾何なる や を 推 想す るに、 上記の 支那 人の 取引 を 除け ば、 條 約國に 

對 する 外國賀 易の 實數は 官府の 統計表と 敢て大 なる 差な か，？ しが 如し。 

(二) 輸出入 貨物の 價額を 計上す るに 當 ，9、 明 治 初年に 於て は 輸出品の 申吿は 輸出 

港 に 於、 け る實 際の 市價 によ り 、輸 入 品 は 仕出 港に 於け る原價 による 定めな b 

しに， 明治 三十 二 年 以後 輸入 價額は 商品 原 檟に運 賃. 保 險 料. 荷 造 費 其 他 輸入港 

に 至る までの 諸 雜費を 含む 所謂？ ー.f. の 價額を 以てする に 至， 9 しか ば， 若 し 

輸入 價額を 累年 同一 の 標準に よ b 比較 せんとせ ば， 明 治  一二 十 一 年 以前の 輸入 

額に は此 等の 諸 雜費ニ 割 二分 乃至 一 割 八 分) を 加 ふる か、 或は 三十 二 年 以後の 

輸入 廣 額よ， 9 之 を滅 じたる もの を 以てせざる ベ からす。 

(三) 明治 初年 以來の 我外國 貿易の 諸 表 を 見る に， 明治 元年より 同 十一 年 迄 檟額は 

凡て 金圓 にて 示さ れ、 同 十二 年 以後 同 二十 年 迄 は 金. 銀 圓混 計に し て、 同 二十 一 

第一 窣外國 貿易 額の 消長  二 


神 戶市史 SISg 二 神戶 港外 國 貿易の 變遷  ニー 

年より 同 三十 年 迄 は 銀 圆、 同 三十 一 年 以後 は 再び 金圆 にて 計算 せられた， り。 

然るに 此 間に 於て 明治 初年の 金圓の 法價は 明治 三十 年 以後 金 圓の法 價の倍 

額に 當 b  、又 銀 偎 は 明治 十 年 以前より 旣に 著しき 高低 あ 同 十 八. 九 年の 頃よ 

, り 下落 甚 しく 明治 三十 年頃 は 明治れ 年の 約 二分の 一 となれ， 9。 かく 時期に 

より^ 準 を 異にせる 金. 銀 貨に 基き 計上 せられし 諸 統計表なる もの は. 眞 に 正 

確なる こと を 得 ゃ從 て 貿：^ 额の眞 正なる 累年 表 を 作らん とせ ば. 亦 金. 銀 货 の 

何れ か 同 一 標準に 更正して 比較せ ざる ？ からす。 

(四) 上記の 貿 易檟额 累年 表 は 勿 論， 假 令 之 を 金. 銀 貨の 一 の檟 額に 更正した る もの 

と 0 も， 共 に 貿易 檟 額の 呼 檟 上の 變遷を 示す ものな b。 此 間に 於け る 商品 の 

物俏は 著しく 騰貴した る を 以て. 若し 商品の 實數を 示す 貿易の 變遷を 知らん 

と せ ば， 谷 年に 於け る 物 價指數 によ . り 、其 呼價を 還元して 初めて 得ら る ベ し。 

外 SH 易更  W 上の 事由に より 神 G- 港外 國 貿易の 眞の 變遷を 知らん とせ ば. 前 に揭 げたる 

贫易额 累年 表 を 上記の 諸 項に 照らして 更正 し. 之 を W て 比較す るの 至當 なる を 

S ゆるな， 9。 よりて 左に 試み に. 每 五 年に 更正した る 結果 を揭げ て. 累年 表と は 

如何に 異なる や を 兒んと 欲す。 尤も 前 諸 項の 第一 は 今に 及んで 其 正確なる 針 
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備 考 

-上 化" 輪 入 表 中 第三 瀾 明治 三十 年 以前の 計數^  c  ..I  ..I • に 更正す るに S リ. 運 賃. 保 險 料 .S 掛 か 

輪 入 ng® 額の 約 一 割 五分と して 計算した 义 第 四櫊金 更正なる 額 は ■ 明 治 十五 年と 二 

十 年 は 金銀 ^計なる な W  <-0 苣 國 よりの 輪 入 額^-金貨に 更正し， 二十 五 年-三 十 年 は 輪 * 入 

お 共 金 g に 更正したり。 此啄佥 ant 價値は 明治 三十 一 年 以後の 金貨 壹^ ^標準と し. 之 .U 對 

マる 各 年の 銀 Mlra 格 ^換算率と なせ リ "輪 出 表 更正 も 亦 之 に 摅 る。 


〇 


o と 

三 十 


二， 各 表 共物傻 指数に よる 更正 額 は 第 

度 調査 會報 告： IB 本 銀行 物- 價指 敬 (金 

但し 本 指數は 明治 六 年^ 1 

以 て， 明 治 六 年の 重要 輸出入 

の 比に よりて 其 率， 4- 算出し 

尙ほ物 惯指數 は 輸出 ng. 輸 

全 國物價 指 數に據 る，, と ， 

三， 輸出 品 價額 更正 に 就きて は輸 

Sr ち 明治 三十 三年 迄 は輸ぉ ng 

後 は輸ぉ ng 價額は 輸出港-, i 於 

14- 加诚 せざる ベ から ざ， S- ども 

正せす。 其 他の 更正に 就き 

更正した る 外. 槪 れ 輪 入： 品 の 

輪 出入 合計 表 中 第三 欄は輸 

て 其 合計 &拫 げたり。 第 六 


二 欄の 計数^ 取リ之 

融 事項 參考 害 だ よ る 

ぜ るが 故 U 明治 元年 

1 種の 平均 相場な 一 


に 貨幣制度 調査 會物惯 指 数 (貨 幣 制 

全國の 合成 指數^ 以て 更正した リ。 

の 更正に 當 りて は 其 指数, 4- 缺 く，^ 

の 同種の 平均 相場と 


o  o とし 元年 

したり。 

入 品 な 區 別して 表示す ベ き 答 なれ ど も. 其 數.^ 得難き^ 以 ^, 姑 


輸入品 

ns 中 に 

於け る 

も此兩 

て は 明 

更正 法 

欄物價 


の C 〜 .f 更 正 

品 ^加 へ. 同 固 

費.^ 含む 、- と 

彼此 略 ぼ 相殺 

五 年. 同 二 十 年 

じたり。 

省 統計に ょリ 

による 更正 額 


する 如 

年 以後 

れ ろが 

も の * 

て 銀貨 


は 之 

故 に 

如 く 

な る 


輸入額^  c-i.f  _ 

は此 合計 數^ 元 


の なさに 

か 省 き、 又 

_ 正確なる 

なる が 故 

か 以 て， 全 

-LL 更正せ 

と^るな 


非 す。 

十七 年以 

正 は此等 

兹 には更 

^金貨に 

のとし 


更正 の結枭 以上 更正の 結果 を 以て、 每五 

に 據る墦 加 

率  輸出 


ケ 年に 於け る 增加率 を 見る に 大略 左の 如し。 
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明治 二十 一 

年 以前の 推 
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明治 二十 一 

は 如何な， 5 し 

入 品の 噸 量な 

の檟額 及び 其 
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物の 噸量 九十 

後者の 約 八 割 

比 ま 略 fv4 領以 

舶 噸数 二百 四 

は 輸出入 貨物 

萬 噸) に 對し貿 

當る。 卽ち輸 

あ b_。 此 現象 

加に 伴 ひし こ 

たる 原因た る 

第 一 萆 


年 以前に 於て 輸出入 貨物 

か， 官 府の統 訃 を缺く を以 

る もの は、 或 る 程度まで 其 

性質に よりて 類推す る を 

神 芦 港 出入 船舶の 噸數と 

二 萬 八 千 噸に對 し、 入港 船 

四 分に 當る。 而 して 以後 

の 率な り。 明治 三十 年に 

十 萬噸に して. 前者 は 後者 

は 三百 二十 八萬噸 (大阪 に 

易 船舶 六 百 二十 一 萬 噸、 卽 

出入 貨物の 船舶 噸數 に對 

は 如何なる 因由に 基く も 

とに 在りと 雖 も、 恐 らく は 

ベ し。 蓋し 前述の 期間に 


の噸 量が 如何なる 額な ，9 しか、 又 其變遷 

て， 正 確に 知る こ と 困難な りと 雖も. 輸出 

港に 出入す る賀易 船舶の 噸 數、 輸 出入 品 

得べ し。 今 試みに 上記の， 貨物 噸量 累年 

對 比する に、 明治 二十 二 年に は 輸出入 貨 

舶の噸 數約百 十萬噸 な， 9。 卽ち 前者 は 

數 年間 輸出入 貨物 噸 量と 船舶 噸數 との 

至， 9 輸出入 貨物 百 六十 四 萬 噸に對 し. 船 

の 約 六 割に 當る。 降りて 大正 元年の 頃 

て手績 せる もの を 加 ふれば 三百 七十 二 

ち 前者 は 後者の 約 五 割 三分 乃至 六 割に 

する 比率 は、 近 時に 至 b 漸次 小と なる 傾 

のなる や、 其 一 理由 は 近時 定期 客船の. 增 

輸出入 貨物 相互 間の 比 量的 關 係が 其 主 

於け る 輸出入 貨物の 比 量 を 見る に、 明 治 
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二十 二 年頃に 於て は、 输 出入 貨物 相互 間の 噸量 

て 輸入 量 は输出 量に 比し 著しく 增大 す。 然る 

に 嵩 高 な る 原料 品に して. 輸出品 は 容量 小なる 

輸出 額に 比し 輸入額が 大 なる 程 船舶 は片 荷と 

量の 率 小と なる- 近時 兩者 比率の 減少 は 蓋し 

今此 事實を 基と し、 試 みに 明治 二十 一 年 以前 

以來祌 S- の 貿易 は 常に 輸入 に 偏重す ると は 云 

ら すし も大 なら す、 從 て输 出入 貨物と 出入 港 船 

ぼ 二十 二 年頃の 比率 を 以てして も、 敢 て 失 當. に 

の噸 量が 入港 船舶 噸数の 約 八 割と して 計算す 

噸敉は 約 三十 萬噸 以下 なれば、 轍 出入 貨物 噸量 

十 年頃 迄 は 前者 は 約 七十 萬噸 以下 なれ ば、 後 者 

以上の 推定 額 を 更に 楡 出入 物 檟額上 よら 

物の 噸量增 加 率 は、 略 ぼ 物^指数 によりて 更正 

兩 者の 間に は 密接の 關係 ある を認む る を 以て 


に甚 しき 懸隔な く. 年 を 降る に從 

に 神 B- に 於け る 輸入 貨物 は 一 般 

製造品 多き を 占む る を 以て. 貨物 

な り、 從 て 船舶 顺數に 比し 貨物 噸 

之に 基く ものなる べし。 

の 貨物 噸量 を考 ふる に， 明 治 初年 

へ、 二十 年頃 迄 は 其 偏重の 度合 必 

舶噸數 との 關係を 推 度す るに 略 

は 非ざる べし。 假に 輸出入 货物 

るに， 明治 十 年頃 迄 は 入港 船舶の 

は 約 二十 四萬噸 以下なる ベく， 二 

約 五十六 萬喷 以下なる べし 

判す る に、 後段 記す 如く 輸出入 貨 

したる 貿易 檟額增 加 率に 比例し. 

試みに 明治 二十 二 年の 更正 貿易 


價額 

に よ 
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大誤 
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貨物 

建築 

等 四 

よ hy 
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擴張 

よ b 

は 急 

噸 量の 增加 0 

率 

あ れ 


と， 同 年に 於け る 貨物 噸 量との 比例 を 基礎と 

りて 貨物 噸量を 推算せ る に、 略 ぼ 類似の 結果 

神 戶 の 輸出入 貨物に 於て は 非常なる 變 化な 

なき を 信す る な KVO 

に 明治 初年 以來同 二十 年頃 迄の 輸出入 貨物 

收容 上の 設備よ， 9 檢 する に， 開 港の 當初 幕府 

せ る が、 明 治 初年に 至 h 此 等の 倉庫 は 漸次 改 

棟の 總坪數 (階上 階下 共) 四百 八十 坪、 外に 上屋 

後 倉庫 は 明治 六 年に ニ楝 四十 八 坪， 同 十 一 年 

神 II； 棧撟會 社に 於て 私設 倉庫 二 棟 上屋 一 楝 

な く、 明 治 二十 年に 至り 犬に 上屋の 狭隘 を來 

新-」 上屋 二百 八十 坪の 增築 をな せりと 云 へ 

激の增 加 を 見 や、 其 噸量 上の 推移 は 略 ぼ 上記 

て 明治 二十 二 年 以後に 於け る噸 量の 變遷を 

ど も， 殊 に 明治 末期 及び 大正 年代に 至 、其 增 


して、 二十 一 年 以前の 更正 價額 

を 得た， 5。 而 して 此 期間に 於 

き を 見れ ば、 上 記の 推定 は 略 ぼ 

增 進の 狀勢 を. 神 戶 港に 於け る 

は 東 運上 所に 於て 倉庫 四 棟 を 

築 せら れ. 同 五 年頃に 於て は此 

三 棟 二百 五十二 坪 あ， りき。 之 

に 一 棟 四十 坪の 增築 あ， 9、 同 十 

の 建築 ありし のみに て 著しき 

し 外人 商業 會議 所長の 請求に 

ば、 二十 年頃 迄输 

の 推定と 一 致す 

考 ふる に. 大勢 は 

加 率の 犬なる を 


出入 貨物 噸量 

る もの 、 如し" 

逐年 增 加の 傾 

見る。 今 明治 
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十二 年の 噸量を 一 として 其增 進の 割合 を 示せば 左表の 如し。 

輸出入 貨物 噸量增 加 率 


七 


分， 二十 五 年の 夫れ に 比すれば 五倍 八 分な り。 是れ此 期間に 於け る 輸出 入貨 物 

數量 上の 實數 なる が、 之 を 賀易檟 額 堦加狀 態と 對 比する に、 普 通の 統計に よる 貿 

易 檟額は 上記の 表に よ， 5、 大正 七 年の 增額は 明治 二十 五 年の 約 二十 四 倍 餘に當 

噸 量增加 率と 著しき 逕庭 ある を認 むる も、 物 價 指數. により 更正した る檟 額に 

よれば 五倍 六 分に して 宛 も 貨物 嚼量堦 加 率と 殆んど 相等し。 此 結果より 觀て 

も 貿易 變遷の 實相を 窺 はんとせ ば、 呼 價 による 價額 表に 據 るよ， 9 も、 物 價 により 

て 更正せ る 表に よるの 優れる を 思 はすん ば あらす。 

輪入噸 量の 更に 轍 出入 噸量 間の 關係 を觀 るに 上述の 如く 明治 二十 二 年以來 輸出 噸 量の 

.i ぼお 嚇 量- - 

比し 增加率 增 加に 比 し， 輸 入噸 量の 增加率 甚だ 犬な， 9。 之れ 素よ b 祌 芦の 賀 易が 輸入に 偏 

大 なる-、 と  I 

重す る爲 めな b と雖 も、 貿 易檟 額に 於け る 偏重の 割合よ hs も噸 量に 於け る 偏重 

ひ 割合 甚だ 犬なる は、 神 ^の 輸入 貨物が 近時 原料 品に 於て 堦加 せし 結果なる こ 

と 明らかな， 5。 而 して 輸入 噸 量が 明治 末期より 殊に 增進 せる は 其 頃よ 6 神 P 

港の 背 域 (貨 物 集散 區域) に 於て、 工業 殊に 纖維 工業 及び 造船業の 勃興に 伴 ひ、 其 原 

料た る棉 花. 羊 毛 及び 鐵 類の 轍 入堦大 せる に 職 由せ すん ば あらす。 若し 夫れ 輸 

出 貨物 噸 量の 大正 四. 五 年頃よ h- 急に 增加 せし 原因に 至， O て は 一 に歐洲 戰爭に 
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基く 输 出の 旺盛に 因る ものな り。 


三 全國 貿易 額と 神 戸 貿易 額 


全 額 現今 我國の 通商 港 中、 貿 易 額に 於て 撗濱と 其 主位 を爭 ひつ 、 ある 神 芦 港 は、 過 

と祌戶 お 易 

額との 比較 去 五十 一 年間に 如何なる 地位 を 全國の 貿易 額に 對し 有せし か、 又 其 變遷は 如何 

な， 9 し か、 先 づ 左の 比較 表 を 一 瞥 せん。 

全 國賀易 額と 神 貿易 額との 比較 表 
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ffl  ^ 本 表明 治 元年 乃至 同 五 年 祌戶贸 易 額 は- S  S 「神 S- 稅 Si 寫 « る。 明治 六 年 以降 神戶 

お 易 額 及び S- ^元年 以降 全國贸 易顇 とも 大正 二 年 迄 は 大蔵省 編 纂， 大 B 本外國 S 易 四十 六 年 

對 照 ％u 據 リ、 大 正ョ年 wi: 兩 K 易 額と. t 各 年 の 「祌 戶 港外 國 H  g 概 お」 所 載の 統計^ 採る。 割 


合は此 等の 計数よ リ «* 出す *  . 

上表に よ &祌 In- 港 貿易 額の 全 國賀易 額に 對 する 割合 を 見る に、 年に よ 力 多少 

の 例外 ありと 雖 も、 輸 出に 就いては 明治 十 年 迄 は 二割に 充た ざ. 5 し が、 十 年 乃至 

二十 二 年頃 は槪 して 二割 以上 三 割 以下と なり、 二十 三年よ， 5 は  一二 割 を 超過し、 三 

十六 年 迄 略 ぼ 類似の 地位 を 占む。 三十 七 年 以後 地位 稍-低下し 二割 臺と なりし 

が、 大 正に 入りて よ b 再び 擡頭して 三 割に 迫 b  、大 正 六 年に は 正に 三 割と なれ， 9- 

而 して 輸入に あ b. て は 輸出と は 其 趣 を 異に し、 明 治 初年 以來旣 に全國 輸入額に 

對し 二割 以上 を 占 め、 十 九 年より 三 割 を 超 え、 累 進して 二十 五 年よ， 9 四 割、 三 十 年 

頃 五 割 以上と な り、 最 近に 至る まで 五割內 外の 地位 を 占めつ , あり。 

輸出 額 及び 輸入額の 全國總 額に 對 する 割合 かくの 如しと すれ ば、 其 總額も 略 

ぼ 之と 雁行 し、 輸 出入 合計の 全國の 夫れ に對 する 割合 は 明治 十 年 迄 は 二割に 充 

たす、 二十 一 年に 至り 三 割 以上と な， 9、 二十 九 年より 四 割 を 越え、 三十 七 年 以來は 

再び 減じて 三割臺 となりし が、 最 近 迄 略 ぼ 四 割 弱の 比例 を 維持し つ , あり。 

§s 額 上 由是觀 之、 貿 易價額 上砷芦 港の 全 國賀易 額に 對 する 地位 を考 ふるに， 輸入に 於 

て は 逐年 其 割合 を增進 し、 殆 んど 弛緩の 跡 を 見 す、 轍 出 及び 輸出入 總 額に 於て は 
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祌 尸 市 史 ^sg  二 祌戶 港外 KHSS-S 遷  三 八 

明治 三十 七 年以來 稍" 其 割合 を 減じた る も、 是れ 主として 同 三十 六 年大阪 築港 開 

放に 伴 ひ 之に 影響せられ しものに 歸 すべ き も、 其 減少 率た る 甚だ 僅少に して、 而 

かも 近來 再び 其 割合 を 恢復し つ 、 ある は、 神 芦 港の 我 國外國 賀易上 優秀なる を 

語る ものな， 5。 况んゃ 神 In- の 外 國賀易 は大阪 港に よ b ての み 稍 "影 響せられ た 

る も、 過 去 五十 一 年間に 於て 他の 諸 港の 開港 せらる  >  もの 三十 餘 港に 及びし に 

も拘 はら す、 其 優越なる 地な をお 持して 偸ら ざ， o- し 所以の もの は、 畢 竟 神 la- 港貿 

^發 達の 根柢 甚だ 鞏固に し て、 此 等 諸 港の 勃 典に よ-りて 毫も 搣搖 せられざる を 

證 する ものに 非 やや。 若し 夫れ 神^ 港. と 常に 其 覇を兢 ひつ 、 ある 橫濱港 貿易 

の 全國の 夫れ に對 する 地位の 變遷に 想到せ ば、 更 に 其感を 深から しむる もの あ 

h,. 卽 ち橫笾 輸出入 貿易 額の 全 國に對 する 比率 は、 明 治 元年 乃至 十 年 迄 は 八 割 

乃至 七 割 三分な b し V 二十 年に は 六 割、 三 十 年に は 四 割 六 分、 四 十 年に は 四 割 一 

分に 低下 し、 大 正 六 年に 三 割 五分と なり 其 衰颓の 跡 歴然たる を 見ば、 全國賀 易に 

對 する 彼此 兩 港の 地位の 大に 異なる もの ある を^ 取すべし。 

然 b と 雖も服 を^ じて 全國 輸出入 货物噸 お 上に 於け る 神 S- 港の 地位 を考ふ 

る に、 必 らす しも 13 额の 夫れ の 如く 降替 なきもの にあら す。 今 明治 二十 ニ年以 
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來約每 十 年に 貨物 噸 量の 全國の 夫れ に對 する 割合 を 示せば 下の 如し。 

輸出入 貨物 噸量 比較 表 


備考 明治 二十 二三 十九 年の 全 國噸量 は 内閣 統計 局 編 「日 本 帝國第 十二 第 十七 統計 年 鏗」 に 

摅 り、 神 戶は神 戶稅閼 調査 控_. 明 治 二十 二 年 一 月 以降 犊 出入 ng 噸量內 外 船 別 表., に 據る。 明治 四 

十 年. 大 正 五. 七 年 は 全 國. 神 戶とも 其 年 の ，神 戶港 外國貿 易槪 況」 に 據る。 割合 は此 等の 計 數ょリ 

算出す。 明治 三十 年全國 K 物 噸量調 は 大藏笤 の 統計^ 缺 くが 故！， 1 同 二十 九 年^ 以て 比較す。 

此 比較 表に 據れば 貨物 噸量 上に 於け る祌 の 地位 は、 明治 中期 以來 稍" 低下し 
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卽ち 一 般に 輸出の 輸入に 超過せ る は、 當 時 商品 貿易が 凡て 入超 なれ ば、 其 決 濟 

上 當然の 結果と 見る ベ く、 而 して 此等 金銀の 內容は 明かなら ざれ.、，、」 も、 輸 出せる 

もの は 我 古金 銀貨に して 輸入 は 洋銀 弗貨な る ベ し。 

明治 七年以 明治 七 年 以後 は大藏 省の 統計 ある を 以て. 全國の 統計と 對 比して 之 を 左に 揭 

後 

げ ん。 
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備考 全國 S3 額 明治 七 年よ リ 大正 二 年 迄 は， 大 藏省編 ffi! 「大 B 本外國 貿易 四十 六 年對照 表 (自 

明治 元年 至大 正 二 年 〕」に 據 リ"大 正 三年 以後 同 七 年 迄 は 各 年の 「大日 本外國 貿易 槪覽」 に據 る。 神 

戶價 額の 明治 七 年 は 「明 治 十 一 年度 商況 年 報/明 治 八 年よ リ同 三十 四 年 迄 は 「神 戶稅 關沿苹 史. -!, i 
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神 戶市史 別 sah 一  祌戶 港外 國 S 易の SIS  四 四 

據 り， 同 三十 五 年 以後 大正 七 年 迄 は. 各 年の 「紳戶 港外 國 g 易 栴況. -の計 數 ，4- 採る。 

人 金83 上表に 據 りて、 神 港 輸出入 金銀の 消長 及び 之が 全國の 夫れ に對 する 關係を 

の m おと 其 

全 B に對す 觀 察する に 其主耍 なる 點は 左の 如し" 

る！ MW 

1、 明治 初年に &  b て は 一 般に轍 出超 過な b しも、 g 治 十三 年頃より 輸入超過に 

傾 き、 W 治 後期よ b 大正 初年に 亙りて 往々 輸出超過 とな h- しこと。 

二、 全 國に對 する 割合 は 亦 明治 十二. 三年 頃 迄 は， 比較的 劣勢な. ^しが、 其 頃よ. 9 割 

^ を 增 し、 殊 に 輸入に 於て 最も 重要なる 地位 を 占 め、 同 二十 年 以降に 在りて は， 

時に 全國穢 入金 銀の 九 割 以上が 神 芦に 屬 する こと。 之に 對し输 出 は 明治 二 

十 五. 六 年頃 迄 は， 全 國轍 出金 銀貨の 三. 四 割に 過ぎ ざ&し が、 爾 後漸々 其 割合 を 

坩 し， 明 治 お 期： k  m 初年に 於て は、 常 に 全國输 出金 銀の 過半 を 神^よ 6 輸出し， 

神！ 0- は 今や 輸出入 共に 全 國に對 し 優越なる 地位 を 占む る こと。 

此 現象 は 其 理由 を 何れに 求むべき か。 惟 ふに 神 芦 港 は 商品の 貿易 關 係に 於 

て槪 して^に 楡入 2S 過なる が 故 に、 其 決濟の 上より 觀れ ば. 金 銀貨 は 寧ろ 出超の 

や： なる に 却て 入超 多き は. 祌 In- 港输 出入 金 銀貨 は、 賀 易の 均衡 以外の 原因に よ 

てま 出 人 を. せらる 、 もりと Ivsis  V し， ！e して！ り 1E.M- る もりとして 


搴ぐ ベ き は！ «s 'が 附近に .KK 造幣局 を 有する ことにして、 之が 爲め金 銀貨 及び 

地金の 輸入 を 多から し め、 神 B- をして 常に 金銀の 輸入 を 超過せ しむる に 至るな 

り。 此事は 上記 輸入額の 增加 せし 明治 十三. 四 年頃よ b 造幣局に 於け る 鑄貨の 

增加 せし 事 寞明 治 三十 年 幣制 改革 始末 槪 要、 貨 幣制 度 調査 會報 吿參 照) と 相對照 

して 其 然る を覺 ゆるな ，5。 而 して 其 後明 治 三十 丁 二 年 迄 輸出 も亦增 進に 傾け 

る 事 は、 重 に 此等鑄 造の 一 圓 銀貨 が、 東 洋 市場に 輸出せられ しものに し て， 亦 祌 Ir^ 

の 地理 的關 係の 然 らしむ る爲 めな.^ 

此 間に 於て 時に 此 等の 大勢 を 破る 現象 ある は 他の 理由に 基く ものにし て、 例 

へ ば 明治 二十 七. 八 年に 於て 輸出の 特に 大な h- し は 日淸戰 役に よ， 9 正貨の 戦地 

輸送の 爲め にして、 其 後の 同 二十 九 年 乃至 三十 一 年の 輸入が 常に 增加 せし は、 淸 

國ょ b の 償金 收受の 結果な りしが 如し。 而 して 明治 三十 三年 以後 は 更に 他の 

特殊の 原因に よ り、 時 々輸出入の 常態 を亂 したり。 卽ち 明治 三十 三. 四 年 は北淸 

事變の 影響に よ b て、 銀 行 業者が 支 那. 香 港 へ の 爲替を 停止 し、 現 金の 輸送 を餘儀 

なくせし 爲 め、 同 三 十 七. 八 年に は 日露 戰役 によ， りて 共に 正貨の 輸出 を 多から し 

め し が、 同 四十 二 年頃 は外國 資本の 我國に 投下せられ しこ i 多き 爲 め、 輸 入を大 

第 一 草 外國 貿易 額の 消 A  四 五 


神 戶市史 ^錄 二 祌戶 港外 國 H 易の sla  四. k 

ならしめ たり。 若し 夫れ 大正 六 年に 輸出入 共 其 額 頗る 大 なりし 所以 は、 世 界 大 

戰に 基く 貿易の 決濟の 多額な， o しによ る 外， 楡 出の 多 かりし は專ら 印度 證券の 

不圆 滑に よる 正金の 輪 送に 基 かすん ば あらす。 

之 を 要するに 神 B- 港が 金銀 輸出入に 於て 我國に 於け る 優越なる 地位 を 占む 

るに 至 し は. 之 を內 にして は 附近の 大阪に 造幣局 ある こ と、 之 を 外に L ては输 

出入 金銀の 仕向 地 仕出 地 が、 重 に 東洋 諸國に 在る を 以て、 地理 上の 利便 あ. o し： g 

果に歸 せ すん ば あら.^ 
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第二 章 外國 賀易發 逢の 趨勢 

本邦 外 國《1 明治維新 以來 大正 A3 年 世界大戦の 末期に 至る 我 國外國 貿易の 發 達の 跡を繹 

勢  ぬる に， 分 ちて 五 期と なす を 得べ し。 第 一 期 は 明治 初年よ， 5 同 十 七. 八 年の 頃に 

至る ものにし て、 德 川 幕府の 殘 したる 貿易 政策の 失敗 は、 明 治 政府の 採りた る貨 

幣制 度の 混亂と 相俟ち て、 貿 易 は當然 大に發 達すべく して 一 進 一 退 し、 其 進 運 を 

牽制せられ し 時代な. 5。 第二 期 は 爾後よ， 9 明治 二十 六 年 日 淸戰爭 前に 至る 八 

年間に して、 兌換 制度の 確立に よりて 物價の 安定 を 得、 產 業の 振興 を來 し、 貿 易 も 

亦 之に 順應 して 輸出超過 とな b  、我 貿易 史上の 一 異彩 を 放ちた る 時代に し て、 輸 

入 も 亦 自然に 增加 し、 輸 出入 共 順調の 發展 をな したり。 第三 期 は卽ち 明治 二十 

七 年よ， 9 同 三十 六 年に 至る もの にして、 日 淸戰爭 及び 其 後に 起り し 金融 上 財政 

上の 變 動に より、 我產 業界 は 波瀾 重疊 し、 此 間 明治 三十 年に 金貨 本位の 制定 あ，^ 

同 三十 二 年に 國定關 稅率實 施せら れ、 此等を 背景 として 貿易 も 亦 曲折 をな した 

ら。 第 四 期 は 明治 三十 七 年より 大正 二 年に 至る 十 年間に し て、 日 露 戰爭は 一 般 

第二 草外國 貿易 發 達の 趨勢  四 七 


神 戶市史 刖錄 二 神戶 港外 貿易の 蠻遷  四 八 

經濟界 の 發诞を 促 し、 我 外國 貿易 は 輸出入 共 に、 世 界谷 國に對 し確實 なる 地步を 

占む るに 至， 9 し 時代な， 9。 而 して 大正 三年に 起， 9 たる 歐洲 の戰亂 は、 我 外國貿 

易に 一 大銜 動を與 へ、 正しく 我 貿易 史上に 一 時期 を 劃す る ものにして、 之よ， O 以 

後 を 明 治 夫 正 賀^ 史の 第五 期と なす。 

S 戶 港の S 本邦 外國 貿易 發 達の 趨勢 夫れ 此の 如し。 之に 對し神 戸 港の 貿易 は、 一 は 其 地 

お 

方 的 特色に より、 一 は 其 貿易が 主として 輸入に 偏す る爲 め， 多少 其揆を 一 にせ ざ 

る もの あ. O と雖 も， 大 勢 は 勿論 全國の 趨勢に 準すべき を 以て、 今 便宜上 上記の 區 

割によ， り て • 本 港 貿易の 趨勢 を 說述せ ん。 

，期  第一 期 (自明 治 元年 至 同 十八 年) 

W 治 元年 兵 庫 卽ち祌 の 開港 以來 十餘 年間に 於て. 神 B- 港の 外國 貿易 は 勿論 

Allium 

逐年 多少の 進步を 認め 得る と雖 も、 全 國の 貿易と 同じく、 一  般に其 發達遲 々た b 

し を 疑 はす。 其 何故に 然， 9 しか、 先づ擧 ぐべ きは當 時の 國狀 及び 維新 前後に 於 

ける 爲政 者の 貿易 政策な り。 蓋し 兵 庫の 開港され し慶應 三年 は、 卽ち德 川 幕府 

の 倒瘻せ し 年に し て、 政治 上 に 於て は 維新の 大業 成りし i 雖も、 國 民經濟 生活 は 

未だ 扳 典せ す， 貿 ^の發 達 は遽に 望むべく も あらす。 加 ふるに 曩に德 川 幕府が 


神戶置 易不 

根の 地方 的 

原因 


橫濱. 函 館. 長 崎の 三 港 を 開 

て は 種々 の 桎梏 を 設けて 

に 其 進 運 を 阻止 せられし 

迷 f 夢よ， 9 覺 めた b と雖 も、 

急に し て、 十 分に 賀易 促進 

敗に 終. 9 たれ ば、 明治 初年 

れも亦 之に 同じ か， 9 き。 

然れ ども 以上 全國を 通じ たる 

振なら しめし 他の 地方 的 原因 あ 

に對 する 思想の 幼稚な， りし こと 

等爭 うて 橫濱 に來り 貿易 を營み 

習 を 墨守して 外人 を 嫌 忌 し、 之 と 

幕府が 制定せ し 商. 社に 出資せ し 

以て 外商 等が 兵 庫 開港 以後 此地 

多き に 及びた る も、 之 と 取引す る 

第二 草 外國 賀易资 達の 趨勢 


く や、 其 貿易 政策 は 極めて 消極的に し て、 殊 に 輸出に 於 

えが 抑 壓を計 b たれ ば、 幕 末に 於け る 我外國 貿易 は大 

なり。 明治 政府 起る や、 開 國の國 是を定 め、 賀 易 抑壓の 

積年の 惰勢は 直ちに 改む ベ くも あらや、 政府 亦內 政に 

の 手段 を講 する こと 能 は す 、偶-之 を 試みた、 りと 雖も失 

の 我國の 貿易 は 甚だ 不健全な-る 狀態 にして、 神 芦の 夫 


一 般的 原因の 外、 明 治 初年 殊に 神^の 賀 易を不 

,9。 其 一は 當 時の 兵 庫 或は 神 戶 人士 等 が、 賀 易 

な， り。 橫濱 開港 當 時に 於て は、 江 P 其 他の 商人 

た る に、 兵 庫 開港 當 時、 兵 庫の 商賈等 多く は唯舊 

取引す る ものな く、 大阪 には大 商人 多し と雖 も、 

外、 進 んで賀 易 を 試む る 者 甚だ 稀な， 9 き。 是を 

に來 住せし 者、 明 治 二 年に は 旣に百 八十 五 人の 

者は撗 濱. 長 崎よ b 流れ 來りし 薄 資無產 の小賈 

四 九 


神" HBS の 


神-.;' 市史 ^錄ニ 神戶 港外 國罝 易の 蠻淒 

のみに して 其 取引の 大を 望むべく も あら す( 靑 

九 年度)。 之 を橫溶 開港 當 時の 狀 態と 比較す る 

其 二 は 兵 庫 開港 當 初に 於て 當港は 著しき 輸 

要と せられ ざ h- しこと な， り。 橫濱の 開港 せら 

三 大物 產ぁ り、 输 入 も 亦專ら 江戸に 輸入せられ 

當 時の 輸出品と して は， 茶. 生 絲. 銅. 樟 腦等 ありし 

や， 從 つて 楡出 も少 か.^ き。 输 入に 就いては 其 

旣に外 品 を橫濱 よち 購入す る 商 習慣 成 生し 居 

く 必要と せ ざり しな， o。 加 ふるに 外商 等の 目 

の 廢絕と 共 に， 益. -祌 S- 港 貿易の 發達を 不利なら 

かくの 如くに し て、 祌 S- 貿易の 初期 は 姑ら く 

易の 特色た る 輸入 は 久しく 橫濱 を經 由して 行 

に據れ ば、 明 治 十 年に 於ても 橫濱へ 輸入す る 織 

せられし と 云 ひ. 又 明治 七. 八 年の 頃迄當 港と 日 


書， 兵 庫 駐在 英國 


に 大に其 

出品 を 有 

る , や、 輸 

し 綿毛 織 

も、 兵 庫 附 

大 市場た 

たる 爲 め- 

指せる 大 

しめた， 9- 

其 進 運 を 

はれし も 

物の 三分 

本 商港と 


せ 

又 


を 異 

等 あ 

に 於 

大阪 

神 In 

に 在 

止 せ 

多 く 


五 〇 

領事 報告 

にせる を： 

も 亦 多 


入 

よ 

る 


し が、 兵 

る產額 

於て， 幕 

b の輸 

諸 の 


ら れ， 殊 に 

英園 領事 

當港 地方 


八 六 

む。 

を 必 

-茶 の 

な ら 

よ XV 

を 多 

屋 敷 

報告 

I 輸 


間接 輸入 貿易 は 直接 


外國資 易の 約 三分の 二 に當る 額な りしと 云 ふ (靑 書、 神 In 駐在 英國 領事 報吿 一 八 


八 七 五 年度)。 


之 

接 


其 


の 


七 七 年度 及び 一 八 六 九 年度 乃至 

增進 極めて 遲々 たりし 原因 主と し 

四. 五 年に 至り 改めら れ. 外 航 船舶 は 

經 由の 間接 貿易 は 漸く 其 形 を 潜む 

て 輸出 貿易の 稍. -進步 の 傾向 あ る は- 

b 支那 地方へ 仕向けられ たる と、 銅 

す A よ あら や 

かくて 明治 十四. 五 年 以後に 於 て 

西南 戰爭の 結果た る 不換紙幣の 增 

年に 海外 輸出 爲替 の途を 開きて、 输 

銀紙 價 格の 差 は外國 貿易 を 投機的 

易 を 萎靡せ しむ。 紙幣 檟格は 明治 十六 

容易に 振 はす、 同 十七 年 に は 朝鮮 事件 及び 淸佛 戰爭ぁ 

以て 此期を 終， 5 た .5。 

第二 期  第二 期 (自明 治 十九 年 至 同 二十 六 年) 
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明治 十四 • 五 

年 以後 


に 因る. な 

神 芦に 於 

至 れ 上 神 

して 茶輸 

等の 產額 

の 賀易は 

物 ， の騰 

獎勵 した 

し め. 洋銀 

年頃よ .り 


明治 初年 來祌芦 港の 輸入額の 

らん か。. 此狀態 は 漸く 明治 十 

賀易 品の 揚卸 をな し、 橫 濱 

關 沿革 史)。 尤も 此 間に 於 

堦加 せし 外、 米の 解禁に よ 

に 伴 ふ 輸出の 增 進に 歸せ 


眞 


外國賀 易た る 

致し、 假令 政府 

と雖 も其效 な 

の 弊と 相俟ち 

囘復に 向 ひた 

り、 殊 に 其 進 運 


に 至 

は 明 

く、 加 

て. 祌 

る も 

を 阻 


b しが、 

治 十四 

ふるに 

10- の貿 

• 貿易 は 

まれて 


前 レ於け 

勃興の 機^ 


明お 十九 年 

以後に 於け 

ろェ * の «s 

0 


神 P, 市 史 s!sf  二 神戶 港外 の ^遷 

明治 元年 乃至 同 十八 年に 於て 祌戶 の外國 

期に 於け る 地方 的 事情の 外 

ま 界の逆 調に よると 言 は ざ 

國從っ て 神 S- の外國 貿易 は 

に 在りて は 一 般產業 勃興の 

き 諸 工業 は 明治 十 二 年の 

工場 設けら れ、 近 畿. 山 陽 地 

に 於て は、 鐵 道 は 旣に祌 戸 

日本 郵船の 二 大會社 設立 


ベ 

上 

舟. 

クレ 

の 

の 


1 般的 原因と し 

る を 得す。 故に 

亦 方に 發展 す.. へ 

旣に 動き 

起 り， 當 港 

紡績工 業 

琶 湖畔 及 

沖 S- よ， o 


幾 運 S. 

頃より 

方： +* 

せられ 


五 二 

貿易が 其 進 步遲々 た， 5 

て は 貨幣制度の 紊亂に 


若し 此逆 

き 運命 を 

つ、 あ， り 

； w<  71  -  I や、 

發 達の 基 

び 敦賀に 

內外諸 港 


さ" 


玆に 於て 明治 十九 年 兌換 制度 實 施せら れ、 財 界の基 

勃 典 を 促 し、 同 二十 一一： 年 s《 迄 に 常 港 附近に 製 茶. 燐 寸- 

ン ト 等の 工場の 新設 せらる ， もの 多 く， 其 後 尙ほ陸 

神 尸^ 內ェ sr 數 九十 七 中， 其 六十 二が 十九 年 乃至 二 

な&と 云 ふ (神 芦 開港 一二 十 年史坤 )。 神^ 市 以外の 附 


にして 整へ 

せし な， o。 

後年 神^の 

は 燐 寸. 造 船 

を 置かれた 

通 し， 海 運 界 

の 航運大 に 

安 定 す る や 

镜. 造 船. 石 鹼. 

相 踵 ぎ、 同 I 一 

六. 年 に 設け 

地方に 在. o 


し 理 

よ る 

ら る 

而か 

貿易 

右 鹼. 

一 一 S 

搌張 

忽ち 

ゅ早 P 

十八 

られ 

て S. 


由 は、 初 

我國綏 

れば、 我 

も此間 

を 培 ふ 

-屛風 等 

又 交 通 

大阪商 

せられ 

諸 工業 

- 木蠟. セ 

年 現在 

たる も 

_魴 績事 


業大に 進步し 

數 十九. 錘數ニ 

硫 酸. 製 紙. 硝 子 

發 達し、 花筵 製 

せ パ神戶 «1易  故に 之 を 神 

に 及ぼし 、 

0^  の 輸入 急激に 

量 は 四十 三倍 

料 等 も 亦此間 

等の 外鐵. 石 油- 

に  築かれし  な 

寸は此 八 年間 

初めて 此 期に 

等の 工業 品 は 

ならしめ たり 


• 明治 三十 四 年 三 重. 京 都. 大 

十七 萬の 多き に 及びし と 

慮 造. 造 船 等の 大工 場 五十 

造 も 亦 幾 もな く 岡 山の 外- 

S- の賀易 上よ， 9 見れ ば、 本 

增加 せし 箬に して、 繰 綿 は 

し， 器 械類は 四 倍に 堦 加し 

に 於て 神！^ の 重要 輸入品 

- 砂糖. 織物 類の 輸入 を 促進 

り。 而 して 輸出に 於 て は- 

に、 其 數量は  十  二倍し、 樟腦 

現 はれ、 忽ち 二十 六 年に は 

從來の 輸出品た る 銅. 米. 茶 


阪. 兵 庫. 岡 山. 福 岡の 諸 府縣に 於け る 工場 

云 ふ。 其 他 同 二十 年頃に は大阪 附近に 

を 算 し. 又 同年 頃 岡 山の 麥稈眞 田 は大に 

廣 島. 福 岡. 大 分 等に 起り たり。 

期に 於て は此等 工業の 原料 及び 器械 類 

明治 十九 年 乃至 同 二十 六 年に 其 輸入 數 

■ 苛性 曹達. 格魯兒 酸剝篤 亞斯. ァ 一一 リン 染 

となれ， 5。 尙ほ 內國經 濟界の 殷賑 は此 

し、 輸 入港と しての 神 芦の 地位 は此 時代 

工業の 發達 と共に 製造品 急に 增加 し、 燐 

は 四 倍， 陶 磁器 は 二倍 五分と な b  、地 蓆 は 

百 七十 萬圓の 輸出 をな すに 至れり。 此 

の增 進と. 唉ちて 全體の 輸出 量 をも大 


明治 二十 三 尤も 本 期の 

年 以後 


末卽ち 明治 二十 三年 以後に 於て は、 我 經濟界 に 反動 來 り、 金 融 上の 
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S?  一二 期 


神 戶 市史 MISIS  二 神戶 港外 易の 蠻 3 

恐慌 あ 稍.. 商况 を 不振なら しめしと 雖 も、 幾 もな く 銀貨の 

十三 年に は對 英爲替 相場 四十 七 片餘な b しに 同 二十 六 年 

購銀條 例の 廢止 によ， 9 忽ち 三十 五片 餘に激 落せし か ば、 输 

たり。 而 して 輸入 も 亦 內地綿 工業の 發 達に 伴 ひ， 繰 綿. 綿 織 

以 て、 輸 出入 共 本 港 は 殆んど 弛緩せ すして 進 步を續 け 得た 

要するに 第二 期に 於て は， 明治 初年 以來培 ひ 來.^ し我國 

此 時に 至 b 漸く 顯 はれ 來 ，り， 歐 米 諸國の 如く 保護 關稅 政策 

進展 を 促 し. 從 て 神 B- 港の 輸出入 を增 進せ しめたり。 殊. に 

神 B- 港が 此 期に 於て 著しき 進步を 遂げた る は 固よ h- 怪む 

第 三 期首 明治 二十 七 年 至 同 三十 六 年) 

我國 民經濟 生活 は旣に 長き 潛勢 時代 を脫 して 顯勢 時代 

的 生活に 於て 焉んぞ 其 英氣の 現 はれ ざらん や。 日 淸戰爭 

迸リ 出で たる 活力の 軍事 方面に 發揚 せられた るに 過ぎ や 

に大 なる 活力 を我國 の經濟 界に與 へ た， 9。 我國は 日淸戰 

金 三 億 七 千 萬 圓を以 て、 假 令 其 大部分 を 軍備 擴 張に 費消し 


五 四 

大 下落 あ 

に は 米國シ 

貿易 を 順 

の 增加を 


出 

絲 


ェ 


經濟的 

ら.^ 'し 

を 背 域 

ら さる 


に 入 


而 


爭 

ク. I 


ち 同 一 

し て 其 

よ b て 

と は 云 


c ヒ 

； i。- 

潜 

て- 

響 f 

な 


ち 同 二 

1 マン 

に 導き 

せ し を 

勢力が， 

工業の 

有する 


他の 社 *P 

結果 は更 

得た る 償 

へ、 之が 爲 


賓ニ 億圓の 募集 せらる ， あ ，0、 從 來 其 

は 忽然と して 膨脹 し、 明 治 二十 七 年 全 

十 一 年に は 六 億 二 千萬圓 とな り、 同 三 

ぬ。 

の賀易 上に 現 はれた る 影響 も 亦顯著 

をな したりし が， 本 期に 於け る 經濟界 

ふ 政府の 財政 上の 政策に よ， 9 て 支配 

せられた る ものなる を以 て、 此 等 金 融. 財 政 上の 變動 によりて 貿易 も 亦 變遷を 免 

れざ， 9 き。 今 其 狀況を 一瞥 せん に、 明 治 二十 七. 八 年戰爭 より 同 三十 二 年 迄 は 主 

として 通貨の 膨脹に よ， 5 內地企 業界の 旺盛 を 極め、 一般 財界 は 異常の 好浞 な， o 

し か ば、 繰 綿. 鐵. 羊 毛. 砂 糖. 織 物. 石 油 等の 輸入 を 促進 し、 輸 出 賀易は 假令其 間に 米國 

市況の 沈 滯、 銀 檟 暴落、 ぺ スト 病 流行 等の 障害 ありと 雖も 亦增大 せ， 9。 殊に 敵國 

たりし 支那 は敗戰 以後 却って 我 貨物 を 需用す る こと 多 く、 之 が爲め 綿絲の 如き 

は 明治 二十 六 年に は 輸出 額 僅かに 一 萬 六千圓 な， o しに， 同 二十 九 年に は 一 千 萬 

圓、 同 三 十二 年に は 二 千 三百 萬圓に 躍進す るに 至れり。 尤も 此等 輸出入の 活況 
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め 企業 資金の 潤 澤を來 し、 且 つ 幾 もな く 外 

勢餘ぁ h- て 資力 足ら ざ， 9 し 我國の 事業界 

國會 社拂込 資金 は 約 三億圓 なりし に、 同 三 

十四 年に は 八 億  一二 千 萬 圓を數 ふ る に 至. 9 

十二 事業界の 大勢 此の 如し。 而 して 其 神 戸 

年 迄の 神戶 

の 貿易 にして 輸出入 共 此の 期間に 約 三倍の 壻進 

の 特色 は 償金 及び 巨額の 內 外債 と、 之 に 伴 


明 治 三十 三 

年 以後 


神 戶市史 別錄ニ 神戶 港外 國置 易の S1- 連  五六 

を呈 せし は， I は 此時神 卢 を 中心とする 外 航海 運 が、 叉 異常の 發展 をな せし こと 

十九 年 我 日本 郵船 は 初めて 歐洲 航路 を 開 き、 又 同年 外國定 

^る もの、 加奈陀 太平洋 鐵道會 社 船の 

ム 」• 北 獨 逸. 彼 阿. チ ャ イナ ミュ— チ 


も 其 因 

期 航海 船 

洋. 澳地利 

汽船 會瓧 

時に 於け 

り しを認 

然れど 

生す。 明 

出增 加に 

政 友會內 

も， 其慘禍 

も 一般に 

の 年に し 

る に， 內 地 


し て， 同 一 

神 芦に 來 

イド. 「ェ ム 

り、 神 In- に 

祌 B- 港 海 

すん ば あ 

企業 膨脹 

三十 三. 四 

る窮 苦の 

亦 之が 爲 

数年の 後 

縮に 傾き 

，同 三十 二 


入 

境 


港せ し 

の 繁榮 

半面に 

に 至り 

る、 に 

及 び、 是 

り。 殊 

の 國定 


の^ 耍 急に 減退せ し 


汽船の 三分の 一 は外航 

を 想 見す ると 共 に、 賀 易 

は 金融 信用 上 の 危險胚 

金融市場に 大 恐慌 を來 

て 之 を 救 ふ 能 は す、 我 國 

至りぬ。 此 金融界の 恐 

よ， 9 內 地の 景氣 は不况 

に 輸入 貿易に 在， 9 て は. 

稅 率の 實施を 見越し， 前 

か ば、 輸入 貿易 は 極度の 


巾 


外、 北 太平洋. 太平 洋. 西 東 

ュ ァ ： 支那. 英. 濠等十 一 

な， O しと 云 へ ば、 以 て 當 

張に 寄與 せし 力の 大な 


胎 し， 其 極まる 時に 恐慌 を 

し， 政府の 財政 は頻 年の 歲 

の 商工 界は 昏迷 し、 當 時 の 

€ は 幾 もな く 止み たれ ど 

に 陷 b  、神 芦 港の 外國 貿易 

明治 三十 四 年 は 最も 不良 

年來 過剰の 輸入 をな した 

不振に 陷 爲 替 金融 は 梗 


第 四 期 

明治 三十 七 

八兩 年の 神 

戶貿易 


唯輸 

北淸 

再び 

替相 

出 增 

浞 に 

月 バ 

輸出 

よ hy 

ら し 

^ チ 


出に 在りて は 本 期の 

の亂 によ b 對淸 輸出 

其 勢を拫 興せる 外、 同 

場 を 安定せ し め、 三 十 

加 あり、 三十 六 年に は 

^ ひ、 本 期 を 通 すれば 

第 四 期 (自 明 

治 三十 七 年 二月に 起 

〃チ ッ.ク 艦隊の 全滅 


明治 三十 三年に は 


爲替の 順 

金貨 國に 

同 方面に 

り、 全體の 


對 する 爲 

對す る輸 

輸出 は 好 


塞 し、 橫 濱 正金銀行 は 信用 狀の發 行 を 停止 し、 外 國 銀行 等 は 新規 轍入爲 替に對 し、 

本國に 於て 荷 爲替の 取組 t 拒む に 至れり。 此 輸入の 不況 は 尙ほ數 年間 績 きぬ。 

後期に 於て 輸入 程の 打擊は 蒙らす 

を 減じた る も、 同 三十 六 年に は對淸 

三十 年に おける 金貨 本位の 實施は 

四 年に は 濠洲 關税 改正 見越に よ， 9 

英米に 於け る 我 商品 需要 增加 によ 

般に 輸出の 方 順調に 發展 した， 9。 

^三十 七 年 至大 正 二 年) 

んる 日露 戰爭 は戰ふ こと 約 十六 ケ 月. 同 

を 以て 其 慕 を閉ぢ たり。 其 間に 於け る 神 

に 於て 我國 一 般の賀 易が 稍 "堦 進した るに も拘ら 

價額を 減じた る は、 時 局の 影響に よ b  、物 價. 勞 銀 の 

め し と， 軍 用品 製造の 爲め 輸出品の 產額を 減せ し 

ッ ク 艦隊の 來 航は航 蓮の 不便 を來 し、 祌 ^の 輸出 

第二 箄 外國 S 易發達 の 趨勢 


す、 三十 七. 八 年 

騰貴 を 促し 輸 

の 外、 船 腹 の 

貝 易の 相手 國 

五 七 


十八 年 五 

の 貿易 は 

通じ 前年 

を 不利な 

不足 及び バ 

た， りし 對歐. 


明治 三十 九 

年 


5- 治 四十 年 

ょリ 四十 二 

年 迄 


神 市史 

對支賀 易 等 を 

頗る 多 く， 加 ふ 

めた. 5。 

明治 三十 九 

貿易 丄ょ b 見 


し 

の 


迄 

て 


て、 寧ろ 其额 

販路 の擴張 

然れ ども 明 

夫れ に 比す 

の 結果 直ち 

ぉ揚 せられ 

に、 政 府 及び 

爲め费 消せ 

. 玆に 於て 

"旣に 資本の 


る 


別 as  二 神戶 港外 as 易 S-8WM- 

せし こ と. 其 主たる 原因た. 

に 紡績 業の 發展 に^: ふ 


を 


五八 

た， 9。 反 之 輸入に 於て は 軍 

繰 綿の 增加 は、 全 體の 輸入 M 


年 は 日 淸戰爭 後と 同じ 

れ ば， 輸 入 は 前年 非常 特 

滅じ、 輸出 は 戦後 船舶 

よ b て， 大 に 其 額を激 

三十 九 年に 於け る 我 

ば、 其 根祗 甚だ 薄弱 な 

三 慮 七 千 萬圓の 償金 

る ものな， 9 し に、 日 雾 

間の 募集せ る 外債 十 

額 十五 億圓の 多き に 


企業 熱の 勃興せ しょ 


企 業 熱 

稅實施 

增加運 

せしめ 

企 業界 

を 免れ 

ij  二 1 圓 

戰爭に 在 

一億 圓の 

及 び、 決 し 

僅かに 一 


の 

增 

る 


の 旺盛な h- し 年な h- 

に對 する 見越の 大な 

賃の低 落、 及 び 我國威 


需 

の 


し 

發 


缺乏を 来し、 翌 四十 一 年の 上半期 


の 繁榮な る もの は、 實 は 

す。 蓋し 日 淸戰爭 に 在 り 

の 外債 流入 あ.^, 企 業界 は 

.9 て は 戦時中 及び 戦後 三 

巨額に 上りた， 5 と雖 も、 日 

て 金融 上の 餘裕大 なる も 

年 を 過ぎた る 明治 四十 年 

は 殆んど 恐 侬狀態 を呈し 


の 輸入 

ならし 

■ 神 の 

反動と 

揚に伴 

淸戰後 

て は戰 

之に よ 

十九 年 

露戰爭 

のに 非 

に 入 h- 

た り。 


明治 四十 三 

年 以後 


^五 期 


而 

あ 

浞 

の 


て 神卢の 貿易に 於ても 明治 四十 二 年頃 迄 其 影響 

て、 

ら 


し 

て 


出に 在 

に は 銀 

めた-り 

も 一 張 

氐 麼 ： 

年 以後 

稅 定率 

した， 9- 

あ^-た 

神^の 


りて は 如上 內地 經濟界 反動の 外、 同 四 

價 低落と 日貨 排斥 起 b  、同 四十 一年に 


を 蒙 b 、輸 

十 年に は 

は 支那の 


入 は 一般に 不振 

米國 市場に 恐慌 

凶作 あ b て、 亦 不 


一 弛 は 自然の 攝理 なり。 數年 來內地 

導きし こと は戰 滕の餘 威に 因る 外國 

輸出 を 再び 好 勢に 轉 せしめた， 5。 

の 改正に よ， 9 原料 品た る鐵 羊毛 等の 

是ょ， 9 大正 二 年 迄 支那に 於 て、 或 は 

れ ど も， 其 影響す る處大 なら す. 歐 米 諸國に 於て は 市場 一 般に良 


財界の 不况 により 我 製品 

： 市場 伸展と 相 呼應し て、 明 

して 輸入に 於て も、 同 四 十 

增加を 促し 又 機械 類の 輸 

動亂ぁ b 或は 日貨 排斥 等 


外國 貿易 は 順調に 進展し つ  >  ありき- 

之 を 要するに 本 期の 貿易， は 先 づ進潮 を 以て 始まり、 

落潮と な り. 再 び 進 潮に 向きた る こと 恰も 前 期と 略， -其 

に 於 て 稍" 其 昇降 の 急激な， 9 しを認 むる のみ。 

第五 期 (自 大正 三年 至 同 七 年) 

第二 草 外 H 貿易 發 達の 趨勢 


一 旦 高潮に 達 し、 急 轉 して 

投を. 等しう せ る も、 唯 本 期 


玉 九 


祌 戶市史 ^Js  二 神 一 i 港外 國 S 易の S 逢  六 o 

世界大戦の W 治 十七 年 朝鮮 事件 以來、 約 十 年の 周期 を 以て 對外戰 役を經 驗し來 b し我國 

及ぼし. 5» は， 日露 戰役後 十 年に して 大正 三年 又 世界 大戰 に叁 加す る こと、 な. o ぬ。 是ょ 

b 大正 七 年 休戦の 時に 至る 五 年 間， 我 國は 交戰狀 態に ありた， りと 雖 も、 之 を 日淸. 

日露の 兩戰爭 に 比すれば 大に其 趣 を 異にせる もの あ .5。 前 二者に 在りて は 我 

國は 交戦の 主體 にして、 其 戦場 は 我 隣接地に あ .9 しが、 世界 大戰 にあ、 りて は我國 

は 交 戰國と は 云 へ. 靑島陷 落. g 逸 艦隊 擊滅後 は 唯 遠隔の 歐洲 方面に； g 軍の 出動 

を 見た るの みに して. 國內は 甚だ 平穏な b  、否 寧ろ 歐洲の 戰塵を 眺めて 髀肉の 嘆 

に堪 へ ざら しむる もの あ， りき。 玆に 於て 戰爭の 發展に 伴 ひ 世界の 市場が 我に 

開かる , や 我 國民は 猛然と して 商 戰場裡 に 活躍せ り。 而 して 其 結果 を 神 芦の 

易 上よ， o 見れ ば， 此 問に 於て 貿易 增 進の 割合 最も 顯著 にし て， 戰 爭の 前年た る 

大正 二 年と 问七 年との 貿易 額 を 比較す るに， 五ケ 年間に 輸出 價額は 三倍 一 分， 轍 

入 價額は ニ侪三 分、 總 計に 於て 二倍 六 分の 增進を 示したり。 此 期間に 横 濱は總 

額に 於て 二倍 四 分の 增進 をな したる を 見れ ぱ、 戰 爭 によ， 5 て 受けた る 好影響 は、 

神 In は 橫濱を 凌ぎた， りと 云 ふべ し。 大正 六 年に 於て 神 の賀 易が 橫濱を 凌駕 

し、 我 S 易 史上の 一 は； 彩と なりし は. i し 之に 基く。 


輸出の 狀況 世界大戦に 對 する 神 In 外國賀 易の 關係 此の 如く 盛な， 9 と雖 も、 其 間 亦 多少の 

消長な くんば あらす。 大芷 三年 八月 歐洲 大戦の 勃發 する や、 海上の 交通 は杜絕 

し 爲替は 梗塞 し. 世 界の 市場 は 擧げて 混 亂に陷 り しか ば、 神 In- の 貿易 も 一 般に悲 

境に 陷 りた， 9。 殊に 大正 四 年に は 支那に 於て 日 支交涉 事件に より 擡頭せ る排 

貨 運動 あ b、 又 帝政 問題 あ り、 加 ふるに 洪 水. 銀 貨の 低落 等 は對支 貿易 を 不良なら 

しむる もの , みに て、 一 般に戰 役の 初頭 は 神 戸の 輸出 を悲浞 ならしめ たり。 然 

れ ども 戰亂の 繼續に 連 れ、 亞 細亞 及び 南洋の 地方に は 欧洲 品 出 廻り 杜絕 の爲め 

我 商品の 需要 を 喚起 し、 交 戰國 よりの 注文 も 多 か， りし か ば， 同 四 年よ， 9 六 年に 亙 

b 漸次 輸出の 增進 をな した， り。 殊に 大正 六 年の 如き は 汽船の 輸出 六 千 三百 萬 

圓の 多き に 及 び， 神 戶 輸出 史上に 一 新記録 を 作， りたり。 大正 七 年 も 尙ほ價 格 上 

に は 輸出 增加 したれ ども 是れ 物檟 騰貴の 影響に して、 其 数量 は 箏ろ滅 じ 將に來 

らんと する 反動 を 暗示し つ -. ある もの 、 如し。 

輸入の 狀況 顧みて 輸入 賀 易の 狀 浞を撿 する に、 歐 洲戰爭 は 世界の 船舶 を 大西洋 方面に 吸 

收し 東洋 方面の 船腹 頗る 缺乏 し、 叉 潛航艇 の出沒 による 航路の 不安 あり、 一 般に 

原料 品の 輸入 困難な りき。 加 ふるに 交 戰國に 於け る 輸出 禁止 若く は 制限 は 一 

笫ニ 草外國 貿易 發 達の 趨勢  .K1 


五十 一 年 n 


神 戶市史 刖錄ニ 

層 輸入 を 制 抑した， 9。 

に， 普通 货物 二百 三十 萬 

は 大增進 をな したる も • 

や。 若し 世界 大戰中 船 

輸入 は 刮目に 價せ しな 

を 放ちた h- しならん" 


神戶 港外 國 W 易の 變遘  六 二 

大正 七 年の 輸入 噸量を 以て 大正 二 年の 夫れ 

噸ょ り 二百 七十 萬 噸に增 加せ しに 過ぎ ざれ 

-數量 上よ り 見る 時 は、 決 して 著大なる 進歩と 

舶の 供給 豊かな りせ ば、 輸 入 を 主たる 使命と 

る ベ く. 從 て 其 輸出 量 をも增 加せ しめ 貿易 


以上 五 

て 之 を 達 

を 有せす. 

外に 對す 

输 入を旺 

國の對 外 


期に 分 

觀 する 

輸入 は 

る 地理 

盛 な ら 

戰 役に 


ち^る 

に， 神！ H 

他 港 を 

的關係 

し め、 從 

因， o て 


の 外 國賀易 を 逐年 盛況 


祌 戸外 圃 貿易の 推移 夫れ 此の 如し。 全 五 

の外國 貿易 は 開港の 初期に 於て 輸出す ベ 

經由 する もの 多く 貿易の 進 步遲々 たりし 

は、 其 港の 背 域に 於て 工業の 發達を 促 し， 其 

て 輸出の 發達を も 促した， 9。 其 間 前後 三 

海外市場 を擴 張し、 之 等が 多く 神 芦に 近邇 

に 導 き、！^ に 今日 あるに 至らし めた， 5。 


に 比較す る 

ば、 la; 額 上に 

目. V*  y 力ら 

する 神 S- の 

一層の 光彩 


十 一 年 を 通じ 

き 多くの 物資 

が、 神 S- 港の 內 

原料 器械 類の 

囘を數 ふ る 我 

せる 爲 め， 神 S- 


第三 章 輸出入 品の 變遷 

一 輪 出品の 變遷 

B 淸 戦役 以 兵 庫 開港の 當 初に 於て は、 附 近に 輸出に 適する 物產 少な く、 叉 幕府 時代 以來其 

前の 輪 出 ng 

輸出 を禁 せられし もの ありし 爲 め、 明 治 元年 本 港の 輸出品と して は 茶. 蠶 絲 愈 卵 

紙. 煎 海 鼠. 木 蠘. 椎 茸. 見 布-寒 天. 餳 を 稍" 重要な る ものと なした る も、 其 量た る 未だ 甚 

だ 多から ざり き。 而 かも 此中蠶 絲は本 地方に 其產出 少な く、 蠶 卵 紙は當 時歐洲 

蠶病 流行 あ， 9 しによ る 一 時 的の 輸出品た， 9 しか ば、 此 の 二者 は 幾 も なく 輸出 僅 

少 となりぬ。 然れ ども 從來 禁制品た b し 銅 は 明治 二 年 解禁と な ，9、 米 は 同 四 年 

以後 內國有 餘の時 輸出 を 許さ れ、 又 樟 腦. 煙 草 は對歐 商品と して 現 はれ 來 り、 扇. 圑 

扇 は對米 商品と して 漸次 擡頭し 來， 9 しか ば、 同 十 年に 於て は 輸出品 は 其 種類と 

量と を 加 へ、 輸出 十萬圓 以上の もの は 茶. 米. 銅. 麥. 樟 腦. 寒 天. 椎 茸に し て、 此 他 煙 草. 木 

蠟. 扇 子及圑 扇. 餳. 煎 海 鼠. 人 參.陶 器. 漆 器 等 を 加へ、 一 萬圓 以上 輸出品 は 十五 種な， 5 

第一 一一 窣 輸出入 品の 變籩  さ 一一 


神 戶市史 二 神戶 港外 國茛 易の 3 遷  六 四 

き。 此 以後に 於 て、 明 治 十 年 乃至 同 十二 年に 燐 寸. 絹 m 織 物. 陶 磁 器. 漆 器. 綿 メリャ 

于釗 器. 扇 子 及 圓扇等 は 輸出税 を 免除せられ しかば、 一般 商况 不振の 中に も 漸く 

我 工業 品の 轍 出 を 促進 し、 殊 に 燐 寸は此 間に 於て 長足の 進步を 致せり。 されば 

明治 二十 年の 重要 输出 品目と して は、 明 治 十 年頃の もの ， 外、 燐 寸. 屛 風. 石 炭. 竹 器. 

安知 母 尼. 靑 銅器 等 あ ，り， 五 萬圓 以上の もの 二十 五 種に 及びた， 9。 是 より 日淸戰 

，に 至る 間に 於て 國內に 諸 工業 發達 し、 地 蓆 (花 筵) は 明治 二十 一 年來 急に 輸出品 

として 現 は れ、 洋 傘 は 輸入せ る 原料に よらて 內地 にて 製造 せら れ、 亦 輸出品と な 

れり。 而 して 之と 相 前後し て、 玫 府は 明治 二十 二 年に 藥材. 石 鹼. 酒. 油 其 他の 工作 

品 を無稅 となし 楡 出の 便を與 へし か ば、 同 二十 六 年に 於け る 重要 輸出品 は 十 萬 

圆 以上の もの 二十 七 種に 及 び、 ェ 產品 として 新たに 重要 轍 出品と な h- しものに、 

花 筵. 洋 傘の 外 綿 氈. 玻 璃器等 あ り、 紙 器. 綿 メリ ヤス 肌 著. 麥 稃 真 田. 菜 子 油 等 も 亦 約 

五萬圆 以上の 轍 出 をな す。 然れ ども 明治 初年 以來 斷锫 的に 其 命脈 を 維持せ し 

生 絲 は、 此 年に 至 ひて 祌 B- の. 貿易 表より 其 跡 を 止めざる に 至 、り、 石 炭 は 新たに 門 

司の 問 港せられ し爲 め、 祌 芦 よ， 9 の 輸出 を 減じたり。 

nil かくて 日 淸戰役 以後に 於て は 各地に 綿 工業 發 達し、 明治 三十 二 年國定 關稅率 


の實施 は我國 一 般 工業の 發達を 促 し、 同 時に 我 支那 市場の 慷張 によ， 9 對支 貿易 

品の 輸出 盛と なれ. o。 中に も 綿 絲は同 二十 七 年來其 輸出税 廢止 と共に、 急に 其 

輸出 を堦加 し. 又 綿フ ラ ン ネ k. 綿メ リ ャ ス 肌 著 其 他 諸 綿布 類も此 頃より 其 輸出 

を 增 し、 明 治 三十 六 年に 於て は此 等の 外， 紙 卷 煙 草. 刷 子. 珊 瑚. 浴 巾. 生 金 巾 及ン— チ 

ン グ. 淸酒. 麥 酒. 薄荷 腦. 紙 類. 綿ブ ランケ ッ ト. 纊水. 熟 皮. 鈕翻. 玩具. 木材. 茶箱 用 板. 憐寸 

軸 木. 時 計 等の 新進 輸出品 を 加へ， 十萬圓 以上の 輸出品 は 七十 種の 多き に 及びぬ- 

然れ共 此の頃に 至 、り、 明 治 初年に 於け る 神^の 重要 輸出品た りし 海產物 は， 餳 を 

豫き 寧ろ 減 很ー に^きた， 5。 

日露 戦役 以 日露 戰後は 戰勝國 の名聲 によりて、 歐. 米 諸 國に對 する 市場 擴 張せられ 、一般に 

之に 對 する 輸出 增進 せる 外， 殊 に 欧洲に 對 して は 明治 四十 一 年の バ \ 力 ン 紛爭、 

同 四十 四 年の 伊 土戰爭 等の 爲め 銅の 輸出 增 加し、 セ , P ィ ド業發 達の 爲め、 我が 

樟腦の 需要 多 く、 又 米國に 於て は 同 四十 年に 經濟界 の 恐慌 あ. 5 たる も、 大 正 二 年 

關税の 減 率 あ り、 陶 器 類の 增加を 促 し、 大 正 二 年 迄に 對歐米 向の 重要 輸出品と し 

て 新たに 現出せ し は、 豆 類. 魚 油. 鯨 油. 大 豆 油 等な， 9。 更に 東洋 諸 國に對 する 輸出 

として は， 此 間に 支那の 不 作. 騷 亂相 踵ぎ て 起 り、 市 浞を惡 化し たれ ど も、 內 地に 於 
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て 明治 四十 四 年の 關稅 改訂 を 背景と し て、 ェ 業 は 自由の 進步 をな 

ば、 新た に 帽子. 精糖. 船舶. 靴 足袋. 羽二重 等を输 出せり。 而 して 大正 

楡出 品目 は 十萬圓 以上の もの 百 十 種、 百 萬圓 以上の もの ， みに て 

び ぬ。 

大正 三年 世界 戰爭の 開かる , や、 東 洋 市場に 於け る歐 

れ て， 內 地に 歐米 模造品の 工業 及び 造船業の 頓に勃 奥 

吿 ぐる もの あ り. 祌 S- の 輸出品 も顯 著なる 新生面 を 開 

に重耍 輸出品と な， 9 しものに、 澱 粉. 椰 子 油. S 鉛 ふ 麥 粉 • 

I ン ト. 铝最 物. 船 酸. 炭化 石灰 ^酸 加里. セ ^  U ィ ド. 鼓瑯 

•tef 毛絲. 魔法瓶. 電氣 機. 鉛筆 等を數 へ、 何れも 大 

出 をな せり。 而 して 同年に 於け る 全 輸出品の 

以上 を數 ふる も 約 九十 種に 及ぶ。 

過去 五十一 年間に 於け る 輸出品 目增 加の 大要 此の 如し。 惟 

經濟 上の 發展 をな し、 貿 易の 進 步を來 す 時 は， 其 輸出品 種の 增 

と 雖 も、 神 B- の楡 出品の 如く 急激なる 進步を 遂げし こと は、 蓋 


ら 


を 


ベ 


0 


丄ハ 

すに 至， 9 しか 

二 年に 於け る 

二十 九 種に 及 

米 品缺乏 の聲に 刺戟せ 

せる あ り、 又 軍需品の 急 

けり。 卽ち戰 役 以來新 

- ゴム タイ ャ. 鐵條 竿. 手 袋. 

鐵 器 金 石 鑛. 眞 0 板. 除 蟲 

正 七 年に 於て 五十 萬圓 以上の 

種類 は 二百 種 以上に し て、 百 萬 

ふに 一 國ー 地方 

加す る は 常 態 な 

し 稀なる べし。 


而 して 此の 輸出品 種の 增加 

貿易 は 或 少數の 商品に 偏， 重 

輸出品に 就いて、 總輸 出額に 

は總 額の 六 割 二分 を 占 め， 銅 

し も、 明 治 十五 年に 於て は 前 

三分、 樟腦の 九分 を 加 へ 

至れば 米 一 割 七 分、 茶 一 割 四 

i な b  、愈-平準 性 を 多から し 

果稍 "逆行し、 綿 耩絲約 二割と 

五分 九 厘と な ，9、 五 分 以下 

年に 至 b て は 綿絲の 二割 

六 分 一 厘、 麥稈眞 田 四 分 二 

年に は、 綿絲 一 割 三分、 汽船 

五分 以下に 當れ， 9。 卽ち 

加せ しと 反比例 に、 少 數 品 


は、 漸 次總 輸出 額に 對 する 各 品目の 割合 を 少なく し、 

せ や， 從 つて 商業の 基礎 安定と な b た ，5。 今 重なる 

對 する 割合 を觀 るに、 別表に 示す 如 く、 明 治 五 年頃 茶 

は 一 割 五分 を數 へ、 二 品に て總 額の 七 割 七 分に 及び 

前者 は 三 割 八 分、 後者 は 八 分 六 厘に 減じ、 更に 米の 一 割， 

出品の 平準 的 傾向 漸く 現 はれたり。 明治 二十 五 年に 

四 分、 銅 一 割、 燐寸 九分 三 厘、 樟腦 五分 七 厘、 花筵 五 分 三 厘 

む。 而 して 明治 三十 五 年に 於て は 紡績 業發 達の 結 

なりたれ ども、 燐寸 一 割、 花筵 八 分 八 厘、 米 七 分 七厘、 銅 

種類 多く、 大勢 は 良好た る を 失 はす。 降， 9 て 大正 元 

分の 外、 一 割 以上 を 占む る ものな く、 銅 九分 五 厘、 燐 寸 

に 過ぎす。 而 して 世界大戦の 高潮 時た， 9 し 大正 七 

五 分 一 厘、 豆 類 五分の み を 稍" 著大な る ものと し、 他 は 皆 

知 る、 神 ^港 輸出品 は 年 を 降る に從 ひ、 其 輸出品 目の 增 

に對 する 貿易 額の 偏重 を 少なから しめつ * ある こと 
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を。 是、 れ 神 芦 輸出 貿易の 健全なる 發達を 語る ものに 非す して 何ぞ や。 

左に 上記の 諸 重要 輸出品の 價額 及び 祌 B- 港 貿易 額に 對 する 割合 を 表示す ベ 

し。 
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備考 表 中 「少 一と ある は _s 格 千ぽ以 下なる- - と ^ 示す。 


輸入品の 變遷 


輸出品 目よ， 9 見た る 神 戶 の 貿易 が. 順 調の 發達 をな し、 こと 夫れ 此の 如し。 

飜 つて 輸入品の 狀 浞を檢 する に、 其 發展の 勢 は 亦 相似た， 9 と雖 も、 品 種 變遷の 傾 

向に 至， 9 て は 稍" 異 なる もの あ， 5。 

明治 初年の 抑 も 歐米諸 國が兵 庫. 大 阪の 開港 を 幕府に 迫る や、 之 を 輸出入の 上より 見れば、 

^人 JS 

寧ろ 輸入 を 目的と せし が 如し。 當 時大阪 は全國 商業の 府 にして 百貨 輻輳す る 

と は 云 へ 、欧米 諸國 へ、 直ちに 輸出す ベ き 物資 は、 茶 を 除きて は 甚だ 少なし。 之に 

反して 輸入 上より 見れ ば、 本 地方 は古來 富の 中心 をな し、 加 ふるに 諸侯 久しく 其 

所要の 物資 を此に 求め たれ ば、 外 品の 消費に 於て は 江戸に 劣ら す、 外 人 等が 商品 

の 輸入 上 本 地方に 著 眼せ し は當然 な， 9。 殊に 當時 我國に 於て 最も 多く 需要せ 

られし 外 品 は、 綿 糸 布 及び 毛織物な るに、 之 等 は從來 大阪市 場に 於て 取引 甚だ 盛 

な， 9 き。 故に 慧眼なる 英國人 は 先 づ之等 を 輸入 し、 以て 我 國產た る 綿布 類を壓 

倒すべし と考へ た， り (^魏 ^舰 ftriwl^ 年)。 果せる 哉、 兵 庫. 大阪の 開港 せらる 

る や、 先 づ兵 庫に 輸入せられ しもの , 約 四 割 は、 金 巾. 唐 棧. 塞 冷 紗. 木 綿 糸. ブ ラ ン ケ 

ッ ト. 吳 呂. 羅 紗 等の 綿毛 織. 物 に し て、 繰 綿 を 加 ふれば 全額の 過半に 當る。 他 は 銅. 

酒 類. 紅 花. 藥 種 及び 砂糖 等な， 9。 唯 此外當 時の 輸入品と して 犬に 注目に 値する 
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もの を 兵器と なす。 兵器 は橫濱 開港 以來 輸入 禁制品な りしと 雖 も. 幕 府 及び 諸 

侯 は 自由に 之 を 輸入 し， 殊. に 幕末 明治 初年に 於て 連年 巨額の 輸入 を 見たり。 從 

つて 明治 元年 兵 庫 開港に 際して も， 兵 器 は亦大 なる 輸入品に して， 英領 事 報告に 

よ れ ば， 小 銃 夫 砲 倉 管. 彈 藥 及び 他の 附屬品 を 加 へ 約 十五 萬 弗に 上 り， 全 額の 二割 

餘を 占む。 同年 兵 庫. 大 阪 の 外、 橫 濱. 長 崎に 於て 楡 入せられ し 兵 器 (主 に 小 銃) を 總 

計 すれ ば、 其 数十 五 萬 六で 個に 及 ぶ (靑 書 英領 事報吿 一八 六 八 年度)。 幕末に 於て 

は 更に 多量の 兵器 を 輸入した るを以 て， 此 等 を 合する 時 は 當時输 入せ し 兵器の 

總量は 莫大に 上る ベ く、 維 新 前後の 諸兵亂 はかくして 輸入 せられし 武器に 負 ふ 

所 甚だ 大 なると 共に 之が 爲め我 國の失 ひし 正 貸 巨額に して、 明治 初年の 我經濟 

界に與 へ し 打 撃 の 甚大なる を覺 ゆ るな hv。 

斯くて 明治 五 年の 交に 及びて は、 流 石に 兵器の 輸入 は 止み たれ ど も、 當 時尙ほ 

^も大 なる 輸入：： g は 綿毛 織物に し て. 其 品種 は 明治 元年 頃の 各 秤 綿毛 織物の 外. 

天 ¥M 紗 あ り， 毛 織物と して 羅紗 は衰 へ、 吳 呂. メ リノス • モス リン 等 多 く、 此 他 の 

前耍 なる もの 左の 如し。 

砂 糖. 紅 花. 靴. 革. 寧 諸 器械. 鐵塊及 淀. 綿 傘. 染 粉. 石 炭 油. 生 牛 皮. 犀 角. 玻 璃 器. 五 倍 亍天 


蠶糸 

卽ち 知る. 當時神 芦に 輸， 入せ し 外 品 は、 製 造 品の 外旣に 原料 品 及び 器械 ありて， 

幾 もな く國內 工業の 進步を 暗示せ る こと を。 又 其 輸入せ し 製造品なる もの も， 

後に は 多く 神 10- の 重要 輸出品と な， 9 しもの にし て. 初 め は 其 地方の 必要よ， 5 輸 

入せ し 商品 が、 乃 ち 其 地方に 同 一 工業の 發達を 促 し. 之 が 輸出品と 變 する こと、 

なれる は 工業 發 達の 傾向 を 示す 好個の 事例なる ベ し。 而 して 以上 は 何れも 一 

萬圓 以上の 輸入品に して 之に 綿毛 織物の 各種 を 加 ふる 時 は當時 重要 輸入品 目 

は旣に 四十 種 以上に 及びた， 9。 . 

明治 十年以 明治 十 年に 至る や 輸入品 目 は 益 "增加 し 十 萬 圓を迤 ゆる もの モ ス リン. 生 金 巾. 

石炭 油. 砂糖. 綿 天鵞絨. 紅花. 熟鐵. 棑金 巾の 八 種な b しも. 逐年 其 量と 種類と を增加 

した， 9。 當時 一 方に は 西南 戰爭 ありて 國カを 疲弊した る も. 他方 同年 地租 を輕 

減した， 9 しか ば. 之 によ， 5 民力 漸く 休養 し、 就 中 近 攀北 陸. 九 州 地方の 農民の 財力 

漸々 餘裕を 生じ， 此等諸 地方に 於け る 砂糖 • 綿 襦子 .モ ス リ ン. 石炭 油 等の 需要 大に 

增 進した. 5  (§ 帽舗、 賴 1 相愤 lis 關)。 而も 近畿 地方 は 茶の 輸出 盛に して. 農家 

の 子女 も 多く は 叉其收 入を增 せし によ 、り， 爭 ひて モ ス リ ン- 染緋金 巾. 更 紗. 吳 呂 等 

第三 草 輸出入 品の 變遷  七 七 


神 戶市史 刖 錶 二 祌戶 港外 國宜 易の 袋遷  七 A 

を 購入せ しと 云 ふ 一： 同 復申 書)。 而 して 又 明治 十年來 米穀の 對淸 輸出 多く. 一般 農 

家の 經濟豐 とな b 購買力 を增 したれ ば. 石 油. 木 綿糸の 如き は此顷 最も 輸入 を增 

加したり。 石油 は 其 後明 治 十五 年祌 芦に 石油 會瓧 設立せられ てよ り、 漸 次 盛大 

i な b  、遂 に 神 B- は我國 石油の 中央 市場と し て、 久 しく 其 地位 を 保持した りき。 

又 綿糸 は從來 多少の 輸入 あ， - しが、 明治 十二 年よ， o 三菱 汽船 會社 香港へ 直 通航 

路を 開きし よ り、 印 度 及び 英國の 綿糸 は滔々 として 我國へ 輸入 せら れ. 明 治 二十 

年に 至る や、 其 輸入額 は 神 芦 港 全 輸入額の 約 三分の 一 を 占め、 之が 爲め 從來 盛な 

b し 和歌 山縣の 綿糸 製造業 を 衰微せ しめたれ ど も， 却 つて フランネル 工業の 發 

達 を 促 し-外 來 フランネルの 販路 を 奪 ひぬ。 • 又播 磨. 大 和. 河 內 等に は舶來 綿糸 を 

料と する 綿 工業 起 之 によ. - 明治 十 五. 六 年 以來生 金 巾の 輸入 を抑壓 したり。 

綿糸 輸入と 共に 見通す ベ からざる は 外國繰 綿の 輸入な b。 祌 B- に 於け る 繰 

綿の 輸入が 稍-多額 とな b し は、 明治 十四 年 以來に し て、 多く は 支那 綿な. 5。 其 品 

質 良好に して 價廉 なる によ， 9、 內地產 の 棉花 を壓 し、 紡績 業の 進步に 連れ 逐年 其 

輸入額 を壻 加した. -。 綿糸と 其 原料た る 棉花が， 同時に 其 輸入額 を增 加した る 

は 一 見 奇なるが 如しと 雖も， 當 時の 我 紡績 業 は 技術 未熟に して， 其 製造せ る 綿糸 
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れ、 外 國 綿糸 は經 糸に 使用せられ しに 因る。 

る 十萬圓 以上の 輸入品 は 左の 二十 一 種と なれ b。 

ス リ ン. 繰 綿. 毛糯 子. 熟鐵 類. 羅紗- 

巾. 晒 金 巾. 絹綿 襦子. ブ ランケ ッ 

輸入品の 首腦を 占めた h- し羅 

りたり- 是れ內 地に 於け る斯 

十 年に 於け る 一 莴圓 以上の 輸 


鐵釘. 道鐵 (レ 豆類. 

ト. 亞鉛 

紗. ブ ランケ ッ ト. 金 巾 

業發 達の 結果た る や 

入 品を數 ふれば 約 百 


十六 年日淸 

は 殷賑な り 

機. 格 魯兒酸 

印度 綿. 米國 

叉 一時 衰へ 

KVO ん艮料 品 tj し 

年來 印度支那よ 


載 役の 前年に 至る 間 は、 內 地 諸 

し か ば、 新 に 重要 輸入品と な， 9 

剝篤 亞斯. 窓 硝子. 羊毛- セ メント 

綿の 輸入 を 見、 綿糸 は從來 優勢 

たる モス リン は、 內 地友禪 染色 

て は 豆類 は 明治 二十 一 年以來 

り、 連 年 何れも 多額に 輸入し 來 


第三 阜 輸出入 品の 變遷 


種 工業の 與起 時代に 

しものに ァ-ー リン 染 

等 あ， 9。 繰 綿 は 明治 

なりし 印度 綿糸 衰 へ 

業の 發 達に 伴 ひて 再 

朝鮮 及 支那よ り、 米 は 

b  、豆糟 亦 支那よ b 輸 

セ九 . . 


祌 戶市史 別錄 ニ神戶 港外 國 S 易の 變遷  AO  .. 

入せられ たり き。 而 して 明治 二十 六 年に 於け る 十萬圆 以上の 重要 輸入品 は 凡 

て 四十 五^ を 数 へ ぬ。 

n^i 日！ S 戰役 以後に 於て は 諸 企業の 勃興 と. g 治 二十 九 年 及び 同 三十 二 年 輸入 稅 

. の改廢 とに より. 繰 綿. 機 械 類の 增 進せ し 外. 羊 毛. 麻 の 原料 品 喩入大 と な 又， 洋 紙. 

時 計. 乾 藍. 毛 織 糸. コ ンデ ン ス ミ \ク 等 亦 重要 輸入品と なる。 然れ ども 精糖 及鐵 

類の 或^は 减 退に 傾く。 而 して 從來微 々た b し 麥粉は 明治 三十 年以 來. 小 麥 は 

同 三十 六 年後 急に 巨額の 輸入 をな せり。 一 般の 輸入品 も 逐年 其 品目 を增 し、 明 

治 三十 六 年に 於け る 十萬圓 以上の 輸入品 は 約 百 钝に及 び， ^ 萬圓 以上の もの を 

漸次に 舉 ぐれば 左の 如し。 

橾 綿. 米. 石 油. 麥 粉-モス リン. 小 麥. 器 械 類. 大 豆. 乾 SM 糟. 砂 糖. 鐵 條 竿. M 糖. 更 紗. 生 金 

巾. 羊 毛. 生 綿. 鐵 板 

B«KS 以 明治 三十 七 年 日^ 戰ゅの 開始 せらる 、 や、 或 は 消費 稅 を M. し， 或 は關稅 を增数 

せし によ り、 之 が 爲め楡 入 品に 與 へたる 影饗尠 から や。 砂 糖. 石 油-モス リン 等が 

戰後 ； ゆ 其 輸入 を 減じた る は 蓋し 之に 基く。 次に 明治 四十 四 年 國定關 税率の 

^果 保護 政策 自由に 行 はる , に 至りし か ば， 此 後 楡入额 減少に 傾ける もの に. 麥 


粉. 小麥. 豆. 乾 寧 羅紗. セ \ デ ス. 更紗. 生 金 巾及シ —チ ン グ. 熟 皮. レ 1 ゲ自轉 車 及附屬 

品. 綿 織絲等 あ， 5。 是等は 課稅關 係の 外 兼ねて 內地 斯業 與 起の 結果に よる もの 

たる や 言 を俟 たす。 然れ ども 他の 多くの 輸入品に あ， 5 て は、 槪 ね 其價額 を增大 

し. 中に も 生 ゴ ム -パ \  .M 某 鐵. 鐵 類. 機 械. 麻 類. 羊 毛. 繰 綿. 紙 等 は 其增進 最も 顯 著なる 

ものな， 9。 

而 して 此 間に 於て 新に 重要 輸入品と な. O しもの に， 貝 穀. 硝 酸 曹 達. 硫 酸 アン モ 

-I ァ. 燐礦 石 .鐵 筒 及 管- パ ラフ ヰン 蠟人 造 藍. 銑 鐵. 餳- 一一 ッケル 等 あ ，9、 何 れも本 期間 

に 年額 五十 萬圓 以上の 輸入 をな す。 而 して 此等を 加 へ、 大正 二 年に 於て は 百 萬 

圓 以上の もの 四十 四 種 ありき。 

世界 戦爭開 世界 戰爭 勃發 以後 大正 七 年に 至る 間に 於て. 輸入品の 受けた る 影響 は 主と し 

ム „a ヌ 後 

て 歐米諸 國の禁 輸、 及 び 船腹の 不足に 基く ものにし て、 槪 して 歐米 諸國 よ， 5 せる 

ものに 減 じ、 東 洋諸國 よ b せる ものに 堦加 せる は 自然の 結果な， 9。 今 大戰期 中 

に增 減せ し 輸入品 を 分類 すれば 左 の 如し。 

一、 大戰 前の 大正 二 年に 比し 同 七 年の 輸入 數 量の 滅少 せる 重なる もの、 

鹽酸 加里 (格 魯兒酸 剝篤亞 斯). 毛織 絲. 燐 礦石 チ -ー リ ン 染料. 石油. 葉鐵 ッケ ぐ 銑 

第 一 一 一 箄 輸出入 品の 變 遷  八 一 


神 戶市史 刖玆ニ 祌戶 港外 國 g 易の 變遷  八 二 

鐵ム ルブ等 

二. 楡入數 量の 增加 せる 重なる もの， 

コ プ ラ. 生 ゴ ム. 食 寧 羊毛. 麻 類 -ソ 1 ダ 灰. 鐵板 *レ 1 ぐ 確 酸 ソ ー ダ. 砂糖. 米 等 

三， 戰役 中よ ，9 新に 重要 輸入品と なれる 重なる もの、 

シ？ フッ ク. 松脂. 植物 性揮發 油. 牛脂. 阿 仙藥. 野 蠶絲. 發 電機. ガ ン -ー ，袋 等 

此等 を總拈 し. 大 正 七 年 神 B- へ 輸入せ る 品種 中、 百 萬圓 以上の もの は 七十 二種に 

して、 若し 十萬圓 以上の もの を數 ふれ ば、 實 に 二百 種 を 越 ゆるに 至れ. 5。 

明治 初年 以來 輸入品 は 此の 如く 變遷 せ， 9。 而 して 顧みて 其 間に 於け る 品種 

目 璲遷の 傾向 を考 ふるに， 蓋し 我が 输入品 は 輸出品と 異 b  、初 め は 其 種類 多く 從 

つて 各 品種の 總 額に 對 する 割合 は 甚だ 多から す、 一 二の 商品に 偏重せ る ことな 

か， 9 き。 卽 ち 明治 五 年の 交， 轍 入 額の 最も 大 なりし 各種 毛織物 を總 計して も. 全 

額の 三 割 五分に して， 次 は 生 金 巾及シ ー チ ング の 二 割、 他 の 綿織物 は 七 分 七 厘、 綿 

織 絲六分 四 厘、 砂 糖 四分六 厘、 他 は 悉く 三分 以下な b。 明治 十五 年に 於て は" 綿 織 

絲 一 割 九分、 石油 一 割 六 分、 モ ス リ ン入分 二 厘、 他の 雜 毛織物 五分 九 厘、 生 金 巾及シ 

1 チ ング 五分 四 厘に して、 平準 的 傾向 尙ほ 著し かりき。 然るに 明治 二十 五 年に 


至 る や、 內 地 紡績 業の 勃興 急激に して. 

急 增 し， 輸 入總 額の 二割 四 分に 及 び、 他 

八 分 三 厘， 豆 類の 五分 二 厘 を 重なる も 

三十 五 年 及び 大正 元年に 於て、 繰 綿 は 

厘. 他 は 悉く 四 分 以下に して、 繰 綿 偏重 

大正 七 年に 於て 繰 綿の 割合 は 四 割に • 

類 五分 三 厘 を 占め、 以下 羊毛. 油 糟. 米. 鐵 

由是觀 之、 神 芦の 輸入品 は 初めは 平 

向 あ h- て， 輸 出品-と は 反對の 方向 を 取 

め は 主として 諸種 製造品な b し爲 め- 

發 達に 伴 ひ、 原料 品 若しくは 食料品 其 

しものと 云 ふべ し。 從 つて 其 品種 數 

て 輸. 入 品增 加の 割合 少 く、 前 者に あ b 

七 種よ 大 正 二 年 百萬圓 以上の もの 

十 種な， 9 し に. 輸入 品種 は 同期 間に 四 

第三 草 檢 出入 品 の 變遷 


神 B- は 殊に 其 中心に 近き 爲 め、 繰 綿の 输入 

は 綿 織絲の 一 割 一 分、 砂 糖 の 一 割， 諸 毛織の 

のとし. 稍" 平準 性 を 失 ひたり。 降りて 明治 

四 割 六. 七 分 を 占めて 群を拔 き、 米 は 五分 八 

は 神 II； 輸入 貿易の 特色と なれり。 而 して 

滅 じ. 鐵 板 五分 七 厘. 鐵 條 竿 テ" ー アン グ ル形 

塊 及 錠. 機 械類は 四 分 三 厘 乃至 三分 を 占む。 

準性大 なりし が、 漸 次 偏重 性を增 加せ る 傾 

る もの、 如し。 是れ 輸入品に あらて は， 初 

-其 品種 を 多から しめし が， 漸 次國內 工業の 

大部分 を 占む るに 至 ，5、 遂 に 偏重 性 を帶び 

に 於 て も. 輸 出品の 品種 增 加の 割合に 比し 

て は 明治 二十 六 年 十萬圓 以上の もの 二十 

二十 九 種、 大正 七 年に 於て は 同上の もの 九 

十五 種. 四十 四 種 及び 七十 二種と な， 9, 增進 

A 三 


坊 

1  ^^きお 

弒 

天 

冷 

； s 

晒 

金 

Ml 

排 

金 

fV 

チ生 
ン贫 
グ巾 

及 
シ 
1 

QU 

別 

8 

八 

六 

S 千 

慣 
額 

明 
治 
五 
年 

八 

二輪 
な對入 

ス m 

二 

五 

5l 

價 
顇 

明 
治 
十 
五 
年 

m 

八 

CD 

c 

^•1* 入 
ス 8 
か SI 

3EL 
KM 

CD 

BE. 

さ 

八- T 
0 円 

Ik 

額 

明 

治 

不 
五 
年 

3S. 

五 

丄 33 

m お 

き對入 
ス 《 

- 

八 

ca 
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✓V 
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五 
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六 
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九 
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in 
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年 

pa 
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スき 
ル ゆ. 

九 

七 
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 , 
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價 
額 
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年 

CD 

CD 

1 

ふ W 
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ス 
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六 

七 

六 

o 
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價 
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o 
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。 
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の度瑜 出品の 夫に 比して 劣れる を 見る。 
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八 

CD 
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六 
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CD 

CD 

CD 
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八 
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四 

九 

さ 

九 

CD 

CD 

CD 
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八 五 


敏 

天 
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玻 
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生 
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U 
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八 
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CD 
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九 
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va 
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八 

八 
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入 六 


頹 

麻 

類 

米 

セ 
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ン 
1、 

羊 
毛 

板 
硝 

子 

鹽 
酸 
加 

里 

苛 

性 

ソ 
1 

ダ 

V 

染 
料 

in 

板 

油 
糟 
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類 

八 

1 

1 

少 

1 

1 
1 

1 

1 

少 
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少 

1 

ま 

プし 
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CD 
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CD 

1 

1 

CD 

pa 

七 

九 
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き 

CZ) 
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CD 

o 

九 

CD 

CD 

八 

き 

九 

七 

せ 
ん 

九 

七 
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九 

五 
九 
九 

六 

O 

CD 
五 

CD 

CD 
-Li 

ョ 

七 

七 

六 

o 
七 

九 

七 

九 

九 

さ 

八 
、 

五 
五 

CD 

七 

O 

八 

ea 

CD 

◦ 

-ヒ 

九 

も 

ョ. 

九 

pa 

六 

pa 

ま 
九 

ョ 

E3 

四 

o 
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九 
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ス七 


生 

■mi 

レ 

生 

ァ餒 

小 

麥 

精 

ル コ 

乾 

時 

n 

ン條 

グ ン 

ゴ 

1 

グ竿 

デ 

及 

,レ 及 

シ 

附 

形テ 

ス 

ム 

1 レ 

板 

絲 

^ィ 

麥 

m 

fate 
糟 

藍 

IT 

1 

1 

| 

1 
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1 

1 

1 

1 
1 

o 

| 

1 

1 

1 

1 

1 

六 

CD 

少 

1 
1 

1 
1 

き 

O 

o 

九 

1 

| 

ぎ 

少 

Ju 

- 

ea 

-, 

ea 

一 

CD 

o 

o 

o 

七 

九 

3S. 

さ 

-fcs 

3S. 

o 

C3 

o 

CD 

o 

さ 

六 

七 

八 

さ 

o> 

o 

pa 

五 

CD 
お 

CD 

八 

五 

31. 
九 
S3 

九 

八 

九 
七 

八 
九 

九 
七 

七 

チ 

九 

CD 

O 

七 

37 

九 

CD 

o 
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毛 

ケ 

錫 
塊 

^ ま 

人 

造 

クタ 

ラ 

ヰ 

鉞 
筒 

及 

燐 
J® 

ァ硫 

m 
ァ 

ン 

、 =e 

硝 
酸 
ソ 

！ 

貝 

菜 

ノ？ 

. 'レ 

絲 

タレ 

绽 

藍 

蛾 

管 

石 

タ " 

鐵 

7° 

少 

1 
1 

議 

少 

i 

少 

-- 

九 
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1 

1 

1 

1 

1 

八 

九 

1 

。 

1  -. 

CD 

CD 

。 

八 

さ 

3 &, 
CD 

七 

CD 
八 

◦ 

旯 

CD 

◦ 

1 

/ — ^ 

o 

四 

ca 

3S. 

em 

一 

や 

六 
CD 

八 

o 

六 

九 
八 

六 

二、 

pa 
五 

pa 

CD 

pa 

3EL 

CD 

g 

◦ 

八 

35： 
八 

五 
九 

少 

CD 

CD 

八 

六 

ち 

七 

五 
CD 

四 

七 

ョ 

O 

O 
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入 九 


力' 

y 
i 

袋 

づ 

プ 

ジ 

ラ 
ク 
ク 

二 阿 

ン fill 

2 藥 
キ及 

スタ 
ン 

牛 
脂 

植 

性 
揮 

油 

松 
脂 

if 

ソ 
1 

ダ 

食 
敏 

1 

1 
1 

1 
1 

1 

1 

1 
1 

― — 

少 

1 

1 

1 
1 



七 

五 

少 

少 

― 

九 

プし 

ea 

CD 

CD 

CD 

CD 

o 

CD 

九 

き 

な 

五 

き 

七 

八 

cz> 

◦ 

CD 

五 

o 

九 
さ 

pa 

tea 
ル 

き 

CD 

五 

-fcs 

七 
五 

PS 

3S. 
七 

2 
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備 5 表 中 一 .少 一と ある は！ e 額 千 M 以下なる- -と ^示て 

IT! 類別 的 觀 察 


神戶 開港 以 

後 我 產業發 

展の ® 段 


抑も國 民經濟 生活 發展の 過 

業. 農 ェ 業. 農 ェ 商業の 五 階級と 

る もの は， 概 ね 第三 階 以下の も 

る國に 於て は、 國 民 生活 は 夙に 

後、 卽 ち 神 R 開港 以後に 於け る 

b て は. 第 五 階 中に 於て. 別に 發 

は 試みに 左の 階段 を 命名 し， 以 

ねて 時代 を 劃す る 標準たら し 

一、 固有 產業 時代 二、 模倣 產 

固有 產業 時代と は卽ち 從來我 

し て、 主 として 農產 及び 水產物 

手工 品 を 作製せ， 9。 筷倣 時代 

原料に よ b 泰西 諸國の 物產を 

器械 生 絲の發 達. 銅. 石 炭產 出の 

大規模と なる や. 器 械. 原 料 共に 

第三 窣 輸出入 ng の 變遷 


程た る や、 碩 學 リス 

せらる ， と 雖も旣 

の たるべし。 况- ん 

第五 階に 達し 居た 

我國 民經濟 生活 殊 

展 の 階段 を. 設く る 

て 明 治. 大 正に 至る 

めんと す 

業 時代 三， 移植 產 

國に存 せる 器具に 

の 食料 及び 原料 を 

と は 外國ょ り 器械 

模倣 製 出し、 或は 國 

增 大は此 時代に 屬 

之 を 外 國に仰 ぎ、 我 


トに從 へ ば、 狩 獵及漁 業. 牧 畜. 農 

に 一 の 文化 國家 として 發 達せ 

や 我國の 如き 古き 文化 を 有す 

る や 論な し。 故に 明治維新 以 


に 產業興 隆 

を 可とすべ 

間 の 產業發 


の 跡を稽 ふるに 當 

し。 玆に於 て 吾 人 

装の 順序と な し、 兼 


業 時代 四、 自由 產業 時代 

よ 、我 國產を 造 出せし 時代に 

産出し 若く は 陶磁 器. 漆 器 等の 

及び 智識 を 輸入 し， 或 は 我國の 

産の 開 發を圖 ，9 し 時代に して- 

す。  然るに 我產業 殊に 工業の 

國 は唯勞 力と 智識 を寄與 する 

九 1. 
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のみに て 物 產を產 出し 得る に 至れり. - 之れ 卽ち 移植 產業 時代に し て. 綿 毛 紡績 

業 典 起の 如き は 之 を 代表す。 而 して 國民 智識の 進 步は器 械. 原 枓 共に 之 を自國 

に產し 得る に 至 b たる も. 時 あ. りて 之 を 外 國に求 め. 任 意に 工業 を營む 時代 來れ 

り。 之 を 自由 產業 時代と 稱 し. 卽 ち 現在の 我國 にして 洋 紙. 精 糖 業 等の 發達 は此 

時代 を象徵 す。 

m. 治. 大 正の 五十 餘年 間. 產 業發展 の經路 は槪ね 此の 如しと せ ば， 我 國從 つて 祌 

II； の 貿易 も 亦 此の 大勢に よ， o て 支配 せら れ、 其 輸出品 も 亦 此の 倾向を 表現す ベ 

きおな り。 殊に 祌 HI の 如く 其 背 域が 工業 地た る 港に 於て は、 其 特色の 現 はる 、 

は 常然な り。 

各 橼出 輸出入 品 を 其 用途と 加工の 程度と によ， りて 類別せ ば. 食 料 口  料 品. Imi 料 用 製 

ス" S び- がれ 

及び 其增逝 品 及び 全製品の 四 種と なす を 得べ し。 今此 類別 を 基と し、 明 治 初期 以來祌 芦 港 

出 人 SUSJ に 於け る 贸易價 額 及び 貿易 額 增進率 竝に全 輸出入 額に 對 する 割合 を 表示せ^ 

す もお 合 

左の 如し。 

二) 神 芦 港外 國 貿易品 價額顔 別表 


計 

雑 

nn 

全 
製 

原 
料 

aa 

食 
料 

規 
刖 

m 輪 
入 出 

m 輪 
入 出 

入 出 

锒 m 
入 出 

入 出 

輸 輪 
入 出 

S 九 

七 五 

—■ft 五 

さ さ 

六 

二 五 
七 i_j 

四 五キ 

量 宝 R 

明 

lP 

七 

八 o 

-*= 六 
九  = 
一 八 

九 35： 
九 九 

3EL 五 
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七 
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八 

六 S 
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四 
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年 

CD 五 

― ca 
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m  m 

二  A 
九 km 

？ N 六 

3E. 六 
八 八 

八 九 

― CD 

五 P51 

O  KM 
六 3S. 

二 七 

大 
正 
兀 
年 

s 九 

CS1 六 

四 八 

二 

二  C5I 
八 八 

七 六 
o 五 

八 さ 

二 五 

き 一 

八 六 
五 二 

圖 

同 

五 
年 

OWi しさ 1W 
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さ 6 
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六 

CD 九 
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六 六 
-U 六 

。  ャ 
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Ml さ Jll 

塞 
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P3 六本 

七 sPJ 

同 

七 

年 

(二： 同上 堦進率 及 全 輸出入 額に 對 する 割合 表 

第一 一一 草 輸出入 品の s_, 連  九 三 
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八 
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o 
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十 

CD  CD 

O 
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ち O 
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八 s 
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CD  CD 
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八 

一 CM 
/U 六 
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八 三 
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元 
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CD  CD 
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CD 
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CD  O 
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七 

同 
七 

備考 輸出入 品 價篛の 類別 LI 

明治 初年の 統計 は 輸出入 Bg^ 定 

明治 六 年 以後に 於て は 元 物. 加 ェ 

別ちて 化 土 の 二種と ぜる も. 全 國 

年報)。 其 後出 版 V- られし 大藏省 

R 稅品 ^別ちた る も. 主 として 稅 

ら す-同 十五 年 以後に 於 て猜， -此 種 

用途 加工の 程度に よれろ 大 類別 

明治 三十 四 年 以來の 輸出入 品に 

の 諸 産品^ 頷 別 し • 其 分別 法 一定 

料 ng. 原 料 品. 原 料 用 製 ng. 全 製 ns. 雑 

表 は. 明 治 四十 年來 は 「神 戶 港外 國 

年 S 大 日本 外國 貿易 年 表」 の 計 數 

物品 年表」 © 計数 ^探ろ。 增進 率 

類別 中の 各 種 品 目 及び 其 消長に 


閼 して-政 庥發 行の 諸 統計 

額 as. 從 0 品-無 稅 Bg  S- 三 種 


物. 製產の =1 

の 統計^ 揭 

の 年表 は， 明 

の 有 無 ！ ，：■ よ 

の 類 な 

^なさ ゾリ 

就 き て、 或 は 

せす。 同 四 

品 の區 別.^ 

S 易槪 況」 の 

^一  々類別 

及 全 輸出入 


種 i し. 前 一 1 

げて各 港 別 

治 十四 年 迄 

る區^ にし 

したれ ども- 

き。  明 治 三 

原 料 品. 粗 SS 

十 年 以後の 

な し-同 三 十 

計数な 探 リ 

計算した リ 

額に 對 する 


は 年次 に より 其 類^ 法 一 様なら す。 

と し-別 に 船 用 品.官 用 ng な 區 別せ リ。 

に は 各. -陸. 坑. 水 の 區刖ぁ リ. 製 産品^ 

ものな し (商 務 局、 明 治 十 一 年度 商況 

• 各 港 S 有稅 品. 無 稅 ng. 船 用 品. 官 用 品- 

貿易品の 性質 上より 類別せ しに も 

ほ課稅 率な 標準と せる 細別- しして. 

六 年 以後 の 「神 戶 港外 國貿易 槪 況」 は， 

•SI 製 品. 雜 Bg な 別 ち. 或 は 又 農. 確. 水 ± 

概況に 至 リ， 初 めて 現今 準摅 する 食 

年來 の計數 ^捃上 ぜリ。 因りて 本 

以 前 は、 其 以後の 品目, 4- 標準と し、 各 

但し 明治 六 年 は 「大 日本 各 港 輪 出入 

合 表 は 第 一 表 に 基き 算出した リ。 


就きて は 後 表^ 參照ぜ よ。 


輸出 關係  以上の 類別 表に より 先づ输 出を觀 察する に、 食 料 品に ありて は 其進步 他種輸 

出品に 比すれば 一 般に遲 緩に して， 增加率 は 明治 六 年 を 標準と せ ば、 同 三十 五 年 

は 一 〇• 一 一  倍、 大 正 元年に は  一 了 四 倍にして、 全 輸出 額に 對 する 比例 は 同年 代に 六 

第 I 一一  章 輪 出入 品 の S 遷  九 五 


神 戶市史 ^錄ニ 神戶 港外 國 K 易の @ 連  九. K 

釗 W 分より 二割 一 分 及び 一 割 二分に 減 じ， 全 输 出額に 對 する 割合 は、 明 治 六年以 

來始ん ど 規則正しく 其 率 を 減す。 大正 七 年に は 增加率 も 全額に 對 する 比例 も 

增 したれ ど も. 世 界大戰 による 特別の 現象な り。 又 原料 品 は 其 增進率 食料品に 

比すれ ば 稍. -大 な る も， 近 年に 於け る 增額は 再輸出 品た る 棉花 を 合む を 以て、 實額 

の增加 著しから す。 而 して 全額に 對 する 比例 は. 常 に 二分 乃至 五分の 間に あり 

て 殆んど 進 步の跡 を 見や。 由是觀 之. 神 e- 港の 輸出品 中. 主 として 固有 產業 によ 

れ る^ 枓 品. 料 品の 如き 天產物 は. 漸 々輸出 上の地位 を 低下す る か. 或 は 假令其 

額增 加す る も， 輸 出品と して の 地位 常に 微弱なる を 知る。 

反 之、 加 ェ品 たる 原料 用 製品 及び 全製品 を 見る に， 共 に 其 輸出 額の 增加率 順調 

に增大 せる 外、 全 楡 出額に 對 する 割合 も、 亦 漸次 優勢と なりつ、 あり。 殊に 全 製 

品に あ b て は、 增 加 率 は 明治 六 年に 比すれば. 大正 七 年 は 千 二  f» 十六 倍餘の 多き 

に 及 び， 全 額に 對 する 割合 は 實に八 分よ.^ 四 割 六 分に 進みたり。 是れ神 In- の 背 

域に 於て 漸次 模 倣. 移 植. 自 由產 業の 盛と な， 9 し 結果た る や 勿論な. 9。 唯 注意す 

ベ き は 原料 用 製品の 全 輸出 額に 對 する 割合 が， 大 正 元年 迄 常に 增 進した る も. 其 

以後に 減少せ る ことにして、 是れ專 ら綿絲 輸出 割合の 滅少に 基く ものな， o。 若 


し此 傾向 を 前の 食料 品. 原 料 品 輸出 率 低下の 傾向に 加算して 考 ふれ ば. 神 S- の轤 

出 貿易 は. 漸 次天產 物. 宇 製品 を 離れて、 精製品に 集中 せんとす る 傾向 を 有する も 

の 、如し。 

檢入閼 係  飜っ て 輸入 關係を 見る に、 如 上の 輸出 關係は 卽ち之 を 反映す る もの にして. 食 

料 品の 全 輸入額に 對 する 比例 は 盛衰 常な き も， 之 れ內 地米 作の 豊 凶、 臺 灣. 朝 鮮 の 

併合に よる ものにし て. 其 增 加の 率 は 一 般に 大に增 進に 傾けり。 原料 品に 至， 9 

て は. 其 墦加率 明治 六 年に 比すれば 大正 元年 は 千 三百 七十 八 倍， 大 正 七 年 は 三千 

五 百 八十 九 倍と な ，9、 全 額 比例 は 明治 六 年 及び 同 十五 年 は 僅かに 二分な りしに. 

同 三十 五 年に は 四 割 九分と な ，9、 大 正 元年 及び 同 七 年に は 五 割 八 分 を 占 め、 其 增 

進の 度眞に 驚歎す ベ し。 又 原料 用 製品 は 其 增加率 一 般に大 にして， 全額 比例の 

稍-減じた る は、 內 國に 於け る 自由 產業 勃興の 結 果、 鐵 材の 如き もの 、 產出增 加せ 

しこと 與， 5 て 力 ある も. 尙 ほ 大正 七 年に は 二割 七 分 を 占めた， 9。 

各 類 S 轆出 要 之， 曩 の 輸出品が 近年 天然 物. 半製品に 其の 率 減少せ るに 反して、 輸入品に 於 

入 品©- 遷の 

大観  て は 之に 偏重 し、 而 かも 輸入港た る 神 芦に 於て は 近時 其 偏重の 度合 極めて 顯著 

に し て、 大正 七年此 等に て實に 全 輸入額の. 九 割 二分 を 占む。 故に 全製品 輸入 は 

第一 二 草稳 出入 品の 變遷  九 七 
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九 入 

割 七 分 を 占めたる に， 明 

なりたり。 從 つて 其 输 

と を 比較せ ば. 僅 かに 十 

倍の 增進 を^-げた る に 


を 以て 其 率 を 減 じ. 明 治 六 年に は 全額 比例 七 

二割 三分と な り. 大 正 七 年に は 僅かに 八 分と 

率 も 極めて 微弱に して， 明治 六 年と 大正 七 年 

す， 之 を 同 品の 輸出が 同期 間に 一 千 二百 十六 

對 照の 如何に 大な るを覺 らん。 

勢に よりて 推論す る に. 神 B- は 今や 全く 全 製 

るな， 9。 之れ 近時 我 國が旣 に 自由 產 業の 域 

泰西 諸國の 如く 所謂 輸出 工業 國と 

はる、 が 故 に、 貿 易 額の 類別 上よ、 Q 

云 ふ ベ し。 

步を 退きて， 近時に 於け る我國 貿易の 總量 上より 神 In- 貿易 

に， 別 表に 示す が 如く， 明治 三十 五 年. 大 正 元 年. 同 七 年の 三 期 

出に 於て 全 國に對 する 割合の 增加 せる は、 原 料 品と 雜 品な 

再輸出 を 含む を 以て 眞の增 進と 見る を 得 す、 雜 品の 多き は 

の增 加に よる も、 其 額 僅少な り。 而 して 割合の 減少せ る も 


品の 輸出 港， 原 料 品の 輸 

に 達し、 任意の 工業 を. 營 

な り. 其 機能が 最もよ く 

見 れ ば， 如上の 傾向と 特 


る 


の は 食料 品. 全 製品に し て， 原 料 用 製品 も 寧ろ 減少に 傾 き、 殊 に 全製品 輸出が 明治 

三十 五 年に は全國 輸出の 三 割 七 分 を 占め 居た る に. 大正 七 年 神 B- 輸出の 最も 旺 

盛な， 9 し 時に も拘ら す、 二割 九分に 減じた る は、 神 ^港の 輸出 貿易に 取， りて 一 大 

警鐘たら すん ば あらす。 更に 輸入品 を 見る に. 食 料 品 を 除きて は 殆んど 凡ての 

種 類 が、 全 國に對 する 割合 を 減 じ， 殊 に 原料 品の 輸入 が、 明 治 三十 五 年に 全 國の八 

割 を 有せし に、 大 正 七 年に は 五 割 三分 に 激減せ し 事實. は、 日本 各地に 工業の 分散 

セ ； j トラ ライ ジ ング, テ ン 1 アン シ I  1 ァセ A トラ ライ ジン グ？ァ ンデ ン シ 1 

せし 爲め にし て. ェ 業が 集中 的 傾向よ り、 分 散 的 傾 向に 移る 一般の 原 as に 

支配 せらる , と は 云 へ、 神 E- 港と して は 決して 晏如 たる を 得ざる べし。 唯 貿易 

額 激增の 幻影に 迷 ひ て， 長 く 桃源の 夢よ， 9 覺 めすん ば、 延 て は我國 重要 港と して 

の 地せ を 失墜す るの 期 臻るゃ も 知る ベ からざる な， 5。 


全 國外國 貿易品 類別 價 額に 對 する 神^の 割合 表 
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以上 は 輸出入 品に 就 き、 類 別 相互 間の 比較 觀察 なり。 更に 進んで 各 類別 內に 
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於て 如 Is- なる 商品が 如何なる 變遷 をな したる やの 觀察も 亦 併せて ® くべ 力ら 

すと 雖も. 凡百の 商品 を 悉く 叙述す る こと 能 は ざれば. 唯 重なる もの を 取り. 主と 

して^ 時の 變遷に 就いて 一瞥 せん。 而 して 各 輸出入 品に 就 き、 其 神 芦の 總賀易 

に對 する 關係は 旣に第 一 項に 槪要 を說 きたる を 以て、 S に は 重に 各品增 進の 割 

合 及び 最近に 於て 全國 同種の 貿易に 對 し、 如 何なる 地位 を 占む る や を 見ん と 翁 

す。 先づ 輸出品に 就いて 其 變遷を 表示 すれば 左の 如し。 

神！ H- 港 輸出 重要 品 類別 檟 額の 增加率 及 全 國に對 する 

神 戶 の 割合 表 
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今 此の 表に よりて 觀 察する に. 前 述 せし 如 く、 食 料 品は總 額に 於て 輸出 增 進の 

跡顯 著なら ざれ ば、 此 表の 各 品目に 就ても 其 大勢に 從 へる は 勿論に して. 明治 二 

十五 年よ， 5 大正 七 年の 間に 於 て、 多 くの 穉類は 僅かに 數 倍の 進 步 をな し. 茶 の 如 
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紳 戶市史 別 玆 二 神戶 港外 國 a 易の 蠻連 


W 料 WW 品 


き 

對 

全 

ム 


よ り 

宜 上 

增加 

の激 

比 を 

占 め 

食料 

^ 糸 


づ 

よ- 

見 

の 

對 


て 


- - 於 ナ 

豚お 用 

なせる 

耍なる 

タイヤ 


ま 


る 


も 


の 


減少せ り。 之れ 輸出 茶の 市 

出盛と なりし 爲 めな h  。 豆 

道 產の出 廻， 9 しものに して. 

S- の 背 域に 灘を 有する こと 

內地 斯業 勃 奥の 結果たり。 

に、 塞 天と 米との み 全 國の過 

事情 相似た る 原料 品 も， 亦增 

率 稍" 大 なれ ど も、 是 れ 再輸出 

る 地位 は 近年 大に 低下せ. 5- 

海 逑の關 係 上、 北 海道 産の 一 

W に 至， O て は、 從 來の 輸出品 

のな し。 唯 歐洲戰 役 中 新に 

の は， 何 れ も全國 との 對 比に 

如 き は、 其 输出を 神 B- に 於て 


况 一 般に 不振なる 

類. 澱粉の 增加 は， 神 

純 粹の神 卢 港 背 域 

，我 邦人 海外 發展 


然しながら、 

半 を 占 む る 

加 率 及び 全 

に 過 ぎ す。 

. 木材 及 板 

時 出 廻りた 

は 綿 織絲の 

輸出品と な 

於 て、 殆 ん ど 

獨 占せ， C と 


-此 等の 

も， 他 は 

國 との 

竹材 は 

類の 增 

る も f 

外 各 品 

れるも 

其 過半 

云 ふ ベ 


1 O.K 

外、 近 年淸水 及び 

戶 海運 の 進步に 

の 物 產に非 す、 唯 

の爲 めに し て. 精 

諸 品 を 通じ 全國 

槪 して 重要なる 


四 日 

伴 ひ. 

酒 類 

と の 

也 な 


對 

力 

し- 


比 各 品 共著 

額 增 進せ， o 

せ る は、 又 歐 


し 


の 


槪 して 異常 

あ り， 之 等 を 加 

占 め、 樟 腦. 菜 子 


力 


ら 


雖 も. 

.戰 役 

增進 

へ 其 

油. ゴ 


全製品  全製品に 於て は其增 進の 跡より 

二十 五 年 乃至 大正 七 年の 二十 七 年 

ス 肌 著. 眞 田 類 は， 千 八 百 七十 三倍 乃 

械 類. 玩 具- ラ ン ブ及附 屬品竝 に 港 巾 

b。 而 して 全 國 との 對 比に 於ても. 

綿 メリャ ス肌著 は 全國の 過半 を 占 

眞 田 類. 刷 子 は 明治 三十 五 年頃に 於 

する 割合の 減少せ る は、 前 者 は關東 

たる 爲め、 後者 は 其 生産地 大阪 港に 

Si0 要 之、 輸 出品 谷 類別 を 通じ 各 品種 

增進 著しき もの は、 又 全 國に對 する 

於て 其 然る を 見る。 此 現象 は卽ち 

方に 有利なる 工業の 發 達を來 し， 所 

は 交通の 便， 或 は 原料 集 得 上の 利 を 

は 輸出品と して 其 額 を增加 し、 又 全 


見 れ ば、 大 飛躍 をな せる もの 少 からす。 明治 

間に、 鐵製 品. 帽 子. 紙 類. 絹 布 類. 綿 布 類 • 綿 メリャ 

至 百 十九 倍と な .9、 別 に 近時 船 舶. 鈕 釦. 刷 子. 機 

の 現出す る あ ，9、 何 れも 急激なる 進步 をな せ 

大正 七 年 は 花 筵. 地 麓. 燐 寸. 叙 鉬. 懵 子. 刷 子 浴 巾. 

め、 眞 田 類. 鐵 製 品. 陶 磁器 は 四 割 以上 を 出す。 

て. 殆 んど神 芦の 獨占 なりし に、 近 時 全 國に對 

に 麻眞田 業發達 し、 從 つて 撗濱の 輸出 增 加し 

移れる もの 多き が爲 めな， 9。 

に 就いて 觀 察する に • 神^に 於て 近年 輸出 額 

割合 大 にし て、 殊 に 原料 用 製品 及び 全製品に 

近時 工業 は 一 般に 地方 化の 傾向 を 示 し、 其 地 

謂 工業の 特化と な， 9 し 結果に し て、 神 は 或 

以 て、 其 背 域に 特殊 工業の 發達を 促 し、 其 製 品 

國に對 し 優越なる 地位 を 占む るに 至りた る 
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神 尸 市史 刖錄ニ 祌戶 港外 國贫 易の ©- 連  1〇 八 

な， 9。 

各 內 -レ 更に 輸入品に 就い て觀 察する に、 输 出品と 同じき 表示 をな せば 左の 如し， 

於け ろ^ 人 

"S の sa  祌戸港 輸入 重要 品 類別 價 額の 增加率 及 全 國に對 する 

祌 芦 の 割 合 表 
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1 1 
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pa 
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C3 
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五 
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六 

楡 入港た る 神 e '港が、 輸入品の 各 類別に 亙 り、 各 種 商品の 額 を 近年 增進 せる は 

怪 むに 足ら ざれ ど も， 贫 料 品に 於て 最も 增 加率大 なる もの をコ ン. デン ス \ ク 

となす。 明治 二十 五 年に 比し 大正 七 年に は 二百 八十 八 倍の 多き に 及べり。 0 

し 全 國に對 する 割合 は 近時 璲化 せす。 次 は 米に して ぱ 五十 倍. 全 國に對 する 割 

合 は 近時 其 率 を 減少せ.^。 小麥 も亦增 加率大 にして 殊に 全 國に對 する 割合の 

^ 進 は， 祌 P の 背 域に 於け る 製粉^と 麵類 製造の 發展に 基く ものなら。 原料 品 

に 於て は 羊 毛. 麻 類. 繰 綿 等 は 五 百 九十 七 倍 乃至 四十 一 倍の 增進 をな し， コプ ラ. 生 

ゴ ム. 確酸曹 達. 茱 子 及 芥子の 如き も 新 輸入品と して 急激なる 發達 をな したり。 

K 料 用 製品に 至. 9 て は、 乾 藍. 錫 塊 及 錠. 鐵 板. 鐵 筒 及 管. 葉 鋼鐵 共に 二百 倍 以上の 增 

進 をな し、 g 塊 及 錠. 鐵條竿 は 百倍 以上、 他の 鉛 塊 及 錠. 油糟. ァ -1 V ン 染料 等 も亦增 


神 戶市史 別錄ニ 神戶 港外 國 貿易の s!- 運 


1 1 二 


進率大 なり。 而 して 之 を， 全 

て は、 各 重要 輸入品 は 槪ね全 

減少せ るの みな， 9。 要する 

出品の 條 下に 述べた る 如く』 

の 結果に して、 其 量と 割合と 

に 其 增進率 僅少なる 中に も 

に 西る ものた る や 勿論な り 

微弱な. -。 之 は 工業 地 を 背 


國 との 對 比に 撿す るに， 原料 品 及び 原料 用 製品に 於 

國の 過半 を 輸入し， 唯 其 率が 近時 或 商品に 就い て 稍. - 

に 各種 原料 及び 原料 用 製品の 輸入 發展 の狀浞 は、 輸 

_ 亦神戶 港の 背 域に 於て、 特化に よる 特殊 工業の 發達 

は 又 之に 比例す。 若し 夫れ 全製品に 至， 9 て は 一 般 

.軌 條. 機 械類 のみ 稍. 《 其 率大 なる は 交通 及び 工業 發達 

- 而 して 全國 的に 見れば 何れの 全製品 も 皆 其 割合 

域に 有する； w  B' に 取りて 寧ろ S すべ き 事なる べし。 
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神 戸 港 輸出 一 


1 要 品價額 叱較表 

食料品 


^  a 一 


明治 元 年 

同 五 年 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 一 一 十五 年 

同 三十 年 

同 三十 五 年 

同 II 十 W. 

大正 元 年 

同 五 年 

同 七 年 


八 千万 Pi 
七 干 万 w 

六 千万 R 
五 千万 PJ 
0 千万 W 
三 干 万 ffl 
二 千万 W 

扎百 7JB 
八百万 W 

七 百万 ra 
六 百万 PJ 
五 百万 ra 

0 百万 ffl 

三百 万 w 
二百 万 R 
百万 m 

五 t 万 B 

一万 w 


八 千万 R 

セ 千万 P3 
六 千万 W 

五 千万 ffl 

0 千万 ffl 

三千 万 PI 
二 干 万 m 
千万 m 

凡百 SB 

八百万 R 
七 百万 m 

六 百 7JW 

五 百万 m 

E 百万 ffl 

三百 万 PI 
二  S 万 H 

百 Ti  PI 
五十 万 PI 

一万 m 


明治 元 年 

同 五 年 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 三十 年 

同 三十 五 年 

同 四十 年 

大正 元 年 

同 五 年 

同 七 年 


神 戸 港 輸出 重要 品. 價額 比較 麦 (二) 

原料 品 


/飞干 万 ra 
七 千万 n 

六 干 

五 千万 H 
四千 万 
三千 万 m 

二 千万 P3 
千万 W 
九 百 Tiffl 

八百万 m 
七 百万 m 
六 百万 m 
五 s 万 m 
四百 7?W 
三百 万 P3 

二百 万 m 
百 万 m 

五十 万 P3 

-•HP] 


八 千万 m 
七 千万 ra 

六 千万 pi 

T [干 万 m 

四 干 7?ra 

二 干 万 ra 
千万 ffl 
九 百万 w 

八百万 P3 

セ百 ?5m 
六 百万 m 

5_ 百万 PJ 

四百 万 m 
三 s 万 
二  s 万 m 
百万 pi 

五十 万 闪 

—万 m 


^  m  * 

魚^ 油 
— • — 

律 m 


% は 錠 


朵ナ油 


神 戸 港 輸出 重要 品價額 比較 表 (三) 

原料 用， 製品 


.S 


八 千万 m 
七 千万 w 
六 千万 m 
五 千万 B 
0 千万 
三千 万 P5 
二 千万 B 
千万 円 

九 百万 W 
八百万 W 

七 百万 m 
六 百万？] 
五 百万 w 
四百 万 闪 
三百 万 m 
二百 万 pq 
百万 w 

五十 万円 

- 7)  P3 


八 千万 P5 
七 千 sra 
六 千万 pj 
五 千万 m 
四千 万 Pi 
三千 万 ra 
二 千万 w 
干 万 pq 
九 百万 pi 
八百万 
七 § 万 ra 
六 百万 ra 
五 百万 闪 
四百 
三百 万 ra 
二百 万 
百万 R 

a 十万 w 

— 万 w 


V 


ヽ 


神 戸 港 輸出 重要 品價額 叱較表 (四) 

全 製 品 (A) 


二  0  _ 陶 i  ^ 


^  | 箱 一 


朋治元 年 

同 五  年 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 I 二十 年 

同 三十 五 年 

同 0 十 年 

大 正 元 年 

伺 五 年 

同 七 年 


W 布 ff 

齡 n 附。 
»J 子 

m 田 

培 f5  « 

gj'jr/JiflA 


g 治 元 年 

同 五 年 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 三十 年 

同 三十 五 W. 

同 四十 年 

大正 元 年 

同 五 定 

同 七 年 


神 戸 港 輸出 重要 品慣額 比較 表 (五) 

全 製， 品 (B) 


八 千 巧 pq 

七 千万 m 

六 千 7TPJ 
五 千万 P5 
E3 千万 P] 
三千 万闪 
二 千万 H 
干 万 ffl 

九 百万 m 

7\ 百万 PJ 
七 百万 H 

六 百万 m 
五 百万 闪 
四 百万 m 

三百 7iffl 
二百 万 巧 
百万 P] 

五十 万 ffl 

- 7j  ra 


八 千万 m 
七 干 


神 戸 港 輸入 重要 品價額 比較荧 

食料品 


明治 元 年 

同 £ お 

同卞 年 

十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 三十 年 

同  一二 十五 年 

同 Q 十 年 

大 正 元 # 

同 五 年 

同 七. 年 


七 千 万闪 


六 千万 m 


三千 万 r 


几 百万 p] 
八百万 巧 
セ 百万 m 

六 百 TJffl 

五 百万 pi 
四 百万 m 


五十 万 


- 八 千万 p 


七 干 万 


乂 千万 m 


九 百万 ffl 


セ 百万 R 
六 S 万 H 
五 百万 円 
四 g 万 PJ 


二百 万 R 


at 万 


崁 板 
飫條并 

^塊 &锭 
棉羝糸 
ソータ ' 1^ 


明治 元 苯 

同 五 年 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 三 十 年 

同 三十 五 年 

同 0 十 年 

大正 元 年 

同 五 年 

同 七 年 


神 戸 港 輸入 重要 品價額 比較 表 (二) 

原料 用 製， 品 (A) 


八 干 万 ffl 
七 千万 PJ 
六 干 万 Pi 
五 千万 P 
0 干 万 PJ 
三千 万 P) 
二 千万 PJ 
千万 PJ 

九 百万 W 

八百万 PJ 

■t 百 巧 R 
六 百万 H 
五 百 7?B 
0 百万 B 
三百 万 巧 
二百 万 W 
百万 H 

五十 万 ra 
一万 ra 


八 千万 pi 
七 干 万 w 
六 千万 ra 
五 干 万 pq 

四チ 巧^ 

三千 万 
二 千万 pj 
干 万 pi 
九 百万 R 
八百万 
七 百万 
六 百万 円 
五 s 万 ra 
四百 SB 
三百 万 pi 

二  S 万 PJ 

百万 w 
五十 万 m 
一万 m 


ァ ニリ霸 

毛 Sffi  * 
― — • — 

油 糟 

飫筒及 管 
— ■ — 

羯 塊な 捉 
一 — • — 

蕖 《« 铁 


明治 元 年 

同 五 年 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 三十 年 

同 三十 五 年 

同 Q 十 年 

大正 元 年 

同 五 年 

同 七 年 


神 戸 港 輸入 重要 品價額 叱較表 (三) 

原料 用 製. 品 (B) 


同 同 同 同朋 

_ 迨 

二十 十五 7C 
十 五 

年 —年 —年年 年 


m 円 
m  m 

九 干 万 
八 千万 ffl 
七 千万 
マ 千万 m 
五 千万 R 
b 千万 n 

if  75m 

二 千万 
： 万 m 
凡百 万 m 
八百万 ffl 

七 百 Tim 

六 百万 R 
五 &万闪 
pg 百万 闪 
三百 万 ra 

二百 万 B 


原 
料 

nu 


四 


五十 万 B 


三 W 円 1 

二  fsm 
- isn 
九 子 万 w 
八 干 巧 w 
七 千万 w 

六 干 7iP3 
五 干 

0 干 万 ffl 

三 干 万 一 
二 干 万 W 

干 万 W 一 
7L 百万 ffl 
ノス 百万 W 
セ百 7JB  - 

六 百万 n  — 
五 百万 PJ 
0 百万 PJ 

三百 万 W 

二百 万 P 
百万 PJ 

五十 万 ra 

—万 pi 


同 二十 五 年 


/ 


同 三十 年 

同 三十 五 年 

同 四十 年 

大正 元 年 

同 五 年 

同 七 年 


神 戸 港 輸入 重要 品價額 比較 麦 


八 千 
七 干 万 P3 
六 干 万 
五 千万 P5 
H3 干 万円 
三千 万 pq 
二 千万 PI 
千万 P) 
扎 百万 P3 
八百万 ffl 
七 S 万 ffl 
六 百万 ffl 
五 百万 ffl 

ra 百 spj 
三百 万 巧 
二百 万 h 

百万 H 

五十 万 m 

—万 w 


、； 


: ノス 千万 P3 

神 

七 干 万 P1 

尸 

： 六 干 万 W 

港 

- 五 千万 ffl 

輸 

入 

E3 干 万 ra 
三千 万 PJ 

全 重 

製品 

- 二 千万 ra 

價 
品 額 

-干万 m 

比 

- 九 百 75m 

較 

- 八百万 H 

表 

七 百万 m 

く "—- 

5 

- 六 百万 pi 

五 百 万 W 

- 凹 百万 R 

も 描 物 

- Z.B  f}Pi 

n  u  m 

- 二百 万 B 

m  m 

5 油 

- 百万 n 

— • — 

w 械拔 

E 十万 ffl 

一万 P3 

明治 元 年 

同 五  W- 

同 十 年 

同 十五 年 

同 二十 年 

同 二十 五 年 

同 三十 年 

同 三十 五 年 

同 0 十 年 

： 正 元 年 

3£ 五 年 

1： 七 年 


や、 

ん 

1 

\ 

\- ' 

/ 

/Ft- 

V 

第 四 章 通. 商 國の 推移 

メ 

H 國別 的變遷 

神 In- 港外 國 貿易と 通商 國 との 闆 係の 變遷を 叙す るに 當 り、 便 宜上 第二 章に 揭 

げたる 各 期に 分ち 其 大要 を說述 せん。 

第 I 期 自明 治 元年 至 同 十八 年 

00 米 艦の 浦賀 に來航 せし 嘉永六 年 雷曆ー 八 五三 年) よ b 西南 戰爭 の戰 はれた る 

0^ 明治 十 年 (西 層 一八 七 七 年) に 至る 二十 餘 年間 は、 我 國史に 於て 前古 未曾有の 大變 

重なる 事铤 動 時期た ると 共 に、 東. 西 洋諸國 の 政史に 於ても、 或は 其 內政上 或は 國際關 係 上 亦 

頗る 波瀾に 富みし 時代な り。 今 其 重なる 事變に 就いて 見る に、 安政 元年 (西暦 一 

八 五 四 年) に は 所謂 クリミ ャ戰爭 あ b、 英. 佛. 土 は 露と 戰 ひて 之 を 敗 り. 同 四 年に は 

英. 佛 聯合 軍 淸國を 討ち、 廣東を 占領す。 安政 六 年に は 伊太利 獨立 戰爭を 起し， 伊 

太 利. 佛蘭西 は澳地 利と 戰 ひたら。 翌萬延 元年 英. 佛は 再び 淸 國と戰 ひ、 北京 を陷 

第四箄 通商 國の 推移  一一 五 


紳 戶市史 刖玆ニ 神 户 港外 易の @遷  一一 ナ 

し、 g に^ 津 条約 を 結ぶ。 同年 は 又 米國に 南北 戰爭起 ，9、 之 より 戰 ふこと 五 年 文 

久. 元 治を經 て慶廉 元年 (西暦 一八 六 五 年) に 至りて 終熄す： 而 して 慶應ニ 年に は 

，埃 戟 爭， 明 治 三年に 普. 佛 戰爭ぁ b  、同 十一 年に は 露. 土 間に 再び 戰端 開かれたり 

斯く 世界の 列國に 於て 頻年 大戰爭 の勃發 する あ， 9、 是等諸 國を對 手と せる 我 

： な リ1 し. * 

a§  國の 貿易に ありて も， 亦 之が 爲 めに 影響 を 受けし こ，.，」 勿論に し て、 幕 末 s> 治 有 年 

の 我 國外國 貿易の 大勢 は、 先づ 此列國 政治 上の 變 動に 左右せられ しと 云 ふ を 得 

ベ く、 之 とほ 竝ん で. 此 期間に 於け る 列國の 產業狀 態、 經 濟的 施設 及び 其 政策 は、 各 

國に對 する 我 貿易 關 係の 隆替 を 致せし 副因 をな せ， 9。 

f^s^  ^も 薔^に て、 先 づ我國 の 門 e- を 開き、 通商 を强 要せし 國は 米國 な， り。 當時 

初の せや^" 

S  米國 は、 政 治 上に 於て は旣に 英國と 約して 太平洋 沿岸の 領地 を 占有 し， 國 土 統 一 

の. M を舉 げ， 商 業 上に 於て は 盛に 其 商船隊 を 東洋に 出動せ しめ、 嘉永五 年 (西暦 一 

八 五 二 年) 頃 上海に 入港せ し外國 船舶の 嚼數の 半 は米國 船に して、 殆んど 英國船 

を- 赌 せんとし つ 、 あちき。 米國が 敢然と して 我國に 通商 を 強要せ しこと 當時 

にあ b て は實に 自然の 情勢な b し な b。 然 るに 安政 六 年 (西曆 一八 五 九 年) 橫 濱 

の 問 港せられ し 翌年より 米國は 南北 戰宰に 苦し み、 力 を 外に 伸 す 能 は す， 又 勢 盛 


な h- し 商船 は 其 頃よ & 保護 制度の 撒廢 等の 理由 


貿易 上 

國外國 

米國と 

だ米國 

す、 又 輸 

於 て 其 

同對英 貿易  米 國 

ば、 我 開 

し て- 英 

つきて 

き、 獨 逸 

て 雄 を 

國賀易 


に 於て 

賀 易の 

の 貿易 

に 販路 

入に 於 

業 盛な 

旣に然 

國 以後 

國 以外 

遽に起 

は 未だ 

英國と 


よ 漸 次 衰微に 傾きし かば、 

八 六 〇 年 乃至 七 〇 年間 は、 米 


其 進 運 を 阻止 せられた り。 西曆 

る 振はざ ，9 し 時 ほた， 9 き。 され 

寧ろ 微々 たる ものにし て、 現 今 對 

有 せ や、 唯 茶 の み 稍" 見 るべき 輸出 

は當時 我國に 於て 最も 多く 需要 

や. 從 つて 我國 への 輸入 も 亦 言 ふ 

。 當時 東洋の 商 權を握 b 居た る 

外 國賀易 が， 英 國 及び 其 商人 等 の 

商業 國 として 露. 佛. 獨 ありた， 9 と雖 

能 は す、 佛 蘭 西 は我國 との 交渉より 

內の統 一 成ら や， 航海 業尙ほ 幼稚に 

ふに 足ら ざ， h- しなり。 唯 和 蘭の み 

占めたる も、 元 是强弩 の 

す、 到 底 英國の 夫れ に 及ば ざ. 9 き。 

第四窣 通商 國の 推移  一一 七 


稍，. 優越な る 地位 を 


橫濱は 開 

貿易品の 

なし たれ 

られし 綿 

足ら ざリ 

の 米國を 

二 帚し. 

も、 露 國 は 

は 箏 ろ 重 

して 商業 

積年の 餘 

末な， 9、 敢 


港せられ しと 雖も、 

太宗 たる 生絲 は、 未 

ど も、 其 額 は 多から 

さ。 

除きて は英國 なれ 

る は 自然の 結果に 

ク リミ ャ戰爭 に 海 

き を 支 那. 安 南に 置 

振 は す、 三國共 決 し 

勢に よ. 9 我國の 外 

て 大 を 望 むべ から 


神 0- 市史 S-SSM 一  神 戶 港外 國 5a! 易の ほ 13  二八 

橫濱 開港の 初期に 於て 我國 の對英 貿易が 幾何な りし か， 正確に 之 を 知る こと 

能 は ざ れ ど も， 橫 濱駐 在英 國 領事の 報告に 據れ ば， 元 治 元年 二 八 六 四 年) に 於て 潢 

濱 港外 國 貿易 額 千 三百 七十 四 萬 弗 中、 英 國 商人の 取扱 高 千 百 十 萬 弗の 多き に 及 

び」 と 云 ふ (m 駭 J  是れ 固よ b 英國 商人の 取扱 高 にして、 直ちに 英國に 

對 する 貿易 額と はなら ざれ ど も、 其 大勢 を 窺 ふ 資料と はな. 5 ぬべ し。 卽ち此 等 

英國 商人 の 取扱 ひし 輸出品 中 、比較的 少額の 海 產物は 支那に 仕向けられた る も 

のなる も、 他 の 轍 出 は 主として 倫 敦に楡 出せら れ、 更 に 欧米 諸國へ 再輸出せられ 

しもの なる-へし。 输 入に 至りて は、 縮 緬吳呂 の 沸國ょ h- 楡 入せられ し 外， 他 の 綿 

毛織物 類は槪 ね英國 品に 屬 すると 考ふ るを以 て， 商 品の 輸出入より 見て も、 英 國 

が 特に 優越なる 地位 を 占め 居た る は 推 想に 難から す。 英國 商人の 取扱 高に 次 

ぎて は 米. 蘭 二 國の商 民なる も、 各  <  其 取扱 高 九十 餘萬 弗に 過ぎ ざれ ば. 英 國商 民の 

夬に 比し 非常なる 逕庭と 云 ふ ベ し。 獨 (普). 佛等 商 民の 取扱 高に 至 b て は 更に 夫 

よ h\ も 小な. o き。 

*ps 港な 元 治 元年に 於け る 我國と 通商 國 との 關係斯 の 如しと すれ ば、 夫 れ より 四 年後 

初の 對 外お  I 

,h00 の 明治 元 年、 神 S- の II 港せられ し 頃に 於け る 我對外 貿易 關係 も. 亦 略 ぼ 類似の 情 


勢 を 維持せ しと 見る を 得べ し。 唯 米國に 在りて は、 南 北戦爭 旣に弭 み、 米 大陸 橫 

斷鐵道 も 完成に 近づ き、 米 國は 太平洋 郵船 を 太平洋に 浮べ て橫 濱. 神 芦 共 入港 船 

舶の 噸数に 於て 米國は 英國を 凌ぎし か ば (靑書 一 八 六 八 年度)、 從っ て 明治 元年の 

神 貿易 額に 於て も、 米 國は英 國に對 し 元 治 元年の 撗濱賀 易の 夫れ よ b は 稍. -優 

越なる 地位 を 占めお るなる べし。 然しながら 現存す る 資料 中には ーも當 時に 

於け る 神 港外 國 貿易の 國 別的關 係を徵 する に 足る ものな きを 遺慽， i す。 

開港よ リ明 是ょ， 9 明治 六 年に 至る の 間に 於て、 尙ほ神 II； 港の 通商 國的關 係 を 知る 統計 を 

治. k 年に 至 

る 間  缺くを 以て， 眞の 變遷を 知る こと 能 は ざれ ど も、 輸 出 上に 於て は 米國の 地位 が、 漸 

漸 向上せ し を 疑 はす。 是れ 明治 二 年 米 大陸 橫斷鐵 道 貫通 し、 我 國 と米國 東岸と 

の 交通 容易に なりし と、 同 五 年 米國に 於て 茶の 輸入税の 全廢 せられし 事實 よ， 5 

推 想す る を 得べ し。 尤も 此間 に、 明 治 二 年蘇士 運河 も 開通せ しか ば、 我 國 と歐洲 

諸國 との 貿易 上の 利便 も 一 層 加 は り、 英 國は勿 論、 普. 佛 戰爭の 創痍 を 負 ひし 獨. 佛 

と雖も 通商 關係は 漸次 發展 せし もの  >  如し。 而 して 明治 初年 W 來神 B- 港賀易 

に 取りて 此等歐 米諸國 と共に 注目す ベ きもの を 支那と なす。 開港 當 時に あり 

て は 支那 卽ち 淸國 は、 我 國と無 條約國 に し て、 我國 在留 淸 民が 本國と 取引せ る 額 
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も 不明な. 9 し が、 上 記 英領 事の 明治 二 年度 報告に は 神 B- 在留の 淸民 扱の 貿易 額 

三百 萬 弗に 及びし. i 云 へ ば、 假令其 一 部分が 沿岸 貿易に 屬 した h- と は 云 へ、 本國 

との 貿易 多き にある を 疑 はす。 殊に W 治 四 年に は我國 も淸國 i 通商 條約を 結 

び し を 以 て、 其 以後 は 彼我の 貿易 を 振興せ し箬 なり。 

以上の 情勢 は 明治 六 年大藏 省が 初めて 發 表せし 國別的 貿易 統計に よりて 略 

ぼ 推知す る を 得べ く、 今 主要 國の 貿易 關係を 表示 すれば 左の 如し。 
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備考 本 表の 計 K は 「大 n 本 各 港 輪お 入物 ug 年表 明 ^六 年 t 據リて 算出 ぜる ものにし てお 

出 は 最初の； H 向 國. 椽 入 は 最後の 仕出 國^ 提げた る もの、 如し。 各 品 目 は ® 額の 多 

S に從 つて 頫 次に 列舉 したり。 以下の 諸 表. t 亦然 り。 


卽ち 明治 六 年に 於 て， 轍 出に あ，^ て は 英國を 首と し、 米 國. 淸 國. 佛 蘭 西. 獨 逸の 順 
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して 第一 に 位せる もの は英國 なるべし。 之に 次ぎて は 獨 -佛. 米 の諸國 なりと す- 

而 して 輸出入の 合計に 於て は淸 國. 英 國. 米 國. 獨 逸. 佛 蘭 西の 順位な， 5。 
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第 四 草 通商 固の 推移  ニー 一一 一 


第二 期 自明 治 十九 年 至 同 二十 

通商 國關係 明治 十九 年より 同 二十 六 年 日 淸戰爭 の 前 

變 化の 原因 
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輸出の 狀況 ^期間に 於て 先づ 輸出に 就いて 見る に、 各國中 最も 著大の 進步 をな したる は 

淸國  淸國 にし て、 淸 國は 前期の 終に 於て 米國に 次ぎ 第二 位に ありし が、 此 期に 入 b て 

は 常に 第 一 位 を 占め、 且つ 明治 二十 六 年の 賀易は 同 二十 年に 比し 三倍した， り。 

尤も 玆に 言 ふ淸圃 なる もの は 香港 を 加 へ たる ものにし て、 若 し 之 を淸國 よ， 9 離 
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5 た , り-。 中に も獨 逸よりの 輸入 增大の 特に 著しき は、 此 頃獨逸 製品が 恰も 我國 

に 於て 歡迎 せられし による ものなる も， 亦 獨逸 商人 活躍の 功に 歸せ やん ば あら 

お び a 他の 諸 國中露 西亞は 明治 二十 四 年 來頓に 其 額 を 加 へ たる が、 是 れ全く 露 油の 

耳 教 等 

楡 人せられ し爲 めに して、 又 幾 もな く衰へ たり。 露國に 次ぎ 白 耳義ぁ り、 專 ら 玻 

塊 の 供給 をな し、 逐 年 其 額を增 しつ、 あり。 此 以外に 於て 韓 國. 返 羅. 瑞 面. 比 律 0. 

伊 太 利. 布 哇. 埃 地 利甸牙 利. 和 蔺等 あれ ども 其 額 は 言 ふに 足ら す。 

第三 期 自明 治 二十 七 年 至 同 三十 六 年 

日 $ 戦役の n  戰役は 政治 上に 於て 我 國威を 中外に 發揚 したる と 共 に、 經 濟 上に 於ても 

之に より 我國の 商權を 世界 谷地に！ g 張したり しか ば、 內 地產 業の 典隆と 相俟っ 

て. 神 芦と 迪商國 との 闢係も 亦 多大の 變 化と 發展 とを齎 した， 9。 

今 本 期に 於け る 各 通商 國の關 係 を 表示せば 左の 如し。 

， ^lli, 十 1 ハ ^ 神 港 通商 國別 貿易 價額竝 重要 貿易品 目 表 
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先づ 輸出 國に 就いて 見る に、 前 期に あ b て は 香港 を 含める 淸國第 一 位に あり 

し が、 香 港と 分離せば 香港 は淸國 を壓し 居たり き。 然るに 本 期に 入， 9  二 地方 共 

逐年 增 加の 趨勢 を 維持した， 9 と雖 も、 淸國は 漸次 香港に 迫り， 遂に 明治 三十 一 年 

之 を 凌ぎ 同 三十 五 年に 及びて は 香港に 倍加す るに 至りぬ。 斯く 淸國が 輸出 先 

として 異常の 進 浞を呈 せし は、 主 として 戰勝 による 淸國 開港 場の 新設 と、 邦 人 の 

市場 開發に 努力せ る 結果な， 5。 殊に 我 日本 郵船 會社 は旣に 前期 以來 經營 せる 

上海 航路. 北淸 航路の 外、 曰 淸戰後 支那 各地に 航路 を癀 張し、 同 二十 九 年に 歐洲. 濠 

洲に 至る 線 を 開ける あり、 之と 前後して 大阪 商船 會社も 長江 線 を 開始 し、 此 等 は 

直接 間接に 我對淸 輸出に 貢獻 せし こと 少 から ざり き。 玆を 以て 明治  一二 十三 年 

北淸 事件 起る や、 一 時對淸 輸出 を 妨げた る も 忽ち 恢復し. 我 商權の 根柢 旣に 牢乎 

として 拔く ベ からざる に 至 ぬ。 然れ ども 淸國賀 易が 旺盛と な. 9 しこと は卽 

ち 香港 經 由の 對淸 輸出 を 牽制せ しこと にし て、 之 が爲め 香港の 地位が 比較的 劣 

勢と な， 9 し は 又 止む を 得ざる な， 9。 

淸國に 次ぎ 增 進の 大な b し は米國 及び 英國 な， 9。 卽ち 前者に あ.^ て は此期 
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倍 餘の增 進に て， 本 期 を 通じ 第二 位 を 保 ち、 後 者 は 

英國は 前期に 於て 進 勢 稍.、 停頓 の 姿 

は、 日 淸戰宰 の 勝利と 當時 締結 せら 

邦 品 需要の 旺盛な. 5 しに 因るな る 

1 關 税法に より 關稅の 重 課 あ り、 同 

等 あ， 5 たれ ど も、 神 芦 港と して 從來 

般の總 額 を 多から しめたる なり。 

發達 をな し、 印度 は、 本 期に 於ても 

是れ此 頃より 我 黄燐 憐寸の 販路 

出の 加 はりし が 故な， 5。 若し 本 期 

段の 進步を 遂げし ならん。 

於て 本 期坩進 率の 大 なる もの を 海 

百 萬圓 以上の 轍 出 をな し、 神 S- 港の 

我 海運 及び 工業の 進歩に 伴 ひ、 我 製品の 販路 を 得 

邦人 發展の 結果な， 此他獨 逸. -ぉ 洲. 佛閬 西. 英領 


よ.^ 大な. 5。 

を挽囘 したる 

て、 英國に 於て 

十 年 .デ<  ン グ レ 
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子等 加 はり、 一 
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肌 著 等の 新 輪 
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峡 殖民 地 及び 布哇 とな 

重要 輸出 國と なれ， 5。 

たる 爲 め、 後 者は此 地に 

亞米利 加 も 亦 k« 萬圆以 
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上に 達 し、 比 律 賓は此 等に 及ば ざ 

更に 輸入 國を觀 察する に 明 治 

三 十 一 年 印度. 米國の 爲 めに 凌駕 

i な り、 其 優越なる 地位 を 失 ひた 

に變 化せし ことによ る VJ 雖 も、 英 

非ざる や。 尤も 本 期の 初めに 於 
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b 彼此 相 合して 我 輸入 を 減殺し 
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印度の 輸入が 異常の 增進 をな 

も此 期の 初め よ り、 日 本 郵船 會社 

を 致した る 最大 原因な b。 之に 

印度 輸入 は， 本 期 中 實に約 六 倍の 

印度に 次ぎ 米 國の增 進 率大な 
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祌戶市 i  ^錄 二 神 戶 港外！： 贸 Is の ニニ 四 

漸次 其 額 を 加へ たると. 麥粉 及び 小麥 竝に軌 條. 機 械 類が 初めて 本 期に 於て 著し 

き 額に 達せし に 因る。 若し 夫れ 淸國 よりの 輸入 激增 したる は、 主 として 我國の 

原料 品 及び 食料品 需要の 增 加に 基く と雖 も， 一は 明治 三十 年 我國が 金貨 本位 國 

とな. りしに 其 後 銀價の 低落 止ま や、 銀貨 國 たる 淸國 よ. 5 の 輸入 を 促進せ しめた 

る こと 其 因 をな し  >  なる ベ し。 然れ ども 其增加 率が 印度の 夫れ の 如く 犬なら 

ざ る は、 主 として 支那 綿の 印度 綿に 劣る が爲 め. 其 雷 要の 制限せられ しに 因る も 

のな， 9。 

び S 此^ 四 國 以外に 於て 獨 逸よ &の 輸入が 三倍 餘に 達せし は、 諸種 染料 及び 原料 

IS 印度 等  . 

用 製品の 增 加に 因せ る ものにし て、 佛 領 印度が 年に よ、 り 盛衰 常な き は， 其 主たる 

楡入 品た る 米が、 內 地の 豊凶に よ， 5 て 支配 せらる , が爲 めな， 0, 他の 佛蘭 西以 

下の 諸 國に至 b て は， 皆 何れも 或は 內 地に 發 達した る 工業の 原料 を输 入す るか 

或は 食料 を 供給す る ものにして. 輸入 貿易の 盛衰 は 重に 其 品種の 上に 繋 かると 

言 ふべ し。 而 して 諸 地方 中. 前 期 迄 神 S- 瑜入 國中樞 要の 地位に 在， りし 香港 は、 本 

期に 於て 漸次 退步 し. 明 治 三十 六 年に は 僅かに 四十 一 萬圓に 過ぎす し て， 殆 ん ど 

其 存在 を 認められ ざるに 至 b ぬ。 是れ 全く 仲繼 港の 性質の 然 らしめ しものに 


して、 海運の 發達 及び 直接 貿易の 進步ょ 當然陷 る ベ き 運命な. 5 と 言 ふ ベ し。 

第 四 期 自明 治 三十 七 年 至大 正 二 年 

前期との 比 日露 戦役よ ，0 '世界大戦の 前年に 至 る 十 年間 は、 戰 勝の 餘威 によ， 5 貿易 も亦發 

较 

. 展 したりと は 云 へ， 之 を 我國賀 易の 全體 より 見る も、 之 を 神 e- 港の 上よ， 5 見る も. 

之に 先 だつ 十 年間 卽ち日 淸. 日 露兩役 間の 夫れ に 比すれば、 一 般に其 進運遲 緩な 

りき。 此を 以て 神戶 港と 通商 國 との 關 係に 至， 9 て も， 亦 前期の 如く 大 なる 變動 

をな し 、 もの 稀に し て、 大 勢よ， 5 云 へ ば 前期の 趨勢に 從へ る ものと 云 ふべ し。 

今 本 期に 於け る 各 通商 國の關 係 を 表示 すれば 左の 如し。 
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本 期 に 於け る 輸出 國 中、 支 那は 依然として 其 覇者た る を 失 はす。 唯其增 進の 
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米國 


香港 


神 戶市史 s ；錄ニ 

程度に 至. 9 て は、 前 期 の 

しに 過ぎす。 是 れ經濟 

楡出を 不利なら しめし 

低落し 其 購買力 を 減じ 

.5、 同 四十 四 年に は 支那 

めしに 因る。 夫れ にも 

立の 結果に 外なら す。 

支那に 次げる 米國は 

ぎ ざ る は， 第 一 の 輸出品 

が 彼 地に 於け る 課稅率 

帽 子. 麥 稃眞田 等の 增額 

三位た. o し 香港 も、 其增 

たる もの は， 香 港への 我 

を 便と せる 點 砂から ざ 

此の 三 地方に 次ぎて 


神 戸 港外 國貿 易の 2  一三 八 

夫れ の 如く 大 ならす し て， 全 期 中 一 倍 七 分の 進步 をな し 

上に は 彼 地に 於て 綿 業. 憐 寸業 等の 發展ぁ b  、之 が 爲め我 

外、 明 治 三十 七年來 支那に は 風水害 凶作 頻， -に臻 ，0、 銀價 

たるに よ b  、又 政治 上に は 明治 四十 年 來日貨 排斥 事件 起 

革命 戰爭 勃發 し、 內 外の 事情 は 我對支 輸出 を 不振なら し 

拘 はらす 尙ほ進 運 を 持續し 得た る 所以 は， 全く 我 商權確 

其 進步又 甚だ 少 な く， 本 期 中 僅かに 三 割 餘を增 し、 に 過 

たる 茶が 漸次 清水 港に 移 b しと、 第二の 輸出品た る 花筵 

の變 更の爲 め， 輸 出 を 減じた るに 因る ものにして. 僅かに 

によりて 辛うじて 第二 位 を 失 は ざ b しのみ。 而 して 第 

加 率 固より 大 ならす。 去. 5 ながら 尙ほ其 地位 を 保ち 得 

輸出 は 多く 雜貨 にし て， 東. 南 洋 各地 へ の 仲繼上 香港 經由 

るに 因れ， 9。 

英領 印度 及び 英國ぁ b  、其 中 印度 は 本 期 中 約 四 倍 弱の 增 


進 をな し、 他 の 諸國に 比して 其率大 なり。 其 然る 所以 は、 印 度に 於て 漸次 我 商品 

に對 する 嗜好の 開拓 せられし 爲め にし て、 其 輸出品 目 も 漸次 精製品に 移りつ , 

あり。 英國も 一 進 一 返 ありと は 云 へ、 亦增 進率大 なる は 前期の 惰 勢の 然 らしむ 

る 所なる と 共 に、 銅 の 輸出 多 か， 9 し と 、貝 釦. 魚 鯨油の 如き 新進 貿易品の 加 はりし 

こと 直接の 原因な り。 而 して 日露 戰役 及び 明治 四十 三年に 開かれた る 日英 博 

覽 會 も、 亦 我 商品の 紹介に 與っ て 力 ありき。 

其 他の SS 國 以上 五 地方 は 本 期に 於け る 主要 輸出 國 なる が、 獨 逸 以下の 他の 諸國 にあ， 9 て 

も、 多 く は 我 工業製品の 輸出 增加 によ b 皆 若干の 進步を 見た， 9。 而 して 本 期に 

於て 新たに 重要 輸出 地方と して 加 はりし ものに、 關東 州. 海 峽 殖民 地. 蘭 領 印度 あ 

り。 關東州 は 戦勝に より 满洲が 我 勢力下に 歸 せし 當然の 結果に して， 海峽 殖民 

地. 蘭 領 印度 は、 我 雜貨が 恰も 此等 地方 住民の 民度に 適 し、 南 洋 各地に 販路 を 獲得 

せる を 意味す。 

楡人國  更に 輸入 國を考 ふる に、 前 期に 於て 第 一 位 を 占めたる 英領 印度 は、 本 期に 入.^ 

0* 度 

暫 らく 雌伏の 狀 態な b し が、 是 れ主耍 商品た る 繰 綿が、 內地 財界の 反動より 其 需 

要 を 減じた ると 印度に 於け る 凶作との 爲 めな. 5。 玆に 於て 明治 四十 二 年頃よ 
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恢復した， 9。 
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北 淸を戰 

ふるに 最 

き 物資 少 
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6。 而か 

倍 餘の增 

く、 其 原因 

り。 若し 


凌 ぎ、 殊 に英 國に對 して は 


鐵. 毛 織物 等 同 一 商品 を 以て 競爭 し、 總 額に 於て 漸々 英國に 迫り 來れ り。 若し 世 

界大戰 なか， 9 せ ば、 次 期に 於て 或は 英國を 凌駕したり しゃも 知る ベ から ざり し 

なり. 是れ獨 逸の 工業が 大戦 前に 於 て、 漸 次 英國の 地位 を 奪 はんとしつ , f 

し 一 縮圖と 見る を 得べき か。 

其 他の 諸國 爾餘の 諸 國中本 期末 年の 輸入額 一 千萬圓 以上の もの は佛領 印度の みなる も. 

是れ 前年に 於け る 我國米 檟騰責 によれる 思惑 輸入 多き が爲 めに し て、 特 殊の事 

情に 基く。 暹羅も 亦 同 一 の 原因に より 本 期末 稍 "其 額 を 加へ た， -。 此等 地方 以 

外に 於 て、 繼 績 的の 增進を なせる もの は 濠洲に して 本 期間の 增進 率實に 八倍餘 

に 上れり。 此 現象 は 一 に 濠洲 羊毛 輸入の^ 增に歸 すべ く、 濠 洲の 原毛 は 本 期に 

於て 初めて 我國 毛織 業の 主要 原料と なりし な， 9。 濠洲に 次ぎ 蘭領 印度の 輸入 

增加は 我 精糖 業の 原料 糖と して 瓜哇 糖が 有利た b しによ る。 

第五 期 自 大正 三年 至大 正 七 年 

世界大戦の 大正 三年に 勃發 せし 歐洲 大戰亂 は、 歐洲 にあ， りて は 奈翁戰 爭以來 の 大事 變な 

.9 しと 共に、 其餘勢 米. 亞 ニ大洲 の諸國 にも 及び、 之 等 を 亦 交 戰國セ らしめ しかば、 

世界の 貿易 市場に 一大 變動を 惹起せ し は當然 なり。 されば 我 神 港の 貿易 上、 
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殊に 通商 國的閻 係に 於ても， 問港以 來經來 b たる 趨勢と は大に 異なる 現象 を呈 

したり- 今 大正 三年 乃至 同 七 年の 通商 國的關 係 を 表示せば 左の 如し。 但し 本 

期に ありて は 其 間に 內 外物 檟の 暴騰せ る あ 各 國の， 計数 上の 差異が 直ちに 其 

S 易の 實 救の 差と ならざる は 勿論な， 9, 
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本 期に 於け る 輸出 國 は， 或 は從 來歐洲 品の 販路た りし 地方 か、 或 は戰爭 による 

軍需品 及び 食料品 需要の 急な b し 方面に 大 なる 發展 をな し、 前 期に 於て 輸出 盛 

な. 5 し 支那の 如き は、 其 檟 額の 增加は あ b たれ ど も、 其 赏數 上の 增額は 微小 な ，5。 

^期末に 於て 楡出國 の 第二 位 を 占め 居た る米國 は、 歟 洲戰爭 への 參戰以 來、 急 

に 神！ よりの 輸出 を增 し、 本 期に 於て 第 一 位と な ，5 ぬ。 之に 伴 ひ 輸出品 も變化 

し、 從 來神 の對米 輸出品と 云 へ ば、 重 に 工作品に して 天 產物は 少量な， 9 し に、 本 

期に 於て は 豆 額. 椰 子 油. 茱 子 油が 輸出品 目の 首班に 列した り。 又 汽船の 輸出 も 

あ. りき。 此等は 疑 もな く戰爭 に よる 一 時 的の 輸出品な， 9 と雖 も、 假 令 叱 等 を 除 


き て も、 尙 ほ 其進況 著し く、 殊 に 前期 迄 殆んど 其 輸出 を 見 ざ.^ し燐寸 が、 米 國に其 

市場 を 見出せし は、 我 工業の 爲 めに 特筆す るに 足る ものな， 5。 

米國に 次げる 支那 は、 上 述の 如く 其 檟額は 約 七 割の 增進 をな したる も、 物 檟 の 

騰貴に 對 比して 其 進 浞微々 たる は、 前 期 以來釀 成した る 國內の 政 爭日を 追うて 

甚 し く、 內 亂相 踵ぎ 經濟界 を 脅し、 こと 大 なる と、 銀 塊 相場の 騰落 大 にして 支那 

市場 を 不安定なら しめしと に 因る と雖 も、 特 に 我 輸出 貿易に 取りて 打撃た し 

は、 大 正 四 年の 日 支交涉 事件 後に 起 b たる 排貨 運動な りき。 然， 9 と雖も 支那 市 

場に 於け る 我 商 權は旣 に 其 基礎 鞏固に して， 尙ほ 歐洲品 輸入の 杜絕 する あ り、 我 

商品 は 幾多の 妨害 を排 して 其 販路 を廣 め、 精糖. 燐寸 軸木. ゴ ム タイヤ ー の 如き 新 

商品 を 加 ふるに 至りぬ。 殊に 關東 州に 於て は 我 企業の 旺盛なる あ り、 又 其 背 域 

たる 満洲 は 支那 政爭の 渦中に 在ら す、 從 つ て 戦時中の 輸出 增 進の 勢顯 著な， 5 き。 

而 して 同じく 支那 を 背景と せる 香港 は、 前 期に 於て 支 那. 米 國に 次ぎし が、 本 期 に 

於て 其の 增進 率大 なら す、 遂 に 本 期の 末に は 第 七 位に 下， 9 たり。 是れ 香港 は 元 

來仲繼 港 なれば 戦時中 船腹 不足の 爲め其 特色 を發 揮し 得 ざ りし と、 且 つ は 其 背 

域た る 南 支那が 最も 日貨 排斥の 盛なる 地方な b しに 因ら すん ば あらす。 
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祌パ * 史 刖錄ニ 紳戶！ $ 外國 H 易の 變遷  一四 六 

英铂 印度  香港に 代 h- て 本 期 中 第三 位に 進みた る を 英領 印度と なす。 本 地方への 输出 

は旣に 前期より 穏健なる 發達を 遂げ 來り たる に、 歐 洲戰亂 の 勃發は 忽ち 英本國 

よ b の 供給 を 奪 ひたれ ば， 其 最大の 需要 品た る 綿 絲. 綿 布. 綿 メリ ヤス 類 は、 恰 h 我 

商品の 代る 所と な 嘗 て は 彼 地より 我國 へ 輸入した.^ し綿絲 は、 今 ゃ我國 よ， り 

^出せら る、 に 至 、りたり。 玆を 以て 本 期 五 年間に， 對印 輸出 は 假令價 格の 騰貴 

ありた. o と は 云 へ、 五倍 餘の增 進 をな し. 戰 後と 雖も猝 に 其 地位 を 失 は ざ り さ。 

印度、 英領 印 皮と 略 ぼ 同 一 事情の 下に ある もの を、 蘭領 印度. 濠洲. 海峡 殖民 地. 比律賓 . 

紊、、 

蛾民 地- 比 埃 及. 佛 領 印度と なす" 何れも 戰 前に 於て 順調の 發達 をな し來 し も、 殊 に戰亂 

、埃 及、 

印度 以後 此等 諸國は 歐洲の 各本國 及び 獨 逸品の 供給 を絕 たれ、 止む を 得す 盛に 我 商 

品 を 購買せ る ものにし て、 其 增加率 五 年間に 四 倍乃圭 四十 倍の 多き に 及ぶ。 然 

れ ども 其 膨脹の 急激な りし だけ 又 其 基礎 も 薄弱 な りし か ば、 戰 後 其 地位 を 失 墜 

せる もの 多き は 遣 威な h 'とす。 

夾5« 佛  飜 つて 歐 洲諸國 の 狀況を 見る に、 英國 は戰前 輸出 國 として 第五 位に 在 り、 進 步 

の 中に も 稍..^ 縮 の 傾 ありし に、 本 期に 入る に 及び 銅. 盟 鉛の 如き 軍需品と 澱 粉. 豆 

の 如き^? t 品 及び 汽 船. 線 ノ リャ ス肌 著の 如き 工作品の 輸出 增加 せる あり、 大正 
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期の 終に 英國に 次ぎし 獨逸 は、 開 戰 後 忽 ち 通商 關 

輸出 貿易 表 中より 除かれ、 之に 代りて 佛蘭西 へ 

間に 十倍 以上の 增進 をな せ- 9。 其 輸出品 目に 

此他露 領亞細 亞は戰 役 前 迄 一 般に 取引 微小に 

戰後は 一 時 軍需品の 輸出 巨額に 上りた り。 然 

にして 再び 衰 へぬ。 尙ほ 戦時中 新たに 輸出 國 

ル竝に 亞爾然 丁 地方 あり、 歐亞 間の 航路が 潜航 

阿迂 廻と な 又 我 南米 航路の 開始に 伴 ひて 發 

品 及 雜貨を 輸出す。 

更に 眼を轉 じて 輸入 國を觀 察せん 

領 印度 は 第三 期の 末 以來槪 ね 首位 

の 輸入 漸次 增大 し， 本 期の 末 


國 よ 

第一位に 上， 9 ぬ。 斯く 米國の 地位 向上 は 
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海峡 殖民 地. 蘭 領 印 度. 佛 領 印 度. 比 律賓 及び 濠太剌 利の 十二 地方と なす。 此等諸 

地方の 贸易額 は、 全 期 中 皆 何れも 進步の 趨勢 を 示す と雖 も、 神 芦 港 貿易の 總 額に 

對 する 割合 は. 時 によ， 9 固よ， 5 變化 ある を 免れ や。 仍って 左に 明治 六 年 以來每 

十 年に 就 き， 各 地方の 貿易 額竝 びに 神 ^港 輸出入 額に 對 する 割合 を 示し， 其 推移 

の 跡 を 比較 せんと 欲す。 
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鰣 戶市史 ^錄 二 神 戶 港外 國 S 易の 變連 


1 五 二 


通商 國 R の 

坩加 


通商 M 的關 

係 铤 化の ぬ 


備考 本 表 中 W 

藏文 杏に 

以上の 表に 據 b 

地方 數 少な く、 從 つ 

すと 共に 其 割合 小 

例外 を認 むる もの 

平衡に 進む もの ， 

更に 谷國 別に 就 

も、 英 國. 米 國の 如き 

那. 香 港. 英 領 印度 及 


治 六 年分 は 前 S 「各 港 輪 出入 物 品 表」 の 計數 ^抹 り-同 十五 年分 は 神 戶稅關 所 

f: 同 二十 五 年 以下 は 「神 戶 港外 國 S 易槪 況」 中 より 抄錄 す。 

て 先 づ觀取 せらる , は、 神 港の 通商 國が 明治 初期に 於て 其 

て 各地 方の 總 額に 對 する 割合 大な， 9 し に、 漸 次 地方の 數を增 

となりた る ことな， 9。 尤も 時に 支 那. 印 度. 亞 米 利 加 等に 於て 

あ る は、 是 れ或 重要 商品に 輸出入の 偏重せ る 結果に し て、 再 び 

D ン。 

•S し 

いて 考 ふる に. 明 治 初期に 在 .5 て は、 輸 出に 於ても 輸入に 於て 

歐 米諸國 へ の 割合 大な りし に、 近 時に 宝 りて は 輸出 は 專ら支 

び 南洋 諸 地方に して、 輸入 は 英領 印 度. 米 國. 英 國. 獨 逸 を 主 i す。 


此 通商 國的關 係の 璲化は 何 を 以て 說 明すべき か、 旣 に 前段の 所 說に盡 し 


雖 も、 其 原因 を 大別せば 一 に 對手國 自身の 狀浞 と、 一 は我國 殊に 神 UI 港 附近の 事 

情に よる ものな り。 對手國 自身の 狀浞と は、 卽 ち 此等諸 國に於 て、 或 は 政治 上の 

事由に よ，^ 或は 經濟 的關 係より して. 對神 S- 港 貿易 を 隆替 あらしめ しものに し 

て、 例 へば 英國 よりの 輸入が 全 期の 前半 は 他の 諸 國に對 し 優越なる 割合 を 有し 

居た るに、 後半に 於て 退步 せし は 第 十九 世紀末よ b 英國の 工業が 漸時退 步の傾 

向 を 生 じ. 動 も すれば 獨 逸. 米 國の爲 めに 凌駕 せられん とする の有樣 な， 9 しかば- 

其 片鱗が 又 神 P 貿易 市場に 顯 はれた るが 如き 是 なり。 又我國 殊に 神 芦 附近の 

狀況に 基く 變 化と は 支 那. 印 度 諸 地方への 輸出 增進 したる こ と， 及 び米國 への 輸 

出 は 寧ろ 其 割合 を 減 じ、 輸 入 は其壻 進率大 なる が 如き ことにし て、 是 前者 は 恰も 

我國 殊に 神 B- の 背 域に 於て 此等諸 地方に 適する 工作品の 產出ぁ b たる と、 後 者 

卽ち 米國の 場合 は 神 II； 附近に 生 絲の產 出 少なく 從 つて 輸出 率の 狨じ たるに、 恰 

も祌^ 港 背 域に 於て 需耍 する 棉 花. 鐵 類が 米國 よ， 9 の 輸入 を 便と せし 故な， 9。 

最近の 重 * 以上の 諸 原因に よ， 9 其 結果と して 現 はれた る 重要 通商 國の 最近の 地位 を考 

査 する に、 輸 出入 を 平均 し、 大 正 元年に 於て 其 率 最も 大 なりし は、 關 東 州 を 加 へ た 

る 支那に し て、 祌 戶港 貿易の 二割 二分 を 占む。 次 は 英領 印度に して 一 割 八 分 五 
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g の 大陸^ 

的 推移 


厘， 次 

分， 英 

た ち- 

後と 

よ . & 

J,  *K 


神！ 1 市史 ^錄ニ 紳戶 港外 國宜 屡の ©- W- 

は米國 にして 一割 一 分 五 厘な 然る 

六 分 五 厘に 減じ， 米 國はニ 

戰 te- の變調 な.^ と雖 も、 之 

化 は あらざる べし。 兎に 

重鎭 にして、 大正 七 年頃 此 

な ち。 


領 印度 も 一 割 

. 是れ 固より 

雖も甚 しき 變 

S- 港 通商 國 の 

四 分 を 占む る 


一 五 四 

に 大正 七 年に 至、 りて 支那 は 

割 八 分 五 厘 に增加 

を 其 輸出入 商品の 

角 此の 米 國-支 那. 英 

三 地方に て、 祌 0  0 


治 初年 以來我 

出 上よ b 見れ 

加洲 W 易之 に 

間に 於て 年に 

こ は 寧ろ 外に 屬 

^ 酋位を 占 め， 同 一 一 


づ 0 

米 利 

し 牝 


ま 九 

し 第 一 位に 進み 

性質よ， 5 見 て、 今 

領 印度の 三 地方 

出入 貿易 平均の 


大陸 別 的 観察 

國外國 貿易の 通商 國に就 

ば、 明 治 十六 年 迄 は 欧羅巴 

次 ぎ、 對 亞 細亞洲 貿易 は 常 

よ &、 歐. 米 兩洲其 位 IW を換 

す。 然るに 明治 十七 年以 

十一 年の み は歐羅 巴洲第 


て 

琴 J 

し 


位 

羅巴洲 な b し も， 稀 に亞細 亞洲の 之に 代 はる もの 


之 を 大陸 別よ 

對する 貿易 最 

歐. 米洲 貿易に 

ことなき にし 

二十 八 年 迄 は 

に來れ 

あ， GS き 


b 觀 察する に、 先 

も 盛に し て、 對 亞 

及ば ざち き， 但 

も あら ざ， 9 しも 

^に亞 米 利加洲 

而 して 第二 位は歐 

從 ひて 亞細亞 洲は依 


然として 第三 位に ありたり。 然るに 明治 二十 九 年 以後に 至る や、 亞 細 亞洲は 一 

躍して 第 一 位 を 占め、 亞米 利加洲 第二 位に 居 b 、歐 羅巴洲 第三 位に 下りたり。 此 

順位 は 大正 七 年に 至る 迄 常に 一 定 して 殆んど 例外 を 見 ざ. 5 き。 

輪 人  次に 輸入に 就いて 見れ ば、 明 治 初年 以來同 四十 年 迄歐羅 巴洲は 常に 第一 位 を 

占 め、 此 間 時に 亞細 亞洲が 首位 を 占めし こと あれ ど も、 僅 に 五ケ 年に 過ぎ 中。 而 

して 第二 位 を 占めし もの は亞 細亞洲 にし て、 亞 米 利 加洲は 常に 第三 位に ありき。 

然るに 明治 四十 一 年 以來亞 細 亞洲は 第 一 位に 上り、 大正 七 年 迄 毫も 變化 なく、 第 

二位に ありし もの は 歐洲戰 役前歐 羅巴洲 な. o し が、 戰 役 後 は 亜米利加 洲と なれ 

從 つて 第三 位 を 占めし は 歐洲戰 役 前 亞米利 加 洲、 以 後は歐 羅巴洲 な， 9。 

由是観 之， 我 國 の外國 貿易 は、 其 初めに 於て 輸出入 共 對歐洲 貿易 を 主と せし が 

中頃 輸出 は 對米洲 貿易に 轉 じ、 輸 入 は 依然として 對歐洲 貿易 行 は れ、 近 時に 於て 

輸出 人 共亞細 亞洲を 主たる 通商 地方と なすに 至れる ものな り。 

推移の 原因 此我國 外國賀 易が 經來， 5 た る 通商 國の 大陸 別 的 推移 は、 抑 も 何 を 語る ものな 

る や。 蓋し 一 國 一 地方が 尙ほ產 業 幼稚なる 時代に 於て 文明 諸國 と接觸 し. 之 と 

通商 關係を 結ぶ に當， 5 て は、 先 づ自 國に產 する 天產物 或は 手工に よる 特產物 を 
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彼に 提供し， 彼 

す。 產業 漸く 


必要と 

交通 運 

の 時代 

を 作製 

稚 時代 
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文化 稍 

如上 

傾向に 
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する 文 

輪の 發 
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して 全 
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ベ し- 
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よち 機械工業 による 全製品 を受 くる こと を以 て、 貿 易 の 常 態 と な 

進み 機械工業 稍-起る に 至. 5 て は、 半 製品の 製造 盛と な i ら之 

明國に 輸出 し、 彼 よ.^ は 依然として 全製品 を 仰ぐ。 更に 文明 殊に 

達 し， 自 由に 他國の 原料 を 輸入 し、 諸 工業 を營み 得る 所謂 自由 產業 

る 時 は， 我 よりも 文化 遲れ たる 地方より 原 料. 食 枓を 輸入 し、 又 此 等 

製品と な し， 其 地方に 輸出し 得る に 至る。 此 時代に 及べば 產業幼 

商 國關係 全く 顛倒 し、 输 出入 共 文化 未-た 進まざる 地方との 閥係密 

要するに 一 國 貿易の 進步 する に從ひ て、 對 文明 國 との 關 係よ h- も 

る 地方との 關 係が 重要と なる は 自然の 歸趨 な. 5。 

は 一 國 貿易の 進 步に伴 ふ 一 般の 過程な. 5 と雖 も， 其 然る 所以 は、 此 

とが 卽ち 貿易 を 有利なら しむが 故にし て， 又實に 貿易の 常道た.^。 

言 ふ や、 惟 ふ に 貿易の 事た る專ら 利の 存 する 所に 趨 き、 難 きを 避け 

を 以て 自然の 理 となす。 一 國 にして 文化 進みた る 地方と 貿易す 

二 般に 利潤 少なき 天産物 を 輸出 し、 我 に 獲る 所 少な く、 我 に 全製品 

所大な h,。 適. 、工作品 を 文明 國に輸 す こと ある も. 生 產の 規模 小な 


る爲 めに 彼の 需 めに 適せ 卞、 取 引 上の 困難 多くして 又 利潤の 見る ベ きものな し。 

然るに 文化 稍" 劣. o たる 地 方と 通商す る や、 彼 地よ， り 低廉なる 原料 を 輸入し 之に 

加 ェ し、 製 品と して 再び 彼 地 へ 輸出す る を 得 ば、 其 利 盆 を 二重に 收め 得、 而 かも 其 

取引 容易に して 貿易 上 最も 有利な り。 加 之 文化 劣りた る 地方 へ 輸出す ベ きェ 

ブライスべ ス チン ムテ 

作品 は 所謂 主價 工業 品 たるべく、 從 つて 之が 製造 上よ， 9 見れば ヹ 業の 規模 を大 

にし 多くの 原料 を 使用 し、 所 謂 大量 生產の 組織に よらざる ベから す。 玆に 於て 

原料 製品の 輸出入 共に 交通 運輸 を 盛大なら しむる の 利 あ り、 之 が爲め 更に 貿易 

の 發達を も 促す ものな り。 殊に 同 一 地方よ b 原料 を 輸入し 其 製品 を 輸出す る 

場合に は、 爲 替關 係を圓 滑なら しめ 賀易 上の 利便 亦大 となるべし- 玆に 於て 一 

國 貿易の 理想 は 蓋し 文化の 進みた る 地方より は、 寧 ろ遲れ たる 地方に 向 ふ 所 を 

以て 常道と なすべ く、 明 治 初年 以來我 國外國 貿易に 現 はれ 來 りたる 變遷 は、 卽 ち 

此 過程 を 示せる ものと 云 ふ ベ し。 

神 戶外國 K 我 國外國 貿易の 大陸 別 輸出入の 推 移. 斯 くの 如しと すれ ば， 我 钟！ I； 港の 夫れ も 

^の 大陸 別 

的 推移 亦 大勢に 於て 勿論 此 趨勢に 從ふ ベ きものな. 9。 然 ，5 と 雖も神 芦に は 又 特殊の 

通商 關係を 有する を 以て、 必ら すし も 常に 我國の 大勢と 一 致せ す、 殊 に 大陸 推移 
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の 年次に 至りて は大に 我國の 大勢に 異なる もの あり • 先づ 下の 表 を 一 瞥 せん 

神 P 港 大陸 別 貿易 價額及 輸出入 全額に 對 する 割合 表 
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Bi 欧米 三大 上表 及び 他の 神 芦 税關 調査の 統計表に よりて 按 する に、 全 國の 輸出に 於て は 

陸の 輪出關 

係  明治 十六 年 迄 第 一 位 を 占めし 大陸 は 歐羅巴 洲に非 すん ば亞米 利加洲 な- 5 しに- 

神 芦 に 於て は 明治 十 年 旣に亞 細 亞洲は 全額の 四 割 を 占め 第 一 位に 在 b 、後年 雄 
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飛すべき 方面 を 夙に 暗示した， 9。 其 後 一 時 亞米利 加 洲に其 地位 を讓. 9 た. りし 

も， 明 治 二十 年に 至 b 亞細 亞洲は 再び 第 一 位に 進 み， 全 額の 三 割 八 分 を 有す。 之 

よ， 9 後 最近に 至る まで 僅かに 丁 二 年の 例外 は あ、 りたれ ど も、 亞 細 亞洲は 常に 神 

芦 輸出 貿易の 摒 者た， 9 き。 此 現象 は 明治 二十 年 來對支 那. 香 港 貿易の 隆盛 V」 な 

h し 結果に し て、 專 ら燐寸 及び 銅の 輸出 增 加に 基く。 何れにしても 祌！ II の 轍 出 

K 易が 明治 二十 年 來旣に 對亞細 亞洲を 第 一 位 V」 する に 至， 9 し は、 特 筆す るに 足 

る ものにし て、 全 國の输 出 貿易が 最も 多く 亞細亞 洲に向 ひし は 同 二十 九 年 以後 

なりし に， 神 B- は 之に 先つ 約 十 年 旣に此 傾向 を 現 はした るな り。 

更に 第二 位に ある もの を 見る に. 上 述の 如く 全國の 輸出 順位よ， 9 云 へ ば 歐. 米 

二 大洲は 明治 二十 八 年 迄 其 順位 一 定 せす， 明治 二十 九 年 以後に 於て 亞米 利加洲 

は 常に 亞細亞 洲に對 し 第二 位に 來 ，9、 其 地位 一定せ. o。 然るに 祌 芦の 貿易に 於 

て は 亞米利 加洲は 明治 初年 以來 殆んど 常に 歐. -亞 ニ洲の 何れ かに 次ぎ 第二 位に 

あ b 同 二十 三年 來は槪 ね亞細 亞洲に 次ぎ 同 四十 年に 至る 迄 毫も 其 順位 を換へ 

ざ りき。 由是觀 之全國 近時の 趨勢た る 亞米利 加洲の 第二 位た る こ V」 は 神！ H- に 

於て 又 早く 其 兆 を 示した る ものと 云 ふべ し。 


亞 細亞洲 及び 亞米利 加洲の 順位 此 くの 如し VJ すれば、 歐羅 巴洲の 地位 は 之に 

よ b て 了解 せらる ベ く、 全 國に 於て は 明治 初年 來同 十六 年 迄 第 一 位 を 占 め， 同 十 

七 年 以後 槪 して 第二 位 ど な .5、 同 三十 年 以後 は 常に 第三 位に 下りたり し が、 神 戸 

にあら て は 同 十 年頃 よら 歐洲旣 に 第三 位 ど して 极 はれ、 時に 亞米利 加洲の 之に 

換， o しこ と ありし も、 同 二十 三年 以後 は 全く 第三 位に 固定した， o。 卽ち 之に 於 

て も 亦全國 近時の 傾向に 先ん する もの W 云 ふ ベ し。 

同 輪 入關係 飜 つて 輸入 關係を 見る に、 神 ^港に 於て は 又 全國の 夫れ W 稍" 異， 9、 全 國が 明治 

四十 年迄槪 して 第 一 位 を 占めし もの は歐洲 な， 9 し が、 神 10- にあ， 5 て は 歐洲の 第 

一 位 を 占めし は 同 二十 四. 年 迄にして 同 二十 五 年 以後に 於て 亞細亞 洲は第 一 位 

に 進み 其 後 殆んど 其 地位 を 失 は ざ， 5 き。 然も 其 全額に 對 する 割合 甚だ 大 にし 

て、 明 治 二十 五 年 以來殆 んど神 輸入の 半額 は亞 細亞洲 よ， 9 なさる  >  に 至りた 

り。 卽ち 歐. 亞 ニ洲は 全く 其 地位 を 顛倒した るな. 5。 是れ此 頃 以後 印度 諸 地方 

より 棉 花. 米. 砂 糖 等 原料 品. 食 料 品の 輸入 増加に 因る ものた る や 言 を俟 たす。 而 

して 明治 二十 五年以 來、 對 亞 細亞洲 輸入が 神 芦に 於て 第 一 位 を 占めし こと は、 又 

全國 貿易の 趨勢に 對 して 十 數年を 先ん せる もの VJ 云 ふ * へ し. 次に 第二 位に 來 
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れる もの を 見る に. 神 戶 に 於て は 上述の 關 係より し て. 明 治 二十 五 年 以前 は亞細 

亞洲 第二な りしに、 以後 は 欧羅巴 洲第 二位に 下れ. -。 但し 大正 四 年 以後 は歐羅 

巴洲は 第三 位 VJ なる。 是れ 勿論 歐洲 大戦の 結果た. 9。 斯 くの 如く 歐. S  ニ洲は 

全 期に 亙 b 輸入 上 第 丁 二位 を轉換 せし のみに て 第三 位に 下ら ざ h- しを以 て、 第 

三位 は 久しく 常に 亞米 利加洲 なりき。 但し 歐洲戰 役 後 亞米利 加 洲は歐 洲を凌 

ざて 第二 位に 進みたり。 

之 を 要するに 輸入に 於て も， 亞 細亞洲 が、 漸 次 歐. 米 二 洲に優 b たる は. 貿 易發達 

の 道程 上理の 正に 然る ベ き 所に し て、 殊 に 歐洲输 入 貿易の 衰微 が， 早 く 旣に神 

の 貿易 上に 現 はれた る こ S は 注目に 値すべ し。 但し 米 洲は神 B- の 背 域に 於て 

要する 鐵 材. 棉 花 を 供す る を 以て 近時 歐洲 よ り は 稍" 有利 なる 地位に あ.^ ビ す。 

以上 は專ら 亞. 歐. 米 の 三 大陸に 就いて 観察した る ものなる が、 神 戶 港に 取りて 

洲も亦 見通す ベ から や。 濠洲よ. ^祌 芦へ の 輸入 は 近年の 發 達に 係る も、 轍 出 

は旣に 全國に 先んじて 明治 十五 年頃よ り 相 當に行 はれ 漸次 隆盛と な、 りた， 9。 

唯 日 濠 貿易の 使命 は 寧ろ 輸入に ある を以 て， 近 時の 輸入 發達は 其 目的に 進みつ 

つ ある ものと 云 ふ ベ く. 此 點に 於ても 亦 神 to- は 全 國の魁 をな しつ , あ， 5。 
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各 大陸-」 對 通商 國の 大陸 別的關 係に 於て 神戶 港に 於け る 推移が、 全國の 夫れ と 異なる こ 

する 神戶貿 

易と 全國と と斯 くの 如し。 此 推移の 狀. 態 は 卽ち又 各 大陸に 對 する 神 卢 港 輸出入 貿易と 全 

S- 害 合 

國 との 割合の 變化を 反映す る ものにして、 今 明治 六 年 以來每 五 年の 神！ 港賀易 

が 各 大陸 關 係に 於て 全 國に對 する 割合 を 示せば 左の 如し。 

全國 大陸 別 賀易價 額に 對 する 神 の 割合 表 
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各 大陸に 對し神 戶 の 貿易 額が 全國の 夫れ に 比して 占む る 割合の 變化 は， 上 述 

の 各 大陸の 順位の 變 遷、 竝 びに 全額に 對 する 割合と 略ぼ竝 行す る ものにして、 例 

へば 亞細亞 洲が神 の 輸出に 於て 明治 二十 年よ ，9、 輸 入に 於て は 同 二十 五 年よ 

,9 第 一 位に 進みた る 時、 全 國に對 する 割合が 同 二十 年の 輸出入 共 四 割より 同 二 

十五 年 四 割 七 分 及び 四 割 五分と な り、 更 に 同 三十 年に 於て は 五 割 六 分 及び 六 割 

に增 進せ しが 如し。 其 後 亞細亞 洲の全 輸出入に 對 する 割合が 稍" 滅少 せし と 同 

じ く、 全 國に對 する 割合 も 稍 "減じ、 而 かも 尙各 大陸 中 最も 多くの 割合 を 占めつ > 
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ある こと は、 又 前 二 項と 竝行 すると 云 ふべ し。 他の 大陸 竝に 他の 時期に 於ても 

亦 略 ぼ 類似の 傾向 を 有す。 

近時の 状況 而 して 近時に 於け る 神 芦 港の 谷 大陸の 輸出入 が、 全 國の 夫れ に對 して 占 ひる 

割合 を考 ふるに、 大正 元年の 頃 亞細亞 洲は楡 出に 於て 全 國の四 割 輸入に 於て 五 

割 三分 總 額に 於て 四 割 七 分 を 占め、 輸出入 共 全國の 他の 諸 港に 比し 神 芦 は 最も 

多く 亞細 亞洲 に. 密接なる 關係を 有せる こと を 示す。 歐洲戰 後に 於て 此關係 は 

稍 "變じ 亞米利 加洲に 加重す るの 傾向 を 示し たれ V- も、 尙 大正 五 年竝 びに 同 七 年 

に 於て は、 亞 細 亞洲は 輸出入 全額 比例に 於て 四 割 二分 及び 三 割 七 分 を 有 し、 又 全 

. 國各 港の 首位に 在， り。 歐羅 巴洲は 歐洲戰 前に 於て は 其 輸入 率の 稍.、 大な る爲め 

輸出入 計に 於て 三 割 九分な、 りし も、 明 治 三十 年 來殆ん ど 進歩の 傾向 を 認めざる 

なり。 亞米利 加洲に 至りて は 輸出入 關係 近時 大に 改善せられ、 從 ひて 其 總額割 

合に 於ても 歐洲を 凌が ん とする の 勢 あ り、 神 は 歐洲ょ b も 米洲に 多く 向 はん 

とする の 傾向 を 示しつ、 あ， r。 然れ ども 此等三 大陸 は總額 比例に 於て 大正 元 

年 以後 は 全國の 二割 八 分 乃至 四 割 七 分 を 有 し、 全 國各 港の 貿易に 對し必 やし も 

神 は 非常に 優越なる 地位に 非 ざれ ど も、 唯 濠洲 に 至， りて は 神 IF  t リ I 係 おも 


密接に して、 大正 元年 乃至 同 七 年の 間に 於て、 輸出入 合計 は 全國の 夫れ に對 して 

四 割 六 分 乃至 五 割 七 分 を 有 し、 殊 に 輸入に 於て は 殆んど 全國の 濠洲 貿易の 過半 

は 神 に 於て 營 まる ， ものと 云 ふ を 得べ し。 是れ 全く 祌 の 濠洲に 對 する 地 

理的關 係の 然 らしむ る と， 神 芦 港 背 域に 於け る 工業の 特質に 職 由す る ものな り。 

而 かも 濠洲の 開發 進む と 共 に、 神 の對 濠洲 貿易 は 益" 振興 すべき ものなる ベ し。 

祌戶 貿易 は 以上 記せる 所を總 括す る に、 神 港 通商 國の 大陸 別的闊 係の 變遷に 就いては、 

我國 貿易の 

指南車 其. 大勢 は對 文明 國の 諸洲 より 漸次 文化 稍  <  遲れ たる 地方 へ 移る こと 全國の 傾向 

と 等しき も， 而 か も此 傾向 は 常に 全國の 夫れ に 先ん やる こと 數 年若く は 十數年 

の 早き に 及べ， 9。 其 何故に 此 現象 を 呈 する や、 惟 ふに 神 In- 港の 背 域と する 關西 

地方に 於て は 其 住民 一 般に 企業心に 富 み、 又 資 本 豊 富 な る を 以 て、 新 進の 企業 は 

先づ關 西に 起 漸 次 全國に 波及す る ものと 云 ふ ベく、 而 して 此 企業の 進展に 伴 

ふ 貿易 は、 先 づ神 In に 於て 其 新 現象 を發現 し、 之 が數 年若く は十數 年の 後 初めて 

全國 一 般 貿易の 傾向と なる ものと 信 せらる。 神 港 通商 國的關 係の 變化 は實 

に我國 外國賀 易の 方向 を 示す 指南車と 稱 する も、 敢 て 過當に 非ざる べし。 又 近 

時に 於け る 神 戶 港 貿易と 全國 貿易との 割合に 就い て 見る に、 神 の 貿易が 全國 
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祌 尸市史 刖錄ニ 神戶 港外 國 貿易の 變連  一六 八 

各 港の 夫れ に對 して 優越なる 割合 を 有する もの は、 亞 細 亞. 濠 洲の 如き 近時 我國 

贸易關 係が 發展 したる 地方に し て、 劣 勢なる. もの は歐羅 巴洲の 如く 我國 一 般貿 

易が 寧ろ 返步に 傾ける 地方な り。 玆を 以て 吾人 は祌 In- 港外 國賀 易の 全 國に對 

する 割合 も 亦我國 貿易の 趨勢 をト する に 足 る とも 信す るな， 9。 
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第五 章 仲繼賀 易の 發達 

仲繼 貿易 本 編 第 一 章よ ，9 第 四 章に 至る 間に 於て 叙し 來. 9 たる 神^ 港の 外國 貿易 は， 凡 

て税 關に對 する 輸出入 手 鑌を經 由した る 普通の 輸出入 貿易な. 5。 然るに 此貿 

易お^: に 別に 特殊の 貿易の 存 する もの あ り、 之 を仲繼 或は 通過貿易と なす。 本 

貿易 は 外國ょ b 輸送し 來り たる 商品 を、 一時 神 B- に陸揚 せし のみに て、^ び 之 を 

A 國へ 送出した る もの なれば、 一 般の外 國賀易 統計より 除外 せらる と雖 も、 其 數 

量 神 芦 港に あ b て は 決して 侮る ベ から す、 殊 に 近時の 發達 刮目に 値する を 以て 

左に 其 大要 を說述 せん。 

U 一一 一  四 神 芦 港の 仲繼 貿易に 關し 組織的の 調査 行 はれ， 從 つて 統計の 存 する もの は 明 

治 三十 五 年 以後に 屬す。 然れ ども 神 芦 港の 仲繼 貿易の 實は 明治 初期よ. 9 存し、 

積 旱積 返の 名に よ ，9 て 久しく 行 はれ 居たり き。 殊に 明治 三十 年保稅 倉庫 法制 

定 せられ 祌 芦 に 官. 私 設 の保稅 倉庫 設けら れ、 同 三十 三 年税 關假置 場 法發布 せら 

れ しか ば、 神 B- の仲繼 貿易 は大に 促進せられ し箬 な， 9。 然れ ども 此 等の 仲繼賀 
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大同 同 同 同 同 同 同 同 同 明 

正  治 

元 四 四 四 四 四 三 三 三 三 三 

十 十 十 十 十 十 十 十 十 
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四 三 ニー  九 八 七 六 五 

年年 年年 年年お 年年 年年 


四 四 四 三 ニニ 


と 入 I:  S: 年 明 
の ほ 其 物以活 
割物^  «a 後 三 
合 m  »  it 忡 十 
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五 八 
五 三 
八 二， 


輸移 出入 箧物噸 量 

一 、六 九 六、 六 五 五 

一 、九 0 四、 三 三 六 

二、 二 五 九、 1 oo 

二、 四 1 1、 八 八 六 

一一、 三 四 1 、四 九九 

一一 、四 o 九、 五 七 五 

二、 一 I  51 七三 

二、 ニニ 九， 六 三 一 

二、 七 0 七、 六 六 三 

二、 九 o 三、 七三 二 

=r  二八 五、 九 八 〇 


神 R. 市史 別玆 二 神戶 港外 國ほ "》 の as  一七 o 

易が 幾何の 額な b しゃ 正確なる 計数に 至りて は今徵 する に 由な し。 

明治 三十 五 年 以後 は 神 H- 稅關 によりて 年々 仲繼 貿易に よる 出入 貨物の 統針 

作製 せられし を 以て、 同年 以後 大正 七 年の 間に 於 て， 其 噸量發 達の 狀態竝 に 一 般 

貿易の 輸移 出入 貨物 噸 量との 割合 を 表示せば 左の 如し。 

祌^ 港仲繼 貿易 貨物 噸 量と 輸移 出入 貨物 噸 量との 比較 表 
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隨考 本 表の 噸量は 各 年 の 「神 戸 港外 國 S 易槪 況」 に 據 り， 割 合 は 之よ リ 算出 ぜリ。 大正 七 年 

の仲耱 貨物 噸量， 4- 大正 八 年 の 「槪 況」 に は 六 九 四 五 o  .1 ハ噸と 記し-大正 七 年 の 「概 況」 の 計數と 合致 

せす。 玆 •！！■ は 「大 正 七 年外國 K 易槪 況」 の 計数に 從ひ たリ。 


本 表に 據れぱ 明治 三十 五 年頃 神戶 港仲繼 貿易の 貨物 は 約 ニ萬噸 にして ニ般 

貿易の 貨物に 對 して 未だ 約 一 分に 過ぎ ざり し が、 同 三十 九 年に 至り 二分 以上と 

な. o、 同 四十 三年に は 四 分、 大正 二 年に は 五分 以上と な， 5、 歐洲戰 役 後 は 一 躍して 

一割 以上 一割 四 分を數 ふるに 至， 9 ぬ。 而 して 此に揭 げたる 仲繼 貨物なる もの 

は 同 一 貨物の 搬 入. 搬 出なる を以 て、 唯 其 一 方の みの 計 數を揭 げたれ ど も、 搬 入. 搬 

出 其 時 を 異にする が 故に、 一般 賀易 貨物と 同じく 出入 共 別種の ものと 考 ふれば • 

自然 其 割合 前記の 割合に 倍加し、 歐洲戰 役 中仲繼 貿易 貨物 は 一 般 貿易 貨物に 對 
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神 戶 市史 sisa 二 神戶 港外 國 K 易の S3  1 七 二 

し て、 大 正 四 年 最高 二割 八 分 を 占めた りと 云 ふ ベ し。 

仲 UK 物の 以上の 仲繼货 物の 惯額は 幾！： な る や、 此 等货 物の 出入 は 價 額の 申吿 をな さ -., 

るを以 て. 精 確なる 價額を 定め 難き も、 試 みに 神 港輸 移入 貨物 一 噸當 平均 單價 

を 基と して 明治 三十 五 年 來每五 年の 價 額の 推定 概算 を舉 ぐれば 左の 如し" 
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る 巾お は.^ 
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祌 芦 港仲繼 貿易 貨物 大陸 別 囉量及 全額に 對 する 割合 表 
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の 仕出の 大 

以上 大陸 

なる 對手國 


の 


て 

て 

.っ1 

の 


な り 

別 91 

に 分 


0 察 す 

祌 G- の 

、もの 

む る 

仕出 


な 


歐 0 

一 分 

大陸 に 

し 二  IJ 

遷 によ 

ち て 其 


る に、 大正 五 年 以後 

仲繼 貿易なる もの 

にして、 此兩 大陸に 

然れ ども 仔細 

於て 漸次 其 率を增 

仕向に 於て は增加 

洲も亦 仲 繼の對 手 

^せし 外槪 して 其 

就いては 言 ふに 足 

は， 戦時の 變 調な， 5 

b 略 ぼ 仕 出. 仕 向 地 

推移 を 示せば 左の 


の 歐洲戰 役 期間と 其 以前と は 多少 其 

は 主として 亞細亞 洲と亞 米 利 加洲と 

て旣往 十七 年間に 全額の 七 割 三分 乃 

に此兩 大陸 仕 出. 仕 向の 推移の 狀を見 

し， 仕向に 於て は 其 率 減 や。 亞米利 加 

し、 全く 亞細 亞洲と 正反對 なり。 此ニ 

として 稍.' 注目す ベ き も、 唯 仕出に 於て 

率 少な く、 仕 向に 至 ，9 て は 其 額 極めて 

ら ざれ ども 戦時中 濠 洲. 阿 弗 利 加洲等 

と 雖 も. 亦 一 考の價 値な くんば あらす。 

方の 推移 を 知り 得た， 9 と雖 も， 更 に 重 

i し 
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備考 本 表 は 各 年 の 「祌 戶 港外 國 貿易槪 況」 よ リ 作成す。 

此等諸 國に對 する 仲繼 貿易の 推移 は 上記の 大陸 別 的 推移に 順應 する こと 勿 

論に し て、 最 近に 於け る各國 よりの 位置よ り 言 へ ば * 神 In- 仲繼 貿易に 最も 密接な 

る 關係を 有する もの は、 支 那 及び 米國 なる を 知らん。 

仲 繼寊 物の 次に 此等諸 _ 地方 間に 行 はる、 神 m- の仲繼 貿易 仕出. 仕向の 品種 は 如 冋。 左に 

仲繼 貨物 を 類別し 其數 量の 變化を 示 し、 且 つ 各 品種 別によ る 其 重要 對手 國を揭 

げ ん。  . 

仲繼 貨物 種類 別 及 重要 仕 出. 仕 向 國別噸 量 表 
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備考 本 表 は 專ら各 年 の 「神 戶 港外 國 貿易 槪 況」 に 據 りたれ ど も. 同 書の 仲邋 貿易に 關 する 諸 

表 は. 年 によ リ其 編制 法か異 LL せる^ 以て-別に 新法^ 設け 作製した リ。 

此 表に 據れ ば、 神 芦 港に 於け る仲繼 貿易品 は 勿論 各種と も增 進の 勢 を 示しつ 

つ ありと 雖 も、 時 期に より 其 重なる 品種の 異なる もの ある を 免れす。 而 して 一 

般 より 言 へ ば， 近時 增 進の 最も 著しき もの は 米. 雜 穀. 油 類の 如き 天產 物にして， 主 
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神 UL 市史 HSS  二 神 戶 港外 圃？ aol の Is  -  AO 

として 亞細亞 諸 國に產 し歐米 諸 國に 仕向けら る ， ものな. o。 但し 油 類 中に 石 

油 あ b  、此 は槪 ね米國 よ， 9 支 那-朝 鮮. 露 領亞 細亞へ 仕向けら る、 ものと す。 工業 

品に 在りて は 半製品た る余屬 類に 於て 稍. -增加 せる も、 一 般に其 進況の 見るべき 

ものな く、 是 等は歐 米諸國 よ， 9 の 仕出に か 、 b、® 細 亞諸國 へ 仕向けら る、 もの 

な， 5。 小 麥粉は 欧洲 戰前 主たる 仲繼 貿易品たり L が、 戰後大 に 減じた， o。 要 之 

此 各種 货物 品種 間の 變遷 は、 又 前記 谷 大陸 別 割合の 變 化と 相呼應 して、 祌 港 仲 一 

繼 S 易の 一 傾向 を 示す ものな.^。 

以上 は 神 B- 港 仲繼資 易の 發 達に 就きて & 種の 事 實を揭 げたる ものなる が、 以 

下 此等を 綜合し 其發 達の 事 由、 拉 に 其 趨勢に 就いて 聊か 論 やる 所 あらんと す。 

抑 も 一 通商 港に 於け る仲繼 貿易の 發 達に は， 種 々の 要件の 伴 ふ もの あ b 、第 一 は 

該 商港が 比隣 通商 國に對 して 地理 的 位置の 良好なる こと。 第二 は 其 港 灣を中 

心と する 航路 多く 運输 至便なる こと。 第三 は 其 港灣が 常に 貨物の 出入の みな 

らゃ 市場 組織 も 亦 相當の 完備 をな すべき こと 等是 な， 9。 

^asa 今是 等の 諸 要件 を祌 戸 港 仲^貿易の 發 達に 適用して 考 ふる に、 蓋 し 我 國は亞 

細- „:: や 亞米利 加 二 大陸の 間に^ 在し、 國其 自身が 仲繼 貿易 をな す に 便なる に、 殊に 


0 り 件と 

の 状况 


海 

il 

キ' L 
路 


神 芦 港 は 我 

適す。 橫濱 

遠 く、 長 崎 港 

地位に 及ば 

繼 貿易 は、 神 

する 地理： si 

し め， 近 年 我 

所な り。 更 

るが 上 に、 仲 

方面に も航 

を 以て 航路 

得 ベ し。 於 

港が 仲繼 

なる こと 力 

物の 噸 量の 


國 土の 中樞 にあ り、 海 

港 は 米 大陸との 交通 

は 支 那. 南 洋 諸島に 隣 

ざるな， 9。 茲に 於て 

1W- に 於て 爲す こと 最 

關 係の 優秀なる こと 

國の諸 港湾に 入港せ 

に 之 を 航路 上よ， 9 見 

繼賀 易と 最も 密接の 

路 を 有すと 言 ふも誣 

の起點 たらしめ しも. 

是乎此 等 諸 航路 は 神 

港と して 優越なる 地 

神 芦 港仲繼 貿易の 發 

增 加が， 同年 以後 神 戸 


陸 形勝の 位置 

の 利 稍，. 神^に 

接すと 雖も， 對 

主として 歐米 

も 自然にして 

が、 又神卢 港の 

る 船舶 總噸數 

る に、 神 戸は旣 

關屎を 有する 

言 に 非 響 に 

近時 其 起點は 

戶 港に 於て 相 

位 を 占む るに 

達に 大關係 あ 

に 入港せ し 船 


を 占む るを以 て、 最 も 之 を 行 ふ に 

比し 大 なりと 雖も、 亞細亞 大陸に 

米 交通 は 甚だ 振 は す、 到 底 神 芦の 

兩 大陸 を 對手 として 行 はる  >  仲 

且つ 有利な， 9。 加 之此內 外に 對 

航運 をして 全 國の諸 港に 卓絶せ 

の 三 割 以上 は、 實 に 神 B- の 占む る 

に 世界 航路の 重要なる 寄航 地な 

東洋 各地へ は、 近時 殆んど 何れの 

從 來外國 航路の 船舶 多く は 香港 

事 實上神 S- に 移りた， o と 言 ふ を 

接 續 し、 貨 物の 交換 をな し、 以 て 神 

至， 9 しな， 9。 此 海運 航路の 盛大 

る こ と は、 明治 三十 五年來 仲繼貨 

舶 噸数の 增加 と、 殆. ん ど 比例す る 
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二と によ 

然 りと 
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へば 外國 

仲繼 商業 

たるな， 

斯 くの 

あ ，0- と 信 

らす S ち 

易 は 之 を 

以 て、 一 港 

る 關稅制 

代る 施設 

-ff" 梦 固.^ 


りても 亦^ 據 立てら 

雖も 如何に 神 m が 天 

なくん ば 決 

は 近： 時 諸種 

銀 行. 宣 誓 儉 

行 はる 1 に 


織の 整備 

芦 に 於て 
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度の 行 は 
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て 神 ^港 仲 

繼 貿易の 發 

に 於け る關 

h- 見れ ば、 課 

の發 達に は 

る/'  二と、 - 

ベ きこ と 亦 

實 施 せ ら る 


るべ し 

下 形勝の 地位 を 占め、 海運 進步 

して 仲繼贸 易の 隆盛 を 望む ベ 

の 商業 市場 發達 し、 仲 繼 貿易に 

量 人. 運 送 取次 人 等の 完備せ る 

至 b しか ば、 彼 是相俟 つ て 以 て 

繼 貿易 發 達の 主因 は、 如上の 三 

達に は： s の 要因の 之に 附隨す 

稅制 度竝に 之に 連鬭 せる 諸 施 
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